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遺跡遠景（北から）

TAK201502調査区（手前）。TAK201506調査区（中央）。TAK201501調査区（奥）

遺跡遠景（東から）

TAK201604調査区（中央）。奥のグランド周辺は黒丸遺跡。最奥は大村湾と西彼杵半島



TAK201506調査区　ST2検出状況

TAK201506調査区 SK12出土　青銅製権



本書は、九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）建設工事に伴って実施した、大村市竹松遺跡の発掘

調査報告書です。

竹松遺跡は、かねてより原始・古代の遺跡として知られておりましたが、九州新幹線の車両整備の

ため、保守基地（後に車両基地に拡大）が建設されることになりましたので、やむなく発掘調査に至っ

たものです。

竹松遺跡における大村車両基地の発掘調査報告書は、これまでにⅠからⅣまで４冊刊行してまいり

ましたが、本書が最後の巻となります。したがいまして、発掘調査成果の総括的な整理も行っており

ます。

竹松遺跡の調査面積は、約１０万㎡に及び、原始時代から、古代、中世に至る住居跡や墓地など、

約７００基の遺構が検出され、出土した遺物は約７０万点にも上りました。

本書を含め、竹松遺跡の一連の発掘調査報告書が、郷土の歴史に新たな発見と展開をもたらすこと

を期待しております。

最後になりましたが、発掘調査を支援していただいた共同企業体の皆様や、暑さ寒さの厳しいなか、

発掘調査に従事された外業作業員の方々をはじめ、さまざまな形でご協力いただいた大村市教育委員

会や独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構の皆様など、関係者の皆様に厚く御礼申し上げま

して、刊行のあいさつといたします。

令和２年１月３１日

長崎県教育委員会教育長

池松　誠二

発刊にあたって



１．本書は、九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）建設（事業主体：独立行政法人鉄道建設・運輸施

設整備支援機構）に伴って実施した長崎県大村市に所在する竹松遺跡のTAK201501調査区（大村市

沖田町732番地1ほか所在、調査面積4,400㎡）と TAK201502調査区（大村市沖田町88番地1ほか所

在、調査面積２,800㎡）、TAK201506調査区（大村市沖田町741番地ほか所在、調査面積2,180㎡）、

TAK201604調査区（大村市沖田町740番地ほか所在、調査面積2,300㎡）の埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

２．調査は、長崎県教育庁新幹線文化財調査事務所が主体となり、TAK201501調査区、TAK201506調査区、

TAK201604調査区は国際文化財㈱と㈱三基の共同企業体の支援を得た。また、TAK2010502調査区

は㈱大信技術開発と㈱プロレリックの共同企業体の支援を得て行った。調査期間は以下のとおり

である。

（１）範囲確認調査（【　】は遺跡調査番号）

TAK201501調査区、TAK201502調査区、 TAK201506調査区 ,：平成26(2014)年1月10日（金）～

平成27（2015）年1月8日（木）【TAK201416】

TAK201604調査区 :平成27(2015)年6月1日（月）～同年6月16日（火）【TAK201503】

（２）本調査

TAK201501調査区：平成２７年５月２６日（火）～平成２８年１月２０日（水）

TAK201502調査区：平成２７年６月１５日（月）～平成２７年１２月１４日（月）

TAK201506調査区：平成２７年８月５日（水）～平成２８年２月１９日（金）

TAK201604調査区：平成２８年６月２０日（月）～平成２８年１０月１１日（火）

３．遺物写真撮影は川道 寛、新久保恒和、村川逸朗、山崎 円、中川潤次、中脇美希、鈴田粧子、

松屋祥子、久田ひとみ、柿田佳央理が行った。デジタルトレース及び手トレースは、川道 寛、

山崎 円、中脇美希、鈴田粧子、松屋祥子、久田ひとみ、柿田佳央理が行った。また、一部は

㈱大信技術開発に委託した。

４．本報告書の執筆・編集は川道 寛、川畑敏則、村川逸朗、中川潤次、中尾篤志、古門雅高が行い、

総編集を杉原敦史が行った。

５．本書で用いた座標は、すべて世界測地系を用い、方位はすべて座標北である。

６．記録類および出土遺物は、長崎県教育庁新幹線文化財調査事務所に保管している。

７．遺跡調査番号はTAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604である。

８．本書で使用した遺構番号は以下のとおりである。

ＳＡ：柵　　ＳＢ：掘立柱建物跡　　ＳＣ：竪穴建物跡　ＳＤ：溝　　ＳＫ：土坑

ＳＬ：炉、カマド、焼土、鍛冶遺構　　ＳＰ：柱穴　　ＳＴ：埋葬施設　　ＳＸ：不明遺構

ＳＳ：集石　　ＳＵ：遺物集積　　ＴＰ：試掘坑　　ＮＲ：自然流路・旧河川

９．本書は紙幅の都合により「調査の経緯」「歴史的環境、地理的環境」を割愛した。『竹松遺跡Ⅰ』（長

崎県教委編2017）、『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）を参照いただきたい。

10．石造物については、大石一久氏より玉稿をいただいた。
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Ⅰ　調査組織と方法

１　調査組織
竹松遺跡の TAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604の各調査区の発掘調査は、長崎県教

育庁新幹線文化財調査事務所が担当し、作業員の雇用・労務管理・現場の安全管理および地形測量・

遺構実測・空中写真撮影などを竹松遺跡特定埋蔵文化財発掘調査共同企業体に委託した。共同企業

体の構成員は TAK201501調査区が国際文化財㈱と㈱三基の共同企業体。TAK201502調査区は㈱大信

技術開発と㈱プロレリックの共同企業体。TAK201506調査区は国際文化財㈱と㈱三基の共同企業体。

TAK201604調査区も国際文化財㈱と㈱三基の共同企業体で実施した。

なお、TAK201501、TAK201502、TAK201506調査区は平成27年度（2015）に発掘調査を実施し、

TAK201604調査区は翌年の平成28年度（2016）に実施した。

（１）新幹線文化財調査事務所　

所長　副島和明（平成24年度～25年度）、古門雅高（平成26年度～令和元年度）

課長　田尻清秀（平成24年度～27年度）、小島克孝（平成28年度～令和元年度）、

杉原敦史（平成26年度～令和元年度）

係長　村川逸朗（平成24年度～27年度）、中尾篤志（平成28年度～平成30年度）

主任主事　浜口広史（平成25年度～28年度）、主事　水口真理子（平成28年度～平成30年度）

（２）TAK201501調査区

①試掘・範囲確認調査

調査期間：平成26年11月10日～平成27年1月8日

調査担当：本田秀樹、中尾篤志　　遺跡調査番号：TAK201416

②本調査担当

濵村一成（文化財保護主事）、江口喬裕（文化財調査員）、渡邉英明（同、現　福井県教育委員会）、　

東郷一子（文化財調査員）

【国際文化財㈱】　現場代理人：川村　稔、調査員：大塚正樹、東園千輝男

【㈱三基】　　　　調査員：梅木信宏、古賀朋緒

③調査期間・面積：平成27年5月26日～平成28年１月20日、4,400㎡

④報告書担当

杉原敦史（課長）、川畑敏則（主任文化財保護主事）、川道 寛（文化財調査員）、村川逸朗（同）、

中川潤次（同）、新久保恒和（同）、鈴田粧子（同）、久田ひとみ（同）、松屋祥子（同）、

中脇美希（同）、山﨑 円（同）、山尾奈美（同）、柿田佳央理（同）

（３）TAK201502調査区

①試掘・範囲確認調査

TAK201501調査区に同じ。

②本調査担当

本田秀樹（文化財保護主事　現 県立明誠高校）、新井美和（文化財調査員）

【㈱大信技術開発】　現場代理人：辻村史武　調査員：竹田将仁、加世田尊
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【㈱プロレリック】　村上孝司、木村有喬

③調査期間・面積：平成27年6月15日～平成27年12月14日、2,800㎡

④報告書担当：TAK201501調査区に同じ

（４）TAK201506調査区

①試掘・範囲確認調査

TAK201501調査区に同じ。

②本調査担当　

田島陽子（文化財保護主事）、小川慶明（文化財調査員　現　南島原市教育委員会）

【国際文化財(株 )】現場代理人：大塚一彦　調査員：伊藤敬太郎、青山宗靖

【(株 )三基】　　　　　調査員：高見澤太基

③調査期間、面積：平成27年8月5日～平成28年2月19日、2,180㎡

④報告書担当：TAK201501調査区に同じ

（５）TAK201604調査区

①試掘・範囲確認調査　

調査期間：平成27年6月1日～平成27年6月16日

調査担当：村川逸朗、川畑敏則、田島陽子　　遺跡調査番号：TAK201503

②本調査担当

白石渓冴（主任文化財保護主事　現　熊本市派遣）、田島陽子（文化財調査員）

【国際文化財㈱】　現場代理人：川村　稔　調査員：土　任隆、青山宗靖

【㈱三基】　　　　調査員： 古賀朋緒

③調査期間、面積：平成28年6月20日～平成28年10月11日、2,300㎡

④報告書担当：TAK201501調査区に同じ
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第1図　遺跡位置図（S=1/25,000）
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３　調査方法
発掘調査区は、平面直角座標第

Ⅰ系を使用し、４級基準点測量を

世界測地系で実施した。グリッド

は２０ｍピッチで設定し、北西交

点（グリッドの左上）を基準にＸ座

標の百の位、十の位、Ｙ座標の百

の位、十の位の数字を組み合わせ

て４桁のグリッド番号を付して順

に並べ、グリッド名とした。

例えばＸ座標 -6262.000、Ｙ座標

42536.000の場合は「2653」グリッド

とした。（第5図参照）

調査区が広いので、小調査区を

設けた。（第4図参照）。

掘削は表土を重機で除去した後

に人力で行った。

遺物の取り上げは、遺構に伴う

ものや原位置を保っていると思わ

れるものについては、出土状況を

写真記録するとともに、座標を記

録しながら取り上げを行った。

遺構実測は手実測とデジタル実

測を併用し、基準点には座標を落

とした。

溝などの規模が大きい遺構は、

デジタル実測で対応した。

なお、平成２４年（２０１２）６

月、諫早・長崎間の着工認可に伴い、

大村市に建設予定であった保守基

地が車両基地へと拡大変更された。

第2図　保守・車両基地概略図 (S=1/5,000)

TAK201502TAK201604

TAK201501

保守基地範囲

南北で土層が
変化する境界線

TAK201506

車両基地に
　伴う拡張部
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Ⅱ　層序

１．共通土層
竹松遺跡の発掘調査においては、年度ごと、調査区ごとに認定する土層において、共通して分布・

堆積する土層を「共通土層」と呼び、調査員が認識を共有した。

竹松遺跡の「共通土層」は遺跡の北と南では様相が異なる（第2図）。調査区でいうと、TAK201404調

査区内の北部からTAK201108調査区とTAK201302調査区の間を走る市道を境とする。

北側の共通土層を「北部共通土層」、南側の共通土層を「南部共通土層」と呼称した。

平成27、28年度の調査区では、TAK201501調査区、TAK201506調査区、TAK201604調査区は「北部共

通土層」の堆積地域である。TAK201502調査区では土石流による礫堆積や土砂の自然堆積が複数回に

わたって繰り返され、調査区全体の基本土層が提示できなかったので割愛する。

①北部共通土層

【第Ⅰ層】表土（耕作土）、【第Ⅱａ層】鉄、マンガン集積層。明黄橙色を呈する。床土、客土。

【第Ⅱｂ層】中世の包含層。鉄、マンガンの集積により、明黄橙色を呈する。色調から床土、客土

と判断し、当初は遺物包含層とは認めない調査員もいたが、現場での検討の結果、中世

の包含層と判断した。

【第Ⅲ層】粘質土。古墳・古代の包含層。

【第Ⅳ層】砂質土。弥生の包含層

【第Ⅴ層】古土層（西側には存在しない）「古土層」は通称。強く硬く締まる黄褐色の砂質土である。

２万年前から３万年前に形成された土層との見解もある。

【第Ⅵ層】旧河川起源の礫層

②南部共通土層：今回報告する調査区には存在しない。

【第Ⅰ層】表土（耕作土）【第Ⅱ層】鉄、マンガンの集積層。明黄橙色。床土、客土。

【第Ⅲ層】黒ボク土の腐植が多い部分。火山性の黒ボク土で、黒色または黒褐色を呈す。

【第Ⅳ層】いわゆる黒ボク土の下層部分である。褐色を呈する。「黄（きな）ボク」と俗称。

【第Ⅴ層】「古土層」

【第Ⅵ層】扇状地礫層。大村扇状地の基盤となる砂礫層である。

２．TAK201501調査区の基本層序
調査区すべてが北部共通土層の堆積地域。

土層 特徴 北部共通土層

第Ⅰ層 耕作土 第Ⅰ層

第Ⅱa層 明黄橙色粘質土、床土・客土、鉄・マンガン集積層 第Ⅱa層

第Ⅱb層 明黄褐色粘質土。中世の遺物包含層。後世の削平により残存状態は悪い。 第Ⅱb層

第Ⅲ層 暗褐色粘質土。古墳時代から古代の遺物包含層、遺構面 第Ⅲ層

第Ⅳ層 黄褐色砂質土。弥生時代の遺物包含層ならびに遺構面。 第Ⅳ層

第Ⅴ層 古土層　本調査区では存在しない。 第Ⅴ層

第Ⅵ層 礫層　 第Ⅵ層
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３．TAK201506調査区の基本層序（１）
調査区の東に位置する①②③小調査区は北部共通土層堆積地である。

土層 特徴 北部共通土層

第Ⅰ層 耕作土 第Ⅰ層

第Ⅱ層 黄褐色粘性土（10YR5/6）。中世の文化層の可能性。 第Ⅱb層

第Ⅲ層 黒褐色粘性土（10YR2/3）古墳時代の文化層。一部古代。 第Ⅲ層

第Ⅳa層 褐灰粘性土（10YR4/4）弥生後期の包含層、文化層。 第Ⅳ層

第Ⅳb層 暗褐色粘性土（10YR3/4）、弥生時代中期から後期にかけての文化層。 第Ⅳ層

― 存在しない 第Ⅴ層

第Ⅵa層 暗褐色（10YR3/3）。河川堆積の粗い砂層。無遺物層。 第Ⅵ層

第Ⅵb層 暗褐色（10YR3/3）。旧河川起源の礫層 第Ⅵ層

４．TAK201506調査区の基本層序（２）
調査区の西に位置する④小調査区は、他の小調査区とは若干様相が異なる。

土層 特徴 北部共通土層

第Ⅰ層 耕作土 第Ⅰ層

第Ⅱ層 黄褐色粘性土（10YR5/6）。中世の文化層の可能性。 第Ⅱｂ層

第Ⅲa層 暗褐色砂質土（10YR3/4）、マンガン混じる。弥生・古墳時代の遺物包含層 第Ⅲ層

第Ⅲb層 鈍い黄褐色粘性土（10YR4/3）、やや砂質。弥生中期から後期の土層。 ―

第Ⅲc層 暗褐色砂質土。無遺物層。 ―

― 存在しない 第Ⅴ層

第Ⅵa層 暗褐色（10YR3/3）。河川堆積の粗い砂層。無遺物層。 第Ⅵ層

第Ⅵb層 暗褐色（10YR3/3）。旧河川起源の礫層 第Ⅵ層

５．TAK201604調査区の基本層序（宅地部分 )

土層 特徴 北部共通土層

第1～12層 現代（約30年前）の盛土以前の盛土。 ―

第13層 旧表土 ―

第14層 褐色土 第Ⅱ層

第15～18層 自然流路（NR03、NR04）の埋土 ―

第19,20層 遺物包含層 第Ⅲ層

第21～23層 谷地形の埋土 ―

第24～25層 礫層 第Ⅵ層
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①TAK201108

②TAK201202

③TAK201301

④TAK201302

⑤TAK201304

⑥TAK201405

⑦TAK201404

⑧TAK201407

⑨TAK201406

⑩TAK201403

⑪TAK201501（報告分）

⑫TAK201502（同上）

⑬TAK201506（同上）

⑭TAK201604（同上）

⑮TAK201208

⑯TAK201303

※竹松遺跡全体の調査区は巻末の
　558頁にも別図を掲載している。

第　図　新幹線大村車両基地調査区位置図（1/5,000）第3図　新幹線大村車両基地調査区位置図（1/5,000）
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第4図　TAK201501・201502・201506・201604調査区と小調査区区割図

8



6448 6450

6650

6850

7050

6452

6652

6852

7052

6454

6654

6854

7054

6456

6656

6856

7056

6458

6658

6858

7058

6460

6660

6860

7060

6462

6662

6862

7062 7064

6864

6664

6464

6264

6064

5864

5664

5464

5264

5064

6248 6250 6252 6254 6256 6258 6260 6262

6048 6050 6052 6054 6056 6058 6060 6062

5848 5850 5852 5854 5856 5858 5860 5862

5648 5650 5652 5654 5656 5658 5660 5662

5448 5450 5452 5454 5456 5458 5460 5462

5248 5250 5252 5254 5256 5258 5260 5262

5048 5050 5052 5054 5056 5058 5060 5062

6648

6848

7048

Y
=
4
1
5
0
0

Y
=
4
1
5
2
0

Y
=
4
1
5
4
0

Y
=
4
1
5
6
0

Y
=
4
1
5
8
0

Y
=
4
1
6
0
0

Y
=
4
1
6
2
0

Y
=
4
1
6
4
0

Y
=
4
1
6
6
0

X=-4520

X=-4540

X=-4580

X=-4560

X=-4600

X=-4620

X=-4640

X=-4660

X=-4680

X=-4700

X=-4720

TAK201506
TAK201604

TAK201502

TAK201501 AB

C

D

E

E

F

G

H

I

J

K

L

P

Q

UW

T

V

Y

ａ

X

Zｂ

R

S

M

N

O

A

B

C

D

L

FG

E

A

B

C

DF

G

A

B

C

D

E

F

G H

I

JK

Ｎ

0 100m（S=1/1,000）

※　○囲みのアルファベットは土層実測ポイントを示す (第 6図～第 11 図参照 )

第5図　グリッド配置図 (S=1/1,000)
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Ⅲ　遺構と遺物

１　旧石器時代
ここで報告するナイフ形石器は、古代・中世の遺構であるTAK201501調査区 SD6から出土したもの

であり、報告書の体裁としては、古代・中世の項で扱われるのが筋であろうが、本資料の持つ重要性

に鑑み、旧石器時代として取り上げる。なお、TAK201501、02、06、および201604調査区では旧石器

時代の遺物は発見されなかった。

1は、ナイフ形石器である。上下両端をわずかに欠損する。現存する長さは7.21cm、最大幅2.25cm、

厚さ0.96cm、重量は13.13gであり、大型のナイフ形石器の部類に入る。同一方向からの連続剝離を行

う石刃石核から剝離した石刃を素材とする。石材には、良質な腰岳系の黒曜石A1類が用いられている

が、側面がほぼ直線であることからみて、腰岳産の角礫を素材とする石核から剥離されたものであろ

う。刃潰し加工（ブランティング）は、基部と左側縁先端部に限定される。基部裏面加工は認められず、

ブランティング面を除くほぼ全周に後世の加工痕が施されている。

こうした大型のナイフ形石器は、大村湾沿岸では諫早市柿崎遺跡等にみられるが、基部裏面加工の

有無や形態など大

きく異なる。初見

の資料であり、と

りあえずナイフ形

石器と評価してお

くが、他器種の可

能性も否定するも

のではない。類例

の増加が期待され

る。

(1) 旧石器時代の時代区分

旧石器時代の編年は、Ⅰ期～Ⅲ期に区分される。Ⅰ期はナイフ形石器以前、Ⅱ期がナイフ形石器を

主体とする時期、Ⅲ期は細石刃石器群の3時期である。さらにⅡ期を4期、Ⅲ期を2期に細分する。

Ⅱａ期：ＡＴ（姶良丹沢火山灰）降灰以前

Ⅱｂ期：ナイフ形石器に剝片尖頭器が伴う時期

Ⅱｃ期：ナイフ形石器に原の辻型・枝去木型台形石器が伴う時期

Ⅱｄ期：ナイフ形石器に百花台型台形石器が伴う時期

Ⅲａ期：野岳型・位牌塔型・茶園型細石刃核をもつ時期

Ⅲｂ期：福井4層タイプ（市ノ久保型）細石刃核をもつ時期

0 5cm（S=2/3）

1
1

図版1　TAK201501調査区出土の旧石器

第12図 TAK201501調査区出土の
旧石器実測図 (S=2/3)
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以下、大村市内の旧石器の内包する地域的特性について概観したのち、時期別に大村市内の旧石器

時代から縄文時代草創期を概観する。

(2) 遺跡分布からみた大村市域

長崎県の遺跡地図によれば、大村市内の旧石器時代の遺跡は50ヶ所が周知されている。その多く

が多良岳・経ヶ岳・五家原岳を頂点とする多良山系から西へ延びる標高50～100mの丘陵末端部に立

地している。その丘陵端部を南北に九州縦貫自動車道が通っており、その建設に伴う調査で発掘され

た遺跡も多く、いわば見かけ上の分布を表しているともいえる。

多良山系を形成する玄武岩は、いくつかの溶岩段丘面を形づくる。標高400m以上の高位段丘面に

は遺跡は検出されていない。200～400mの中位段丘面には、農業用の溜池が江戸時代から作られてお

り、その湖畔で石器が発見されることも少なくない。その代表的な例が野岳遺跡である。大多武溜池・

姥ヶ懐溜池などもその例である。

低標高域に目を転じると遺跡の空

白が目立つ。大村の低標高域には、更

新世に形成された大村扇状地が広がる。

扇状地の上部には広域火山灰であるＡ

Ｔ（姶良丹沢火山灰）やアカホヤ（鬼界

カルデラ火山灰）の堆積が確認されて

いる「古土層」が存在しており、旧石器

時代にも活動領域になっていたと想定

されるが、遺物の発見例は乏しく、竹

松遺跡から原位置を遊離した石器が数

点出土したに過ぎない。

大村湾は、その北部を針尾島によっ

て扼された内海であるが、大村湾に海

水が流入する時期は縄

文時代早期末と考えら

れる。大村湾のボーリ

ング調査によると、約

8万年前の阿蘇4火砕流

堆積以前の大村湾には、

淡水の古大村湖が2回

形成されたらしい。阿

蘇4火砕流後の大村湾

は陸化し、古大村盆地

となっていた。盆地内

では、郡川をはじめと

する河川がまとまって

第13図　大村市旧石器遺跡地図

第1表　主な大村市内の旧石器遺跡地名表
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古大村川を形成し、それは現在西海橋の架かる伊ノ浦瀬戸から佐世保湾口を通って五島灘まで流れて

いたとされる。このように陸化していた大村湾は当時の狩猟活動ゾーンであるばかりか、針尾島周辺

から松浦牟田等の黒曜石原産地への石材獲得ルートとしても活用されたことは想像に難くない。とす

れば、現在発見例の乏しい更新世扇状地での遺跡発見は大いに期待できるところであろう。

(3)大村市内の旧石器時代概要（第14図）

大村市内では、Ⅰ期およびⅡａ期に該当する遺跡は検出されていない。Ⅱｂ期の遺跡としては野田

の久保遺跡がある。旧石器時代の遺物は9点出土しているが、いずれも原位置を遊離している。先端

部を折損する大型の剝片尖頭器（1）は、茎部を丁寧に加工している。安山岩の縦長剝片を素材として

おり、この石器が現時点では大村最古の石器といえる。角錐状石器（2）も大型で、厚手の安山岩製の

縦長剥片を素材とする。このほか細身で柳葉形をした二側縁加工の小型ナイフ形石器（4・5）や原の辻

型の台形石器（6・7）が出土しており、Ⅱｂ期からⅡｃ期にかけての時期と推測される。

野田古墳（8～14）は、谷部の調査で、旧石器時代の包含層が確認されており、数点の石器が出土し

ている。10～12が包含層出土遺物である。10は小形のナイフ形石器、12は不定形剝片を素材とした

もので、礫面を広く保持しており異質である。ともに牛ノ岳系黒曜石を使用する。包含層からの出土

ではないが、原の辻型台形石器(14)も確認されており、Ⅱｃ期の石器群に位置づけられる。

野田Ａ遺跡では、ナイフ形石器が9点、台形石器が2点出土している。ナイフ形石器には、縦長剥

片を素材とした二側縁加工で柳葉形を呈するもの（15～18）と不定形剝片を素材とする切出状のナイ

フ形石器（19・20）がある。前者には腰岳系黒曜石が、後者には淀姫系黒曜石が選択されている。台形

石器(21・22)は、刃部が斜刃になる。ともに不定形剝片を素材とする。野田Ａ遺跡の時期は、Ⅱc期

として大過ないであろう。

葛城遺跡からは、角錐状石器のほか多くのナイフ形石器・台形石器が出土している。柳葉形の二側

縁加工ナイフ形石器（23・26）、切出し形を呈するナイフ形石器（27）のほか、素材の形状大きく変革さ

せない今峠型と思われるナイフ形石器（24）も出土している。台形石器には、枝去木型（28・29）と小型

の百花台型（30）がある。本石器群は、多種類のナイフ形石器、台形石器を含むことからⅡc期からⅡ

d期にかけての時期が想定される。

野岳型細石刃核を指標とするⅢa期の遺跡は、野岳遺跡と寿古遺跡の2遺跡に過ぎない。野岳遺跡

では発掘調査は実施されていないが、井手寿謙によって400点を超える細石刃核・細石刃が採集され

ている。細石刃核には、野岳型・位牌塔型・茶園型が認められ、西南日本における旧石器時代終末期

を代表する遺跡と評価されている。寿古遺跡では、原位置を遊離した野岳型細石刃核が1点出土して

いる。

大村市内では現在のところⅢb期の遺跡は発見されていない。

縄文時代草創期の遺跡としては、寿古遺跡と玖島崎遺跡がある。寿古遺跡出土品は、遺物の存在が

確認できず、あわせて稚拙な実測図のため詳細は不明である。

玖島崎遺跡の細石刃核(41)は、腰岳系の良質な黒曜石を素材とした優品である。大振りで、Ｄ字

形の側面を呈し、下縁・背縁には鱗状の細調整が丁寧である。打面は、長軸スポール剝出による単打

面で形成され、打面調整はみられない。全体的な印象から泉福寺洞穴11層の細石刃核に類似する典型

的な福井型である。
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以上、主要な遺跡を取り上げながら大村市の旧石器時代について概観してみたが、包含層のしっか

りした石器群がないことから、隔靴掻痒の感は否めない。

第14図　大村市内の遺跡より出土した旧石器実測図
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２　縄文時代
(1) 調査区 (TAK201501･201502･201504･201506･201604)の概要

大村市は長崎県本土部のほぼ中央に位置し、大村湾の東側沿岸にあたる。市の北部を流れる２級河

川である郡川は、幾度となく流路を変更しながら広大な扇状地を形成し、現在の市街地のほとんどは

この上に立地している。本遺跡も同様で郡川西岸の微高地、標高10～15ｍを測る場所に所在する。

今回の報告地点は竹松遺跡の北端部にあたり、地形図及び目視により現況を観察すれば、現有の郡

川の手前に一段階前の河川が流れていたことが推測される。現在、この一帯は水田及び宅地として利

用されている。

平成27年度の新幹線車両基地の調査区の総調査面積は概ね9,380㎡程の広さになる。この中で縄

文時代の遺構は確認されていない。出土する土器もそのほとんどが破片であり、全体形が分かるの

は皆無である。竹松遺跡内で縄文時代の住居址が確認されているのは『竹松遺跡Ⅳ』で報告済である

TAK201404調査区の北半部東寄りに所在する。1,000㎡ほどの広さの範囲である。　

今回報告の遺跡北端部については、土器の出土量に比べて、打製石斧などの石器の出土数が多いと

いう傾向も認められ、住居から少し離れた生産地としての性格も考慮する必要があるかもしれない。

遺物の取り上げは、遺構に伴うものや原位置を保っていると思われるものについては、出土状況を

実測し写真記録を行うとともに、座標を記録しながら取り上げを行った。

今回報告する縄文時代の遺構は、『竹松遺跡Ⅳ』上巻（長崎県教育委編2019）で既報告済の中で一部

未報告分について補完的に取り上げたものである。

(2) TAK201404調査区 SX3及び SX7について

①SX3（第17・18図、図版3・4、第2表）

A6東区では縄文時代晩期の竪穴建物跡（SC2、3；『竹松遺跡Ⅳ』上巻で報告済）が確認されたが、この

SX3は SC2の西側、6mの位置で検出した。掘方はなく、礫の上方に土器が集中してのっている状態で

検出した。

2～6は同一個体と思われるが、それぞれ個体の縁辺部が細かく破損しており接合はしなかったも

のである。全体の器形としては卵殻形であり口縁端部は内側にすぼまる。内外の条痕による調整や胎

土等も同一である。

②SX7（第19・20図、図版5・6、第3表）

縄文時代晩期の不明遺構であるが、竪穴状建物の可能性もあるという事で報告済（『竹松遺跡Ⅳ』上

巻）のものである。覆土内及び床直上から縄文時代晩期の粗製土器片や復元可能な同晩期の精製浅鉢

等を検出した。南北最大長2.1m、東西最大長2.38mで、壁は斜面をなし深さは0.1m程である。

は床直上から出土した縄文時代晩期の浅鉢である（『竹松遺跡Ⅳ』上巻で報告済；図版17番号81）。

7～14は同じくこの遺構内から出土した粗製土器である。7は外反する口縁のものである。8は

ほぼ真直ぐに立ち上がるものである。9と10は口縁部が開くものであるが、ともにヘラ状のもの

で刻印状の押さえと削りの痕跡が残っている。口縁上端部にも若干の同様のことを行っている。
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TAK201604TAK201604
TAK201506TAK201506

TAK201506TAK201506

TAK201502TAK201502

TAK201501TAK201501

TAK201501TAK201501

郡川郡川

JR 大村線JR 大村線

図版2　TAK201501、201502、201506、201604調査区空撮　(竹松遺跡北端を北側から撮影)
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第15図　竹松遺跡TAK201501、02、06、TAK201604、および既報告TAK201404調査区遺構配置図(S=1/2,000)
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第16図　既報告 TAK201404調査区縄文時代遺構配置図 (S=1/600)
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A A’

礫混入

A A’

P

H=10.700m

S

S

S

出土遺物

　　　　堀方なし。礫上に土器集中。

N

0 50cm（S=1/10）

SX3

SX3 検出状況　西からSX3 検出状況　南から

SX3 検出状況　南東から SX3 遺物取り上げ後状況　南から

これらの刻印状の痕跡は意識的に行われたものと考えられる。全体の器形としては、10、11、12等

を統合して勘案すると肩部で屈曲する粗製土器の深鉢ということになるものと推定される。底部は確

認されていない。なお、ここから出土した遺物は、深さ0.1m程のなかに床直状態に近い出土状況を

見せている。一括遺物として扱っていいのではないかと思われる。

第17図　既報告 TAK201404調査区 SX3遺構検出状況実測図 (S=1/10)

図版3　既報告 TAK201404調査区 SX3遺構検出状況
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第〇図　TAK201404 調査区 SX3 出土遺物実測図 (S=1/3)

2

3

4

5

6

0 5cm（S=1/3）

第18図　既報告 TAK201404調査区 SX3出土遺物実測図 (S=1/3)
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図版●　TAK201404 調査区 SX3 出土土器

2

3

4

5 6

図版4　既報告 TAK201404調査区 SX3出土土器
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１．にぶい黄褐色 (10YR4/3) シルト質。しまりやや強い。粘性強い。

　　0.2 ～ 0.5cm 大の炭化物を 1割程度まばらに含み、直径 15cm 以上の

　　中礫を 8個程含んでいる。

同一個体 (竹松Ⅳ掲載 番号   )
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第〇図　TAK201404 調査区 SX7 遺構実測図 (S=1/30)
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SX7 ベルト残し土器出土状況　西からSX7 検出状況　西から

SX7 硬化面半截状況　西から SX 完掘状況　西から

第19図　既報告 TAK201404調査区 SX7遺構実測図 (S=1/30)

図版5　既報告 TAK201404調査区 SX7遺構検出状況
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第20図　既報告 TAK201404調査区 SX7 出土遺物実測図（7〜14）、
　　　　既報告 TAK201407調査区包含層 出土遺物実測図（15）(S=1/3)
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図版6　既報告 TAK201404調査区 SX7出土土器（7〜14）、既報告 TAK201407調査区包含層 出土土器（15）
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(3) 包含層出土の縄文土器

TAK201501、201502、201506、201604調査区で出土した縄文土器は縄文時代後期と晩期の土器で

ある。

①縄文時代後期の土器

16と17は縄文時代後期の土器である。16は縁帯に二条の沈線。17は縁帯に四条の沈線が確認でき

る。

②縄文時代晩期の土器

縄文時代晩期の土器の器種は、深鉢と浅鉢がある。同じ深鉢でも器種に様々なバラエティがあるの

で、A～ Dの4種類に分けて説明を行いたい(註1)。

〇深鉢

A類　胴部から口縁部にかけて単純に広がる器形となるものである。真直ぐに伸びるものや少し内

側にすぼむものもこれに含める。

B類　胴部最大径で内側に鋭く短く屈曲し、外反して口縁部に至るもの。

C類　胴部で屈曲するのはD類と共通するが、口縁部直下や屈曲部に刻目凸帯を張り付けるもので

ある。

D類　上記の A～ C類の土器の製作技法が、粘土紐を積み上げて成型していくのに対して、紐状の

ものを編み込んだ籠の網目に粘土を押し付けて体部の下半部を作り上げる組織痕土器である。

上半部は従来の粘土紐を積み上げて作り上げているものと思われる。

A類は第21図18～23、25等の資料が、該当するのではないかと思われる。

B類は第21図26が部分的な破片であるものの該当すると思われる。屈曲部にリボン状突起を添付す

るものである。30も残存部が少なくて判断に迷うが、この範疇にはいるものであろう。なお、第22

図33は、このB類の範疇にはいるものと思われるが、口唇部と屈曲部の外側に刻み目が入ればC類の

中に包摂されるものだろうか。

C類は刻目凸帯文土器である。34が該当する。

D類は組織痕土器であるが、31、32が該当する。

〇浅鉢

37～45は浅鉢の口縁部破片である。全体の器形を判断できないことから、分類することは保留し

ておきたい。

〇底部

底部片も形にバリエーションがある。まず、台形の底部片が47である。次に平底であるが単なる

平底51があり、平底であるが、内面や底面に下から上への条痕によるカキ目が認められるものとし

て48、49等がある。底の端は接地しているものの底の中央部が浮いていて上げ底状のもの50がある。

15は胴下半分から底部の資料になる。条痕のカキ目が内外面に残っている。底部の接地面は平である

が、接地面の端部を小さく引き伸ばす特徴をもっている。
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第2表　既報告TAK201404 SX3出土土器観察表

第3表　既報告TAK201404 SX7出土土器観察表

第5表　TAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604包含層出土土器①観察表

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面 口唇部 外面 内面

15
1407-

480
7058 4層 深鉢 － (13.4) 9.0

7.5YR4/3

褐

7.5YR4/2

灰褐
良

底部～

胴部

雲母、角閃石、結晶片

岩、石英
条痕 条痕 － 無 無 縄文晩期～弥生早期

備考
遺物

番号
遺物ID 

出土

地区
層位 分類

法量（ｃｍ） 色調
焼成 部位 胎土

施文処理 炭化物

第4表　既報告 TAK201407包含層出土土器観察表

器高 底径 外面 内面 外面 内面 口唇部 外面 内面

16
1506-

0575

①区

6262

4層～

地山層
深鉢 ― (7.2) ―

2.5YR4/4

にぶい赤褐

2.5YR5/6

明赤褐
良

口縁部

～胴部
長石、石英 ミガキ ミガキ ナデ 無 無 縄文後期

17
1506-

0467
①区 4層 深鉢 ― (2.9) ―

2.5YR6/2

灰赤

2.5YR5/6

明赤褐
良 口縁部 長石、雲母、角閃石 ナデ ナデ ナデ 無 無

縄文後期、

口縁部に三条の沈線あり

18
1506-

0564-1

①区

6260
4b層 深鉢 ― (7.1) ―

7.5YR5/4

にぶい褐

10YR6/3

にぶい黄橙
良 口縁部

雲母、長石、石英、

赤色粒子

条痕

ナデ

条痕

ナデ
有 無 縄文晩期

19
1506-

0944-1

④区

5842

3a層～

3b層
深鉢 ― (6.0) ―

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR6/2

灰黄褐
良 口縁部 石英、雲母、黒曜石片 ナデ ナデ

ナデ

無 無 縄文晩期

20
1506-

0925

④区

5852
2層 深鉢 ― (4.2) ―

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 口縁部 長石、石英 ナデ 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期

21
1506-

0885-1

④区

5650
2層 深鉢 ― (5.1) ―

7.5YR5/4

にぶい褐

7.5YR5/4

にぶい褐
良 口縁部

雲母、黒雲母、石英、

赤色粒子

ユビオサ

エ

ユビオサ

エ
ナデ 無 無 縄文晩期

22
1506-

0791

③区

5856
礫直上 深鉢 ― (9.3) ―

2.5YR6/6

橙

5YR6/2

灰褐
良

口縁部

～胴部

長石、雲母 条痕 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期

23
1506-

0944-2

④区

5852

3a層～

3b層
深鉢 ― (5.2) ―

10YR6/6

明黄褐

10YR6/6

明黄褐
良 口縁部 雲母、石英 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期

24
1506-

0599

②区

5858
4b層 深鉢 ― (14.4) ―

10R5/3

赤褐

10R5/1

赤灰
良

口縁部 雲母、石英、赤色粒子、

褐色粒子
ナデ

条痕後

ナデ
縄文晩期・気孔有り

25
1506-

0934

④区

5852

3a層～

3b層
深鉢 ― (5.3) ―

7.5YR5/3

にぶい褐

10YR6/4

にぶい黄橙
良 口縁部 角閃石、石英、黒雲母 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期、波状口縁

26
1506-

0029

④区

5650

4SB1-

SP04
深鉢 ― (3.8) ―

7.5YR5/3

褐

7.5YR2/1

黒
良 胴部 長石、石英、角閃石 条痕 ナデ ― 無 無

縄文晩期、

一部分に凸帯

27
1506-

0577

①区

6262

地上直

上
深鉢 ― (6.3) ―

2.5Y7/4

浅黄

10YR6/4

にぶい黄橙
良 口縁部 長石、雲母、石英 ナデ

条痕後

ナデ

ナデ

無 無 縄文晩期・口縁部肥厚

28
1506-

0946-1

④区

5842
3b層 深鉢 ― (4.4) ―

10YR8/4

浅黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 口縁部

長石、石英、雲母、

角閃石、赤色粒子
ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

29
1506-

0894

④区

5650
3a層 深鉢 (23.8) (8.8) ―

5YR6/8

橙

5YR6/8

橙
良

口縁部

～胴部
角閃石、長石 ナデ ナデ

ナデ

無 無 縄文晩期

遺物

番号
遺物ID

出土地

区
層位 分類

法量（ｃｍ） 色調
焼成 部位 胎土

施文処理 炭化物
備考

口径

ナデ

無 無ナデ

ナデ

ナデ

条痕
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第21図　TAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604調査区包含層出土遺物実測図① (S=1/3)
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第〇図　TAK201502、TAK201506、TAK201604 調査区包含層出土遺物実測図①(S=1/3)
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図版7　　TAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604調査区包含層出土土器①

図版●　TAK201502、TAK201506、TAK201604 調査区包含層出土遺物①
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0 5cm（S=1/3）

第〇図　TAK201502、TAK201506、TAK201604 調査区含層出土遺物実測図②(S=1/3)
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第22図　TAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604調査区包含層出土遺物実測図② (S=1/3)
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図版●　TAK201502、201506、201604 調査区包含層出土遺物②
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図版8　TAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604調査区包含層出土土器②
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第6表　TAK201501、TAK201502、TAK201506、TAK201604包含層出土土器②観察表

器高 底径 外面 内面 外面 内面 口唇部 外面 内面

16
1506-

0575

①区

6262

4層～

地山層
深鉢 ― (7.2) ―

2.5YR4/4

にぶい赤褐

2.5YR5/6

明赤褐
良

口縁部

～胴部
長石、石英 ミガキ ミガキ ナデ 無 無 縄文後期

17
1506-

0467
①区 4層 深鉢 ― (2.9) ―

2.5YR6/2

灰赤

2.5YR5/6

明赤褐
良 口縁部 長石、雲母、角閃石 ナデ ナデ ナデ 無 無

縄文後期、

口縁部に三条の沈線あり

18
1506-

0564-1

①区

6260
4b層 深鉢 ― (7.1) ―

7.5YR5/4

にぶい褐

10YR6/3

にぶい黄橙
良 口縁部

雲母、長石、石英、

赤色粒子

条痕

ナデ

条痕

ナデ
有 無 縄文晩期

19
1506-

0944-1

④区

5842

3a層～

3b層
深鉢 ― (6.0) ―

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR6/2

灰黄褐
良 口縁部 石英、雲母、黒曜石片 ナデ ナデ

ナデ

無 無 縄文晩期

20
1506-

0925

④区

5852
2層 深鉢 ― (4.2) ―

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 口縁部 長石、石英 ナデ 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期

21
1506-

0885-1

④区

5650
2層 深鉢 ― (5.1) ―

7.5YR5/4

にぶい褐

7.5YR5/4

にぶい褐
良 口縁部

雲母、黒雲母、石英、

赤色粒子

ユビオサ

エ

ユビオサ

エ
ナデ 無 無 縄文晩期

22
1506-

0791

③区

5856
礫直上 深鉢 ― (9.3) ―

2.5YR6/6

橙

5YR6/2

灰褐
良

口縁部

～胴部

長石、雲母 条痕 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期

23
1506-

0944-2

④区

5852

3a層～

3b層
深鉢 ― (5.2) ―

10YR6/6

明黄褐

10YR6/6

明黄褐
良 口縁部 雲母、石英 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期

24
1506-

0599

②区

5858
4b層 深鉢 ― (14.4) ―

10R5/3

赤褐

10R5/1

赤灰
良

口縁部 雲母、石英、赤色粒子、

褐色粒子
ナデ

条痕後

ナデ
縄文晩期・気孔有り

25
1506-

0934

④区

5852

3a層～

3b層
深鉢 ― (5.3) ―

7.5YR5/3

にぶい褐

10YR6/4

にぶい黄橙
良 口縁部 角閃石、石英、黒雲母 条痕 ナデ 無 無 縄文晩期、波状口縁

26
1506-

0029

④区

5650

4SB1-

SP04
深鉢 ― (3.8) ―

7.5YR5/3

褐

7.5YR2/1

黒
良 胴部 長石、石英、角閃石 条痕 ナデ ― 無 無

縄文晩期、

一部分に凸帯

27
1506-

0577

①区

6262

地上直

上
深鉢 ― (6.3) ―

2.5Y7/4

浅黄

10YR6/4

にぶい黄橙
良 口縁部 長石、雲母、石英 ナデ

条痕後

ナデ

ナデ

無 無 縄文晩期・口縁部肥厚

28
1506-

0946-1

④区

5842
3b層 深鉢 ― (4.4) ―

10YR8/4

浅黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 口縁部

長石、石英、雲母、

角閃石、赤色粒子
ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

29
1506-

0894

④区

5650
3a層 深鉢 (23.8) (8.8) ―

5YR6/8

橙

5YR6/8

橙
良

口縁部

～胴部
角閃石、長石 ナデ ナデ

ナデ

無 無 縄文晩期

遺物

番号
遺物ID

出土地

区
層位 分類

法量（ｃｍ） 色調
焼成 部位 胎土

施文処理 炭化物
備考

口径

ナデ

無 無ナデ

ナデ

ナデ

条痕

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面 口唇部 外面 内面

30
1506-

0469
①区 4層 深鉢 ― (5.7) ―

2.5YR4/6

赤褐

2.5YR6/3

にぶい橙
良 胴部 長石、角閃石、雲母 ナデ ナデ ― 無 無

縄文晩期、屈曲部の上部

に一条の沈線あり

31
1506-

0862

④区

5650
2層 深鉢 ― (3.0) ―

7.5YR4/1

褐灰

7.5YR3/1

黒灰
良 胴部 石英、雲母 組織痕 ナデ ― 無 無 縄文晩期

32
1502-

1735

D区

5652

13層

土石流

層

鉢？ ― (4.9) ―
7.5YR6/6

橙

7.5YR3/1

黒褐
良 胴部

結晶片岩、黒色粒子、

白色粒子
組織痕 ナデ ― 無 縄文晩期

33
1604-

0433
6054

南北ト

レンチ
深鉢 ― (10.3) ―

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR7/6

橙
良

口縁部

～胴部
長石、石英、赤色粒子 ナデ

指頭圧痕

斜め方向にハケ

メのような調整

痕

ナデ 有 無 縄文晩期～弥生早期？

34
1502-

1618

D区

5652

13層

土石流

層

甕 ― (4.7) ―
10YR3/1

黒褐

10YR3/1

黒褐
良 口縁部 角閃石、石英、雲母 ナデ ナデ ナデ 無 無

弥生早期、

口縁部と屈曲部に刻目凸

帯

35
1506-

0885-3

④区

5650
2層 深鉢 ― (4.1) ―

10YR3/2

黒褐

10YR3/1

黒褐
良 口縁部 黒雲母、石英、赤色粒子 条痕 条痕 ナデ 無 無

縄文晩期、

口縁部と口唇部の境目に

刻目、指頭痕あり

36
1604-

0434
6054

東西ト

レンチ
深鉢 ― (8.0) ―

7.5YR5/4

にぶい橙

10YR7/2

にぶい黄橙
良 胴部 雲母、角閃石、長石

条痕後

ナデ
ナデ ― 無 無 縄文晩期

37
1506-

0863

④区

5650
2層 深鉢 ― (4.2) ―

10R4/2

灰赤

10R5/4

赤褐
良 口縁部 角閃石、石英、雲母 ナデ

条痕後

ナデ
ナデ 無 無

縄文晩期、

リボン状突起

38
1506-

0885-2

④区

5650
2層 深鉢 ― (3.85) ―

10YR7/4

にぶい黄橙

10YR6/3

にぶい黄橙
良 口縁部 黒雲母、石英 ナデ ナデ ナデ 無 無

縄文晩期、

リボン状突起

39
1506-

0468
①区 4層 浅鉢 ― (3.1) ―

7.5YR3/2

黒褐

7.5YR2/2

黒褐
良 口縁部 長石 ナデ ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

40
1506-

0864

④区

5650
2層 浅鉢 ― (2.05) ―

2.5YR52/2

極暗赤褐

2.5YR2/1

赤黒
良 口縁部 長石 ナデ ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

41
1506-

0907

④区

5652
3a層 浅鉢 ― (3.8) ―

10R5/6

赤

10R5/4

赤褐
良 口縁部 長石、角閃石 ナデ ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

42
1506-

0460

①区

6060
4層 浅鉢 ― (3.1) ―

10YR6/4

にぶい黄橙

10YR7/4

にぶい黄橙
良 口縁部 長石、角閃石 ナデ ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

43
1506-

0458

①区

6060
4層 浅鉢 (44.0) (2.5) ―

7.5YR5/2

灰褐

7.5YR1.7/1

黒
良 口縁部 長石 ナデ ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

44
1506-

0506

①区6060

①区6062

4層

4b層
浅鉢 (3.4) ―

7.5YR5/2

灰褐

7.5YR4/2

灰褐
良

口縁部

～胴部
長石、雲母 ナデ ナデ ナデ 無 無

縄文晩期、

ID1506-409と接合

45
1506-

0878

④区

5650
3a層 浅鉢 ― (3.6) ―

2.5YR3/2

暗赤褐

2.5RYR3/1

暗赤灰
良 口縁部 長石、褐色粒子 ナデ ナデ ナデ 無 無 縄文晩期

46
1506-

0613-1

②区

5858
4b層 深鉢 ― (2.9) (7.1)

10R6/6

赤橙

10R6/4

にぶい赤橙
良 底部 長石、角閃石、雲母 カキアゲ ナデ 無 無 縄文晩期

47
1506-

0932

④区

5852
3a層 深鉢 ― (4.3) (8.5)

2.5YR6/6

橙

2.5YR2/1

赤黒
良 底部 長石、雲母 ナデ ナデ ― 無 無 縄文晩期

48
1506-

0866

④区

5650
2層 深鉢 ― (2.7) (7.6) 10R4/8　　赤

10R3/3

暗赤褐
良 底部 石英、雲母 ナデ ― 無 無

縄文晩期、

底部に圧痕

49
1506-

0567

①区

6262
2層下 深鉢 ― (3.1) (8.6)

2.5YR7/3

淡赤橙

5YR7/3

にぶい橙
良 底部 雲母、長石

ケズリ後
ナデ

ナデ
― 無 無 縄文晩期

50
1506-

0461

①区

6060
4層 深鉢 ― (4.0) (8.6)

2.5YR5/6

明赤褐

2.5YR5/6

明赤褐
良 底部 長石、雲母 ナデ ナデ ― 無 無 縄文晩期

51
1506-

0534

①区

6260
3層 深鉢 ― (3.2) (8.6)

7.5YR7/6

橙

10YR6/1

褐灰
良 底部 石英、角閃石 ナデ 条痕 ― 無 無 縄文晩期

52
1506-

0128

②区

6058
SC11 甕 ― (4.2) 10.2

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR5/2

灰褐
良 底部 角閃石、雲母、長石 ナデ

ヘラによ

るナデ痕
― 無 無 縄文晩期～弥生早期

遺物

番号
遺物ID

出土地

区
層位 分類

法量（ｃｍ） 色調
焼成 部位 胎土

施文処理 炭化物
備考

有

―

(42.3)

ナデ
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(4) 縄文時代小結

冒頭で述べたように、縄文土器は後期、晩期の土器がそれぞれあるが、主体となるのは縄文時代晩

期の土器である（註2）。晩期について深鉢のABC類が晩期前半の中葉～後葉の範疇に入るものと思わ

れる。D類の組織痕土器は晩期前半の中葉～晩期後半の中頃にかけて、E類の刻目凸帯文土器が晩期前

半の終わり～晩期後半までで、浅鉢は晩期前半の深鉢C類に伴いながら登場する。

次に、場の機能を考察してみると、平成26年度調査の TAK201404調査区の A6東区では縄文時代晩

期の竪穴建物跡（SC2、3；竹松遺跡Ⅳ上巻で報告済）が確認されているので、この場所が土器等の出土

量も圧倒的に多く住居域だと考えられる。TAK201501、201502、201506、201604調査区の場所は住

居域というよりも、それ以外の生産地等として使用した可能性が考えられよう。

【註】

註 1　深鉢の分類にあたっては、中尾篤志による島原市肥賀太郎遺跡で出土した深鉢の分類を参考にした（長崎県

教委編 2006）。

註 2　今回の報告では縄文時代晩期主体の時期であったが、竹松遺跡で縄文時代早期の押型文土器が出土している。

『竹松Ⅳ』上巻で報告した竪穴住居址が出土した東辺（A5、B1 区）や、その東の都市計画道路池田沖田線の

調査区である TAK201408 調査区でも押型文土器がある程度まとまって出土している。これらのところでは、

試掘調査時に水性堆積状況も確認されているが、縄文時代早期くらいの小河川とそれに付随する自然堤防等

の存在も推測された。

【引用・参考文献】

長崎県教委編2006　『肥賀太郎遺跡』長崎県文化財調査報告書第189集県道愛野島原線上流付替工事に係る埋蔵文化財

発掘調査報告書長崎県教育委員会

長崎県教委編2018　『竹松遺跡Ⅲ』新幹線文化財調査事務所調査報告書第6集 九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）

建設工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ

長崎県教委編2019　『竹松遺跡Ⅳ』上巻
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(5) 遺物（石器）

本書で報告するTAK201501・201502・201506・201604調査区には縄文時代の遺構は検出されておらず、

また縄文時代の包含層も存在していない。縄文時代に帰属する石器は、原位置を遊離しており、弥生

時代以降の遺構および包含層等から出土したものである。出土した土器は、『竹松Ⅳ』上巻で報告した

調査区に比べて量的に圧倒的に少ない。時期的には早期の押型文土器が1点認められるほかはすべて

晩期の土器で占められており、石器も大部分が晩期の所産と思われる。しかしなかにはパティナの発

達した剝片もあり、晩期以外の時期のものが混在していることが想定されるがその時期の特定は容易

ではないことから一括して記述する。

石器の認定に当たっては、南島原市権現脇遺跡の出土資料を分析した渡邊康行の報告（渡邊2006）

があり、本書では基本的にそれを踏襲した。また黒曜石の被熱痕跡については、御堂島正の実験結果

に準拠した（御堂島2018）。

以下、石鏃・石核・扁平打製石斧・黒曜石の肉眼分析・黒曜石製石器の被熱痕跡の分類基準および

二次加工剝片Ｂ類の概念について示す。

石鏃

石鏃の分類は、その形態を一義的に決定する基部の形状を優先する。

Ⅰ類：基部に抉りをもつ凹基鏃。

Ⅱ類：基部が直線的な平基鏃。

Ⅲ類：基部が丸みを帯びる円基鏃。

石核

石核の形態は、獲得される原石の形状によるところが大きく、中間的な形態のものも多い。

Ⅰ類：打面を1箇所に固定し、打面側から剝離を行うもの。打面の形態には、礫打面・調整打面・

剝離による平坦打面がある。

Ⅱ類：複数の打面を有するもの。打面には上下180度の両設打面もしくは90度に転移したものがある。

Ⅲ類：打面転移を頻繁に行い、多方向からの剝離痕が認められるもの。

Ⅳ類：分厚い剝片を素材とするもの。

Ⅴ類：上記の分類に該当しないもの。石核素材・原石を含む。

扁平打製石斧

Ⅰ類：両側縁がほぼ平行し、刃部・基部が直線的なもの。いわゆる短冊形。

Ⅱ類：両側縁が緩やかな弧を描き、刃部・基部ともに丸みを帯びる長細い小判形を呈するもの。

Ⅲ類：基部側が細く、刃部側が幅広になるもの。撥形。

Ⅳ類：上記以外。

石材

竹松遺跡の石器に用いられる石材としては、黒曜石・安山岩・玄武岩・メノウ等がある。ここでは

黒曜石の肉眼観察による分類基準を示す。

Ａ類：断口面が黒～漆黒を呈するガラス光沢に富むもので腰岳系が主体と思われる。白い斑晶を

ほとんど含まず良質なものをA1類、斑晶を多く含み質の悪いものをA2類とする。

Ｂ類：風化面が青灰色を呈するもので、針尾島の牛ノ岳を給源とする牛ノ岳系の一群。
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Ｃ類：透過面が乳白色を呈するもので、ガラス光沢に乏しい。佐賀県嬉野市椎葉川、針尾島古里

海岸の一群が該当する。

Ｄ類：ガラス光沢に乏しく、一見サヌカイト風の断口面を呈するもの。亀岳系が該当する。

黒曜石の被熱痕跡

竹松遺跡から出土する縄文時代晩期の黒曜石製石器に被熱痕が多く認められることは『竹松遺跡

Ⅳ』上巻（長崎県教育委編2019）既述したところである。その分析に当たって参考としたのが御堂島正

による詳細な被熱実験とその報告である（御堂島2018）。本書では記述の重複や煩雑さを回避するた

め、御堂島論文に依拠して、被熱痕を分類する。御堂島によれば、実験で明らかになった被熱痕跡は

6種15類に区分されるという。ここでは肉眼で観察できるものを取り上げる。

左表のほか、2ａ類（微細気泡）が多数形成されている場合は内

部の白濁として観察が可能となる。5ａ類（斑紋状表面）は光沢消

失部として認識でき、1ｄ類（羽毛状反射部分）・5ｃ類（流動的表

面2）・6ａ類（細粒状付着物）・6ｂ類の密集も光沢消失部として観

察される。触感として観察可能なものが5ｂ・5ｃ類で、稜線や縁

辺部が滑らかになる。

ところで4類の変形は、実験の場合は容易に判別可能であろう

が、実際の遺物（石器）の場合は本来の形状が不明のため変形を認識することは困難である。このほか

被熱後の剝離によって生じる同心円状のリングや波打つような通常の剝離では生じないリングを7類

としておく。

二次加工剝片Ｂ類

南島原市権現脇遺跡の報文で、渡邊は二次加工剝片をＡ類・Ｂ類に分けている（渡邊2006）。Ａ類

は通有の本書でいう加工痕のある剝片に該当する。渡邊はＢ類を、剝片の側縁や末端部にブランティ

ング状の急角度加工を施したもので、サイズは様々だが、長さ1〜3cm程度の縦長剝片・台形状剝片・

不定形剝片を素材とし、加工は限定的で小規模なものが多いと規定している。

(6)TAK201501調査区出土の石器

ａ．石鏃・石鏃未成品（第23図53～58）

53～57はいずれもⅠ類の凹基鏃である。53は、平面形が正三角形に近い。浅い弧状の抉りが入る。

両脚の先端付近を欠損する。薄手で断面はレンズ状を呈する。54は、側辺が丸く円弧状になる深い抉

りの入る石鏃で、胴部中央に屈曲部をもつ。左脚部を大きく欠損する。器厚は薄く、断面はレンズ状

である。55は、左側辺が脚部にかけて欠損するため全体の形状は不明であるが、基部側が広がり、大

きな丸みを帯びた例を見ない脚部を有する。56は、粗雑なつくりの石鏃で未成品の可能性もある。両

側辺には鋸歯状の加工が認められる。57は、側辺中央に屈曲部をもつ縄文時代晩期に特徴的な五

角形鏃である。両面に粗い調整が施されている。石鏃にはいずれも黒曜石が用いられている。55は

１ａ類：曲線状亀裂

１ｂ類：うろこ状亀裂

２ｂ類：肉眼的気泡

２ｃ類：全体的発泡

３ａ類：平坦な折れ面

３ｂ類：凹凸のある折れ面

４　類：変形

６ｂ類：塊状付着物
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被熱痕
第2図 TAK201501 調査区出土の石器①(S=2/3)

0 5cm（S=2/3）

53 54 55 56

57 58

59

60
61

62

63

64 65

66 67 68

第23図　TAK201501調査区出土の石器①（S＝2/3）
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66

6564

6362

6867

飴色がかったガラス光沢に乏しい西彼杵半島北部の上土井行産であるほかはいずれも黒曜石A1類の

良質な漆黒色のガラス光沢に富んだ腰岳系の黒曜石が使用されている。

58は、石鏃未成品とした。分厚い被熱した素材剝片の両面に粗い調整が施されている。石材は55

と同じく上土井行産の黒曜石である。

ｂ．彫器（第23図59）

59は、彫器である。縦長の分厚い剝片の一端に打面側から2回の加撃によって彫刀面を作出している。

石材には、白い斑晶をわずかに含む良質の漆黒色黒曜石が用いられている。肉眼観察では黒曜石A1類

の腰岳系に酷似するが、蛍光Ｘ線分析では腰岳系とは大きく離れており、未知の原産地の可能性が高い。

図版9　TAK201501調査区出土の石器①
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ｃ．搔・削器（第23図60～68、第24図69～71）

本調査区から出土した搔・削器類は総数23点であり、11点を図示した。

60は、安山岩の不定形剝片を素材とする大形の掻器である。緩やかな弧を描くラウンドスクレイ

パーで、刃部には丁寧な調整加工が施されている。61は、分厚い被熱した剝片を素材としており、腹

面全体に多方向からの平坦剝離が施されているがその意図は不明である。刃部の調整加工は、左側辺

下位に認められる。62は、大きめの不定形剝片を素材とする。左側辺中央に短い抉入状の刃部加工が

施されている。63・64は、分厚い不定形剝片を素材とする。ともに刃部の調整加工は貧弱である。65

は、質の悪い石英の分厚い剝片を素材とする。急傾斜のやや大振りの刃部調整剝離が施されている。

66は寸詰まり剝片の端部と左側辺に刃部加工が施されている。67は、小円礫を分割した分厚い剝片を

素材とする。68は、半裁された掻器で、本来は円刃（ラウンドスクレイパー）と思われる。69・70は薄手

の不定形剝片を素材とする。71は、安山岩の大型剝片の先端に表裏両面に刃部加工が施されている。

搔・削器類に使用された石材は、60・71が安山岩、65が石英のほかは黒曜石が用いられている。そ

の原産地をみると、68が西彼杵半島北部の上土井行産であるほかはすべて腰岳系であるが、62は質

の悪い黒曜石A2類、残余は良質な黒曜石A1類である。

ｄ．加工痕のある剝片（第24図72～76）

72は、薄手の横長剝片を素材とする。左側辺には抉入状の小さな加工痕が、打点の周辺に不規則

な調整剝離が施されている。73も72と同様に横長剝片を素材とするが、72よりもやや分厚い。右側

辺の全体に細かい調整加工が施されている。74は、分厚い横長剝片を素材とする。打点部を大きく剝

離し、表裏に調整加工を施している。表面の一部に被熱による光沢消失が認められる。

75は、礫面を打面とする縦長剝片で、先端部がやや肥厚する。側辺の全体に細かい調整加工がみ

られる。背面先端付近に被熱痕のある剝離面を有する。76は、平坦な剝離面を打面とする整った縦長

剝片を素材とする。剝片は、打点部がもっとも薄く先端が厚みを増す。両側辺に細かい調整加工が施

されるが、右側辺のそれが顕著である。

使用された石材は、75を除いて、良質な漆黒色のガラス光沢に富む黒曜石A1類である。75は、ガ

ラス光沢が乏しく斑晶を含むもので黒曜石A2類である。これらはすべて蛍光Ｘ線分析では腰岳系で

ある。なお74には被熱によると思しき発泡痕らしきものがある。

ｅ．使用痕のある剝片（第24図77～80）

77は、不定形な縦長状の剝片を素材とする。打面を礫面としており、被熱痕が認められる。右側

縁に微細な使用痕が看取される。78は、白い斑晶を多く含む質の悪い黒曜石A2類の縦長状の剝片を

素材とする。背面側には被熱痕のある剝離面と礫面が残置される。礫面に残る被熱痕跡は2ｂ類（肉眼

的発泡）である。79は、単剝離の平坦面を打面とする縦長剝片を素材とするもので、打面角は鈍角で

ある。80は、右側辺を斜めに折断された縦長剝片を素材とするもので、本来的には先端が広がる形態

であろう。使用痕のある剝片に認められる使用痕はいずれも微細なものである。78を除くそのほかの

使用痕のある剝片に使用される石は、いずれも良質な黒曜石A1類で、蛍光Ｘ線分析では77～80のす

べてが腰岳系と判定されている。

ｆ．二次加工剝片Ｂ類（第24図81～91）　

本調査区から出土した二次加工剝片Ｂ類は総数33点で、剝片等を含めた黒曜石製石器の8.7％を
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被熱痕
0 5cm（S=2/3）

第3図 TAK201501 調査区出土の石器②(S=2/3)
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第24図　TAK201501調査区出土の石器②（S＝2/3）
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占め、剝片・石核を除いて最多である。その平均的な姿をみてみると、長さは1.30～2.60cmの範囲

にあり平均値は1.98cm、幅は0.94～2.58cmの範囲にあり平均値は1.78cm、厚さは0.14～0.63cmの範

囲にあり平均値は0.45cm、重さは0.68～2.76gの範囲にあり平均値は1.64gである。

81は、小型の寸詰まりの縦長剝片を素材とする。素材剝片の形状をよく保持している。先端部お

よび右側辺に刃部加工を施している。82は、被熱痕跡のある剝離面を打面としており、打面角は大

きい。剝離の末端は捲れている。打点付近に刃部調整加工が施されている。83は、被熱した平坦面を

打面とした縦長剝片を素材とする。先端部を斜めに断ち切るように刃部調整が施される。84は、折

断した縦長剝片の基部側を素材としており、両側辺に刃部加工が施されている。打面は平坦で、打面

角はほぼ90度である。85は、先端部をわずかに欠損する寸詰まりの剝片を素材とする。両側辺に微
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図版 3　TAK201501 調査区出土の石器②図版10　TAK201501調査区出土の石器②
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細な使用痕ともいえそうな調整が施されている。86は、被熱痕跡のある礫面を打面とする薄手の縦長

剝片を素材とする。調整加工は左側辺に限定され、微細である。87は、86と同様被熱礫面を打面と

する先細りの剝片を素材とする。腹面側からの刃部調整が丁寧に施されている。88は、折断した縦

長剝片の基部側を素材とする。両側辺と折断面に刃部調整が施されている。被熱痕跡のある礫面を打

面とする。89は、長さ1.30cm、幅1.12cmとまさしく砕片レベルの大きさで今回の報告では最小である。

刃部調整は両側辺に施されている。90は、不定形剝片を素材としており、打点部を除いて刃部加工

が施されている。石錐の可能性も否定できない。91は、被熱面を打面とする貝殻状剝片を素材とする。

微細な刃部調整加工が認められる。

二次加工剝片Ｂ類に用いられる石材では黒曜石A1類が卓越しており、報告したものはすべてがA1

類の腰岳系黒曜石で占められている。

ｇ．剝片（第25図92～110、第26図111～120）

本調査区からは236点の剝片が出土しているが、後期から晩期初頭に普遍的な鈴桶型剝片はない。

剝片の打面は、平坦打面もしくは礫打面が一般的で点打面はほとんど認められない。打面調整は施さ

れておらず、広い打面をもち、総じて直接打法による打瘤がよく発達している。

92～104・110は長幅比が概ね1.5以上の縦長を基調とした剝片である。92・93は、背面・腹面ともに

同一方向からの剝離による定型的な縦長剝片である。94・96・104は、被熱痕跡を大きくとどめる分厚

い剝片である。97は、背面に多方向の剝離面をもつものである。98～100は薄手のやや小型の剝片で

ある。102・103は先細りの剝片、110は厚みのある削片状の剝片である。

105～109は、長幅比が1.2以上から1.5以下までの幅広を示す剝片である。105は、背面の剝離面の

すべてが被熱の痕跡によって光沢を消失している。106は、剝片の先端部が被熱による発泡面で折断

している。107・109の背面は多くの剝離面で構成されている。

111～116は、長幅比が1.2以下の寸詰まりの剝片である。111は、背面に求心的な剝離がみられ

る分厚い剝片である。112・116は、広い平坦打面が特徴的な剝片である。113・114は小型剝片であり、

二次加工剝片Ｂ類の素材であろう。

117～120は横長剝片である。118は、打面と先端部を平坦な礫面で構成しており、厚い板状の原石

を素材とする。

ここにあげた剝片は、106がメノウの他は黒曜石を素材としている。100・101・104が黒曜石Ｂ類の

牛ノ岳系である残りはすべてが良質な黒曜石A1類の腰岳系で占められている。

ｈ．石核・原石（第27図121～130、第28図131～137）

石核については類型順に記述する。

石核Ⅰ類：121～124

121は、被熱した石核に打面を形成し、そこから連続して小型剝片を剝離している。背面・底面は

被熱痕跡が広く認められる。122は、角礫を大きく分割した三角柱状の石核である。打面には縦方向

の単打面を当て、その面から横長剝片を作り出している。123は、角礫を素材とするサイコロ状の石

核である。原礫を分割した平坦な剝離面を打面としており、調整は認められない。124は、複剝離面

を打面としており、表裏両面に剝離面が残る。素材は質のいい黒曜石で肉眼ではすべて黒曜石A1類

としたが、蛍光Ｘ線分析によると123は川棚大崎①と判定された。残りは腰岳産である。
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第 4 図 TAK201501 調査区出土の石器③(S=2/3)
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第25図　TAK201501調査区出土の石器③（S＝2/3）
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図版 4　TAK201501 調査区出土の石器③

0 5cm（S=2/3）
第 5 図 TAK201501 調査区出土の石器④(S=2/3)被熱痕
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図版11　TAK201501調査区出土の石器③

第26図　TAK201501調査区出土の石器④（S＝2/3）
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石核Ⅱ類：125～130

125は、斑晶を多く含む質の悪い黒曜石A2類（腰岳産）を素材とする石核で、打面を180度転移させる。

126は、小型の亜円礫を素材とする。127は厚い板状の原石を素材としており、打面と底面を礫面で

構成する。129は、黒曜石Ｂ類の淀姫系黒曜石の原石を素材としており、縦方向の剝離が行われてい

るが途中で階段状剝離となり先端まで届いていない。130は、質の悪い黒曜石A2類を素材としている。

125・126・128は良質な黒曜石A1類の腰岳系である。

石核Ⅱ類にはすべて被熱の痕跡が認められる。

石核Ⅲ類：131～133

131は、礫面を一部保持する良質の黒曜石A1類の原石を素材とする。132・133はともに礫面を一部

保持する斑晶を含む質の悪い黒曜石 A2類の原石を素材としている。3点とも多方向の剝離のためゴ

ロッとした形状を呈している。

石核Ⅳ類：134・135　

134は、背面を被熱した剝離面で構成しており、打面は湾曲した単打面で調整は施されない。その

打面から同一方向に連続して縦長剝片を作出している。135は、全体が被熱した厚手の剝片を素材と

する。主要剝離面を打面とし、剝片の四周に短い剝離が入る。作出される剝片の長さは1㎝前後であ

ろう。両者ともに良質な石材である黒曜石A1類である。

石核Ⅴ類：136・137

136は、礫面が平滑な小円礫を素材とする。長軸の両端に剝離痕がみられる。黒曜石A1類の腰岳系

であるが、原産地は形状からみて松浦牟田産であろう。137は、礫面が大部分を占める黒曜石Ｂ類の

牛ノ岳系原石を素材とする。剝離面はわずかで石核素材もしくは原石と評価されよう。被熱の痕跡も

全面にわたっている。　

ｉ．打製石斧（第29図138～140）

138は、刃部をわずかに欠損するほぼ完形の打製石斧である。欠損した刃部には再生のためのリダ
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115 116
117

118 119 120

図版 5　TAK201501 調査区出土の石器④図版12　TAK201501調査区出土の石器④
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0 5cm（S=2/3）
第6図 TAK201501 調査区出土の石核①(S=2/3)
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第27図　TAK201501調査区出土の石核①（S＝2/3）
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図版 6　TAK201501 調査区出土の石核①
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図版13　TAK201501調査区出土の石核①
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図版 7　TAK201501 調査区出土の石核②
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第7図 TAK201501 調査区出土の石核②(S=2/3)
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図版14　TAK201501調査区出土の石核②

第28図　TAK201501調査区出土の石核②（S＝2/3）
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0 10cm（S=1/3）

第8図 TAK201501調査区出土の打製石斧(S=1/3)

143

138
139

140
141

142

クションが認められる。139は丸みをもった基部側がもっとも厚くなる。140は、直線的な基部と丸

みをもった刃部を有する小型の打製石斧である。素材はいずれも安山岩である。

ｊ．扁平打製石斧（第29図141・142）

141・142はいずれも安山岩の薄い板状剝片を素材とする。基部を欠損する刃部資料である。刃部は

丸みを帯びており、幅広になっていることからⅢ類の撥形と評価できよう。

ｋ．横刃形石器（第29図143）

143は、横刃形石器とした。いわゆる打製石包丁である。安山岩の薄く剝離した剝片を素材として

おり、刃部加工は片面にのみ認められる。

第29図　TAK201501調査区出土の打製石斧（S＝1/3）
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図版 8　TAK201501 調査区出土の打製石斧

138

139

140

141

142 143

番号 器種 遺物ＩＤ 地区 層位・遺構 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 礫面 打面 被熱 備考

53 石鏃 3074 ②6252 3層 黒曜石A1類 1.57 1.63 0.34 0.59 

54 石鏃 3035 ①6248 攪乱 黒曜石A1類 1.76 1.65 0.39 0.80 

55 石鏃 3203 ④6858 東西トレンチ 黒曜石Ｄ類 1.70 1.81 0.31 0.97 上土井行産

56 石鏃 3306-2 ⑥6662 表土 黒曜石A1類 1.71 1.38 0.37 0.81 

57 石鏃 3088 ③6454 3b層 黒曜石A1類 2.14 1.80 0.35 0.91 

58 石鏃未製品 3022-5 ①6248 表土　 黒曜石Ｄ類 2.61 2.03 0.78 3.55 有り 有り 上土井行産

59 彫器 3044-2 3044-1 2層　礫層まで掘削 黒曜石A1類 3.81 2.30 0.78 6.62 原産地不明

60 掻・削器 3059-1 ②6250 礫上の小礫層 安山岩 3.82 5.32 0.92 18.63 

61 掻・削器 3022-1 ①6248 表土　 黒曜石A1類 3.18 2.28 1.23 9.45 平坦 有り

62 掻・削器 3096-2 ③6654 3層上　 黒曜石A1類 4.40 4.30 0.85 15.50 有り 有り

63 掻・削器 3027-1 ①6248 2層下の層 黒曜石A1類 3.18 2.89 1.12 8.57 有り

64 掻・削器 3096-3 ③6654 3層上　 黒曜石A1類 2.99 3.52 1.44 4.82 有り

65 掻・削器 3070-2 ②6250 上層 石英 2.84 2.85 1.03 13.50 

66 掻・削器 3070-4 ②6250 上層 黒曜石A1類 2.60 2.55 0.85 4.91 複 有り

67 掻・削器 3131 ④6656 2～3層 黒曜石A1類 2.41 2.99 1.12 9.00 有り

68 掻・削器 3135-1 ④6656 4層 黒曜石Ｄ類 1.58 2.89 1.09 5.93 上土井行産

69 掻・削器 3137 ④6656 東西サブトレ 黒曜石A1類 2.99 2.33 0.65 4.81 有り 礫

70 掻・削器 3329-1 ⑥6862 2層上 黒曜石A1類 2.60 2.93 0.68 5.72 有り 有り

71 掻・削器 3314-1 ⑥6662 4層 安山岩 8.22 3.98 1.45 46.99 

72 加工痕のある剝片 3177 ④6856 4層礫上 黒曜石A1類 3.28 1.74 0.48 3.07 複

73 加工痕のある剝片 3157-1 ④6658 4層　礫上 黒曜石A1類 3.05 2.23 0.63 3.29 平坦

74 加工痕のある剝片 3059-4 ②6250 礫上の小礫層 黒曜石A1類 3.48 2.54 1.15 8.27 

75 加工痕のある剝片 3044-7 ②6250 2層　礫層まで掘削 黒曜石A2類 3.47 1.99 0.58 2.51 有り 礫 有り

76 加工痕のある剝片 3101-1 ③6654 3b層 黒曜石A1類 4.67 1.75 0.59 4.05 平坦

77 使用痕のある剝片 3044-8 ②6250 2層　礫層まで掘削 黒曜石A1類 2.66 1.92 0.59 2.25 有り 礫

78 使用痕のある剝片 3085-2 ③6454 3a層 黒曜石A2類 3.08 1.98 0.77 5.10 有り 有り 白斑

79 使用痕のある剝片 3059-5 ②6250 礫上の小礫層 黒曜石A1類 3.38 2.08 0.73 5.09 平坦 有り

80 使用痕のある剝片 3105-3 ④6456　 3b層 黒曜石A1類 4.33 2.00 0.78 6.47 有り 礫

81 二次加工剝片Ｂ類 3022-11 ①6248 表土　 黒曜石A1類 2.02 1.56 0.50 1.59 平坦

82 二次加工剝片Ｂ類 3042 ②6250 2層　 黒曜石A1類 2.05 1.71 0.42 1.42 平坦 有り

83 二次加工剝片Ｂ類 3044-3 ②6250 2層　礫層まで掘削 黒曜石A1類 2.60 1.51 0.34 1.64 平坦 有り

84 二次加工剝片Ｂ類 3044-4 ②6250 2層　礫層まで掘削 黒曜石A1類 1.53 1.66 0.54 1.67 平坦

85 二次加工剝片Ｂ類 3199-2 ④6858 2b層　 黒曜石A1類 2.26 1.74 0.43 1.82 平坦 有り

86 二次加工剝片Ｂ類 3299 ⑤6860　 砂礫層　 黒曜石A1類 2.14 1.65 0.38 1.21 有り 礫

87 二次加工剝片Ｂ類 3301-2 ⑤6862　 南北サブトレ 黒曜石A1類 2.23 1.84 0.50 2.17 有り 礫 有り

第7表　TAK201501調査区出土の石器観察表①

図版15　TAK201501調査区出土の打製石斧
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(7)TAK201502調査区出土の石器

ａ．石鏃（第30図144・145）

144は、先端部をわずかに欠損するほとんど完形の石鏃である。基部はやや深い抉りをもつⅠ類

の凹基鏃で、胴部下半で最大幅となり、右側縁はそこで屈曲するが、左側縁の屈曲は不明瞭である。

145は、先端部を大きく欠損しているため形態は不明であるが、基部はほとんど直線でⅡ類に該当する。

ｂ．掻・削器（第30図146～152）

146・147は、安山岩を素材とする。146は、両端を折断した縦長状の剝片に直線的な刃部加工を施

した削器である。147は、礫面を大きく残した厚手の剝片にやや雑な刃部加工を施したものである。

148は、折断した縦長剝片の先端の両側縁に刃部加工が認められる。149は、寸詰まりの剝片の打

点部を除いた部位に刃部加工が施されている。150は、厚手の礫面を残した剝片を素材としている。

番号 器種 遺物ＩＤ 地区 層位・遺構 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 礫面 打面 被熱 備考

88 二次加工剝片Ｂ類 3313 ⑥6662 3c層 黒曜石A1類 1.67 1.41 0.63 1.59 有り 礫 有り

89 二次加工剝片Ｂ類 3044-6 ②6250 2層　礫層まで掘削 黒曜石A1類 1.30 1.12 0.35 0.46 平坦

90 二次加工剝片Ｂ類 3321-1 ⑥6664　 4層 黒曜石A1類 2.07 1.90 0.53 2.19 有り

91 二次加工剝片Ｂ類 3098-2 ③6654 4b層　上面 黒曜石A1類 1.84 2.45 0.50 2.42 有り 礫

92 剝片 3209-3 ④グリッド不明 礫下　 黒曜石A1類 4.71 2.27 0.65 8.06 有り 有り

93 剝片 3158 ④6658 4層　礫下 黒曜石A1類 3.32 1.86 0.75 4.89 有り 平坦 有り

94 剝片 3200 ④6858 3層 黒曜石A1類 3.28 1.99 0.77 3.91 有り

95 剝片 3036-3 ②6050 2層　 黒曜石A1類 3.02 2.16 0.70 5.13 有り 礫 有り

96 剝片 3065-2 ②6250 礫層(上層) 黒曜石A1類 4.45 2.97 1.11 11.58 有り 礫 有り

97 剝片 3209-5 ④グリッド不明 礫下　 黒曜石A1類 4.17 2.42 0.71 6.10 有り 平坦 有り

98 剝片 3037-3 ②6250 2層下(流路) 黒曜石A1類 2.70 1.35 0.44 1.68 平坦

99 剝片 3098-4 ③6654 6b層　上面 黒曜石B類 2.88 1.58 0.60 2.33 有り 礫 淀姫系

100 剝片 3032 ①6248 2層下(礫層) 黒曜石B類 2.36 1.59 0.49 1.90 有り 礫 淀姫系

101 剝片 3069 ②6250 上層 黒曜石A1類 3.31 2.25 0.51 3.32 平坦 有り

102 剝片 3049-1 ②6250 3層上 黒曜石B類 3.06 2.03 0.81 2.92 有り 礫 淀姫系

103 剝片 3037-2 ②6250 2層下(流路) 黒曜石A1類 3.09 1.75 0.58 2.94 

104 剝片 3048-1 ②6250 2・3層 黒曜石A1類 3.37 2.33 1.27 7.29 有り 有り

105 剝片 3060-1 ②6250 礫上の小礫層 黒曜石A1類 3.45 2.54 0.60 3.97 有り 礫 有り

106 剝片 3044-11 ②6250 2層　礫層まで掘削 メノウ 2.77 2.19 0.94 5.13 平坦

107 剝片 3328-2 ⑥6862 表土 黒曜石A1類 2.94 1.94 0.99 4.90 有り 平坦 有り

108 剝片 3036-2 ②6050 2層　 黒曜石A1類 2.92 2.54 0.60 4.49 平坦

109 剝片 3101-2 ③6654 3b層 黒曜石A1類 3.01 2.33 0.80 1.67 有り 礫 有り

110 剝片 3027-2 ①6248 2層下の層 黒曜石A1類 2.77 1.02 0.81 2.42 

111 剝片 3033 ①6248 4層下(礫直上) 黒曜石A1類 2.65 2.08 1.01 4.07 平坦 有り

112 剝片 3050-3 ②6250 3層 黒曜石A1類 2.79 2.44 0.60 3.26 平坦 有り 貝殻状

113 剝片 3022-12 ①6248 表土　 黒曜石A1類 2.12 1.52 0.48 1.50 平坦

114 剝片 3076 ②6450 黒曜石A1類 1.82 1.48 0.37 1.06 有り 礫

115 剝片 3091-3 ③6454 4層 黒曜石A1類 2.31 2.19 0.53 3.25 有り 平坦 有り

116 剝片 3127-1 ④6656 2b層 黒曜石A1類 2.59 2.54 0.84 4.71 平坦 有り 貝殻状

117 剝片 3037-1 ②6250 2層下(流路) 黒曜石A1類 2.31 3.00 0.89 5.80 有り 平坦 有り

118 剝片 3052-1 ②6250 3層 黒曜石A1類 2.05 2.82 1.00 5.02 有り 平坦 有り

119 剝片 3067-1 ②6250 (3層 黒曜石A1類 2.09 2.19 0.54 2.38 点 貝殻状

120 剝片 3098-1 ③6654 3b層　上面 黒曜石A1類 1.70 2.84 0.65 2.87 有り 礫 有り

121 石核 3022-4 ①6248 表土　 黒曜石A1類 1.71 3.09 1.54 11.03 

122 石核 3055-1 ②6250 4層下　暗褐 黒曜石A1類 2.06 4.55 2.61 19.10 有り

123 石核 3337-3 ⑥6864 2層上 黒曜石C類 1.43 2.12 1.89 7.76 有り 川棚大崎①

124 石核 3041-2 ②6250 2層　 黒曜石A1類 2.47 2.80 1.37 8.25 有り 有り

125 石核 3036-1 ②6050 2層　 黒曜石A1類 2.10 3.17 1.57 12.90 有り 有り 発泡

126 石核 3059-2 ②6250 礫上の小礫層 黒曜石A1類 2.42 2.77 1.60 10.09 有り 有り

127 石核 3065-1 ②6250 礫層(上層) 黒曜石A1類 1.73 3.52 2.81 20.67 有り

128 石核 3307-1 ⑥6662 表土 黒曜石A1類 2.58 3.07 1.47 11.01 有り

129 石核 3089-1 ③6454 3b層 黒曜石B類 3.81 2.23 1.76 15.61 有り 淀姫系

130 石核 3345-1 層不明 層不明 黒曜石A2類 3.31 3.72 1.76 24.80 有り 有り

131 石核 3044-1 ②6250 2層　礫層まで掘削 黒曜石A1類 1.77 2.45 1.90 8.65 有り

132 石核 3023-2 ①6248 1層 黒曜石A2類 2.15 2.73 2.01 13.32 

133 石核 3081 ③6452・6454　不明 黒曜石A2類 2.22 2.91 1.67 14.22 有り 有り

134 石核 3096-1 ③6654 3層上　 黒曜石A1類 2.93 2.56 0.83 7.75 有り

135 石核 3034 ①6248 北側上層 黒曜石A1類 1.03 3.07 2.62 8.55 

136 原石 3023-1 ①6248 1層 黒曜石A1類 2.71 1.51 1.23 7.20 有り 円礫　

137 原石 3337-1 ⑥6864 2層上 黒曜石B類 3.97 4.49 2.68 47.78 有り 淀姫系

138 打製石斧 3039 ②6250 2層下の礫層直上　 安山岩 12.68 7.06 3.08 376.6 完形

139 扁平打製石斧 3079 ③6452・6454　3a層 安山岩 13.92 7.22 2.84 358.1 完形

140 扁平打製石斧 3107 ④6456・6458 壁清掃 安山岩 10.16 5.61 2.52 168.8 完形

141 扁平打製石斧 3038 ②6250 2層下の礫層直上　 安山岩 10.58 7.35 1.83 172.8 基部欠損

142 扁平打製石斧 3041-1 ②6250 2層　 安山岩 8.28 7.77 1.74 132.4 基部欠損

143 横刃形石器 3029 ①6248 2層下の礫直上 安山岩 5.62 7.84 0.61 38.57 

第8表　TAK201501調査区出土の石器観察表②
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151は、両端を折断した剝片を素材とする。152は、分厚い縦長状の剝片を素材とし、打点部に腹面

側から丁寧な刃部加工が施されている。

148～152の石材は、黒曜石が用いられている。148～151はいずれも良質の黒曜石A1類で腰岳系、

152は斑晶を多く含む質の悪い黒曜石A2類で同じく腰岳系である。

ｃ．加工痕のある剝片（第30図153～158）

153は、礫面を打面とする厚手の剝片を素材とする。背面には腹面側からの連続した加工痕が認め

られる。154は、被熱面を大きく保持する縦長の剝片を素材としており、右側縁に調整加工がみられる。

155は、腰岳産の板状の原石から剝離した縦長剝片を素材としており、両側縁に礫面を保持している。

内湾する調整工が施されている。156は貝殻状の歪な不定形剝片を素材としており、157は角礫から

剝離した縦長剝片を折断したものを素材としている。158は、折断した縦長剝片の折断面に刃部加工

を施している。

加工痕のある剝片の素材は黒曜石に限定される。いずれも黒色の黒曜石Ａ類であるが、良質なA1

類に該当するのが153・154・156・158で、155・157は斑晶の入る質の悪いA2類である。両者ともに腰岳

系である。

ｄ．使用痕のある剝片（第30図159・160）

159は、斑晶を大量に含む質の悪い黒曜石A2類（腰岳産）を素材とした分厚い縦長剝片の右側縁に細

かい使用痕と思われる剝離が連続して入る。先端付近の礫面・剝離面には被熱の痕跡が残る。160は、

良質な黒曜石A1類（腰岳産）の分厚い寸詰まり剝片を素材とし、側縁に細かい使用痕と思われる剝離

が連続して入る。被熱痕跡を一部に残す。

ｅ．二次加工剝片Ｂ類（第31図161～171）

161は、打点部が肥厚する縦長剝片の先端部にＶ字状に調整加工が施されている。162は、先端部

が肥厚・幅広になる縦長剝片を素材としており、両側縁に調整加工が認められる。先端部は礫面で

構成されている。163は、形の整ったやや厚手の縦長剝片を素材としており、調整は両側縁にみられ

る。164は、先細りの剝片を素材とする。165は、礫面を打面とする幅広の剝片を素材とし、先端部

と右側縁に調整加工が認められる。166は、表裏両面をポジ面で構成する不定形剝片を素材としてお

り、微細な調整加工が施されている。167は、背面に被熱痕跡を大きく残す縦長剝片を素材としてお

り。打点部を除いた全周に調整加工が施されている。168は先細りの不定形剝片を素材とし、胴部下

半に加工が集中する。169は幅広になる不定形剝片を素材としており、両側縁に明瞭な刃部加工が施

されている。170は「し」字状になる剝片を素材としているが、加工は弱い。

二次加工剝片Ｂ類には2cm内外の小型の剝片が素材として用いられる傾向にある。石器の形状は、

素材となる剝片に影響されるためか、変異に富んでおり、定型化した様子はうかがうことができない。

使用された石材は、165が斑晶の入る質の悪い黒曜石A2類のほかはすべて良質な黒曜石A1類の腰

岳系で占められている。
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0 5cm（S=2/3）

被熱痕

第9図 TAK201502 調査区出土の石器①(S=2/3)
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第30図　TAK201502調査区出土の石器①（S＝2/3）
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図版 9　TAK201502 調査区出土の石器①
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154

155

156

157 158
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160

ｆ．剝片（第31図172～177）

172は、平坦面を打面とした先細りの縦長状の剝片である。平坦な被熱した礫面を有しており角礫

を素材とする。173は、礫面を打面とする先細りの縦長剝片である。背面に被熱痕跡をもつ。

174も礫面を打面とする。不定形な剝片で、先端は尖る。わずかに被熱痕跡を留める。175は、寸

詰まりの幅広剝片で、打面は複剝離面である。被熱した礫面を保持する。176は、礫面を打面とする

不定形剝片である。被熱した礫面や剝離面を広く残す。177は、平坦打面をもつ不定形剝片である。

石材としてはいずれも腰岳系の黒曜石Ａ類を使用している。175が質の悪いA2類であるほかはいず

れも良質なA1類が使用されている。

図版16　TAK201502調査区出土の石器①

57



0 5cm（S=2/3）
被熱痕

第10図 TAK201502 調査区出土の石器②(S=2/3)
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第31図　TAK201502調査区出土の石器②（S＝2/3）
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図版 10　TAK201502 調査区出土の石器②

161 162 163 164 165

166 167 168 169 170

171

172

173 174

175 176 177

178
179

ｇ．石核（第31図178・179、第32図180～191）

石核Ⅰ類：178～180、181・182

打面を固定するⅠ類は6点を報告する。178は、平坦な礫面を打面としており、正面および右小口

の2面に剝離作業面を設けている。打面調整は施されない。石材は、良質な無斑晶質の安山岩である。

179は、全面に被熱の及んだ石核である。小口を作業面としており、被熱後の剝離がわずかに施され

ている。打面は平坦打面であり、底面にわずかに礫面が残る。右側面に見える大剝離は、被熱による

折れ面と思われ、剝離に伴うリングが看取されない。180は、石核段階で被熱したのち剝片剝離を行っ

た石核である。打面には、被熱した単打の平坦な剝離面が当てられており、調整は施されない。左側

面から下縁にかけて礫面が残る。181は、類例の少ないメノウ製の石核である。打面は平坦な単打面

で調整は認められない。寸詰まりの剝片を剝離したと考えられる。182は、被熱した原礫を素材とす

る。打面は単打面であるが、端部は大きくうねる。背面に残る礫面を除いて、作業剝離面が展開する。

図版17　TAK201502調査区出土の石器②
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被熱痕 0 5cm（S=2/3）
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第32図　TAK201502調査区出土の石核（S＝2/3）
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図版 11　TAK201502 調査区出土の石核
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図版18　TAK201502調査区出土の石核
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石核Ⅱ類：183・184

183は、打面を大きく90度転移させるⅡ類の石核である。石核段階で被熱しており、被熱面が大き

く残る。184は、打面を180度転移させる。打面転移後の打面には礫面が当てられる。

石核Ⅲ類：185・186

185は、打面を頻繁に転移させ、2㎝足らずの小型剝片を剝出しており、サイコロ状の形状をなす。

186は、背面に被熱痕跡をもつ剝離面を保持する歪な四角錐形を呈する。

石核Ⅳ類：187・188

187は、礫面を保持する分厚い剝片を被熱したのち剝片剝離を行っていることからⅣ類と評価した。

188は、見かけ的にはⅠ類とされるが、角礫から剝離した分厚い剝片を素材としている。

石核Ⅴ類：189～191

189～191は、目的剝片を剝離する直前の石核母形である。

これらの石核の素材は、178・181を除くと腰岳系の黒曜石Ａ類で占められる。そのうち184が質の

悪いA2類であるほかは良質なA1類である。とくに191は厚い板状の原礫であり、腰岳産と確認できる。

番号 器種 遺物ＩＤ 地区 層位・遺構 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 礫面 打面 被熱 備考

144 石鏃 ２００５ A区5856 不明 黒曜石A1類 1.87 1.46 0.39 0.85 

145 石鏃 ２０４６ A区 5858-5856 2層  黒曜石A1類 1.69 1.83 0.47 1.67 

146 掻・削器 2065-1 A区 5858   東トレンチ 安山岩 4.53 2.90 0.70 15.35 

147 掻・削器 2080-2 D区 5654 4A層  他 安山岩 5.22 3.89 2.19 38.30 

148 掻・削器 2089-1 D区 5654 12層  北側土石流層直上掘削 黒曜石A1類 2.87 1.46 0.48 2.37 

149 掻・削器 2110-13 D区 5652  11層  南トレンチ 他 黒曜石A1類 2.51 2.63 0.61 4.47 平坦 折断

150 掻・削器 ２０７４ B区 5656  4層  黒曜石A1類 2.73 3.12 1.15 4.23 有り 平坦 有り

151 掻・削器 ２１２８ D区     排土中 黒曜石A1類 2.53 1.80 0.56 3.42 折断

152 掻・削器 2125-2 D区     表採 黒曜石A2類 2.74 2.12 1.25 6.70 有り 有り

153 加工痕のある剝片 2031-5 A区 5860  12層  南トレンチ 黒曜石A1類 3.43 2.71 1.14 9.46 有り 礫 有り

154 加工痕のある剝片 2045-3 A区 5858  13層  SW01 南トレンチ 他 黒曜石A1類 3.90 2.28 0.81 5.38 有り 有り

155 加工痕のある剝片 2055-3 A区 5856   4A層  水田② 他 黒曜石A2類 3.99 1.95 0.63 6.39 平坦 有り

156 加工痕のある剝片 2076-1 B区 5658   北トレンチSS03東 他 黒曜石A1類 2.37 2.44 0.86 4.46 平坦 有り

157 加工痕のある剝片 2083-3 D区 5654 5層  SS06南側 他 黒曜石A2類 2.30 1.80 0.59 3.14 有り

158 加工痕のある剝片 2093-3 D区 5654 13層  東トレンチ 他 黒曜石A1類 3.11 1.74 0.52 3.30 有り 礫

159 使用痕のある剝片 2031-8 A区 5860  12層  南トレンチ 黒曜石A2類 4.46 2.20 1.01 9.66 有り 点 有り

160 使用痕のある剝片 2099-2 D区 5652  11層  南トレンチ 他 黒曜石A1類 2.66 2.28 0.65 5.25 有り 平坦 有り

161 二次加工剝片Ｂ類 2052-2 A区 5856   2層  黒曜石A1類 2.49 2.19 0.67 2.90 調整

162 二次加工剝片Ｂ類 2110-7 D区 5652  11層  南トレンチ 他 黒曜石A1類 2.53 1.53 0.94 2.71 有り 平坦 有り

163 二次加工剝片Ｂ類 2121-3 D区 5654   北トレンチ 他 黒曜石A1類 2.34 1.40 0.67 2.17 有り 礫 有り

164 二次加工剝片Ｂ類 2119-1 D区 5654   北トレンチ 他 黒曜石A1類 2.39 1.72 0.51 1.83 

165 二次加工剝片Ｂ類 2051-1 A区 5856   2層  黒曜石A2類 2.40 2.13 0.49 2.67 有り 礫

166 二次加工剝片Ｂ類 2034-1 A区 5858  3B層  SW01西側 南トレンチ 他 黒曜石A1類 2.43 1.42 0.51 2.01 

167 二次加工剝片Ｂ類 2091-13 D区 5654 13層  東トレンチ 他 黒曜石A1類 1.95 1.38 0.46 1.39 有り 平坦 有り

168 二次加工剝片Ｂ類 ２１１６ D区 5452 10層  SS06北側 黒曜石A1類 2.16 1.48 0.38 1.20 

169 二次加工剝片Ｂ類 2091-9 D区 5654 13層  東トレンチ 他 黒曜石A1類 2.14 1.95 0.52 2.13 

170 二次加工剝片Ｂ類 ２０３６ A区 5858  4B'層  SW01西側 水田②下 他 黒曜石A1類 2.25 1.97 0.44 1.79 有り 有り

171 二次加工剝片Ｂ類 2034-2 A区 5858  3B層  SW01西側 南トレンチ 他 黒曜石A1類 2.35 1.54 0.36 1.58 複 有り

172 剝片 2099-1 D区 5652  11層  南トレンチ 他 黒曜石A1類 4.53 2.26 0.62 4.50 平坦 有り

173 剝片 2032-2 A区 5860  12層  南トレンチ 黒曜石A1類 3.33 1.36 0.69 2.78 有り 有り

174 剝片 2031-4 A区 5860  12層  南トレンチ 黒曜石A1類 3.10 2.87 0.62 5.00 平坦 有り

175 剝片 2091-5 D区 5654 13層  東トレンチ 他 黒曜石A2類 2.81 2.07 0.73 3.97 調整 有り

176 剝片 2091-6 D区 5654 13層  東トレンチ 他 黒曜石A1類 2.64 2.08 0.72 4.09 有り 平坦 有り

177 剝片 2121-2 D区 5654   北トレンチ 他 黒曜石A1類 2.69 2.01 0.58 3.23 有り 平坦 有り

178 石核 2093-5 D区 5654 13層  東トレンチ 他 安山岩 4.39 4.28 3.17 69.60 有り

179 石核 ２０７０ A区   2層  黒曜石A1類 1.80 1.97 2.81 11.51 有り 有り

180 石核 2110-1 D区 5652  13層  トレンチ4北 他 黒曜石A1類 2.93 4.29 1.92 26.71 有り 有り

181 石核 2080-1 D区 5654 4A層  他 メノウ 2.20 3.01 2.66 21.11 有り

182 石核 2091-1 D区 5654 13層  東トレンチ 他 黒曜石A1類 2.04 3.03 1.72 11.20 有り 有り

183 石核 2035-1 A区 5858  4A層  SW01東側 南トレンチ 他 黒曜石A1類 2.59 3.03 1.91 15.19 有り 有り

184 石核 2037-1 A区 5858  6層  他 黒曜石A1類 2.17 2.93 1.53 12.05 有り

185 石核 2037-2 A区 5858  6層  他 黒曜石A1類 1.56 1.14 1.47 4.79 

186 石核 2093-1 D区 5652   4A層  遺構検出 他 黒曜石A2類 1.98 1.87 2.49 9.47 有り 有り

187 石核 2031-13 A区 5860  12層  南トレンチ 黒曜石A1類 2.78 3.72 1.05 9.93 有り

188 石核 2053-1 A区 5856   3B層  南トレンチ 他 黒曜石A1類 1.03 3.34 1.40 21.78 有り 有り

189 石核 2110-10 D区 5652  11層  南トレンチ 他 黒曜石A1類 2.47 3.60 1.18 10.56 有り

190 石核 2052-1 A区 5856   3A層 他  黒曜石A1類 1.82 2.46 2.26 4.47 有り 有り

191 石核 2121-1 D区 5652   南壁切り 黒曜石A1類 4.97 4.38 2.08 38.15 有り 有り

第9表　TAK201502調査区出土の石器観察表
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(8)TAK201506調査区包含層出土の石器

ａ．石鏃・局部磨製石鏃・石鏃未製品（第33図192～194）

192は、平基に近い非常に浅い凹基鏃で、基部の両端を尖らせている。薄手の精巧な作りで、先端

近くに屈曲部をもつ五角形鏃である。193は、両面を部分的に研磨した局部磨製石鏃である。無斑晶

質の良質な安山岩を素材としている。基部が直線になる平基鏃で、192と同様先端近くに屈曲部をも

ち平面形は五角形鏃に近い。194は、調整加工が右半身に片寄ることや器体の厚さが不均衡なことな

どから石鏃未製品と評価したが、佐世保市四反田遺跡の石鏃の中に類例が数多く認められることから

製品の可能性もあろう。192・194の石材は黒曜石A1類である。

ｂ．掻・削器（第33図195～200）

195は、鈴桶型剝片に類似した端正な縦長剝片を素材とする。胴部中央の両側に抉入状の急傾斜な

調整加工が施される。腹面には、抉入部にあわせて平坦剝離がなされ、さらに腹面を横断する単打の

大剝離が施される。調整加工は、打点側まで延びており、打点部はなくなっている。196は、玄武岩

を素材とする。両面に粗い大剝離があることから石斧製作時の破損品を転用したものか。掻・削器状

の調整加工が数ヶ所施されている。197は、分厚い小型剝片の端部と打点側の2ヶ所に急傾斜な刃部

加工を施した掻器である。ラウンド・スクレイパーと評価できる。198は、薄手の安山岩製剝片を素

材としたもので、両面加工の調整が施されている。199の石材は、色調および斑晶の入り方からみて

北松玄武岩と思われる。側辺に大きな急傾斜な調整剝離が施されている。200は、被熱した質の悪い

黒曜石A2類の剝片と素材とし、打点部を断ち切る形ほぼ垂直に調整加工が施されている。

ｃ．加工痕のある剝片（第33図201～203）

201は、平坦面を打面とする縦長剝片を素材としており、礫面・被熱剝離面を保持している。右

側縁に細かい加工痕が認められる。202は、礫面を打面とする縦長剝片を素材とする。被熱面を有し、

先端部に斜めの加工痕が施されている。203は、平坦面を打面とする縦長剝片を素材とする。加工痕

は両側縁に認められるが、右側縁の加工は掻・削器を彷彿させる。石材は、いずれも良質な黒曜石

A1類の腰岳系である

ｄ．使用痕のある剝片（第33図204・205）

204は、被熱剝離面を打面とする縦長剝片を素材とする。剝片の先端部は捲れる。両側縁に使用痕

と思しき微細剝離がみられる。205は、平坦面を打面とする幅広の剝片を素材とする。左側縁および

先端部に被熱剝離面を保持する。右側縁上部に微細剝離が認められる。石材は、いずれも良質な黒曜

石A1類の腰岳系である。

ｅ．二次加工剝片Ｂ類（第34図206～211）

206・207はいずれも礫面を保持した貝殻状剝片を素材とする。206は薄くなる先端部に加工が集

中する。207は、先端部の礫面を断ち切る形で掻・削器状の急傾斜な調整加工が入る。208は、被

熱剝離面を打面とする不定形剝片を素材としており、右側辺上部に加工痕が認められる。209～211

は、いずれも長さ・幅ともに2㎝以下の小型品である。209は、被熱した石核から剝離した剝片を素

材としており、背面は被熱痕跡で全面覆われる。先端は尖っており、微細な加工痕が両辺に認められ

る。210は、被熱面を打面としており、209と同様先端付近に微細加工が施されている。211は、平坦

面を打面としており、先端付近に加工痕が認められるが、先端を欠損しているため形状は不明である。
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0 5cm（S=2/3）

0 5cm（S=1/2）

第12図 TAK201506調査区出土の石器①(S=2/3)(S=1/2)

205

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203 204

被熱痕

第33図　TAK201506調査区出土の石器①（S＝2/3）(S=1/2)

64



図版 12　TAK201506 調査区出土の石器①

192
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203 204
205

図版19　TAK201506調査区出土の石器①
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0 5cm（S=2/3）
第 13図 TAK201506調査区出土の石器②(S=2/3)
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被熱痕

第34図　TAK201506調査区出土の石器②（S＝2/3）
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図版 13 TAK201506調査区出土の石器②

206 207 208 209

210 211 

212 213

214

215 216 217

218 219 220 
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222 223 224 

225 226 227

209～211はいずれも良質な腰岳系の黒曜石A1類を使用しており、3点とも打瘤部分で厚さが最大にな

る。

ｆ．剝片（第34図212～227、第35図228～233）

212～221は、長幅比がおおむね1.5以上の縦長を基調とする剝片である。打面は、213が欠損して

不明、220・221が礫面を打面とするほかは平坦面を打面としており、広い打面をもつものが多く、剝

離角も鈍角になる傾向が強い。鈴桶型剝片的な定型的なものは見当たらない。被熱痕跡をもつものも

多く、221は剝片段階で被熱しており、下半部が表裏両面ともガラス光沢を消失しザラザラしている。

使用された石材はすべて良質の腰岳系の黒曜石A1類である。

222～233は、長幅比が1.4以下の縦長の範疇から外れる剝片類である。剝片の形状は、幅広になる

もの（222・223・226）、寸詰まりのもの（225・227・232・233）、横長のもの（228～231）、不定形のもの（224）

図版20　TAK201506調査区出土の石器②
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0 5cm（S=2/3）

第14図 TAK201506調査区出土の石器③(S=2/3)

233

228

229

230 231

232 被熱痕

図版14　TAK201506調査区出土の石器③

228
229

230

231

232 233

など変異の幅が大きい。12点の剝片中、背面・打面に礫面を保持するものが9点、被熱痕跡を保持す

る剝片が10点と多数を占める。打面は、礫打面と平坦打面がそれぞれ6点と拮抗する。石材はすべて

腰岳系の黒曜石Ａ類であるが、223・225・231の3点は白い斑晶の入る質の悪いA2類である、残余は良

質なA1類である。

ｇ．石核（第36図234～241）

石核Ⅰ類：234～236

234・236は、ともに被熱した剝離面を打面とする石核で、幅広の剝片を剝出している。236には原

礫面が広く残っており、亜角礫を素材とすることわかる。235は、被熱の影響を色濃く受けたと思わ

れる。3点とも良質な黒曜石A1類である。

石核Ⅱ類：237・238

図版21　TAK201506調査区出土の石器③

第35図　TAK201506調査区出土の石器③（S＝2/3）
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0 5cm（S=2/3）

第 15 図 TAK201506 調査区出土の石核 (S=2/3)
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第36図　TAK201506調査区出土の石核（S＝2/3）
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図版15　TAK201506調査区出土の石核
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図版22　TAK201506調査区出土の石核
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237は、斑晶の多く入る質の悪い黒曜石 A2類の角礫を素材とする。90度の打面転移がみられる。

238は、良質な黒曜石A1類を素材としており、被熱した剝離面をもつ。打点を大きく180度転移している。

石核Ⅲ類：239・240

239・240は、頻繁に打面を転移しており、特に239は小型で残核と評価しても差し支えない。

石核Ⅳ類：242

242は、被熱した剝離面を底面とし、側面の1面に礫面をもつ剝片を素材とする。主要剝離面に打

面を固定し、小型の貝殻状剝片を作出している。

石核Ⅴ類：241

241は、被熱した石核であるが、被熱後の明確な剝片剝離が行われていないことからその他として

扱った。

ｈ．打製石斧類（第37図243～252、第38図253～260）

扁平打製石斧：243～260

扁平打製石斧の完形品は243の1点である。長幅比の小さい短めの製品で、基部および刃部は緩や

かな弧を描く。斑晶を多く含む軟質の安山岩を素材としており、マンガンらしきものが両面に付着す

る。244は、刃部を一部欠損する。基部の形状は左右非対称である。

245～247は、基部の一部を欠損する。245は、板状剝片を素材としており、器厚は右側縁側が薄く

なる。そのためか右側縁の裏面には調整加工がみられない。246は、製作途中に右側縁上半にある斜

めの剝離が障害となり、石斧製作を放棄したと考えられる。247は、板状の剝片を素材とする。基部

側の両端を斜めに欠損していることや左側縁が外湾していることから未製品の可能性もある。刃部は

斜刃である。248は、刃部を縦に大きく欠損する。左端は残っており全長を知ることはできる。

249・250は、石斧の基部である。249は、薄手の板状剝片を素材としており、刃部側が幅広になる。

調整加工は丁寧である。250は、側縁が直線的でほぼ並行する。

251～256は、刃部の資料である。251は、基部と左側縁上半を欠損する。刃部は円刃で、調整加工

は丁寧である。252は、薄手の板状剝片を素材としており、若干斜刃になる。253は、粗粒の質の悪

い安山岩を素材とする円刃の刃部をもつ。胴部中央で折断している。254は、薄手の短冊形を呈する

資料で、胴部中央で折断した資料である。255は、刃部が幅広になる撥形の資料で、薄手の板状剝片

を素材とする。

256～259は、厚い板状の剝片を素材とする重量感のある資料である。256は、基部を大きく欠損す

る。257は、基部をわずかに欠損するが、ほとんど完形に近い資料である。全周に大振りの調整剝離

が入る。258は、刃部が幅広になる撥形の資料である。基部の全体と刃部の大部分を欠損する。259は、

刃部側がやや幅広になる撥形の資料で、基部全体を欠損する。
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0 10cm（S=1/3）
第 16 図 TAK201506 調査区出土の打製石斧①(S=1/3)
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第37図　TAK201506調査区出土の打製石斧①（S＝1/3）
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図版16　TAK201506 調査区出土の打製石斧①
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図版23　TAK201506調査区出土の打製石斧①
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0 10cm（S=1/4）

0 10cm（S=1/3）

第 17図 TAK201506調査区出土の打製石斧②(S=1/3)(S=1/4)

260

253
254
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259

第38図　TAK201506調査区出土の打製石斧②（S＝1/3）(S=1/4)
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ｉ．石鍬（第38図260）

260は、大きな安山岩礫を素材としており、表面には素材面である原礫面が広く残る。原礫の形状

を巧みに利用し、刃部側をスコップ状に仕上げている。重量が1.3kgを超えることから手持ちでの使

用は考えられない。基部側は、着柄を意識して細目に加工している。

図版17　TAK201506調査区出土の打製石斧②
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259

260

図版24　TAK201506調査区出土の打製石斧②
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図版 18　TAK201506調査区出土の横刃型石器・磨製石斧

261

262

263

0 10cm（S=1/3）

第 18図 TAK201506調査区出土の横刃型石器・磨製石斧 (S=1/3)

263

261

262

ｊ．横刃形石器（第39図261・262）

261は、薄い板状剝片を素材とする。上端を折りとった平らな平面で構成し、刃部は鋭利で刃線は

ほぼ直線である。262も板状剝片を素材としており、両端を欠損する。面的な調整加工は下縁に集中

し、上縁は中央に平坦面をもつ。

ｋ．磨製石斧（第39図263）

263は、全面を研磨した蛤刃の磨製石斧で、半裁されている。表面には原礫面と思われる窪みが3ヶ

所認められる。石材は硬質の泥岩である。

図版25　TAK201506調査区出土の横刃形石器・磨製石斧

第39図　TAK201506調査区出土の横刃形石器・磨製石斧（S＝1/3）
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0 5cm（S=2/3）

264

第 19 図 TAK201506 調査区出土の玉 (S=2/3)

264

図版 19 TAK201506 調査区出土の玉

l．玉（第40図264）

264は、暗緑黄色を呈する石材を使用した玉である。定型化しておらず、原石の形状を保っている。

両側から穿孔が施され、斜めに貫通する。熊本大学の大坪志子准教授のご教示によれば、熊本県内の

数ヶ所の遺跡で、緑色の玉に混じって1〜2点確認されているが、石材の種類や原産地は目下のところ

不明である。長崎県内の遺跡では、南島原市権現脇遺跡に次いで2例目ではないかということであった。

番号 器種 遺物ＩＤ 地区 層位・遺構 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 礫面 打面 被熱 備考

192 石鏃 5056 ①6060　 3層 黒曜石A1類 1.76 1.88 0.23 0.79 五角形鏃

193 局部磨製石鏃 5060 ①6060　 4層 安山岩 2.25 1.82 0.46 1.79 

194 石鏃未製品 5108-1 ③5856 3層 黒曜石A1類 3.12 2.55 0.66 4.89 

195 掻・削器 5059-1 ①6060　 3～4層 黒曜石A1類 5.24 2.03 0.56 6.03 

196 掻・削器 5115 ③5856 礫直上 玄武岩 5.73 5.72 2.03 30.12 

197 掻・削器 5069-3 ①6062　 4層 黒曜石A1類 2.83 2.13 0.87 5.18 有り

198 掻・削器 5086 ②6058 3層 安山岩 5.08 4.21 1.06 28.94 

199 掻・削器 5159 ④5650・5652　3a～3b層 玄武岩 10.69 7.23 2.85 198.4 

200 搔・削器 5155-11 ④5852　 3a～3b層 黒曜石A2類 2.89 2.25 0.82 5.30 有り 有り 北松玄武岩

201 加工痕のある剝片 5114-2 ③5856 4ｂ層 黒曜石A1類 3.84 2.39 0.71 6.38 有り 平坦 有り

202 加工痕のある剝片 5136 ④5650 2～3a層 黒曜石A1類 2.80 2.02 0.65 2.94 有り 礫 有り

203 加工痕のある剝片 5142-5 ④5650 3a層 黒曜石A1類 3.59 2.05 0.51 4.92 平坦

204 使用痕のある剝片 5073-1 ①6260　 3層 黒曜石A1類 3.55 2.11 0.73 5.81 有り 礫 有り

205 使用痕のある剝片 5074-1 ①6260　 3～4層 黒曜石A1類 3.41 2.87 0.84 8.16 平坦 有り

206 二次加工剝片Ｂ類 5077-3 ①6262　 2～3層 黒曜石A1類 2.42 2.90 0.93 5.04 有り 平坦 有り

207 二次加工剝片Ｂ類 5079-2 ①6262　 4層 黒曜石A1類 2.33 2.56 0.64 4.04 有り 平坦 有り

208 二次加工剝片Ｂ類 5121 ③6056 2～礫層 黒曜石A1類 2.64 2.20 0.53 3.24 有り 礫 有り

209 二次加工剝片Ｂ類 5071 ①6260　 2層 黒曜石A1類 1.94 1.78 0.48 1.55 有り 礫 有り

210 二次加工剝片Ｂ類 5122-1 ③5056　 2～3層 黒曜石A1類 1.75 1.48 0.47 1.17 有り 礫

211 二次加工剝片Ｂ類 5172-5 ④ 不明 黒曜石A1類 1.91 1.13 0.65 2.05 平坦

212 剝片 5124-3 ③5056　 4ｂ層 黒曜石A1類 3.43 1.35 0.81 5.20 有り 平坦 有り

213 剝片 5135-3 ④5650 2層 黒曜石A1類 3.66 2.17 0.56 4.81 有り 有り 打点部欠損

214 剝片 5164-1 ④5652・5852 3b層 黒曜石A1類 3.99 1.95 0.83 3.59 平坦

215 剝片 5142-4 ④5650 3a層 黒曜石A1類 2.99 1.72 0.72 3.78 平坦

216 剝片 5097-3 ②6058 3～4層 黒曜石A1類 2.59 1.31 0.63 2.17 有り 平坦 有り 先端折れ

217 剝片 5135-33 ④5650 2層 黒曜石A1類 2.81 1.66 0.35 2.14 平坦 先端折れ

218 剝片 5150-14 ④5852　 2層 黒曜石A1類 2.71 1.83 0.59 2.81 有り 平坦 有り

219 剝片 5077-4 ①6262　 2～3層 黒曜石A1類 3.29 2.22 1.00 4.62 平坦

220 剝片 5080-5 ①調査区 北壁トレンチ　 黒曜石A1類 3.43 1.77 0.61 3.53 有り 礫 有り

221 剝片 5151-1 ④5852　 2～3層 黒曜石A1類 3.26 1.82 0.70 4.00 有り 礫 有り

222 剝片 5116-2 ③5856 礫直上 黒曜石A1類 2.84 2.81 0.56 4.00 平坦

223 剝片 5072-1 ①6260　 2～3層 黒曜石A2類 3.03 2.48 0.58 3.03 有り 礫 有り

224 剝片 5063-1 ①6060　 4層 黒曜石A1類 3.30 2.97 0.91 8.53 有り 平坦 有り

225 剝片 5143-1 ④5650 3ｂ層 黒曜石A2類 2.36 1.75 0.88 2.97 有り 礫 有り

226 剝片 5063-7 ①6060　 4層 黒曜石A1類 2.70 2.30 0.49 3.30 有り 礫 有り

227 剝片 5065-1 ①6060　 4ｂ層 黒曜石A1類 2.47 1.88 0.70 2.97 平坦 有り

228 剝片 5052 ①6058　 2層 黒曜石A1類 3.49 3.22 0.66 8.23 有り 礫 有り

229 剝片 5096-1 ②6058 3層 黒曜石A1類 2.72 4.03 0.87 9.96 有り 平坦 有り

230 剝片 5097-2 ②6058 3～4層 黒曜石A1類 2.49 3.42 0.98 7.75 平坦

231 剝片 5135-7 ④5650 2層 黒曜石A2類 2.50 2.67 0.88 5.89 有り 礫 有り

232 剝片 5142-27 ④5650 3a層 黒曜石A1類 2.54 2.13 0.46 3.20 有り 礫 有り

233 剝片 5155-15 ④5852　 3a～3b層 黒曜石A1類 2.23 1.96 0.55 2.15 有り 平坦 有り

234 石核 5116-1 ③5856 礫直上 黒曜石A1類 1.96 4.92 1.31 15.41 

235 石核 5135-2 ④5650 2層 黒曜石A1類 2.35 3.29 1.44 11.60 有り 有り

236 石核 5142-1 ④5650 3a層 黒曜石A1類 2.60 4.44 2.77 31.57 有り 有り

237 石核 5142-2 ④5650 3a層 黒曜石A2類 2.07 2.37 2.54 16.43 有り 有り

238 石核 5135-1 ④5650 2層 黒曜石A1類 2.56 2.71 1.76 10.70 有り 有り

239 石核 5118-1 ③6056 2層 黒曜石A1類 2.28 2.03 1.95 5.96 有り 有り

240 石核 5097-1 ②6058 3～4層 黒曜石 A1類 2.41 2.49 1.42 9.46 有り 有り

241 石核 5135-38 ④5650 2層 黒曜石 A1類 2.43 3.23 2.51 18.33 有り 有り

242 石核 5080-6 ①調査区 北壁トレンチ　 黒曜石 A1類 0.96 3.47 2.50 10.15 有り 有り

243 扁平打製石斧 5161 ④5652・5852 3a層 安山岩 10.70 6.60 1.59 187.3 完形

244 扁平打製石斧 5111 ③5856 4a～4b層 安山岩 10.87 5.63 1.38 117.3 

245 扁平打製石斧 5087 ②6058 3層 安山岩 9.03 5.61 1.21 84.92 

246 扁平打製石斧 5167 ④ 3a層 安山岩 11.3 4.94 2.02 125.3 ほぼ完形

第10表　TAK201506調査区出土の石器観察表①

図版26　TAK201506調査区出土の玉

第40図　TAK201506調査区出土の玉（S＝2/3）
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(9)TAK201604調査区包含層出土の石器

ａ．石匙（第41図265）

265は、形態的に見て石匙と評価した。面的な調整はまばらで、つまみ部には右に片寄り、裏面側

から調整加工が施される。石材には淀姫系黒曜石が使用されている。

ｂ．加工痕のある剝片（第41図266～268）

266は、礫面を打面とする不定形剝片を素材とする。左側縁に調整加工が認められる。267は、厚

手の剝片を素材とする。被熱した礫面・剝離面を保持しており、先端部と右側辺に調整加工が施さ

れている。268は、平坦な剝離面を打面とする剝片を素材としており、背面は大部分が被熱面である。

右側辺縁に調整加工が施されている。

石材には、いずれも良質な黒曜石A1類が用いられている。

ｃ．使用痕のある剝片（第41図269～274）

269は、平坦面を打面とするやや不整な縦長剝片を素材としており、左側縁に微細な使用痕がみら

れる。270も平坦打面の剝片を素材とする。271は、平坦打面の不定形剝片を素材とする。表裏面と

もにポジ面で構成される。272は、礫面を打面とする。先端は折損しており、右側縁の全体の微細剝

離が認められる。273は、先端が肥厚する不定形剝片を素材としている。礫面からみて円礫と思われる。

274は、小型の分厚い剝片を素材とする。

使用痕のある剝片に用いられた石材は、いずれも漆黒色のガラス光沢に富む良質な黒曜石A1類で

ある。

ｄ．二次加工剝片Ｂ類（第41図275～278）

275は、小型の貝殻状剝片を素材とする。被熱した面を背面とし、ほぼ全周に調整加工が施されて

いる。276は、礫面を打面とした不定形剝片を素材としており、表裏面ともにポジ面となる。277の

打面は、例の少ない点打面である。薄手の素材で、両側縁に調整加工が施されている。278は、小型

の寸詰まり剝片を素材とする。

これらの二次加工剝片Ｂ類に用いられた石材は、黒曜石A1類である。

ｅ．剝片（第42図279～285）

279は、礫面を打面とする縦長剝片である。礫面の形状から原石は亜角礫と思われる。280も礫面

を打面とする。節理が入っているため半裁している。281は、広い平坦面面を打面とする寸詰まりの

剝片である。282は、礫面を打面とする縦長剝片で、原石の形状は円礫である。下半部を折断している。

番号 器種 遺物ＩＤ 地区 層位・遺構 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 礫面 打面 被熱 備考

247 扁平打製石斧 5064 ①6060　 4a～4b層 安山岩 11.80 5.40 1.51 130.0 

248 扁平打製石斧 5131 ④5650 2層 安山岩 12.11 4.87 2.07 121.7 

249 扁平打製石斧 5113 ③5856 4ｂ層 安山岩 9.31 8.56 1.21 125.9 基部

250 扁平打製石斧 5128 ④5650 2層 安山岩 9.06 5.52 1.91 132.7 基部

251 扁平打製石斧 5062 ①6060　 4層 安山岩 11.02 5.67 1.01 100.2 刃部

252 扁平打製石斧 5141 ④5650 3a層 安山岩 6.21 6.56 0.93 51.31 刃部

253 扁平打製石斧 5129 ④5650 2層 安山岩 8.67 6.44 1.42 106.1 刃部

254 扁平打製石斧 5139 ④5650 3a層 安山岩 8.35 6.55 1.32 96.52 刃部

255 扁平打製石斧 5144 ④5650 3a～4ｂ層 安山岩 9.39 7.15 1.15 98.75

256 扁平打製石斧 5147 ④5852　 2層 安山岩 10.82 8.41 2.46 325.9 刃部

257 扁平打製石斧 5152 ④5852　 3a層 安山岩 17.40 9.77 2.56 800.0 基部欠損

258 扁平打製石斧 5138 ④5650 3a層 安山岩 15.80 111.95 2.58 530.0 刃部欠損

259 扁平打製石斧 5120 ③6056 2～礫層 安山岩 14.55 9.72 2.25 434.3 刃部

260 石鍬 5146 ④5852　 S-04 安山岩 23.7 12.02 5.06 1355.0 完形

261 横刃型石器 5082 ②5858　 4ｂ層 安山岩 13.00 7.73 1.32 238.6 

262 横刃型石器 5070 ①6260　 3層 安山岩 8.64 5.64 1.53 123.6 中間部

263 磨製石斧 5137 ④5650 3a層 泥岩 9.16 7.27 2.52 311.3 刃部

264 玉 5117 ③6056 2層 変成岩？ 2.32 1.32 1.25 5.68 穿孔あり

第11表　TAK201506調査区出土の石器観察表②
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0 5cm（S=2/3）
第20図 TAK201604調査区出土の石器①(S=2/3)

278

265 266

267 268
269

270 271
272

273
274 275

276 277

被熱痕

283は、厚い板状の原石から剝離した剝片で、打面と先端部が礫面で構成される。284は、平坦面を

打面とするやや厚手の剝片である。礫面の形状から亜円礫の原石と思われる。285は礫面を打面とす

る。厚手の大型剝片である。

第41図　TAK201604調査区出土の石器①（S＝2/3）
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0 5cm（S=2/3）

286

285

284283282

281

280
279

288

287
被熱痕

剥片に使用されている石材は、285が斑晶を多く含む質の悪い黒曜石A2類であるほかはすべて良質

な黒曜石A1類である。

ｅ．石核（第42図286～288）

286は、斑晶を多く含む質の悪い黒曜石A2類を素材とする。打面を頻繁に転移した石核Ⅲ類である。

287は、打面および背面を礫面で構成する。打面は固定されており、調整は認められない。両側面は

横方向の剝離で礫面が除去されている。288は、石核の段階で一旦被熱した石核で、被熱面を打面と

して固定し、石核を回転させながら同一方から3回の剝片剝離が行われている。287・288は、打面を

固定する石核Ⅰ類で、ともに良質な黒曜石A1類を素材としている。

第42図　TAK201604調査区出土の石器②（S＝2/3）
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図版27　TAK201604調査区出土の石器
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図版 20　TAK201604 調査区出土の石器
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272 274
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276 277 278
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番号 器種 遺物ＩＤ 地区 層位・遺構 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 礫面 打面 被熱 備考

265 石匙 ２０３８ 6254 2層下砂利層 黒曜石B類 3.62 3.84 0.79 7.78 淀姫系

266 加工痕のある剝片 ２０３７ 6254 2a層 黒曜石A1類 3.76 2.73 0.77 7.35 有り

267 使用痕のある剝片 ２００９-1 6254 NR04 黒曜石A1類 2.84 2.54 1.06 6.92 有り

268 使用痕のある剝片 ２０５９-1 6458 Ⅱb層 黒曜石A1類 3.31 2.70 0.92 7.86 有り 平坦 有り

269 使用痕のある剝片 ２０２６ 6054 3層上面 黒曜石A1類 4.25 2.79 0.68 5.7 平坦 有り

270 使用痕のある剝片 ２０３６-1 6254 2層上 黒曜石A1類 2.35 3.02 0.59 3.41 有り 礫 有り

271 使用痕のある剝片 ２０４７ 6456 2層下黒j褐色土 黒曜石A1類 2.64 2.74 0.55 4.03 平坦

272 使用痕のある剝片 ２０３５ 6252 2層 黒曜石A1類 2.58 1.83 0.59 3.05 有り 礫 有り

273 使用痕のある剝片 ２０２１ 6052 2層 黒曜石A1類 3.94 3.5 1.23 12.69 有り

274 使用痕のある剝片 ２０５６-1 6456 不明 黒曜石A1類 2.15 2.18 0.78 3.57 有り

275 二次加工剝片Ｂ類 ２０２７-3 6054 表土 黒曜石A1類 1.93 1.78 0.55 1.73 有り 平坦 有り

276 二次加工剝片Ｂ類 ２０２７-5 6054 表土 黒曜石A1類 2.24 1.78 0.58 1.97 有り 礫 有り

277 二次加工剝片Ｂ類 ２０３２-1 6252 表土 黒曜石A1類 2.36 2.12 0.55 2.15 点

278 二次加工剝片Ｂ類 ２０２８-2 6054 2層 黒曜石A1類 2.06 1.69 0.69 2.28 平坦

279 剝片 ２０１４ 5852 6層上 黒曜石A1類 3.62 1.84 0.83 4.70 有り 礫

280 剝片 ２０１５ 5852 カクランの下 黒曜石A1類 3.04 1.65 0.72 3.62 有り 礫 有り

281 剝片 ２０２３ 6052 6層上 黒曜石A1類 2.11 2.07 0.73 2.58 平坦

282 剝片 ２０３６-2 6254 2層上 黒曜石A1類 2.01 1.94 0.53 1.97 有り 礫 有り

283 剝片 ２０４２ 6454 ２a層～砂利層 黒曜石 A1類 2.19 2.71 0.58 2.34 有り 礫 有り

284 剝片 ２０４５ 6454 トレンチ（南半） 黒曜石 A1類 3.44 3.20 0.85 9.49 有り 平坦 有り

285 剝片 ２０４６ 6456 １ｃ層 黒曜石 A2類 6.75 3.18 1.27 19.80 有り 礫 有り

286 石核 ２０５５ 6456 道路部盛土礫層 黒曜石 A2類 1.75 2.9 2.74 10.33 有り

287 石核 ２０２７-1 6054 表土 黒曜石 A1類 2.86 2.37 1.17 10.71 有り

288 石核 ２０４８ 6458 ２層上 黒曜石 A1類 2.97 2.34 2.15 11.95 有り

第12表　TAK201604調査区出土の石器観察表

(10) 蛍光Ｘ線分析による黒曜石製石器の産地同定

TAK201501調査区の分析結果

本調査区で分析した石器の総数は194点である。分析の結果、ア群～カ群の６群に分離できた。そ

れぞれア群が183点（94.3％）、イ群5点（2.6％）、ウ群3点（1.5％）、エ群1点（0.5％）、オ群1点（0.5％）、

カ群1点（0.5％）となる。

ア群は、腰岳系に該当する。判別図では、腰岳系の原産地は、腰岳、松浦Ⅲ群（松浦牟田③・松浦

大崎③）、古里海岸⑥が該当する。腰岳と松浦Ⅲ群は、前者が角礫を基本とするのに対し、後者は円

礫を基本とすることから礫面をみておおよその区別はできる。本調査区の場合、観察できる礫面はほ

とんどが角礫～亜角礫であることから腰岳産黒曜石が主体的に用いられていることがわかる。ア群

183点のうち、良質の黒曜石A1類が173点、質の悪い黒曜石A2類が10点となる。黒曜石A2類の占める

割合は5.5％に過ぎない。

イ群には、牛ノ岳系が該当する。石器の器表面は風化（パティナ）によって青灰色から灰白色を呈し

ており、腰岳系とは明瞭に区別できる。ウ群は、上土井行である。亀岳系と思われる上土井行産の黒

曜石は新鮮な断口面はガラス質に乏しく飴色を呈するが、風化すると灰白色になる。エ群は、川棚大

崎①、オ群には針尾Ⅲ群が該当する。カ群は、Rb散布図では松浦Ⅱ群の下位に、Sr散布図では針尾

Ⅲ群の右端にプロットされる。これに該当する既知の原産地は見当たらないため未知の原産地と理解

した。

TAK201506調査区の分析結果

本調査区の産地同定の結果は、TAK201505調査区と比べて単純であった。分析した資料数は185点

であった。ア群・エ群の２群にプロットされたが、その内訳は、ア群が184点、エ群はわずか１点で

ア群が圧倒する。

両調査区の違いについては、石核・原石の多寡が関係していることが想定される。TAK201501調査

区が43点に対し、TAK201506調査区が13点と少なくより単純である。
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第43図　TAK201501調査区出土石器の産地同定
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第44図　TAK201506調査区出土石器の産地同定
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遺物ＩＤ 層位 図版 器種 肉眼 群 原産地 K Mn Fe Rb Sr Y Zr Rb分率 Mn×100/Fe Sr分率 logFe/K
3020-1 2層下層 剝片 Ａ2 ア群 腰岳系 80.02 35.41 1061.32 402.29 148.61 183.37 335.70 37.60 3.34 13.89 1.12 
3020-2 2層下層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 87.20 31.96 746.17 350.43 106.37 141.72 238.59 41.86 4.28 12.71 0.93 
3020-3 2層下層 加工痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 104.50 38.54 937.89 486.31 147.86 204.02 347.91 41.00 4.11 12.47 0.95 
3020-4 2層下層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 117.20 46.81 1212.46 572.68 174.30 232.89 402.64 41.42 3.86 12.61 1.01 
3020-5 2層下層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 91.60 32.00 716.20 428.88 135.83 187.24 321.43 39.96 4.47 12.65 0.89 
3022-1 表土　 60 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 57.77 23.43 456.62 305.85 95.54 132.74 234.04 39.82 5.13 12.44 0.90 
3022-4 表土　 120 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 103.15 38.99 1004.44 466.33 144.42 192.56 331.48 41.09 3.88 12.73 0.99 
3022-5 表土　 57 石鏃未製品 Ａ1 ウ群 上土井行 42.41 42.85 719.67 152.77 417.04 90.69 278.51 16.27 5.95 44.41 1.23 
3022-11 表土　 80 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 50.91 20.95 364.96 271.56 86.64 118.84 209.50 39.55 5.74 12.62 0.86 
3022-12 表土　 118 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 85.23 30.60 631.16 405.41 124.76 169.79 293.94 40.79 4.85 12.55 0.87 
3023-1 1層 原石 Ａ1 ア群 腰岳系 114.75 43.28 1086.84 566.63 158.15 237.95 384.75 42.05 3.98 11.74 0.98 
3023-2 1層 石核 Ａ2 ア群 腰岳系 73.55 27.86 560.34 361.06 112.44 154.64 275.43 39.96 4.97 12.44 0.88 
3024-1 床土下　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 58.44 31.23 477.26 300.69 95.47 129.38 222.43 40.20 6.54 12.76 0.91 
3026 2層下層 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 63.06 24.26 527.40 298.28 93.09 129.28 222.19 40.15 4.60 12.53 0.92 
3027-1 2層下層 62 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 114.71 43.09 917.57 539.54 164.89 223.95 379.71 41.25 4.70 12.61 0.90 
3027-2 2層下層 109 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 118.55 41.34 906.02 524.51 159.01 216.04 379.55 41.01 4.56 12.43 0.88 
3027-3 2層下層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 60.43 25.21 455.14 307.65 96.00 131.50 224.80 40.48 5.54 12.63 0.88 
3028-1 2層下層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 53.92 20.53 384.08 267.14 85.91 116.57 199.90 39.90 5.35 12.83 0.85 
3028-2 2層下層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 131.31 46.78 1035.66 611.24 183.77 251.37 431.26 41.37 4.52 12.44 0.90 
3028-3 2層下層 剝片 Ａ2 ア群 腰岳系 62.85 24.05 439.50 298.62 95.51 129.45 223.00 40.00 5.47 12.79 0.84 
3031 4層礫直上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 96.61 36.76 832.02 459.29 139.36 195.45 329.28 40.88 4.42 12.41 0.94 
3032 2層下(礫層 ) 100 剝片 B イ群 淀姫系 113.85 48.60 1484.44 391.69 348.09 178.95 669.76 24.66 3.27 21.91 1.12 
3033 4層礫直上 106 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 75.47 28.43 648.81 365.23 116.28 158.65 269.58 40.15 4.38 12.78 0.93 
3036-1 2層　 122 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 106.49 41.84 1213.07 520.15 154.67 215.07 368.46 41.34 3.45 12.29 1.06 
3036-2 2層　 107 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 119.81 44.89 996.58 540.81 165.35 225.26 382.79 41.15 4.50 12.58 0.92 
3036-3 2層　 94 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 73.39 27.44 634.43 329.80 99.24 138.35 236.10 41.05 4.33 12.35 0.94 
3037-1 2層下(流路 ) 110 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 109.63 40.31 907.61 491.12 149.90 201.80 341.18 41.48 4.44 12.66 0.92 
3037-2 2層下(流路 ) 101 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 125.22 44.93 1003.32 571.73 174.68 238.25 406.29 41.10 4.48 12.56 0.90 
3037-3 2層下(流路 ) 102 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 70.92 25.16 558.54 340.09 106.24 148.66 256.58 39.94 4.50 12.48 0.90 
3037-4 2層下(流路 ) 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 83.76 32.69 666.56 412.09 128.91 174.96 295.28 40.75 4.90 12.75 0.90 
3041-2 2層　 123 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 75.80 29.54 631.10 367.13 114.04 157.18 269.15 40.45 4.68 12.57 0.92 
3042 2層　 81 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 81.10 34.97 701.76 410.68 126.58 175.49 303.99 40.39 4.98 12.45 0.94 
3044-1 2層　礫層 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 87.57 33.33 746.83 434.70 135.57 188.59 326.03 40.07 4.46 12.50 0.93 
3044-2 2層　礫層 58 彫器 Ａ1 カ群 未知① 89.31 38.97 1410.56 350.58 242.18 154.11 321.51 32.81 2.76 22.67 1.20 
3044-3 2層　礫層 82 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 151.87 60.61 1240.52 585.47 173.40 130.87 380.96 46.07 4.89 13.65 0.91 
3044-4 2層　礫層 83 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 70.97 27.83 519.76 351.97 112.80 153.57 265.35 39.83 5.35 12.76 0.86 
3044-5 2層　礫層 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 56.53 21.62 399.20 287.59 90.62 125.58 217.76 39.86 5.42 12.56 0.85 
3044-6 2層　礫層 88 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 89.06 32.61 724.53 421.63 125.83 169.60 289.71 41.88 4.50 12.50 0.91 
3044-7 2層　礫層 74 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 91.57 33.05 742.37 411.32 124.53 171.27 297.26 40.95 4.45 12.40 0.91 
3044-8 2層　礫層 76 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 114.50 42.34 1007.62 503.30 151.80 208.16 347.34 41.57 4.20 12.54 0.94 
3044-10 2層　礫層 残核 Ａ1 ア群 腰岳系 76.21 28.98 583.75 394.00 121.48 163.79 282.99 40.95 4.96 12.62 0.88 
3044-12 2層　礫層 剝片 B イ群 淀姫系 110.20 45.82 1380.78 387.06 336.09 174.04 651.76 24.99 3.32 21.70 1.10 
3044-14 2層　礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 89.93 33.32 695.50 423.55 129.21 173.39 297.24 41.39 4.79 12.63 0.89 
3044-15 2層　礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 109.96 42.56 875.60 546.18 168.61 229.77 392.34 40.85 4.86 12.61 0.90 
3044-16 2層　礫層 剝片 Ａ2 ア群 腰岳系 120.59 41.22 905.20 561.60 174.53 238.73 405.13 40.70 4.55 12.65 0.88 
3044-17 2層　礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 72.81 28.65 601.81 359.34 112.02 153.08 259.60 40.65 4.76 12.67 0.92 
3046-1 2層下(2層 ) 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 123.34 44.50 1046.26 553.24 167.35 224.82 380.32 41.73 4.25 12.62 0.93 
3046-2 2層下(2層 ) 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 100.72 36.05 821.55 460.52 139.52 192.15 326.35 41.17 4.39 12.47 0.91 
3046-3 2層下(2層 ) 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 56.91 22.61 458.16 292.17 95.93 128.99 221.44 39.56 4.93 12.99 0.91 
3046-4 2層下(2層 ) 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 64.23 25.33 472.34 323.93 102.40 138.59 242.04 40.14 5.36 12.69 0.87 
3047-1 23層の境界 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 109.58 43.69 1186.71 531.73 163.30 222.06 377.51 41.07 3.68 12.61 1.03 
3047-2 23層の境界 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 81.98 30.23 627.42 385.59 118.09 160.74 274.99 41.05 4.82 12.57 0.88 
3048-1 2・3層 97 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 63.51 23.93 512.53 287.14 93.23 125.99 214.00 39.86 4.67 12.94 0.91 
3048-2 2・3層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 55.53 23.75 448.70 282.12 89.61 124.37 215.24 39.66 5.29 12.60 0.91 
3049-1 3層上 99 剝片 B イ群 淀姫系 125.43 53.93 1585.84 451.50 395.16 203.10 749.40 25.10 3.40 21.96 1.10 
3049-2 3層上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 120.35 42.94 974.98 550.65 167.53 227.61 389.78 41.23 4.40 12.54 0.91 
3049-3 3層上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 116.39 47.72 1002.79 539.96 161.40 220.38 371.26 41.76 4.76 12.48 0.94 
3049-4 3層上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 108.48 38.63 787.12 501.65 151.02 208.06 350.39 41.42 4.91 12.47 0.86 
3049-5 3層上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 89.64 35.87 731.68 402.43 122.96 162.47 276.74 41.72 4.90 12.75 0.91 
3050-1 3層 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 95.79 36.20 783.84 411.23 128.21 172.62 293.61 40.89 4.62 12.75 0.91 
3050-2 3層 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 69.31 27.67 536.85 362.56 110.04 159.08 274.23 40.02 5.15 12.15 0.89 
3050-3 3層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 117.62 43.33 938.94 544.87 165.20 227.34 388.83 41.08 4.62 12.46 0.90 
3050-4 3層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 106.28 38.51 853.46 451.84 138.21 186.09 315.56 41.39 4.51 12.66 0.90 
3050-5 3層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 88.99 34.67 706.29 429.05 132.29 180.60 305.95 40.94 4.91 12.62 0.90 
3050-6 3層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 94.44 34.41 724.55 431.87 133.20 177.99 301.91 41.33 4.75 12.75 0.88 
3050-7 3層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 114.09 43.10 908.79 536.82 165.43 220.09 382.65 41.14 4.74 12.68 0.90 
3052-1 3層 111 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 117.84 43.95 932.34 561.99 171.45 238.12 402.07 40.91 4.71 12.48 0.90 
3052-2 3層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 103.46 38.93 863.80 486.13 148.48 204.08 345.13 41.06 4.51 12.54 0.92 
3053-1 3～4層礫混り 加工痕ある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 59.74 24.30 509.72 303.56 96.95 131.60 229.39 39.86 4.77 12.73 0.93 
3053-2 3～4層礫混り 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 65.25 24.43 543.40 309.21 93.63 132.68 228.32 40.48 4.50 12.26 0.92 
3055-1 4層下　暗褐 124 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 95.70 34.64 806.27 451.20 140.08 192.44 329.08 40.55 4.30 12.59 0.93 
3055-2 4層下　暗褐 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 149.98 54.47 1233.98 661.67 203.34 273.25 471.93 41.09 4.41 12.63 0.92 
3056 4層下　礫直上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 126.28 44.52 1058.50 555.25 170.59 228.18 389.20 41.34 4.21 12.70 0.92 
3059-2 礫上小礫層 125 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 95.43 35.96 793.07 461.97 145.86 199.51 345.47 40.07 4.53 12.65 0.92 
3059-3 礫上小礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 45.77 17.56 400.30 216.04 69.80 92.56 166.36 39.66 4.39 12.81 0.94 
3059-4 礫上小礫層 73 加工痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 118.90 55.08 1477.50 569.28 176.78 240.89 409.79 40.76 3.73 12.66 1.09 
3059-5 礫上小礫層 75 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 118.36 46.36 1004.10 537.13 165.61 223.45 378.96 41.15 4.62 12.69 0.93 
3059-6 礫上小礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 135.07 49.29 1126.31 589.44 176.25 240.22 410.51 41.61 4.38 12.44 0.92 
3059-7 礫上小礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 91.24 35.43 773.23 428.11 131.99 181.76 312.67 40.60 4.58 12.52 0.93 
3059-8 礫上小礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 111.64 56.83 1073.66 530.48 165.05 220.49 381.11 40.90 5.29 12.72 0.98 
3059-9 礫上小礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 116.56 42.50 989.31 529.16 159.60 218.49 376.45 41.22 4.30 12.43 0.93 
3059-10 礫上小礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 109.19 43.91 874.50 527.89 161.27 217.66 374.47 41.20 5.02 12.59 0.90 
3059-11 礫上小礫層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 58.85 24.61 448.71 314.19 98.88 138.40 237.47 39.82 5.49 12.53 0.88 
3060-1 礫上小礫層 104 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 105.39 39.02 889.12 487.76 150.37 205.65 353.08 40.75 4.39 12.56 0.93 
3060-2 礫上小礫層 使用痕ある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 93.87 34.84 811.22 424.90 131.75 179.73 301.59 40.94 4.29 12.69 0.94 
3065-1 礫層(上層 ) 126 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 100.88 43.35 888.66 454.17 141.38 191.62 330.33 40.64 4.88 12.65 0.94 
3065-2 礫層(上層 ) 95 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 92.48 33.84 770.25 412.30 129.74 174.78 296.23 40.70 4.39 12.81 0.92 
3067-1 (3層 112 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 126.35 47.08 1063.26 603.71 186.00 249.47 434.26 40.97 4.43 12.62 0.93 
3067-2 (3層 剝片 Ａ1 オ群 針尾Ⅲ群 129.46 49.52 1183.18 483.50 241.49 199.91 558.12 32.60 4.19 16.28 0.96 
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遺物ＩＤ 層位 図版 器種 肉眼 群 原産地 K Mn Fe Rb Sr Y Zr Rb分率 Mn×100/Fe Sr分率 logFe/K
3068 砂礫層 加工痕ある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 64.84 25.42 566.17 323.61 100.77 139.03 244.07 40.08 4.49 12.48 0.94 
3069 上層 98 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 114.63 40.62 956.47 509.48 157.33 212.71 378.38 40.50 4.25 12.51 0.92 
3070-4 上層 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 83.24 33.43 899.45 428.28 136.02 183.05 327.87 39.83 3.72 12.65 1.03 
3074 3層 52 石鏃 Ａ1 ア群 腰岳系 63.84 23.76 585.42 319.82 97.33 130.23 222.44 41.54 4.06 12.64 0.96 
3076 119 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 65.45 25.80 519.26 328.62 103.47 141.88 244.65 40.14 4.97 12.64 0.90 
3078 4層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 139.47 47.26 1069.30 586.46 179.74 240.21 408.06 41.46 4.42 12.71 0.88 
3081 127 石核 Ａ2 ア群 腰岳系 111.01 39.31 875.93 523.82 161.52 223.00 376.33 40.77 4.49 12.57 0.90 
3085-1 3a層 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 103.53 52.30 1710.64 495.71 188.37 205.76 379.10 39.07 3.06 14.84 1.22 
3085-2 3a層 77 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 89.08 31.17 704.44 402.11 122.75 173.67 294.15 40.51 4.43 12.37 0.90 
3085-3 3a層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 102.47 37.74 873.41 462.43 141.38 194.36 330.16 40.98 4.32 12.53 0.93 
3085-4 3a層 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 163.24 57.49 1301.75 689.63 206.74 277.89 467.16 42.01 4.42 12.60 0.90 
3085-5 3a層 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 110.47 37.61 888.83 475.00 143.68 193.97 328.29 41.63 4.23 12.59 0.91 
3085-6 3a層 剝片 Ａ2 ア群 腰岳系 131.28 48.55 1211.63 601.31 189.88 250.37 437.17 40.66 4.01 12.84 0.97 
3086 3a層礫頭 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 123.95 44.91 986.63 586.25 173.96 242.66 415.15 41.34 4.55 12.27 0.90 
3087 3b層上面　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 59.61 22.25 487.15 287.10 88.53 125.85 213.53 40.15 4.57 12.38 0.91 
3088 3b層 56 石鏃 Ａ1 ア群 腰岳系 55.27 22.01 441.56 292.00 91.14 127.55 221.70 39.87 4.98 12.44 0.90 
3089-1 3b層 128 石核 Ａ1 イ群 淀姫系 113.69 52.05 1485.80 405.61 365.79 184.56 696.25 24.55 3.50 22.14 1.12 
3089-2 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 103.88 36.74 847.82 463.49 143.21 194.46 339.96 40.62 4.33 12.55 0.91 
3089-3 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 78.79 29.72 596.02 372.12 115.22 157.53 267.08 40.81 4.99 12.63 0.88 
3091-1 4層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 78.94 29.10 580.49 360.93 112.16 151.60 258.80 40.85 5.01 12.69 0.87 
3091-2 4層 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 91.79 32.67 761.72 411.63 127.40 173.51 295.67 40.83 4.29 12.64 0.92 
3091-3 4層 117 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 146.87 53.35 1209.40 642.33 195.56 263.98 447.62 41.45 4.41 12.62 0.92 
3092-1 4層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 99.76 34.20 761.32 483.41 151.23 208.68 361.08 40.14 4.49 12.56 0.88 
3092-2 4層 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 219.85 47.14 1082.03 666.15 198.41 267.51 446.97 42.19 4.36 12.57 0.69 
3092-3 4層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 66.46 25.14 492.97 327.35 102.87 141.18 242.32 40.23 5.10 12.64 0.87 
3095-2 3層上 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 51.92 21.56 387.36 283.19 87.75 121.74 210.13 40.29 5.57 12.49 0.87 
3096-1 3層上　 129 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 118.76 46.09 1086.51 561.06 175.08 230.99 398.76 41.08 4.24 12.82 0.96 
3096-2 3層上　 61 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 112.88 40.61 857.51 507.67 153.97 209.14 351.00 41.55 4.74 12.60 0.88 
3096-3 3層上　 63 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 90.70 34.76 776.56 419.24 126.96 173.62 302.58 41.01 4.48 12.42 0.93 
3098-1 3b層　上面 114 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 102.97 35.72 823.15 468.88 145.40 201.39 342.07 40.50 4.34 12.56 0.90 
3098-2 3b層　上面 90 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 124.78 43.20 972.15 567.22 176.17 242.09 409.03 40.68 4.44 12.63 0.89 
3098-3 3b層　上面 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 88.08 32.10 748.20 416.15 128.62 176.05 297.31 40.87 4.29 12.63 0.93 
3098-4 3b層　上面 103 剝片 B ア群 腰岳系 199.05 36.80 839.98 514.79 144.63 203.27 337.24 42.90 4.38 12.05 0.63 
3098-5 3b層　上面 剝片 Ａ2 ア群 腰岳系 107.38 39.67 896.58 503.97 154.11 212.09 360.09 40.96 4.42 12.53 0.92 
3098-6 3b層　上面 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 141.61 50.18 1160.32 625.71 191.28 255.67 434.65 41.51 4.32 12.69 0.91 
3098-7 3b層　上面 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 54.32 22.54 415.24 287.15 91.92 124.67 214.32 39.99 5.43 12.80 0.88 
3098-8 3b層　上面 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 53.24 19.60 354.72 258.40 79.13 111.51 190.78 40.39 5.52 12.37 0.82 
3099 3b上～中層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 80.05 29.83 659.74 376.55 118.82 163.73 280.43 40.08 4.52 12.65 0.92 
3101-1 3b層 78 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 44.01 18.01 377.45 221.50 73.44 98.22 172.87 39.13 4.77 12.97 0.93 
3101-2 3b層 108 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 94.94 32.59 729.87 398.60 123.52 171.46 289.31 40.55 4.47 12.57 0.89 
3101-3 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 132.34 49.44 1097.80 601.05 182.42 243.55 415.95 41.65 4.50 12.64 0.92 
3101-4 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 107.82 39.38 931.15 482.72 148.65 198.60 342.17 41.18 4.23 12.68 0.94 
3101-5 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 71.45 27.58 626.34 337.32 104.79 144.91 252.34 40.19 4.40 12.48 0.94 
3102 4層礫だまり 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 87.49 31.47 680.85 428.40 132.38 186.48 322.26 40.06 4.62 12.38 0.89 
3105-1 3b層 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 104.37 37.39 893.73 476.05 141.82 196.36 337.09 41.35 4.18 12.32 0.93 
3105-2 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 69.51 24.86 555.26 323.10 101.19 138.16 240.49 40.24 4.48 12.60 0.90 
3105-3 3b層 79 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 89.49 33.27 778.92 410.87 126.55 176.56 294.85 40.73 4.27 12.54 0.94 
3111 3層　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 46.95 18.84 390.23 252.61 83.75 111.80 200.26 38.96 4.83 12.92 0.92 
3112 3層下～4層上　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 88.46 32.83 727.71 407.05 126.99 172.26 295.25 40.64 4.51 12.68 0.92 
3127-1 2b層 115 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 140.96 50.01 1065.95 642.66 195.75 266.95 453.48 41.23 4.69 12.56 0.88 
3131 2～3層 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 111.51 39.77 931.10 504.03 153.46 211.77 360.69 40.98 4.27 12.48 0.92 
3132 3a層 加工痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 103.80 39.64 907.79 497.79 152.67 209.30 357.44 40.90 4.37 12.54 0.94 
3133-1 3b層 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 69.50 31.12 1011.96 352.38 111.10 150.35 273.78 39.70 3.08 12.52 1.16 
3133-2 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 71.04 25.67 588.57 332.73 103.65 143.71 243.86 40.38 4.36 12.58 0.92 
3135-1 4層 掻・削器 B ウ群 上土井行 81.31 88.95 1508.70 272.55 704.05 153.24 446.67 17.29 5.90 44.66 1.27 
3136 4層　礫上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 73.21 28.63 560.73 360.35 113.01 152.22 259.01 40.74 5.11 12.78 0.88 
3137 東西サブトレ 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 99.99 36.49 854.49 459.94 142.39 193.56 334.95 40.67 4.27 12.59 0.93 
3154-1 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 78.80 29.21 656.96 381.00 118.44 164.33 284.05 40.20 4.45 12.50 0.92 
3154-2 3b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 124.46 46.00 1020.24 593.28 184.40 246.28 419.67 41.10 4.51 12.77 0.91 
3156 4層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 127.40 46.24 1083.92 574.60 175.68 236.34 406.29 41.25 4.27 12.61 0.93 
3157-1 4層　礫上 72 加工痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 130.54 46.37 1069.73 587.29 177.42 242.65 411.95 41.38 4.33 12.50 0.91 
3157-2 4層　礫上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 65.25 24.68 563.78 307.03 93.00 130.69 223.11 40.73 4.38 12.34 0.94 
3157-3 4層　礫上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 83.52 30.63 698.00 383.31 118.70 163.68 281.49 40.47 4.39 12.53 0.92 
3157-4 4層　礫上 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 105.57 39.29 893.20 504.94 157.01 211.84 364.12 40.79 4.40 12.68 0.93 
3157-5 4層　礫上 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 101.50 38.50 829.92 472.99 141.42 192.76 324.95 41.78 4.64 12.49 0.91 
3158 4層　礫下 92 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 87.34 32.14 726.91 409.54 126.87 172.57 299.20 40.62 4.42 12.58 0.92 
3176 4a層 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 97.72 34.74 749.24 475.53 148.38 202.83 347.47 40.50 4.64 12.64 0.88 
3177 4層礫上 71 加工痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 146.55 55.20 1260.81 637.69 191.06 253.54 438.68 41.93 4.38 12.56 0.93 
3179-1 4層(NRか？) 剝片 Ａ2 ア群 腰岳系 116.87 42.75 982.04 523.79 155.93 213.46 362.74 41.71 4.35 12.42 0.92 
3179-2 4層(NRか？) 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 96.51 36.11 760.17 442.70 136.54 182.56 313.27 41.18 4.75 12.70 0.90 
3199-2 2b層　 84 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 100.24 38.47 810.71 502.12 154.16 210.03 370.71 40.59 4.75 12.46 0.91 
3200 3層 93 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 115.37 42.74 965.70 545.52 165.45 229.84 388.94 41.02 4.43 12.44 0.92 
3201 4層 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 46.41 22.19 387.84 252.22 81.81 111.00 192.46 39.56 5.72 12.83 0.92 
3203 東西トレンチ 54 石鏃 B ウ群 上土井行 30.29 30.05 520.06 107.23 293.11 64.85 198.27 16.16 5.78 44.18 1.23 
3206 砂利層 残核 Ａ1 ア群 腰岳系 132.46 46.77 1087.61 596.29 179.92 245.91 424.34 41.22 4.30 12.44 0.91 
3209-1 礫下　 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 170.95 61.97 1381.95 697.34 207.23 276.39 464.57 42.38 4.48 12.59 0.91 
3209-2 礫下　 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 90.76 29.42 704.37 356.27 110.40 146.99 252.42 41.14 4.18 12.75 0.89 
3209-3 礫下　 91 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 82.32 30.54 692.58 389.48 120.32 167.43 282.56 40.58 4.41 12.54 0.92 
3209-4 礫下　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 115.17 41.52 948.17 496.18 154.37 207.47 352.13 41.00 4.38 12.76 0.92 
3209-5 礫下　 96 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 74.57 27.44 620.79 347.68 108.41 149.52 256.12 40.35 4.42 12.58 0.92 
3209-6 礫下　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 113.25 42.02 967.21 531.63 162.14 219.90 376.93 41.19 4.34 12.56 0.93 
3266 4層 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 115.31 40.94 941.85 553.26 169.58 233.99 401.84 40.72 4.35 12.48 0.91 
3285 2層下 加工痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 113.23 42.26 956.42 523.28 158.28 219.16 366.46 41.30 4.42 12.49 0.93 
3299 砂礫層　 85 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 111.47 39.65 846.71 508.89 153.86 208.77 348.40 41.72 4.68 12.61 0.88 
3301-2 南北サブトレ 86 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 83.20 30.77 651.07 398.16 120.77 163.96 282.67 41.24 4.73 12.51 0.89 
3304-1 3b層　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 81.72 29.26 671.50 367.08 113.18 153.12 259.01 41.13 4.36 12.68 0.91 
3304-2 3b層　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 107.77 39.14 920.44 507.46 159.72 213.06 365.55 40.73 4.25 12.82 0.93 
3304-3 3b層　 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 106.51 41.86 895.31 534.52 165.40 224.65 386.51 40.77 4.68 12.62 0.92 
3306-2 表土 55 石鏃 Ａ1 ア群 腰岳系 82.29 30.81 645.37 399.23 121.65 165.78 284.12 41.12 4.77 12.53 0.89 
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遺物ＩＤ 層位 図版 器種 肉眼 群 原産地 K Mn Fe Rb Sr Y Zr Rb分率 Mn×100/Fe Sr分率 logFe/K
3307-1 表土 130 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 167.00 58.13 1335.70 692.93 210.65 279.80 468.08 41.96 4.35 12.76 0.90 
3313 3c層 87 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 90.68 41.88 750.47 423.58 130.56 180.76 310.18 40.53 5.58 12.49 0.92 
3314-2 4層 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 77.13 30.22 608.10 369.70 113.28 154.82 264.27 40.98 4.97 12.56 0.90 
3320-1 2層下 使用痕のある剝片 B ア群 腰岳系 97.60 72.31 859.53 455.17 139.75 192.70 327.70 40.81 8.41 12.53 0.94 
3320-2 2層下 使用痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 95.36 35.29 803.31 427.27 132.45 177.16 305.84 40.98 4.39 12.70 0.93 
3320-3 2層下 加工痕のある剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 130.24 79.51 1364.70 602.59 184.66 249.33 417.79 41.43 5.83 12.70 1.02 
3321-1 4層 89 二次加工剝片Ｂ類 Ａ1 ア群 腰岳系 105.44 45.09 1006.13 519.77 162.11 222.28 388.33 40.21 4.48 12.54 0.98 
3321-2 4層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 126.31 44.58 1036.60 548.92 167.08 223.87 376.52 41.70 4.30 12.69 0.91 
3328-2 表土 116 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 101.24 37.01 832.23 464.37 146.23 197.10 337.32 40.56 4.45 12.77 0.91 
3329-1 2層上 掻・削器 Ａ1 ア群 腰岳系 110.94 40.80 915.27 496.08 151.78 206.25 347.61 41.28 4.46 12.63 0.92 
3330-1 4層 石核 Ａ1 ア群 腰岳系 111.00 50.97 1220.88 557.72 175.00 237.24 435.69 39.68 4.17 12.45 1.04 
3330-2 4層 剝片 Ａ2 ア群 腰岳系 126.05 44.39 985.73 573.56 172.01 234.02 395.59 41.71 4.50 12.51 0.89 
3337-1 2層上 石核 B イ群 淀姫系 109.38 47.95 1458.26 389.69 345.89 177.43 700.14 24.16 3.29 21.44 1.12 
3337-3 2層上 石核 Ｃ エ群 川棚大崎① 107.07 30.84 837.07 450.45 112.01 212.59 545.66 34.11 3.68 8.48 0.89 
3338 2a層最下面 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 105.33 39.13 842.94 511.39 159.89 213.99 374.98 40.58 4.64 12.69 0.90 
3341 4b層 剝片 Ａ1 ア群 腰岳系 53.54 21.78 384.02 287.17 93.35 129.55 223.55 39.14 5.67 12.72 0.86 

遺物ＩＤ 層位 図版 器種 肉眼 群 原産地 K Mn Fe Rb Sr Y Zr Rb分率 Mn×100/Fe Sr分率 logFe/K
5052 2層 227 剝片 A1 ア群 腰岳系 81.09 29.43 700.86 365.08 112.14 151.08 258.13 41.19 4.20 12.65 0.94 
5056 3層 191 石鏃 A1 ア群 腰岳系 67.75 25.50 511.80 343.03 107.12 146.11 248.28 40.62 4.98 12.68 0.88 
5059-1 3～4層 194 掻・削器 A1 ア群 腰岳系 62.28 21.84 527.90 259.34 78.34 106.87 181.19 41.44 4.14 12.52 0.93 
5059-2 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 75.51 28.28 633.23 350.54 109.05 151.57 257.66 40.35 4.47 12.55 0.92 
5059-3 3～4層 加工痕のある剝片 A2 ア群 腰岳系 103.81 35.40 807.92 469.19 145.88 198.55 336.52 40.79 4.38 12.68 0.89 
5059-4 3～4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 113.72 41.10 948.21 513.32 159.21 216.99 364.98 40.92 4.33 12.69 0.92 
5059-5 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 113.34 42.36 954.48 513.35 157.12 215.80 360.82 41.16 4.44 12.60 0.93 
5059-6 3～4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 87.23 33.10 805.70 399.57 123.81 168.03 301.56 40.24 4.11 12.47 0.97 
5059-7 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 129.78 46.13 1061.17 579.26 173.89 239.21 405.32 41.44 4.35 12.44 0.91 
5063-1 4層 225 剝片 A1 ア群 腰岳系 91.25 33.45 744.54 421.03 128.98 175.64 301.75 40.98 4.49 12.55 0.91 
5063-2 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 78.55 29.35 657.79 369.81 115.89 157.24 268.40 40.58 4.46 12.72 0.92 
5063-3 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 78.70 30.77 663.29 386.17 120.53 165.19 288.15 40.22 4.64 12.55 0.93 
5063-4 4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 119.88 41.81 962.54 546.50 165.84 227.53 409.11 40.51 4.34 12.29 0.90 
5063-5 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 107.22 39.62 841.09 518.44 161.02 223.67 382.10 40.34 4.71 12.53 0.89 
5063-6 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 122.21 42.84 1077.42 538.06 164.26 223.12 372.93 41.44 3.98 12.65 0.95 
5063-7 4層 226 剝片 A1 ア群 腰岳系 121.63 37.53 845.47 481.11 149.02 199.09 343.52 41.02 4.44 12.71 0.84 
5063-8 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 127.07 44.93 1022.49 573.95 174.39 237.01 398.06 41.49 4.39 12.61 0.91 
5063-9 4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 147.27 54.48 1421.10 644.81 195.07 266.68 453.68 41.33 3.83 12.50 0.98 
5063-10 4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 104.37 37.33 825.54 467.82 142.11 197.59 335.76 40.92 4.52 12.43 0.90 
5063-11 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 100.38 37.39 850.42 471.72 143.08 195.68 339.15 41.03 4.40 12.45 0.93 
5065-1 4ｂ層 227 剝片 A1 ア群 腰岳系 123.52 44.13 975.87 592.54 180.59 246.03 423.08 41.09 4.52 12.52 0.90 
5065-2 4ｂ層 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 126.42 46.24 1025.67 598.57 183.61 244.51 426.95 41.18 4.51 12.63 0.91 
5065-3 4ｂ層 剝片 A1 エ群 川棚大崎① 125.52 36.82 1025.72 479.80 111.77 217.40 493.57 36.84 3.59 8.58 0.91 
5065-4 4ｂ層 剝片 A2 ア群 腰岳系 118.84 42.54 979.47 547.27 166.51 227.79 390.58 41.08 4.34 12.50 0.92 
5066 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 125.47 46.50 1042.38 574.39 175.97 239.54 405.51 41.16 4.46 12.61 0.92 
5069-1 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 110.94 41.19 954.92 513.99 155.81 216.28 366.64 41.03 4.31 12.44 0.93 
5069-2 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 54.50 22.01 443.51 271.20 87.64 120.08 209.41 39.40 4.96 12.73 0.91 
5069-3 4層 496 掻・削器 A1 ア群 腰岳系 97.21 35.94 809.35 434.22 134.96 180.86 310.54 40.94 4.44 12.73 0.92 
5069-4 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 123.74 43.33 1001.42 550.39 167.23 228.67 391.62 41.14 4.33 12.50 0.91 
5069-5 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 120.46 45.00 968.41 578.08 174.86 238.86 407.08 41.32 4.65 12.50 0.91 
5071 2層 208 二次加工剝片Ｂ類 A1 ア群 腰岳系 60.17 23.84 444.10 303.63 94.38 131.91 224.12 40.27 5.37 12.52 0.87 
5072-1 2～3層 223 剝片 A2 ア群 腰岳系 105.45 40.15 884.01 486.66 150.51 206.96 348.81 40.79 4.54 12.62 0.92 
5072-2 2～3層 使用痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 81.89 30.17 681.60 379.87 118.22 159.46 274.03 40.78 4.43 12.69 0.92 
5073-1 3層 203 使用痕のある剝片 ア群 腰岳系 112.14 41.00 941.46 506.94 153.43 210.97 360.10 41.17 4.36 12.46 0.92 
5074-1 3～4層 204 使用痕のある剝片 ア群 腰岳系 124.92 45.89 1011.79 574.17 175.92 238.28 402.43 41.28 4.54 12.65 0.91 
5074-2 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 96.16 40.53 1104.95 479.42 149.56 198.21 346.90 40.83 3.67 12.74 1.06 
5075-1 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 99.50 33.80 770.19 444.72 136.53 184.66 318.51 41.01 4.39 12.59 0.89 
5075-2 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 109.18 38.72 904.60 488.90 146.81 203.56 338.40 41.51 4.28 12.47 0.92 
5077-1 2～3層 石核素材 ？ ア群 腰岳系 119.04 47.49 1216.93 565.44 173.98 230.89 398.92 41.30 3.90 12.71 1.01 
5077-2 2～3層 剝片 A2 ア群 腰岳系 94.64 34.79 790.97 428.09 130.12 178.88 298.71 41.33 4.40 12.56 0.92 
5077-3 2～3層 205 二次加工剝片Ｂ類 A1 ア群 腰岳系 130.74 45.79 1028.29 602.58 180.35 252.68 428.45 41.16 4.45 12.32 0.90 
5077-4 2～3層 219 剝片 A1 ア群 腰岳系 94.36 33.62 744.66 411.32 124.84 171.01 288.46 41.31 4.51 12.54 0.90 
5077-5 2～3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 211.85 49.59 1085.52 647.79 191.73 260.73 436.69 42.15 4.57 12.47 0.71 
5077-6 2～3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 111.41 40.73 960.79 528.07 161.53 220.43 381.44 40.89 4.24 12.51 0.94 
5078 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 56.53 23.27 480.34 289.01 96.05 127.21 229.97 38.94 4.84 12.94 0.93 
5079-1 4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 124.34 42.91 955.34 545.07 165.71 227.96 381.58 41.28 4.49 12.55 0.89 
5079-2 4層 206 二次加工剝片Ｂ類 A1 ア群 腰岳系 130.62 48.73 1102.80 576.40 174.21 235.92 401.06 41.54 4.42 12.55 0.93 
5080-5 北壁トレンチ　 220 剝片 A1 ア群 腰岳系 85.87 30.93 714.98 392.83 120.35 167.74 282.12 40.79 4.33 12.50 0.92 
5081-1 2～3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 80.29 29.76 688.51 365.05 121.87 158.25 273.85 39.72 4.32 13.26 0.93 
5081-2 2～3層 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 116.51 43.49 972.21 555.74 171.10 235.97 399.93 40.78 4.47 12.56 0.92 
5081-3 2～3層 剝片 A2 ア群 腰岳系 138.27 48.12 1084.93 607.71 187.79 253.56 427.04 41.17 4.44 12.72 0.89 
5081-4 2～3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 52.66 22.02 380.63 275.44 86.94 119.58 207.29 39.96 5.78 12.61 0.86 
5091 3～4層 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 82.69 30.76 744.63 347.70 105.30 141.01 242.77 41.55 4.13 12.58 0.95 
5095-2 2～3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 69.27 29.05 527.74 339.55 110.40 151.16 256.50 39.59 5.50 12.87 0.88 
5096-1 3層 228 剝片 A1 ア群 腰岳系 115.43 42.43 953.39 522.21 159.86 217.87 370.96 41.09 4.45 12.58 0.92 
5096-2 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 129.98 46.17 1029.70 585.22 177.25 241.52 420.13 41.09 4.48 12.45 0.90 
5096-3 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 117.29 46.26 1005.24 569.50 174.03 239.46 412.24 40.82 4.60 12.47 0.93 
5096-4 3層 剝片 A2 ア群 腰岳系 78.59 29.87 638.47 379.76 120.37 164.49 284.40 40.02 4.68 12.68 0.91 
5096-5 3層 残核 A2 ア群 腰岳系 93.36 35.95 779.80 422.09 131.65 177.17 302.48 40.85 4.61 12.74 0.92 
5096-6 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 110.88 39.04 882.84 503.23 152.61 211.64 360.50 40.98 4.42 12.43 0.90 
5096-7 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 112.99 44.28 998.52 529.57 169.45 223.73 383.71 40.53 4.43 12.97 0.95 
5096-8 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 124.50 44.85 1035.95 562.87 169.15 231.06 393.39 41.50 4.33 12.47 0.92 
5096-9 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 151.05 54.49 1224.07 645.44 195.06 266.47 444.60 41.60 4.45 12.57 0.91 
5097-1 3～4層 233 石核 A1 ア群 腰岳系 107.41 39.96 917.26 499.68 155.47 211.09 357.20 40.84 4.36 12.71 0.93 
5097-2 3～4層 229 剝片 A1 ア群 腰岳系 119.20 42.63 941.38 553.00 167.79 232.97 397.19 40.93 4.53 12.42 0.90 
5097-3 3～4層 216 剝片 A1 ア群 腰岳系 104.40 37.73 881.19 486.21 147.10 203.78 341.85 41.24 4.28 12.48 0.93 
5097-4 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 96.55 36.07 827.38 458.34 140.25 194.94 332.68 40.70 4.36 12.45 0.93 
5097-5 3～4層 使用痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 87.67 34.40 734.84 417.29 133.01 184.29 314.90 39.76 4.68 12.67 0.92 
5097-6 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 115.00 40.96 949.46 526.31 160.76 219.87 376.85 41.00 4.31 12.52 0.92 
5097-7 3～4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 89.71 32.55 738.93 404.64 126.50 169.83 292.42 40.73 4.41 12.73 0.92 
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遺物ＩＤ 層位 図版 器種 肉眼 群 原産地 K Mn Fe Rb Sr Y Zr Rb分率 Mn×100/Fe Sr分率 logFe/K
5097-8 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 123.34 45.89 1053.55 554.38 167.57 228.26 389.46 41.38 4.36 12.51 0.93 
5097-9 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 91.85 34.76 738.61 471.35 143.95 200.53 350.14 40.43 4.71 12.35 0.91 
5097-10 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 53.15 19.69 442.27 237.42 72.62 99.25 169.11 41.05 4.45 12.56 0.92 
5097-11 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 130.78 49.70 1114.52 602.48 183.52 248.41 421.76 41.37 4.46 12.60 0.93 
5097-12 3～4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 131.05 48.27 1009.68 527.12 158.82 209.46 354.35 42.18 4.78 12.71 0.89 
5097-13 3～4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 141.52 49.75 1139.69 583.85 174.17 235.02 395.32 42.05 4.37 12.54 0.91 
5097-14 3～4層 残核 A2 ア群 腰岳系 81.81 28.72 589.76 402.52 125.17 174.00 305.98 39.95 4.87 12.42 0.86 
5099 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 131.71 43.45 1036.83 589.91 181.24 248.10 421.42 40.95 4.19 12.58 0.90 
5100-1 4ｂ層 残核 A2 ア群 腰岳系 108.46 38.81 893.66 489.76 149.88 206.19 351.24 40.91 4.34 12.52 0.92 
5100-2 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 142.86 51.05 1188.80 646.59 194.97 262.05 446.05 41.72 4.29 12.58 0.92 
5101-1 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 104.98 38.87 880.57 471.24 143.78 199.03 335.76 40.98 4.41 12.50 0.92 
5101-2 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 110.49 37.96 847.59 527.54 160.82 221.93 384.67 40.74 4.48 12.42 0.88 
5101-3 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 112.18 41.80 984.63 531.69 162.24 223.25 381.49 40.94 4.24 12.49 0.94 
5101-4 4層 剝片 A2 ア群 腰岳系 93.26 32.47 724.73 410.51 126.21 174.26 299.76 40.61 4.48 12.49 0.89 
5101-5 4層 剝片 A1 ア群 腰岳系 93.58 34.81 764.30 433.47 132.12 183.95 315.75 40.69 4.55 12.40 0.91 
5108-1 3層 193 石鏃未製品 A1 ア群 腰岳系 146.80 52.35 1204.92 660.71 199.03 271.07 460.31 41.52 4.34 12.51 0.91 
5108-2 3層 石核 A2 ア群 腰岳系 131.19 46.51 1051.68 609.36 183.06 249.22 420.03 41.69 4.42 12.52 0.90 
5108-3 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 118.61 40.12 896.66 540.18 166.19 226.60 395.87 40.65 4.47 12.51 0.88 
5114-1 4ｂ層 石核 A2 ア群 腰岳系 65.19 27.90 794.91 334.79 113.27 147.82 265.95 38.85 3.51 13.14 1.09 
5114-2 4ｂ層 200 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 78.94 29.77 650.41 361.52 112.19 153.90 264.19 40.54 4.58 12.58 0.92 
5114-3 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 126.74 45.29 1038.52 581.72 179.95 243.74 408.39 41.15 4.36 12.73 0.91 
5114-4 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 92.03 33.76 720.55 441.98 137.98 185.39 320.25 40.71 4.69 12.71 0.89 
5114-5 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 119.96 42.75 940.26 537.17 164.99 223.27 381.92 41.09 4.55 12.62 0.89 
5114-6 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 136.85 50.77 1174.86 629.41 194.84 260.23 439.78 41.29 4.32 12.78 0.93 
5116-1 礫直上 238 石核 A1 ア群 腰岳系 116.79 43.10 1042.30 542.86 165.03 225.02 389.34 41.06 4.14 12.48 0.95 
5116-2 礫直上 222 剝片 A1 ア群 腰岳系 76.79 27.96 620.05 368.83 115.67 158.11 271.55 40.35 4.51 12.65 0.91 
5118-1 2層 237 石核 A1 ア群 腰岳系 104.18 39.80 826.00 492.15 151.10 205.66 344.96 41.22 4.82 12.66 0.90 
5121 2～礫層 207 二次加工剝片Ｂ類 A1 ア群 腰岳系 104.41 31.19 701.75 429.07 135.21 187.84 319.67 40.03 4.44 12.62 0.83 
5122-1 2～3層 209 二次加工剝片Ｂ類 A1 ア群 腰岳系 71.29 28.01 538.64 361.43 113.99 152.04 266.27 40.44 5.20 12.75 0.88 
5122-2 2～3層 剝片 A2 ア群 腰岳系 143.86 50.24 1085.94 638.09 191.22 261.81 437.35 41.75 4.63 12.51 0.88 
5123 3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 134.76 47.99 1107.88 613.96 186.86 252.42 433.01 41.31 4.33 12.57 0.91 
5124-1 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 111.09 39.13 952.96 478.25 145.61 194.43 329.49 41.67 4.11 12.69 0.93 
5124-2 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 86.75 32.60 741.56 416.71 129.81 175.52 304.69 40.59 4.40 12.64 0.93 
5124-3 4ｂ層 212 剝片 A1 ア群 腰岳系 127.28 47.05 1058.04 585.06 177.74 243.29 417.98 41.08 4.45 12.48 0.92 
5124-4 4ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 136.69 50.55 1180.12 626.10 193.77 257.73 436.47 41.35 4.28 12.80 0.94 
5125 4a層　 剝片 A1 ア群 腰岳系 138.67 48.86 1109.93 619.35 188.91 255.80 435.28 41.31 4.40 12.60 0.90 
5135-1 2層 235 石核 A1 ア群 腰岳系 137.11 49.39 1097.88 601.03 181.40 241.89 418.05 41.67 4.50 12.58 0.90 
5135-2 2層 236 石核 A1 ア群 腰岳系 111.00 44.56 1030.78 495.96 154.59 204.05 359.87 40.84 4.32 12.73 0.97 
5135-3 2層 213 剝片 A1 ア群 腰岳系 54.59 22.44 467.97 269.80 84.68 120.94 204.73 39.67 4.80 12.45 0.93 
5135-7 2層 230 剝片 A2 ア群 腰岳系 130.84 44.53 1004.05 586.38 176.10 245.13 409.79 41.37 4.44 12.42 0.89 
5135-33 2層 217 剝片 A1 ア群 腰岳系 94.91 34.05 767.32 438.90 136.32 185.45 316.22 40.76 4.44 12.66 0.91 
5135-38 2層 241 石核 A1 ア群 腰岳系 145.06 56.05 1334.62 642.69 195.62 262.05 440.29 41.72 4.20 12.70 0.96 
5136 2～3a層 201 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 113.31 40.83 916.51 517.68 154.83 215.80 364.65 41.32 4.45 12.36 0.91 
5142-1 3a層 239 石核 A1 ア群 腰岳系 98.63 45.12 1400.64 509.17 162.55 214.88 378.48 40.25 3.22 12.85 1.15 
5142-2 3a層 240 石核 A2 ア群 腰岳系 120.60 40.46 918.15 558.32 170.73 237.73 403.44 40.75 4.41 12.46 0.88 
5142-3 3a層 石核 A1 ア群 腰岳系 104.71 56.34 1561.68 536.56 165.66 225.31 396.18 40.53 3.61 12.51 1.17 
5142-4 3a層 215 剝片 A1 ア群 腰岳系 131.52 48.32 1130.60 597.64 183.01 244.42 412.43 41.57 4.27 12.73 0.93 
5142-5 3a層 202 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 100.13 37.67 838.45 454.66 139.51 189.95 327.16 40.91 4.49 12.55 0.92 
5142-6 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 70.78 25.74 600.67 316.87 97.94 136.16 230.31 40.56 4.29 12.54 0.93 
5142-7 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 100.88 36.43 831.74 458.16 139.56 193.58 329.95 40.86 4.38 12.45 0.92 
5142-8 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 81.37 30.41 670.96 394.65 120.40 166.22 287.60 40.73 4.53 12.43 0.92 
5142-9 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 71.30 93.24 1219.10 421.82 138.73 185.08 334.62 39.05 7.65 12.84 1.23 
5142-10 3a層 使用痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 116.40 43.20 970.89 514.02 157.84 210.42 358.78 41.42 4.45 12.72 0.92 
5142-11 3a層 剝片 A2 ア群 腰岳系 84.84 33.05 714.69 406.67 130.63 174.50 302.82 40.08 4.62 12.87 0.93 
5142-12 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 136.55 48.49 1126.29 596.23 180.63 243.89 415.06 41.53 4.31 12.58 0.92 
5142-13 3a層 剝片 A2 ア群 腰岳系 133.20 47.73 1086.03 590.37 178.26 243.63 412.94 41.42 4.39 12.51 0.91 
5142-14 3a層 使用痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 125.83 47.43 1103.83 575.78 181.59 239.10 415.26 40.79 4.30 12.86 0.94 
5142-15 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 61.88 24.85 535.26 315.06 99.30 137.09 235.45 40.04 4.64 12.62 0.94 
5142-16 3a層 剝片 A2 ア群 腰岳系 99.91 35.06 801.51 444.30 137.22 183.42 313.03 41.22 4.37 12.73 0.90 
5142-17 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 121.61 44.77 1019.56 543.21 164.38 224.89 382.26 41.32 4.39 12.50 0.92 
5142-18 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 112.65 39.39 919.84 505.06 151.34 209.61 355.39 41.35 4.28 12.39 0.91 
5142-19 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 111.90 41.33 927.69 505.42 153.67 211.41 358.88 41.11 4.46 12.50 0.92 
5142-20 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 122.80 43.78 1040.54 529.20 158.87 214.16 362.15 41.85 4.21 12.57 0.93 
5142-21 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 120.51 44.46 999.81 526.90 161.86 217.66 361.26 41.56 4.45 12.77 0.92 
5142-22 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 126.22 48.70 1020.36 560.33 170.71 230.95 390.24 41.44 4.77 12.62 0.91 
5142-23 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 75.74 28.88 565.85 370.33 115.53 156.12 265.39 40.81 5.10 12.73 0.87 
5142-24 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 72.12 26.86 588.79 354.13 109.10 152.46 268.22 40.06 4.56 12.34 0.91 
5142-25 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 102.38 36.78 801.89 503.86 155.14 216.57 366.83 40.56 4.59 12.49 0.89 
5142-26 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 112.37 39.93 909.99 532.52 159.18 223.46 378.10 41.18 4.39 12.31 0.91 
5142-27 3a層 231 剝片 A1 ア群 腰岳系 114.52 42.95 939.97 492.62 149.85 202.09 343.01 41.48 4.57 12.62 0.91 
5142-28 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 110.44 40.60 904.39 502.55 152.46 214.37 363.71 40.76 4.49 12.36 0.91 
5143-1 3ｂ層 223 剝片 A2 ア群 腰岳系 95.26 33.70 730.65 467.75 145.59 201.64 351.72 40.09 4.61 12.48 0.88 
5143-2 3ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 85.63 31.71 665.98 415.75 130.52 175.29 297.90 40.78 4.76 12.80 0.89 
5143-3 3ｂ層 剝片 A2 ア群 腰岳系 117.25 43.07 917.32 565.46 172.82 240.44 407.94 40.78 4.69 12.46 0.89 
5145-1 3ｃ層 剝片 A2 ア群 腰岳系 117.45 40.45 944.04 504.67 154.06 210.26 351.62 41.35 4.28 12.62 0.91 
5145-2 3ｃ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 101.42 35.76 834.00 470.71 145.31 199.86 337.09 40.83 4.29 12.60 0.92 
5145-3 3ｃ層 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 44.57 19.99 371.91 241.54 76.74 107.06 187.60 39.41 5.38 12.52 0.92 
5150-14 2層 218 剝片 A1 ア群 腰岳系 119.10 42.51 981.83 538.74 165.46 225.84 386.48 40.92 4.33 12.57 0.92 
5151-1 2～3層 221 剝片 A1 ア群 腰岳系 92.73 33.45 728.90 418.07 132.59 175.57 303.78 40.59 4.59 12.87 0.90 
5151-2 2～3層 剝片 A1 ア群 腰岳系 109.54 39.31 897.46 497.52 151.41 206.80 355.49 41.08 4.38 12.50 0.91 
5154-1 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 78.11 30.49 658.08 356.77 110.16 151.62 259.34 40.64 4.63 12.55 0.93 
5154-2 3a層 加工痕のある剝片 A1 ア群 腰岳系 75.26 28.79 631.53 353.61 109.27 153.16 261.17 40.31 4.56 12.46 0.92 
5154-3 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 119.49 52.71 1084.37 554.44 170.58 231.62 397.70 40.94 4.86 12.60 0.96 
5154-4 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 95.52 35.79 812.02 428.27 130.39 179.57 303.87 41.10 4.41 12.51 0.93 
5155-1 3a～3b層 石核素材 A1 ア群 腰岳系 145.06 51.48 1146.06 653.70 200.77 268.65 452.38 41.49 4.49 12.74 0.90 
5155-2 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 113.29 43.15 939.32 500.24 149.58 209.55 352.63 41.27 4.59 12.34 0.92 
5155-3 3a～3b層 剝片 A2 ア群 腰岳系 139.90 69.21 1552.71 624.66 192.08 256.39 433.96 41.45 4.46 12.75 1.05 
5155-4 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 85.36 31.50 723.69 391.40 120.77 165.76 281.93 40.78 4.35 12.58 0.93 
5155-5 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 93.65 33.55 789.19 430.60 136.21 187.91 333.72 39.56 4.25 12.51 0.93 
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遺物ＩＤ 層位 図版 器種 肉眼 群 原産地 K Mn Fe Rb Sr Y Zr Rb分率 Mn×100/Fe Sr分率 logFe/K
5155-6 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 133.10 48.34 1091.12 611.86 186.80 253.04 436.30 41.12 4.43 12.55 0.91 
5155-7 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 137.30 49.70 1103.43 629.23 191.10 257.35 444.53 41.34 4.50 12.55 0.91 
5155-8 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 129.14 47.13 1043.87 585.82 177.97 240.85 407.79 41.48 4.51 12.60 0.91 
5155-9 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 127.93 46.70 1039.71 584.44 178.97 246.28 415.65 41.00 4.49 12.56 0.91 
5155-10 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 101.60 35.09 833.31 467.73 143.76 194.17 336.14 40.96 4.21 12.59 0.91 
5155-11 3a～3b層 199 搔・削器 A2 ア群 腰岳系 113.68 40.85 925.19 500.77 150.00 206.74 341.85 41.75 4.42 12.51 0.91 
5155-12 3a～3b層 剝片 A2 ア群 腰岳系 107.87 39.98 879.67 492.54 152.20 205.86 354.14 40.88 4.54 12.63 0.91 
5155-13 3a～3b層 剝片 A2 ア群 腰岳系 99.05 36.71 837.64 469.65 144.18 200.82 340.09 40.67 4.38 12.49 0.93 
5155-14 3a～3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 74.70 28.07 548.42 353.90 109.15 153.37 257.77 40.48 5.12 12.49 0.87 
5155-15 3a～3b層 232 剝片 A1 ア群 腰岳系 127.02 52.59 1235.50 603.84 188.03 250.18 422.16 41.24 4.26 12.84 0.99 
5156 3b層 剝片 A2 ア群 腰岳系 114.90 42.76 949.42 494.78 144.54 198.40 327.97 42.45 4.50 12.40 0.92 
5163-1 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 84.33 32.36 718.76 398.28 122.90 170.22 295.50 40.36 4.50 12.45 0.93 
5163-2 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 137.83 49.32 1127.34 605.16 182.75 251.16 440.60 40.90 4.37 12.35 0.91 
5163-3 3a層 剝片 A1 ア群 腰岳系 82.70 32.12 656.50 379.64 118.35 158.47 272.59 40.86 4.89 12.74 0.90 
5164-1 3b層 214 剝片 A1 ア群 腰岳系 110.56 38.76 911.73 501.76 150.32 209.22 357.74 41.16 4.25 12.33 0.92 
5164-2 3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 100.51 36.30 808.78 473.60 144.42 202.70 345.73 40.60 4.49 12.38 0.91 
5164-3 3b層 剝片 A1 ア群 腰岳系 102.46 37.51 855.89 468.81 144.95 197.86 342.63 40.62 4.38 12.56 0.92 
5169-1 3a～3ｂ層 石核 A1 ア群 腰岳系 66.64 26.13 661.72 294.57 92.01 123.07 209.18 40.98 3.95 12.80 1.00 
5169-2 3a～3ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 139.38 50.83 1144.27 614.24 188.22 253.17 425.96 41.46 4.44 12.70 0.91 
5169-3 3a～3ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 106.61 38.59 872.93 496.65 150.37 212.13 369.10 40.44 4.42 12.24 0.91 
5169-4 3a～3ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 91.37 32.94 763.58 411.75 127.78 172.39 293.46 40.95 4.31 12.71 0.92 
5169-5 3a～3ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 79.00 28.52 649.15 360.04 111.29 150.18 264.67 40.63 4.39 12.56 0.91 
5169-6 3a～3ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 128.88 46.77 1048.13 588.02 177.93 242.91 409.71 41.45 4.46 12.54 0.91 
5169-7 3a～3ｂ層 剝片 A2 ア群 腰岳系 72.61 28.74 563.75 363.55 112.15 156.03 264.57 40.56 5.10 12.51 0.89 
5169-8 3a～3ｂ層 剝片 A1 ア群 腰岳系 51.91 21.30 373.43 272.45 86.78 119.65 212.06 39.43 5.70 12.56 0.86 
5172-5 不明 210 二次加工剝片Ｂ類 A1 ア群 腰岳系 127.50 44.09 994.09 564.50 171.83 232.80 401.98 41.17 4.44 12.53 0.89 

第18表　201506調査区判別データ③

(11)縄文時代石器小結

①竹松遺跡における縄文時代晩期の黒曜石製石器の数量的分析

竹松遺跡では、縄文時代晩期の石器が多数出土している。扁平打製石斧等の「農耕」に係る石器石材

には在地系の斑晶を含んだ安山岩が多用されるのに対し、石鏃等の「狩猟」・「加工」に係る石器材には

無斑晶質安山岩や黒曜石が用いられている。本節では、遠隔地石材の代表的存在である黒曜石に焦点

を絞って、石材消費の側面から分析を試みたい。

ここで分析の俎上に載せるのは、数量的分析の可能な TAK201404・06・07調査区と TAK201501・02・

06調査区および TAK201604調査区に限定する。これらの調査区のうち201404調査区の一部にみられ

る4下層・5層は、縄文時代早期の単純層

と想定されるため分析からは除外する。

竹松遺跡の対象とした７調査区から

出土した黒曜石製の石器は原石を含め

て総数1869点、重量9687gである。石

器ごとの石材別に点数と重量でみると、

石鏃類（石鏃・局部磨製石鏃・石鏃未製

品）では、黒曜石 A1類（以下 A1類と表

記する。他も同様）がもっとも多く69点

（90.8％）・104.0g（90.4％）を占め、A2

類の石鏃は出土していない。B類（牛ノ

岳系）は、1点（1.3％）・0.7g（0.6％）、C

類（椎葉川系）が4点（5.3）・5.8g（5.0％）、

D類（亀岳系）は2点（2.6％）・4.5g（3.9％）

である。石鏃を除く石器類では、A1類

が266点（89.9％）・1220.8g（88.0％）を
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第45図　石材別出土数
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占め、次いでA2類が20点（6.8％）・110.4g（8.0％）となる。B類が7点（2.4％）・39.7g（2.9％）、C類が2

点（0.7％）・9.9g（0.7％）、D類は1点（1.2％）・5.9g（0.4％）という割合になる。石核類（石核・残核・

石核素材・原石）は、A1類が168点（77.8％）・2376.3g（79.4％）を占め、次いでA2類が43点（19.9％）・

538.1g（18.0％）となる。腰岳系黒曜石のA類以外は僅少で、B類が4点（1.9％）・76.8g（2.0％）、C類が

1点（0.5％）・8.2g（0.3％）に過ぎず、D類の石核は認められない。同様に剝片をみると、A1類が948点

（74.0％）・3713.2g（71.6％）を占め、A2類が293点（22.9％）・1325.9g（25.6％）となる。Ｂ類が24点

（1.9％）・102.0g（2.0％）、C類が7点（0.5％）・16.7g（0.3％）、D類は9点（0.7％）・28.3g（0.5％）とい

う割合になる。

竹松遺跡から出土する黒曜石石材を数量的にみると、全体の約97％を黒曜石 A類が占める。A類は

良質な A1類と質の悪い A2類に分けられるが、その比率はおおよそ8：2である。A1類、A2類はともに

腰岳系である。蛍光Ｘ線の判別図では、腰岳系には腰岳・松浦Ⅲ群等複数の原産地が該当するが、礫

面の形状が角礫、板状角礫になるものがほとんどであることから腰岳産を基調としていることがわか

る。残余の約３％がB・C・D類で、その比率はおおよそ2：1：1である。

次に石材ごとの製品化率をみてみたい。ここでは製品化率を次のように措定する。

製品化率＝（石鏃＋石器）÷（石鏃＋石器＋剝片）

石材別の製品化率は、A1類：26.2％、A2類：6.4％、B類：25.0％、C類：46.2％、D類：25.0％いう

数値であった。C・D類は出土数が少なく多くを語ることはできないが、C類の製品化率は高く5割に

近い。なかでも石鏃の製作に特化した姿が窺える。逆にA2類がもっとも低い数値であることは、大

きな斑晶が入り、石器加工に適さない石質が災いしたものであろう。A1類・B類の数値は近似しており、

この時期の製品化率を現わしたものといえよう。つまり4点の剝片から1点の石器をつくっており、3

点はいわば「無駄」な剝片剝離ということになる。こうしたありかたが晩期の時期に盛行する十郎川型

剝片剝離と理解されてきた経緯がある（橘1984）。

次に1点の石核から何点の剝片を作成しているかをみてみる。その求め方は、石鏃を含めた石器に

剝片を足したものを石核の数で除した

ものである。その結果、A1類：8.3、A2類：

8.2、B類：8.3となった。いずれの石材

もよく似た数値である。つまり竹松遺

跡では、獲得した原石から石核を作り、

その石核から平均8本強の剝片を生産し

ていることになる。

A1類および A2類の剝片と石核の長さ

（高さ）についてみてみる（第46図）。こ

こでは比較のために、それぞれの百分

率でみることとする。剝片・石核とも

に正規分布を示しているが、剝片より

も石核のピークが高く、しかも5mmほど

短い。剝片の長さの平均値は、A1類が 第46図　剥片・石核の長さ　百分率グラフ
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2.73cm、A2類が2.76cmとほぼ同じであるのに対し、重量ではそれぞれ3.92gと4.56gで A2類のほうが

若干重い。これは石質の違いに起因すると考えられる。つまり、質の悪いA2類からは薄い剝片をと

ることは困難であると想定され、事実剝片の厚さの平均値をみるとA1類：0.69cmに対し A2類：1.1cm

となる。石核の長さの平均値は、A1類が2.33cm、A2類が2.47cmで A2類が若干長いのに対し、重量で

は14.79gと13.49gとなり逆転する。

竹松遺跡から出土する石核・剝片の大部分は、橘昌信の分析した十郎川遺跡の事例と同質である。

橘は、十郎川遺跡の石核をⅠ類～Ⅳ類に分類（仮に橘Ⅰ類～橘Ⅳ類とする。）している。

橘Ⅰ類：打面を礫面に固定し、作業面は一面で、上端からの一方向の剝離を行うもの

橘Ⅱ類：高さ・幅・厚さがほぼ等しく、多面体となるもので、2回以上の打面転移を行うもの

橘Ⅲ類：単設打面で作業面が複数面に渡るもの

橘Ⅳ類：上下両端に打面を設定する両設打面をもつもの

これを本書の分類に当てはめると、橘Ⅰ類・橘Ⅲ類が本書のⅠ類に、橘Ⅱ類は本書Ⅲ類、橘Ⅳ類は

本書Ⅱ類に該当する。十郎川遺跡の剝片は、最大の長さ5.8cm、幅2.9cm、最小はそれぞれ1.4cm、2.3cm

であり、全体として長さで2.5～3.5cm、幅で2.0～3.0cmに集中するとしており、剝片についても竹

松遺跡でも同様の結果である。

次に礫面（自然面）の保持率をみてみる。石核の礫面保持率は、A1類が161点中77点で47.8％、A2

類は38点中30点で78.9％であり、A2類の礫面保持率が高い。剝片の場合は、A1類が935点中570点で

61.0％、A2類は286点中193点で70.3％、石鏃類を除いた石器では、A1類が317点中127点で40.1％、

A2類は19点中10点で52.6％となる。いずれの場合も A2類が A1類よりも礫面保持率が高いことが分

かった。

②竹松遺跡における縄文時代晩期の黒曜石製石器の分布

竹松遺跡では後世の土地利用によって、縄文時代の包含層のほとんどが喪失しており、黒曜石製石

器の分布を論じることは困難である。特に201405調査区の場合、古代・中世の遺構等が密集しており、

縄文時代の遺物はほとんど出土していない。分析対象地区では、他時期の包含層から遺物が検出され

ている。その取り上げは20メッシュのグリッドを単位としており、逆説的に言うと原位置を遊離して

いるとはいえ本来の位置からはそう離れてはいないものと想定することも可能と思われる。そうした

仮定の上に立って、巨視的な遺物分布についてみてみたい。

第47図に石鏃・石器・剝片・石核の出土数をグリッドに示した。

石鏃の集中地点は2ヶ所ある。一つは、7056グリッドとその周辺、もう一つが8672・8874グリッド

とその周辺である。石鏃の集中エリアは居住域と想定することが可能であろう。高所のグリッドでは

晩期の竪穴建物跡やその他の遺構が検出されていること首肯されよう。石器類の集中は、6250グリッ

ドにみられるが、これは二次加工剝片Ｂ類を積極的に認定した結果である。「竹松Ⅳ」上巻では二次加

工剝片Ｂ類を設定しなかった経緯がある。

剝片集中グリッドは、北から5650・6058・6250・7050・7052・7258・72608874である。石核集中グリッ

ドは、6250・7052・7258で10点以上出土しており、石核との相関関係がみられる。逆に剝片がもっと

も多く出土している8874グリッドでは、石核は2点に過ぎない。このグリッドでは竪穴建物跡の覆土

を水洗選別しており、ほかのグリッドの回収率とは比較にならないほど高いことが要因であろう。
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③竹松遺跡における縄文時代晩期の黒曜石石材獲得について

北部九州の縄文時代晩期の剝片石器の基本石材である黒曜石原産地は、腰岳に一極集中する感が

強い。縄文時代後期から晩期の剝片石器の素材の主体を占めるのは黒曜石である。黒曜石は火山岩で

あり、その分布は偏在している。その主たる原産地は、佐賀県伊万里市腰岳、長崎県松浦市松浦牟田、

佐世保市針尾島、西海市西彼町亀岳、東彼杵郡川棚町大崎などである。これまでの蛍光Ｘ線分析によ

る黒曜石製石器の産地同定によれば腰岳系が旧石器時代から縄文時代を通じて主体であったことが確

認されている（川道2017）。

ここでは腰岳山麓に所在する遺跡を原産地遺跡とし、遺跡近傍に黒曜石原産地をもたない遠隔地の

遺跡を消費地遺跡として、消費地遺跡の石材獲得について検討する。この分野の研究の第一人者は吉

留秀敏である。吉留はフィールドである福岡地方の縄文時代後期から弥生時代中期の剝片石器の研究

の一環として、原産地からの黒曜石石材の入手方法について論じている（吉留2004）。吉留は、まず

原産地を腰岳と特定し、腰岳周辺の鈴桶遺跡・牛戻遺跡を分析する。周知のように鈴桶遺跡は、腰岳

山麓の標高100ｍ前後の伊万里湾を望む遺跡である。鈴桶型石核・鈴桶型剝片を大量に生産した石器

製作に特化した遺跡と評価されている（橘1998など）。牛戻遺跡は、腰岳の北東約3㎞の伊万里川添い

の遺跡で、縄文時代後期から晩期（三万田式～黒川式）の黒曜石集積遺構基と大量の剝片が出土してい

る。黒曜石集積遺構には、原石および初期段階の石核が充てんされていた。まとめると原産地遺跡で

は、鈴桶遺跡では黒曜石原石の獲得と鈴桶型石核・鈴桶型剝片の製作が、時代が後出する牛戻遺跡で

は原石の獲得と集積および剝片剝離が行われており、それらは遺跡内の消費量を凌駕していることが

明らかである。

ついで吉留は、福岡地方の早良平野・福岡平野の遺跡群（消費地遺跡）を分析する。海浜部（三苫遺

跡・大原Ｄ遺跡）と内陸部（田村遺跡・岩本遺跡）の遺跡を分析の対象としている。海浜部の遺跡にみ

られる黒曜石埋納遺構に着目する。この遺構にキャッシュされた黒曜石の入手について吉留は、海浜

部の集落の構成員が、丸木舟（吉留は「フネ」と表記する）を用いて、海路伊万里湾まで赴いて原石を獲

得したとし、原産地遺跡を介在することを想定する（吉留2004）。海路によって直接入手した黒曜石は、

一旦埋納遺構にキャッシュされ、河川沿いに海浜部遺跡の行動範囲内の内陸部の遺跡に運搬（分配？）

されたと吉留は考えている。

また吉留は、A2類の黒曜石について、「晩期に

は利用困難な不良品ともいえそうな小さな原石が

供給先となる各所の遺跡で認められた。　（中略）　

小さな原石が海浜部集落だけでなく。少量とはい

え、内陸部の集落まで及ぶ背景の意味は不明であ

る。」という興味深い指摘をする。この不良品であ

る A2類原石については、梶佐古幸謙の分析に詳し

い（梶佐古2018）。筆者も「竹松遺跡Ⅳ」上巻で触れ

た経緯がある。

竹松遺跡における黒曜石原石の獲得は、消費地

遺跡として福岡平野と大差はないと思われる。不

第　図 縄文時代後期・晩期の黒曜石の流れ

原産地（腰岳）
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第48図　縄文時代後期・晩期の石材需給

93



良品のA2類の存在もそれを補完する。「狩猟・栽培」民の集落である竹松遺跡の狩猟活動領域は、大

村平野とその後背地の山岳地帯に限定されることは容易に想定される。その範囲内には黒曜石原産地

は存在しておらず、狩猟活動に伴う「埋め込み」戦略ではないことは明らかである。腰岳産黒曜石を獲

得していることは確かであるが、竹松から腰岳に直接赴いて原石を採取した可能性は低いであろう。

その根拠となるのが不良品で使用に耐えないとされるA2類小型原石の存在である。直接採取であれ

ば当然除かれるはずである。こうしたありかたは、福岡平野や大村湾沿岸のみあらず島原半島などで

も確認されており、普遍的である。つまり腰岳とその周辺の黒曜石原産地には、原石を獲得し、それ

を消費地遺跡に供給する集団（勢力？）が存在していたことが想定される。消費地遺跡における黒曜石

の入手は「交換」という行為でなされたものであろう。その交換が、直接なのか、他者を介した間接な

のか交換の対価はなんであるかなどは今後の検討課題である。
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第49図　TAK201501調査区 弥生時代遺構配置図 (S=1/600)
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第50図　TAK201506調査区 弥生時代遺構配置図 (S=1/600)
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3 弥生時代
竹松遺跡Ⅴは2015年度（平成27年）と2016年度（平成28年）に調査を実施した TAK201501、02、06調

査区、TAK201604調査区の4調査区を対象にしている。4調査区の調査面積は11,680㎡である。

（1）弥生時代の遺構、遺物

弥生時代の遺構は掘立柱建物、竪穴建物、溝、甕棺墓、土坑を検出し、遺物は甕、壺、高杯、複合

口縁壺、台付甕、器台、ガラス小玉、石包丁、袋状鉄斧、鉄鏃などが出土した。以下遺構ごとに記す。

(1) 掘立柱建物 (SB)

①TAK201501　1・2区 SB1（総柱建物）(第52・53図、図版28・29、第19表 )

SB1は1区6048、2区6048、6050グリッドに位置する。2間×2間の総柱建物で桁行長が2.9m、梁行長

が2.76mである。西側側柱の一辺はやや内側に入り込む。芯々の桁行間隔は1.2～1.56m、梁行間隔は

1.36～1.48mで均一ではない。中央列を中心に主軸方向を考えるとN-44°-Eで北東から南西方向に構

築された建物である。柱穴の規模は50～80㎝、深さ30～40㎝を測り、形状は楕円形を呈する。柱痕

は20～22㎝を測る。遺物は各柱穴（P1～ P9、P3は出土遺物なし）の覆土から弥生土器小片が出土した。

289は甕口縁部片で、逆L字状を呈し内側に僅かなつまみ出しを行っている。口縁端部は丸く仕上げる。

弥生時代中期後半頃の所産であろう。

0 10cm（S=1/3）

289

第 図　 SB1 出土遺物実測図（S=1/3)

289

図版　 SB1 出土遺物

        (復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

289 甕 口縁部 ― (4.0) ― ナデ ナデ
10YR7/6

明黄褐

10YR6/4

にぶい黄橙
良

角閃石、石英、

長石

弥生中期後半頃

SP1出土

備考

弥生　1501　SB1出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

第19表　SB1出土土器観察表

第52図　SB1 出土遺物実測図 (S=1/3) 図版28　SB1 出土遺物
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検出状況 (北東から )
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1. 掘方埋土 10YR3/3 暗褐色粘質土 しまり弱い

　 SP3・SP5 の掘方には 5～ 15cm 程度の小礫を多数含む

2. 柱痕埋土 10YR3/2 黒褐色粘質土 しまり弱い

　 1 より粘性強い

0 1m（S=1/40）

第53図　SB1 平・断面図 (S=1/40)

図版29　SB1 遺構状況
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②TAK201501　2区 SB3（総柱建物）(第54・55図、図版30・31、第20表 )

SB3は2区6250、6252グリッドの東側に位置し、6252グリッドにまたがる。2間×2間の総柱建物で、

柱穴の規模は46～90㎝、深さ30～40㎝を測る。平面形は円形か楕円形を呈する。桁行長は3.90m、梁

行は2.90mで芯々の桁行間隔は1.60～2.30m、梁行間隔は1.40～1.50mで均一ではない。柱痕は確認で

きなかった。柱穴の覆土は1又は2層である。出土遺物は覆土から土師器、弥生式土器が出土し、圧倒

的に弥生式土器が多く全て破片である。SP3から甕口縁部片が出土した。290はSP1から出土した。口

縁部がくの字状に内反する壺形土器で頸部が短い。口縁端部はやや尖り気味である。原の辻遺跡Ⅳ期

後期前葉～中葉頃であろう。291はSP3の覆土上面から出土した土師器で布留式甕の口縁部片である。

器壁は薄く口縁内面端を僅かにつまみ出しを行っている。292はSP8から出土した甕口頸部片で口縁

部は欠損する。293は台付甕脚部片で開きは狭く端部は丸い。294は器台の裾部片である。端部はや

や丸く圧痕がある。
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2
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F
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E
E
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D
D
’

SB3-SP1 SB3-SP2

SB3-SP3
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S

S

S

S
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Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/3) 粘質土 しまり強い 粘性弱い 

　マンガンを含み、非常に硬い

  5cm 程度の小礫を少量含む

　直上の 2層床土の鉄分により硬化したものと

  思われる

  SP7・SP8 以外のピットにも

  埋土 1は見られたが、段下げ段階で除去された

2. 暗褐色 (10YR3/4) 粘質土 しまり弱い 

　埋土 1より明るく、粘性強い

　小礫はほとんど含まれない

第　図　SB3 平・断面図 (S=1/60)

0 2m（S=1/60）

X=
-4
62
8

Y=-41518

検出状況 (北東から ) SB3-SP8 断面 (南西から ) SB3 完掘状況 (北東から )

第54図　SB3 平・断面図 (S=1/60)

図版30　SB3 遺構状況

100



③TAK201506　4区 SB7（総柱建物）(第56・57図、図版32・33、第21表 )

SB7は4区5650グリッドに位置する。2間×2間の総柱建物である。桁行長は2.30m、梁行長は2.20m

で台形状の平面プランを呈する。中央列を中心に主軸方向を考えると N-41°-Wで南西～北東方向に

構築された建物である。柱穴は円形で直径30～36㎝、深さは20～30㎝を測る。南西側の一列は、東、

中央列よりもやや内側に入り込む。出土遺物は小片である。295は甕胴部片である。

※圧痕部分拡大
290 291 292 293

294
図版　 1501 SB3 出土遺物

0 10cm（S=1/3）

290 291

292

293 294

第　図　 SB3 出土遺物実測図（S=1/3)

　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

290 壺形土器 口縁部 (10.8) (3.0) ― ナデ ナデ
5YR6/8

橙

5YR6/8

橙
良 角閃石、赤色粒子

原ノ辻Ⅳ期後期前葉～中葉

SP1出土 布留式

291 甕 口縁部 ― (2.6) ― ナデ ナデ
5YR6/3

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良好

赤色粒子、金雲母、

石英、結晶片岩、

褐色粒子

SP3出土

292 甕 口頸部 ― (3.2) ― ナデ　ハケメ ケズリ
7.5YR5/3

明褐

10YR5/3

にぶい黄褐
良

長石、石英、

雲母、角閃石
SP8出土

293 台付甕 脚部 ― (3.0) 9.2 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ
5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良

雲母、長石、

角閃石、赤色粒子

294 器台 裾部 ― (4.0) ― ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ
7.5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良

長石、角閃石、

赤色粒子
圧痕あり

備考

弥生　1501　SB3出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

C
'

SB7-SP1

SB7-SP2

SB7-SP3
SB7-SP6

SB7-SP5

SB7-SP4

SB7-SP7

SB7-SP8

SB7-SP9

H
=
9
.
0
0
m

B' B

H
=
9
.
0
0
m

C

H
=
9
.
0
0
m

H=9.00m

E
'

H=9.00m

D
'

D

B' B

C
C
'

A A’

A A’

D
'

D

E
'

EE

1

1
1

11

1

2

2

3
3

3

3
1

4

4

Ｎ

1:SB7-SP1・SP3・SP4・SP5

　 褐色 (10YR4/4) 砂質土

   微白色粒 1% を含む

　 SP4・SP5 からは弥生土器出土

2:SB7-SP2・SP8

   褐色 (10YR4/4) 砂質土  

　 直径 2cm の小礫・

　 微白色粒を 1% 含む

3:SB7-SP6・SP9

   黒褐色 (10YR3/2)

   粘質土だが砂質も感じる

　 微白色粒を 1% 含む

4:SB7-SP7

   弥生土器出土

   褐色 (10YR4/4) 砂質土

　 拳大の円礫・

　 微白色粒を 1% 含む

第　図　SB7 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

X=-4571

Y=
41
51
0

第55図　SB3 出土遺物実測図 (S=1/3)

第56図　SB7 平・断面図 (S=1/40)

第20表　SB3出土土器観察表

図版31　SB3 出土遺物
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0 10cm（S=1/3）

295

第 図　SB7 出土遺物実測図（S=1/3)

　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

295 甕 胴部 ― (3.5) ― ナデ ケズリ
10YR7/6

明黄褐

10YR6/1

褐灰
良

長石、石英、

雲母、角閃石

備考

弥生　1506　SB7出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

図版　SB7 遺構状況

検出状況 (北西から ) 完掘状況 (北西から )

295

図版　SB7 出土遺物

④TAK201506　4区 SB8（総柱建物）(第58・59図、図版34・35、第22・23表 )

SB8は4区5852、5854グリッドに位置する。2間×2間の総柱建物である。柱穴の中央列から主軸方

位考えるとN-36° -Wで北西から南東方向に構築された建物である。桁行長4.80m、梁行長3.70m、桁

行間隔2.40m、梁行間隔1.80～1.90mを測る。柱穴は（現存8穴。1穴は調査区外）を検出し直径60～68

㎝で円形及び楕円形を呈し、柱痕は20～24㎝を測る。出土遺物はいずれも小片である。296は壺胴部

片で2条の刻み目凸帯を有す。297は甕の胴部片で、内外面ハケメ調整を施す。298はガラス小玉で紺

色を呈するカリガラスである。

296 297
298

図版　SB8 出土遺物

0 10cm（S=1/3） 0 2cm(S=1/1)

296
297 298

　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

296 壺 胴部 ― (4.1) ― ハケメ ナデ
7.5YR8/4

浅黄橙

10YR8/2

灰白
良

長石、石英、

角閃石

2条の刻目凸突帯

297 甕 胴部 ― (4.0) ― ハケメ ハケメ後ナデ
7.5YR4/3

褐

7.5YR8/3

浅黄橙
良

長石、石英、

雲母、角閃石

備考

弥生　1506　SB8出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

遺物

番号
色調 内径①（mm） 内径②（mm） 外径①（mm） 外径②（mm） 厚①（mm） 厚②（mm） 直径（mm） 備考

298 紺 2.28 1.94 4.72 4.50 2.70 2.14 － 重量0.05g

第58図　SB8 出土遺物実測図
　　　　（No.296・297は S=1/3、No.298は S=1/1)

第21表　SB7出土土器観察表

第22表　SB8出土土器観察表

第23表　SB8出土ガラス小玉観察表

図版32　SB7 遺構状況

図版33　SB7 出土遺物

図版34　SB8 出土遺物

第57図　SB7 出土遺物実測図 (S=1/3)
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検出状況 (南西から ) SB8-SP4 断面 SB8 完掘状況 (南西から )

X=
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Ｎ

1. 暗褐色土 (10YR3/4) 粘性土 砂質を帯びる しまり強い

　白色粒を 2% 含む

  鉄分、マンガンの影響を受ける

　SP6 からは二条刻目突帯を持つ弥生土器片が出土

2. 柱痕と思われる

　暗褐色土 (10YR3/3) 粘性土　しまり強い

　鉄分、マンガンの影響を僅かに受ける

3. 黒褐色 (10YR2/3) 粘性土 砂質を帯びる しまり強い

　白色粒を 2%、橙色粒を 1% 含む

　1mm ～拳大の礫を 3% 含む

　鉄分、マンガンの影響を受け、黒色・橙色ブロックを

  全体的に 5% 含む

4. 柱痕と思われる　3より僅かに明るい

0 2m（S=1/60）

Y=41542

第59図　SB8 平・断面図 (S=1/60)

図版35　SB8 遺構状況
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(2) 竪穴建物 (SC)

①TAK201506　1区 SC10（竪穴建物）(第60・61図、図版36・37、第24・25表 )

SC10は1区6060グリッドに位置する。長軸（東西）5.4m、短軸（南北）4.1m+、深さ10㎝程で楕円形の

平面プランを呈する。周壁溝は全周し幅16～20㎝、深さ8㎝程である。主柱は円形及び楕円形を呈し

4本で構成されている。直径は40～48㎝、深さ8～20㎝を測る。柱穴は浅く削平が著しい。柱痕は16

㎝程である。全体的にかなり削平を受けている。出土遺物は覆土からの出土である。299～301は早

期の凸帯文土器である。いずれも破片で甕の口縁部、胴部片である。302は台付甕の裾部片で開きは

狭く、端部は丸い。その他台付甕の裾部片や甕の胴部小片が10数点出土した。時期は台付甕の脚部片

から後期前半頃であろうか。303は扁平打製石斧で刃部及び基端が欠損する。石材はデイサイトであ

る。

東西断面ベルト西側 (北から ) SC10 完掘状況 (東から )

第60図　SC10 平・断面図 (S=1/60)

図版36　SC10 遺構状況

1.暗褐色(10YR3/4)粘性土 しまり強い 鉄分の影響を受ける 白色粒2%、橙色粒1%、1cm～5cm大の礫を2%含む

2.1より若干暗く、しまり弱い 周溝部分の覆土と思われる

Ｎ

第　図　SC10平・断面図（S=1/60)
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2.暗褐色(10YR3/4)粘性土 しまり弱い　白色粒1%含む 

　  

1.暗褐色(10YR3/4)粘性土 しまり弱い　白色粒1%含む　僅かな土色の差で判断　柱痕と思われる
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1.暗褐色(10YR3/4)粘性土 しまり弱い 
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　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

299 甕 口縁部 ― (4.9) ― ハケメ ナデ
5YR6/4

にぶい橙

10YR3/4

にぶい黄褐
良

石英、長石、

雲母、赤色粒子

早期

凸帯文土器

300 甕 胴部 ― (2.7) ― ナデ ナデ
7.5YR4/2

灰褐

7.5YR4/2

灰褐
良 角閃石、石英、長石

早期

凸帯文土器

301 甕 口頸部 ― (3.4) ― ナデ ナデ
10YR8/6

明黄褐

10YR4/3

にぶい黄褐
良

角閃石、雲母、

石英、長石

早期

凸帯文土器

302 甕 裾部 ― (5.6) ― ミガキ ケズリ後ナデ
10YR3/2

黒褐

10YR3/2

黒褐
良

長石、金雲母、

石英
後期前半頃

備考

弥生　1506　SC10出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

303 扁平打製石斧 デイサイト 105.8 65.5 20.0 180.5 刃部、基部破損

0 10cm（S=1/3）

299 300
301

302

303

第 図　SC10 出土遺物実測図（S=1/3)

299

300 301

302

303図版　SC10 出土遺物

②TAK201506　1・2区 SC11（竪穴建物）(第62・63図、図版38・39、第26表 )

SC11は1、2区6058、6060グリッドに位置する。長軸（東西）7.2m、短軸4.6m+（南北）、深さ15㎝を

測る。平面プランは楕円形で1/2程が調査区外である。中央付近に長軸1.2m、短軸80㎝。長軸1.0m、

短軸60㎝の2ケ所の不正楕円形を呈する炉跡を検出した。主柱は4本で直径30～50㎝、深さ20～30㎝

を測り、平面形は円形及び楕円形を呈する。出土遺物は覆土及び床面からの出土である。304は甕の

底部片である。底部は平底で内外面にハケメ調整を施す。器壁はやや厚い。305は甕の底部片である。

僅かに凸レンズ状を呈する。306は台付甕の裾部片で開きは狭い。その他甕の口縁部小片、胴部小片

等が20数点出土した。時期は台付甕、甕の底部形状から後期前半頃であろう。

※ガラス小玉が覆土から出土した。この遺物はTAK201506調査区弥生時代包含層第100図、第53表

（147〜149頁）に掲載した。

第61図　SC10 出土遺物実測図 (S=1/3)

第24表　SC10出土土器観察表

第25表　SC10出土石器観察表

図版37　SC10 出土遺物
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東西ベルト (東から )

SC11-SL1・SK1検出断面(東から)

床面完掘状況 (南西から )

SC11-SL1・SK1完掘状況(東から)

完掘状況 (南西から )

SC11-SL1

SC11-SK1

SC11-SL1

SC11-SK1

第62図　SC11 平・断面図 (S=1/60) 図版38　SC11 遺構状況
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Ｎ

暗褐色(10YR3/4）粘性土 やや砂質を帯びる 
3cm～10cm大の礫を10%含む ややしまり強い

暗褐色（10YR3/4）粘性土 しまり弱い　炭化物を1%含む

1.灰黄褐色(10YR4/2)砂質土　しまりやや強い　

　鉄分のシミがマーブル状に広がる炭化物が出土

  微白色粒子1%含有

2.黒色土(10YR1.7/1)炭と灰の層　焼土粒3%含む

3.SC11-SK1の①よりも炭が大きく(2cm大程度)、

　焼土も3cm大程度と大きくなる

4.褐色土(10YR4/4)砂質土　炭と灰が僅かに混じる

5.褐灰色土(10YR4/1)1cm大の鉄分のシミが3%含まれる

　しまり弱い　焼土が隆起する面

6.SC11-SL1の①が基本だが焼土40%、炭10%で構成される

SC11-SK1

SC11-SL1SC11

SP1

SP2～SP4

第　図　SC11平・断面図(S=1/60)

471

※第100図　TAK201506調査区弥生時代
包含層出土遺物実測図　その2に掲載。

0 2m（S=1/60）

0（S=1/2）2cm

※遺物実測図はS=1/2
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古墳時代の掘立柱建物の柱穴

Y=
41
60
2

X=-4613

1.褐色(10YR4/4)砂質土

SC12-SP1
1.褐色(10YR4/4)粘質土
  しまり強い　
　きめ細かく水分を含む　
　拳大の円礫・
　φ１cmの炭化物が混じる 

SC12-SP1

C

H=9.10m

C'

SP1

0 1m（S=1/60）

0 10cm（S=1/3）
304

305
306

第 図　SC11 出土遺物実測図（S=1/3)

丹塗り

　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

304 甕 底部 ― (8.4) (9.6) ハケメ後ナデ ナデ
10YR8/3

浅黄橙

10YR6/2

灰黄褐
良

赤色粒子、角閃石、

石英、長石

305 甕 底部 ― (1.6) 5.4 ナデ ナデ
5YR5/4

にぶい赤褐

7.5YR6/4

にぶい橙
良 雲母、石英 外面丹塗り　後期後半

306 台付甕 裾部 ― (4.0) 9.5 ハケメ後ナデ ナデ
7.5YR7/6

橙

10YR8/4

浅黄橙
良好

石英、角閃石、

長石

外面丹塗り、内面一部丹塗り
後期後半

備考

弥生　1506　SC11出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

③TAK201506　1・2区 SC12（竪穴建物）(第64・65図、図版40・41、第27表 )

SC12は1、2区6058、6060グリッドに位置する。長軸（南北）5.4m、短軸（東西）4.8m、深さ15㎝を測る。

平面プランは不正楕円形である。柱穴は１穴（SP1）だけである。よって主柱穴及び炉跡、周溝等の屋

内施設は検出できなかった。出土遺物は覆土からの出土である。307は甕の胴部片である。外面はハ

ケメ調整後に一部ナデ調整を施す。内面はナデ調整を施す。308は高杯で杯部と脚部の結合部片であ

る。その他甕の胴部小片が10数点出土した。

304

305 306

図版　 1506 SC11 出土遺物

第63図　SC11 出土遺物実測図 (S=1/3)

第64図　SC12 平・断面図 (S=1/60)

第26表　SC11出土土器観察表

図版39　SC11 出土遺物
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東西断面ベルト東側(北から) 南北断面ベルト南側(西から) 完掘状況(西から)
図版　SC12 遺構状況

307

308

図版　SC12 出土遺物

0 10cm（S=1/3）

307

308

第 図　SC12 出土遺物実測図（S=1/3)
スス

④TAK201506　2区 SC15（竪穴建物）(第66〜68図、図版42〜44、第28〜30表 )

SC15は2区6058グリッドに位置する。長軸7.64m、短軸5.4m、台形の張り出し部上3.5m、下5.4m、

幅2.4mを測る。平面プランはホタテ貝式に類似する。上面はかなり削平されている。焼土は不正形

ではあるが3m×2.5m程残存し、硬化面も全体の1/4程が残存する。柱穴は5基確認したが配置がラン

ダムで主柱穴は判然としない。北側から東側にかけて、幅14～50㎝、深さ8㎝程を測る周壁溝が存在

する。周壁溝は硬化面が残存する位置と重複する。全体的に削平が著しく5～10㎝程しか残っていな

い。遺物は覆土及び床面直上から出土した。309～313は壺の口縁部から底部片である。309は広口壺

の口縁部～胴部片で口縁端部は欠損する。310は直線的な口縁部で器壁は厚く端部は丸い。311は口

縁部片でやや外反し端部は丸い。頸部に三角凸帯を１条有す。312、313は胴部～底部片である。312

は凸レンズ状を呈し、313は内外面にハケメ調整を施し、平底を呈する。後期前半頃の時期であろう。

314～322は甕の口縁部～胴部片である。314は口縁部が外反し端部は尖る。内外面に細かなハケメ調

整を施し丁寧な仕上げである。315は三角形を呈し端部は丸い。中期初頭～前半頃か。316は直線的

で端部はやや尖る。317～319は緩やかなくの字口縁を呈する。器壁は薄く、端部は丸い。320～322

は、くの字口縁を呈し、内外面にハケメ調整を施す。322は口頸部に三角凸帯を1条貼り付ける。時

期は後期後半頃であろう。323、324は台付甕の裾部片である。端部は丸く、開脚の開きは大きくない。

このことから時期は後期前半頃であろう。325は鉄製の袋状鉄斧の完形品である。袋状の形状から国

産である。時期は後期後半から終末頃か。326は鉄鏃である。鏃身部が二次加工されているため圭頭

形か柳葉形か定かではない。鏃身部断面は平造りか。鏃身関部はナデ関で頸部は無関である。327は

ガラス小玉で淡青色を呈するカリガラスである。時期は後期後半〜終末が考えられる。

第65図　SC12 出土遺物実測図 (S=1/3)

第27表　SC12出土土器観察表

図版40　SC12 遺構状況

図版41　SC12 出土遺物

　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

307 甕 胴部 ― (6.0) ―
10YR5/1

褐灰

7.5YR8/2

灰白
良 長石、石英、雲母

308 高杯 脚部 ― (2.4) ― ナデ ナデ
10YR7/3

にぶい黄橙

10YR3/1

黒褐
良

長石、石英、

雲母、角閃石
坏部との結合部片

備考

弥生　1506　SC12出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

ナデ ナデ

ハケメ ケズリ
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検出 (西から ) 東西トレンチ東側 (北から ) 完掘 (西から )

被熱赤色硬化範囲

被熱範囲

SP293

SP339

SP340

SP353

トレンチ

トレンチ

SP341

1

掘
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掘
方
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ン

A

H=9.20m

A'
11

12
2 23 3 3

34 5

A

B

A'

B
'

硬化面

硬化面

硬化面

0 2m（S=1/60）

Ｎ

1.暗褐色(10YR3/4)　しまりややあり　表面は硬化面　微白色粒子10%

2.橙色(2.5YR6/8)　 高火度で被熱していた様相　非常に固い　焼土　

3.暗赤褐色(10R3/3) 焼土下に廻るように存在　粒子はきめ細かい　しまり強い　

4.黒色(2.5Y2/1)　  焼土の下層に見られる層　粒子細かく、しまりやや弱い　

5.にぶい黄色(2.5Y6/4)　焼土の下層に見られる層　シルトのように粒子が細かく、しまりは弱い

Y
=
4
1
5
8
8

X=-4608

サンプル採取
　SL02-C01

第66図　SC15 平・断面図 (S=1/60)

図版42　SC15 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

309

310 311

312

314

315 316 317
318

319

320

321

322

313

第67図　SC15 出土遺物実測図 その1(S=1/3)
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0 10cm（S=1/3） 0 2cm(S=1/1)

323

324

325

326

327

丹塗り

309

310 311
312

314

315

316

317
318 319 320

321

322

313

図版　 1506 SC15 出土遺物　その 1

第68図　SC15 出土遺物実測図 その2（S=1/3,No.327のみ S=1/1)

図版43　SC15 出土遺物 その1
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323

324
325

326

327

図版　 SC15 出土遺物　その 2

　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

309 広口壺
口縁部

～胴部

頸径

(16.1)
(11.7)

胴径

(18.0)
ナデ ナデ

7.5YR8/2

灰白

7.5YR8/3

灰白
良 長石、雲母 口縁端部欠損

310 壺 口縁部 (36.0) (5.2) ― ナデ ナデ
5YR7/2

明褐灰

5YR6/4

にぶい橙
良好 長石、石英 後期

311 壺 口縁部 ― (4.8) ― ナデ ナデ
5YR7/4

にぶい橙

2.5YR6/4

にぶい橙
良

雲母、長石、

石英、角閃石
頸部に三角凸帯一条

312 壺 底部 6.0 6.1 ― 工具によるナデ

工具によるナデ

粘土による接合

痕

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

雲母、角閃石、

赤色粒子、砂粒

313 壺 底部 ― (4.7) 3.8
ハケメ

ナデ消し

ハケメ

ナデ消し

7.5YR6/3

にぶい褐

7.5YR6/3

にぶい褐
良

長石、雲母、

角閃石、赤色粒子
後期前半頃

314 甕
口縁部

～胴部
(26.5) (9.1) ―

ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

5YR3/2

暗赤褐

5YR7/3

にぶい橙
良 長石、雲母

315 甕 口縁部 ― (2.2) ― ― ―
2.5YR8/3

淡黄

5YR5/8

明赤褐
良

角閃石、石英、

雲母
中期初頭～前半頃

316 甕 口縁部 ― (2.1) ― ナデ ナデ消し
10YR8/2

灰白

10YR8/2

灰白
良

雲母、石英、

赤色粒子、褐色粒

子

317 甕
口縁部

～胴部
― (6.7) ―

ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

7.5YR4/3

褐

7.5YR3/3

明褐
良 石英、角閃石

318 甕
口縁部

～胴部
― (5.1) ― ― ―

7.5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良

長石、雲母、

赤色粒子

319 甕 口縁部 (19.2) (6.1) ―
ナデ　ハケメ

剥離
ハケメ

2.5YR6/4

にぶい橙

2.5YR6/4

にぶい橙
良 長石、雲母、石英

320 甕
口縁部

～胴部
(22.0) (5.0) ―

ハケメ

指オサエ

ナデ

指ナデ

5YR5/4

にぶい赤褐

7.5YR7/4

にぶい橙
良 長石、石英

321 甕
口縁部

～胴部

頸径

(19.8)
(18.2)

胴径

(21.6)

ナデ消し

剥離

ハケメ

ナデ消し

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良 黒色粒子

322 甕 口縁部 (42.6) (10.8) ―
ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

10YR8/3

浅黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良

長石、雲母、

角閃石
口頸部に三角突帯一条有　後期後半

323 台付甕 裾部 ― (2.7) (8.2) ナデ ナデ
5YR6/8

橙

5YR6/4

にぶい橙
良

石英、角閃石、

雲母、赤色粒子
外面裾内部丹塗り　後期前半

324 台付甕 裾部 ― (6.3) (9.6)
ヘラケズリ後ナ

デ消し

ナデ

指痕あり

2.5YR6/8

橙

2.5YR6/3

にぶい橙
良

褐色粒子、長石、

雲母、角閃石
後期前半

備考

弥生　1506　SC15出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

遺物番号 器種 材質 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜) 重量(g) 備考

326 鉄鏃 鉄 7.45 1.8 0.5 6.87 鉄芯部2次加工

325 袋状鉄斧 鉄 80.5 35.0 17.0 38.26 完形品　国産

遺物

番号
色調 内径①（mm） 内径②（mm） 外径①（mm） 外径②（mm） 厚①（mm） 厚②（mm） 直径（mm） 備考

327 淡青 1.31 1.14 3.77 3.71 2.10 － － 重量0.04g　

第28表　SC15 出土土器観察表

第29表　SC15 出土鉄器観察表

第30表　SC15 出土ガラス小玉観察表

図版44　SC15 出土遺物 その2
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(3) SD(溝 )

①TAK201501　1・2区 SD6（溝）(第69・70図、図版45・46、第31・32表 )

SD6は1・2区6248、6250グリッドに位置する。長さ25m+、幅5.0m、深さ35～50㎝を測る溝である。

南東方向～北西方向に流れている。覆土は2層でこの中から遺物が出土した。328は複合口縁壺の口

縁拡張部片である。口縁拡張部は内湾し端部は丸い。屈曲部は稜を成す。内、外面に丹塗り痕が残る。

329は甕の口縁部～胴部片である。くの字口縁で器壁は薄い。内外面にハケメ調整を施す。330は壺

又は甕の胴部又は口頸部片で三角凸帯を4条巡らせる。331は小形の高杯脚部片である。脚部の開き

は大きくない。332は石包丁の破片である。刃は両刃で、石材は結晶片岩である。
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328 329

330

331

332
図版　SD6 出土遺物

　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

328 壺 口縁部 ― (3.2) ナデ消し
ハケメ

ナデ消し

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良

雲母、石英

褐色粒子

内外面一部丹塗り痕

複合口縁拡張部

329 甕
口縁部

～胴部
― (5.0) ―

ハケメ後ナデ消

し

(一部スス付着)

ハケメ後ナデ消

し

(一部スス付着)

7.5YR6/3

にぶい褐

7.5YR6/3

にぶい褐
良

雲母、石英

赤色粒子

330
壺か

甕

頸部～

胴部
― (6.1) ― ナデ ―

7.5YR8/3

浅黄橙

2.5Y8/2

灰白
良

雲母、結晶片岩、

長石、褐色粒子
4条の三角凸帯

331 高杯 脚部 ― (4.4) (5.3)
ナデ

指痕あり
ナデ

10YR8/4

浅黄橙

5YR7/6

橙
良 長石、結晶片岩 小型

備考

弥生　1501　SD6出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

332 石包丁 結晶片岩 (27.5) 38.0 (7.0) 7.08 両刃

0 10cm（S=1/3）

328

329
330 331

332

第　図　SD6 出土遺物実測図（S=1/3)

丹塗り

SP102

0 1m（S=1/40）

H=9.20m 1

2

Ｎ

1.黒褐色(10YR2/3)シルト質土 しまりあり
　5㎜大の炭化材、灰が多く含まれ、微白色粒3%
　2～3㎜大程度の小礫を1%含有 弥生土器を包含

2.灰黄褐色(10YR4/2)粘性土 しまりあり 
　炭化物は5㎜大程度の粒を1%程度含む

第　図　SK9平・断面図(S=1/40)

SL2 検出 (西から )SK9、SP102 は
SL2 のプラン内にある

SK9、SP102 の上空写真

図版 SK9 遺構状況

(4) 土坑 (SK)

①TAK201506　2区 SK9（土坑）(第71・72図、図版47・48、第33表 )

SK9は2区6058グリッドに位置する。長軸（南北）1.5m+、短軸（東西）1.0m、深さ10㎝を測る。平面プ

ランは楕円形でかなり削平を受けている。覆土は1層でその中か

ら弥生式土器が散発的に出土した。333～335は甕で口縁部～胴

部にかけての破片である。口縁部は直線的な「く」の字口縁で端

部は丸い。内外面は細いハケメ調整を施している。335は口頸部

に三角凸帯を１条巡らす。333～335は器壁が薄い。336は袋状口

縁壺の口縁部片である。337は長頸壺の胴部片である。口頸部に

凸帯を有す。時期は後期前半頃であろう。

第70図　SD6 出土遺物実測図 (S=1/3)

第71図　SK9 平・断面図 (S=1/40)

第31表　SD6 出土土器観察表

第32表　SD6 出土石器観察表

図版46　SD6 出土遺物

図版47　SK9 遺構状況

114



333

335

336334

337

0 1m（S=1/40）

SP259
SP260

1

H=9.20m

2

Ｎ

1.暗褐色(10YR3/4)粘性土　しまりやや弱い

　白色粒を2%含む

　鉄分の影響を僅かに受ける

　1㎜～5㎜大の礫を3%含む
2.暗褐色土(10YR3/4)粘性土
　1よりやや明るく、しまりやや強い

　5cm大の礫を3%含む　

　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

333 甕
口縁部

～胴部
(25.4) (6.7) ― 剥離

剥離

ハケメ後ナデ消

し

2.5YR7/4

淡赤橙

2.5YR4/3

にぶい赤褐
良 石英、雲母

334 壺
口縁部

～胴部
(21.6) (6.3) ― 剥離 ヘラケズリ

5YR6/8

橙

5YR6/8

橙
良

長石、石英、

角閃石

335 甕
口縁部

～胴部
(28.5) (6.5) ―

ナデ

ハケメ
ハケメ

5YR7/8

橙

5YR6/8

橙
良

長石、雲母、

角閃石

内面一部丹塗り
口頸部に1条の三角凸帯

336 壺 口縁部 (6.0) (4.2) ― ナデ ナデ
10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良 長石 袋状口縁、外面一部丹塗り　

337 長頸壺 胴部
胴径

(20.0)
(10.1) ― 剥離

剥離

指痕

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/2

灰白
良 長石

口頸部に凸帯　外面丹塗り　後期前

半頃

備考

弥生　1506　SK9出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

0 10cm（S=1/3）

333

335

336

334

337丹塗り

SK11 完掘状況 (北東から )

図版　SK11 遺構状況

②TAK201506　1区 SK11（土坑）(第73図、図版49)

SK11は1区6060グリッドに位置する。長軸1.5m、短軸80㎝、深さ32㎝を測る。平面プランは楕円形

で覆土は2層である。この覆土から弥生式土器小片が1点出土した。

第72図　SK9 出土遺物実測図 (S=1/3)

第73図　SK11 平・断面図 (S=1/40)

第33表　SK9 出土土器観察表

図版48　SK9 出土遺物

図版49　SK11 遺構状況
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338

図版　SP63 出土遺物

339

図版　 SP64 出土遺物

0 （S=1/20） 50cm

Ｎ

H=9.10m

1

1.暗褐色(10YR3/3)粘性土

　しまりやや弱い　

　褐色の土をマーブル状に30%含む

　弥生土器片出土

第　図　SP63平・断面図(S=1/20)

0 2cm(S=1/1)

338

第 図　SP63 出土遺物実測図（S=1/1)

0 （S=1/20） 50cm

Ｎ

H=9.20m

第　図　SP64平・断面図(S=1/20)

0 2cm(S=1/1)

339

第 図　 SP64 出土遺物実測図（S=1/1)

遺物

番号
色調 内径①（mm） 内径②（mm） 外径①（mm） 外径②（mm） 厚①（mm） 厚②（mm） 直径（mm） 備考

338 紺 1.60 1.57 4.91 4.90 2.78 2.34 － 重量0.08g

遺物

番号
色調

内径①

(mm)

内径②

（mm）

外径①

（mm）

外径②

（mm）

厚①

（mm）

厚②

（mm）

直径

（mm）
備考

339 淡青 1.51 1.23 3.21 3.09 2.16 － － 重量0.03g

(5) 柱穴 (SP)

①TAK201506　2区 SP63（柱穴）(第74・75図、図版50，第34表 )

SP63は2区6058グリッドに位置する。長短軸は30㎝×30㎝の円形で深さは20㎝を測る。覆土は１層

で暗褐色粘性土である。この覆土から弥生土器甕胴部小片、ガラス小玉が出土した。338は紺色のガ

ラス小玉で材質はカリガラスである。

②TAK201506　2区 SP64（柱穴）(第76・77図、図版51、第35表 )

SP64は2区6058グリッドに位置する。長短軸は56㎝×56㎝の円形で深さは4㎝と浅くかなりの削平

を受けている。覆土から弥生土器甕口縁部小片、胴部小片とガラス小玉が出土した。339は淡青色の

ガラス小玉で材質はカリガラスである。

第74図　SP63 平・断面図 (S=1/20)

第75図　SP63 出土遺物実測図 (S=1/1)

第76図　SP64 平・断面図 (S=1/20)

第77図　SP64 出土遺物実測図 (S=1/1)

第34表　SP63 出土ガラス小玉観察表

第35表　SP64 出土ガラス小玉観察表

図版50　SP63 出土遺物

図版51　SP64 出土遺物
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340

341

図版　 SP134 出土遺物

H=9.40m

1

1.灰黄褐色土(10YR4/2)しまり強い

　粗粒砂～10㎝大の礫を20%含む

　白色粒、黄色粒を各3%含む

0 （S=1/20） 50cm

第　図　SP134平・断面図(S=1/20)

Ｎ

0 10cm（S=1/3）

340
341

第　図　 SP134 出土遺物実測図（S=1/3)

丹塗り

　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

340 壺 口頸部 ― (2.5) ― ナデ ―
7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

雲母、角閃石、

長石、赤色粒子

頸部に1条の三角凸帯

341 椀形鉢 口縁部 ― (4.6) ― ナデ
ナデ

指圧痕

2.5YR6/8

橙

2.5YR7/1

明赤灰
良

長石、角閃石、

石英

内面に指圧痕

外面に波状文、丹塗り

備考

弥生　1506　SP134出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

③TAK201506　1区 SP134（柱穴）(第78・79図、図版52、第36表 )

SP134は1区6060グリッドに位置する。長軸42㎝、短軸32㎝、深さ24㎝を測る楕円形の平面形を呈

する。覆土は一層で灰黄褐色土でしまりが強い。この覆土から弥生式土器椀形鉢口縁部片、壺口頸部

片、部位不明の小片が出土した。340は壺口頸部片で口頸部に三角凸帯を1条貼り付けている。341は

椀形鉢口縁部片で口縁端部が僅かに残る。内面は指圧痕が残り、外面は波状文が施されている。

(6) 墳墓 (ST)

①TAK201501　4区 ST1（甕棺墓）(第80図、図版53・54、第37表 )

ST1は4区6658グリッドに位置する。墓壙のプランは確認できず甕棺の胴部が直立して検出した。

胴部には上甕の破片が付着して出土した。その他の土器片は甕棺の周辺部と甕棺内部の覆土から出土

した。こうした検出状況から甕棺は原位置から動いた状況と思われた。344の下甕を接合、復元する

と口径27.4㎝、器高55.2㎝、底径8.4㎝、胴部最大径は中央やや上位で43.5㎝を測る。口縁部は短く、

くの字を呈し端部は方形を呈する。口頸部に2条の三角凸帯を有す。内外面は縦、斜め方向にハケメ

調整を施す。底部はやや凹気味である。上甕は2個体の壺口縁部片、胴部片を蓋にしていた。343は

壺口縁部片で口縁部の内側に僅かにつまみ出しを行っている。口縁部はやや斜め方向に整形され端部

は欠損している。口頸部に三角凸帯を1条巡らせる。342、343は別個体の胴部片である。いずれも2

条の刻目三角凸帯を有する。内外面は縦、斜め方向にハケメ調整を施す。上甕、下甕の接合、復元か

らこの甕棺は覆口式の甕棺で時期は後期前半と考えられる。

第78図　SP134 平・断面図 (S=1/20)

第79図　SP134 出土遺物実測図 (S=1/3)

第36表　SP134 出土土器観察表

図版52　SP134 出土遺物
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覆口  

覆口  

覆口

後期前半　外面一部丹塗り

覆口  

図版　ST1 遺構状況

第37表　ST1 出土土器観察表

342

343

344

図版　ST1 出土遺物

図版53　ST1 遺構状況

図版54　ST1 出土遺物
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0 20cm(S=1/5)

342

343

344

丹塗り

第80図　ST1 出土遺物実測図 (S=1/5)
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②TAK201506　2区 ST1（甕棺墓）(第81・82図、図版55・56、第38表 )

ST1は2区6058グリッドに位置する。墓壙は長軸（南北）

57㎝、短軸（東西）50㎝、深さ45㎝ +を測り、平面プラン

は不正楕円形を呈する。器高45㎝程で27°の傾斜で南北

方向に設置されていた。甕棺の斜め安置を行うため拳大

の礫を使用している。上甕は台付甕の脚部を打ち欠いて

下甕（壺）に被せた覆口式の甕棺である。甕棺の規模から

乳幼児用であろう。345は上甕で台付甕の脚部だけが欠

損している。口縁部は、くの字で器壁は薄い。胴部はや

や丸く最大径は中央やや上位にある。内外面は縦方向の

ハケメ調整を施す。346は下甕（壺）で口縁部は短く外反

し端部は丸い。胴部は丸く、中央部に2条の刻目三角凸

帯を有す。胴部最大径は中央よりやや上位で全体的に丸

い形状である。内外面に縦、斜め方向にハケメ調整を施

す。底部は平底で、その近くに不正形の穿孔を有す。時

期は上甕、下甕（壺）から後期前半頃と考えられる。

ST1 検出②（北西から）

ST1 検出（西から）

ST1 検出②（西から）

ST1 検出②（北から）

図版　ST1 遺構状況

H=9.40m

Ⅳa
Ⅳa

1

1

S

X=
-4
61
2.
5

Y=
41
59
4

Ｎ

1.褐色土(10YR4/4)

　やや粘性を帯びる

　炭化物がごく微量みられる

第　図　ST1平･断面図(S=1/20)

0 50cm

第81図　ST1 平・断面図 (S=1/20)

図版55　ST1 遺構状況
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0 10cm(S=1/4)

345

346

第 図　ST1 出土遺物実測図（S=1/4)

丹塗り

　外面一部丹塗り

第82図　ST1 出土遺物実測図 (S=1/4)

第38表　ST1 出土土器観察表
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345

346

図版　ST1 出土遺物

図版　ST2 遺構状況

完掘 (北東から）棺内朱下甕検出 (北から）

堀方完掘 (北西から）断面 (北東から） 堀方完掘 (北東から）

③TAK201506　3区 ST2（甕棺墓）(第83・84図、図版57・58、第39表 )

ST2は3区5856グリッドに位置する。墓壙は長軸1.05m、短軸0.80m、深さ0.45m+で平面プランは楕

円形を呈する。墓壙中央に甕棺を42°に傾斜させ設置させ、口縁部に粘土を設置させ石蓋で閉塞し

ている。甕内部側面には丹塗りが施されていた。347は短い口縁部で、くの字口縁を呈し端部は丸い。

胴部に1条の三角凸帯を貼り付ける。胴部最大径は中央やや上位にある。中央部やや下位に7×2㎝の

穿孔を有す。外面は縦方向にハケメ調整を施す。底部は平底で器壁は厚い。時期は後期前半頃であろ

う。福岡県筑紫野市道場山遺跡出土のK96下甕に類似する。

図版56　ST1 出土遺物

図版57　ST2 遺構状況
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第83図　ST2 平・断面図 (S=1/20)

B

H=9.20m

B'

1

粘土範囲

下端

B B'

AH
=
9
.
2
0
m

A
'

B B'

X=-4597Y=41574

X=-4597Y=41574

A
A
’

粘土範囲

板石

棺内赤色顔料③棺内赤色顔料②

棺内赤色顔料⑤(範囲)

棺内赤色顔料④
棺内赤色顔料①(範囲)

炭化物

棺
内
赤
色
顔
料
①
(
範
囲
)

棺
内
赤
色
顔
料
⑤
(
範
囲
)

棺
内
赤
色
顔
料
②

棺
内
赤
色
顔
料
④

棺
内
赤
色
顔
料
③

炭
化
物

A
A
’

棺内赤色顔料④ 棺内赤色顔料③

炭化物

棺内赤色顔料①(範囲)

棺内赤色顔料②

棺内赤色顔料⑤(範囲)

1

Ｎ

1.暗褐色土(10YR3/3) 粘性土　しまりややあり
目張り部分：にぶい黄褐色土(10YR4/3)　非常に粘性の強い土甕の蓋を粘着する用途で用いていると思われる

朱

0 1m（S=1/20）

第　図　ST2平･断面図(S=1/20)

123



347

図版　ST2 出土遺物

0 10cm(S=1/4)

347

第 図　ST2 出土遺物実測図（S=1/4)

丹塗り

第84図　ST2 出土遺物実測図 (S=1/4)

図版58　ST2 出土遺物
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断面 (上部 )( 北から )

上面堀方

上甕出土状況 (北から )

下甕検出状況 (北から )

外 一部

X=
-4
60
2

Y=41577

1
1

B
’

B

1

1

A’

A

H=9.20m

H
=
9
.
2
0
m

B
’

B

A’A

目張り範囲

掘り方①

掘り方②

下端

SP

推定ライン

SP

目
張
り
範
囲

S
P

Ｎ

1.黒褐色土(10YR2/3)粘性土
　しまりやや強い
　白色粒2%、橙色粒1%、
　1mm～5mm大の炭化物ブロック3%、
　小礫～拳大の礫を10%含む
目張り部分：にぶい黄褐色土(10YR4/3)
　　　　　　非常に粘性の強い土
　甕の蓋を粘着する用途で用いていると思われる 0 1m（S=1/20）

目張り範囲

④TAK201506　3区 ST3（甕棺墓）(第85・86図、図版59・60、第40表 )

ST3は3区6056グリッドに位置する。墓壙は長軸0.60m、短軸0.50m、深さ0.40m+を測る。甕棺（壺）

は40°傾斜させて設置していた。上、下甕は完形品で、上甕（壺）は底部及び胴部を打ち欠いて下甕に

被せ、接合部に目張りを施した、覆口式甕棺である。348は上甕（壺）で壺の胴部から底部片で、胴部

に2条の三角凸帯を施す。内外面に斜め方向のハケメ調整を施す。349は下甕（壺）で短い口縁部で外

湾し端部は方形を呈する。口頸部に三角凸帯を有し、胴部中央に刻目三角凸帯を2条貼り付け、胴部

最大径は中央である。内外面は斜め方向にハケメ調整を施す。底部は僅かに凸レンズ状を呈する。下

甕は全体的に丸い形状を呈する。時期は後期前半頃であろう。

第85図　ST3 平・断面図 (S=1/20)

第39表　ST2 出土土器観察表

図版59　ST3 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

348

349

第 図　ST3 出土遺物実測図（S=1/3)

丹塗り

第86図　ST3 出土遺物実測図 (S=1/3)
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348

349

図版　ST3 出土遺物

 

 

内外面一部丹塗り

第40表　ST3 出土土器観察表

図版60　ST3 出土遺物
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⑤TAK201506　4区 ST4（甕棺墓）(第87・88図、図版61・62、第41・42表 )

ST4は4区5852グリッドに位置する。墓壙は長、短軸0.70mを測り、形状は円形を呈する。甕棺（壺）

は墓壙中央で39°の傾斜で設置されている。下甕（壺）は口縁部を打ち欠いて、上甕は底部を打ち欠い

て下甕に被せていた。このことから覆口式甕棺である。また墓壙上面から甕棺を取り囲むように拳大

の円礫を10個ほど検出した。甕棺の中からも検出したことから円礫は甕棺の上に位置していたようで

ある。350は上甕で底部が欠損する。口縁部は、くの字で端部は丸い。口縁部内側に僅かにつまみ出

されている。351は下甕（壺）で口縁部が外されている。肩部から中央部にかけて2条の M字状凸帯を有

す。胴部最大径は中央よりやや上位に位置する。底部は平底である。時期は須玖Ⅱ式、中期後半頃の

所産であろう。352は打製石斧で1/2が欠損する。石材はデイサイトである。

検出 (北西から )

断面 (北東から )

堀方完掘 (北東から )

Y=41520

X=-
458

4

Y=41520

X=-
458

4

A A’

B
B
’

1

1

H
=
9
.
1
0
m

H=9.10m

B

B
’

A A’

サブトレンチ

A A’

Ｎ

1. 灰黄褐色 (10YR5/2) 粘質土

　やや強くしまる

  1cm 大の小礫を 1%、3 ～ 5cm の円礫を 10%

　1cm 大のマンガン粒 1% 含む

  

第　図　ST4 平･断面図 (S=1/20)

0 （S=1/20） 50cm

第87図　ST4 平・断面図 (S=1/20) 図版61　ST4 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

350

351

352

丹塗り

第88図　ST4 出土遺物実測図 (S=1/3)

129



350

351

352

図版　ST4 出土遺物

内外面一部丹塗り

外面一部丹塗り  口  

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

352 打製石斧 デイサイト 87.0 58.5 17.5 130 1/2欠損

第41表　ST4 出土土器観察表

第42表　ST4 出土石器観察表

図版62　ST4 出土遺物
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南北ベルト (S=1/100)

NR3

NR1

NR4 下層

Ⅵ

Ⅱ

NR7A’NR6A

H=9.00m

NR6A
NR6A’

1 面のとき (NR1 掘削時 )のトレンチ下端

2面のとき (他の NR) のトレンチ下端

H=9.00m

NR7A’NR7A

6456 グリッドトレンチ (S=1/100)

Ⅵ
NR4 下層

NR3

NR4 上層

NR2A

NR2A’

6458 グリッドトレンチ (S=1/100)

NR4 下層

NR3

NR2 断面図 (S=1/100)

カク乱

カク乱

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

NR6(S=1/100) NR7(S=1/100)

U 字溝の下の土
①

②

③(Ⅱ)
④

⑤

12

3

2

Ⅵ3

②’

③’ ④③’

⑤Ⅵ

側溝

カク乱

側溝

カク乱

X
=
-
4
6
4
0

Y=41540

Y=41560

Y=41580

南北ベルト

6458 グリッドトレンチ

6456 グリッドトレンチ

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

NR6A’

NR7A

NR2A
NR2A’

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

調査区外

調査区外

NR4 下層

NR7

NR6

NR2

Ｎ

*NR6,NR7はⅥ層に切り込む最下面のみ検出

調査時の所見
・NR4は上層と下層に分けられる
　本来、上層と下層は別の時期の別の流路であるが、
　検出された範囲がほぼ一致していたことから、上層・下層と名づけて調査した
・NR6は、NR4下層の一部である可能性が高い
　6252グリッドのⅢ層掘削には重機を用いたが、その際、NR6とNR7の上部を掘削し、確認されたのは最下面のみであった

南北ベルト土層:
NR1:NR1断面図と同じ
　　ベルトの東側まで伸びるが、この範囲においては遺物が
    出土し続けたことから、図のNR4下層まで誤って掘り下げた
①:暗褐色(7.5YR3/4)混小円礫土　しまり普通　粘性普通
 　NR1埋土とほぼ同質であるが、小円礫を多く含む
NR4下層:暗褐色(10YR3/3)混礫土　しまり非常に強い　粘性弱い
　　　　直径1㎝程度の小円礫～人頭大までの円礫を非常に多く含む
        小円礫がまとまる箇所と大礫がまとまる箇所があるが、
        円礫の間に挟まって土器小片が多く見られる
NR3:黒褐色(10YR3/2)砂質土　しまり強い　粘性弱い
    小礫を含むが比較的均質である

6456グリッドトレンチ土層：
②:褐色土(10YR4/4) やや粘質を帯びる　しまり弱い
   極細粒砂も混じりきめ細やか
   マーブル状に黄褐色土(10YR5/6)も見られる
   炭化物粒１%、焼土粒１%含有　土師器・須恵器出土
③:黄褐色土（10YR5/6) しまり弱い
   鉄分が沈着し、固く変質している箇所がある　部分的に砂質を帯びる
   直径3cmの円礫を1%含む　弥生土器が出土　Ⅱa-2層として調査
④:黒褐色土(10YR2/2）しまり強い　粘性弱い　砂粒を多く含む
　 ③層の除去後、黒褐色の硬化した土の広がりがおおよそ③層の範囲に見られ、
　 これを④層として掘削し遺物を取り上げた
   この際、⑤層も土の質感が似ていたことから、④層として掘り下げてしまった
⑤:黒色土(10YR2/1) しまり非常に強い　粘性弱い
　 砂質土がベースであるが、黒色の鉱物の沈着によりガチガチに硬い
   ④層との区別がつかず、遺物は黒褐色土として掘り上げた
   遺物は大型の剥片が多く見られ、完形に近い甕等も検出した
NR3：暗褐色土（7.5YR3/3) しまり強い　粘性やや弱い　
　　 土質は比較的均質であるが、人頭大～直径40㎝程度の円礫を含む
NR4上層：暗褐色土(10YR3/3) しまり普通　粘性やや強い
　　　小～拳大の大小様々な円礫を多く含む
NR4下層：暗褐色混礫土(10YR3/3) しまり非常に強い 粘性弱い　遺物を多く含む

NR2土層：
1.にぶい黄褐色土(10YR4/3)
  しまりやや強い　粘性やや強い　
　鉄分あるいはマンガン粒が網目状に見られる
  小～人頭大の円礫を含む
2 灰黄褐色土(10YR4/2)　しまりやや強い　粘性やや強い
  1層とほぼ同質であるが、
  1層に比べてやや灰色がかった色調を呈す
3.黒褐色土（10YR3/2）　しまりやや強い　粘性強い
  マンガン粒が多く見られる  小～人頭大の円礫をやや多く含む

6456グリッドトレンチ土層：
②’:6456グリッドトレンチの②層に黄褐色土(10YR5/6)が
     マーブル状に混じる箇所とサンドイッチ状になる箇所がある
     土師器片出土
③’:6456グリッドトレンチの③層と同じだが、
　　 混入する礫の大きさが直径５cmを超えるものがある
④  :6456グリッドトレンチ④層と同じ
⑤  :6456グリッドトレンチ⑤層と同じ
NR3 :6456グリッドトレンチNR3と同じ
NR4下層：6456グリッドトレンチNR4下層と同じ

第　図 NR2・NR4 下層・NR6・NR7 平面図 (S=1/300)・断面図 (S=1/100)

0 2m（S=1/100）

0 10m（S=1/300）

(7) 自然流路 (NR)

第89図　NR2・NR4下層・NR6・NR7 平面図 (S=1/300)・断面図 (S=1/100)
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NR4 下層

NR7 NR6

NR7
NR6

NR4 下層

NR4
上層・下層

NR2
NR3 及び
NR4
上層・下層

NR6
NR7

南北ﾍﾞﾙﾄ

6456G
ﾄﾚﾝﾁ

6458G
ﾄﾚﾝﾁ

図版　NR2・NR4 下層・NR6・NR7 遺構状況

NR4 完掘状況 (西から )
( 写真手前が南北ベルト）

NR4 下層完掘状況 (東から )
( 写真手前が 6458G トレンチ）

NR4 上層・下層完掘 (東から )
( 写真手前が 6456G トレンチ）

NR6 検出状況 (西から )

NR6・NR7 完掘状況 (西から )

航空写真

353 354 355

図版　 NR2 出土遺物

0 10cm（S=1/3）

353
354 355

第 図　 NR2 出土遺物実測図（S=1/3)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

353 壺 胴部 ― (2.2) ― ナデ ハケメ後ナデ
5YR7/3

にぶい橙

5YR7/3

にぶい橙
良

石英、褐色粒子、

角閃石

354 壺 ― (3.8) ―
ハケメ

ナデ

ミガキ

ナデ

5YR6/4

にぶい橙

5YR7/4

にぶい橙
良 石英、褐色粒子

1条の三角状凸帯

355 広口壺 口縁部 ― (3.0) ― ナデ ナデ
5PB5/1

青灰

5PB6/1

青灰
良

石英、長石、

褐色粒子
1条の沈線有

備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

口縁部

①TAK201604　NR2 (自然流路) (第89・90図、図版63・64、第43表 )

NR2は6456グリッドに位置する。規模は長さ12m、幅3m、深さ50㎝を測る。流路の方向は東から西

に流れている。遺物は覆土からの出土である。353は壺胴部片で三角凸帯を1条巡らす。354は土師器

甕の口縁部片である。口縁部は直線的で口縁端部は方形である。口縁端部外面は僅かに稜を成す。外

面は僅かにハケメ調整が残る。内燃はナデ調整を行い丁寧な仕上げである。355は須恵器広口壺の口

縁部片である。中位に1条の沈線を巡らす。

第90図　NR2 出土遺物実測図 (S=1/3)

第43表　NR2 出土土器観察表

図版63　NR2・NR4下層・NR6・NR7 遺構状況

図版64　NR2 出土遺物

132



0 10cm（S=1/3）

356 357

358
359

360

361

362

第 91 図　  1604 NR4 下層出土遺物実測図 (S=1/3)

356
357

358

359 360

361 362

図版　 NR4 下層出土遺物

②TAK201604　NR4下層 (自然流路) (第89・91図、図版63・65、第44表 )

NR4下層は6252、6254、6256、6454、6456、6458グリッドに位置する。長さ約18m、幅約1.2～2.7m、

深さは30㎝を測る。出土遺物は覆土からの出土である。356は弥生土器甕の口縁片である。くの字

口縁を呈し、口縁端部は平らである。内外面は強いハケメ調整を施す。357は土師器の甕で口縁部～

胴部片である。口縁部は、くの字で端部はやや尖る。屈曲部内側は稜を成す。内外面に丹塗りを施

す。358は弥生土器で壺の口縁部～頸部片である。口縁部は僅かに外反しながら立ち上がり端部は丸

い。口縁部中央でやや肥厚する。359～361は弥生時代後期の器台で筒部中央付近の破片である。透

かし又は中央沈線が残存する。362は高杯脚部片である。穿孔は2穴残存することから推定4穴が考え

られる。ナデ調整を行っており丁寧な作りである。

第91図　NR4下層 出土遺物実測図 (S=1/3)

図版65　NR4下層 出土遺物
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363 364
365

366 367 368 369

370

図版　 NR6 出土遺物

0 10cm（S=1/3）

363
364 365

366

367 368 369 370

第 図　 NR6 出土遺物実測図（S=1/3)

③TAK201604　NR6（自然流路) (第89・92図、図版63・66、第45表 )

NR6は調査区の西端6252グリッドに位置する。規模は長さ11m+、幅1.2m、深さ20㎝ +を測る。流路

の方向は東から西に流れている。遺物は覆土から出土した。363～366は弥生式土器で甕の口縁部片

である。363は頸部から大きく外湾し、口縁端部は内側で僅かに凹状になり端部は丸い。364は、く

の字状口縁で口縁部は直線的で端部は方形である。365は口縁端部が欠損する。366は短く直線的に

外傾し端部は丸い。367は壺の胴部小片で刻み目凸帯が2条巡る。368は高杯の杯部～脚部片である。

369は台付甕の脚部片である。370は縦長の土製品で器種は不明である。

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

363 甕 口縁部 ― (3.4) ― ナデ ナデ
7.5YR8/4

浅黄橙

7.5YR8/6

浅黄橙
良 長石、石英

364 甕 口縁部 ― (3.4) ― ナデ ナデ
10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良 長石、石英、雲母

365 甕 口縁部 ― (2.7) ― ナデ ナデ
10R6/6

赤橙

10R6/8

赤橙
良 長石

366 甕 口縁部 ― (2.2) ― ミガキ後ナデ ミガキ後ナデ
10YR3/4

暗褐

10YR4/3

にぶい黄褐
良

長石、角閃石、

赤色粒子

367 胴部 ― (3.8) ―
強いナデあるいはミガキに

より全面に光沢がある

強いナデあるい

はミガキ

7.5YR1.7/1

黒

7.5YR7/3

にぶい褐
良 長石、石英 刻み目凸帯2条有

368 高杯
坏部

～脚部
― (3.0) ― ナデ ハリツケ

10YR8/4

浅黄橙

7.5YR8/4

浅黄橙
良 長石、石英、雲母

369 台付甕 脚部 ― (4.1) ― ハケメ後ナデ ケズリ
5YR6/6

橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良

雲母、長石、

角閃石、赤色粒子

370 不明 不明 ― (5.2) ―
ナデ

沈線
ナデ

7.5YR8/3

浅黄橙

7.5YR8/3

浅黄橙
良 長石、石英 縦長土製品

備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

壺

第92図　NR6 出土遺物実測図 (S=1/3)

第44表　NR4 下層出土土器観察表

第45表　NR6 出土土器観察表

図版66　NR6 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

356 甕 口縁部 ― (7.5) ―
ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

7.5YR7/4

にぶい橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 長石、石英

357 甕
口頸部

～胴部
― (6.6) ― ナデ ナデ

2.5YR6/8

橙

2.5YR6/8

橙
良 長石、赤色粒子 丹塗り

358 壺
口縁部

～頸部
(18.3) (8.1) ― ナデ ナデ

7.5YR6/3

にぶい褐

7.5YR7/3

にぶい橙
良

金雲母、長石、

石英
後期後半・下大隈新段階　　直口壺

359 器台
筒部

～裾部
― (7.8) ― ナデ ハケメ後ナデ

10YR8/4

浅黄橙

7.5YR8/6

浅黄橙
良 長石、石英 肥前型　中央部に浅い沈線

360 器台
筒部

～裾部
― (7.2) ― ナデ ナデ

5YR8/3

浅橙

5YR7/8

橙
良

長石、石英、

角閃石、赤色粒子
肥前型　中央部に浅い沈線

361 器台 筒部 ― (8.6) ― ナデ ハケメ後ナデ
7.5YR7/8

黄橙

5YR7/8

橙
良

長石、石英、

赤色粒子

362 高杯
坏部

～脚部

基部径

(3.2)
(6.3) ― ナデ ナデ

5YR7/4

にぶい橙

5YR7/6

橙
良 長石 4c　穿孔2ヶ所残存

備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土
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口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

371

― ― ナデ
2.5YR6/4

にぶい橙

2.5YR6/6

橙
良372

小型甕
口縁部

～胴部
― (3.7) ― ナデ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/2

明褐灰
良

石英、雲母、長石、

角閃石、赤色粒子

備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

石英、長石、雲母器台 裾部 (2.9) ナデ

371 372

図版　 NR7 出土遺物

0 10cm（S=1/3）
371 372

第 図　 NR7 出土遺物実測図（S=1/3)

④TAK201604　NR7 (自然流路) (第89・93図、図版63・67、第46表 )

NR7は調査区西側の6252グリッドに位置する。NR6と隣接する。この2本の自然流路は重機で掘削

し、その際NR6、7の上面を掘削し最下面のみの検出となった。遺物は最下面から弥生式土器が数十点、

土師器が数点出土した。371は小形の甕口縁部～胴部の破片で口縁部の外側への張り出しはかなり摩

耗している。内外面はローリングにより粗い。372は器台裾部片である。胎土はローリングにより粗

い。多くの砂粒を含む。

第93図　NR7 出土遺物実測図 (S=1/3)

第46表　NR7 出土土器観察表

図版67　NR7 出土遺物
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(8) 弥生時代　包含層出土遺物

弥生時代の包含層遺物は、201501調査区、201502調査区、201506調査区から出土した遺物と既刊

の『竹松遺跡』Ⅰ～Ⅳ（TAK201202、201302、201303、201604調査区）の発掘調査報告書で遺構、包含

層出土遺物で掲載予定だった数十点を追加掲載する。以下2015年度調査の遺物から順に説明する。

①TAK201501調査区　包含層出土遺物（第94〜96図、図版68・69、第47・48表）

373～385は壺の口縁部～胴部片である。373は口縁部～口頸部片である。口縁端部は欠損し口頸部

に二条の凸帯を有す。374は口縁部片で、口縁部は外反し端部は方形を呈し、刻み目を施す。外面の

一部は僅かに斜め方向にハケメ調整を施す。375～377、379、381は直口壺の口縁部～胴部片である。

376以外は直線的に外傾し端部は丸い。外面はハケメ調整を施し内面は削りを施す。376は口縁端部

が短く僅かに反り端部は丸い。377は内外面に丹塗りを施す。378は二重口縁壺の口縁部～胴部片で

ある。口縁端部は短く立ち上がり端部は丸い。379は、くの字口縁で端部は丸い。380は広口の短頸

壺で底部が欠損する。外面は薄い削り痕が残り、内面はハケメ調整が残る。381の口縁部は僅かに外

傾し端部は丸い。外面は薄いハケメ調整を施す。382～384は複合口縁壺の口縁部片である。拡張部

はやや丸く、屈曲部に稜を成す。385は短頸壺でほぼ完形である。外面はハケメ調整を施す。底部は

僅かに凸レンズ状を呈する。時期は後期前半頃か。386は甕の口縁部〜胴部片で、口縁部の形状から

黒髪式土器である。口縁部は斜め方向に立ち上がり端部は丸い。387は台付甕の口縁部〜胴部片、脚

台部片である。口縁部はやや斜め方向に外傾し端部は丸い。内面に短くつまみ出しを行っている。口

縁部の形状から黒髪式土器である。時期は後期前半頃であろう。388、389は甕の底部片で平底である。

388は僅かに凹状を呈す。390は台付甕の脚台部である。391は高杯の脚部片で開きはやや大きい。穿

孔は現存で4ヶ所が確認できる。392は甕の底部片である。尖り底である。393は鉢で口縁部～底部に

かけての破片で1/2が残存する。口縁部は内湾しながら立ち上がり端部は細く丸い。394は器台の口

縁部片である。口縁部外側に円形の文様と刻み目を有す。395、396は器台片である。396は筒部～裾

部片である。内外面は縦方向のハケメ調整を施す。395は筒部片で中央の透かし部分である。内面は

ハケメ調整を施す。397は祭祀用の壺で口縁部～底部までの破片である。図面上で復元を行った。復

元器高は25.9㎝、底径は6.0㎝である。口縁部は大きく外反し端部は丸い。口頸部に凸帯を1条有し、

胴部にも2条の三角凸帯を有す。底部はやや凹状である。外面は丁寧な磨きを施し、内面は縦方向に

ハケメ調整を施している。口縁部内側から外面全体に丁寧な丹塗りを施している。398はミニチュア

の高杯脚部片である。脚部の開きは狭く端部はやや尖る。399～401は石包丁片で、全て片刃である。

399～401の石材はサヌカイトである。402は紡錘車で一部欠損する。石材は結晶片岩で46.88ｇである。

403は棒状有溝石錘で完形品である。縦方向に1条の溝を有する。石材は滑石で23.15ｇを測る。
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第94図　TAK201501調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その1(S=1/3)
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第95図　TAK201501調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その2(S=1/3)
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第 図　TAK201501 調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その 3（S=1/3)
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図版　TAK201501 調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その 1

第96図　TAK201501調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その3(S=1/3)

図版68　TAK201501調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その1
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図版　TAK201501 調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その 2図版69　TAK201501調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その2
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②TAK201502調査区　包含層出土遺物（第97・98図、図版70・71、第49・50表）

404～412は壺の口縁部～胴部片である。404は口縁部片で直線的に外傾し端部付近で、短くやや

尖る。405は口縁部片で端部は上方向につまみ上げ尖る。406、407は口縁部片である。口縁部は短

く外傾し端部は僅かに上方向につまみ上げ端部は丸い。408は口縁部が短く外反し端部は丸い。外面

は斜め方向にハケメ調整をし、丹塗りを施す。409は口縁部が穏やかなくの字状を呈し、端部は丸い。

410、411は複合口縁壺の口縁部片である。拡張部はやや丸く端部は丸い。屈曲部は稜を成す。411は

内外面に丹塗りを施す。412は口頸部～胴部片である。頸部で三角凸帯を一条有す。内外面はハケメ

調整を僅かに残し、外面は丹塗りを施す。413は胴部片で三条の凸帯を施す。414、415は甕の口縁部

～胴部片である。414は、くの字口縁で端部は方形を呈する。415は直線的な口縁部を僅かに立ち上

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

373 壺
口縁部

弥生 ― (8.1) ― ナデ ナデ
2.5YR6/4

にぶい橙

5YR6/4

にぶい橙
良

長石、石英、

赤色粒子
1区 6248

2層下

礫直上

口頸部に二条の凸帯

口縁端部欠損

374 壺 口縁部 弥生 (21.2) (5.3) ― ハケ後ナデ ナデ
10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良 角閃石、雲母 3区 6454 2層 口縁端部に刻目あり

375 壺 口縁部 弥生 (11.7) (13.0) ―
ハケ後一部ナデ

消し
ヘラケズリ後ナデ

5YR7/6

橙

5YR7/6

橙
良

長石、石英、

赤色粒子
3区 6452 3a層 直口壺

376 壺
口縁部

～胴部
弥生 (13.6) (9.4) ― ハケメ

ナデ

指圧痕あり

7.5YR8/6

浅黄橙

5YR7/8

橙
良

長石、赤色粒子

砂粒を含む
3区 6452 3a層 直口壺

377 壺
口縁部

～胴部
弥生 (12.2) (6.8) ― ナデ ナデ

7.5YR8/6

浅黄橙

5YR7/6

橙
良

長石、雲母、

赤色粒子、褐色粒子
3区 6452 3a層 内外面丹塗り　直口壺

378 壺
口縁部

～胴部
弥生 (15.6) (11.7) ― ナデ ケズリ

5YR7/4

にぶい橙

5YR7/6

橙
良 長石、角閃石

4区1864

6-P28

2層下

礫層(3c)
二重口縁

379 壺
口縁部

～胴部
弥生 (15.2) (7.3) ― ナデ ナデ

7.5YR7/6

橙

10YR8/4

浅黄橙
良 長石、赤色粒子 2区 6250 3層 直口壺

380
広口

短頸壺

口縁部

～胴部
弥生 (16.4) (16.１) ― ナデ後ケズリ ケズリ後ナデ

7.5y/4

にぶい黄橙

5YR7/6

橙
良 長石、角閃石 4区6858

NR1砂礫

4-P29
口縁部丹塗り

381 壺
口縁部

～胴部
弥生 (14.4) (13.7) ―

ナデ消し

ハケメあり
ヘラケズリ後ナデ

7.5YR8/3

浅黄橙

7.5YR8/3

浅黄橙
良

石英、長石、

褐色粒子
3区 6452 3a層 複合口縁 　　直口壺

382 壺 口縁部 弥生 ― (5.4) ― ハケメ後ナデ ナデ
7.5YR7/6

橙

10YR7/4

にぶい黄橙
良

長石、石英、

角閃石
6区 6662 3層

複合口縁
外面丹塗り

383 壺 口縁部 弥生 ― (3.5) ― ヘラ削り後ナデ ヘラケズリ後ナデ
7.5YR8/3

浅黄橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

石英、角閃石、

赤色粒子
2区6250

流路?

溝？
複合口縁

384 壺 口縁部 弥生 ― (4.0) ― ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ
7.5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良好 角閃石、石英 5区6660

NR1

(暗褐)

複合口縁
内外面丹塗り

385 短頸壺 完形品 弥生 (10.4)
12.6～

13.6

ハケメ後ナデ

ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ

2.5YR6/8

橙

2.5YR6/8

橙
良 角閃石、石英 5区6660

NR1(礫)

南東P-61
ほぼ完形

386 甕
口縁部

～胴部
弥生 (28.2) (11.8) ― ハケメ ナデ

7.5YR4/3

褐

7.5YR4/2

灰褐
良好 角閃石、石英 4区 6658 4層

口縁部
2.5YR6/6

橙

2.5YR6/6

橙

胴部
2.5YR6/6

橙

7.5YR7/4

にぶい橙

底部
7.5YR7/6

橙

7.5YR6/6

橙

388 甕 胴部 弥生 ― (6.7) 6.2 ハケ後ナデ
ナデ

指オサエあり

10YR6/8

赤橙

10YR6/8

赤橙
良好

長石、雲母、

赤色粒子
2区 6250 4層

389 甕 底部 弥生 ― (4.4) (9.4) ナデ
ナデ

指オサエあり

10YR6/3

にぶい黄褐

10YR7/6

橙
良

長石、石英、

褐色粒子
3区 6454 3b層

390 台付甕 脚台部 弥生 ― (7.7) (8.2) ヘラ後ナデ消し ナデ
7.5YR7/8

黄橙

7.5YR7/1

明褐灰
良

長石、角閃石、

雲母、赤色粒子
4区 6456 4層

391 高杯 脚部 弥生 ― (5.1) (11.4) ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ
2.5YR6/8

橙

2.5YR6/8

橙
良 角閃石、石英 5区6662

NR1砂礫  

北5-P57
穿孔あり、外面・内面一部丹塗り

392 甕 底部 弥生 ― (9.9) (0.6) ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ
7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良 角閃石、雲母 4区 6658

2b層

4-P38
尖底

393 鉢
口縁部

～底部
弥生 (16.5) 7.0 ― ケズリ後ナデ消し ケズリ後ナデ消し

5YR7/8

橙

5YR7/6

橙
良好

赤色粒子、石英、

角閃石
2区 6250

4層礫直上

2-P02
1/2残存

394 器台 口縁部 弥生 (5.1) ＿ ナデ ケズリ後ナデ
10YR7/4

にぶい黄橙

10YR7/4

にぶい黄橙
良

白色粒子、黒色粒子、

褐色粒子、灰色粒子
4区 6856

NR01

砂礫

口縁部外側円形文様と刻目あ

り

395 器台 筒部 弥生 ― (8.9) ― ハケメ ハケメ
5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良 角閃石、石英 4区 6656

3層

東西ｻﾌﾞﾄﾚ

透かし部

二条の三角凸帯

396 器台
筒部

～裾部
弥生 ― (12.2) (27.6) ハケメ ハケメ

5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良好

長石、雲母、

赤色粒子
4区 6658

4a層礫上

4-P44

397 壺
口縁部

～胴部
弥生 (25.9) (6.0) ミガキ ハケメ

2.5YR4/6

赤褐

7.5YR7/2

明褐灰
良好

雲母、石英、

角閃石、褐色粒子

4区グリッ

ド不明
4層礫下 外面丹塗り　祭祀用

398 高杯 脚部 弥生 ― (4.5) (5.2)
ナデ

指圧痕あり
ナデ

7.5YR8/4

浅黄橙

7.5YR8/6

浅黄橙
良 石英、褐色粒子

1区 6248

  6448
砂礫層 ミニチュア

層位 備考
遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整

(7.0)

色調
焼成 胎土

出土区

グリッド

387 台付甕 弥生 ― ―
接合　黒髪式土器

後期前半
ナデ ナデ 良好 石英、角閃石 4区 6658 4層

内外面丹塗り

～頸部

遺物

番号
器種 石材 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

399 石包丁 サヌカイト 弥生 32.0 44.0 7.0 14.84 2区 6250 2層 片刃

400 石包丁 サヌカイト 弥生 42.5 (64.5) 5.5 21.46 3区 6454 4層 片刃

401 石包丁 サヌカイト 弥生 58.0 (122.0) 7.0 79.19 4区 グリッド不明 礫下(土ふるい) 片刃

402 紡錘車 結晶片岩 弥生 46.0 48.0 (13.5) 46.88 4区 6656 3層

403 石錘 滑石 弥生 63.5 17.0 15.0 23.15 4区 6656 2層下 完形

第47表　TAK201501調査区 出土土器観察表

第48表　TAK201501調査区 出土石器観察表
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げ、くの字口縁を呈する。端部は丸い。416は壺の胴部で二条の刻み目凸帯を有す。417～423は甕の

底部である。417、418は僅かに凹状である。419、420、423は平底で、421、422はやや凸レンズ状で

ある。424は台付甕の脚台部片である。開きは狭く端部は丸い。時期は後期前半頃であろう。425は

高杯の杯部と脚部の接合部片である。426は長脚高杯の脚部片である。427、428は高杯杯部片である。

口縁部は内湾し、端部は丸い。429は器台片で透かし部付近の破片である。外面はハケメ調整を施

す。430は定形式勾玉で、両面穿孔である。石材はメノウで長さ22㎜、重さ4.19ｇである。431～434

は打製石斧である。いずれも一部が欠損している。石材は431、434がサヌカイト。432がデイサイト。

433が安山岩である。

第97図　TAK201502調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その1(S=1/3)
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第 図　TAK201502 調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その 2（S=1/3)
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図版　TAK201502 調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その 1

第98図　TAK201502調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その2(S=1/3)

図版70　TAK201502調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その1
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口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

404 壺 口縁部 弥生 (14.2) (4.2) ― ハケメ ナデ
10R5/6

赤

10R5/8

赤
良 褐色粒子、雲母 D区 5652 13層土石流層

405 壺 口縁部 弥生 ― (3.6) ― ナデ
口縁部内側下か

らハケメナ・ナデ

5YR7/6

橙

5YR7/7

橙
良 石英 Ａ区 5858

SW1

東側

406 壺 口縁部 弥生 ― (2.4) ― ナデ ナデ
10YR6/4

にぶい黄橙

10YR6/4

にぶい黄橙
良

雲母、角閃石、

赤色粒子、白色粒子
B区

6層礫層直上重

機掘削

407 壺 口縁部 弥生 (12.8) (5.6) ―
ナデ

カキメ

ナデ

ハケメ後ナデ

7.5YR6/6

橙

7.5YR6/6

橙
良

雲母、赤色粒子

角閃石、石英、長石
B区

6層礫層直上重

機掘削

408 壺
口縁部

～胴部
弥生 (13.4) (4.5) ―

ハケメ

ナデ
ナデ

10YR7/4

にぶい黄橙

10YR7/5

にぶい黄橙
良 長石 Ｄ区 5654

南側西

ﾄﾚﾝﾁ
丹塗り

409 壺
口縁部

～頸部
弥生 ― (4.7) ― ハケメナデ消し

ナデ

ヘラ削り

7.5YR6/6

橙

7.5YR6/4

にぶい黄橙
良

長石、雲母、角閃石、

石英、赤色粒子
D区 5652 13層土石流層

410 壺 口縁部 弥生 (13.8) (4.3) ― ナデ ナデ
10YR7/2

にぶい黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良 長石 Ａ区 5858

13層南壁面礫

上褐色土層
複合口縁

411 壺 口縁部 弥生 ― (5.05) ―
ナデ

ハケメ
ハケメ

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 角閃石 D区 5652 13層土石流層 複合口縁　内・外面丹塗り

412 壺
口縁部

～胴部
弥生 ― (4.4) ― ハケメ

ナデ

ハケメ

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR5/1

褐灰
良

角閃石、長石

石英
Ｄ区 5654

13層北側土石

流層

三角状凸帯一条有

外面丹塗り

413 壺 胴部 弥生
胴部径

(17.0)
(4.1) ― ナデ ナデ

10YR6/2

灰黄褐

10YR7/2

にぶい黄橙
良

褐色粒子、角閃石、

石英
A区 5860 13層 凸帯三条有

414 甕
口縁部

～胴部
弥生 (27.4) (9.5) ―

ナデ

ハケメ後ナデ
ケズリ後ナデ

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 角閃石 D区 5654

13層土石流層

内

415 甕
口縁部

～胴部
弥生 ― (5.7) ― ナデ ナデ

5YR4/2

灰褐

10YR5/4

にぶい黄褐
良 角閃石、雲母 A区 5858 6層

416 壺 弥生 ― (9.8) ― ナデ ナデ
10YR7/3

にぶい黄橙

10YR8/2

灰白
良

石英、褐色粒子、

雲母、角閃石
A区 5858 － 二条の刻目凸帯有

417 甕 底部 弥生 ― (4.8) (8.4) ハケメ後ナデ ハケメ
7.5YR8/3

浅黄橙

7.5YR8/3

灰白
良 長石、石英 A区 5860 －

418 甕 底部 弥生 ― (5.0) (6.0)
ナデ

摩耗激しい

ナデ

摩耗激しい

10YR8/4

浅黄橙

5YR7/6

橙
良

長石

砂粒を多く含む
A区 5860 －

419 甕 底部 弥生 ― (5.0) (6.0) ナデ ケズリ後ナデ
10YR7/3

にぶい黄橙

10YR4/1

褐灰
良 角閃石、結晶片岩 A区 5860 －

420 甕 底部 弥生 ― (2.2) 5.0 ハケメ ハケメ
10YR7/3

にぶい黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良

赤色粒子、角閃石、

石英、長石、雲母
A区 5856 3層

421 甕 底部 弥生 ― (2.8) (3.4) ハケメ ナデ
7.5YR5/3

にぶい褐

10YR3/1

黒褐
良 角閃石、石英 A区 5858 礫撤去中

422 壺 底部 弥生 ― (1.2) (1.2) ナデ －
7.5YR7/3

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 長石、石英、雲母 A区 5856

4A層

水田②

423 甕 底部 弥生 ― (6.8) ― ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ
10YR7/4

にぶい黄橙

7.5YR7/6

橙
良 石英、角閃石 D区 5652 13層土石流層

424 台付甕 脚台部 弥生 ― (3.0) 9.6 ナデ ナデ
7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良好

赤色粒子、角閃石、

長石、石英
A区 5856

4A層

南ﾄﾚﾝﾁ
後期前半頃

425 高杯
坏部

～脚部
弥生

脚部径

3.0
(2.7) ― ナデ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

石英、長石、

赤色粒子
A区 5856 13層

426
長脚高

杯
脚部 弥生

最小柱径

4.4
(13.2) ― ナデ －

7.5YR6/2

灰褐

7.5YR6/2

灰褐
良

石英、角閃石

長石
Ｂ区 5656 6層

427 高杯 坏部 弥生 ― (3.4) ― ナデ
ナデ

ヘラケズリ

7.5YR5/6

明褐

7.5YR5/6

明褐
良 雲母、石英 Ｄ区 5652 13層土石流層

428 高杯 坏部 弥生 ― (3.8) ― ハケメ後ナデ ナデ
5YR6/6

橙

10YR6/4

にぶい黄橙
良 石英 D区 5654 13層土石流層

429 器台 筒部 弥生
基部径

(6.6)
(3.3) ―

透かし

ハケメ
ナデ

2.5YR6/4

にぶい橙

2.5YR5/6

明赤褐
良好 赤色粒子、石英 D区 5654 北側清掃中

ミニチュア

肥前型器台

備考
遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整 色調
焼成 胎土

出土区

グリッド
層位

胴部

内外面丹塗り

圧痕あり

遺物

番号
器種 石材 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

430 勾玉 メノウ 弥生 22.0 17.0 8.0 4.19 A区 5860 － 定型式勾玉

431 打製石斧 サヌカイト 弥生 10.5 62 24.5 165 D区 5652 13層土石流層

432 打製石斧 デイサイト 弥生 93.5 59 11.5 90 A区 5860 13層

433 打製石斧 安山岩 弥生 52.5 47 14.5 45 A区 5860 7層粘土層直上

434 打製石斧 サヌカイト 弥生 87.0 58.0 13.0 90 A区 5858 北トレンチ －

③TAK201506調査区　包含層出土遺物（第99・100図、図版72・73、第51〜53表）

435～439は甕の口縁部～胴部、底部の破片である。435～437は、くの字口縁で内外面がハケメ調

整を施す。端部は丸く、436は方形である。438～447は口縁部の断面である。439、441、444、447は

黒髪式土器で口縁端部は丸い。時期は後期初頭～前半頃か。442、446は口縁部が水平で逆Ｌ字状を

呈する。時期は中期後半～末頃か。440、443は肥厚した口縁部でやや斜め方向に立ち上がる。時期

は中期末～後期初頭頃であろう。448は台付甕の脚台部である。脚台部は肥厚し開きは狭い。端部は

丸い。449は鉢の口縁部片で口頸部付近に刻み目凸帯を一条有す。端部は丸い。早期か。450は広口

壺の口縁部～体部片である。口縁部は細くやや尖る。内外面に薄いハケメ調整を施す。451は壺又は

甕の胴部片である。一条の三角凸帯を有す。凸帯の前後は縦方向のハケメ調整を施す。452は広口の

短頸壺の口縁部～胴部片である。口縁部は、くの字状に短く外傾し端部は丸い。外面は縦方向にハ

ケメ調整、内面は削り痕を施す。453は袋状口縁壺の口縁部片である。端部は丸い。454は壺又は甕

の底部片で平底である。内面はハケメ調整を施す。455は鉢の口縁部～体部片である。外面は僅かに

第49表　TAK201502調査区 出土土器観察表

第50表　TAK201502調査区 出土石器観察表
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縦方向にハケメ調整を施し、内面は僅かな削り痕が残る。456は鉢か椀で口縁部～体部片である。口

縁部は短く外反し端部は尖る。内面は僅かにハケメ調整が残る。457は椀で体部～底部片である。内

外面は丹塗りを施す。458、459は椀の口縁部～体部片である。体部～口縁部へは内湾し端部は丸い。

460はミニチュア土器の椀で、完形品である。461、462は器台の筒部中央付近の破片である。透かし、

中央部の沈線が残る。463～468は石包丁の破片である。穿孔部付近からの欠損が目立つ。463は両刃、

464～468は片刃である。

469～471はガラス小玉で469と471は淡青色、470は紺色でいずれもカリガラスである。472は両面

が凹石である。

0 10cm（S=1/3）

435 436

437

438

439 440 441 442 443

444 445 446 447 448

449 450 451

452

453

454
455

第 図　TAK201506 調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その 1（S=1/3)

丹塗り

スス

第99図　TAK201506調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その1(S=1/3)
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0 10cm（S=1/3）0 2cm(S=1/1)

463 464
465

466 467

468

469 470 471

472

第 図　TAK201506 調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その 2（S=1/3,No.35 ～ 37 のみ S=1/1)

丹塗り

456

457

458
459

460

461
462

435

436

437

438
439

440 441 442

図版　TAK201506 調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その 1

第100図　TAK201506調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 その2（S=1/3,No.469～471のみ S=1/1)

図版72　TAK201506調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その1
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図版73　TAK201506調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その2

463
464 465

466 467

468

469
470 471

472

図版　TAK201506 調査区 弥生時代包含層 出土遺物 その 2
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口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

435 甕 口縁部
弥生中期

後半
(28.6) (6.4) ― ハケメ ヘラケズリ

7.5YR6/3

にぶい褐

7.5YR7/2

明褐灰
良 長石、雲母 3区 5856 2～3層

436 甕 口縁部
弥生中期

後半
― (4.2) ―

ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

7.5YR8/4

浅黄橙

7.5YR8/6

浅黄橙
良 長石 3区 5856 2～3層

437 甕 口縁部 中期 (23.6) (8.9) ― ハケメ ハケメ
7.5YR7/4

にぶい橙

5YR7/4

にぶい橙
良 長石、雲母

1区 6058

  6060

北壁ﾄﾚﾝﾁ

4層

438 甕 口縁部 弥生中期 (24.0) (4.2) ― ナデ ナデ
5YR3/1

黒褐

5YR4/1

褐灰
良 石英 3区 5856 2～3層 方形

439 甕 口縁部 弥生中期 ― (8.9) ― ナデ ナデ
10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良 角閃石、長石、石英 2区 6058 4層

440 甕 口縁部 弥生中期〜 ― (3.9) ― ナデ ナデ
7.5YR8/4

浅黄橙

2.5Y8/2

灰白
良好 長石、石英 3区 6056 2～礫層 中期末～後期初頭

441 甕 口縁部 弥生中期 (3.8) ― ナデ ナデ
10YR8/3

浅黄橙

10YR7/2

にぶい黄橙
良 長石、雲母、角閃石 4区 5650 2層

442 甕 口縁部 弥生中期 ― (4.3) ― ナデ ナデ
5YR5/8

明赤褐

5YR5/8

明赤褐
良 石英、長石、雲母 1区 6060 4層 丹塗り

443 甕 口縁部 弥生中期〜 (6.2) ― ナデ ナデ
7.5YR6/3

にぶい褐

7.5YR4/3

褐
良

雲母、角閃石、

白色粒子、赤色粒子
4区 5650 3a層 中期末～後期初頭

444 甕 口縁部 弥生中期 ― (4.7) ― ナデ ナデ
10YR4/1

褐灰

10YR7/3

にぶい黄橙
良

長石、雲母、

角閃石
4区 5650 4a層 黒髪式土器

445 甕 口縁部 弥生中期 (3.0) ― ナデ ナデ
10YR7/3

にぶい黄橙

10YR8/2

灰白
良 長石、雲母 4区 5652 礫直上

446 甕 口縁部 弥生中期 ― (4.7) ― ナデ ナデ
10YR3/3

暗褐

7.5YR7/3

にぶい褐
良

長石、石英、

角閃石
3区 6056 3層

447 甕 弥生後期 ― (4.3) ― ナデ ナデ
10YR7/3

にぶい黄橙

10YR7/2

にぶい黄橙
良 石英、黒色粒子 3区 6056 3層 後期初頭～前半頃

448 台付甕 脚台部 弥生中期 ― (3.8) 6.8 ナデ ナデ
10YR6/6

明黄褐

5YR4/8

赤褐
良

角閃石、雲母、

白色粒子、黒色粒子
4区 5852 2層

449 鉢 口縁部 弥生早期 (19.0) (5.4) ― ナデ ナデ
5YR5/4

にぶい赤

15YR6/4

にぶい橙
良

長石、金雲母、

角閃石
4区 5650 2層

口頸部付近に1条の刻目

凸帯有

450 広口壺
口縁部

～体部

弥生終末

期～古墳
― (7.5) ―

ナデ消し

指圧痕

ナデ消し

指ナデ

10YR8/3

浅黄橙

7.5YR7/4

橙
良

石英、雲母、

赤色粒子
1区 6062 2～3層

451
壺又は

甕
胴部 後期 ― (5.8) ― ナデ消し ナデ

10YR7/4

にぶい黄橙

7.5YR6/6

橙
良好 長石 2区 6058 4層 一条の三角凸帯

452
広口

短頸壺

口縁

～胴部

弥生後期

前半
― (7.8) ― ハケメ後ナデ ヘラケズリ

2.5YR5/3

にぶい赤褐

2.5YR7/2

明赤灰
良

長石、角閃石、

石英
2区 6058 3～4層

453 壺 口縁部
弥生後期

前半
― (3.2) ― ハケメ後ナデ ナデ

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良

長石、雲母、

角閃石
2区 6058 3～4層 袋状口縁

454
壺又は

甕
底部

弥生後期

前半
― (3.1) (4.6) ナデ消し ハケメ

10YR6/8

橙

5YR7/6

橙
良

角閃石、石英、

黒色粒子
1区 6062 4b層

455 鉢
口縁部

～体部

弥生後期

前半
(11.6) (7.8) ― ナデ

ヘラケズリ後ナ

デ

7.5Y6/2

灰黄

2.5Y3/1

黒褐
良

石英、角閃石、

雲母、長石
1区 6060 4層

456 鉢か椀
口縁部

～体部
弥生後期 (13.0) (3.1) ― ナデ

ナデ

ハケメ

2.5YR5/8

明赤褐

7.5YR7/4

浅黄
良

長石、角閃石、

雲母、赤色粒子
2区 6058 4a層

457 椀？
体部

～底部
弥生後期 ― (4.4) (4.4)

ナデ

ナデ消し
指ナデ

10YR7/2

にぶい黄橙

10YR8/1

灰白
良 石英、長石 4区 5650 3a層 内・外面丹塗り

458 椀
口縁部

～体部

古墳初

頭？
― (3.9) ― ナデ ナデ

10YR6/4

にぶい黄橙

10YR6/6

明黄褐
良

長石、石英、

雲母、赤色粒子
1区 6060 3～4層

459 椀
口縁部

～体部
弥生後期 ― (4.5) ―

ヘラオサエ

指圧痕

ヘラオサエ

指圧痕

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/1

褐灰
良

角閃石、長石、

石英
1区 6060 4層

460
ミニチュア

椀
完形

弥生～古

墳
3.25 (1.4) ― 指圧痕 指オサエ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良

長石、雲母、

砂粒含む
1区 6060 3層

461 器台 筒部 ― (5.0) ― ハケメ ナデ
7.5YR8/4

浅黄橙

7.5YR8/4

浅黄橙
良

石英、長石、

赤色粒子
1区 6062 2～3層 透かし部、沈線有

462 器台 筒部 弥生後期 ― (7.55) ― ナデ ナデ
7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/6

橙
良

長石、石英

赤色粒子
1区 6062 2～3層 透かし部、沈線有

遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整 色調
焼成 胎土

出土区

グリッド
層位 備考

―

―

―

口縁部

弥生後期

外面底部スス付着

遺物

番号
器種 石材 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

463 石包丁 サヌカイト 弥生 33.0 57.0 5.5 17.45 3区 5856　南壁ベルト 3層 両刃

464 石包丁 サヌカイト 弥生 43.0 46.0 6.0 18.00 3区 5856　南壁ベルト 2層 片刃

465 石包丁 安山岩 弥生 37.0 48.5 7.0 23.82 2区 5858 南壁基本土層ﾍﾞﾙﾄ － 片刃

466 石包丁 サヌカイト 弥生 88.5 52.5 8.0 78.81 2区 6058　SL2周辺 － 片刃

467 石包丁 安山岩 弥生 48.5 44.5 5.0 15.92 2区 6058 3～4層 片刃

468 石包丁 サヌカイト 弥生 48.0 72.0 5.5 22.37 2区 6058 4層 片刃

472 凹石 安山岩 弥生 120.5 126.5 76 1280 3区 SX3 － 両面凹有

遺物

番号
色 時代

内径①

（mm）

内径②

（mm）

外径①

（mm）

外径②

（mm）

厚①

（mm）

厚②

（mm）

直径

（mm）

出土区

グリッド
層位 備考

471 淡青 弥生 1.48 0.93 3.53 3.11 1.88 － － 2区 6058 3～4a層 完形　  重量0.028g

469 淡青 弥生 (1.15) － (3.62) － (3.38) － － 2区　6058 SX03-G01 残50%　重量0.03g

470 紺 弥生 1.98 1.47 4.17 3.79 3.39 3.08 － 3区　6056 SX03 完形　  重量0.07g

第51表　TAK201506調査区 出土土器観察表

第52表　TAK201506調査区 出土石器観察表

第53表　TAK201506調査区 出土ガラス小玉観察表
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④TAK201604調査区　包含層出土遺物（第101図、図版74、第54〜56表）

473は器台筒部片である。筒部中央付近の部位で沈線が3条巡る。474は砥石で一部欠損する。石材

は泥岩である。475は3層下面から出土したガラス小玉で紺色のカリガラスである。

0 10cm（S=1/3） 0 2cm(S=1/1)

473

474

475

丹塗り

473

474 475

図版　TAK201604 調査区 弥生時代包含層 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

473 器台 胴部 弥生後期 ― (5.5) ― ナデ ナデ
10YR7/3

にぶい黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良

長石、角閃石、

赤色粒子
6458 2層

3条の沈線

丹塗り

胎土
出土区　  

グリッド
層位 備考

遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整 色調
焼成

遺物

番号
器種 石材 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

474 砥石 弥生 93.5 71.0 27.0 300 6454 U字溝下 一部欠損泥岩

遺物

番号
色調 時代

内径①

(mm)

内径②

（mm）

外径①

（mm）

外径②

（mm）

厚①

（mm）

厚②

（mm）

直径

（mm）

出土区

グリッド
層位 備考

475 紺 弥生 1.45 1.37 3.65 3.43 2.30 － － 5856 3層下面

(9)追加報告

①TAK201303　A5区　SC1（竪穴建物跡）

（長崎県教育委員会2018『竹松遺跡Ⅲ』新幹線文化財調査事務所第6集147頁参照）

476は紺色のガラス小玉で破損している。よって実測はできないため計測値はない。

②TAK201303　B1区　SC123（竪穴建物跡）(第102図、図版75、第57表 )

（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018年153頁参照）

477～493はガラス小玉で紺色が11点、淡青色が6点である。いずれもカリガラスである。SC123か

ら床面及び覆土からの出土で建物内全体からの出土である。

第101図　TAK201604調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 (No.473・474は S=1/3、No.475は S=1/1)

第54表　TAK201604調査区 出土土器観察表

第55表　TAK201604調査区 出土石器観察表

第56表　TAK201604調査区 出土ガラス小玉観察表

図版74　TAK201604調査区 弥生時代包含層 出土遺物
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0 10cm（S=1/3）

494

495

496
497

498

第 図　 TAK201302 祭祀遺構 1出土遺物実測図（S=1/3)

遺物

番号
色調 内径① (mm) 内径② (mm) 外径① (mm) 外径② (mm) 厚① （mm） 厚② (mm） 直径 （mm） 備考

477 紺 1.580 1.432 5.094 － 2.212 － － 重量0.08g

478 淡青 1.463 1.230 3.261 － 1.504 1.811 － 重量0.03g

479 紺 1.879 1.520 4.339 4.189 1.871 2.250 － 重量0.06g

480 淡青 1.269 1.226 3.848 3.715 1.819 2.261 － 重量0.06g

481 紺 0.713 0.567 2.072 1.950 1.140 － － 重量0.00g以下

482 淡青 1.162 1.057 2.924 3.061 1.658 2.058 － 重量0.03g

483 紺 2.119 1.882 5.191 4.576 1.832 2.234 － 重量0.06g

484 紺 1.491 1.198 3.760 3.611 1.605 － － 重量0.04g

485 紺 1.324 0.892 3.090 2.974 1.146 1.410 － 重量0.02g

486 紺 1.405 1.301 3.458 3.564 1.061 － － 重量0.03g

487 淡青 1.376 1.264 3.447 3.229 1.559 － － 重量0.03g

488 淡青 1.173 1.042 3.036 － 2.406 － － 重量0.04g

489 淡青 1.499 － － 5.027 4.844 4.638 － 重量0.16g

490 紺 1.124 0.948 3.086 3.128 1.963 － － 重量0.03g

491 紺 1.203 1.124 3.681 3.544 1.847 － － 重量0.04g

492 紺 1.114 1.025 3.565 － 1.844 － － 重量0.04g

493 紺 0.760 0.797 2.366 2.296 1.868 － － 重量0.02g

第  表　 1303　弥生遺構　SC123出土ガラス小玉器観察表　

0 2cm(S=1/1)

477
478 479 480

481 482

483 484 485

486 487 488
489

490 491 492 493

第 図　 TAK201303 SC123 出土遺物実測図（S=1/1)

477 478 479 480
481 482 483

484 485

486 487 488 489
490 491 492 493

図版　 TAK201303 SC123 出土遺物

③TAK201302　1区　祭祀遺構1(第103図、図版76、第58表 )

（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018年256頁参照）

494～496は刀子片である。494は刃部及び柄部は欠損する。495は刃部の一部か。496は刃部片で先

端部が欠損する。497、498は小形の袋状鉄斧である。2点とも完形である。※遺構は『竹松遺跡Ⅲ』に掲載

第102図　TAK201303 SC123 出土遺物実測図 (S=1/1)

第103図　TAK201302 祭祀遺構1 出土遺物実測図 (S=1/3)

第57表　TAK201303調査区 ガラス小玉出土土器観察表

図版75　TAK201303 SC123 出土遺物
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494

495

496

497 498

図版　 TAK201302 祭祀遺構 1出土遺物

遺物番号 器種 材質 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜) 重量(g) 備考

494 刀子 鉄 43.0 18.0 5.5 4.71

495 刀子 鉄 28.5 13.5 5.0 2.98 刃部・柄部欠損

496 刀子 鉄 67.0 16.0 6.0 片刃　先端部欠損

497 袋状鉄斧 鉄 66.0 44.0 25.0 55.17 完形

498 袋状鉄斧 鉄 52.0 33.0 16.0 36.59 完形

7.91

遺物

番号
色調

内径①

(mm)

内径②

（mm）

外径①

（mm）

外径②

（mm）

厚①

（mm）

厚②

（mm）

直径

（mm）
備考

499 淡青 1.496 1.142 3.946 － 3.648 － － 重量0.09g

499

図版　 TAK201405 SD6 出土遺物

0 2cm(S=1/1)499

第 図　 TAK20405 SD6 出土遺物実測図（S=1/1)

500

図版　 TAK201303 SD11 出土遺物

0 10cm（S=1/3）

500

第 図　 TAK201303 SD11 出土遺物実測図（S=1/3)

　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

500 長頸壺 胴部 ― (3.7) ―
ミガキ　ナデ

重弧文

ナデ

ユビ圧痕

7.5YR5/4

にぶい褐

10YR2/1 黒

7.5YR6/4

にぶい橙
良好

長石、雲母、

角閃石
弥生後期・免田式

備考

弥生　1303　SD11出土土器観察表

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

④TAK201405　3区　SD6(第104図、図版77、第59表 )

（長崎県教育委員会『竹松遺跡Ⅳ』下巻新幹線文化財調査事務所調査報告書第11集150頁参照）

499はガラス小玉でSD6下層から出土した。淡青色のカリガラスである。

⑤TAK201303　A区　SD11(第105図、図版78、第60表 )　

（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018年460頁　中世遺構参照）

500は免田式の長頸壺の胴部片である。胴部は、くの字に屈曲し稜を成す。外面に1重弧文が残る。

内面は指圧痕が残る。

第105図　TAK201303 SD11 出土遺物実測図 (S=1/3)

第104図　TAK201405 SD6 出土遺物実測図（S=1/1)

第58表　TAK201302 祭祀遺構1出土鉄器観察表

第60表　TAK201303調査区 SD11出土土器観察表

第59表　TAK201405調査区 SD6出土ガラス小玉観察表

図版76　TAK201302 祭祀遺構1 出土遺物

図版78　TAK201303 SD11 出土遺物

図版77　TAK201405 SD6出土遺物
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0 2cm(S=1/1)

501

第 図　TAK201202 調査区
　　　 弥生時代包含層
 　　　出土遺物実測図 （S=1/1)

501

図版　TAK201202 調査区
　　　 弥生時代包含層
 　　　出土遺物

⑥TAK201202調査区　包含層出土遺物(第106図、図版79、第61表 )

（長崎県教育委員会編2017『竹松遺跡

Ⅱ』新幹線文化財調査事務所調査報告書第5

集68頁参照）

501は管玉で中心部が一部欠損する。

石材はメノウである。

遺物

番号
器種 石材 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

501 管玉 メノウ 弥生 19.0 3.090 18.960 0.31 1区 8256 3層

遺物

番号
色調 時代

内径①

(mm)

内径②

（mm）

外径①

（mm）

外径②

（mm）

厚①

（mm）

厚②

（mm）

直径

（mm）

出土区

グリッド
層位 備考

502 淡青色 弥生 1.448 1.201 4.120 3.832 3.265 3.593 3.688 4区北 1層 重量0.04g

502

図版　TAK201208 調査区
       弥生時代包含層
       出土遺物

0 2cm(S=1/1)

502

第 図　TAK201208 調査区
       弥生時代包含層
       出土遺物実測図 （S=1/1)

0 10cm（S=1/3）

503

504

第 図　TAK201302 調査区
弥生時代包含層 出土遺物実測図 （S=1/3)

503

504

図版　TAK201302 調査区
弥生時代包含層 出土遺物

⑦TAK201208調査区　包含出土層遺物(第107図、図版80、第62表 )

（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年75頁参照）

502はガラス小玉で淡青色の

カリガラスである。

⑧TAK201302調査区　包含層出土遺物(第108図、図版81、第63表 )

（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018年289頁参照）

503は方頭形鉄鏃で完形である。鏃身部断面は平造りで、鏃身関部は角関である。頸部形は棒状で

無関である。断面はやや楕円である。504は刀子で刃部の一部と柄部の一部が欠損するがほぼ完形で

ある。

図版79 TAK201202調査区
 弥生時代包含層
 出土遺物

図版80 TAK201208調査区
 弥生時代包含層
 出土遺物

第61表　TAK201202調査区 包含層出土管玉観察表

第62表　TAK201208調査区　包含層出土ガラス小玉観察表

第63表　TAK201302調査区 包含層出土鉄製品観察表

図版81　TAK201302調査区
弥生時代包含層 出土遺物

遺物番号 器種 材質 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

503 方頭形鉄鏃 鉄 弥生 103.0 32.5 8.0 32.25 7区　9466 3層 完形

504 刃子 鉄 弥生 137.0 13.5 9.0 34.63 11区　1278 西ベルト2．3層 ほぼ完形

第106図 TAK201202調査区
 弥生時代包含層
 出土遺物実測図 (S=1/1)

第107図 TAK201208調査区
 弥生時代包含層
 出土遺物実測図 (S=1/1)

第108図　TAK201302調査区
弥生時代包含層 出土遺物実測図 (S=1/3)
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0 10cm（S=1/3）

506

507

508

509

第 110 図　TAK201405 調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 （S=1/3)

506

507

508

509

図版　TAK201405 調査区 弥生時代包含層 出土遺物

⑩TAK201405調査区　包含層出土遺物(第110図、図版83、第65表 )

（『竹松遺跡Ⅳ』中巻長崎県教委編2019年290頁参照）

506は舌状有孔石製品である。ほぼ完形品で穿孔は両面穿孔である。石材は結晶片岩である。507

は石錘である。穿孔は無く未製品か。石材は泥岩である。508は磨製石斧片である。1/2は欠損する。

穿孔は1ヶ所で両面穿孔である。石材は緑色片岩である。509は用途不明の石製品である。穿孔は1ヶ

所である。両面及び側辺は丁寧な磨きを施す。石材は泥岩である。

505

図版　TAK201303 調査区
       弥生時代包含層
       出土遺物

0 2cm(S=1/1)

505

第 図　TAK201303 調査区
       弥生時代包含層
       出土遺物実測図 （S=1/1)

遺物

番号
色調 時代

内径①

(mm)

内径②

（mm）

外径①

（mm）

外径②

（mm）

厚①

（mm）

厚②

（mm）

直径

（mm）

出土区

グリッド
層位 備考

505 暗赤色 弥生 1.068 0.890 3.181 2.663 2.436 － － B1区 3層 重量0.03g

⑨TAK201303調査区　包含層出土遺物(第109図、図版82、第64表 ) 

（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018年289頁参照）

505はガラス小玉で暗褐色（赤色を含む）を呈するカリガラスである。竹松遺跡から出土したガラス

小玉で唯一違う色はこれだけである。

遺物

番号
器種 石材 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

506 舌状有孔石製品 結晶片岩 弥生 104.0 45.0 14.5 115.0 3区 8066 － 先端部欠失

507 石錘(未成品) 泥岩 弥生 (78.0) (49.0) (44.5) 205.0 3区a-南北ベルト 2層

509 用途不明石製器 泥岩 弥生 (29.0) (31.0) (9.0) 10.0 2区 8068・8268 － 穿孔あり

508 磨製石斧 緑色片岩 弥生 (67.0) (53.5) (6.5) 35.0 5区 7462 2層 穿孔1か所有

図版82 TAK201303調査区
 弥生時代包含層
 出土遺物

第64表　TAK201303調査区 包含層出土ガラス小玉観察表

第65表　TAK201405調査区 包含層出土石器観察表

図版83　TAK201405調査区 弥生時代包含層 出土遺物

第109図 TAK201303調査区
 弥生時代包含層
 出土遺物実測図 (S=1/1)

第110図　TAK201405調査区 弥生時代包含層 出土遺物実測図 (S=1/3)
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第111図　TAK201501調査区 古墳時代遺構配置図 (S=1/600)

X
=
-
4
6
2
0

X
=
-
4
6
4
0

X
=
-
4
6
6
0

X
=
-
4
6
8
0

Y=41500

Y=41520

Y=41540

Y=41560

Y=41580

Y=41600

Y=41620

Y=41640

SD2

SD4

SD3

SB4

SX2

SK4

SK1

SD2

SD4

SD3

SB4

SX2

SK4

SK1

Ｎ

0 20m（S=1/600）

第　図　TAK201501 調査区古墳時代遺構配置図 (S=1/600)

①

②

③

④

⑤

⑥
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第112図　TAK201506調査区 古墳時代遺構配置図 (S=1/600)
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第　図　TAK201506 調査区古墳時代遺構配置図 (S=1/600)
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X=-4600

X=-4620

X=-4640

X=-4660

X=-4680

X=-4580

X=-4560

Y
=
4
1
5
2
0

Y
=
4
1
5
4
0

Y
=
4
1
5
6
0

Y
=
4
1
5
8
0

Y
=
4
1
6
0
0

Ｎ

0 20m（S=1/600）

NR1

NR3

NR4 上層

第113図　TAK201604調査区 古墳時代遺構配置図 (S=1/600)
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4　古墳時代の遺構
古墳時代の遺構については、TAK201501、TAK201506、TAK201604調査区で検出し、中でも

TAK201506調査区が30遺構と最も多い。

(1)柵列 (SA)

①TAK201506　1・2区 SA1(第114・115図、図版84・85、第66・67表 )

SA1は1、2区6058、6060グリッドに位置する。主軸をN-42° -Eにとり北東～南西方向に構築され

た柵列である。柱穴は9穴で直径30～42㎝を測る。柱穴の形状はほぼ円形で深さは18～32㎝で、柱痕

は12㎝程である。柱穴の間隔は0.77～1.68mで不規則間隔である。出土遺物は SP2、3、4、5、6、7

から出土した。510は土師器甕で底部が欠損する。口縁部は外湾し、端部は丸い。口頸部でやや肥厚

する。外面は縦方向にハケメ調整、内面は縦方向に僅かに削り痕が残る。511は土師器甕の口縁部片

である。緩やかに立ち上がり端部で短く外反する。512は須恵器胴部片である。外面は縦方向に併行

叩き、内面は青海波状の叩き痕が残る。513は黒曜石の石核である。

Y=41600

X=
-4
61
0

SA1-SP1 SA1-SP2 SA1-SP3 SA1-SP4 SA1-SP5 SA1-SP6 SA1-SP7 SA1-SP8 SA1-SP9

H=9.40m

1
1 2 1 2 1 1 1 12 1 1

Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/4) 砂質土

　細粒砂で構成される

　白色粒子を 1% 含む

2. 柱痕と思われる

　1との僅かな土色の差で判断

SA1-SP2,3,4,5,6,7 からは土器片が出土した

特に SA1-SP4 からは須恵器を含む多数の土器片が出土した
0 2m（S=1/80）

第114図　SA1 平・断面図 (S=1/80)

図版84　SA1 遺構状況

SA1( 航空写真 )

SA1-SP4 遺物出土状況 (西から )

SA1-SP1
SA1-SP2

SA1-SP3
SA1-SP4 SA1-SP5

SA1-SP6
SA1-SP7 SA1-SP8

SA1-SP9

SA1

SA2
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510

511

512
513

図版　 SA1 出土遺物

510

511

512

513

被熱痕
0 10cm（S=1/3）0 5cm（S=2/3）

第115図　SA1 出土遺物実測図 (S=1/3,No,513は S=2/3)

図版85　SA1 出土遺物
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口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

510
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
(18.2) (20.6) ―

ハケメ

ナデ消し
ケズリ

5YR6/8

橙

5YR6/8

橙
良

長石、石英、

雲母
接合 底部欠損　

511
甕

(土師器)
口縁部 ― (10.1) ― ナデ ナデ

7.5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良

石英、雲母、

結晶片岩、赤色粒子
接合　

512
甕

(須恵器)
胴部 ― (6.8) ― タタキ痕 当て具痕

N4/

灰

N6/

灰
良

長石、石英、

赤色粒子
接合 内外面　叩き痕

備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調
焼成 胎土

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

513 石核 黒曜石 21.0 35.0 30.5 17.90

②TAK201506　2区 SA2(第116図、図版86)

SA2は2区6058グリッドに位置する。主軸をN-43° -Eにとり北東～南西に構築された柵列である。

柱穴は8穴で直径21～41㎝を測る。形状は円形及び楕円形で深さは9～33㎝を測る。柱痕は8～10㎝で

細い。柱穴間隔は0.76～1.77mと一律ではない。全体的に不規則的な並びである。出土遺物はSP1、2、

3、4、5、7から土師器小片、弥生土器小片が出土した。土師器は甕の胴部小片が多い。

X=
-4
60
5

Y=41595

調査区外
トレンチ

SA2-SP1 SA2-SP2 SA2-SP3
SA2-SP4

SA2-SP5
SA2-SP6 SA2-SP7 SA2-SP8

SP155

H=9.40m

1 1
1 1

1
2

1

1 2 1

Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/4) 砂質土

　細粒砂で構成される

　白色粒子を 1% 含む

2. 柱痕と思われる

　1との僅かな土色の差で判断

SA2-SP1,2,3,4,5,7 からは土器小片が出土した

第　図　SA2 平・断面図 (S=1/80)

0 2m（S=1/80）

第116図　SA2 平・断面図 (S=1/80)

第66表　SA1 出土土器観察表

第67表　SA1 出土石器観察表

図版86　SA2 遺構状況

SA2( 航空写真 )

SA2-SP1
SA2-SP2

SA2-SP3 SA2-SP4
SA2-SP5

SA2-SP6
SA2-SP7 SA2-SP8

SA1

SA2
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(2)掘立柱建物 (SB)

①TAK201501　2区 SB4(第117・118図、図版87・88、第68表 )

SB4は2区6050、6250グリッドに位置する。1間×2間の側柱建物で、建て替えを行っている。立て

替え前の規模は桁行長2.64m～2.66m、梁行長は2.57m～2.68mを測る。建て替え後は桁行長3.08m～

2.94m、梁行長2.57m～2.68mを測る。柱穴の規模は長軸36～63㎝、短軸35～47㎝、深さ11～27㎝を

測る。平面プランは円形又は楕円形を呈する。出土遺物はSP1、2、4、7、8から土師器小片が出土し

た。514は甕口縁部片である。口縁部は大きく外反し端部は方形である。胎土は結晶片岩が混入し焼

成は良である。

SB4-SP1

SB4-SP2

SB4-SP4

SB4-SP5

SB4-SP3 SB4-SP6

SB4-SP7

SB4-SP8

SB4-SP9

H=9.20m

A
A’

Y=41516

B

B’

C

C’

D

H
=
9
.
2
0
m

D
’

D
D
’H

=
9
.
2
0
m

E
E
’

H
=
9
.
2
0
m

H=9.20m

H=9.20m

F

F
’

カク乱

A
A’

B B’

C C’

E

F

E
’

F
’

2

2

2

1

1

1

1

1
1

12
2

2

1

1

1

1
1

S

Ｎ

X=-
462

0

1. 7.5YR3/2( 黒褐色 )粘質土　粘性あり　しまり弱い　小礫など含まない

2. 10YR3/4( 暗褐色 )粘質土　粘性ややあり　しまり弱い

　 1 よりやや砂質が強い　色調も若干明るい

第　図　SB4 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

第117図　SB4 平・断面図 (S=1/40)
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②TAK201506　1・2区 SB1(第119図、図版89)

SB1は1、2区6058、6060グリッドに位置する。桁行は主軸をN-31° -Wにとり北西～南東方向に構

築された総柱建物である。規模は桁行5間×梁行3間で、桁行長8.38～8.47m、梁行長4.93～4.96mを

測る。桁行間隔は1.52～1.92m、梁行間隔は1.23～2.08mで柱穴は円形及び楕円形で、最小の柱穴は

直径29×34㎝、最大は64×64㎝を測る。

建物の構造で桁行方向のSP5、SP23が柱1本分内側に入っていることから東、西側の出入り口の可

能性がある。また梁行き方向でSP12、SP18が柱1本分内側に構築されていることから 南側の出入り

口の可能性がある。出土遺物は各柱穴 SP9、10、12、14,15、16,17、22、23、24の覆土から出土し

た。いずれも土師器小片で実測は不可である。

図版　SB4 遺構状況

検出状況 (北東から )

断面 (北から )
SP5( 左 ),SP2( 右 )

断面 (北から )
SP4( 左 ),SP1( 右 )

完掘状況 (北東から )

断面 (南から )
SP3( 左 ),SP6( 右 )

0 5cm（S=1/3）514

第 図　 SB4 出土遺物実測図（S=1/3)

514

図版　SB4 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

514
甕

(土師器)
口縁部 ― (1.6) ― ナデ ナデ

7.5YR5/3

にぶい褐

7.5YR7/4

にぶい橙
良

雲母、赤色粒子、

結晶片岩

色調
焼成 胎土 備考

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整

第118図　SB4 出土遺物実測図 (S=1/3)

第68表　SB4 出土土器観察表

図版87　SB4 遺構状況

図版88　SB4 出土遺物
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SB1-SP1
SB1-SP2 SB1-SP3 SB1-SP4

SB1-SP5
SB1-SP6

SB1-SP17

SB1-SP7 SB1-SP8 SB1-SP9 SB1-SP10 SB1-SP11 SB1-SP12

SB1-SP16SB1-SP13

SB1-SP14

SB1-SP18SB1-SP15

1

1 1

1
1 4

1

1

1 11223

SB1-SP19 SB1-SP20 SB1-SP21

SB1-SP25

SB1-SP26

SB1-SP22

SB1-SP23

SB1-SP27 SB1-SP24

11

1 1 1 21 21 1

2 1
2 1 1

1 1 21

H=9.40m

H=9.40m

H
=
9
.
4
0
m

H=9.40m

H=9.40m

H
=
9
.
4
0
m

A

B

A’

B’

Y=41604

X=
-4
61
3

A

B

A’

B’

C

D

C

D

C’

D’

C’

D’

EE

E
’E
’ F

F

F
’ F
’

Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/4) 粘性土　砂質を帯びる　しまり強い

  1 ～ 5cm 大の礫を 10% 含む

  黒褐色土をマーブル状に 5%、白色粒を 2%、橙色粒を 1% 含む

2. 柱痕と思われる

　黒褐色土 (10YR2/2) 粘性土　しまりやや弱い

　炭化物 2%、白色粒 3%、橙色粒 3% を含む

3. 柱痕の一部か？　2よりやや明るく、黄色粒を 1% 含む

4. 灰黄褐色土 (10YR4/2) しまり強い

　粗粒砂～ 10cm 大の礫を 20% 含む

　白色粒、黄色粒を各 3% 含む 

第　図　SB1 平・断面図 (S=1/80)

0 2m（S=1/80）

SB1-SP1
SB1-SP2

SB1-SP3 SB1-SP4

SB1-SP5 SB1-SP6

SB1-SP7
SB1-SP8

SB1-SP9 SB1-SP10
SB1-SP11

SB1-SP12

SB1-SP13 SB1-SP14

SB1-SP25

SB1-SP15 SB1-SP16
SB1-SP17

SB1-SP18

SB1-SP19
SB1-SP20 SB1-SP26 SB1-SP21

SB1-SP22
SB1-SP27

SB1-SP24

SB1-SP23

第119図　SB1 平・断面図 (S=1/80)

図版89　SB1 遺構状況
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③TAK201506　1区 SB2(第120図、図版90)

SB2は1区6060グリッドに位置する。3間×1間の規模で主軸は

N-78° -Wで東西方向に構築された側柱建物である。桁行長は3.66

～3.92m、梁行長は1.07～1.27mを測る。柱穴は円形及び楕円形で

直径28～34.5㎝、深さ12～21.5㎝を測る。柱穴間隔は桁行で1.13

～1.40m、梁行で1.07～1.27mを測る。出土遺物はSP5から土師器、

弥生土器小片が出土した。小片のため実測は不可である。

完掘状況 (東から )

H=9.30m

A A’

A A’

B

B’
B

B’

CC

C
’C
’ D

D
’

D
D
’

H
=
9
.
3
0
m

H=9.30m
H
=
9
.
3
0
m

Y=41610

X=-461
4

SB2-SP1

SB2-SP5

SB2-SP2

SB2-SP6

SB2-SP3
SB2-SP4

SB2-SP7
SB2-SP8

1

1
1

11

111

Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/4) 粘性土　しまりやや弱い

　白色粒・橙色粒を各 1% 含む

第　図　SB2 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

④TAK201506　2区 SB4(第121図 )

SB4は2区5858、6058グリッドに位置する。3間×1間 +の規模で1/2以上が調査区外である。現存の

桁行長は3.60mで桁行間隔は0.98～1.44mと一定ではない。柱穴の直径も26～44㎝、深さ27～44㎝を

測る。柱痕は10㎝程である。遺物は出土しなかった。

第120図　SB2 平・断面図 (S=1/40)

図版90　SB2 遺構状況
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X=
-4
60
0

Y=41590

H=9.00m

H
=
9
.
0
0
m

SP228 SP229 SP216

SP215

SP217

SP362

調査区外

1

1 2 3 4

4

5

トレンチ
Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/4) 粘性土　しまり弱い

　炭化物を 2%, 白色粒・橙色粒を各 1% 含む

2. 柱痕と思われる

　1より僅かに明るく炭化物を微量含む

3. 黒褐色 (10YR2/3) 粘性土　しまり弱い

4. 暗褐色 (10YR3/4) 粘性土　しまり弱い

　炭化物をマーブル状に 5% 含む

5. 暗褐色 (10YR3/4) 粘性土　砂質を帯びる

　鉄分の影響を受けた土をマーブル状に 5% 含む

第　図　SB4 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

⑤TAK201506　3区 SB5(第122・123図、図版91、第69表 )

SB5は3区6056グリッドに位置する。1間×1間の規模で主軸は桁行方向でN-60° -Eで北東から南西

方向に構築された建物である。柱穴の直径は26～40㎝、深さ22～42㎝で円形又は楕円形である。桁

行間隔は1.06～1.11m、梁行間隔は0.73～0.90mを測る。遺物は SP397、400から出土した。515は甕

の口縁部片である。口縁部は直

線的に外傾し端部は丸い。516

は短頸壺の口縁部片である。口

縁部は短く直線的に外傾し端部

は丸い。517は器台の裾部片で

SP397からの出土である。端部

中央に凹線が入る。内外面に丹

塗りを施し丁寧な仕上げである。

器台の裾端部の形状から古墳時

代初頭頃の所産であろう。

X=-4602

Y=41578

SP400

SP399

SP396

SP397

H=9.30m

B

B’

A A’

A A’

B
B’

H
=
9
.
3
0
m

H
=
9
.
3
0
m

H=9.30m

ST3

C
C
’

C
C
’

D D
D
’

D
’

1

1

1
1

Ｎ

1. 黒褐色 (10YR2/2) 粘性土

  しまり弱い

　鉄分の影響を受ける

　小～拳大の礫を 5% 含む

第　図　SB5 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

第121図　SB4 平・断面図 (S=1/40)

第122図　SB5 平・断面図 (S=1/40)

165



0 10cm（S=1/3）

515

516

517

丹塗り

515

516

517
図版　SB5 出土遺物

古墳　1506 SB5出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

515
甕

(土師器)
口縁部 ― (2.0) ― ナデ ナデ

10YR4/4

褐

10YR3/2

黒褐
良

雲母、角閃石、

赤色粒子

516

短頸直口

壺

(土師器)

口縁部 ― (3.3) ― ナデ ナデ
7.5YR6/4

にぶい褐

7.5YR4/3

褐
良

雲母、角閃石、

赤色粒子

517
器台

(土師器)
裾部 ― (5.4) ― ナデ ナデ

2.5YR5/8

明赤褐

7.5YR7/6

橙
良

雲母、長石、

石英、赤色粒子

古墳時代初頭

内外面丹塗り

色調
焼成 胎土 備考

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整

(3)竪穴建物 (SC)

①TAK201506　1区 SC1(第124・125図、図版92・93、第70表 )

SC1は1区6060グリッ

ドに位置する。2/3程

が調査区外に位置し全

体像が判然としない。

現状の規模は長軸5.4m、

短軸3.0m+、深さは10

㎝を測る。主柱穴、周

壁溝、カマド、炉等の

屋内施設の跡は確認で

きなかった。かなり後

世に削平された様子で

ある。平面プランは方

形か長方形であろう。

出土遺物は覆土及び床

面からの出土である。

518は土師器短頸の直

口壺の口縁部～口頸部

片である。口縁部は短

く垂直に立ち上がり端

部はやや尖る。519は

須恵器杯身片で口縁部

～体部片である。口縁

部の立ち上がりは短く

内傾し端部は丸い。時期は6世紀後半、第4四半期頃であろう。

SP25

SP51

SP24

A

H=9.50m

A'

トレンチ
1

A A'

X=
-4
61
1

Y=41616

調
査
区
外

ト
レ
ン
チ

Ｎ

　1.暗褐色(10YR3/4)粘質土

    僅かに砂質を帯びる

    しまりやや弱い

　　鉄分の影響を受けた土を

    3㎜～1cm大のブロックで5%含む

    白色粒子を3%含む

　　3～5cm大の円礫をまばらに3%含む

0 1m（S=1/40）

第　図　SC1平・断面図(S=1/40)

第123図　SB5 出土遺物実測図 (S=1/3)

第124図　SC1 平・断面図 (S=1/40)

第69表　SB5 出土土器観察表

図版91　SB5 出土遺物
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②TAK201506　1区 SC2(第126・127図、図版94・95、第71表 )

SC2は1区6060グリッドに位置する。SC5を切っている。長軸3.9m、短軸3.6m、深さ15㎝を測る。平

面プランはほぼ方形で周壁溝は三辺に構築されている。幅は10㎝、深さは10㎝を測る。柱穴、カマド、

炉等は確認できなかった。出土遺物は覆土から土師器小片が出土した。520は土師器甕の口縁部～頸

部にかけての破片である。口縁部は、くの字状でやや肥厚し端部付近で短く穏やかに外反する。端部

は丸い。521は高杯杯部片である。直線的に外傾し器壁は薄い。中央やや上位で器壁はやや厚くなり、

端部は丸い。内外面は丹塗りを施す。522は高杯脚部片である。脚部は外湾し端部は丸い。外面は丹

塗りを施している。

検出状況（北西から）

完掘状況（西から）

図版　SC1 遺構状況

0 10cm（S=1/3）518

519

第 図　 SC1 出土遺物実測図（S=1/3)

518

519

図版　 SC1 出土遺物

古墳　1506 SC1出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

518
短頸壺

(土師器)

口縁部～
― (3.5) ―

ナデ

指オサエ

ナデ

指オサエ

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 長石、雲母 直口壺

519
杯身

(須恵器)

口縁部

～体部
(13.0) (3.1) ― 回転ヘラケズリ 回転ヘラケズリ

10YR4/2

灰赤

10YR5/2

灰赤
長石、石英 6C後半

色調
焼成 胎土 備考

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整

頸部

不良

第125図　SC1 出土遺物実測図 (S=1/3)

第70表　SC1 出土土器観察表

図版92　SC1 遺構状況

図版93　SC1 出土遺物
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 1.黒褐色(10YR2/3)しまり強い　黄色、白色粒子をそれぞれ5%含む焼土粒が僅かに混じる　

　 粗粒で固い　3～5cm大の小礫混じる　部分的に3cm大の粘土ブロックも見られる　土師器壺出土　

2.暗褐色土(10YR3/3)しまり強い　ややシルト質　微白色粒を3%含む

　焼土粒が僅かに混じる　土師器出土

0 1m（S=1/60）

第　図　SC2・SC5平・断面図(S=1/60)

遺物検出状況 SC2・SC5 完掘状況 (西から )

SC1 ～ SC5 全景完掘状況 (西から )

第126図　SC2・SC5 平・断面図 (S=1/60)

図版94　SC2 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）
520

521

522

第 図　 SC2 出土遺物実測図（S=1/3)

丹塗り

520
521 522

図版　 SC2 出土遺物

古墳　1506 SC2出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

520
甕

(土師器)

口縁部

～頸部
(20.2) (6.2) ― ナデ

ナデ

ケズリ

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良 雲母

521
高杯

(土師器)
坏部 ― (5.3) ―

ナデ

指オサエ

ナデ

指オサエ

10R6/6

赤橙

10R6/6

赤橙
良 長石

内外面ミガキとケズリ

丹塗り　丁寧な造り

522
高杯

(土師器)
脚部 ― (4.1) ― ナデ ナデ

10YR8/3

浅黄橙

2.5YR6/6

橙
良 長石 外面丹塗り

色調
焼成 胎土 備考

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整

③TAK201506　1区 SC3(第128・129図、図版96・97、第72表 )

SC3は1区6060グリッドに位置する。長軸3.48m、短軸3.08m、深さ10～13㎝を測る。平面プランは

南側が不整で北側は方形である。周壁溝は全周し幅10～15㎝、深さ10㎝程である。柱穴、カマド等

の屋内施設は検出できなかった。全体的に削平が著しい。出土遺物は覆土及び床面からの出土であ

る。523は二重口縁壺の口縁部片である。頸部は内湾し、拡張部はやや外反気味である。端部は丸い。

524は土師器甕の口縁部片である。口縁部は短くやや外湾し端部は丸い。525は土師器椀の口縁部～

底部である。口縁部への立ち上がりは大きく内湾し、端部は細く丸い。内外面はミガキと削りを施し

丁寧な仕上げを行っている。526は須恵器の蓋底部片である。体部～口縁部は欠損する。時期は土師

器椀から6世紀後半頃（第4四半期）であろう。

検出状況 (北西から ) 完掘状況 (北西から )

図版　SC3 遺構状況

第127図　SC2 出土遺物実測図 (S=1/3)

第71表　SC2 出土土器観察表

図版95　SC2 出土遺物

図版96　SC3 遺構状況
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SP34

SP28

試掘坑

1.暗褐色(10YR3/4)粘質土
  僅かに砂質を帯びる
  しまりやや弱い　
　鉄分の影響を受けた土を
  3㎜～1cm大のブロックで5%含む
　白色粒子を3%含む　
　3～5cm大の円礫をまばらに3%含む

0 1m（S=1/40）

第　図　SC3平・断面図(S=1/40)

523

524
525 526

図版　 SC3 出土遺物

古墳　1506 SC3出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

523
壺

(土師器)
口縁部 (18.4) (7.7) ― ナデ ナデ

5YR7/6

橙

5YR6/8

橙
良

長石、角閃石、

石英、雲母
二重口縁

524
甕

（土師器)
口縁部 ― (2.5) ―

ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR5/3

にぶい黄橙
良

長石、石英、

角閃石

525
椀

(土師器)

口縁部

～底部
(15.6) (3.95) ―

ヘラケズリ

ナデ消し
ミガキ

7.5YR5/3

にぶい褐

7.5YR6/3

にぶい褐
良好 長石

須恵器模倣　丁寧な造り

内外面ミガキとケズリ

526
杯蓋

(須恵器)
天井部 ― (2.3) ― ナデ ナデ

7.5Y6/1

灰

10Y8/1

灰
良 長石、石英

色調
焼成 胎土 備考

遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整

0 10cm（S=1/3）

523

524 525

526

第 図　 SC3 出土遺物実測図（S=1/3)

第128図　SC3 平・断面図 (S=1/40)

第129図　SC3 出土遺物実測図 (S=1/3)

第72表　SC3 出土土器観察表

図版97　SC3 出土遺物
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④TAK201506　1区 SC4(第130図、図版98)

SC4は1区6060グリッドに位置する。長軸3.5m、短軸3.4m、深さ7.5㎝を測る。平面プランは正方形

で周壁溝が全周する。周壁溝は幅10～18㎝、深さ10㎝を測る。全体的に削平が著しい。柱穴は1穴を

確認したのみである。出土遺物は覆土及び床面から土師器小片が出土した。実測できる遺物ではなかっ

た。
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　1.暗褐色(10YR3/4)粘性土　僅かに砂質を帯びる　しまりやや弱い　

　　鉄分の影響を受けた土を3㎜～1cm大のブロックで5%含む　

　　白色粒子を3%含む　3～5cm大の円礫をまばらに3%含む

0 1m（S=1/40）

検出状況 (北東から ) 完掘 (北東から )

第130図　SC4 平・断面図 (S=1/40)

図版98　SC4 遺構状況
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⑤TAK201506　1区 SC5(第131図、図版99)

SC5は1区6060グリッドに位置する。SC5は SC2から切られている。長軸4.5m、短軸3.9m、深さ15㎝で、

やや長方形を呈する平面プランを呈する。周壁溝は2辺に僅かに残る。幅8～10㎝、深さ10㎝程で長

さ1m程である。柱穴はなく、カマド、中央土坑等の屋内施設は確認できなかった。出土遺物は覆土及

び床面から土師器小片が出土した。実測できる遺物ではなかった。
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 1.黒褐色(10YR2/3)しまり強い　黄色、白色粒子をそれぞれ5%含む焼土粒が僅かに混じる　

　 粗粒で固い　3～5cm大の小礫混じる　部分的に3cm大の粘土ブロックも見られる　土師器壺出土　

2.暗褐色土(10YR3/3)しまり強い　ややシルト質　微白色粒を3%含む

　焼土粒が僅かに混じる　土師器出土

0 1m（S=1/60）

第　図　SC2・SC5平・断面図(S=1/60)

SC2・SC5 完掘状況 (西から )

第131図　SC2・SC5 平・断面図 (S=1/60)

図版99　SC5 遺構状況
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⑥TAK201506　1区 SC6(第132図、図版100)

SC6は1区6060グリッドに位置する。SC6は1/2が調査区外に位置する。長軸は4.40m、短軸2.84m+、

深さ16㎝を測る。主軸は E-18° -Sで南東～北西に構築された竪穴建物である。主柱は2本残存し、

いずれも直径44㎝、深さ12㎝、柱痕は16㎝を測る。中央に長軸1.52m、短軸1.04m、深さ12㎝を測る

楕円形の炉跡を検出した。炉跡全体に炭化物が広がり、壁面は焼土が残る。周壁溝は東、南、西側で

検出し、幅8㎝、深さ8㎝を測る。残存するプランから正方形の平面プランを呈するものと思われる。

出土遺物は覆土及び床面から土師器小片が出土した。実測できる遺物ではなかった。
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1.暗褐色(10YR3/4)粘性土　しまりやや強い

　炭化物ブロック1～2cm大を2%、

　橙色粒2%、2cm～拳大の礫を3%含む

2.暗赤色土(10YR6/3)　焼土集中範囲　

　被熱が強く、硬化している

3.暗赤褐色土(5YR3/6)　焼土集中範囲　1より被熱が弱い　

　炭化物ブロック3㎜～3cm大を2%含む

4.暗褐色土(10YR3/3)　炭化物の飛散が著しい範囲　

　炭化物ブロック3～5cm大を5%含む

SP1・SP2
1.黒褐色(10YR2/3)粘性土　しまり弱い　
　褐色土が3cm大ブロックで20%混じる

5.暗褐色土(10YR3/3)　掘り方の範囲　しまりとても弱い　

　僅かに被熱の影響を受ける

6.黒褐色(10YR2/3)粘性土　しまり弱い　

　炭化物2～5cm大を1%含む

　炉の影響を僅かに受けた土　　
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焼土範囲1

凡　例

焼土範囲2

焼土範囲3

0 1m（S=1/40）

第　図　SC6平・断面図(S=1/40)

検出状況 ( 西から )

SC6-SL1 断面 (東から )

航空写真

図版　SC6 遺構状況第132図　SC6 平・断面図 (S=1/40) 図版100　SC6 遺構状況
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⑦TAK201506　2区 SC7(第133・134図、図版101・102、第73表 )

SC7は2区5858、6058グリッドに位置する。長軸4.6m+、短軸4.6m、深さ25㎝を測る。1/4程が調査

区外であるが、平面プランは長方形を呈するものと思われる。主柱は4本で直径18～20㎝、深さ25㎝

程である。炉跡を3ヶ所確認し北側の70㎝×30㎝の瓢箪形を呈する炉跡はカマドの焚口痕かもしれな

い。周壁溝は幅10～20㎝、深さ10㎝程で南東側に位置する。遺物は覆土及び床面から出土した。527

は土師器甕の口縁部～胴部片である。口縁部は、くの字状で器壁はやや肥厚する。先端付近で短く外

反し端部は丸い。外面は丹塗り痕が僅かに残る。528、529は須恵器の蓋である。口縁部～体部片で

天井部は欠損する。528は口縁部が外反し、端部はやや尖る。529は口縁部が緩やかに開き端部はや

や尖る。復元口径は14㎝程で、528は16㎝程である。530は高杯脚部片である。外面はミガキを施す。

時期は須恵器蓋から6世紀後半頃(第3四半期 )であろう。
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1.暗褐色土(10YR2/3)しまり弱い　5㎜大程度の礫の粒でジャリジャリしている　全体に黄褐ブロック20%、白色粒3%含む

2.暗褐色土(10YR2/3)しまりあり　粘性を帯びる　全体に黄褐ブロック30%、焼土粒1%、白色粒1%含む

3.暗褐色(10YR3/3)粘性土　しまり弱い　褐色土を5%含む

4.暗褐色土(10YR3/3)上部に炭化物を20%含む　2～5mm大のブロックの焼土を1%含む

SL1.暗褐色土(10YR3/3)上部に暗赤褐色土(2.5YR3/6)の焼土を5%含む　炭化物を3%含む

SL3.暗褐色土(10YR3/3)上部が炭化物で充填され、80%含む　下部は焼土ブロックを1%含む

G G'

4

SL2

0 2m（S=1/60）

第　図　SC7平・断面図(S=1/60)

焼土

第133図　SC7 平・断面図 (S=1/60)
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検出状況 (西から )
完掘状況 (上空から )

図版　SC7 遺構状況

0 10cm（S=1/3）
527

528

529
530

第 図　 SC7 出土遺物実測図（S=1/3)
丹塗り

527

528

529

530

図版　 SC7 出土遺物

古墳　1506 SC7出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

527
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
(25.4) (8.2) ―

ナデ

指圧痕

ナデ

ヘラケズリ

10YR8/3

浅黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良 雲母 外面僅かに丹塗り痕有

528
蓋

(須恵器)

口縁部

～体部
(16.2) (3.2) ―

ナデ

ヘラケズリ
ナデ

5PB

青灰

5PB

青灰
良 長石 接合　

529
蓋

(須恵器)

口縁部

～体部
(13.9) (2.35) ―

ナデ

回転ヘラケズリ
ナデ

7.5YR7/1

明褐灰

7.5YR7/1

明褐灰
良 長石、雲母

530
高杯

(土師器)
脚部 ― (4.6) ―

ナデ

ミガキ
ヘラケズリ

10YR6/8

赤橙

10YR6/6

赤橙
良 長石、雲母 外面ミガキ

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

⑧TAK201506　1区 SC9(第135・136図、図版103・104、第74〜76表 )

SC9は1区6060グリッドに位置する。長軸3.1m、短軸2.1m+、深さ20㎝を測る。1/2が調査区外に位

置するが、平面プランは方形を呈すると思われる。周壁溝は西側に残り、幅10～15㎝で深さは1～2

㎝程である。主柱穴は4本であるが、現状では3穴が確認できる。1穴は調査区外である。規模は45～

60㎝で、深さ25～30㎝で円形及び楕円形である。柱痕は10㎝程である。カマド、炉跡等の屋内施設

は確認できなかった。SC9は SD3を切って構築されている。遺物は覆土及び床面から出土した。531は

第134図　SC7 出土遺物実測図 (S=1/3)

第73表　SC7 出土土器観察表

図版101　SC7 遺構状況

図版102　SC7 出土遺物
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土師器の甕で口縁部～頸部片である。口縁部は垂直に立ち上がり口縁端部付近で短く外反する。内外

面に指圧痕が残る。532は高杯の脚部片である。脚部の開きは大きくない。端部は丸く、内外面はミ

ガキと削りを施している。533、534は土師器の蓋で口縁部～天井部片である。533は口縁部～体部片

で天井部は欠損する。口縁部端部はやや尖る。外面は丹塗りを施している。534は口縁部～天井片で

1/3程が残存する。天井部はヘラ削り痕が残り雑な仕上げである。口縁部は内湾し端部は丸い。535

～537は模倣杯の口縁部～体部片である。535、536は口縁部が短く内傾し端部は丸い。537は口縁部

が短く外反する。538、542は須恵器杯身の口縁部～体部片である。538は口縁端部と受け部の一部が

欠損する。542は口縁部の立ち上がりは12㎜程でやや内傾し端部は丸い。539～541は須恵器の蓋で口

縁部～体部片で天井部はいずれも欠損する。口縁端部は丸い。540だけは口縁端部は僅かに内傾する。

543は須恵器の提瓶の胴部片である。544は鉄鏃の頸部～茎部片である。関部は斜め関で断面は円形

である。茎部断面は長方形である。545は扁平打製石斧で1/2が欠損する。石材は安山岩である。時

期は須恵器杯身、蓋から6世紀後半(第3四半期 )頃であろう。
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SC9-SP2

SC9-SP3
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SP59

Y=41610

X=-
460

9

SC9-SP1

SC9-SP1 SC9-SP2
SC9-SP3

C C'

E E'

D
D'

Ｎ

SC9

1.暗褐色(10YR3/4)粘性土　しまりやや弱い　白色粒5%、橙色粒1%、2の褐色土をマーブル状に10%含む

2.褐色土(10YR4/4)粘性土　しまり弱い　白色粒1%、橙色粒1%、1の暗褐色土をマーブル状に10%含む

C

H=9.10m

C'

1

D

H=9.10m

D'

1

E

H=9.10m

E'

1

22
SC9-SP1～SP3

1.暗褐色(10YR3/3)粘性土　しまり弱い　1cm大の黄褐ブロックを1%、微白色粒子を1%含む　土師器片出土

2.暗褐色(10YR3/3)粘性土　しまりやや強い　焼土粒1%未満、5㎜大の炭化物を1%含む　土師器出土　

第　図　SC9平・断面図(S=1/60)第135図　SC9 平・断面図 (S=1/60)
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0 10cm（S=1/3）

0 5cm（S=2/3）

531
532

533

534

535

536

537 538

539

540

541

542

543

544

545

丹塗り

検出状況 (西から )
航空写真

第136図　SC9 出土遺物実測図 (No.544のみ S=2/3、他は S=1/3)

図版103　SC9 遺構状況

177



531
532

533

534

535

536

537
538

539

540

541

542

543

544

545
図版　 SC9 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

531
甕

(土師器)

口縁部

～頸部
(19.4) (7.0) ―

ナデ

ケズリ

ナデ

ケズリ

5YR6/6

橙

5YR6/4

にぶい橙
良 雲母、角閃石 内外面に指圧痕が残る

532
高杯

(土師器)
脚部 ― (6.1) (9.8) ミガキ

ナデ

ヘラケズリ

5YR3/1

黒褐

10YR5/4

にぶい黄褐
良

長石、石英、

赤色粒子
外面ミガキとケズリ　

533
杯蓋　

(土師器)

口縁部　

～体部
(14.8) (3.9) ― ナデ ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/4

にぶい橙
良

石英、雲母、

赤色粒子
外面丹塗り

534
　杯蓋　

(土師器)

口縁部～

天井部
(13.6) 4.4 ― 右回転ヘラケズリ ナデ

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR7/3

にぶい橙
良

石英、長石、

白色粒子
1/3残　天井部ヘラ削り

535
　杯身　

(土師器)

口縁部～

体部
(12.7) (4.0) ―

ミガキ

(剥落)
ミガキ

7.5YR7/1

明褐灰

7.5YR5/2

灰褐
良 長石、雲母 模倣杯

536
杯身

(土師器)

口縁部～

体部
(13.1) (3.3) ― ナデ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 長石 模倣杯

537
杯身

(土師器)
口縁部 ― (2.4) ―

ナデ

ヘラケズリ

ナデ

ヘラケズリ

5YR4/1

褐

5YR2/1

黒褐
良好 石英、赤色粒子 模倣杯

538
杯身

(須恵器)

口縁部～

体部
― (3.0) ― ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

2.5GY6/1

オリーブ灰

2.5GY6/1

オリーブ灰
良 石英、長石

539
杯蓋

(須恵器)

口縁部～

天井部
(13.0) (3.7) ―

右回転ヘラケズリ　

ナデ
ナデ

5PB

青灰

5PB

青灰
良 長石

540
杯蓋

(須恵器)

口縁部～

天井部
(14.2) (4.8) ―

右回転ヘラケズリ　

ナデ
ナデ

N5/

灰

N4/

灰
良 長石、石英

541
杯蓋

(須恵器)

口縁部～

天井部
(12.6) (4.5) ―

ナデ

ヘラケズリ
ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良好 長石

542
杯身

(須恵器)

口縁部

～体部
(12.4) (3.5) ―

ナデ

回転ヘラケズリ
ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良好 長石

543
提瓶

(須恵器)
胴部

胴径

(17.0)
(13.9) ― カキメ後ナデ消し ナデ

10YR6/1

褐灰

5YR6/1

褐灰
良 長石、石英

焼成 胎土 備考
遺物　

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

遺物番号 器種 材質 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜) 重量(g) 備考

544 鉄鏃 鉄 62.0 7.0 4.5 3.62

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

545 石斧 サヌカイト 84.0 68.0 14.5 96.42 1/2残

第74表　SC9 出土土器観察表

第75表　SC9 出土鉄製品観察表

第76表　SC9 出土石器観察表

図版104　SC9 出土遺物
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⑨TAK201506　1区 SC13(第137・138図、図版105・106、第77表 )

SC13は1区6060グリッドに位置する。長軸5.4m、短軸4.8m、深さ10㎝程で平面プランは不正楕円形

を呈する。周壁溝は全周し幅6～12㎝、深さ5㎝程を測る。主柱は4本で5穴を検出した。規模は直径

56～60㎝程で深さは15㎝程である。柱痕は15㎝程である。全体的に削平が著しい。遺物は覆土及び

床面から出土した。546は土師器甕の口縁部片で端部は丸い。547は甕の胴部片である。内面は叩き

痕が残る。胎土は細かな砂粒を含み硬質である。548は須恵器杯身の口縁部～体部片である。口縁部

の立ち上がりは短く内傾し端部は尖る。時期は須恵器杯身から6世紀後半(第4四半期 )頃であろう。
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A
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E
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C
’

G

G’

H=9.00mH=9.00mH=9.00mH=9.00m

SP4SP3

SP2

SP1

SP5

1.暗褐色(10YR3/4)粘性土　しまり強い　鉄分の影響を受ける　

　白色粒2%、橙色粒1%、1cm～5cm大の礫を2%含む　

G
H=9.00m

G'

12

SP5SP4SP3SP2SP1

F F'

1

2

1 2

E E'

1 2

2

D D'

1

2

C C'

1.暗褐色(10YR3/4)粘性土　しまり弱い　白色粒、橙色粒を各1%含む

僅かな土色の差で判断　柱痕と思われる　

2.暗褐色(10YR3/4)粘性土　しまり弱い　白色粒、橙色粒を各1%含む

SP1～SP5

SC13 0 2m（S=1/60）

第　図　SC13平・断面図(S=1/60)

完掘状況(西から)

第137図　SC13 平・断面図 (S=1/60)

図版105　SC13 遺構状況
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0 5cm（S=1/3）

546
547

548

第 図　 SC13 出土遺物実測図（S=1/3)

546
547

548

図版　 SC13 出土遺物

古墳　1506 SC13出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

546
甕

(土師器)
口縁部 ― (2.1) ― ナデ ナデ

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良

長石、角閃石、

雲母、赤色粒子

547
甕

(土師器)
胴部 ― (4.4) ― ナデ タタキ

7.5YR6/6

橙

7.5YR6/6

橙
良

長石、角閃石、

雲母、赤色粒子

548
杯身

(須恵器)

口縁部

～体部
― (2.3) ― ナデ ナデ

7.5Y6/1

灰

7.5Y6/1

灰
良 長石、赤色粒子

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

須恵質　内面タタキ痕

⑩TAK201506　4区 SC14(第139〜141図、図版107〜109、第78・79表 )

SC14は4区5650グリッドに位置する。1/3程が調査区外に位置する。規模は長軸4.08m+、短軸4.50m、

深さ12㎝を測る。中央部に長軸1.62m、短軸1.20m、深さ18㎝を測る炉跡が位置し、平面プランは不

正楕円形を呈する。炉跡全体に炭化物が広がる。壁面、床面は焼土が残る。周壁溝は残存する3片に

位置し、幅8～18㎝、深さ10～12㎝を測る。炉跡の西側に長軸60㎝程の浅い土坑が存在する。炭化

物を僅かに含む事から中央土坑と関連があるかもしれない。柱穴は2穴を検出し隣接した状況である。

いずれも直径30㎝、深さ30㎝を測る。主柱穴の配置は不明である。出土遺物は覆土及び床面から出

土した。549、550、552は土師器の甕で口縁部～胴部片である。いずれも口縁部は外反し端部は丸い。

550は口縁端部が一部欠損する。551は甑で口縁部～底部までほぼ接合、復元することができた。器

高23.8㎝、口径22.5㎝を測る。口縁部は短く外傾し端部は丸い。外面は横方向に僅かにハケメ調整

を施し、内面は削り痕が残る。底部穴の直径は9㎝を測る。把手は付けていない。553～556は土師器、

須恵器杯身である。553は接合によりほぼ完形となりそのほかは口縁部～底部までの破片である。口

縁部の立ち上がりは短く僅かに内傾し端部は丸い。受け部径が15～16㎝とやや大きい。557、558は

紡錘車で558は完形品である。いずれも断面は台形状で石材は滑石である。559、560は扁平打製石斧

で石材は559はサヌカイトで、560は安山岩である。いずれも一部欠損である。561は砥石で石材は泥

岩である。562は床面直上に置かれたもので置石である。石の表面には使用痕の凹凸が残る。

第138図　SC13 出土遺物実測図 (S=1/3)

第77表　SC13 出土土器観察表

図版106　SC13 出土遺物
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1.褐色(10YR3/2)砂質土　しまり弱い
  炭化物・焼土粒をごくわずかに含む　土師器出土

SL1

焼土範囲1

凡　例

焼土範囲2

焼土範囲3

C C'
12

34

4
D

'
D

1
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4

4
1.暗赤褐色砂泥(5YR3/3)(焼土) かなり固く締まる 0.5～1cm大の礫を5%含む

2.暗褐色砂泥(7.5YR3/3)(焼土) かなり固く締まる 1～2cm大の礫を5%含む

3.極暗褐色砂泥(7.5YR3/3)(焼土)　第1、第2焼土と比べ締まりがなく、砂質が強い

4.褐色砂質土(10YR4/4) 中砂～粗砂
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1
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2

1.黒褐色(10YR3/2)粘性土　しまり弱い　炭化物1%含む　鉄分の影響を受ける

2.1に同じだが、鉄分の影響は受けていない

SK-1

1.黒褐色(10YR3/2)粘性土　しまり弱い　橙色粒1%、炭化物粒1%含む
SP-1

1.黒褐色(10YR3/2)粘性土　しまり弱い　橙色粒3%含む　柱痕と思われる

2.黒褐色(10YR3/2)粘性土　しまり弱い　橙色粒1%、炭化物粒を1%含む

SP-2

0 1m（S=1/60）

0 （S=1/20）25cm

第139図　SC14平・断面図(S=1/60）

552

557

551

550

561

553

562

検出状況 (北東から )

完掘状況 (北東から )出土遺物 (3)出土遺物 (2)

出土遺物 (1)遺物出土状況 (北東から )

図版　SC14 遺構状況

第139図　SC14 平・断面図 (S=1/60)

図版107　SC14 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

549

550
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553
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555

556
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558
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552

スス

第140図　SC14 出土遺物実測図 その1(S=1/3)
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0 10cm(S=1/4)

561

562

第 図　 SC14 出土遺物実測図　その 2（S=1/4)
第141図　SC14 出土遺物実測図 その2(S=1/4)
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図版　 SC14 出土遺物図版108　SC14 出土遺物 その1
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561

562

図版　 SC14 出土遺物　その 2

古墳　1506 SC14出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

549
甕

(土師器)

口縁部
(17.2) (4.8) ― ナデ ナデ

7.5YR8/3

浅黄橙

7.5YR8/3

浅黄橙
良 長石、雲母

550
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
21.2 (14.5) ―

ナデ

剥離
ケズリ

5YR6/6

橙

5YR6/3

にぶい橙
良 長石、雲母 口縁部一部欠損

551
甑

(土師器)

口縁部

～底部
22.5 23.8 ― ハケメ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

5YR6/6

橙

5YR7/6

橙
良

赤色粒子、長石、

雲母、石英、角閃石
把手無し　ほぼ接合、復元

552
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
16.0 29.1

胴径

24.0

ハケメ後ナデ

スス痕
ナデ

2.5YR5/2

灰赤

5YR7/4

にぶい橙
良好

雲母、長石、

結晶片岩を含む

553
杯身

(土師器)

口縁部

～底部
13.2 4.4

胴径

15.6

右回転ヘラケズ

リ ナデ
ナデ

5YR8/3

淡橙

5YR8/3

淡橙
良 長石 ⅢB　接合によりほぼ完形

554
杯身

(須恵器)

口縁部

～底部
(14.0) (4.6) ―

右回転ヘラケズ

リ
ナデ

2.5YR6/2

黄灰

2.5YR6/1

黄灰
良好 長石、石英

555
杯身

(須恵器)

口縁部

～体部
(15.6) (3.0) ― ナデ ナデ

10YR7/1

灰白

10YR7/1

灰白
良好 長石

556
杯身

(須恵器)

口縁部

～体部
― (3.0) ―

ナデ

回転ヘラケズリ
ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良 長石

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

〜頸部

外面にスス付着

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

557 紡錘車 滑石 36 15 13 18.99 完形品

558 紡錘車 滑石 40 41.5 15 37.22 完形品

559 石斧 サヌカイト 19.0 190.00

560 石斧 安山岩 63.0 54.2 14.0 59.57

561 砥石 泥岩 292 206 53.5 4410

562 台石 デイサイト 413 242 108 使用痕有

69.2 127.5

17300

(4)溝 (SD)

①TAK201501　2区 SD2(第142・143図、図版110・111、第80・81表 )

SD2は2区6250、6252グリッドに位置する。長さ27.2m+、幅1.5～3.0m、深さ20～25㎝を測る。構

築方向は南東から北西方向でかなり削平を受けている。SD6（弥生の溝）とほぼ平行に位置している。

出土遺物は一部弥生式土器も混ざって出土した。563は土師器甕の口縁部～胴部片である。口縁部は

やや外湾し端部は丸い。内面はハケメ調整を施し器壁は全体的に薄い。564は土師器口縁部片であ

る。口縁部は直線的に外傾し端部は方形で器壁は厚い。565は直口壺の口縁部～口頸部片である。口

第78表　SC14 出土土器観察表

第79表　SC14 出土石器観察表

図版109　SC14 出土遺物 その2
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縁部は緩やかに内湾し立ち上がる。端部は方形である。566は小形丸底壺で底部が欠損する。口縁部

は短く外傾し端部は丸い。567は高杯脚部片である。開脚部及び杯部は欠損し、柱状部だけが残存す

る。全体的に削り痕が残る。568は小形の打製石斧で、基端部が欠損する。刃面は両面から加工した

両凸刃である。石材はサヌカイトで、重さは99.10gである。

0 10cm（S=1/3）

563

564

565

566

567

568

第 図　SD2 出土遺物実測図（S=1/3)
丹塗り

563

564

565

566 567
568

図版　SD2 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

563
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
(13.4) (8.9) ― ナデ ハケメ

10YR8/2

灰白

10YR8/2

灰白
良 長石 内面ハケメ

564
壺

(土師器)

口縁部
― (4.0) ― ナデ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良

石英、長石、

褐色粒子

565
直口壺

(土師器)

口縁部～　
(13.2) (6.6) ― ハケ後ナデ消し

ヘラケズリ

後ナデ消し

7.5YR7/4

にぶい橙

10YR7/2

にぶい黄橙
良 石英、赤色粒子

566
小型丸底壺

(土師器)

口縁部

～胴部
(6.6) (6.2) ― ナデ

ナデ

指圧痕

5YR6/8

橙

5YR6/8

橙
良 石英、雲母 手づくね　内・外面丹塗り

567
高杯

(土師器)
脚部 ― (9.0) ― ナデ ヘラオサエ

7.5YR6/8

橙

7.5YR6/8

橙
良

石英、雲母、

褐色粒子

焼成 胎土 備考
遺物　

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

頸部

～頸部

内面一部・外面丹塗り

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

568 石斧 サヌカイト 86.0 45.5 18.0 99.10

第142図　SD2 出土遺物実測図 (S=1/3)

第80表　SD2 出土土器観察表

第81表　SD2 出土石器観察表

図版110　SD2 出土遺物
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②TAK201501　2区 SD3(第144図、図版112)

SD3は2区6250、6450グリッドに位置する。長さ20m+、幅1.5～3.0m、深さ1.3mを測る。方向は蛇

行しながら南東～北西方向に流れる。遺物は小片が出土し、実測できる遺物は存在しなかった。
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③TAK201501　2区 SD4(第144・145図、図版113・114、第82・83表 )

SD4は2区6250、6450グリッドに位置する。長さ15m+、幅1.75～2.5m、深さ20㎝程で浅い。方向

は南東～北西方向に流れ、SD3と平行に走る。出土遺物は覆土からの出土である。569は壺又は甕の

胴部～底部である。底部は丸底で内外面に併行叩き痕が残る。外面は一部丹塗りである。570、571

は高杯脚部片である。いずれも柱状部で杯部及び開脚部は欠損する。571は長脚高杯であろう。572

～574は須恵器杯蓋で天井部～口縁部片である。体部～口縁部にかけては緩やかに内湾し端部は丸い。

口径は12.8～14.0㎝とやや大きい。575は須恵器杯身で口縁部～体部片で、底部は欠損する。口縁部

の立ち上がりは短く緩やかに外反し端部は丸い。口径は10.8㎝、受け部径は13.5㎝を測る。576は須

恵器𤭯体部片で口縁部は欠損する。体部復元径は10.6㎝を測る。須恵器から時期を考えると6世紀後

半（第3四半期）頃と思われる。577は磨製石斧で刃部及び基端は欠損する。石材は結晶片岩である。

0 10cm（S=1/3）

569

570

571

572

573

574

575

576

577

第 図　SD4 出土遺物実測図（S=1/3)
丹塗りスス

569

570

571

図版　SD4 出土遺物 その 1

第145図　SD4 出土遺物実測図 (S=1/3)

図版113　SD4 出土遺物 その1
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572

573

574

575

576
577

図版　SD4 出土遺物その 2

古墳　1501 SD4出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

569
壺又は甕

(土師器)

胴部

～底部
― (10.0) ― タタキメ？ タタキメ？

7.5YR8/4

浅黄橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 石英

570
高杯

(土師器)
柱状部

基部径

(4.4)
(6.0) ― ナデ ナデ

2.5YR8/3

淡黄

10YR8/4

浅黄橙
良 長石、雲母

571
長脚高杯

柱状部
基部径

5.2
(13.5) ― ナデ ナデ

7.5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良 長石、雲母

572
杯蓋

(須恵器)

口縁部～

天井部
(12.8) 4.1 ― ナデ ナデ

7.5Y7/1

灰白

5Y6/1

灰
良 石英、長石

573
杯蓋

(須恵器)

口縁部～

天井部
(6.8) (4.0) ― ナデ ナデ

N6/1

灰

10Y6/1

灰
良 長石、赤色粒子

574
杯蓋

(須恵器)

口縁部～

天井部
(14.0) (2.9) ― ナデ ナデ

5Y7/1

灰白

2.5Y7/2

灰黄
良 石英

575
杯身

(須恵器)

口縁部～

体部
(10.8) (3.8) ― ナデ ナデ

N7/0

灰白

N6/0

灰白
良 長石 底部欠損　

576
ハソウ

(須恵器)
体部

最大径

(10.6)
(7.1) ― 回転ナデ ナデ

N5/0

灰白

N6/0

灰白
良 長石

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

丸底壺　外面丹塗り 内面スス付着

内外面縦方向に叩き痕有

（土師器)

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

577 磨製石斧 結晶片岩 144.0 67.5 23.0 300.0

④TAK201506　1・2区 SD1(第146・147図、図版115、第84・85表 )

SD1は1、2区、6058、6060グリッドに位置する。規模は長さ18.40m+、幅3.0～4.0m、深さ20㎝を

測る。方向は北東～南西にかけて構築されている。上面はかなり削平され溝の中は礫が多く入り込ん

でいた。遺物も黒曜石片～貿易陶磁片まで入り込んでいたため確定が困難であるが古墳時代の土師器、

須恵器が多量に出土したため古墳時代の遺構とした。578は須恵器甕口縁部片である。口縁部は緩や

かに外反し端部はやや尖る。端部外側は折り返しで肥厚する。579は提瓶の体部片である。双耳は角

状で短い。双耳の形状から6世紀末～7世紀初頭頃であろう。580は甑の把手である。角状を呈し全体

的に削り痕が残る。端部は尖る。581は扁平打製石斧で基部が1/2残存する。刃部は欠損する。

第82表　SD4 出土土器観察表

第83表　SD4 出土石器観察表

図版114　SD4 出土遺物 その2
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調査区外
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461

0

Y=41600

H=9.70m

A’A 1

223

A A’

トレンチ

Ｎ

1. 暗褐色(10YR3/3)礫混土　鉄化し固い

   0.2cm大の小礫を50%含み、細粒砂も混じる

   20cm大の円礫も5%含む

2. にぶい黄褐色(10YR5/4)粘質土　砂粒も混じる　しまり弱い

   上層からの鉄分の沈着の影響で一部黄色く変色

3. 暗褐色（10YR3/3)砂質土　しまり弱い

   微黄色粒子を3%、2cm大の小礫を1%未満含む

4. 暗褐色（10YR3/3)砂質土　しまり弱い

   3に拳大の円礫が混じる

断面図 (S=1/50)

第　図　SD1 平面図 (S=1/200)・断面図 (S=1/50)
0 5m（S=1/200）

0 1m(S=1/50)

0 10cm（S=1/3）

578

579
580

581

578

579

580

581

図版　 SD1 出土遺物

古墳　1506 SD1出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

578
甕

(須恵器)
口縁部 ― (5.2) ―

ハケメ

ナデ消し

ハケメ

ナデ消し

10YR5/2

灰黄褐

10YR6/1

褐灰
良 石英、長石

579
提瓶

(須恵器)
体部

頸径

(4.4)
(4.0) ― 縦方向にカキメ ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良

長石、石英、

褐色粒子
短い角状の双耳有

580
甑

(土師器)
把手部 ― ― ― ヘラケズリ後ナデ ナデ

2.5YR6/6

橙

5YR6/3

にぶい橙
良

雲母、石英、

赤色粒子
全体的にケズリ痕

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

581 石斧 安山岩 76.0 58.0 15.5 76.11

第146図　SD1 平面図 (S=1/200)・断面図 (S=1/50)

第147図　SD1 出土遺物実測図 (S=1/3)

第84表　SD1 出土土器観察表

第85表　SD1 出土石器観察表

図版115　SD1 出土遺物
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⑤TAK201506　1・2区 SD3

(第148・149図、図版116・117、第

86表 )

SD3は1、2区、6058、6060グ

リッドに位置する。規模は長さ

26.60m、幅1.2～2.52m、深さ12

㎝で上面はかなり削平されてい

る。この溝は SC6、SC9から北側

上端を切られている。溝の方向

は概ね東西方向に構築されてい

る。遺物は覆土からの出土である。

582は二重口縁壺の口頸部～胴部

片である。内面は斜め方向にハ

ケメ調整を行う。全体的に器壁

が薄い。583は土師器甕の口縁部

～胴部片である。口縁部は外反

し端部は丸い。胴部内部は削り

痕が残る。全体的に器壁は薄い。

SC6

SC9

SP

SB1-
SP19

SB1-
SP14

SB1-SP25

SB1-
SP9

SA1-
SP5

SB1-
SP4

SP

SP

X
=
-
4
6
1
4

X
=
-
4
6
1
0

Y=41620

Y=41595

調査区外

H=9.50m

H=9.50m

A
A’

B

B’

B B’

A A’

トレンチ

※断面図はスケール S=1/60

※断面図はスケール S=1/60

1
2

1

Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/3) 粘性土　しまりあり

　全体に 3～ 20cm 大の円礫が 5% 入り込む

　若干の混礫

2. 暗褐色 (10YR3/3) 粘性土　砂混じる

第　図　SD3 平面図 (S=1/120)・断面図 (S=1/60)

0 4m（S=1/120）

0 1m（S=1/60）

0 1m（S=1/60）

SD3

SD3 全景

第148図　SD3 平面図 (S=1/120)・断面図 (S=1/60)

図版116　SD3 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

582

583第 図　 SD3 出土遺物実測図（S=1/3)

582

583図版　 SD3 出土遺物

古墳　1506 SD3出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

582
壺

(土師器) ～胴部

頸径

(11.4)
(7.4) ― ナデ ハケメ

10YR8/3

浅黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良 長石、雲母 二重口縁

583
甕

（土師器)

口縁部

～胴部
(22.6) (23.7) ― ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

10YR5/6

赤

10YR6/6

赤橙
良

石英、雲母、

赤色粒子

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

頸部

(5)土坑 (SK)

①TAK201501　5区 SK1(第150・151図、図版118・119、第87表 )

SK1は5区6658、6660グリッドに位置する。規模は長軸0.74m、短軸0.52m、深さ21㎝を測る楕円形

の平面プランを呈する。遺物は遺構全体に散乱し全て覆土から土師器が出土した。584は土師器甕頸

部片である。

図版　SK1 遺構状況

遺物出土状況 (北東から ) 半截状況 (北東から )

遺物出土状況 (北東から ) 完掘状況 (北東から )

1

H=9.60m

1

Ｎ

1. 暗褐色 (7.5YR3/3)

　粘質土～シルト

  焼土をまばらに 20% 含む

　マンガンを全体的に 50% 含む

　小礫をわずかに含む

　細砂粒を多く含む

　ややしまりの強い土

第　図　SK1 平・断面図 (S=1/20)

0 （S=1/20） 50cm

第149図　SD3 出土遺物実測図 (S=1/3)

第150図　SK1 平・断面図 (S=1/20)

第86表　SD3 出土土器観察表

図版117　SD3 出土遺物

図版118　SK1 遺構状況
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584
0 10cm（S=1/3）

584

図版　 SK1 出土遺物

古墳　1501 SK1出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

584
甕

(土師器)
― (5.3) ― ナデ

ナデ　ケズリ

指圧痕

5YR6/6

橙

5YR5/6

明赤橙
良

雲母、結晶片岩、

長石、赤色粒子、

黒色粒子

6C後半

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

頸部

②TAK201501　4区 SK4(第152・153図、図版120・121、第88表 )

SK4は4区6656グリッドに位置する。規模は長軸1.20m、短軸0.84m、深さ10㎝を測る。平面形は不

正楕円を呈し長軸方向が判然としない。遺物は覆土上面からの出土で、土師器、須恵器が出土した。

585は土師器甕胴部片である。器壁は薄い。586は須恵器杯身で焼成不足で灰白色を呈する。3/4が残

存し口縁部の立ち上がりは短く内傾し端部は丸い。口径11.8㎝、受け部径14.5㎝とやや大きい。時

期は6世紀後半（第3四半期）頃であろう。587は須恵器蓋で天井部～体部片である。つくりは極めて雑

である。

図版　SK4 遺構状況

南側 遺物出土状況 (南から ) 南側 完掘状況 (南から )

北側 遺物出土状況 (南から ) 北側 完掘状況 (北から )

H=9.40m

1

Ｎ

1. 灰褐色 (5YR4/2) 粘質土

　しまり、粘性あり

　焼土粒をまばらに含む

　白色粒を全体に約 30% 含む

第　図　SK4 平・断面図 (S=1/20)

0 （S=1/20） 50cm

第151図　SK1 出土遺物実測図 (S=1/3)

第152図　SK4 平・断面図 (S=1/20)

第87表　SK1 出土土器観察表

図版119　SK1 出土遺物

図版120　SK4 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

585

587

586

第 図　 SK4 出土遺物実測図（S=1/3)

585

587586

図版　 SK4 出土遺物

古墳　1501 SK4出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

585
甕

(土師器)
胴部 ― (11.6) ― ナデ ケズリ後ナデ

7.5Y7/8

黄橙

7.5YR7/6

橙
良

雲母、長石、

赤色粒子

586
杯身

(須恵器)

口縁部

～底部
11.8 4.2 0.8

ナデ

回転ヘラケズリ

ナデ

タタキ

5Y8/1

灰白

5Y8/1

灰白
良好 石英

587
杯蓋

(須恵器)

天井部

～体部
― (1.8) ― ナデ ナデ

5YR7/1

明褐灰

5YR7/1

明褐灰
良 長石

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

③TAK201506　2区 SK2(第154・155図、図版122・123、第89表 )

SK2は2区6058グリッドに位置する。主軸を E-10° -Sにとり概ね東西方向に構築された土坑であ

る。規模は中心長軸2.80m、短軸1.48m、深さ24㎝を測る長楕円形を呈する平面プランである。深さ

から見てかなり削平された様相である。出土遺物は覆土からの出土で土師器、須恵器が中心であった。

588は土師器甕の口縁部片である。口縁部は外反し端部は丸い。589は須恵器の短頸壺の壺で口縁部

～体部片で底部は欠損する。口縁部は僅かに短く外傾、端部は丸い。胴部は丸く外湾する。

Ｎ

B

H
=
9
.
3
0
m

B
'

1

B
B
'

A

H=9.30m

A'

1

A A'

1.暗褐色(10YR3/3)粘性土　やや砂質を帯びる

  炭化物を1cm大のブロックで1%、白色粒を1%含む　

　橙色土をマーブル状に5%含む

0 1m（S=1/40）

第　図　SK2平・断面図（S=1/40）

図版　SK2 遺構状況

検出状況 (北から )

完掘状況 (北から )

第153図　SK4 出土遺物実測図 (S=1/3)

第154図　SK2 平・断面図 (S=1/40)

第88表　SK4 出土土器観察表

図版121　SK4 出土遺物

図版122　SK2 遺構状況

195



0 10cm（S=1/3） 588

589
第 図　 SK2 出土遺物実測図（S=1/3)

588

589
図版　 SK2 出土遺物

④TAK201506　2区 SK4(第156・157図、図版124・125、第90表 )

SK4は2区6058グリッドに位置する。主軸をN-29°-Wにとり北西～南東方向に構築された土坑である。

規模は長軸2.72m、短軸1.36m、深さ8～20㎝を測る、長方形の平面プランである。全体的に削平を受

け浅い。出土遺物は覆土から須恵器杯蓋完形品が出土した。590、591は須恵器蓋で591は完形品であ

る。体部～口縁部にかけて内湾し端部は丸い。口径は13～13.6㎝とやや大きい。時期は6世紀後半で（第

3四半期）頃であろう。

図版　SK4 遺構状況

検出状況 (北西から )

完掘状況 (北西から )

断面 (北東から )

古墳　1506 SK2出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

588
甕

(土師器)
口縁部 (18.4) (3.5) ― ナデ ナデ

2.5YR5/6

明赤褐

2.5YR6/4

にぶい橙
良

雲母、石英、

赤色粒子

589
短頸壺

(須恵器)

口縁部

～体部
(9.8) (5.6) ― ナデ ナデ

N7/

灰

N6/

灰
良 長石 底部欠損

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

第155図　SK2 出土遺物実測図 (S=1/3)

第156図　SK4 平・断面図 (S=1/40)

第89表　SK2 出土土器観察表

図版123　SK2 出土遺物

図版124　SK4 遺構状況

Y=41598

X=
-4
61
5

SP

H=9.50m

A
A’

SK04 土壌サンプル採取地点

SK04 土壌サンプル採取地点

1

SK04 土壌サンプル採取地点 (比較用 )

A A’

H
=
9
.
5
0
m

B
B
’

B
B
’

590

591

Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/3) 粘性土　しまり強い

　白色粒 4%, 橙色粒 2% を含む

第　図　SK4 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

d-003C

0 （S=1/20）25cm

※遺物実測図はS=1/20
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0 10cm（S=1/3）
590

591

第 図　 SK4 出土遺物実測図（S=1/3)

590

591

図版　 SK4 出土遺物

古墳　1506 SK4出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

590
杯蓋

(須恵器)

口縁部

～天井部
(13.6) 3.9 ―

ナデ

回転ヘラケズリ

ナデ

回転ヘラケズリ

N6/

灰

N7/

灰
良好 石英、長石

591
杯蓋

(須恵器)

口縁部

～天井部
― (4.1) (13.0)

左回転ヘラケズ

リ　回転ナデ
ナデ

5PB4/1

暗青灰

5PB5/1

青灰
良好 長石 完形品　

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

⑤TAK201506　1区 SK5(第158・159図、図版126・127、第91表 )

SK5は1区6060グリッドに位置する。主軸をN-69°-Wにとり概ね東西方向に構築された土坑である。

規模は長軸3.31m、短軸0.81m、深さ17㎝を測り平面プランは横長楕円を呈する。全体的に削平が著

しい。出土遺物は覆土から土師器椀口縁部片で内外面丹塗り、土師器小片が出土した。592は土師器

椀の口縁部～体部片である。体部～口縁部にかけて緩やかに内湾し端部は丸い。全体的に器壁は薄い。

内外面は丹塗りを施し祭祀用土器であろう。

H
=
9
.
5
0
m

X=-
461

6

Y=41612

1

Ｎ

1. 灰黄褐色 (10YR4/2) 砂質土　しまり強い

　主に粗粒砂で構成される

　白色粒子・褐色粒子を各 3% 含む

　10cm 大の大礫がまれに含まれる

第　図　SK5 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

図版　SK5 遺構状況

検出状況 (西から ) 断面 (東から ) 完掘状況 (西から )

第157図　SK4 出土遺物実測図 (S=1/3)

第158図　SK5 平・断面図 (S=1/40)

第90表　SK4 出土土器観察表

図版125　SK4 出土遺物

図版126　SK5 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

592

第 図　 SK5 出土遺物実測図（S=1/3)

丹塗り 592

図版　 SK5 出土遺物

古墳　1506 SK5出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

592
椀

(土師器)

口縁部

～体部
(21.2) (4.9) ―

横方向ヘラケズ

リ
ナデ

2.5YR6/8

橙

2.5YR6/8

橙
良好 長石 内外面丹塗り　

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

⑥TAK201506　1区 SK6(第160図、図版128)

SK6は1区6060グリッドに位置する。主軸をE-26°-Sにとり南東～北西方向に構築された土坑である。

長軸3.20m、短軸1.12m、深さ12㎝を測る不正楕円形の平面プランを呈する。深さから削平が著しい

ことが窺える。出土遺物は土師器小片、弥生土器小片が出土した。

H
=
9
.
5
0
m

X=-
461

8

Y=41613

1
2

Ｎ

1. 暗褐色 (10YR3/3)　粗粒砂と土が混ざる

　約 3cm 大の黄色ブロックが混入する

2. 暗褐色 (10YR3/3)  1 に似る　粘性土

第　図　SK6 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

図版　SK6 遺構状況

断面 (東から ) 完掘状況 (西から )

第159図　SK5 出土遺物実測図 (S=1/3)

第160図　SK6 平・断面図 (S=1/40)

第91表　SK5 出土土器観察表

図版127　SK5 出土遺物

図版128　SK6 遺構状況
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⑦TAK201506　2・3区 SK7(第161図、図版129)

SK7は2、3区5856、5858グリッドに位置する。調査区外に延びているため全体像が判然としない。

遺物は弥生式土器と土師器が出土した。

調査区外

トレンチ

トレンチ

X=-
459

6

Y=41580

B

H=9.80m
A B’

A’

Ⅰ

①

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳa

Ⅱ’
Ⅳa

Ⅲ

A’B’AB

Ｎ

①暗褐色(10YR2/3)しまりあり　粘性を帯びる　

　全体に黄褐ブロック30%、焼土粒1%、白色粒1%含む

 SK7上部:にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土

　　     しまりやや強い　鉄分の影響を受ける

Ⅰ:耕作土

Ⅱ：黄褐色粘性土 (10YR5/6)

Ⅲ：黒褐色粘性土 (10YR2/3)

Ⅳa：褐色粘性土 (10YR4/4)

第　図　SK7 平・断面図 (S=1/40)

0 1m（S=1/40）

東側部分検出状況 (南から ) 東側部分完掘状況 (南から )

西側部分検出状況 (南から ) 西側部分完掘状況 (西から )

第161図　SK7 平・断面図 (S=1/40)

図版129　SK7 遺構状況
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(6)柱穴 (SP)

①TAK201506　2区 SP148(第162・163図、図版130、第92表 )

SP148は2区6058グリッドに位置する。直径40㎝、深さ40㎝を測る円形の平面プランを呈する。出

土遺物は覆土から土師器甕片、須恵器甕片が出土した。593は須恵器甕の口縁部片である。口縁部は

緩やかに外傾し端部は玉縁を呈する。

593

図版　 SP148 出土遺物
0 （S=1/20） 50cm

1

H=9.40m

1.暗褐色(10YR3/3)粘性土
　しまりやや弱い　砂質を僅かに帯びる

Ｎ

第　図　SP148平・断面図(S=1/20)

0 10cm（S=1/3） 593

第 図　 SP148 出土遺物実測図（S=1/3)

古墳　1506 SP148出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

593
甕

(須恵器)
口縁部 (19.4) (3.8) ―

ヘラケズリ後ナ

デ

ヘラケズリ後ナ

デ

2.5GY2/1

黒

2.5GY2/1

黒
良 長石

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

②TAK201506　2区 SP291(第164・165図、図版131、第93表 )

SP291は2区6058グリッドに位置する。直径36㎝、深さ25㎝、柱痕16㎝を測り、ほぼ円形を呈する。

出土遺物は覆土から土師器片、須恵器蓋片が出土した。594は須恵器杯蓋の天井部片である。

0 （S=1/20） 50cm

Ｎ

1 2

H=9.30m

柱痕

1.SP291の2より僅かに暗い 白色粒を2%含む
2.暗褐色(10YR3/4)粘性土 やや砂質を帯びる　しまり強い　
  白色粒3%　橙色粒2%　5cm大の礫を5%含む

第　図　SP291平・断面図(S=１/20)

0 10cm（S=1/3） 594

第 図　 SP291 出土遺物実測図（S=1/3)

594

図版　 SP291 出土遺物

古墳　1506 SP291出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

594
杯蓋

(須恵器)
天井部 ― (2.2) ―

ナデ

回転ヘラケズリ
ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良 長石

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

第162図　SP148 平・断面図 (S=1/20)

第163図　SP148 出土遺物実測図 (S=1/3)

第164図　SP291 平・断面図 (S=1/20)

第165図　SP291 出土遺物実測図 (S=1/3)

第92表　SP148 出土土器観察表

第93表　SP291 出土土器観察表

図版130　SP148 出土遺物

図版131　SP291 出土遺物
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(7)不明遺構 (SX)

①TAK201501　3区 SX2(第166・167図、図版132・133、第94表 )

SX2は3区6454グリッドに位置する。規模は長軸0.82m、短軸0.50m+、深さ12㎝ +を測る。平面は半

分が欠損するが楕円形を呈するものと思われる。遺物は小形丸底壺で5個が覆土上層に正位の状態で

整然と並べられて置かれていた。また長軸60㎝、短軸30㎝、厚さ20㎝ +の石が位置している。土器

の器高は8～9㎝と小さい。こうした状況から祭祀用の土坑であろうと考えられる（註1）。595～599は

土師器小形丸底壺である。597、599は口縁部が欠損し体部の張りが似る。598は体部がやや横に張る。

595～599全てが外面は僅かにハケメ調整が残る。内面は削りのちナデ調整を施す。全体的に全て丁

寧な作りである。すべての土器内埋土を植物珪酸体分析の試料とした。

H=9.40m

SX02-P1

SX02-P2
SX02-P3

SX02-P4

SX02-P5

Ｎ

土坑を掘り、その中に 5つの小型丸底壺を据える

丸底壺はいずれも直立しているが、完形で残っているものと、

上部が欠損したものが見られ、上端は揃えられていない

第　図　SX2 平・断面図 (S=1/10)

0 20cm(S=1/10)

遺物出土状況 (南西から ) 完掘状況 (南から )

0 10cm（S=1/3）

595 596 597 598 599

第 図　 SX2 出土遺物実測図（S=1/3)

第166図　SX2 平・断面図 (S=1/10)

第167図　SX2 出土遺物実測図 (S=1/3)

図版132　SX2 遺構状況

【註 1】福島県いわき市泉町

滝尻字折返に所在の折返 A遺

跡第 12 号竪穴住居址出土の

遺物状況が類似する。大村市

教育委員会田島陽子氏から御

教示いただいた。
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595 596 597 598 599

図版　 SX2 出土遺物

古墳　1501 SX2出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

595
壺

(土師器)
完形 (8.0) 9.1

胴径

8.6
ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良

長石、角閃石、

赤色粒子
小型丸底壺　

596
壺

(土師器)
完形 (5.6) 8.8

胴径

8.4
ケズリ後ナデ ナデ

5YR6/8

橙

5YR6/8

橙
良

長石、石英、

角閃石、赤色粒子
小型丸底壺　

597
壺

(土師器)

口縁部欠

損
― (7.0)

胴径

9.0
ケズリ後ナデ ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良

長石、石英、

赤色粒子

小型丸底壺

底部に木ノ葉圧痕あり

598
壺

(土師器)
完形 7.55 7.9

胴径

8.6
ケズリ後ナデ ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良

長石、石英、

赤色粒子
小型丸底壺　

599
壺

(土師器)

口縁部欠

損
― (6.4)

胴径

8.8
ケズリ後ナデ ナデ

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良 角閃石、雲母 小型丸底壺

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

②TAK201506　1区 SX1(第168図、図版134)

SX1は1区6060グリッドに位置する。長軸5.0m、短軸1.2m、深さ0.30mを測る。大部分は調査区外に

位置するため平面形は不明である。遺構内覆土は2層で出土遺物はこの覆土から土師器小片が出土し

た。

トレンチ

X=-
460

8

Y=41610

調査区外

H
=
9
.
6
0
m

12
ト
レ
ン
チ

Ｎ

1. 褐色(10YR4/4) ややシルト質でしまり強い

   部分的に鉄分の沈着が見られる

   3～5mm大の黄色粒子を3%含む

   微白色粒子を3%含む

   土師器を包含する

2. 暗褐色(10YR3/3)砂質土 しまり弱い

   3cm大の粘土ブロックを1%、黄色粒子を1%含む

   土師器を包含する

第　図　SX1 平・断面図 (S=1/60)

0 2m（S=1/60）

図版　SX1 遺構状況

断面 (西から )

SX1 全景 (西から ) 完掘状況 (西から )

第168図　SX1 平・断面図 (S=1/60)

第94表　SX2 出土土器観察表

図版133　SX2 出土遺物

図版134　SX1 遺構状況
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NR4( 上層 )断面図 (S=1/100)

H=9.50m

NR3 断面図 (S=1/100)

H=9.50m

NR4A

NR3A

南北ベルト (S=1/100)

NR3

NR1

NR4 下層

Ⅵ

Ⅱ

NR1ANR1A’

NR1A
NR1A’

NR1(S=1/100)

1 面のとき (NR1 掘削時 )のトレンチ下端

2面のとき (他の NR) のトレンチ下端

NR4A’

1 23

4

1
2NR3A’

6456 グリッドトレンチ (S=1/100)

Ⅵ
NR4 下層

NR3

NR4 上層

6458 グリッドトレンチ (S=1/100)

NR4 下層

NR3

カク乱

カク乱

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

U 字溝の下の土
①

Ⅵ

NR1

②

③(Ⅱ)
④

⑤

②’

③’ ④③’

⑤Ⅵ

側溝

カク乱

側溝

カク乱

X
=
-
4
6
4
0

Y=41540

Y=41560

Y=41580

南北ベルト

6458 グリッドトレンチ

6456 グリッドトレンチ

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

H=10.0m

H=9.5m

H=9.0m

NR4A’NR4ANR3A NR3A’

調査区外

調査区外

NR1

NR4
上層

NR3

Ｎ

NR3土層:
　1. 暗褐色土(10YR3/4) しまりやや強い 粘性普通
  　1～3㎜程度の砂利をやや多く含む
  　黄褐色の斑点がやや多く見られる
　2. 暗褐色(10YR3/4)混礫土 しまりやや強い 粘性普通
  　1層とほぼ同質であるが、拳大の円礫を多く含み、
  　やや暗い色合いを呈する
　3. 暗褐色土(7.5YR3/3) しまり強い 粘性やや弱い
  　小礫をわずかに含むが比較的均一である
  　マンガン粒が多く見られる
　4. 暗褐色(10YR3/2)砂質土 しまり強い 粘性弱い
　  礫を含まず、均質である

調査時の所見
・NR4は上層と下層に分けられる
　本来、上層と下層は別の時期の別の流路であるが、
　検出された範囲がほぼ一致していたことから、上層・下層と名づけて調査した
・NR6は、NR4下層の一部である可能性が高い
　6252グリッドのⅢ層掘削には重機を用いたが、
　その際、NR6とNR7の上部を掘削し、確認されたのは最下面のみであった

NR1土層:
　1.暗褐色(7.5YR3/4)しまり普通　粘性普通
  (検出時8～11層と同質のⅥ層上面に溜まった土、
  あるいは根カク乱に似た土が帯状に見られた
  この帯状に見られる範囲をNR1とした)
　※8～11層については、第11図TAK201604調査区土層図(15頁)
　  を参照のこと

南北ベルト土層:
　NR1:NR1断面図と同じ
　　　ベルトの東側まで伸びるが、この範囲においては遺物が
    　出土し続けたことから、図のNR4下層まで誤って掘り下げた
　①:暗褐色(7.5YR3/4)混小円礫土　しまり普通　粘性普通
 　　NR1埋土とほぼ同質であるが、小円礫を多く含む
　NR4下層:暗褐色(10YR3/3)混礫土　しまり非常に強い　粘性弱い
　　　　　直径1㎝程度の小円礫～人頭大までの円礫を非常に多く含む
  　      小円礫がまとまる箇所と大礫がまとまる箇所があるが、
    　    円礫の間に挟まって土器小片が多く見られる
　NR3:黒褐色(10YR3/2)砂質土　しまり強い　粘性弱い
  　  小礫を含むが比較的均質である

NR4(上層)土層:
　1.暗褐色土(10YR3/3)しまり普通　
　　粘性やや強い
　　小～拳大の大小様々な円礫を多く含む
　2.暗褐色(7.5YR3/3)混小礫砂質土
　　しまり強い　粘性強い
　　小礫を非常に多く含み、
  　それに混じって遺物小片を多く含む

6456グリッドトレンチ土層：
　②:褐色土(10YR4/4) やや粘質を帯びる　しまり弱い
 　  極細粒砂も混じりきめ細やか
  　 マーブル状に黄褐色土(10YR5/6)も見られる
  　 炭化物粒１%、焼土粒１%含有　土師器・須恵器出土
　③:黄褐色土（10YR5/6) しまり弱い
 　  鉄分が沈着し、固く変質している箇所がある　部分的に砂質を帯びる
 　  直径3cmの円礫を1%含む　弥生土器が出土　Ⅱa-2層として調査
　④:黒褐色土(10YR2/2）しまり強い　粘性弱い　砂粒を多く含む
　　 ③層の除去後、黒褐色の硬化した土の広がりがおおよそ③層の範囲に見られ、
　　 これを④層として掘削し遺物を取り上げた
  　 この際、⑤層も土の質感が似ていたことから、④層として掘り下げてしまった
　⑤:黒色土(10YR2/1) しまり非常に強い　粘性弱い
　　 砂質土がベースであるが、黒色の鉱物の沈着によりガチガチに硬い
 　  ④層との区別がつかず、遺物は黒褐色土として掘り上げた
  　 遺物は大型の剥片が多く見られ、完形に近い甕等も検出した
　NR3：暗褐色土（7.5YR3/3) しまり強い　粘性やや弱い　
　　　 土質は比較的均質であるが、人頭大～直径40㎝程度の円礫を含む
　NR4上層：暗褐色土(10YR3/3) しまり普通　粘性やや強い
　　　　小～拳大の大小様々な円礫を多く含む
　NR4下層：暗褐色混礫土(10YR3/3) しまり非常に強い 粘性弱い　遺物を多く含む

6456グリッドトレンチ土層：
　②’:6456グリッドトレンチの②層に黄褐色土(10YR5/6)が
    　 マーブル状に混じる箇所とサンドイッチ状になる箇所がある
   　  土師器片出土
　③’:6456グリッドトレンチの③層と同じだが、
　　　 混入する礫の大きさが直径５cmを超えるものがある
　④  :6456グリッドトレンチ④層と同じ
　⑤  :6456グリッドトレンチ⑤層と同じ
　NR3 :6456グリッドトレンチNR3と同じ
　NR4下層：6456グリッドトレンチNR4下層と同じ

第　図 NR1・NR3・NR4 上層平面図 (S=1/300)・断面図 (S=1/100)

0 2m（S=1/100）

0 10m（S=1/300）

(8)自然流路 (NR)

第169図　NR1・NR3・NR4上層 平面図 (S=1/300)・断面図 (S=1/100)
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①TAK201604 NR1(第169・170図、図版136、第95表 )

NR1は6252、6254グリッドに位置する。長さ16m+、幅2.0～2.2m、深さ40㎝を測る。西側は調査

区外に位置するため全体像は不明である。出土遺物は弥生土器を一部含むが古墳時代の遺物が多

い。600は台付甕の脚部片である。開きは大きくなく端部は丸い。内外面はハケメ調整を施す。601、

602は複合口縁壺の口縁部片である。拡張部は短く屈曲し外側に稜を成す。内側は内湾し端部は丸い。

603は広口小形壺で口縁部～体部片である。底部は欠損する。口縁部は短く外反し、頸部内外面に稜

を成す。口縁端部は丸い。体部は肩が張り外面は粗いハケメが残る。全体的に器壁は薄い。口縁部内

側と外面全体に丹塗りを施す。604は小形丸底壺で口縁部～体部片である。底部は欠損する。口縁部

は直線的に外傾し端部は細く丸い。内外面はナデ調整で丁寧な作りである。605、606は高杯脚部で

ある。605は裾で稜を成し端部が欠損する。606は脚は直線的に開脚し端部は丸い。小孔は4穴である。

607は須恵器杯身片である。口縁部の立ち上がりは短く内傾し端部は欠損する。6世紀後半頃（第四半

期）であろう。608は高台付椀の高台部～体部片である。高台は貼り付けで復元底径8.6㎝を測る。

NR3

NR4 上層

NR3

NR4 上層

NR2

NR3 及び
NR4
上層・下層

NR4 上層NR3

NR2

NR3

南北ﾍﾞﾙﾄ

6456G
ﾄﾚﾝﾁ

6458G
ﾄﾚﾝﾁ

NR3 断面 (東から )

NR3 検出状況 (東から )
( 手前が 6458G トレンチ）

NR3 完掘・NR4 掘削 (東から )
( 手前が 6458G トレンチ）

NR3・NR4 上層完掘 (東から )
( 手前が 6456G トレンチ）

NR3・NR4 上層完掘状況
(西から )( 手前が南北ベルト）

NR4 上層断面 (東から )

航空写真

図版135　NR3・NR4上層 遺構状況
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0 10cm（S=1/3）

600
601

602 603

604
605

606

607

608

丹塗りスス

600
601

602
603

604
605 606

607

608

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

600
台付甕

脚部
胴部

(5.6)
(6.5) (8.4) ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

7.5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良 長石、石英、雲母 内外面ハケメ調整

601
壺

(土師器)
口縁部 ― (4.5) ― ナデ ナデ

5YR7/6

橙

5YR7/6

橙
良

長石、角閃石、

雲母、赤色粒子
高三瀦新段階　複合口縁　

602
壺

(土師器)
口縁部 ― (7.7) ― ナデ ナデ

7.5YR7/6

橙

10YR6/4

にぶい黄橙
良

長石、角閃石、

雲母、赤色粒子
下大隈新段階　複合口縁

603
(土師器)

口縁部

～体部
(12.2) (9.6)

胴部

(12.6)

ヨコナデ

ハケメ

ケズリ後ナデ

不定方向のナデ

工具痕

7.5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良好

長石、石英、

雲母、角閃石

604
小型丸底壺

(土師器)

口縁部

～体部
9.8 7.7

胴部

10.0
ナデ

ナデ　板状工具

による強いナデ

10YR8/2

灰白

10YR7/2

にぶい黄橙
良好 長石

外内面ナデ　丁寧な造り
内面一部外面丹塗り

605
高杯

(土師器)
脚部 ― (7.7) ― ナデ ケズリ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

長石、角閃石、

雲母、赤色粒子

606
高杯

(土師器)
脚部 ― (5.8) 9.7 ナデ ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/8

橙
良好 長石、角閃石 穿孔4つ有、内外面丹塗り

607
杯身

（須恵器)
口縁部 ― (2.5) ― 回転ナデ 回転ナデ

2.5Y6/1

黄灰

2.5Y6/3

にぶい黄
良

黒色粒子、白色粒

子
焼きが甘い　6C後半

608
高台付椀

(須恵器)

高台部

～体部
― (2.6) (8.6) ナデ ナデ

5B4/1

暗青灰

5B7/1

暗青黒
良 長石、黒色粒子 高台貼付

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

(土師器)

広口小型壺 口縁部内面・外面丹塗り
内面一部スス付着

第170図　NR1 出土遺物実測図 (S=1/3)

第95表　NR1 出土土器観察表

図版136　NR1 出土遺物
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②TAK201604　NR3(第169・171図、図版135・137、第96・97表 )

NR3は6252、6254、6452、6454、6456、6458グリッドに位置する。長さ47m+、幅0.8～2.2m、深さ

80㎝を測る。出土遺物は弥生時代の遺物を含む。609は複合口縁壺の口縁部片である。口縁拡張部は

やや内傾し端部は方形である。610は土師器壺口縁部～胴部片である。口縁部は、くの字で直線的に

外傾し端部は丸い。内面はハケメ調整を施す。611～613は器台筒部片である。透かし部分の部位で

一部細い沈線を有す。614、615は須恵器杯身口縁部～体部片である。614は口縁部の立ち上がりが短

く直線的に内傾し端部は丸い。615は口縁部の立ち上がりが短く内湾し端部は丸い。いずれも6世紀

後半頃（第4四半期）であろう。616は石包丁片である。刃部先端は欠損し片刃造りである。石材はサ

ヌカイトである。

0 10cm（S=1/3）

609

610

611 612

613

614
615

616

第 図　 NR3 出土遺物実測図（S=1/3)

古墳　1604 NR3出土土器観察表　 　　　　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

609
壺

(土師器)
口縁部 (30.8) (5.2) ― ナデ ナデ

2.5YR5/2

灰赤

5YR7/4

にぶい橙
良

雲母、角閃石、

石英、赤色粒子

黒褐色の付着物あり

複合口縁

610
壺

(土師器)

口縁部

～胴部
13.0 ―

ナデ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

2.5YR5/2

灰赤

5YR7/4

にぶい橙
良好

石英、長石、

赤色粒子
内面ハケメ調整

611
器台

(土師器)
筒部 ― (8.7) ―

ヘラ描き

剥離が進む
剥離が進む

5YR6/6

橙

5YR6/3

にぶい橙
良好

石英、長石をやや

多く含む

赤色粒子、角閃石

透かし部

一部細い沈線

612
器台

(土師器)
筒部 ― (9.3) ―

ヘラ描き　沈線

透かし孔　ナデ
ナデ

7.5YR8/3

浅黄橙

7.5YR8/3

浅黄橙
良

緻密　長石、赤色粒

子

肥前型　透かし部

一部細い沈線

613
器台

(土師器)
筒部 ― (6.7) ―

ヘラ描き　沈線

透かし孔　ナデ
ナデ

5YR6/6

橙

5YR7/6

橙
良好

石英、長石をやや

多く含む　角閃石

肥前型　透かし部

一部細い沈線

614
杯身

(須恵器)

口縁部

～体部
13.4 (2.3) ― ナデ ナデ

5YR8/3

淡橙

5YR8/3

淡橙
良 長石、赤色粒子 ⅢB　6C後半頃

615
杯身

(須恵器)

口縁部

～体部
13.0 (4.1) ―

ナデ

剥離
ナデ

5YR8/3

淡橙

5YR8/3

淡橙
良好 長石、石英 6C後半頃

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 備考

616 石包丁 サヌカイト 59.5 51.0 4.5 21.02 刃部欠損　片刃

第171図　NR3 出土遺物実測図 (S=1/3)

第96表　NR3 出土土器観察表

第97表　NR3 出土石器観察表
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609

610

611 612
613

614 615 616

図版　 NR3 出土遺物

③TAK201604　NR4上層 (第169・172図、図版135・138、第98・99表 )

NR4上層は、6254グリッドに位置する。長さ約54m+、幅約0.9～7.6m、深さは30～80㎝を測る。617

は土師器甕口縁部片である。口縁部は、くの字口縁で直線的である。端部は丸く、中央部でやや肥厚

する。外面は丹塗りを施す。618、619は器台片である。筒中央部～裾部途中までの破片である。中

央部に浅い沈線が残る。620は直口壺で口頸部～底部までの破片である。口縁部、底部の一部は欠損

する。内外面はハケメ調整を施し丁寧な作りである。621、622は器台の裾部片である。621は裾端部

がややつまみ上げるタイプで時期は後期終末頃であろう。623は須恵器杯身口縁部片である。口縁部

の立ち上がりは短く外反する。時期は6世紀後半（第3四半期）頃であろう。624は切小玉の完形品であ

る。石材は水晶で穿孔は両面穿孔である。

古墳　1604 NR4上層出土土器観察表　 　(復元値)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

617
甕

(土師器)
口縁部 (26.8) (5.1) ― ナデ

ナデ

指痕

7.5YR7/3

にぶい橙

7.5YR7/6

橙
良

石英、赤色粒子、

雲母、角閃石

618
器台

(土師器)
(10.2) ― ハケメ後ナデ ナデ

2.5YR6/8

橙

2.5YR6/8

橙
良 長石

619
器台

(土師器)
(10.4) ― ナデ ナデ

5YR7/6

橙

5YR8/3

淡橙
良

長石、石英、

雲母、角閃石

620
直口壺

(土師器)

口頸部

～底部

胴径

(18.2)
(19.0) ― ハケメ

ハケメ

指圧痕

2.5YR7/6

橙

2.5YR7/6

橙
良 長石、石英

621
器台

(土師器)
裾部 (26.0) (4.0) ― ナデ ナデ

10YR7/6

明黄褐

10YR7/6

明黄褐
良 長石、石英

弥生終末期

622
器台

(弥生)
裾部 ― (24.0) ナデ ナデ

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良 長石

623
杯身

(須恵器)
口縁部 (14.4) (2.1) ― ナデ ナデ

7.5YR7/1

明褐灰

7.5YR7/1

明褐灰
良

長石、石英、

雲母、赤色粒子
穿孔2カ所(推定4カ所)

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

筒部
～裾部

筒部
～裾部

―

―

外面丹塗り

内外側面丹塗り

外面丹塗り

遺物番号 器種 石材 色調 内径①（mm） 内径②（mm） 外径①（mm） 外径②（mm） 厚①（mm） 直径（mm） 重量 備考

624
装飾品

(切小玉)
水晶 白色 4.09 4.15 13.43 12.47 15.84 － 完形品　両面穿孔有

第98表　NR4 上層出土土器観察表

第99表　NR4 上層出土石製品観察表

図版137　NR3 出土遺物
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0 10cm（S=1/3） 0 2cm(S=1/1)

617

618 619

620

621

622

623 624

第 図　 NR4 上層出土遺物実測図（No.624 のみ S=1/1、他は S=1/3)丹塗り

617

618 619
620

621 622

623
624

図版　 NR4 上層出土遺物

第172図　NR4上層 出土遺物実測図 (No.624のみ S=1/1、他は S=1/3)

図版138　NR4上層 出土遺物
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(9)古墳時代包含層出土遺物

古墳時代の包含層遺物は4調査区からの出土である。TAK201501調査区、TAK201502調査区、

TAK201506調査区、TAK201604調査区である。以下調査区毎に記していく。

①TAK201501調査区 包含層出土遺物(第173・174図、図版139・140、第100・101表 )

625は須恵器甕の口縁部～胴部片である。口縁端部は欠損する。口縁部はやや外傾し、中央に2条

の小さな凸帯を有す。凸帯の上には波状文が巡る。外面は併行叩きで内面は指圧痕が残る。口縁部

内側から外面にかけて丹塗りが残る。626～628は土師器の壺で口縁部～胴部片である。626は口縁

端部が欠損する。627は広口壺で口縁部は緩やかに外反し端部は丸い。口縁部の器壁はやや肥厚する。

628は底部が欠損する。口縁部は直線的で外傾し端部は丸い。胴部は細いハケメ調整を施す。629は

土師器長頸壺である。長頸部が一部欠損している。口縁部は直線的にやや外傾し端部は丸い。胴部は

中央が最大径でラクビーボール形を呈し外面はハケメ調整を施す。630、631は小形丸底壺で口縁部

及び底部が欠損する。632は土師器の壺で口縁部～胴部片である。口縁部は短く外反し端部はM字状

で細い沈線を有す。内外面は叩き調整を施す。焼成は硬質で良好である。633は須恵器の壺で口縁部

～胴部の破片である。口縁部は大きく外湾し端部は方形を呈する。口縁部は折り返し口縁で外面に痕

跡が残る。口縁端部は凹線状を呈し、内面は僅かに稜を成す。胴部外面は併行叩き、内面は青海波叩

き痕を残す。634は須恵器の短頸壺の口縁部～胴部片である。口縁部は短く垂直で端部は丸い。635

は土師器の壺胴部～底部片である。1/2程の残存でコップ形か。636は土師器椀である。底部が一部

欠損する。口縁部は端部付近で僅かに短く反る。端部は丸い。637は土師器で穿孔が4ヶ所確認でき

る。外面に丹塗りを施す。器種は判然としない。638～641は土師器高杯の脚部片である。638は開

脚部はラッパ状に広がり端部は丸い。639、640は直線状に開脚し接地面近くで更に八の字状に開脚

し内外面に稜を成す。641は短く八の字状に開脚し端部は丸い。外面はミガキ、内面は指圧痕が残る。

642、643は土師器蓋で口縁部～天井部の破片である。642は口縁部～体部片で口縁部は小さく内反し

端部は丸い。天井部は欠損する。643は口縁部～天井部までの破片で2/3が残存する。天井部は器壁

が肥厚し、口縁部はやや外反し端部は丸い。644は土師器杯身で口縁部が欠損する以外はほぼ完形で

ある。口縁部は僅かに残り端部が欠損する。体部から底部内外面は凹凸が多く底部はヘラ削り後ナデ

調整を行っている。645～648は須恵器の蓋で口縁部～天井部にかけての破片である。645は体部から

僅かに外傾し口縁部へと続く。口縁端部は内面に稜を成す。646は体部から緩やかに内湾し口縁部へ

至る。口縁端部は丸い。647は体部から口縁部へは僅かに外傾する。端部は丸い。648は天井部～体

部片で口縁部は欠損する。天井部付近は器壁が肥厚する。644、651～653は須恵器杯身である。いず

れも口縁部の立ち上がりは内傾し、短く、端部は丸い。口径も12～12.8㎝である。こうしたことか

ら時期は6世紀後半頃（第3四半期）であろう。654、655は甑の把手である。656は紡錘車でほぼ完形で

ある。石材は結晶片岩である。
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0 10cm（S=1/3）
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第 図　TAK201501 調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 その 1（S=1/3)

丹塗りスス

第173図　TAK201501調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 その1(S=1/3)
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0 10cm（S=1/3）

642 643 644

645 646 647

648
649 650

651 652
653

654 655

656

638 639
640

641

625

626

627図版　TAK201501 調査区 古墳時代包含層 出土遺物その 1

第174図　TAK201501調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 その2(S=1/3)

図版139　TAK201501調査区 古墳時代包含層 出土遺物 その1
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図版　TAK201501 調査区 古墳時代包含層 出土遺物その 2 図版140　TAK201501調査区 古墳時代包含層 出土遺物 その2
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口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

625
甕

(須恵器)

口縁部

～胴部
古墳

頸径

(26.8)
(10.5) ―

カキメ波状文

ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ ﾀﾀｷ

ナデ

タタキ後ナデ消し

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR7/3

にぶい橙
良

石英、長石、

赤色粒子
2区 6250

4層

礫直上

波状文　口縁部に2条の凸帯,凸帯には

波状文が巡る、指圧痕有、　丹塗り

626
壺

（土師器)
口縁部 古墳

頸径

(16.1)
(9.6) ―

ナデ

ハケメ

ナデ　指圧痕

指ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 角閃石、長石 2区 6250 4層 口縁端部欠損

627
広口壺

（土師器)
口縁部 古墳 (14.0) (9.2) ―

ナデ

ケズリ後ナデ

ナデ

ケズリ後ナデ

5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良 角閃石、石英 4区 6658 2b層

628
壺

(土師器)

口縁部

～胴部
古墳 (10.8) (13.7)

胴径

(16.1)
ナデ ケズリ後ナデ

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR6/3

にぶい黄橙
良 角閃石 3区 6452

3a層

3-P11
ID0929と接合　底部欠損

629
長頸壺

(土師器)

口縁部、

胴部～底部
古墳 (10.0) (14.9)

胴径

(16.2)

ナデ

ハケメ後ナデ
ケズリ後ナデ

5YR6/6

橙

10YR7/2

にぶい橙
良 長石 3区 6454

3a層

3-P03

接合、外面ハケメ調整、内外面一部丹
塗り、外面一部スス付着

630
小形丸底壺

(土師器)
胴部 古墳

頸径

(7.4)
(6.5) ― ハケメ後ナデ

ナデ

指痕あり

7.5YR8/3

浅黄橙

10YR8/2

灰白
良 長石、雲母 2区 6250

流路?溝?

(小礫の埋土)
手づくね土器　丁寧な仕上げ

631
小形丸底壺

(土師器)
胴部 古墳

胴径

(8.4)
(4.7) ―

ハケメ後ナデ

ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ

7.5YR7/6

にぶい橙

5YR6/6

橙
良

雲母、石英、

角閃石
3区 6454 3b層

632
壺

(土師器)

口縁部

～胴部
古墳 (11.4) (9.2) ― タタキ タタキ

7.5YR7/4

にぶい橙

10YR8/4

浅黄橙
良好 石英、角閃石 4区 6454

4層

礫下
内外面叩き調整

633
壺

(須恵器)

口縁部

～胴部
古墳 (18.8) (9.3) ―

ナデ

カキメ

ナデ

当て具痕

7.5Y6/1

灰

7.5Y6/1

灰
良好 長石、灰色粒子 2区 6250

2層

2-P06

634
短頸壺

(須恵器)

口縁部

～胴部
古墳 (9.2) (3.2) ― 沈線 －

N6/

灰

N6/

灰
良 長石 4区 6656

NR1

砂礫層
外面併行叩き　内面青海波叩き痕有

635
壺

(土師器)

胴部

～底部
古墳 ― (5.1) (5.0) ナデ

ナデ

指痕あり

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 長石 3区 6452

3a層

3-P12
1/2残　コップ形か

636
椀

(土師器)

頸部

～胴部
古墳 (14.2) (5.5) ― ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

5YR7/6

橙

2.5YR6/8

橙
良 石英 2区 6250

4層

礫直上

637 器種不明 ? 古墳 ― (2.4) ― － －
2.5YR6/6

橙

2.5YR6/6

橙
良 赤色粒子、石英 4区 6656 砂礫層 器台か？穿孔4ヶ所あり　外面丹塗り

638
高杯

(土師器)
脚部 古墳 ― (11.0) (11.6) ナデ 回転ケズリ

7.5YR7/6

橙

5YR6/8

橙
良 雲母、石英 2区 6250 4層

639
高杯

(土師器)
脚部 古墳 ― (8.8) ― ハケメ後ナデ ナデ

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良 石英

2区 6250

(SB2の西)

2層下　礫層下

礫層上の暗褐色度

640
高杯

(土師器)
脚部 古墳 ― (6.8) ― ナデ ケズリ

5YR7/6

橙

7.5YR7/6

橙
良 角閃石、石英 2区 6250

4層礫直上

2-P01

641
高杯

(土師器)
脚部 古墳 ― (4.8) (8.6) 縦方向のミガキ

ケズリ後ナデ

指圧痕

7.5YR5/3

にぶい褐

7.5YR4/1

褐灰
良好 雲母、角閃石 4区 6658 4a層　4-P40① 外面ミガキ、内面指圧痕

642
杯蓋

(土師器)

口縁部

～体部
古墳 (16.8) (4.5) ― ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

5Y7/3

浅黄

5Y8/2

灰白
良 長石、石英、雲母 2区 6250 2層 外面に黄褐色の付着物あり

643
杯蓋

(土師器)

口縁部

～天井部
古墳 (14.6) (4.5) ― ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

10YR8/4

浅黄橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 石英 3区 6654

NR1砂礫層

3-P01
模倣杯　2/3残

644
杯身

(土師器)

口縁部

～底部
古墳

受け部径

15.0
(4.7) 7.0 回転ヘラケズリ ナデ

7.5YR6/6

橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良 角閃石 2区

3層

2-P05
ほぼ完形(口縁部欠損)　

645
杯蓋

(須恵器)

口縁部

～天井部
古墳 (14.8) 4.7 ― ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

5R6/1

赤灰

5R6/1

赤灰
良 石英、長石 2区 6250

2層

2-P09

646
杯蓋

(須恵器)

口縁部

～天井部
古墳 (13.6) 5.0 ― ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

7.5Y7/1

灰

10Y7/1

灰
良 石英、長石 2区 6250 2層　2-P11①

内・外面に黒褐色の

付着物あり 1/2残

647
杯蓋

(須恵器)
口縁部 古墳 (15.6) (4.4) ―

回転ヘラケズリ

後ナデ

回転ヘラケズリ

後ナデ

7.5Y6/2

灰オリーブ

7.5Y6/2

灰オリーブ
良 石英、長石 2区 6250 2層　黄褐 内外面に黄色・褐色付着物あり

648
杯蓋

(須恵器)
古墳 ― (3.9) ―

回転ヘラケズリ

クシメあり後ナデ

回転ヘラケズリ

後ナデ

2.5Y8/2

灰白

10YR8/3

浅黄橙
良 長石 2区 6250

3層小礫層

南側ｻﾌﾞﾄﾚ　2-P12

649
杯身

(須恵器)
口縁部 古墳 (12.4) (4.1) ―

回転ヘラケズリ

後ナデ

回転ヘラケズリ

後ナデ

7.5Y6/1

灰

5Y6/1

灰
良 石英、長石 2区 6250

2層

2-P17

650
杯身

(須恵器)
口縁部 古墳 (11.4) 4.45 ―

回転ヘラケズリ

後ナデ

回転ヘラケズリ

後ナデ

10Y6/1

灰

10Y6/1

灰
良好

石英、長石、

黒色粒子
2区 6250 2層　黄褐

651
杯身

(須恵器)

口縁部

～底部
古墳 (21.6) 4.6 3.8 回転ヘラケズリ 回転ヘラケズリ

2.5Y3/1

黒褐

2.5YR5/1

赤灰
良 長石 2区 6250

2層

2-P08

652
杯身

(須恵器)
完形 古墳 11.9 4.55 ―

回転ヘラケズリ

後ナデ

回転ヘラケズリ

後ナデ

N6/

灰

N4/

灰
良 長石 2区 6250

礫直上

2-P15

653
杯身

(須恵器)
完形 古墳 12.8 4.0 ―

回転ヘラケズリ

(右回転)　ナデ
ナデ

2.5Y7/1

灰白

2.5Y7/1

灰白
良 白色粒子 2区 6250

3層

2-P18

654
甑

(土師器)
把手 弥生

長さ

(5.0)

横

(5.8)
― － －

2.5YR6/6

橙

2.5YR6/6

橙 (接続部)
良 角閃石、長石 4区 6856

NR1

砂礫層

655
甑

(土師器)
把手 古墳

長さ

(7.0)

横

(6.8)
― － －

10YR7/3

にぶい黄橙
良

角閃石、長石、

石英
4区 6858

NR1

暗褐

備考
遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整 色調
焼成 胎土

出土区

 グリッド
層位

体部〜

天井部

内面に黒褐色・黄褐色の付着物あり
2/3残

遺物番号 器種 石材 時代 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

656 紡錘車 結晶片岩 古墳 43 43 10.5 33.65 4区 6858 ほぼ完形

②TAK201502調査区 包含層出土遺物(第175図、図版141、第102・103表 )

657～660は土師器甕の口縁部片である。657は、くの字口縁で短く外傾し端部は丸い。658～660は

布留系の土師器で器壁は薄く、口縁端部内側に僅かにつまみ上げ稜を成す。4世紀前半頃か。661は

土師器鉢で口縁部～体部片である。口縁部は外反し端部はやや尖る。体部は緩やかに内湾し底部は

欠損する。662は土師器甕の口縁部～胴部片である。口縁部はくの字口縁で端部内側は僅かにつまみ

上げ稜を成す。663～666は土師器甕口縁部片である。663は口縁部が短く外反し端部は丸い。664は

口縁部がやや垂直で端部付近で短く反る。665は口縁部が大きく外湾し端部は丸い。666は口縁部は

短く反り端部は折り曲げ口縁で丸い。667、668は須恵器甕の口縁部片である。667は口縁部は直線的

に外傾し端部は方形で凹線が入る。内外面は叩き痕が残る。668は折り返し口縁で端部は方形である。

669～671は土師器二重口縁壺口縁部片である。669は器壁が薄く口縁端部は丸い。670は口縁部の器

壁はやや厚く端部は丸い。671は口縁屈曲部に三角凸帯を有し拡張部は直線的に外傾する。端部は方

第100表　TAK201501調査区 出土土器観察表

第101表　TAK201501調査区 出土石器観察表
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形である。672は土師器の甕口縁部～胴部片である。口縁部は短く僅かに外反する。673は須恵器甕

の口縁部片である。口縁部は僅かに外反し端部は折り返し口縁で玉縁状を成す。674は土師器坩の口

縁部片である。口縁部は直線的に外傾し端部は丸い。675は土師器椀の口縁部～体部片である。体部

～口縁部へは浅く内湾し端部は丸い。内外面に丹塗りを施す。676は土師器鉢の底部でやや尖る。内

外面は丹塗り痕が残る。677～684は杯身である。677だけが土師器でその他は須恵器である。いず

れも口縁部の立ち上がりは短く、内傾、内反する。時期は6世紀後半頃 (第四4半期 )であろう。685、

686は高杯脚部である。685は脚部がややエンタシス状を呈し開脚部付近で屈曲し稜を成す。開脚部

先端は欠損する。686は脚部下位に穿孔を4ヶ所施す。脚部は中実である。687、688は土錘でほぼ完

形である。いずれもエンタシス状で丁寧な作りである。

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

657
短頸甕

(土師器)
口縁部 古墳 (14.8) (4.2) ― ナデ ナデ

2.5YR5/6

明赤褐

5YR6/4

橙
良

石英、長石、

雲母、褐色粒子
D区 5652

13層

土石流層

658
甕

(土師器)
口縁部 古墳 (13.6) (4.1) ― ハケメ ナデ

7.5YR8/1

灰白

7.5YR8/2

灰白
良 長石、雲母 A区 5860 13層 布留系

659
甕

(土師器)
口縁部 古墳 (13.0) (3.4) ― ナデ ナデ

10YR8/4

浅黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 雲母、赤色粒子 D区 5654

13層

重機掘削
布留系　

660
甕

(土師器)
口縁部 古墳 (17.0) (4.6) ― ナデ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

赤色粒子、長石、

雲母
D区　5654

4A層

SS6南側
布留系　

661
鉢

(土師器)

口縁部

～体部
古墳 (21.0) (6.0) ―

ハケメ

ナデ消し

ハケメ

ナデ消し

10YR8/6

浅黄橙

10YR8/6

浅黄橙
良好 雲母、赤色粒子 A区 5860

南壁

清掃中

662
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
古墳 ― (8.1) ― ハケメ ハケメ

10YR4/2

灰黄褐

10YR6/4

明黄褐
良 長石、角閃石 D区 5652

11層SS8北側

粘砂質層

663
甕

(土師器)
口縁部 古墳 (24.0) (3.2) ― ナデ ナデ

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR8/2

灰白
良 長石、雲母 A区 5860 13層

664
甕

(土師器)
口縁部 古墳 (18.0) (4.7) ―

ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

5YR7/3

にぶい橙

5YR7/3

にぶい橙
良 雲母、赤色粒子 A区 5860 東トレンチ

665
甕

(土師器)
口縁部 古墳 (20.0) (5.1) ― ナデ ナデ

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良

石英、長石、

角閃石
A区 5860 3a層

666
甕

(土師器)
口縁部 古墳 (22.0) (5.9) ― ナデ ナデ

7.5YR8/3

浅黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
良 石英、角閃石 B区 5656 表採

667
甕

(須恵器)
口縁部 古墳 (18.0) (6.6) ― 格子のタタキ痕 当て具痕

10YR7/1

灰白

10YR4/3

にぶい黄橙
良 長石、雲母 A区 5856 13層礫層直上他 内外面に叩き痕　原釉付着

668
甕

(須恵器)
口縁部 古墳 ― (3.3) ― 回転ヘラケズリ 回転ヘラケズリ

2.5Y7/3

浅黄

2.5Y6/6

明黄褐
良 長石 A区 5860 東トレンチ 焼成不良

669
壺

(土師器)
口縁部 古墳 ― (4.2) ― ナデ ナデ

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良

長石、石英、

赤色粒子
D区 5652

13層

土石流層
二重口縁　

670
壺

(土師器)
口縁部 古墳 ― (4.1) ナデ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

長石、石英、

雲母
A区 5858

13層

SW1東側
二重口縁、内面ケズリ

671
壺

(土師器)
口縁部 古墳 23.8 6.0 ナデ ナデ

10YR5/2

灰黄褐

10YR6/3

にぶい黄橙
良

雲母、赤色粒子、

石英
A区 5856 13層

二重口縁　口縁部屈曲部に

1条の三角凸帯

672
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
古墳 (15.6) (5.6)

ナデ

指圧痕

ナデ

指圧痕

10YR7/2

にぶい黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良 長石 A区 5858

13層

SW1東側

673
甕

（須恵器)
口縁部 古墳 (23.0) (6.7) ― ハケメ

ナデ

指圧痕

N4/

灰

N3/

暗灰
良 長石 A区 5860 - 玉縁状

674
坩

(土師器)
口縁部 古墳 ― (4.8) ― ナデ ナデ

5YR6/6

橙

5YR7/8

橙
良 長石、赤色粒子 D区 5652

13層

土石流層

675
椀

(土師器)

口縁部

～体部
古墳 ― (3.1)

ハケメ

ナデ消し
ナデ

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良 石英 D区 5652

13層

SS8北側
内外面丹塗り

676
椀（鉢？)

(土師器)
底部 古墳 ― (1.9) ― ナデ ヘラケズリ

5YR7/6

橙

5YR6/8

橙
良

長石、石英、

角閃石
D区 5654

13層

土石流層

手づくね　やや尖底

内外面丹塗り　ミニチュア

677
杯身

（土師器)
口縁部 古墳 (11.8) (2.9) ― ナデ ナデ

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良

石英、長石、

雲母、赤色粒子
A区 5860 13層 模倣坏

678
杯身

（須恵器)
口縁部 古墳 (11.6) (2.5) ナデ ナデ

10BG5/1

青灰

10BG6/1

青灰
良 長石 A区 5858

SW4･5

礫除去中

679
杯身

（須恵器)
口縁部 古墳 (13.9) (2.1) ― ナデ ナデ

5Y8/1

灰白

5Y8/1

灰白
良好 長石 D区 5654

13層

土石流層

680
杯身

（須恵器)
口縁部 古墳 (11.2) (2.6) ― ナデ ナデ

10YR7/1

灰白

10YR7/1

灰白
良 雲母、赤色粒子 A区 5856 3A層 一部灰釉付着あり

681
杯身

（須恵器)
口縁部 古墳 (10.6) (3.7) (6.2) ナデ ナデ

10YR7/1

灰白

10YR7/1

灰白
良

雲母、石英、

長石、褐色粒子
A区 5856

9層SW2
同一レベル

682
杯身

（須恵器)
口縁部 古墳 (16.0) (2.6) ― 回転ヘラケズリ ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良 長石 A区 5860 -

683
杯身

（須恵器)
口縁部 古墳 (11.2) (3.0) ― ナデ ナデ

N5/

灰

2.5YR5/2

暗灰黄
良 長石 D区 5652

SS06　西側

礫除去中

684
杯身

(須恵器)
1/2 古墳 (8.0) (2.4) ― ナデ底部ヘラ切り ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR8/4

にぶい橙
良

雲母・石英・褐色粒

子
A区 5860 13層礫層上面 焼成不良

685
高杯

(土師器)
脚部 古墳 ― (9.9) ― ナデ ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良

石英、長石、

角閃石
D区 —

686
高杯

(土師器)
脚部 古墳

基部径

3.9
(11.5) ―

ナデ

指オサエ

ナデ

ヘラケズリ

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良

赤色粒子、石英、

角閃石、結晶片岩
A区 5858

13層

SW1西側
穿孔4個所有

備考
遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整 色調
焼成 胎土

出土区

グリッド
層位

外面・内面一部丹塗り

遺物番号 器種 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量（ｇ） 色調 焼成 胎土 出土区　グリッド 層位 備考

687 土錘 49.7 14.1 10.0
10YR　8/3

浅黄橙
良好 長石、褐色粒子 A区　5858 6層

688 土錘 50.0 10.65 15.0
10YR　3/1

黒褐
良好 長石、角閃石 A区　5858 13層

第102表　TAK201502調査区 出土土器観察表

第103表　TAK201502調査区 出土土製品観察表
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丹塗り

第175図　TAK201502調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 (S=1/3)
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図版　TAK201502 調査区 古墳時代包含層 出土遺物図版141　TAK201502調査区 古墳時代包含層 出土遺物
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③TAK201506調査区 包含層出土遺物(第176・177図、図版142・143、第104・105表 )

689～693は土師器甕の口縁部～胴部片である。689は布留系の甕口縁部〜胴部片である。口縁部

はやや内湾し端部は方形で端部内面は僅かにつまみ上げられ稜を成す。690は口縁部は垂直気味に立

ち上がり端部付近で短く外反する。端部は細く丸い。691は口縁部は大きく外湾し端部は丸い。692

は口縁部は垂直気味に立ち上がり端部付近で短く外反する。器壁はやや厚く端部は丸い。693は口縁

部は直線的に外傾し端部は方形である。器壁は薄い。694は土師器の短頸壺の口縁部～胴部片である。

口縁部は短く垂直に立ち上がり端部は丸い。695～697は須恵器口縁部片である。695、696は口縁部

を折り曲げ端部に凸帯を有す。695は凸帯に沈線が1条入る。端部内側は僅かにつまみ上げ稜を成す。

696は口縁端部外側に帯状の凸帯を有す。端部は方形である。内面にヘラ記号を有す。697は口縁部は

大きく外湾し口縁端部は折り曲げ玉縁状を呈する。698は須恵器短頸壺の口縁部～胴部片である。口

縁部は極めて短い。699は須恵器蓋で長頸壺の蓋か。700は須恵器壺の口縁部～胴部片である。口縁

部は短く外湾し、端部は折り曲げて外側に稜を成す。胴部は丸く底部は欠損する。701～704は𤭯片

である。体部中央に刻み目を有し、701、702は穿孔を1ヶ所有す。705は提瓶の胴部片である。706～

709は須恵器杯蓋で天井部～口縁部までの破片である。706は天井部は丸く、口縁部は垂直に下がり

端部はやや尖る。707は天井部は欠損する。体部から口縁部は緩やかに内湾し端部は丸い。708は天

井部は水平で口縁部は欠損する。709は天井部は欠損し、体部から口縁部は垂直に下がる。端部は尖る。

710～716は須恵器杯身の口縁部〜体部片である。いずれも口縁部の立ち上がりは短く内傾し端部は

丸い。時期は6世紀後半～7世紀前半頃であろう。717、718は高杯杯部及び脚部破片である。717は土

師器、718は須恵器でいずれも杯部、脚部の一部は欠損する。719、720は移動式カマド片で裾部片で

あろう。721～727は甑把手である。全て牛角状の把手である。728は土錘で完形品である。エンタシ

ス状の形状を呈する。729は土師器の土製品で器種は不明である。上下端欠損する。
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第 図　TAK201506 調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 その 1 （S=1/3)第176図　TAK201506調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 その1(S=1/3)
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第 図　TAK201506 調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 その 2（S=1/3)
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693 694

695 696

697

698 699
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図版　TAK201506 調査区 古墳時代包含層 出土遺物 その 1

第177図　TAK201506調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 その2(S=1/3)

図版142　TAK201506調査区 古墳時代包含層 出土遺物 その1
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図版　TAK201506 調査区 古墳時代包含層 出土遺物　その 2

図版143　TAK201506調査区 古墳時代包含層 出土遺物 その2
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口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

689
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
(18.3) (5.2) ― ナデ ナデ

10YR7/4

にぶい黄橙

10YR8/4

浅黄橙
良 長石、雲母 1区 6260 3層 4Ｃ後から5Ｃ初　布留系

690
甕

(土師器)
(15.2) (7.7) ― ナデ

ナデ

指痕

5YR7/2

明褐灰

5YR7/2

明褐灰
良

雲母、角閃石、

石英、赤色粒子
2区 6058 3層 6C　布留系接合

691
甕

(土師器)
(20.6) (6.3) ―

ヘラケズリ後ナデ

指圧痕
ヘラケズリ後ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

2.5YR6/4

にぶい橙
良

長石、雲母、

褐色粒子
2区 5858

南壁

ベルト
6C

692
甕

(土師器)
(14.0) (5.3) ― ナデ ナデ

5YR7/6

橙

5YR7/6

橙
良

長石、雲母、

褐色粒子
2区 6058 3層 6C

693
甕

(土師器)
(9.4) (3.2) ― ナデ ナデ

2.5YR8/3

淡黄

2.5YR8/3

淡黄
良 長石、石英 1区 6060 4層

694
短頸壺

(土師器)

口縁部

～胴部
(12.2) (4.0) ― ナデ ナデ

7.5YR7/3

にぶい橙

7.5YR8/2

灰白
良 長石、雲母 2区 6058 3～4層 3～4C

695
壺

(須恵器)
口縁部 (27.1) (4.1) ― ナデ ナデ

N5/

灰

N5/

灰
良 長石 2区 6058 3～4層 6C後半　凸帯に1条の沈線有

696
壺

（須恵器)
口縁部 ― (4.0) ― ナデ ナデ

7.5GY7/1

明緑灰

10GY7/1

明緑灰
良 長石 3区 6056 3層 6Cか　口縁部外側に帯状の凸帯有

697
壺

（須恵器)
口縁部 ― (3.7) ― ナデ ナデ

2.5GY3/1

暗オリーブ灰

7.5YR5/1

褐灰
良 石英、赤色粒子 2区 6058 3～4層 6C後半　玉縁状　

698
短頸壺

(須恵器)

口縁部

～体部
(7.0) (2.0) ― ナデ ナデ

N7/

灰

N7/

灰
良 長石 2区 6058 3層 6～7C

699
蓋

(須恵器)

口縁

～体部
― (2.4) (10.0) ナデ ナデ

10R6/2

灰赤

10R5/3

赤褐
良 長石 2区 5856 2～3層 6C後半

700
壺

(須恵器)

口縁部

～胴部
(10.0) (10.1)

胴径

(19.0)

カキメ

沈線
ナデ

10YR4/1

褐灰

10YR7/1

灰白
良 長石 3区 5856 2～3層 7C初頭

701
ハソウ

(須恵器)
口縁欠損

頸径

(3.6)
14.3

胴径

(8.8)

ハケメ後ナデ

回転ヘラケズリ
ナデ

N7/1

灰白

N7/1

灰白
良

石英、長石、

褐色粒子
表採 6C後半　穿孔あり

702
ハソウ

(須恵器)
胴部 ― (5.2)

胴径

(10.1)
回転ヘラケズリ

ナデ

指痕

N6/

灰

N7/

灰
良 長石 3区 5856 2～3層 6C後半　穿孔あり

703
ハソウ

(須恵器)

胴部

～底部
― (5.8)

胴径

(10.0)

カキメ

波状沈線
ナデ

N6/

灰

N7/

灰
良 石英 3区 5856 2～3層 6C後半

704
ハソウ

（須恵器)
口縁部 ― (2.7) ― ナデ ナデ

7.5GY6/1

緑灰

7.5GY7/1

明緑灰
良 長石 2区 6058 3～4層

705
提瓶

(須恵器)
胴部 ― (13.7) ―

ナデ

ヘラケズリ

ナデ

指痕

N6/

灰

N7/

灰
良 長石 2区 6058 3～4層

706
杯蓋

(須恵器)

口縁部
― (4.9) (12.8)

右回転ヘラケズ

リ 回転ナデ
回転ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良好 長石、石英 2区 6058 3層 6C後半

707
杯蓋

(須恵器)

口縁部
(13.8) (3.7) ―

回転ヘラケズリ

ナデ

回転ヘラケズリ

ナデ

5PB6/1

青灰

5PB6/1

青灰
良 長石 2区 6058 3～4層 6C後半　天井部欠損

708
杯蓋

(須恵器)

口縁部

～天井部
― (1.7) (8.0) 回転ヘラケズリ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR4/6

褐
良 長石、雲母 2区 6058 2層下 6C後半　口縁部欠損

709
杯蓋

(須恵器)
(12.0) (2.25) ―

回転ヘラケズリ

ナデ
ナデ

N5/

灰

N6/

灰
良 長石、赤色粒子 2区 6058 3～4層 6～7C　天井部欠損

710
杯身

(須恵器)
(11.9) (2.8) ―

ナデ

ヘラケズリ

ナデ

ヘラケズリ

10Y6/1

灰

10Y6/1

灰
良好 長石 2区 6058 3～4層 6C

711
杯身

(須恵器)
(15.0) (2.6) ― ナデ ナデ

7.5Y5/1

灰

7.5Y5/1

灰
良 長石 2区 6058 3～4層 6C

712
杯身

(須恵器)
(13.6) (2.8) ―

回転ヘラケズリ

ナデ

回転ヘラケズリ

ナデ

N3/

灰

N4/

灰
良 長石、雲母 2区 6058 3～4層 6C

713
杯身

(須恵器)
(12.5) (3.35) ― ナデ ナデ

N6/

灰

N6/

灰
良好 長石 2区 6058 3～4層 6C後半　空気による膨らみ多数　

714
杯身

(須恵器)
(10.8) (3.2) ― ナデ ナデ

10Y3/1

オリーブ黒

10Y3/1

オリーブ黒
良好 長石 2区 6058 3層 6C後半

715
杯身

(須恵器)
(11.8) (2.4) ― ナデ ナデ

5Y7/1

灰白

2.5Y7/1

灰白
良 長石、灰色粒子 2区 6058 3層 6C後半

716
杯身

(須恵器)
― (2.1) ― ナデ ナデ

10Y6/1

灰

10Y6/1

灰
良 石英 3区 5856 2～3層 7C初頭

717
高杯

(土師器)

坏部

～脚部
― (5.0) ―

ナデ

ハケメ
ナデ

2.5YR7/4

淡赤橙

5YR7/4

にぶい橙
良 雲母、長石 1区 6260 2～3層 坏部　脚部欠損

718
高杯

(須恵器)

頸部

(3.2)
(3.0) ― ナデ ナデ

N5/

灰

N6/

灰
良 長石 2区 6058 3層 6C後半　坏部　脚部欠損

719

移動式

カマド

(土師器)

裾部 ― (4.8)
長さ

(6.7)
ナデ ナデ

10YR8/2

灰白

10YR8/2

灰白
良 長石、雲母 2区 6058 3～4層

720

移動式

カマド

(土師器)

裾部 ― (2.4) ― ナデ
ナデ

指圧痕

7.5YR7/3

にぶい橙

7.5YR7/3

にぶい橙
良 長石、雲母 2区 6058 3～4層 6C　底部に斜位の連続圧痕

721
甑

(土師器)
把手 ― ― ― ナデ ナデ

5YR8/3

淡橙

5YR8/3

淡橙
良 雲母 1区 6060 2～3層

722
甑

(土師器)
把手 ― ― ― ナデ ナデ

10YR8/3

浅黄橙

10YR8/3

浅黄橙
良 長石、雲母、角閃石 1区 6060 2層下

723
甑

(土師器)
把手 ― ― ―

ナデ

ハケメ

ナデ

ハケメ

10R6/6

赤橙

10R6/6

赤橙
良 長石、雲母 2区 5858

南壁

ベルト

724
甑

(土師器)
把手 横(5.4) (5.0) 幅(3.0) ナデ ナデ

7.5YR7/3

にぶい橙

7.5YR7/3

にぶい橙
良 石英、雲母 2区 6058 3～4層

725
甑

(土師器)
把手

最大幅

5.5
(6.3)

断面部

厚さ3.0
ナデ ナデ

10YR7/4

にぶい黄橙

5YR6/6

橙
良 長石、石英 3区 5856 2～3層

726
甑

(土師器)
把手

最大幅

8.0
(9.3)

断面部

厚さ4.2
ナデ ナデ

10YR5/3

にぶい黄橙

10YR7/4

にぶい黄橙
良好 石英、雲母 3区 5856 3層

727
甑

(土師器)
把手

最大幅

(3.7)
(7.8)

長さ

(6.0)

ナデ

ハケメ
ナデ

7.5YR7/3

にぶい橙
－ 良 長石、雲母 4区 5650 2～3a層

備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm）　 調整 色調
焼成 胎土

出土区

 グリッド
層位

口縁部

～胴部

口縁部

～胴部

口縁部

～頸部

口縁部

～頸部

～天井部

～体部

口縁部

～体部

口縁部

～体部

口縁部

～体部

口縁部

～体部

口縁部

～体部

口縁部

～体部

口縁部

～体部

口縁部

～体部

坏部～

脚部

遺物番号 器種 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量（ｇ） 色調 焼成 胎土 出土区グリッド 層位 備考

728 土錘 17.5 10.52
10YR8/3

浅黄橙
良 長石 1区　6260 3層

729 土製品 14.97
7.5YR5/6

明褐
良

長石、角閃石、

褐色粒子
2区　6058 2～3層 上下端欠損

46

（56） （15） 14

17.5

④TAK201604調査区 包含層出土遺物(第178図、図版144、第106・107表 )

730は土師器甕口縁部～胴部片である。口縁部は外反し端部は丸い。口縁部の器壁はやや厚い。胴

部は丸い。最大径は中位にある。底部は欠損する。外面はハケメ調整で、内面は削り痕が残る。731

は開脚高杯の脚部片である。穿孔が1ヶ所確認できる。内外面にハケメ調整を施す。732は石錘の完

形品である。縦型棒状有溝石錘で穿孔は1ヶ所。石材は結晶片岩である。733は鋳型片で何の鋳型か

は不明である。石材は緑色片岩である。734は移動式カマドの破片で裾部の破片か。

第104表　TAK201506調査区 出土土器観察表

第105表　TAK201506調査区 出土土製品観察表
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0 10cm（S=1/3）

730

731

732

733

734

第 図　TAK201604 調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 （S=1/3)

730

731
732

733

734

図版　TAK201604 調査区 古墳時代包含層 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

730
甕

(土師器)

口縁部～

胴部
古墳 (17.1) (13.0)

胴部径

22.3
ハケメ　ヨコナデ ケズリ　ヨコナデ

5YR6/6

橙

5YR7/6

橙
良 長石、石英、雲母 6456 2層下

731
高杯

(土師器)
脚部 古墳 ― (4.8) 16.6 ナデ ハケメ

10YR6/3

にぶい黄橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良好 雲母、長石 6456 2層下

3C末～4C初頭　穿孔1ヶ所

内外面ハケメ調整

734

移動式

カマド

(土師器)

裾部か？ 古墳
最大厚

3.0
(5.7)

残存幅

(20.2)

ナデ

(底面)工具によ

るケズリ・ナデ

ナデ　ユビ痕

荒いケズリ痕

5YR6/4

橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良 雲母、褐色粒子

6254

6456

1層

2層上面

下層

出土グリッド・層位が違う遺

物が接合された

備考
遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整 色調
焼成 胎土

出土区

グリッド
層位

第178図　TAK201604調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 (S=1/3)

第106表　TAK201604調査区 出土土器観察表

図版144　TAK201604調査区 古墳時代包含層 出土遺物
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遺物番号 器種 石材 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

732 石錘 結晶片岩 65 18.5 18 31.26 6458 2層上 完形　穿孔1か所有

733 鋳型 緑色片岩 75.0 42.0 19.0 145 5854 撹乱

(10)追加報告

①TAK201202　6区 SK113（土坑）(第179図、図版145、第108表 )

735は土師器甕の口縁部～胴部片である。口縁部は大きく外湾し端部は丸い。内面は輪積み痕が残

る。外面はハケメ調整を施す。

『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）93頁に報告した同遺構から出土の未掲載遺物

0 10cm（S=1/3）
735

第 図　 SK113 出土遺物実測図（S=1/3)

735

図版　 SK113 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

735
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
(24.0) (12.2) ―

(口縁) ヨコナデ

(体部) 縦位のハケメ

(口縁) ヨコナデ

(体部) 横に荒いヘラケズリ

10R6/8

赤橙

7.5YR6/3

にぶい褐
良好 雲母、角閃石

頸部に粘土紐接合痕が残る

内面に輪積み痕有

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

736
椀

(土師器)

口縁部

～底部
(13.2) 5.7 3.1 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良 雲母、石英

外面丹塗り　弱い指圧痕あり

底部がいびつ

焼成 胎土 備考
遺物

番号
器種 部位

法量（cm） 調整 色調

736

図版　 SK114 出土遺物

0 10cm（S=1/3）

736

第 図　 SK114 出土遺物実測図（S=1/3)

丹塗り

②TAK201202　6区 SK114（土坑）(第180図、図版146、第109表 )

736は土師器椀で口縁部～底部片である。口縁部への立ち上がりは内湾し端部は短く内反する。外

面は丁寧な削りを施し、内面は弱い指圧痕が残る。丁寧な作りである。

『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）93頁に報告した同遺構から出土の未掲載遺物

③ TAK201202調査区 包含層出土遺物 (第181図、図版147、第110表 )

『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）の100頁に追加

737は土師器甕の口縁部～胴部片である。口縁部は緩やかに外湾し端部は丸い。内外面はハケメ調

整が僅かに残る。738は二重口縁壺の口縁部片である。拡張部は垂直に立ちあがり端部は丸い。拡張

屈曲部外面は稜を成す。739は須恵器壺口縁部片である。口縁部の立ち上がりは直線的に外傾し途中

でさらに大きく外傾し稜を成す。口縁部は折り返しで外面に小さな三角凸帯を成す。口縁部外面は中

第179図　SK113 出土遺物実測図 (S=1/3)

第180図　SK114 出土遺物実測図 (S=1/3)

第107表　TAK201604調査区 出土石器観察表

第108表　TAK201202調査区 SK113出土土器観察表

第109表　TAK201202調査区 SK114出土土器観察表

図版145　SK113 出土遺物

図版146　SK114 出土遺物
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央で稜を成しその上下に波状文を有す。740は高杯杯部片である。杯部は僅かに内湾し稜を成す。そ

こから直線的に口縁部に立ち上がり端部付近で短く反る。端部は丸い。741は高杯杯部～脚部片であ

る。杯部は口縁部の立ち上がりは直線的で端部付近で短く反る。端部は丸い。立ち上がりの屈曲部は

稜を成す。脚部は八の字に開脚し接地部付近で稜を成す。端部は欠損する。杯部内面から脚部外面に

かけて丹塗りを施す。742、743は須恵器高杯脚部片である。742は長脚二段高杯の脚部片で細い長方

形の透かしが3ヶ所二段にあり、中央で2本の沈線を有す。743は開脚部の広がりは狭く端部に稜を成

す。744～749は土師器椀口縁部～底部片である。744、745は口縁部は緩やかに内湾気味に立ち上が

り端部付近で短く反る。端部は細く丸い。745は器壁はやや厚い。746は緩やかに内湾し端部は丸い。

747は口縁部～体部片で底部は欠損する。口縁部の立ち上がりは内湾し端部付近で短く外反する。端

部は細く丸い。外面は削り、内面はミガキ痕が残る。748は口縁部が一部欠損するがほぼ完形品であ

る。口縁部への立ち上がりは内湾し口縁端部付近でやや垂直に立ち端部は丸い。全体的に器壁は厚い。

わざと口縁部の一部を半月状に削り取っている。749は口縁部～底部片である。口縁部への立ち上が

りは緩やかに内湾し端部は丸い。底部も丸く仕上げられ全体的に器壁は厚い。内外面は細いハケメ調

整を施し、指圧痕も残る。750土師器杯身口縁部片である。立ち上がりは垂直で短く太い。751～757

はミニチュア土器で杯である。

炭化物の付着

0 10cm（S=1/3）

737

738

739

740

741

742

743

744
745

746

747

748 749

750

751 752 753 755

754

756
757

第 図　TAK201202 調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 （S=1/3)丹塗りスス 第181図　TAK201202調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 (S=1/3)
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737

738

739

740

741

742 743
744 745 746

747
748 749

750

751 752 753 755754 756 757

図版　TAK201202 調査区 古墳時代包含層 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

737
甕

(土師器)

口縁部

～胴部
古墳 (18.8) (5.6) ― ハケメ

ハケメ

ケズリ

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/3

にぶい黄橙
良 角閃石、赤色粒子 1区 8054 包含層

738
壺

(土師器)
口縁部 古墳 17.8 3.2 ― ナデ ナデ

7.5YR7/4

にぶい橙

7.5YR7/4

にぶい橙
良

長石、赤色粒子、

金雲母、石英、角閃石
6区 8468 3層 二重口縁　内外面一部丹塗り

739
壺

(須恵器)
口縁部 古墳 (18.9) (5.9) ― ケズリ後ナデ ナデ

10YR5/1

褐灰

10YR5/1

褐灰
良好 長石 1区 8054 包含層 1条の三角突帯有

740
高杯

(土師器)
坏部 古墳 (18.0) (6.8) ― ナデ ナデ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良 雲母、赤色粒子 1区 8054 包含層

741
高杯

(土師器)

坏部

～脚部
古墳 (17.0) (12.0) ― ナデ ケズリ

7.5YR6/8

橙

7.5YR6/8

橙
良 長石 1区 8054 包含層 丹塗り

742
高杯

(須恵器)
脚部 古墳 3.0 8.2 ― ナデ ナデ

5GY5/1

オリーブ灰

5YR7/1

明褐灰
良 長石、角閃石 1区 8258 2層

長脚二段高杯　透かし3ヶ所、

沈線2条

743
高杯

(須恵器)
脚部 古墳 ― (5.8) (12.6) ナデ ナデ

5YR5/1

褐灰

N6/

灰
良 長石 1区 8054 包含層

長脚二段高杯　透かし3ヶ所、

中央に2本の沈線

744
椀

(土師器)

口縁部

～底部
古墳 (13.6) 4.5 (6.0) ナデ ナデ

7.5YR8/6

浅黄橙

7.5YR8/6

浅黄橙
良好 細かい褐色粒子 1区 8054 包含層

745
椀

(土師器)

口縁部

～底部
古墳 (15.8) (4.0) ― ナデ

ナデ

指オサエ

5YR6/6

橙

5YR6/6

橙
良 長石、雲母 1区 8054 包含層

746
椀

(土師器)

口縁部

～底部
古墳 (16.0) (3.4) ― ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

5YR5/8

明赤褐

2.5YR6/6

橙
良

石英、角閃石、

雲母
1区 8054 包含層

747
椀

(土師器)

口縁部

～体部
古墳 (14.4) (7.0) ― ケズリ後ナデ

ミガキ

ケズリ

7.5YR7/6

橙

7.5YR5/3

にぶい褐
良 雲母、角閃石 1区 8054 包含層 底部欠損

748
椀

(土師器)
ほぼ完形 古墳 12.2 5.35 2.0 ナデ ナデ

10YR7/6

明黄褐

7.5YR7/8

黄橙
良好 長石

6区 8468

  (東側)
5層 口縁部一部欠損

749
椀

(土師器)

口縁部

～底部
古墳 12.8 5.8 ― ハケメ後ナデ

ハケ・ヘラ調整

後ユビ調整

5YR5/8

明赤褐

5YR3/1

黒褐
良

石英、雲母、

長石
6区 8266 指圧痕有　内面スス付着

750
坏身

(土師器)

口縁部

～体部
古墳 13.0 3.7 ― ナデ ナデ

5YR7/8

橙

5YR7/6

橙
良好

赤色粒子、雲母、

長石
6区 8468 4層

751
ミニチュア坏

(土師器)

口縁部

～底部
古墳 (5.8) (3.45) (2.6)

ケズリ(工具使

用)
ナデ

10YR6/4

にぶい黄橙

7.5YR7/6

橙
良 長石、褐色粒子 1区 8054

包含層

No42
手捏ね　1/2残

752
ミニチュア坏

(土師器)
ほぼ完形 古墳 4.3 3.3 0.8 ナデ ナデ

5YR5/4

にぶい赤褐

5YR5/4

にぶい赤褐
良 雲母、長石 1区 8054 包含層 手捏ね　外面・内面一部丹塗り

753
ミニチュア坏

(土師器)
完形 古墳 4.1 2.9 2.0 指ナデ 指圧痕

5YR5/8

明赤褐

5YR5/8

明赤褐
良好 長石、赤色粒子 1区 8054 包含層 手捏ね　内外面丹塗り

754
ミニチュア坏

(土師器)
ほぼ完形 古墳 (3.4) (1.8) 1.0 ナデ 指圧痕

7.5YR7/3

にぶい橙

7.5YR7/3

にぶい橙
良 長石、褐色粒子 1区 8054 包含層 手捏ね

755
ミニチュア坏

(土師器)

口縁部

～体部
古墳 (3.2) (2.1) ― ナデ 指オサエ

7.5YR6/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙
良

雲母、長石、

角閃石、赤色粒子
1区 8054 包含層 手捏ね

756
ミニチュア坏

(土師器)

胴部

～底部
古墳 (5.1) 4.3 ― 指圧痕後ナデ 指圧痕後ナデ

5YR7/4

にぶい橙

5YR6/4

にぶい橙
良

雲母、長石、

角閃石、赤色粒子
1区 8258 2・3層 手捏ね　

757
ミニチュア坏

(土師器)
完形 古墳 3.9 2.35 ―

ナデ

指圧痕

ナデ

指圧痕

5YR7/6

橙

10YR5/4

にぶい黄褐
良好 赤色粒子、角閃石 1区 8258 2～3層 手捏ね

備考
遺物

番号
器種 部位 時代

法量（cm）　 調整 色調
焼成 胎土

出土区

グリッド
層位

内外面丹塗り

外面・内面一部丹塗り

第110表　TAK201202調査区 包含層出土土器観察表

図版147　TAK201202調査区 古墳時代包含層 出土遺物
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④TAK201404調査区・TAK201405調査区 包含層出土遺物(第182図、図版148、第111表 )

『竹松遺跡Ⅳ』中巻　（長崎県教委編2019）の287頁290頁に追加

758は刀子片？で柄の破片である。刃部が欠損する。759は扇方頭形の鉄鏃でほぼ完形である。鏃

身関部は角関で頸部は棒状で断面は方形である。760は不明鉄器で断面は方形である。761は片刃形

鉄鏃で頸部が一部欠損する。鏃身外形は片刃が抉りを有する。頸部は棒状で断面は方形である。頸部

関は斜め関で断面は長方形である。762は方頭形の鉄鏃である。頸部は欠損する。鏃身関部はナデ関

で断面は平造りである。763は鏃身部が欠損し頸部及び茎部のみである。頸部は斜め関で断面は円形

である。764は鏃身部のみで頸部は欠損する。鏃身外形は圭頭形で断面は平造りである。765、766は

釘で断面は方形及び円形である。

0 5cm（S=2/3）

758

759

760

761

762

763
764

765

766

第 図　TAK201404 調査区・ TAK201405 調査区古墳時代包含層 出土遺物実測図 （S=2/3)

201404 調査区 201405 調査区

第182図　TAK201404調査区・TAK201405調査区 古墳時代包含層 出土遺物実測図 (S=2/3)
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(11)再掲載

　長崎県教委編2018『竹松遺跡Ⅲ』261頁 TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構2出土遺物

　(第183〜190図 )

『竹松遺跡Ⅲ』で掲載した祭祀遺構2の遺物実測図では、祭祀土器の丹塗り部分が印刷されていな

かったため、再度掲載することにした。なお、遺物番号は同書に掲載した番号を用いた。

第111表　TAK201404調査区・TAK201405調査区 包含層出土鉄器観察表

図版148　TAK201404調査区・TAK1405調査区 古墳時代包含層 出土遺物

758

759

760 761

762

763

764

765

766

図版　TAK201404 調査区・ TAK201405 調査区古墳時代包含層 出土遺物

201404 調査区 201405 調査区

遺物番号 器種 材質 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量(g) 出土区・グリッド 層位 備考

758 刀子片? 鉄 (78.3) 14.0 4.0 7.80 B6東区　9072 3a層 刃部欠損

759 鉄鏃 鉄 101.0 29.0 7.0 11.06 2区　7868 4a層 ほぼ完形、扇形頭形

760 不明鉄器 鉄 85.0 13.5 6.5 12.04 3区　7666 2層 断面方形

761 鉄鏃 鉄
(38.0)

(73.0)

7.5

9.5

3.0

5.0

1.87

4.89
4区　8062 2・3層 片刃形

762 鉄鏃 鉄 (47.5) 21.0 5.0 4.97 4区　7862 4層 方頭形

763 鉄鏃 鉄 59.0 9.0 8.5 3.94 4区　8062 2・3層 断面円形

764 鉄鏃 鉄 29.0 16.5 2.5 2.78 6区　7062 4b層 頸部欠損

765 釘 鉄 (52.5) 14.5 13.0 4.83 6区　7262
SK-22

No.19
断面方形及び円形

766 釘 鉄
(29.5)

(71.5)

11.0

8.5

10.0

9.0

3.49

10.45
4区　8062 2・3層 断面円形

227



丹塗り

786

787

788

789

790

791

792

793

794

795

0 10cm（S=1/3）

第183図　TAK201202②、TAK201302①調査区 祭祀遺構2出土遺物実測図 その1（S=1/3)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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796

797

798

799

800

801

0 10cm（S=1/3）

0 10cm(S=1/4)

丹塗り

第184図　TAK201202②、TAK201302①調査区 祭祀遺構2出土遺物実測図 その2 (S=1/3,797は S=1/4)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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丹塗り

802

803

804

805

806

807

808

809

810

8110 10cm（S=1/3）0 10cm(S=1/4)

第185図　TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構2出土遺物実測図 その3
（S=1/3,802は S=1/4)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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丹塗り

スス

813

812

814

815

816

817

818

819

820

第  図　TAK201202②、TAK201302①調査区 祭祀遺構 2出土遺物実測図 その 4
（No.812・813 は S=1/4, 他は S=1/3)

0 10cm（S=1/3）0 10cm(S=1/4)

第186図　TAK201202②、TAK201302①調査区 祭祀遺構2出土遺物実測図その4
（S=1/3,812・813は S=1/4)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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丹塗り

822

823

821

824

825

第  図　TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構 2出土遺物実測図 その 5
（No.824・825 は S=1/4, 他は S=1/3)

0 10cm（S=1/3）

0 10cm(S=1/4)

第187図　TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構2出土遺物実測図 その5
（S=1/3, 824・825は S=1/4)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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丹塗り

826

827

828

829

830

832

833

831

834

第  図　TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構 2出土遺物実測図 その 6（S=1/3)

0 10cm（S=1/3）

第188図　TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構2出土遺物実測図 その6（S=1/3)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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丹塗り

835

836

837

838

839

840

841

0 10cm（S=1/3）

0 10cm(S=1/4)

第189図　TAK201202②、TAK201302①調査区 祭祀遺構2出土遺物実測図 その7 
（S=1/3,841は S=1/4)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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842

843

844
第  図　TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構 2出土遺物実測図 その 8（S=1/3)

0 10cm（S=1/3）

第190図　TAK201202②、TAK201302①調査区　祭祀遺構2出土遺物実測図 その8（S=1/3)

※『竹松遺跡Ⅲ』より再掲載。遺物番号は掲載時の番号。
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小　　結

竹松遺跡の最終報告にあたり縄文時代後期～弥生時代の甕棺（埋甕を含む）の変遷及び弥生、古墳時

代の集落の変遷を考え、県内に所在する同時期の遺跡との対比から竹松遺跡の歴史的位置付けを行い

小結としたい。尚、甕棺の年代観は橋口達也氏の編年をもとに進めることにする。また甕棺の法量（器

高）についても橋口達也氏の分類をもとに、80～120㎝以上を大形甕棺、50～80㎝を小形甕棺、50㎝

以下を乳幼児甕棺とした。

1.県内の甕棺墓（埋甕を含む）の分布状況について

県内で縄文時代後期～弥生時代後期までの甕棺墓を検出した遺跡は令和元年度段階で70遺跡を数

える（第197図、第112・113表）。この70遺跡を地域別に考えてみると有明海湾岸域と橘湾湾岸域を中

心とした島原・諫早地域。長崎湾を中心とした長崎地域。大村湾沿岸域を中心とした大村・東彼杵地

域。佐世保湾と九十九島を中心とした佐世保地域。県北を中心とした松浦、平戸地域。対馬地域。壱

岐地域。五島列島地域に分けることができる。

県内の甕棺葬は縄文時代後期中頃に島原半島の雲仙市筏遺跡で始まり、弥生時代後期後半に大村・

東彼杵地域の竹松遺跡、壱岐地域の原の辻遺跡石田大原墓域、五島列島地域の一本木遺跡、宇久松原

遺跡で終焉を迎える。各地域の甕棺葬の開始から終焉までは以下の通りである。

島原・諫早地域（34遺跡）　縄文時代後期中頃～弥生時代後期前半

長崎地域（1遺跡）　　　　 縄文時代後期後半、弥生時代前期末～後期前半

大村・東彼杵地域（9遺跡） 縄文時代晩期、弥生時代中期後半～後期後半

佐世保地域（6遺跡）　　　 縄文時代晩期、弥生時代前期後半～中期中葉

松浦、平戸地域（9遺跡）　 弥生時代前期後半～後期

対馬地域（1遺跡）　　　　 弥生時代中期初頭～後期前半

壱岐地域（3遺跡、8墓域）  弥生時代前期後葉～後期後半

五島列島地域（7遺跡）     弥生時代前期前半～後期後半

こうした地域から検出された甕棺墓の変遷を次に考えてみたい。

2.縄文時代後期から弥生時代後期までの甕棺墓の変遷について

竹松遺跡から甕棺(壺棺 )墓が22基検出された。甕棺(壺棺 )墓の時期は弥生時代中期後半（KⅢｃ）

～後期後半（KⅤ c、ｄ）である。22基の内10基は甕、12基は壺を利用したものである。また22基の内、

単棺は9基、合口甕棺は13基である。甕棺 (壺棺 )墓の器高は60～64㎝程を最大とし30㎝程が最小で

ある。成人用の棺はなく、小児棺及び乳幼児棺である。22基の内、集団墓に埋葬された甕棺は4基で

その他は竪穴建物の隣接地に埋葬されたものが極めて多い。こうした状況は縄文時代の埋甕の性格に

共通する所がありそうである。竹松遺跡から出土した22基を含め県内遺跡から出土した甕棺(壺棺 )

墓を時間軸にまとめ出現から終焉までの状況を概観していく。

県内で最古の甕棺葬は雲仙市筏遺跡26,25,24号甕棺（第191図3～5）で縄文時代後期中頃である。い

ずれも合口甕棺で上甕は29～34㎝、下甕が19～23.5㎝を測る（復元値）。甕棺内には人骨は遺存して

いなかった。やや遅れて後期後半～晩期初めの甕棺が1号甕棺（第191図6）、2号甕棺（第191図7）で

三万田、御領段階である。また60号、64号甕棺（第196図1、2）から骨片が出土したが人骨か獣骨か判

断できない結果であった（内藤1976）。大村市黒丸遺跡からも黒川式段階の合口甕棺が1基（第191図8）
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検出されている。長崎市深堀遺跡から縄文時代後期後半の三万田、御領段階の2、3号甕棺が出土し

ている（第191図1、2）。そのほかでは後期末～晩期末頃の甕棺が出土した遺跡は、西海市ケイマンゴー

遺跡、大村市の葛城遺跡、雲仙市の京ノ坪遺跡、島原市の二ツ石遺跡、南島原市の舟川遺跡、飯野遺

跡、潮入崎遺跡、原山第1遺跡がある。縄文時代後期～晩期にかけての伝播ルートを考えると、近畿

地方の埋甕は縄文時代中期末に出現し後期前葉にはほぼ近畿全域に拡散する。その後、後期初頭から

前葉に九州に伝播し、九州では縄文時代後期初頭から甕棺葬（埋甕）が始まり糸島市宮ノ前遺跡が最古

である。後期中葉に島原半島筏遺跡に伝播し晩期に県北部の西海市まで拡散する。

①弥生時代早期前半頃の甕棺

支石墓に甕棺が現れる。南島原市新田・原ノ尻川に所在する原山支石墓群第3群第110号墓甕棺（第

191図9）と鹿町町深江免に所在する大野台支石墓群C地点甕棺（第191図10）である。いずれも夜臼式土

器の範疇でとらえられている（森・岡崎1960）。しかし原山支石墓から出土した土器群（原山式土器）

は夜臼式土器に先行する土器であるとの意見もある（古田1974）。第191図9は上甕、下甕ともに屈曲

二条刻目凸帯深鉢である。器高は下甕が35㎝、上甕が44㎝程で合口甕棺である。第191図10は破片か

ら復元した実測図で、屈曲一条刻目凸帯深鉢で復元器高45㎝程である。県北部大野台支石墓は北部九

州、糸島、唐津地域から、県南部の原山支石墓は佐賀平野、有明海湾岸域からの伝播であろうか。

昭和43年に五島列島北端の宇久島、宇久松原遺跡で弥生時代早期後半から後期前半までの集団墓

が確認された（小田1970）。その後昭和52年、平成7年、8年に長崎県教育委員会による調査が行われ、

総計で支石墓8基、甕（壺）棺墓30基、石棺墓5基、板石挟み墓1基、土壙墓8基を検出した（長崎県教委

1983）。この中の1号支石墓の下部構造から壺が出土し時期は夜臼式土器(第191図11)に相当する。第

191図11は大形壺で器高は56㎝を測る。口縁部の立ち上がりは15㎝程で、緩やかに外湾し端部は短く

外反する。肩部は張り、胴部最大径は肩部からやや下位にあり47㎝を測る。底径は14㎝を測り平底

である。内外面はハケメ調整を施す。この壺棺は福岡県糸島市の新町18号墓下甕に類似する（第196

図3）。県内で早期前半から後半に位置付けされる甕棺は以上の3基（9、10、11）でいずれも支石墓に

伴うものである。この支石墓の段階から埋甕葬から甕棺葬への変化が生じる。

②前期初頭（板付Ⅰ式）の甕棺

宇久松原遺跡の14号甕棺が相当する（第191図13）。胴部～口頸部片ではあるが板付Ⅰ式の様相を呈

する。また昭和43年に5号甕棺内から出土の小壺（第191図12）も板付Ⅰ式に相当するものである。

③前期前半（KⅠ a式）の甕棺

宇久松原遺跡5号甕棺（第191図14）、殿寺遺跡4号甕棺（第191図15）が相当し、いずれも器高は63～

64㎝と小形棺である。胴部最大径は中心よりやや下位にあり底部は平底である。口縁部は短く外反し

端部は丸い。

④前期後半（KⅠ b式）の甕棺

原の辻石田大原墓域K41（第191図16）、殿寺遺跡2号甕棺（第191図17）が相当する。16、17は口縁部

が大きく外反し、胴部から口縁部までが寸胴な形態となる。胴部最大径は中心に近くなり寸胴形に近

くなる。原の辻遺跡はこの時期から甕棺葬が始まる。

⑤前期末頃（KⅠ c式）の甕棺

宇久松原遺跡K12（第191図18）、浜郷遺跡2次7号甕棺（第191図19）、原の辻遺跡石田大原墓域K47（第
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191図20）が相当する。いわゆる金海式甕棺である。口縁部上端に粘土帯を貼付し口縁部外側に刻み

目を施す。胴部最大径が中心にあり器高もだんだんと大形になって行く過渡的様相を示す。19は器高

80.5㎝の大形棺で胴部最大径は中心にある。

⑥中期初頭（KⅡ a式）の甕棺

原の辻遺跡石田大原墓域 K14（第192図21）、K3（第192図22）、里田原遺跡44C地点3号甕棺（第192図

23）、大野原遺跡1号甕棺（第192図24）、深堀遺跡4号甕棺（第192図25）、布津木場原遺跡 K2（第192図

26）、宇久松原遺跡K3（第192図27）がこの時期に相当する。23の里田原遺跡44C地点3号甕棺は器高80

㎝の大形棺で、21の原の辻遺跡石田大原墓域K14は73㎝と小形棺である。金海式の段階から大形甕が

徐々に現れるようになり城の越段階も大形化は継続する。

⑦中期前半 (KⅡｂ式 )の甕棺

尾崎貝塚出土合口甕棺（第192図28）、北岡金毘羅祀遺跡合口甕棺（第192図29）、大野原遺跡2号甕棺

（第192図30）、浜郷遺跡2次7号甕棺（第192図31）、原の辻遺跡石田大原墓域 K50（第192図33）がある。

尾崎貝塚の合口甕棺28は日常使用していた甕を転用したもので肥後系統の影響を受けた甕である(長

崎県教委編1996)。29は口縁部が水平で内側につまみ出され、外側は僅かに張り出す。胴部中央に細

かな凸帯を貼付する。31は口縁部はT字形を呈し水平である。底部はやや上げ底である。器高は下甕

が78㎝の小形棺で上甕は60㎝と小形棺である。合口甕棺の接合方法は接合型である。甕棺は併せて

140㎝程で成人棺である。この時期の甕棺は少ない。

⑧中期前半(KⅡｃ式 )の甕棺

大野原遺跡3、4号甕棺（第193図34、35）、口縁部は外側に低く傾斜する。器壁は0.85～1.0㎝と薄

く底部は平底である。口縁下部に凸帯を付さない。器高は80㎝程の大形棺である。

⑨中期中頃(KⅢ a式 )の甕棺

帆崎遺跡出土の甕棺（第193図36）がある。口縁部は内側に大きくつまみ出し、外側にはあまり張り

出さない。帆崎遺跡出土の甕棺36は120㎝を測り県内最大である。この甕棺は南筑後の権現塚北遺跡

K21に類似する（第196図4）。

⑩中期後半頃(KⅢｂ式 )の甕棺

伊古遺跡3号甕棺（第193図37）がある。合口甕棺で上甕は口縁部が水平、下甕は浅い、くの字で低

い台付甕である。外面はハケ目調整を施す。上甕は胴部最大径が中央やや上位にある。さらに、妙法

塚遺跡合口甕棺 (壺棺 )がある（第193図38）。口縁部は上下棺とも打欠いている。胴部最大径は胴部

上位にあり底部は平底である。また原の辻遺跡石田大原墓域K23（第193図39）もこの時期からKⅢ c式

にかけての甕棺 (壺棺 )である。下甕（壺）に上甕が2個連結させている。下甕の壺は口縁部が大きく

外反し端部は細い。肩部はやや張り最大径も肩部にある。この時期の資料は県内では少ない。また上

甕が2連結の場合追葬の可能性がある。この2連結の甕棺は富の原遺跡20号甕棺（第196図6）、黒丸遺

跡KB2（第196図5）からも出土している。

⑪中期末頃(KⅢｃ式 )の甕棺

佃遺跡25区1号甕棺（第193図40）、竹松遺跡TAK201506-ST4（第193図41）、富の原遺跡B地点墓地16

号（第193図42）がある。富の原遺跡は中期末～後期初頭頃まで甕棺葬が続く遺跡である。A、B地点併

せて30基の甕棺墓の内11基（A地点4基、B地点7基）が大形の成人墓で4基から鉄剣、鉄戈が出土してい
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る。富の原遺跡K16は復元器高78㎝で胴部最大径が中央やや下位にある。口縁部は短く、低いくの字

状を呈する。口頸部に三角凸帯を1条巡らし、胴部中央やや上位に2条巡らす。内外面はハケメ調整を

施す。器形は全体的に丸く卵形を呈する。K16は口縁部から口頸部を切り取った二つの甕を覆口式に

した合口甕棺である。

⑫後期初頭～前半(KⅣ a式 )の甕棺

富の原遺跡 A地点墓地2号甕棺（第194図44）、4号甕棺（第194図43）、B地点墓地20号甕棺（第194図

45）、竹松遺跡 TAK201506-ST3（第194図50）、今福遺跡 B地区2号甕棺（第194図53）、西ノ角遺跡1号

甕棺（第194図49）、カラカミ遺跡昭和62年度調査甕棺（第194図51）、椎ノ浦遺跡3号甕棺（第194図47）、

原の辻遺跡石田大原墓域K31（第194図52）、白井川遺跡22号甕棺（第194図48）、岩名遺跡出土甕棺（第

194図46）,麻生瀬遺跡1号甕棺（第194図54）がある。富の原遺跡出土の大形甕棺 A地点墓地2号甕棺44、

B地点墓地20号甕棺45は口縁部が短く、くの字口縁を呈し、口頸部に三角凸帯を1条有す。胴部最大

径は中央よりやや上位にあり中央に凸帯を1条又は2条巡らせる。2条巡らせた下の凸帯のみに刻目を

入れている特色は南筑後地域の特徴であり、44のA地点墓地2号甕棺、45のB地点墓地20号甕棺の2基

は南筑後の権現塚北遺跡土壙墓3号蓋、南ノ前 K4に類似する（第196図10）。また43の A地点墓地4号

甕棺は口縁部は短く、くの字状を呈し口頸部に三角凸帯を1条有す。胴部は最大径を肩部の所に有す。

全体的に卵形である。中央やや下に凸帯を1条巡らせ、外面はハケメ調整を施す。この甕棺と類似す

るのが武雄市みやこ遺跡のSJ204号甕棺である（第196図7）。岩名遺跡出土の甕棺は口縁部がくの字口

縁で、頸部に三角凸帯を配し、胴部中央に2条の凸帯を巡らせる。底部は凹底である。外面は縦方向

のハケメ調整を施し全体的に胴長形状である。この特徴もまた南筑後系で八女市(旧立花町)の曲松

遺跡（よこまつ）出土のK24に類似する（第196図8）。Ⅳa期の甕棺の特徴は口縁部の立ち上がりは、く

の字状を呈し底部は平底である。胴部最大径は中央よりやや上位にあり、凸帯は中央部に貼付する。

器形は卵形でやや丸い。県内はこの時期の甕棺が最も多い。北部九州地域では甕棺葬はKⅢc期がピー

クで、Ⅳa期からは衰退の一途をたどる。しかしながら長崎県のような西端はやや遅れてⅣa期がピー

クでその後衰退する状況がつかめる。最盛期がゆえに他地域からの甕棺が流入したものと思われる。

⑬後期前半〜中頃(KⅣ b式 )の甕棺

陣ノ内遺跡Ⅱ-H区甕棺（第195図55）、竹松遺跡TAK201405-ST6（第195図56）がある。KⅣ a式に比べ

KⅣ b式は胴部最大径が中位で、底部の径がやや小さくなり、僅かに凸レンズ状を呈する特徴がある。

この時期から甕棺葬の衰退時期にあたり甕棺が出土する遺跡は少なくなる。

⑭後期後半（KⅤ c、d）の甕棺

竹松遺跡 TAK201202-ST36（第195図57）、一本木遺跡1号甕棺（第195図59）、原の辻遺跡台19試掘坑

第1号甕棺（第195図58）原の辻遺跡台19試掘坑第2号甕棺（第195図60）、原の辻遺跡石田大原墓域K52（第

195図61）、宇久松原遺跡9号甕棺（第195図62）がある。竹松遺跡TAK201202-ST36は胴部下から底部に

かけて欠損する。欠損した部分を復元すると胴部がやや長い（推定90㎝前後）。この胴長タイプの甕

棺は南筑後系の甕棺に多く、特に八女市(旧立花町)の曲松遺跡（よこまつ）出土のK19に類似する（第

196図11）。この時期をもって長崎県内の甕棺葬は終焉を迎える。また九州各地の甕棺葬の終焉も後

期後半から終末頃である。

以上県内各地域から検出された甕棺を概観してきた。甕棺葬は縄文時代後期中頃に雲仙市筏遺跡で
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始まり、弥生時代後期後半に大村市竹松遺跡、壱岐市原の辻遺跡、五島市一本木遺跡、佐世保市宇久

松原遺跡（五島列島北端）で終焉する。

甕棺葬が始まる島原半島では縄文時代後期～弥生時代にかけて重要な遺跡が多い。その中で筏遺

跡について少し考えて見る。筏遺跡は60基を超える甕棺が検出されこの時期の最大の集団墓が形成

されている。甕棺は西平式、三万田式、御領式と後期後半（中頃）から晩期中頃まで甕棺葬が続く様相

が捉えられる（註1）。筏遺跡から出土した甕棺は7㎞程南東に所在する大野原遺跡から供給されたも

のと考えられている。その根拠は44基の焼土、粘土の貯蔵穴8基、貯蔵された粘土量20㎥が検出された。

賀川光夫教授の実験結果から焼土は土器を焼いた窯跡の堆積物であると判断された（賀川2001）。ま

た賀川氏は「島原半島では縄文時代後期中頃から弥生時代前期までは甕棺が主体の埋葬形態になって

いる。この状況は大野原遺跡の土器窯の展開と無縁であったとは思えない」との見解を出している（賀

川1998 文献98）。その後甕棺葬は島原半島、原山支石墓で弥生時代早期、前期後半からの景華園遺跡、

中期の大野原遺跡、十園遺跡、佃遺跡、後期前半の伊古遺跡、今福遺跡等に継承され後期前半で終焉

を迎える。

甕棺葬の中心地域である福岡平野、佐賀平野、筑紫平野等は中期末頃に甕棺葬の最盛期をむかえ、

その後衰退していくが、これらの平野から離れた西九州地域(長崎県 )では後期前半頃が最盛期で、

後期後半で終焉をむかえる。甕棺葬の副葬品、祭祀土器、甕棺本体の供給等から糸島地域、福岡平野

地域、佐賀平野、有明海沿岸域、南筑後地域と親密な関係を構築していた様相が窺える。竹松遺跡か

ら出土した22基の甕棺もまたこれらの地域との交流関係が充分窺える遺跡である。

【註】

註 1 筏遺跡の甕棺の時期は縄文時代後期中葉から晩期中葉頃の遺跡である。

 （古田正隆 1969『筏遺跡発掘調査報告』p.21 参照）

註 2 「賀川光夫教授は、遺構を観察して焼土を土器焼成の窯跡と示唆したが、その根拠には中国雲南省メコン川流

域の民俗学調査による原始的土器焼成法の研究と、縄文後晩期における精製磨研土器の出現、量産という土

器製作技術の革新に着目したからである。賀川教授の示唆を重視し、貯蔵された粘土をつかって原始窯によ

る焼成実験を繰り返したが、結果は遺構と類似する焼土跡が形成されることを確認した。堆積する焼土並び

に焼土塊は窯壁が崩壊し土器を取り出した後の堆積物と判断された。」（有明町教委 2001『大野原遺跡』第 4

章 2. 大野原遺跡の特徴）
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第191図　弥生時代甕棺の変遷 その1(縄文時代後期～弥生時代前期 )(S=1/15)
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第192図　弥生時代甕棺の変遷 その2(中期初頭～中期前半 )(S=1/15)
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第193図　弥生時代甕棺の変遷 その3(中期前半～中期後半 )(S=1/15)
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第194図　弥生時代甕棺の変遷 その4(後期初頭〜後期前半 )(S=1/15)
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第図　弥生時代甕棺墓の変遷　その 4( 中期後半 )(S=1/15)
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第195図　弥生時代甕棺の変遷 その5(後期前半〜後期末 )(S=1/15)
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みやこ遺跡　SJ204 号

筏遺跡　60 号甕棺 筏遺跡　64 号甕棺

新町遺跡 18 号墓下甕
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第196図　類似する甕棺例 (S=1/15)
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第197図　長崎県内における甕棺墓出土遺跡位置図
(縄文時代後期後半～弥生時代後期後半 )

第112表　長崎県甕棺出土遺跡一覧表 その1

的山大島
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地図

№
遺跡名 時期 所在地 備考 参考文献

1 椎ノ浦遺跡 弥生中期初頭、後期前半 対馬市峰町志多賀椎の浦 壺棺2基 45  93

2 カラカミ遺跡 弥生後期前葉 壱岐市勝本町立石東触字カラカミ 合口甕棺1基 15  36  42  56  93  133

原の辻遺跡

　石田大原墓域 壱岐市石田町石田西触大原

　大川墓域 壱岐市石田町石田西触大川

　原ノ久保A・B・C墓域 壱岐市石田町石田西触原ノ久保

　鶴田墓域 壱岐市石田町池田仲触

　柏田墓域 壱岐市石田町石田東触柏田

　苣
チシャ

ノ木
キ

墓域 壱岐市石田町池田東触苣ノ木

　原・原XⅢ墓域 壱岐市芦辺町深江鶴亀触原

　高元Ⅷ・XⅢ墓域 壱岐市芦辺町深江鶴亀触高元

4 閨
ミヤ

繰
クリ

遺跡 弥生前期後葉～後期前葉 壱岐市芦辺町深江鶴亀触ミヤクリ 103  140

5 宇久松原遺跡 弥生早期、前期後半～中期前半、後期後半 佐世保市宇久町松原字平郷 27基、壺棺3基 18  47  93  96

6 殿寺
トベラ

遺跡 弥生前期末～中期前半 北松浦郡小値賀町前方相津 甕棺4基、壺棺1基 38  93

7 笛吹遺跡 弥生前期前半～中期初頭 北松浦郡小値賀町笛吹小淵 甕棺4基 52  93

8 神ノ崎遺跡 弥生前期～中期中期前葉 北松浦郡小値賀町黒島 甕棺破片出土 49  52  93

9 浜郷遺跡 弥生前期～中期 南松浦郡新上五島町有川郷浜
甕棺6基(前期後半～中期前半)

壺棺12基(中期初頭)
18  93  122

10 一本木遺跡 弥生後期後半～末 五島市下大津町一本木 2基 79

11 大浜遺跡 弥生中期～後期 五島市浜町大島 12  99

12 馬込遺跡 弥生前期末 平戸市紐差町 22基 80  81  95  99

13 津吉遺跡群 弥生前期末～中期前半 平戸市津吉町 甕棺3基(中期前半) 59  94

14 江湖遺跡 弥生後期前半～中頃 平戸市志々伎町 壺棺1基 5

15 長畑馬場遺跡 弥生後期中頃～末 平戸市大島村前平 33基 107

16 度島中学校遺跡 弥生中期前葉～後期初頭 平戸市度島町 甕棺片 5

17 浦小川遺跡 弥生（詳細不明） 平戸市度島町 合口甕棺1基 134

弥生前期後葉～後期終末
4  6  28  30  33  93  102  105  110  112  115  117

121  124  126  129  132  133  140
3
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第113表　長崎県甕棺出土遺跡一覧表 その2

※本一覧表の作成に当たり、宮﨑貴夫氏の助言を頂いた。

地図

№
遺跡名 時期 所在地 備考 参考文献

18 里田
サトタバル

原遺跡 弥生中期初頭～前半 平戸市田平町里免
支石墓5基(3基現存）

（前期末1基・後期後半2基）
26  67  94  113

19 池田遺跡 弥生中期初頭 松浦市御厨町里免下長峯 壺棺1基(中期前葉・幼児棺) 1  5  71  94

20 栢ノ木
カヤノキ

遺跡 弥生前期後半 松浦市志佐町栢ノ木免小久保 甕棺3基(前期後半) 22  94

21 大野台支石墓群 縄文晩期終末 佐世保市鹿町町深江 甕棺1基 23  48  94

22 四反田遺跡 弥生前期後半～末 佐世保市下本山町 甕棺7基 85  97

23 竹辺C遺跡 弥生中期 佐世保市竹辺町 壺棺1基 127

24 宮の本遺跡 縄文晩期～弥生中期前葉 佐世保市高島町高島免字前田
甕棺3基(小児用)

壺棺2基(小児用)
41  94

25 中村遺跡 弥生中期初頭～後半 佐世保市萩坂町 1基 73

26 麻生瀬遺跡 弥生後期初頭 東彼杵郡川棚町中組郷 9基 123

27 白井川遺跡 弥生後期初頭 東彼杵郡東彼杵町蔵本郷 甕棺1基 68  72  94

28 ケイマンゴー遺跡 縄文晩期中葉 西海市横瀬浦ケイマンゴー 甕棺1基 88  94

29 深堀遺跡
縄文後期後半～晩期

弥生前期末～後期前半
長崎市深堀五丁目

甕棺9基

(縄文後期後半～弥生中期)
14  51  64  94  114

30 黒丸遺跡 縄文晩期、中期後半 大村市黒丸町

合口甕棺1基(縄文晩期)

甕棺7基(弥生中期中頃)

壺棺10基

20  31  39  92  94  130

31 竹松遺跡 弥生後期前半～後半 大村市竹松町 142  143  146

32 富の原遺跡 弥生中期末～後期初頭 大村市富の原二丁目

A地点墓地 甕棺10基

B地点墓地 甕棺21基

鉄戈3口、鉄剣1口出土

65  94

33 野田の久保遺跡 縄文晩期 大村市立福寺町・弥勒寺町 甕棺1基 70

34 岩名遺跡 弥生後期前半 大村市今富町 甕棺1基(後期前半)(南筑後系) 65  94

35 葛城遺跡 縄文晩期中葉 大村市荒瀬・今富町 甕棺5基 70  88  94

36 立小路遺跡 縄文晩期 大村市鬼橋町1169番地ほか 埋甕2基 144

37 滑川遺跡 弥生中期前葉 諫早市貝津町 小児甕棺2基(壺棺1基、壺+甕1基) 125

38 諫早農業高校遺跡 弥生中期中頃 諫早市立石町 2基、立石遺跡 145

39 林
リンノツジ

ノ辻遺跡 弥生中期後半 諫早市小川町 3基+2基 46

40 小栗B遺跡 弥生中期前葉 諫早市小川町林ノ辻 2基 54

41 小栗C地点遺跡 弥生後期初頭～終末期 諫早市小川町 小児棺4基 141

42 帆崎遺跡 弥生中期前半 諫早市小長井町新田原帆崎 1基 54

43 上原
ウワバル

遺跡 弥生後期前葉 諫早市松里町 3基 94

44 西ノ角
ニシノスミ

遺跡 弥生後期前半 諫早市森山町井牟田上名西ノ角 3基、甕棺片 53

45 陣ノ内遺跡 弥生後期前半 雲仙市瑞穂町夏峰字前田 1基 101

46 京ノ坪遺跡 縄文晩期中葉 雲仙市瑞穂町高田字京ノ坪 88

47 伊古
 イ　コ

遺跡 弥生後期前半 雲仙市瑞穂町西郷 4基 135

48 楠高遺跡 弥生後期前葉 雲仙市国見町 1基 148

49 筏遺跡 縄文後期末～晩期初頭 雲仙市国見町神代川北名 60基+ 16  25  29  34  83  84  88  94

50 佃遺跡 弥生中期後半 雲仙市国見町神代東里名 8基 128  136

51 十園遺跡 弥生中期後半 雲仙市国見町多以良 甕棺片 118

52 妙法塚遺跡 弥生中期後半 島原市有明町池田名字妙法塚 壺棺1基 35  94

53 大野原遺跡 弥生中期前半～中葉 島原市有明町大三東
合口甕棺4基

(中期前半～中頃)
17　62　82　94　108

54 一
ヒトノ

野遺跡 弥生後期前半 島原市有明町大三東字一野 甕棺3基(中期～後期) 13  63  77  94

55 景華園遺跡 弥生前期後半～中期末 島原市中野町高城元
中細型胴鉾2口

寺田正剛が小児甕棺1基確認
8　11　94　97  106  116

56 畑中遺跡 縄文晩期 島原市下宮町甲2435 4基 86

57 戸田向原遺跡 弥生早期 島原市有明町戸田名字向之原 11基 98

58 二つ石遺跡 縄文後期末 島原市有明町大三東字二つ石 1基 88

59 礫石原遺跡 縄文晩期 島原市礫石原町 甕棺2基 10  32  66  74  94

60 山の寺梶木遺跡 縄文晩期 南島原市深江町山の寺梶木 9  19  94

61 舟川遺跡 縄文晩期中葉 南島原市深江町諏訪名舟川 甕棺1基 88

62 飯野遺跡 縄文晩期中葉 南島原市布津町坂下名飯野 1基 88

63 潮入崎遺跡 縄文後期末 南島原市布津町坂下名潮入崎 88

64 布津木場原遺跡 弥生中期前半 南島原市布津町坂下木 甕棺4基 21　62　94

65 尾崎貝塚 弥生中期前半 南島原市西有家町里坊
甕棺1基(中期前半)

(肥後地方系統)
75  94

66 今福遺跡 弥生後期前半 南島原市北有馬町今福 3基 50  55  58  94

67 北岡金比羅祀遺跡 弥生中期前半 南島原市南有馬町北岡宮の脇茂外

合口甕棺1基(厚葬墓か?)

　(伝)細形銅剣1、標石墓の上石が

祀られている

45　94

68
原山支石墓群

(原山第2・第3遺跡)
弥生早期前半

南島原市北有馬町坂上下名字新田乙2179

南島原市北有馬町新田原ノ尻乙2146～7

国指定史跡

時期は夜臼式土器の段階
7  9  24  41  43  78  88  94

69 原山第1遺跡 縄文晩期末 南島原市北有馬町坂上下名字原山 甕棺・甕支石墓 7  9  24  41  43  78  88  94

70 永瀬貝塚 弥生中期初頭～前葉 南島原市加津佐町水月名 甕棺片 27  37  90  94
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第　図　竹松遺跡　甕棺墓の配置図 (S=1/1,500)

①…TAK201506 ST1

②…TAK201506 ST3

③…TAK201506 ST2

④…TAK201506 ST4

⑤…TAK201501 ST1

⑥…TAK201406 ST1

⑦…TAK201406 ST2

⑧…TAK201406 ST3

⑨…TAK201406 ST4
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第198図　竹松遺跡　甕棺墓の配置図 (S=1/1,500)
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3.集落について

『竹松遺跡Ⅳ』中巻（長崎県教委編2019）では2014年度に検出した弥生時代、古墳時代の竪穴建

物跡のグルーピングを試みた（中川2018）。竹松遺跡Ⅴでは新たに弥生時代の竪穴建物が9軒増え

（TAK201408調査区の2軒、TAK201504調査区の3軒を含む）、古墳時代の竪穴建物もTAK201506調査区

から10軒が増えた。また弥生時代、古墳時代の掘立柱建物跡も22棟を検出したため改めて集落全体

の様相と変遷を考えて小結としたい。

①弥生時代の竪穴建物跡（第200〜203図、第116・117・120表）

竹松遺跡Ⅳでは2014年度に検出した21軒の竪穴建物跡を対象としてグルーピングを行い集落の概

要を掴むことが出来た（中川2018）。本書では2011年度から2015年度までの10調査区から検出した35

軒の竪穴建物跡、10棟の掘立柱建物跡を対象として集落の様相及び変遷を考えてみたい。

35軒の竪穴建物跡の時期は中期末～後期終末までである(第116・117表 )。35軒の分布状況からグ

ルーピングを考えてみたい。なおグルーピングにあたり構築の位置関係、構築規模、構築方向、切り

合い関係、出土遺物を考慮した。35軒の竪穴建物跡の分布状況から4（A～ D）グループに分かれる。A

グループは南側に位置するTAK201403調査区の6軒。Bグループは東側に位置するTAK201302、03調査

区、TAK201404、08調査区、TAK201504調査区の12軒。Cグループは北西側に位置する TAK201405、6、

7調査区の13軒。Dグループは北側に位置するTAK201506調査区の4軒である。

各グループ内で同時期に存在した竪穴建物跡をグルーピングするとAグループ6軒は後期終末頃が

5軒、不明が1軒である。Bグループは12軒で後期前半が8軒（この内中頃までが2軒含む）、後期でも詳

細な時期は不明が3軒、不明が2軒である。Cグループは13軒で中期末が2軒、後期前半が8軒、不明が

1軒である。Dグループは4軒で後期前半が2軒、後期後半から終末が1軒、不明が1軒である。

各グループの時期的な状況は中期末、後期前半、後期後半から終末の三時期に集中する。特に後

期前半に18軒が存在し全体の1/2を占める。次に後期後半から終末期が6軒、中期末が2軒である。こ

うした状況から後期前半が竹松遺跡の最盛期であることが考えられる。特にBグループの4軒から舶

載鏡片（細線式獣帯鏡）、ガラス小玉、鉄製釣針などが出土している（TAK201303 SC1・SC123・SC124、

TAK201408 SC1）。また建物規模も7mを超える大形である。こうした状況は他のグループを圧倒して

いる。まさに集落グループ間での階層差を感じさせるものである。

②古墳時代の竪穴建物跡（第201・204・205図、第118・119・121表）

『竹松遺跡Ⅳ』では竪穴建物跡28軒を検出し、グルーピングを行った（中川2018）。本書では2011年

度から2015年度までの30調査区から検出した40軒の竪穴建物跡、12棟の掘立柱建物跡を対象として

集落の様相及び変遷を考えてみたい。

40軒の竪穴建物跡の時期は出土遺物から4世紀から7世紀前半までで、分布状況から4グループ（Ⅰ

～Ⅳ）が考えられる。南側に位置するⅠグループ。西側に位置するⅡグループ。北西側に位置するⅢ

グループ。北側に位置するⅣグループに分かれる。弥生時代の竪穴建物跡の分布状況4グループ（A～D）

と重複する状況ではあるが、弥生時代のBグループ（小首長層）の集落には、古墳時代の竪穴建物跡が

まったく構築されていない状況が掴める。古墳時代になると北西側グループのⅢグループ（弥生時代
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のCグループ）に集中する。では時代を追って竪穴建物跡の分布状況を概観することにする。

もっとも古い4世紀代の竪穴建物跡は TAK201302調査区の SC1（Ⅰグループ）、TAK201303調査区の

SC114（Ⅱグループ）、TAK201407調査区の SC15、18（Ⅲグループ）の4軒である。TAK201407調査区の

SC15、18の2軒（Ⅲグループ）は隣接して構築されているが、SC1（Ⅰグループ）と SC114（Ⅱグループ）

は250m程離れ単独である。

5世紀の竪穴建物跡はTAK201403調査区の SC6、9（Ⅰグループ）。TAK201405調査区の SC1（Ⅱグルー

プ）の3軒で TAK201403調査区のSC6、9が隣接し、TAK201405調査区のSC1は300m以上離れ単独である。

6世紀中頃から後半の竪穴建物跡はTAK201406調査区のSC8（Ⅲグループ）の3軒である。

6世紀後半になると竪穴建物跡が22軒を数える。同時期に存在した6世紀後半から7世紀前半までの

2軒を加えると24軒で全体の1/2以上を占める。この時期が竹松遺跡古墳時代の最盛期でⅢ、Ⅳグルー

プに竪穴建物跡、掘立柱建物跡が集中する。Ⅲグループは16軒、Ⅳグループは7軒である。竪穴建物

跡の規模で6mを超える大形建物跡はⅢグループが最も多く5軒を数える。またⅠグループも2軒所在

する。弥生時代の7mを超える規模のものは古墳時代には存在しない。掘立柱建物跡はⅢグループに7

棟、Ⅳグループに5棟が構築されている。Ⅲグループの場合竪穴建物跡が16軒に対し掘立柱建物跡は

7棟、2軒に1棟の割合で掘立柱建物を所有している状況が窺える。Ⅳグループもまた竪穴建物跡7軒

に対し4棟の掘立柱建物を所有している状況である。掘立柱建物を多く保有した二つの集団は鉄製V

字形鋤鍬先、袋状鉄斧、鉄鏃等の鉄製品の所有により生産を高めた結果を物語るものであろう。

弥生時代から古墳時代と集落の変遷を見てきたが弥生時代は後期前半が集落の最盛期で19軒、古

墳時代は後期後半が集落の最盛期で24軒を数える。こうした状況から竹松遺跡の集落規模は小さく拠

点集落の周辺に位置する衛星集落的様相を呈するものであろう。

③弥生時代の集団墓と集落の関係について（第199・200図、第116・117表）

集団墓は、集落Bグループと集落Cグループの中間、西側に位置する。集団墓の内訳は甕棺、箱式

石棺墓、石蓋土壙墓、土壙墓で30基が東西の墓域に分かれ、時期は後期前半と後期後半の二時期であ

る。東側墓域は18基（6グループに分かれる）、西側墓域は12基（5グループに分かれる）である。その

他は祭祀遺構が2ヶ所存在する。祭祀遺構1が後期前半、祭祀遺構2が後期後半である。

西側墓域では12基中2基が、東側墓域では18基中8基、合計10基が後期前半の墓である。この10基

の墓と集落との関係を考えると、集落B、C、Dグループに後期前半の竪穴建物跡が18軒が存在しBグルー

プに8軒、Cグループに8軒、Dグループに2軒である。Bグループの中の4軒（TAK201303 SC1、SC123、

SC124、TAK201408 SC1）からはガラス小玉が出土している。集団墓の中で唯一ガラス小玉が出土した

墓は5Gの ST8の箱式石棺墓（第199図）である。このST8と集落 Bグループの4軒とは深い関係がありそ

うである。

後期後半には20基の墓が存在している。集落はA、Dグループに6軒が存在する。20基の墓の中で唯

一管玉が出土した9Gの ST17箱式石棺墓がある。この墓との関係で集落DグループのSC15がある。長

軸7.64mの大形建物跡でガラス小玉が出土している。後期後半～終末の建物跡で最大規模を有し、出

土遺物も鉄鏃、ガラス小玉等が出土し他の建物跡より群を抜いている。こうした状況から ST17と

SC15は関係が深いものと思われる。また後期後半から終末の竪穴建物跡が少ないことは南側に展開
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するAグループ西側の調査区外に広がるものと思われる。その後古墳時代初頭3世紀中頃～後半頃に

Aグループ集落の中にSZ1（竹松古墳、円墳）が築造され新たな墓制へと展開していく。

④集落と生産遺構（第201図）

弥生時代、古墳時代を通じ集落と生産遺構、遺物との関係を考えてみたい。TAK201406調査区では

弥生時代後期前半の水田跡に伴う畦畔が1本確認されているのみである（第201図）。畦畔及び周辺か

ら甕の口縁部〜胴部片が数点出土している。この畦畔が位置する集落はCグループで8軒が後期前半

に存在していたことからこれらの集落に伴う水田跡であろう。また包含層から紡錘車や土錘、石錘、

鉄斧、石包丁、打製石斧の出土があり水田生産、漁労活動、樹木の伐採、糸紡ぎ、畑作生産等の活動

は行われていたことが推測できる。

古墳時代の生産活動については水田跡がTAK201406調査区で畦畔が3本（東西1本、南北2本）、水田

面が5枚検出されている。時期は出土遺物から6世紀第4四半期頃である。この水田跡が位置する集落

はⅢグループで6世紀第4四半期頃は15軒が存在する。この15軒に伴う水田跡であろう。その他の生

産活動に関連した遺構遺物は鉄製鍬鋤先、刀子、鉄鏃、土錘が出土していることから畑作活動、漁労

活動が行われていたことが推察される。しかしながら弥生時代、古墳時代を通じ集落規模が小さく、

遺構、出土遺物の量、種類から考えて積極的な生産活動を行っていた様相は見られない。
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Y=41500

Y=41460

Y=41480

Y=41520

Y=41540

Y=41560

Y=41580

Y=41600

Y=41620

Y=41640

Y=41660

Y=41680

Y=41700

Y=41720

Y=41740

Y=41760

Y=41780

Y=41800

Y=41820

Y=41840

X
=
-
4
5
6
0

X
=
-
4
5
8
0

X
=
-
4
6
0
0

X
=
-
4
6
2
0

X
=
-
4
6
4
0

X
=
-
4
6
6
0

X
=
-
4
6
8
0

X
=
-
4
7
0
0

X
=
-
4
7
2
0

X
=
-
4
7
4
0

X
=
-
4
7
6
0

X
=
-
4
7
8
0

X
=
-
4
8
0
0

X
=
-
4
8
2
0

X
=
-
4
8
4
0

X
=
-
4
8
8
0

X
=
-
4
9
0
0

X
=
-
4
9
2
0

X
=
-
4
9
4
0

X
=
-
4
9
6
0

X
=
-
4
9
8
0

X
=
-
5
0
0
0

X
=
-
5
0
2
0

X
=
-
5
0
4
0

X
=
-
5
0
6
0

X
=
-
5
0
8
0

X
=
-
5
1
0
0

X
=
-
5
1
2
0

X
=
-
4
8
6
0

SC114

SC1

SC1

SC5

SC6

SC13

SC14

SC15

SC9

SC1
SC3

SC8

SC4

SC2

SC7

SC5

SC6
SB3

SB4
SB5

SC3
SC4

SC1
SC5

SC14

SC15
SC16

SC18

SC17

SB7
SB9

SB3

SB8

SB4
SC14

SC7

SB4

SB5

SB1
SC13

SC3

SC1
SC6

SB2

SC9
SC5
SC4

SC2

SC11 SC10

SC8
SC7

SC125
SC1

SC13 SC12
SC9

SC16

SC11

SC12

SB1

SB3

SB1

SB7

SB8

SC15

SC11 SC12

SC10

SC20

SC6

SC7

SC8

SC19

SC124

SC123
SB5

SB1

SB6
SC5

SB4

SC4

SB3

SX5

SC2

SC1

SC2SC5

SC4

TAK201406

TAK201407

TAK201405

TAK201303

TAK201404

TAK201501

TAK201506 TAK201202

TAK201302

TAK201604

TAK201408

TAK201504

B グループ

Ⅱグループ

Ⅲグループ

Ⅳグループ

CグループDグループ

弥生集団墓

X
=
-
5
0
2
0

X
=
-
5
0
4
0

X
=
-
5
0
6
0

X
=
-
5
0
8
0

X
=
-
5
1
0
0

X
=
-
5
1
2
0

X
=
-
5
1
4
0

X
=
-
5
1
6
0

X
=
-
5
1
8
0

X
=
-
5
2
0
0

X
=
-
5
2
2
0

SC1

SC8

SC3

SC7
SC5

SC2

SC1

SC9 SC6

Ⅰグループ

Aグループ
TAK201302

TAK201403

TAK201302

0 100m（S=1/1,500）

弥生時代　竪穴建物跡及び掘立柱建物跡 (A ～ D グループ )

古墳時代　竪穴建物跡及び掘立柱建物跡 (I ～Ⅳグループ )

古墳
水田跡

弥生
畦畔跡

第　図　竹松遺跡　弥生・古墳時代の竪穴建物跡及び掘立柱建物跡の配置図 (S=1/1,500)

Ｎ
※

下
図
に
続
く

第201図　竹松遺跡 竪穴建物跡及び掘立柱建物跡の配置図 (S=1/1,500)
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第206図　TAK201501調査区 古代遺構配置図 (S=1/600)
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第207図　TAK201506調査区 古代遺構配置図 (S=1/600)
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5．古代
TAK201501、201502、201506、201604調査区に古代の遺構としては掘立柱建物跡、溝状遺構、土

坑がある。本報告の時期区分と器種名については『竹松遺跡Ⅲ』(長崎県教委編2018)を踏襲し、古代

の始まりを6世紀末、終わりを11世紀第3四半期までとした。また、土師器の高台付きの杯・椀の名

称に関しては8世紀以前のものを杯とし、9世紀以降のものを椀とした。

（1）掘立柱建物跡（SB）

今回報告する掘立柱建物跡は1棟である。

①TAK201506調査区③区　SB3（第208図、図版149、第122表）

大調査区201506の小調査区③区6056グ

リッド3層からプランを検出した。梁行1間、

桁行2間の側柱建物で主軸は N88°Wである。

柱穴径は45cm～65cmのほぼ円形である。出

土遺物は無かったが2.5ｍ北には金属製の権

が出土した SK12があることから、当遺構も

古代に属すると判断した。

梁間 桁間 梁行 桁行 身舎面積

TAK201506　ＳＢ3 Ｎ88°Ｗ 1×2 2.0 2.0 2.0 4.0 8.0 側柱

規模（ｍ、㎡）
備考遺構番号 挿図番号 図版番号 主軸方向 柱間間数

第122表　掘立柱建物跡 (SB)計測表

図版149　SB3 完掘状況 西から
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第　図 SB3 平・断面図 (S＝1/60)
0 1m（S=1/60）

第208図　SB3平・断面図 (S=1/60)
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第　図　SD2　平・断面図 (平面図 S=1/100・断面図 S=1/40)

（2）溝状遺構（SD）

今回報告する溝状遺構は1条である。

①TAK201506調査区②区　SD2（第209図、図版150・151）

大調査区201506の小調査区②

区6058グリッド3層から検出した。

全長（南西－北東）16ｍ、最大幅

1.1ｍ、最深0.1ｍで断面は逆台

形状～皿状を呈している。北東端

は調査区外へ延びている。出土し

た遺物から遺構の埋没は8世紀前

半と思われる。

第209図　SD2 平・断面図 (平面図 S=1/100・断面図 S=1/40)

図版150　SD2 埋土 南から

図版151　SD2 完掘状況 北から
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TAK201506調査区　SD2出土遺物（第210図、図版152、第123表）

767は土師器杯蓋の端部である。天井部からわずかに持ち上がった後に垂直に折れる。8世紀前半

のものと思われる。768は高台付須恵器杯の底部である。内底は中心へ向かって下がっている。高台

は体部との境から斜めに伸び端部は外に肥厚する。高台内は回転ヘラ削りが行われる。8世紀前半の

ものと思われる。

（3）土坑（SK）

今回報告する土坑は3基である。

①TAK201501調査区④区　SK5（第211図、図版153）

大調査区201501の小調査区④区6656グリッ

ド3層からプランを検出した。長辺2.0ｍ、短辺

1.1ｍで、深さは30㎝を測る。南端部を NR1に

切られる。出土した遺物から遺構の年代は7世

紀後半と思われる。

第210図　SD2出土遺物 (S=1/3)

第123表　TAK201506調査区 SD2出土 土器観察表

図版152　SD2 出土遺物

図版153　SK5 完掘状況 北から

9.5m

NR1

トレンチ

①
②

①灰褐砂質土

②黒褐粘質土

A

A

B

B

Ｎ

第　図　SK5　平・断面図 (S=1/40)

0 40 ㎝(S=1/40)

第211図　SK5 平・断面図 (S=1/40)

767

768

0 10cm（S=1/3）

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

767 土師器　杯　蓋 端部 － （0.9） － － 　－ 橙 橙 良好 長石 角閃石

768 高台付 須恵器 杯 底部 － （2.2） 9.8 － 　－ 灰黄 灰黄 良好 長石 

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土 備考

高台内に回転ヘラ削り
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TAK201501調査区④区　SK5出土遺物（第212図、図版154、第124表）

769は土師器甕頸部である。頸部はほぼ直立し外反しながら口縁部に至る。頸部～口縁部はヨコナ

デが施され、わずかに残る体部には横位のケズリと指頭痕が残る。金雲母を全体に含む胎土は、砂を

含まず精選されている。

②TAK201506調査区①区　SK8（第213図、図版155）

大調査区201506の小調査区①区6260グリッド3層から

プランを検出した。南半分は調査区外にある。長辺1.6

ｍ、確認できた短辺は0.6ｍで、深さは30㎝を測り、断

面は皿状を呈する。出土した遺物から遺構の年代は9世

紀前半と思われる。

TAK201506調査区①区　SK8出土遺物（第214図、図版156、第125表）

770は大型の高台付土師器杯の底部である。平底の底部の際に低い高台が外に向かって付く。高台

の貼付けは粗く外面には接合痕が残る。高台内は調整が行われず回転ヘラ切りのままである。9世紀

前半のものと思われる。

第212図　SK5 出土遺物 (S=1/3)

第124表　TAK201501調査区 SK5 出土 土器観察表

図版154　SK5 出土遺物

図版155　SK8 完掘状況 南から

①

②①暗褐粘質土
　1～3㎝の礫を含む

②暗褐粘質土

9.5m

調査区外

第　図　SK8　平・断面図　(S=1/40)

A

A

B

B

0 1m（S=1/40）0 1m（S=1/40）

第213図　SK8 平・断面図 (S=1/40)

769

0 5cm（S=1/3）

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

769 甕　 体部～口縁部 － （4.5） － ヨコナデ
ケズリ

指頭痕
明赤褐 橙 良好

金雲母　赤色粒子

精良

器種 部位
法量(㎝) 調整

焼成
色調

遺物番号 胎土 備考
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0 10cm（S=1/3）

 770

0 1m（S=1/40）0 1m（S=1/40）

① 黒褐砂質土
   5㎝大までの礫を含む

② 黒褐粘質土
   1㎝大までの礫を含む
③ 黒褐砂質土
   5㎝大までの礫を含む
④ 黒褐粘質土
   1～3㎝の礫を含む
⑤ 黒褐粘質土

①

②

③

④

⑤

③

④

⑤

第　図　SK12　平・断面図(S=1/40)

A B

A B

9.5m

③TAK201506調査区①区　SK12（第215図、図版157・158）

大調査区201506の小調査区①区6056グリッド3層から

プランを検出した。長辺76cm、短辺68cmの隅丸方形で、

深さは35㎝を測る。覆土には柱痕が残る。金属製権と刀

子が出土した。

TAK201506調査区①区　SK12出土遺物（第216図、図版159〜163、第126表）

771は青銅製の権で、長さ36.0mm、幅37.5mm、高さ32.5mm、重量140.1ｇである。本体は半球形で

下端に円形の平らな突起があり、本体の半球形には縦方向に8本の稜がある。また、稜間には2条の小

さな稜を挟む。吉村靖徳氏の分類によればA-2B類に属する(吉村2001)。形態の類例は福岡県大宰府

条坊89次調査出土遺物、滋賀県下々塚遺跡出土遺物、福岡県元岡遺跡20次調査出土遺物がある。下々

第214図　SK8 出土遺物 (S=1/3)

第215図　SK12平・断面図 (S=1/40)

第125表　TAK201506調査区 SK8 出土 土器観察表

図版156　SK8 出土遺物

図版157　SK12 断面 西から

図版158　SK12 完掘状況 西から

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

770 高台付 土師器 大型杯 底部 － (2.6) (11.1) － － 浅黄橙 橙 良好 長石 雲母

器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土 備考

高台外面に貼付跡 内面に回転ヘラ切り跡

遺物番号
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0 5cm（S=2/3）

772

771

塚遺跡出土例は重量も142ｇと近い値にある。8世紀代のものと思われる。科学分析の結果を附編に

掲載している。772は刀子である。先端が刃部の方に曲がる。

第216図　SK12 出土遺物 (S=2/3) 図版159　SK12 出土遺物

図版160　金属製権 図版161　金属製権正面

図版162　金属製権上面 図版163　金属製権下面
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（4）不明遺構（SX）

今回報告する不明遺構は1基である。

①TAK201506調査区②区　SX2（第217図）

大調査区201506の小調査区②区6056グ

リッド3層からプランを検出した。長軸1.6

ｍ、短軸1.0mの不整形で、深さは5㎝を測る。

出土した遺物から遺構の年代は10世紀と思

われる。

TAK201506調査区2区　SX2出土遺物（第218図、図版164、第127表）

773は土師器椀の高台部分である。細く高い高台がわずかに外に開いて接地する。10世紀代のもの

と思われる。

第217図　SX2平・断面図 (S=1/40)

第218図　SX2出土遺物 (S=1/3)

第126表　TAK201506調査区 SK12出土 金属製品観察表

第127表　TAK201506調査区 SX2出土 土器観察表

図版164　SX2 出土遺物

0 5cm（S=1/3）

773

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ）

771 権 青銅 36 37.5 32.5 140

772 刀子 鉄 (73) 14 3 3.58

備考

完形

先端が刃部の方に曲がる

遺物番号 器種 部位 焼成 胎土

773 土師器　椀 底部 － (2) － － 　－ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良好
角閃石 長石

赤色粒子

法量(㎝) 調整 色調 備考

高台部分が細く高い
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0 10cm（S=1/3）

774

776

775

777

778

（5）包含層（Ⅱ層）出土遺物

①TAK201506調査区Ⅱ層　出土遺物（第219図、図版165、第128・129表）

774は高台付須恵器杯の底部である。高台は斜めに張り出し接地面は外に広がる。体部は高台際か

ら低い傾きで立ち上がる。7世紀後半のものと思われる。775は高台付須恵器杯の底部である。高台

は体部との境に位置し先が細く斜めに張り出す。体部は丸みを持って立ち上がった後直線的に伸びる。

8世紀後半のものと思われる。776は須恵器蓋である。天井部は丸みを持つが急な角度で口縁部に向

かう。摘みは輪状で摘み内はヘラケズリが行われる。天井部に2条の沈線によるヘラ記号が記される。

8世紀後半の荒尾産と思われる。777は須恵器皿である。回転ヘラ切りのままの底部から、体部は斜

め方向に直に伸びる。内底中央に直径7cmの重ね焼きの跡が残る。9世紀初頭のものと思われる。778

はフイゴの土製羽口の先端部である。端部は熱により変形し、ガラス質の融着物が厚く付着する。

第219図　TAK201506調査区Ⅱ層 出土遺物 (S=1/3)

第128表　TAK201506調査区Ⅱ層出土 土器観察表

第129表　TAK201506調査区Ⅱ層出土 土製品観察表

図版165　TAK201506調査区Ⅱ層 出土遺物

遺物番号 種類 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(g) 色調 焼成 胎土 出土区グリッド 備考

778 フイゴの羽口 (62) (42) (29) 45.3 黒 － 砂粒 ①6060
熱による変形

ガラス質の付着物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

774 高台付 須恵器 杯 底部～体部 － 1.8 (8) － － 灰白 灰白 良好 長石 黒色粒子 ③5856

775 高台付 須恵器 杯 底部～体部 － (4.2) (10.2) － － 灰白 灰白 良好 長石 ①6060

776  須恵器　蓋 天井部～摘み部 － (3.2) － －
摘み部に

ヘラケズリ
灰 灰 良好 長石 ③5856

荒尾産　天井部に２条の

沈線によるヘラ記号

777  須恵器　皿 底部～口縁部 (17.9) 2.4 (14) 回転ヘラ切り － 黄灰 灰白 良好 長石 ①6260 内底中央に重ね焼きの跡

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

備考焼成 胎土
出土区

グリッド
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0 10cm（S=1/3）

779

780

（6）包含層（Ⅲ層）出土遺物

①TAK201506調査区Ⅲ層　出土遺物（第220図、図版166、第130・131表）

779は須恵器の高台付杯である。内湾しながら立ち上がる体部は中位で外へ屈曲し口縁部に至る。

口縁部は回転ナデにより上方へ引き上げられる。器厚が薄くシャープな作りである。7世紀代のもの

であろうか。780はフイゴの土製羽口の先端部である。端部にはガラス質の融着物が見られる。円柱

状の芯に2枚の粘土板を貼り付けて成形している。

（7）その他の包含層出土遺物

①TAK201502調査区包含層　出土遺物（第221図、図版167、第132〜134表）

TAK201502調査区は土石流の影響により北部共通土層のⅡ層とⅢ層は存在せず、対応する土層もな

いことから調査時に記録した層位をそのまま記載した。

781は土師器杯である。回転糸切り痕が残る体部は底部から直線的に伸びた後、中位でわずかに外

反する。底部内面は回転ナデによる凹凸が見られる。13層出土である。782は大振りの高台付の須恵

器杯である。断面四角形のがっしりとした高台は底部のやや内側から湾曲しながら外に向けて広がる。

接地面は幅広となっている。体部は高台際で膨らみを持ち斜め上方へ伸びる。高台には外面に連続し

た打ち欠きが見られる。13層出土である。783は須恵器の鉢もしくは壺の底部である。平底の底部は

外面中位で稜を持ち直線的に伸びる体部に至る。底部及び体部下半には左回転のヘラケズリが行われ

る。シャープな作りである。13層出土である。784は須恵器甕の頸部である。3条の浅い沈線が巡り、

その間を粗い波状沈線が巡る。白色粒子と砂粒を多く含む胎土で、焼成は軟質である。産地及び時代

は不明である。13層出土である。785は須恵器二重口縁大甕の口縁部である。頸部は屈曲部へ向けて

大きく外反し、口縁部は斜め方向へ短く外反する。端部は面取りが行われ嘴状を呈する。外面の頸

部と口縁部の境には3本の沈線が巡り、上位2本の沈線の間には断面三角形の低い隆帯が巡る。9世紀

前半のものである。13層出土である。786は越州窯系青磁椀Ⅰ-2類である。全面施釉後畳付の釉を削

第220図　TAK201506調査区Ⅲ層 出土遺物 (S=1/3)

第130表　TAK201506調査区Ⅲ層出土 土器観察表

第131表　TAK201506調査区Ⅲ層出土 土製品観察表

図版166　TAK201506調査区Ⅲ層 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

779
 高台付 須恵器

杯 もしくは椀
口縁部～体部 (11.9) (3.5) － 回転ナデ － 灰 灰 良好 長石 ②6058 器厚が薄くシャープ

備考遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド

遺物番号 種類 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(g) 色調 焼成 胎土 出土区グリッド 備考

780 フイゴの羽口 (52) (50) (21) 41 黒 － 長石　角閃石 ①6060
ガラス質付着物

粘土板貼り付跡
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る。畳付と見込みに目跡が残る。12層出土である。787は黒色土器A類椀底部である。断面三角形の

太くがっしりとした高台から、体部は大きく膨らみながら立ち上がる。10世紀中頃のものと思われる。

12層出土である。788は高台付須恵器杯である。高台は底部外周よりやや内側に位置し外に張り出す。

体部は丸みを持って立ち上がり直線的に伸びると思われる。8世紀前半のものと思われる。13層出土

である。789は須恵器甕口縁部である。肩部との境に浅い沈線が1条巡る。頸部は外反し、段を持っ

て肥厚する口縁部に至る。口縁端部は垂直に引き上げられ断面三角形を成す。8世紀後半～9世紀前

半のものと思われる。13層出土である。790は須恵器の壺頸部もしくは高杯脚部と思われるものであ

る。幅2mm間隔で浅い沈線が規則的に刻まれる。時代は不明である。13層出土である。791は須恵器

壺の体部片である。外面は格子状のタタキ痕と底部際には粗い回転ナデ痕が見られる。内面も粗い回

転ナデが行われる。成形の際の粘土紐接合痕が明瞭に残る。13層出土である。792は上げ底気味の円

盤状高台を持つ越州窯系青磁椀Ⅱ-2類底部である。13層出土である。793は陶器壺の頸部～口縁部で

ある。頸部は直立した後口縁部は外反する。口縁端部は面取りにより水平となり目跡が残る。黄褐色

の胎土は精良で褐色の釉が薄く掛かる。13層出土である。794は小ぶりで扁平な土師質の牛角把手で

ある。胎土には砂粒を多く含む。13層出土である。795は高台付須恵器杯のミニチュアである。底部

際の高台は外方にわずかに張り出し、わずかに膨らみを持つ体部は口縁部で外反する。焼成は軟質で

ある。8世紀前半～中頃のものと思われる。13層出土である。

第132表　TAK201502調査区包含層出土 土器・磁器観察表

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

781 土師器　杯 口縁部～底部 (13.4) (3.9) (9) －
回転ナデ

による凸凹
にぶい橙 にぶい橙 良好 角閃石 石英 Ⓓ5652 回転糸切り

782 高台付 須恵器 杯 底部 － （3）（12.6） － － 灰 灰 良好 石英　長石 Ⓐ5858 高台外面に連続した打ち欠き

783
須恵器

鉢もしくは壺
底部 － （3.8）（19.6）

底部と体部

下半に左回

転ヘラケズリ

－ 灰白 黄褐 良好 長石 Ⓐ5860 シャープな作り

784 須恵器　甕 頸部 － （5.6） － － 　－ 灰 灰 軟質
白色粒子

砂粒
Ⓓ5652

３条の浅い沈線の間を

粗い波状沈線が巡る

785 須恵器　甕 口縁部～頸部 － （3.2） － － 　－ 灰 灰 良好 長石 黒色粒子 Ⓓ5654
二重口縁端部は面取りされ嘴

状 沈線の間に低い隆帯が巡る

786
越州窯系青磁

椀 Ⅰ-2類
底部～体部 － （2.7）（6.8） － 　－ 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 精良 Ⓓ5654 畳付と見込みに目跡

787 黒色土器 A類 椀 底部～体部 － （2.5）（6.8）
回転

ヘラケズリ
ミガキ にぶい黄橙 黒 良好 角閃石 長石 Ⓓ5654 13層　

788 須恵器 高台付 杯 底部～体部 － （2.6）（6.4） 　― － 灰 灰白 良好 長石 Ⓓ5654 13層　

789 須恵器　甕 口縁部～肩部 （20.6）（5） － 　― － 灰 にぶい黄 良好 長石 黒色粒子 Ⓓ5654
13層　肩部との境に 浅い

沈線が１条巡る

790
須恵器　 壺

もしくは高坏

壺の頸部　もしくは

高坏の脚部
－ （2.4） － 　― － 黄灰 灰黄 良好 長石 Ⓐ5860

13層　規則的に刻まれた浅

い沈線

791 須恵器　壺 体部～底部 － （7） －
格子状のタタ

キ痕　粗い回

転ナデ

粗い

回転ナデ
暗灰黄 黄灰 良好

長石

黒色粒子
Ⓓ5654

13層

明瞭な粘土紐接合痕

792
越州窯系青磁

椀 Ⅱ-2類
底部 － （1.2） － － － にぶい黄橙 浅黄 良好

長石

黒色粒子
Ⓓ5654

13層　上げ底気味の円盤

状高台

793 陶器　壺 頸部～口縁部 － （4） － － － 黄褐 黄褐 良好 精良 Ⓓ5654
13層　口縁端部は面取りに

より水平　目跡残る

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド
備考
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0 10cm（S=1/3）

781

782

783

784

785

787 788

786
789

790

791

792

793 794

795

第221図　TAK201502調査区包含層 出土遺物 (S=1/3)
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口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

795 高台付 須恵器 杯 底部～体部 － （1.7）（3.2） － － 灰白 灰白 軟質 長石 Ⓓ5654

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド
備考

第133表　TAK201502調査区包含層出土 ミニチュア土器観察表

第134表　TAK201502調査区包含層出土 土製品観察表

図版167　TAK201502調査区包含層 出土遺物

遺物番号 種類 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(g) 色調 焼成 胎土 出土区グリッド 備考

794 牛角把手 （38） 18 12 10 明赤褐 良好
角閃石 赤色粒子

雲母 石英 長石
Ⓓ5652

781

782
784

783

785

787

788

786

792

789

793795791790 794
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0 5cm（S=1/3）
797

0 5cm（S=1/3）

796

（8）過年度の未報告資料について

過年度の未報告遺物について報告をする。

①遺構出土遺物

TAK201202調査区⑧区～②区　SD10出土遺物（第222図、図版168、第135表）（長崎県教育委員会編

2017『竹松遺跡Ⅱ』新幹線文化財調査事務所調査報告書　第5集166頁）

796は軟質の須恵器杯の底部である。回転ヘラ切り後外周に回転ナデを施す。8世紀後半～9世紀前

半の所産と思われる。外面中央に「土」と思われる墨書がある。

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

796 須恵器　杯 底部 － （1.3）（8.4） 糸切り痕 － 灰黄 浅黄 不良 石英 角閃石 ⑧8462 中層 　墨書「土」

備考遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド

TAK201405調査区③区 SK30出土遺物（第223図、図版169、第136表）（長崎県教育委員会編2019『竹松

遺跡Ⅳ』下巻　新幹線文化財調査事務所調査報告書　第11集34頁）

797は筒状容器の鉄製の蓋と思われる。直径39mmで高さは4mmである。外面中央に摘み状の高さ3mm

の突起が付く。この突起は裏面まで貫通して接着されている。

第222図　TAK201202調査区 SD10 
出土墨書土器 (S=1/3)

第223図　TAK201405調査区 SK30 出土遺物 (S=1/3)

第135表　TAK201202調査区 SD10 出土 墨書土器観察表

第136表　TAK201405調査区 SK30出土 金属製品観察表

図版168　TAK201202調査区 SD10 出土墨書土器

図版169　TAK201405調査区 SK30 出土遺物

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

797 蓋 鉄 39 （31.5） 8 12.68 ①7866 筒状容器の蓋

797
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0 5cm（S=1/3）

800

0 5cm（S=1/3）

798 799

②包含層出土遺物（Ⅱ層出土）

TAK201202調査区出土遺物（第224図、図版170、第137表）（長崎県教育委員会編2017『竹松遺跡Ⅱ』

新幹線文化財調査事務所調査報告書　第5集245頁）

798はミニチュア鏡と思われる土製品である。平滑に仕上がる鏡面は凸状で、鈕は鏡背面の土をつ

まみ出して作っている。鈕の短軸方向に径2mmの穿孔が入る。799はミニチュア鏡と思われる土製品

である。平滑に仕上がる鏡面は凸状で、背面には貼付けによる鈕が付く。鈕の短軸方向には両側から

穿孔が行われるが貫通はしていない。

③包含層出土遺物（Ⅲ層出土）

TAK201407調査区出土遺物（第225図、図版171、第138表）（長崎県教育委員会編2019『竹松遺跡Ⅳ』

下巻　新幹線文化財調査事務所調査報告書　第11集85頁）

800は緑釉陶器椀である。土師質の胎土に緑色の釉薬が内外面ともに薄く掛かる。7652グリッド出

土。

第224図　TAK201202調査区 Ⅱ層出土遺物 (S=1/3)

第225図　TAK201407調査区 Ⅲ層出土遺物 (S=1/3)

第137表　TAK201202調査区Ⅱ層出土 ミニチュア土製品観察表

第138表　TAK201407調査区Ⅲ層出土 陶器観察表

図版170　TAK201202調査区 Ⅱ層出土遺物

図版171　TAK201407調査区 Ⅲ層出土遺物

遺物番号 種類 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(g) 色調 焼成 胎土 出土区グリッド 備考

798 土製鏡 37.5 37 17.5 10.35 橙 良好
赤色粒子 石英

長石 角閃石
①8256

鈕は土をつまみ出し

ている 穿孔有

799 土製鏡 （34） （33.5） 15 8.75 にぶい黄橙 良好
赤色粒子 石英 長石

角閃石 雲母
①8256

鈕は貼付ている

孔は未貫通

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

800 緑釉陶器　椀 体部片 - （3） - - - 良好あさい緑 あさい緑 長石 7652 土師質

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド
備考

800

798 799
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0 5cm（S=1/3）

801

④表土出土の刻書土器

TAK201303調査区出土遺物（第226図、図版172、第139表）（長崎県教育委員会編2018『竹松遺跡Ⅲ』

新幹線文化財調査事務所調査報告書　第6集419頁）

801は土師器杯の底部である。外底に「包」の文字が刻まれる

⑤出土層位不明の墨書土器、刻書土器

TAK201202調査区出土遺物（第227図、図版173、第140表）（長崎県教育委員会編2017『竹松遺跡Ⅱ』

新幹線文化財調査事務所調査報告書　第5集）

802は底部に墨書が残る須恵器杯である。字体は不明である。底部から丸みを持って体部は立ち上

がり、体部下半のヘラケズリは行われない。やや軟質の焼成である。9世紀前半のものと思われる。

TAK201405調査区出土遺物（第228図、図版174、第141表）（長崎県教育委員会編2019『竹松遺跡Ⅳ』

新幹線文化財調査事務所調査報告書　第11集）

803は須恵器高台付き杯である。底部の端部に付くほぼ直立する細い高台で、高台際からわずかな

膨らみを持って体部は立ち上がる。高台内には｢牛 ｣の刻書を有する。9世紀前半のものと思われる。

第226図　TAK201303調査区 表土出
土刻書土器 (S=1/3)

第227図　TAK201202調査区 層位不
明墨書土器 (S=1/3)

第139表　TAK201303調査区表土出土 刻書土器観察表

第140表　TAK201202調査区層位不明 墨書土器観察表

図版172　TAK201303調査区 表土出土刻書土器

図版173　TAK201202調査区 層位不明墨書土器

0 5cm（S=1/3）

802
802

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

801 土師器　杯 底部 － （1.1）（3.5） － － 黄橙 黄橙 軟質 長石 赤色粒子 B2 9274 刻書「包」

出土区

グリッド
備考遺物番号 器種 部位

法量(㎝) 調整 色調
焼成 胎土

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

802 須恵器　杯 体部～頸部 － （2.4） （8） － － 灰黄 灰黄 軟質 長石 黒色粒子 ⑥8666 墨書

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド
備考
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0 5cm（S=1/3）

803

（9）竹松遺跡以外の遺跡から出土した遺物について

新幹線西九州ルート（長崎ルート）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査事業にかかわり、竹松遺跡以外の

遺跡で出土した未報告の遺物を報告する。

① HRN201305調査区（平野遺跡）包含層出土刻書土器（第229図、図版175、第142表）(長崎県教育委員

会編2017『平野遺跡』新幹線文化財調査事務所調査報告書　第2集 )　

804は土師器大杯底部片である。内面は回転によるヘラミガキが、外面は手持ちによるヘラミガキ

が施される。外面には刻書文字が施される。字体は不明である。F区7498グリッド2層出土。

第228図　TAK201405調査区 層位不明 
刻書土器 (S=1/3)

第229図　HRN201305調査区（平野遺跡）
出土刻書土器 (S=1/3)

第141表　TAK201405調査区層位不明 刻書土器観察表

第142表　① HRN201305調査区（平野遺跡）Ⅱ層出土 刻書土器観察表

図版174　TAK201405調査区 層位不明刻書土器

図版175　HRN201305調査区（平野遺跡）
出土刻書土器

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

803 須恵器 高台付 杯 底部～体部 － （3.1）（10.6） － － オリーブ灰 灰 良好 石英 長石 ③7664 高台内に「牛」の刻書

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド
備考

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

804 土師器　大杯 底部片 － （0.9） －
手持ちによ

る ヘラミガキ
回転ヘラミガキ 橙 橙 良好

石英 雲母

角閃石
Ⓕ7498 外面に刻書

出土区

グリッド
備考遺物番号 器種 部位

法量(㎝) 調整 色調
焼成 胎土

0 5cm（S=1/3）

804
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第230図　TAK201501調査区 中世遺構配置図 (S=1/600)
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第231図　TAK201502調査区 中世遺構配置図 (S=1/600)
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6.中世
今回報告するTAK201501、201502、201506、201604調査区の中世の遺構は柵列、掘立柱建物跡、溝、

土坑、土坑墓などである。以下順に説明を行う。

（1）掘立柱建物跡（SB）

今回報告する掘立柱建物跡は2棟である。

① TAK201501調査区⑤区　SB2（第232図、図版

176、第144表）

大調査区 TAK201501の小調査区⑤区6660グ

リッド3層からプランを検出した。梁行2間、桁

行2間の総柱建物で主軸は N85°Eである。柱穴

径は25cm～41cmのほぼ円形で、深さは8～14cm

である。覆土は単層である。SP4より瓦器椀底

部片が出土したが小片のために図化を行って

いない。12世紀代の遺構と思われる。

第　図　SB2 平・断面図 (S=1/60)
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0 2m（S=1/60）

第232図　SB2 平・断面図 (S=1/60)

図版176　SB2 完掘状況 西から
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② TAK201501調査区④区　SB5（第233図、図版177、第

144表）

大調査区 TAK201501の小調査区④区6658グリッド3層

からプランを検出した。梁行1間、桁行1間の側柱建物で

主軸はN49°Eである。柱穴径は28cm～35cmのほぼ円形で、

深さは10cm～23cmである。覆土は単層である。SP6より

土師器小皿が出土した。

TAK201501調査区④区　SB5出土遺物（第234図、図版178、第143表）

805は土師器小皿である。体部は中位で欠損をしているが、底部から直で口縁に至るものと思われる。

12世紀代の所産であろう。時期を確定できる遺物が他に出土をしていないので、小片ではあるが掲載

をした。
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H
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Ｎ

第　図　SB5　平・断面図 (S=1/40)
0 1m（S=1/40）

第233図　SB5 平・断面図 (S=1/40)

第234図　SB5出土遺物 (S=1/3)

図版177　SB5 完掘状況 北から

図版178　SB5 出土遺物

0 5cm（S=1/3）

805
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（2）溝状遺構（SD）

今回報告する溝状遺構は1基である。

①TAK201502調査区 D区　SD1（第235図、図版179・180）

大調査区 TAK201502の小調査区 D区5452・5652・5654グリッ

ドの8層～13層にかけて検出した。断面形はU字形を呈し南東

～北西方向に伸びる。全長40ｍ、幅60～80cm、深さ30cm前後

を測る。検出した高さは後述する SS6よりも下がるが並行し

て構築されている。遺物の出土はなかったが、13世紀に形成

されたと思われる土石流（13層）を切っていることから中世の

遺構と判断した。当調査区内の遺構の中では最も古い遺構と考える。

第143表　TAK201501調査区④区 SB5出土 土器観察表

第144表　掘立柱建物跡 (SB)計測表

図版179　SD1 断面 東から

図版180　SD1 全景 南から（写真中央 左右（東西）に走る）

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

805 土師器　小皿 底部～体部 － （0.9） － － － 橙 橙 良好 赤色粒子　石英

焼成
色調調整法量(㎝)

部位器種遺物番号 胎土 備考

梁間 桁間 梁行 桁行 身舎面積
TAK201501　ＳＢ2 Ｎ85°Ｅ 2×2 2.0 2.0 4.0 4.0 16.0 総柱
TAK201501　ＳＢ5 Ｎ49°Ｅ 1×1 2.1～2.3 2.3～2.4 2.1～2.3 2.3～2.4 5.2 側柱

規模（ｍ、㎡）
備考遺構番号 挿図番号 図版番号 主軸方向 柱間間数
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（3）土坑（SK）

今回報告する土坑は2基である。

①TAK201501調査区④区　SK2（第236図、図版181）

大調査区TAK201501の小調査区④区6658グリッド3層からプランを検出した。長軸175㎝、短軸125

㎝の楕円形で、深さは40㎝を測る。出土した遺物から遺構の年代は13世紀前葉～中葉と思われる。

TAK201501調査区④区　SK2出土遺物（第237図、図版182、第145表）

806は土師器小皿である。底部からわずかにつまみ出した低い口縁部が付く。復元口径は8.2㎝、

器高0.7cmである。底部には糸切り痕がわずかに残る。12世紀後半～13世紀初頭のものと思われる。

807は東播系捏鉢の口縁部である。口縁部に近い体部は器壁が薄く、口縁部は上方に引き上げられる。

荻野氏のUN18期に相当し（註1）13世紀前葉〜中葉の所産と思われる。

9.6m

A

A

B

B

①　　　
①灰褐色土

Ｎ

第　図　SK2　平・断面図 (S=1/40)

0 1m0 1m（S=1/40）

第236図　SK2 平・断面図 (S=1/40)

第237図　SK2 出土遺物 (S=1/3)

第145表　TAK201501調査区 SK2出土 土器観察表

図版181　SK2 完掘状況 西から

図版182　SK2 出土遺物

0 5cm（S=1/3）

806

807

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

806 土師器　小皿 底部～口縁部 （10） 0.7 － － － にぶい橙 橙 良好 赤色粒子　石英

807 東播系　捏鉢 口縁部 － （3.3） － － － 灰白 にぶい黄橙 良好 褐色粒子　長石

色調
焼成 胎土 備考

回転糸切り

調整法量(㎝)
部位器種遺物番号
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0 10cm（S=1/3）

809 810
808

②TAK201501調査区④区　SK6（第238図、図版183）

大調査区TAK201501の小調査区④区6656グリッド3層からプランを検出した。長軸65㎝、短軸50㎝

の隅丸方形で、深さは57㎝を測る。出土した遺物から遺構の年代は12世紀後半と思われる。

TAK201501調査区④区　SK6出土遺物（第239図、図版184、第146表）

808は土師器小皿である。底

部からわずかにつまみ出した

低い口縁部が付く。復元口径

は8.2㎝、器高0.7cmである。

底部には回転ヘラ切り痕がわ

ずかに残る。11世紀後半～

12世紀前半のものと思われる。

809は土師器の丸底杯口縁部で

ある。丸底の底部からわずか

に内湾しながら口縁部に至る。

きめの細かい胎土である。12世紀前半の所産と思われる。810は白磁皿Ⅲ-2類である。12世紀中頃～

後半のものである。

【註】

註 1　　　荻野　繁春　1988「解説　東播産須恵器系陶器の編年」私家版

9.5m

①

②

①黒褐粘質土

②黒褐粘質土。
　焼土塊を含む

トレンチ

B

B

A

A

Ｎ

第　図　SK6　平・断面図 (S=1/20)

0 20 ㎝(S=1/20)

第238図　SK6 平・断面図 (S=1/20)

第239図　SK6 出土遺物 (S=1/3)

第146表　TAK201501調査区 SK6出土 土器・磁器観察表

図版183　SK6 完掘状況 南から

図版184　SK6 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

808 土師器　小皿 底部～口縁部 （8.2） 0.7 （5.4） － － にぶい黄橙 にぶい黄橙 良好 赤色粒子　角閃石

809 土師器　丸底杯 口縁部 （13）（1.9） － － － にぶい橙 橙 良好 赤色粒子　

810 白磁　皿　Ⅲ-2類 口縁部 － （1.4） － － － 灰白 灰白 良好 黒色粒子

焼成
色調調整法量(㎝)

部位器種遺物番号 胎土 備考

回転ヘラ切り
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（4）石列（SS）

今回報告する石列は2基である。

①TAK201502調査区 D区 SS6（図版185〜187）

大調査区TAK201502の小調査区 D区5452・5652・5654グリッド10層から検出した。D区を横断するよ

うに南東～北西方向に伸びるもので、全長38ｍ、幅0.8～1.2ｍ、高さ40～50cmを測る。東端部は礫

堆積からそのまま連続し、西端部は南側に折れて収束するために、これ以上東西に伸張することはな

い。礫石の大きさは不規則で、面はそろえていない。構築は礫を積み上げて粘質土で隙間を充填する

方法である。断面は半円形に近いが、頂部は凹凸があるために歩行には適さない。これらのことから

この構築物は水田を区画し保全する畦畔と考える。幅や高さ、礫の大きさに統一性がないのは、積み

直しや補修が複数回行われたためと思われる。小片ではあるが中世後半の貿易陶磁片が出土し近世の

遺物は出土していないことから、遺構の年代は中世後半と思われる。

図版185　SS6 完掘状況 南から

図版186　SS6 部分 5654グリッド北西から 図版187　SS6 全景 西から
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②TAK201502調査区 D区 SS8（第240図、図版188・189）

大調査区 TAK201502の小調査区 D区5652グリッド9・11層から検出した。南東～北西方向に伸び、

SS6と対をなす位置にある。全長19ｍ、幅30～40cm、高さ30～50cmを測る。石面を北東に揃え、石積

みは2～3段残る。基底部に大きめの礫を据え、上部に人頭大の礫を載せるが裏込めの石はない。石積
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みの様相が異なる箇所が見られることから修復が複数回行われたと思われる。遺構の構築がSS6より

も1層下から行われるが、時期的には大きな差はないと考え、当遺構の年代も中世後半と思われる。

（5）石垣（SW）

今回報告する石垣は1基である。

①TAK201502調査区 A区 SW2（第241図、図版190・191）

大調査区TAK201502の小調査区 A区5856グリッド4ｂ́ 層・9層から検出した。礫を2段に積み上げて、

裏側には拳～人頭大の礫を30cmの幅で詰める。東南東～西北西方向に伸び、全長13ｍ、幅90cm、高

さ30cmを測る。当遺構の構築はSS6、SS8と同時期に行われたと思われ、時期は中世後半を当てたい。

図版188　SS8 全景 西から 図版189　SS8 部分 5652グリッド

図版190　SW2 全景 北東から 図版191　SW2 検出状況 北西から

SS8
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（6）自然流路（NR）

今回報告する自然流路は1条である。

①TAK201501調査区③④⑤⑥区　NR1（第242図、図版192〜195）

大調査区 TAK201501の小調査区⑥区6864・6862・6664・6662グリッド、⑤区6662・6660・6860グリッ

ド、④区6658・6656・6858・6856グリッド、③区6654グリッド2ｂ層からプランを検出した。確認長（東

‐西）75ｍ、最大幅14ｍ、深さ0.9ｍを測る。東から西へ流れる流路で、④区で北へ大きく曲がる。東

はTAK201407調査区のNR1に繋がり、西はTAK201406調査区 SD2に繋がる（註1）。古代末～中世前期の

遺物が大量に出土した。

図版192　NR1 完掘状況③区・④区 左が北

図版193　NR1 完掘状況④区 右が北

図版194　NR1 完掘状況⑤区 東から 図版195　NR1 遺物出土状況 北から
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TAK201501調査区　NR1出土遺物（第243〜254図、図版196〜206、第147〜163表）

811は回転ヘラ切りによる切り離しが行われた土師器小皿である。丸底気味の底部から体部はわず

かに内湾しながら口縁部に至る。底部には板状圧痕も認められる。精良な胎土である。11世紀中頃の

所産と思われる。812は胎土に微細な砂粒を多く含む土師器小皿である。右回転の糸切りによる上げ

底気味の底部から斜め上方に直線的に立ち上がる。13世紀代のものと思われる。813は豊前型土師器

杯である。右回転の糸切りによる底部から内湾しながら立ち上がり、口縁部に至る。12世紀後半のも

のである。814は土師器椀底部である。ふくらみを持って外に張り出す高台はていねいに底部に貼り

付けられている。9世紀末のものである。815は土師器椀底部である。低い高台は外方へわずかに張

り出す。11世紀前半のものと思われる。816は黒色土器A類椀である。高台際で欠損している。体部

は下位で内湾した後直線的に伸び口縁部に至る。内底部には押し出しによる指頭痕が、体部内面には

等間隔のコテ当て痕が残る。11世紀前半のものと思われる。817は黒色土器A類の托上椀である。胎

土は精良であるが角閃石をまばらに含む。10世紀前半のものと思われる。818は瓦器小皿である。体

部中位で屈曲し直線的に口縁部に至る。外底部には右回転の糸切り痕が残り、切り離しの際に生じた

余分な粘土のナデツケも見られる。12世紀後半のものと思われる。819は瓦器椀底部片である。高台

はほぼ直立するが畳付が肥厚する。体部下半は押し出しが行われ、外面には指頭痕が、内面には放射

状のコテ当て痕が残る。外面は稜の上に横位のヘラミガキが施される。内面は密な横位のヘラミガキ

で平滑に仕上がる。高台内には右回転の糸切り痕が残る。見込みには重ね焼きにより生じた未吸炭部

分が円形に残り、直径が本瓦器椀高台径と同じであることから、焼成は同型の瓦器椀を重ねて行って

いたことが想定される。12世紀末～13世紀初頭のものと思われる。820は瓦器椀である。太くて低い

高台はていねいに貼り付けられ、内湾しながら体部は伸びる。内面はミガキにより平滑であるが、鉄

分の付着によりミガキの向きや単位等は不明である。12世紀前半のものと思われる。821は和泉型瓦

器椀の口縁部である。内湾しながら延びる体部が口縁部で段を持ち薄くなる。体部外面には成形時の

指頭痕が残る。体部内面のミガキは摩滅のために明瞭ではない。胎土は精良で、焼成は良好である。

822は須恵器皿である。8世紀後半～9世紀前半のものである。823は須恵器長頸壺の頸部である。7世

紀後半～8世紀前半にかけてのものである。824は小型の須恵器蓋である。宝珠形の摘みを持ち天井

部は平らである。7世紀後半のものと思われる。825は須恵器甕の肩部より上位片である。頸部は外

反しながら立ち上がり口縁端部には浅い沈線状の段が巡る。外面には格子のタタキ痕が、内面には青

海波と思われる当て具痕が見られる。また、内面の頸部と体部の接合部には指頭痕が残る。焼成は甘

い。8世紀後半のものと思われる。826は篠窯産の捏鉢口縁部である。口縁部は内側に折り曲げ玉縁

状を呈する。胎土は精良で、軟質に焼成される。11世紀前半のものと思われる。827は東播系の捏鉢

である。体部下位でふくらみを持ちわずかに厚さを減じた後直線的に口縁部に至る。口縁端部には浅

い凹が巡る。切り離しは右回転の糸切りである。荻野氏のUN29期に相当し12世紀中頃のものと思わ

れる。828はカムィヤキの壺肩部片である。内外面ともに回転ナデにより平滑に仕上がる。外面は青

灰色を内面は小豆色を呈し、胎土には微細な白色粒子を含む。829はカムィヤキの壺肩部片である。

外面はタタキ痕の上から、内面は当て具痕の上から回転ナデが行われておりタタキ具や当て具の文様

は不明である。胎土の表面は青灰色であるが、中心は小豆色を呈し微細な白色粒子を含む。830はカ

ムィヤキの壺体部片である。内外面ともに回転ナデが施されるが、内面の回転ナデは強く浅い凹凸を
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第243図　NR1 出土遺物－1(S=1/3)
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図版196　NR1 出土遺物－1

307



作る。内面には回転ナデ痕の下に格子目の当て具痕がわずかに残る。胎土の表面は青灰色で、中心は

小豆色を呈し微細な白色粒子を含む。831は白磁皿Ⅷ-1b類である。白濁した釉が厚めに掛かり、見

込みには箆による草花文が描かれる。832は白磁皿Ⅲ-1類である。見込みの釉を手持ちで輪状に掻き

取る。833は白磁椀Ⅳ -1a類である。834は白磁椀Ⅴ -2a類である。口縁部は外反する。835は白磁椀

Ⅴ-4a類である。嘴状の口縁部を持つ。836は白磁椀Ⅷ-2類である。見込みに段が付き釉を輪状に掻

き取る。837は青白磁椀である。底部内面は広く平らで、体部との境に段を有する。体部は横に伸び

た後屈曲し斜め上方に伸びる。外面には斜位の片彫りによる文様が施される。高台畳付も含め高台内

面中位まで施釉されており、高台内は露胎である。胎土は灰白色を呈し青白磁としては粗雑な作りで

ある。838は越州窯系青磁椀Ⅰ類の口縁部である。口縁部は薄く引き上げられわずかに外反する。胎

土は精良である。839は越州窯系青磁椀Ⅰ-5類である。体部外面下位は露胎で、外面底部と体部の境

を回転ヘラケズリで斜めに作り出し目跡が残る。見込みにも白色の目跡が残る。840は越州窯系青磁

椀Ⅰ-1類である。蛇ノ目高台で全面施釉と思われる。8世紀末～10世紀中頃のものと思われる。破断

面に敲打痕が多く残ることからメンコとして加工されたものである。841は越州窯系青磁椀Ⅰ-2a類

である。低い輪状高台で畳付を斜めに削っている。全面に施釉した後畳付の釉を掻き取り、目跡は見

込みと畳付に残る。8世紀末～10世紀中頃のものである。842・843・844は越州窯系青磁椀Ⅱ-2類であ

る。底部は上げ底気味の円盤状高台で、体部外面中位以下は露胎である。見込みに横長の目跡が付く。

845は越州窯系青磁椀Ⅲ類である。高台は細く内側を斜めに削る。体部は高台際からすぐに開き斜め

方向に伸びる。全面施釉であったと思われるが畳付け部分は露胎である。これは使用により剥げたも

のであろう。見込みには毛彫りが施され、高台内に目跡が残る。胎土は精良で、釉は光沢があり深い

オリーブ色を呈する。同一個体と思われる体部片が1点ある。846は越州窯系青磁椀Ⅲ-1b類である。

高台は欠損している。体部は高台際から大きく腰を張って伸びる。見込みに浅い沈線が巡り、その内

側に毛彫りで花文が描かれる。高台内に目跡が残る。847は越州窯系青磁椀Ⅲ-1類である。見込みは

平らで体部との境に沈線を持つ。高台は直立する。全面施釉が行われ高台内に3箇所の目跡が残る。

848は越州窯系青磁椀Ⅲ-1b類である。高台から腰が丸く張った体部が斜めに伸びる。見込みは段を

持ち毛彫りが施される。849は越州窯系青磁小椀Ⅲ-1b類である。見込みに毛彫りが施され高台内に

目跡が残る。これら越州窯系青磁椀Ⅲ類は10世紀後半～11世紀中頃のものである。850は越州窯系青

磁短頸壺である。肩部から短い頸が直立し口縁部となる。全面施釉後に口縁端部の釉を掻き取ってお

り、重ね焼きの目跡が残る。体部内面には水引の際の凹凸が明瞭に残る。851は龍泉窯系青磁皿Ⅰ

-2C類である。見込みに櫛状工具による花文が描かれる。852は龍泉窯系青磁椀Ⅰ-1a類である。内外

面ともに無文である。853は龍泉窯系青磁椀Ⅰ-2類である。体部外面は無文で、内面には箆彫りの花

文が描かれる。見込みに白色の重ね焼きの目跡が4箇所残る。854・855は龍泉窯系青磁椀Ⅱ-a類である。

854には鎬が無い片彫りの蓮弁が、855には線彫りの蓮弁文が施される。856は龍泉窯系青磁椀Ⅱ-b類

である。外面には鎬蓮弁文が施され見込みには沈線状の段が巡る。釉薬が溶けきらずに白濁している。

13世紀前半のものである。857は龍泉窯系青磁椀Ⅱ-b類である。鎬連弁文が施される。858は同安窯

系青磁皿Ⅰ-1a類である。焼成温度が低かったために胎土は軟質で釉薬は溶けきっていない。上げ底

の外底には墨書が残るが判読はできなかった。859・860・861は初期高麗青磁椀Ⅲ-2類である。いずれ

も全面施釉後高台畳付の釉を掻き取り、高台外面はケズリのために凹凸を持つ。見込みと畳付に目跡
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第244図　NR1 出土遺物－2(S=1/3)
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図版197　NR1 出土遺物－2
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が残る。灰白色の胎土の中には空隙が見られ、861は底部中位に大きな割合を占めている。862は初

期高麗青磁椀Ⅲ-2b類である。見込みに沈線が1条巡り、中央が低くなる。863は初期高麗青磁壺の肩

部片である。頸部は肩部から直立に近い傾きで立ち上がると思われる。内面にも施釉が行われる。

864は陶器の甕もしくは壺底部である。上げ底気味の平底の底部から大きく外反しながら体部は伸び

る。外面は刷毛塗りと思われ、内外面ともに粗く施釉されるが上からの釉が垂れる。釉は溶けきると

光沢のある緑色を帯びた褐色を呈し、溶けきれていない場合は白濁した褐色を呈する。胎土には1～

2mm大の長石粒と黒色粒子を多く含む。865・866は高台状の底部を持つ壺である。865は分厚い底部で

体部外面は回転ヘラ削りが行われる。灰白色の胎土には微細な白色粒子を全面に含む。光沢の無い白

濁した褐色の釉が全面に掛かる。866は体部内外面に水引痕による凹凸が見られる。胎土は黒色粒子

を含み光沢の無い褐色の釉が全面に掛かる。高台状の底部畳付には白色の目跡が残る。いずれも壺Ⅳ

類と思われる。867は高麗無釉陶器壺の口縁部片である。二重口縁でシャープな作りである。硬質の

焼成である。868は口縁部が肥厚し外反する高麗無釉陶器大型壺の頸部～口縁部である。頸部外面に

は波状沈線が描かれ、内面にはやや強い回転ナデ痕が残る。内面と断面には粘土紐の接合痕が残る。

焼成は軟質である。869は口縁部が肥厚し外反する高麗無釉陶器大型壺の頸部～口縁部である。頸部

外面には3条の波状沈線が描かれ、内面には強い回転ナデ痕が残る。焼成はやや硬質である。870は

口縁部が肥厚し外反する高麗無釉陶器大型壺の頸部～口縁部である。頸部外面には波状沈線が描かれ、

内面には強い回転ナデ痕が残る。断面には粘土紐の接合痕が残る。焼成は軟質である。871は高麗無

釉陶器大型壺の頸部である。外面には波状沈線が描かれ、内面には強い回転ナデ痕が残る。焼成は軟

質である。872は高麗無釉陶器大型壺の頸部である。外面には2条の波状沈線が描かれ、内面には強

い回転ナデ痕が残る。焼成は軟質である。873は軟質の高麗無釉陶器大型壺の頸部片である。波状沈

線が施され肩部との境には沈線状の段が巡る。内面には強い回転ナデ痕が残る。874～877は高麗無

釉陶器大型壺の体部～底部である。874は外面に格子目のタタキ痕の上に粗い回転ナデ痕が残り、内

面には放射状の当て具痕の上に強い回転ナデ痕が残る。外面に残る格子目のタタキ痕は底部外周にも

見られる。焼成は軟質である。875は内面には強い回転ナデ痕が残る。焼成は硬質である。876は、

外面は平行タタキ痕の上に回転ナデ痕が残り、内面には樹枝文と思われる当て具痕の上に強いナデ痕

が残る。外面に残る平行タタキ痕は底部外周にも見られる。焼成は軟質である。877は体部外面に回

転ナデの下にわずかに格子状のタタキ痕が、内面には強い回転ナデ痕が残る。底部端には白色の目跡

が残る。硬質の焼成である。878は高麗無釉陶器大型壺の体部である。外面には格子目のタタキ痕が

残り低い凸帯が1条巡る。内面は回転ナデ痕の下に樹枝文の当て具痕が残る。軟質の焼成である。879

は高麗無釉陶器大型壺の体部である。外面には格子目のタタキ痕が残り、角が明瞭な低い凸帯が1条

巡る。内面は回転ナデ痕の下に樹枝文の当て具痕が残る。軟質の焼成である。880は高麗無釉陶器大

型壺の体部である。外面には粗い回転ナデ痕の下に格子目のタタキ痕が残り、内面には回転ナデ痕の

下に当て具痕が残るが文様は不明である。軟質の焼成である。特徴のある部位ではなかったために掲

載はしていないがNR1からはこれらの他に58点の高麗無釉陶器が出土した。881・882は土製のフイゴ

の羽口である。881は円筒形を呈し下端は外方に開き指頭痕が多く残る。上部は被熱により黒変しア

バタ状を呈する。882は先端部である。被熱により変色し硬化している。付着物も多い。883は丸鞆

である。右半分が欠損している。潜り穴は三箇所のうち二箇所が残る。両面に漆と思われる黒色の付
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図版198　NR1 出土遺物－3

313



着物がわずかに残る。石材は不明である。暗灰色の変色部分がある灰白色で、風化のためか表面はざ

らついている。884〜928・930・931は滑石片である。884は平面形が紡錘形の錘で、断面は方形を呈す

る。長軸方向に溝が巡る。885は短軸方向に溝が入れられた薄い板状の製品である。右側面は「こすり」

により平滑で、左側面には浅い抉りが見られる。形状から錘と思われる。886は石鍋補修具である。

器壁部が1/2欠損しているが、器壁部の平面形は楕円形であったと思われる。器壁部上面は水平である。

887は石鍋補修具である。器壁部が1/2と挿入部上半が欠損している。器壁部上面は水平である。挿

入部に2箇所の穿孔が見られる。888は石鍋補修具である。器壁部がわずかに欠損している。器壁部

上面は凹状を呈していることから、外からの挿入が行われたと思われる。889は縦耳石鍋の耳部を利

用したと思われる石鍋補修具である。器壁部の平面形は隅丸方形である。挿入部の短軸方向に2箇所、

挿入部から器壁部に向けて3箇所、器壁部に1箇所の穿孔が行われる。器壁部上面はわずかに凸状を呈

する。890は石鍋補修具である。器壁部は円形に近い形を呈し、挿入部は中心から離れた位置に作り

出されている。挿入部の穿孔は径が1.1cmと大きい。891は補修具である。器壁部が2/3欠損している。

器壁の上面が凸状であることから、内側から挿入を行ったと思われる。煤の付着は挿入部と器壁部上

面に部分的に見られる。892は大型の石鍋補修具で挿入部の上半を欠く。器壁部の平面形は隅丸方形

を呈する。挿入部には短軸方向に7箇所の穿孔が行われるが貫通をしているのは1箇所のみである。器

壁部の上面は凸状を呈する。893は浅い小型容器である。平面形は隅丸の方形を呈していたと思われ

る。内面には縦方向の粗い削り痕が残る。894は浅い円柱状の小型容器である。内・外面には2段の

削りが行われ、内面底部には粗い削り痕が残る。895は小型容器である。平面形は隅丸の方形を呈し

ていたと思われる。外面は大きな単位の削り痕がわずかに残り、内面には縦方向の粗い削り痕が残る。

896は縦耳付石鍋のミニチュアである。外面には3～4段の削り痕が見られ、内面は粗い削り痕が残る。

口縁部と同じ高さに方形の小さな耳が付く。煤の付着はない。897は縦耳付石鍋のミニチュアである。

外面に見られる削り調整の技法は標準的な石鍋と変わりないが、底部体部ともに全体の大きさに対し

て分厚い作りをなしている点が異なる。898はミニチュア石鍋の底部～体部片である。外面に見られ

る削り調整の技法は標準的な石鍋と変わりなくていねいに作られている。外面には煤が薄く付着して

いる。899はミニチュア石鍋の底部～体部片である。外面に見られる削り調整の技法は標準的な石鍋

と同じでていねいである。外面には煤が薄く付着している。900は石鍋底部を利用した温石と思われ

る石鍋加工製品である。「削り」により面取りが行われる。901は温石と思われる製品である。石鍋底

部の利用か。902はフイゴの羽口である。下面には調整痕が残り、上面には融解物が付着しているこ

とから使用時の長さは現存長の20cmより少し長かったと思われる。長軸の中位で折れているが、折

れた面に対して「敲打」痕が全周しており、折るための調整もしくは、折れた後に行われた調整のいず

れかが考えられる。穿孔部分には筋状の工具痕が残り、中には凹状を呈する部分もあることから、製

作の際の孔の調整には先端が「U字」状になった工具の使用が考えられる。滑石製の羽口は深堀遺跡か

ら出土例がある（註2）。903はミニチュア縦耳付石鍋の未成品である。およそ4cm四方で高さ1.8～

1.5cmの方柱状の滑石を素材としている。四隅の角に耳を置き、粗く耳と体部の曲線を削り出してい

る。また、内面の削りもすでに行われていることから、全体の作業を同時に進めていたことが窺える。

底部は削り痕が見られずに湾曲をしていることから、石鍋の体部片の利用も考えられる。904は断面

が「U字」形に削られる方柱状のものである。外面は「削り」による面取りが行われるが、摩滅のために
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第246図　NR1 出土遺物－4(S=1/3)
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図版199　NR1 出土遺物－4
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明瞭ではない。905は ｢削り ｣と「こすり」により面を調整した方柱状の未製品である。正面には割付

線と思われる直線の浅い刻みが見られる。906は板状を呈する未製品である。残存する面にはすべて

「切断」痕が残る。907は板状を呈する未製品である。裏面が緩やかな曲線を描くことから石鍋体部

を利用したものと思われる。「削り」が行われる。908は板状を呈する未製品である。「削り」によって

成形を行っている。「穿孔」が1箇所入れられる。909は左側面に｢削り ｣が行われた石鍋加工素材であ

る。口縁部を利用している。910は石鍋の体部下半を利用した加工素材である。上面に「削り」が行わ

れる。911は石鍋口縁部を利用した加工素材である。下面の半分程度に「削り」と「こすり」が行われる。

912は鍔付石鍋の鍔部を利用した加工素材である。鍔部の左半分は「削り」により鍔を無くしているが、

右半分は鍔の基部を残している。また、下からの「打ち欠き」が1箇所ある。913は鍔付石鍋の鍔部を

利用した加工素材である。両側面には｢削り｣が、鍔部には下方向からの｢打ち欠き｣が2箇所行われる。

914は縦耳の石鍋を利用した加工素材である。左側面には表裏から浅い「切断」が行われた後に「折り取

り」により切り離しを行っている。耳部は「削り」により上部を欠いているが、削り痕の上に煤痕が見

られることから石鍋として使用時に「削り」は行われており、使用時の耳の形状は今の状態であったと

思われる。915は縦耳の石鍋を利用した加工素材である。左側面に「切断」痕が見られる。916は大型

の鍔付石鍋の鍔部を利用した加工素材である。鍔部に断面が「V字」の鋭い「刻み」と｢溝 ｣が入れられる。

また、鍔下には打撃痕が1箇所見られる。917は縦耳付石鍋の耳部を利用した石鍋加工素材である。復

元口径は40cmほどあり大型の石鍋である。石鍋として使用していた際に開けられた穿孔が3箇所残る。

破断面には口縁部を除き「打ち欠き」痕が全周する。918は底部を利用した石鍋加工素材である。右側

面には「打ち欠き」による剥離が見られ3箇所の打ち欠き痕が明瞭に残る。919は体部を利用した石鍋

加工素材である。内外面の中央部分に「敲打」が、裏面の右側縁に ｢刻み ｣が行われている。920は使

用痕がある縦耳付石鍋の口縁部片である。下面の右端に連続する3箇所の小さな「打ち欠き」を行い角

を作り出す。この角部分は摩滅により顕著な丸みを持つことから使用痕と考えた。921は滑石製のフ

イゴの羽口を利用した加工素材である。先端には融解物が付着している。下面は｢切断 ｣により切り

取られている。穿孔部分には筋状の工具痕が残る。922は石塔の加工素材である。柱状を呈し「削り」

による不定形の粗い面取りが行われている。923は石塔の加工素材である。粗い「削り」による面取り

で不定形を呈する。924は石塔の加工素材である。粗い「削り」による面取りで不定形を呈する。922

〜924は石質や色が似ており同一固体と思われる。925は笠塔婆の塔身である。正面に「キリーク」、

右側面に「バン」、左側面に「ア」の梵字と、各字の下には蓮座が彫り込まれている。両側面の蓮座は線

彫りであるが、正面の蓮座は掘り込みが行われており正面を意識した装飾となっている。背面には掘

り込みは行われない。各面の間は面取りが行われ断面形は八角形を呈する。使用されている滑石は白

色を帯びた褐色で上質である。後世に梵字のある面を残し刃幅6cmの工具で上下を削り取っている。

926は笠塔婆の笠である。笠の反りが一番低くなる箇所までの長さが18cmであることから１辺の長さ

が36cm程度の笠であったと思われる。底部は平らであるが、内側が大きく削られホゾ状を呈する。色

調は褐白色で925と似ており一対のものと思われる。927は笠塔婆の笠である。笠の反りが一番低く

なる箇所までの長さが13cmであることから１辺の長さが26cm程度であったと思われる。屋根部分は

わずかに中央が窪み、底は平らである。灰白色の良質な滑石を使用している。928は笠塔婆の塔身で

ある。残存長は67.2cm、幅15.3cm、厚さ15cmを測る。後世に大きく削られており、当時の面は3面が
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第247図　NR1 出土遺物－5(S=1/3)
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図版200　NR1 出土遺物－5
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部分的に残る。面取り状の面の幅は6cmほどで、925の面取りの面の幅と同じである。石質も似てい

ることからこの塔身は925と同一でこの塔身の上に925が続いていたと思われる。また、925に見られ

る後世の削り痕の工具幅と当塔身に残る後世の工具痕の幅が6cmと同じであることから、この笠塔婆

は一連の破壊行為により分割されたものと思われる。929はガラス玉である。平面形は正円に近いが

厚さは均一ではない。濃い群青色である。弥生時代～古墳時代の所産と思われる。930は石鍋口縁部

片である。口縁部には強い被熱痕が残ることから、通常の使い方以外の使われ方が行われたと思われ

る。931は縦耳付石鍋の体部片である。体部下半の厚さが4cmあり、体部内面には粗い削り痕がその

まま残ることから、製品になる前のまだ調整が行われていない段階のものと思われる。稀な例である。
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第248図　NR1 出土遺物－6(S=1/3)
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図版201　NR1 出土遺物－6
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第249図　NR1 出土遺物 -7(S=1/3・930,931は S=1/4・929は S=1/1)
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図版202　NR1 出土遺物－7
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0 20cm（S=1/5）

927

第251図　NR1 出土遺物－10(S=1/5)

図版203　NR1 出土遺物－8

図版204　NR1 出土遺物－10
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0 20cm（S=1/5）
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第252図　NR1 出土遺物－9(S=1/5)

図版205　NR1 出土遺物－9
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第253図　NR1 出土遺物－11(S=1/5)
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図版206　NR1 出土遺物－11
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NR1からは総計69点の縄文時代の石器が出土している。その内訳は、局部磨製石鏃1点、掻・削器

類7点、石匙1点、加工痕のある剝片5点、使用痕のある剝片3点、二次加工剝片Ｂ類8点、剝片類33点、

石核類10点、扁平打製石斧1点である。本報告では、局部磨製石鏃等５点を報告する。

932は、浅い凹基の打製石鏃の器面中央を表裏両面ともに丁寧に研磨した局部磨製石鏃である。ほ

ぼ完形である。石材には、腰岳系の良質な黒曜石A1類が用いられている。933は分厚い縦長剝片を素

材とする。礫面を打面としており、被熱面を広く有する。主要剝離面と刃部の加工面は風化の程度が

異なる二重パティナになっている。刃部加工は両側縁に、急傾斜な調整剝離が丁寧に施されている。

934は、白い斑晶を多く含む質の悪い腰岳系の黒曜石A2類を使用石材とする。礫面を保持する分厚い

剝片を被熱させたのち、石核のために面取りを施した石核素材といえよう。

935は、横形の石匙である。石材には、良質な無斑晶質の安山岩が用いられている。横長の剝片を

素材としており、主要剝離面を大きく残している。刃部は片面加工で、スクレイパーエッジ様の加工

が施されている。936は、大きな石英礫を分割したものを素材とした石核である。新鮮な剝離面を作

第254図　TAK201501 NR1 出土遺物－12(S=1/2)(S=1/3)(S=2/3)
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第244図 TAK201501 NR1出土遺物-12(S=1/2)（S＝1/3)（S=2/3）
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業面としたが、劈開によるものかもしれないが、石英の剝片をもちいた掻・削器類が出土している

ことから石核と判断した。937は、斑晶を多く含む安山岩の板状礫を素材とする扁平打製石斧である。

刃部が基部に比べて幅広で分厚くなる。刃部は摩滅している。

第147表　TAK201501調査区 NR1 出土石器 観察表

図版207　TAK201501調査区 NR 出土の石器図版 213　TAK201501 調査区 NR 出土の石器

932
933

934

935

936

937

番号 遺物ＩＤ 地区 層位・遺構 器種 石材 長さ（ｃｍ） 幅（ｃｍ） 厚さ（ｃｍ） 重さ（ｃｍ） 備考

932 3325 ⑥6862 NR1 局部磨製石鏃 黒曜石A1類 2.32 1.92 0.28 1.12

933 3185-1 ④6858 NR1 掻・削器 黒曜石A1類 4.32 2.17 0.98 10.35 剝片の再加工品

934 3182-2 ④6858 NR1 石核 黒曜石A2類 2.41 3.20 1.44 10.64

935 3327 ⑥6862 NR1 石匙 安山岩 3.12 5.36 0.90 13.21

936 3255-1 ⑤6660 NR1 石核 石英 4.91 7.68 5.63 178.40

937 3334-1 ⑥6864 NR1 扁平打製石斧 安山岩 12.43 6.10 2.37 235.10
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第148表　TAK201501調査区 NR1出土 土器・陶磁器観察表 -1

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

811 土師器　小皿 底部～口縁部 8.5 1.3 6.4 － － 浅黄橙 浅黄橙 良好 精良

812 土師器　小皿 完形 8 1.3 6.5 － － にぶい橙 にぶい橙 良好
長石　角閃石

微細な砂粒

813 豊前型土師器　杯 底部～口縁部 （14.4） 4.2 （7.4） － － 灰白 浅黄橙 良好 雲母　角閃石

814 土師器　椀 底部 － （2.9） （7.2） － － にぶい黄橙 にぶい黄橙 良好 長石　角閃石

815 土師器　椀 底部 － （2.3） （5.6） － － 浅黄橙 浅黄橙 良好 長石　石英

816 黒色土器　A類　椀　 底部～口縁部 （16.8） 4.3 － － コテ当て 浅黄橙 オリーブ黒 良好 雲母　長石

817
黒色土器　A類

托上椀
底部 － (1.8) － － － 浅黄橙 黒褐 良好 精良　角閃石

818 瓦器　小皿 底部～口縁部 (9.7) 1.6 (7.2) － － 灰白 灰白 良好 精良　白色粒子

819 瓦器　椀 底部～体部 － (2.7) (7)
指頭痕　稜の上に

横位のヘラミガキ

放射状のコテ当て痕

と密なヘラミガキ
灰白 灰白 良好

石英　長石

黒色粒子

820 瓦器　椀 底部～体部 － (3.2) (6.1) － ミガキ 灰白 にぶい黄橙 良好 　長石　

821 和泉式瓦器 椀 口縁部～体部 (16) (3.6) ― 指頭痕 ミガキ 灰 灰 良好 精良　長石

822 須恵器　皿 底部～口縁部 (15.4) 1.8 (11.6) ― ― 灰 灰 良好 長石

823 須恵器 長頸壺 頸部 ― (9.4) ― ― 肩部との接合部に指頭痕 黒褐 褐灰 良好 長石

824 小型須恵器　蓋 天井部 ― (1.9) ― ― ― 灰白 灰白 良好 長石　黒色粒子

825 須恵器　甕 口縁部～肩部 (32) (9.3) ― 格子のタタキ痕 青海波の当て具痕 灰白 灰 不良
石英　長石

黒色粒子

826 篠窯産　捏鉢 口縁部 (29.4) (2.3) ― ― ― 灰白 灰白 軟質 精良

827 東播系　捏鉢 底部～口縁部 (28.8) 9.6 (10) ― ― 灰 灰 良好
石英　長石

黒色粒子

828 カムィヤキ 壺 肩部片 ― (1.1) ― 回転ナデ 回転ナデ 青灰 赤褐 良好 微細な白色粒子

829 カムィヤキ 壺 肩部片 ― (2.4) ―
タタキ痕後

回転ナデ
当て具痕後回転ナデ 青灰 青灰 良好 微細な白色粒子

830 カムィヤキ 壺 体部片 ― (4.7) ― 回転ナデ
回転ナデ痕の下に

格子目の当て具痕
青灰 青灰 良好 微細な白色粒子

831 白磁 皿 Ⅷ-1ｂ類 底部～口縁部 (10) 2.4 4 － － 灰白 灰白 良好 黒色粒子　石英

832 白磁 皿 Ⅲ-1類 ほぼ完形 9 2.5 3.8 － － 灰白 灰白 良好 　黒色粒子

833 白磁 椀 Ⅳ-1a類 口縁部～底部 (15.4) 6.7 (6.4) － － 灰白 灰白 良好 黒色粒子　長石

834 白磁 椀 Ⅴ-2a類 底部～体部 － (7.4) 5.7 － － 灰白 灰白 良好 黒色粒子　長石

835 白磁 椀 Ⅴ-4a類 底部～口縁部 (17.2) 6.5 5.4 － － 灰白 灰白 良好 黒色粒子　長石

836 白磁 椀 Ⅷ-2類 底部～口縁部 (15.2) 5.1 5.9 － － 灰白 灰白 良好 　黒色粒子

837 青白磁　椀 底部～体部 － (4.2) 7.8 － － 灰白 灰白 良好 黒色粒子　長石

838
越州窯系青磁

椀　Ⅰ類
口縁部～体部 － (4.1) － － － 黄褐 黄褐 良好 精良

839
越州窯系青磁

椀　Ⅰ-5類
底部～体部 － (3.3) (8)

回転ヘラ削り斜めに目

跡
－ オリーブ黄 オリーブ黄 良好 黒色粒子　長石

841
越州窯系青磁

椀　Ⅰ－２a類
底部 － (2.5) (10.6) － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 長石　黒色粒子

842
越州窯系青磁

椀　Ⅱ類
底部～体部 － (2.9) (8.6) － － にぶい黄橙 にぶい黄橙 良好 黒色粒子　長石

843
越州窯系青磁

椀　Ⅱ類
体部～底部 － (3.4) － － － 灰黄褐 灰黄 良好 黒色粒子　長石

844
越州窯系青磁

椀　Ⅱ-2類
底部 － (2.2) (9.2) － － にぶい橙 灰黄 良好 黒色粒子　

845
越州窯系青磁

椀　Ⅲ類
底部 － (2.9) (7.4) － － 黄褐 黄褐 良好 精良　黒色粒子

846
越州窯系青磁

椀　Ⅲ-1ｂ類
底部～体部 － (1.6) － － － 黄褐 黄褐 良好 長石

847
越州窯系青磁

椀　Ⅲ-1類
底部 － (2.1) 6.3 － － にぶい黄 にぶい黄 良好 精良　黒色粒子

848
越州窯系青磁

椀　Ⅲ－1ｂ類
底部 － (2.5) 　－ － － 暗オリーブ 暗オリーブ 良好 精良

849
越州窯系青磁

椀　Ⅲ－1ｂ類
底部 － (1) 　－ － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 精良

850
越州窯系青磁

短頸壺　Ⅰ類
肩部～頸部 (7.6) (2.5) 　－ －

水引の際の凸凹が残

る
灰オリーブ 灰オリーブ 良好 精良

851
龍泉窯系青磁

皿　Ⅰ-2ｃ類
底部～口縁部 (10) 2.6 3.2 － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 精良　黒色粒子

852
龍泉窯系青磁

椀　Ⅰ-1a類
ほぼ完形 16.4 6.9 5.6 － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好

精良　長石

黒色粒子

853
龍泉窯系青磁

椀　Ⅰ-2類
底部～体部 － (4.2) 5.4 － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 精良

854
龍泉窯系青磁

椀　Ⅱ-a類
口縁部～底部 (15.8) 6.7 (5.6) － － オリーブ黄 オリーブ黄 良好 精良　黒色粒子

855
龍泉窯系青磁

椀　Ⅱ-a類
底部～口縁部 (15.4) 5.6 5.1 － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 精良　長石

856
龍泉窯系青磁

椀Ⅱ-b
口縁部～底部 (16) (5.7) － － － 浅黄 灰オリーブ 不良 石英

857
龍泉窯系青磁

椀　Ⅱ-b類
底部～体部 － (5.7) 5.3 － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 長石

858
同安窯系青磁

皿　Ⅰ-1a類
底部～口縁部 (10) 2 4.6 － － 灰 灰 不良 微細な黒色粒子

859
初期高麗青磁

椀　Ⅲ-2類
底部 － (2.3) (6.1)

高台にケズリ

凹凸有
－ オリーブ黄 オリーブ黄 良好 長石

860
初期高麗青磁

椀　Ⅲ-2類
底部 － (3) (7.3)

高台にケズリ

凹凸有
－ 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 長石

861
初期高麗青磁

椀　Ⅲ-2類
底部 － (1.8) (7.1)

高台にケズリ

凹凸有
－ 灰白 灰白 不良 長石

862
初期高麗青磁

椀　Ⅲ-2ｂ類
底部～体部 － (3.2) (5.6) ― － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 黒色粒子 長石

863 初期高麗青磁 壺 肩部片 － (1.5) － ― － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 黒色粒子 長石

864 陶器　甕か壺 底部～体部 － (10.8) (12.3) ― － 灰オリーブ オリーブ黄 不良
長石粒

黒色粒子

865 陶器　壺　Ⅳ類 底部～体部 － (6.8) (8) 回転ヘラケズリ － 灰白 灰白 良好
微細な白色粒子

黒色粒子

内面にも施釉されている

上げ底気味の平底

内外面に粗い施釉

高台状の底部

白濁した褐色の釉が全面に掛かる

鎬蓮弁文

上げ底の外底に墨書があるが判読出

来ず

見込みと畳付に目跡

胎土中に空隙

見込みと畳付に目跡

胎土中に空隙

全面施釉後高台畳付の釉を掻き取り

見込みと畳付に目跡　焼成時の膨れ

見込みに沈線１条巡り

中央が低くなる

見込みに櫛状工具による花文

内外面ともに無文

内面に箆彫りの花文　見込みに白色

の目跡４箇所残る

鎬が無い片彫りの蓮弁文

鎬が無い線彫りの蓮弁文

鎬蓮弁文

見込みに毛彫り　高台内に目跡

見込みに浅い沈線高その内側に花文
高台内に目跡

見込みに沈線有　全面施釉

高台内３箇所の目跡有

見込みは段を持ち　毛彫り有

見込みに毛彫り　高台内に目跡

全体施釉後口縁端部の釉を掻き取り

重ね焼きの目跡が残る

見込みに白色の目跡有

低い輪状高台

見込みと畳付に目跡

上げ底気味の円盤状高台

見込みに横長の目跡

上げ底気味の円盤状高台

見込みに横長の目跡

上げ底気味の円盤状高台

見込みに横長の目跡

見込みの釉を輪状に掻きとる

見込みに段　釉を輪状に掻きとる

外面に斜位の片彫り文

高台内露体内に施釉有　作りが粗雑

口縁部は内側に折り曲げ 玉縁状

右回転糸切り

口縁端部に浅い凹が巡る

見込みに草花文

ミガキは摩滅している

回転ヘラ切り　

宝珠形の摘み

口縁端部に浅い沈線状の段が巡る

内定部に押し出しの指頭痕

高台内に右回転糸切り　見込みに未

吸炭部分が円形に残る

焼成 胎土 備考

回転ヘラ切り　板状圧痕

右回転糸切り　

右回転糸切り　

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調
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第149表　TAK201501調査区 NR1出土 土器・陶磁器観察表 -2

第150表　TAK201501調査区 NR1出土 石製品観察表

第151表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製石錘観察表

第152表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製石鍋補修具観察表

第153表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製ミニチュア石鍋観察表

第154表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製ミニチュア石鍋未製品観察表

第155表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製品観察表

遺物番号 器種 最大幅(㎜) 最大高(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

893 小型容器 47 22 37 浅黄橙 ④6858 平面形は隅丸の方形。内面に粗い削り

895 小型容器 23.5 6 10 にぶい黄橙 ④6856 平面形は隅丸の方形。内面に縦の粗い削り

866 陶器　壺　Ⅳ類 底部～体部 － (11.5) (8.4) 水引痕による凸凹 水引痕による凸凹 オリーブ黄 黄褐 良好 黒色粒子

867 高麗無釉陶器 壺 口縁片 (11.6) (3.2) － － － 黒 黒 硬質 長石

868
高麗無釉陶器

大型壺
頸部～口縁部 － (5.8) － － やや強い回転ナデ 灰 灰 軟質

マーブル状

長石

869
高麗無釉陶器

大型壺
頸部～口縁部 (34.4) (4.3) － － 強い回転ナデ痕 灰白 灰 やや硬質

マーブル状

長石

870
高麗無釉陶器

大型壺
頸部～口縁部 － (3.5) － － 強い回転ナデ痕 灰 灰 軟質

マーブル状

長石

871
高麗無釉陶器

大型壺
頸部 － (2.3) － － 強い回転ナデ痕 灰 灰 軟質 長石

872
高麗無釉陶器

大型壺
頸部 － (2.6) － － 強い回転ナデ痕 灰 灰 軟質

マーブル状

長石

873
高麗無釉陶器

大型壺
肩部～頸部片 － (7.1) － － 強い回転ナデ痕 灰 灰 良好 マーブル状

874
高麗無釉陶器

大型壺
体部～底部 － (5.1) (24.2)

格子目タタキ痕上に粗

い回転ナデ痕

放射状当て具痕上に

強い回転ナデ痕
青灰 灰黄 軟質

マーブル状

黒色粒子　長石

875
高麗無釉陶器

大型壺
体部～底部 － (5.6) －

平行タタキ痕の上に

回転ナデ痕

樹枝文の当て具痕の

上に強いナデ痕
灰白 灰白 軟質

マーブル状

黒色粒子　長石

876
高麗無釉陶器

大型壺
体部～底部 － (2.3) (20) － 強い回転ナデ痕 灰 灰白 硬質

マーブル状

長石

877
高麗無釉陶器

大型壺
底部～体部 － (17) (3.7)

回転ナデの 下に　格

子状の タタキ痕
強い回転ナデ痕 灰 褐灰 良好 長石

878
高麗無釉陶器

大型壺
体部 － (2.7) － 格子目のタタキ痕

回転ナデ痕下に 樹枝

文の当て具痕
灰白 灰オリーブ 軟質

マーブル状

長石 黒色粒子

879
高麗無釉陶器

大型壺
体部 － (5.1) － 格子目のタタキ痕

回転ナデ痕下に 樹枝

文の当て具痕
灰 暗灰黄 軟質

マーブル状

長石

880
高麗無釉陶器

大型壺
体部 － (4.6) －

粗い回転ナデ下に格

子目のタタキ痕

回転ナデ下に模様不

明の当て具痕
灰 にぶい橙 軟質

マーブル状

赤色粒子 長石

外面に残る平行タタキ痕は 底

部外周にも見られる

底部端に白色の目跡

外面に低い凸帯が巡る

角が明瞭な低い凸帯が１条巡る

頸部外面に３条の波状沈線

頸部外面に波状沈線

断面に粘土紐の接合痕

外面に波状沈線

外面に２条の波状沈線

肩部に波状沈線

外面に残る格子目タタキ痕は

底部外周にも見られる

高台状の底部　畳付に白色の目跡

光沢の無い褐色の釉

二重口縁でシャープな作り

外面に波状沈線内面外面に粘土紐の

接合痕有

遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

884 石錘 54 17 22 30.1 灰白 ④6856 紡錘形で断面は方形縦軸方向に溝が巡る

885 石錘 27 32 7 11 褐灰 ④6858 薄い板状で短軸方向に溝が巡る

最大長 最大幅 最大厚 最大長 最大幅 最大厚(高)

886 69 30 12 37 24 18 62

887 59 57 11 34 37 17 66

888 93 46 14 73 25 9 107

889 72 61 9 45 32 14 80

890 106 96 16 48 34 16 285

891 76 55 10 43 28 18 85

892 117 90 13 60 44 12 220 挿入部に７箇所の穿孔あるが、貫通してるのは１箇所のみ

挿入部に2箇所の穿孔

挿入部に２箇所、挿入部から器壁部に３箇所、器壁部に１箇所の穿孔

挿入部の穿孔は1.1ｃｍと大きい

挿入部と器壁部上面に部分的に煤付着

遺物番号
器壁部(㎜) 挿入部(㎜)

重量(ｇ） 備考

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

896 縦耳付石鍋 底部～口縁部 (8.4) 3 (7.2) 27 ― ― 褐灰 褐灰

897 縦耳付石鍋 口縁部～底部 (5.9) 5.1 (6.4) 132 ― ― 灰白 灰白

898 石鍋 底部～体部 ― (3.4) 5.6 71 ― ― にぶい黄橙 灰白

899 石鍋 底部～体部 ― 1 (6.4) 10 ― ― 黄灰 黄灰

備考

薄く煤付着

薄く煤付着

遺物番号 器種 部位
法量(㎝)

重量(ｇ）
調整 色調

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

903 縦耳付石鍋 底部～口縁部 (4.2) 1.8 (4.5) 64 ― ― 黒 黒

調整 色調
備考

製作途中で完形 

遺物番号 器種 部位
法量(㎝)

重量(ｇ）

遺物番号 器種 石材 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）

883 丸鞆 不明 31 23 6.5 10.4

備考

両面に黒色の漆僅かに残る

潜り穴は３箇所のうち２か所残る
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遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土区グリッド 備考

922 140 106 76 958 「削り」 ⑤6660

923 139 123 78 794 「削り」 ⑤6660 同一個体と思われる

924 151 44 82 612 「削り」 ⑤6660

第156表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製品観察表

第157表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製品観察表

第158表　TAK201501調査区 NR1出土 石鍋加工未製品観察表

第159表　TAK201501調査区 NR1出土 石鍋加工素材観察表

第160表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製石鍋観察表

第161表　TAK201501調査区 NR1 出土 羽口加工素材観察表

第162表　TAK201501調査区 NR1出土 石塔観察表

第163表　TAK201501調査区 NR1出土 滑石製品観察表 笠塔婆

【註】

註 1　TAK201407 調査区 NR1 は『竹松遺跡Ⅳ』下巻 長崎県教委編 2019 年 56 頁で古代の流路として報告している。

　　  また、TAK201406 調査区 SD2 は『竹松遺跡Ⅳ』中巻 長崎県教委編 2019 年 245 頁で古墳時代の溝として報告して

　　  いる。

註 2　長崎市教育委員会 2004『深堀遺跡 -長崎市深堀 5丁目地内下水道管敷設事業並びに深堀第一排水区雨水梁敷設

　　  工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 -』

口径 器高 底径

894 小型容器 (73) 21 (68) 28.6 にぶい黄橙 ⑤6860 内外面に２段の削り。内面底部に粗い削り痕

法量(㎜)
遺物番号 器種 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土区グリッド 備考

904 72 67 41 258 「削り」 方柱状で摩滅している

905 61 54 25 126 「削り」「こすり」 方柱状で 正面の浅い刻みは割り付け線か

906 43 39 20 38 「切断」 ⑤6862 板状で全ての面に加工痕有

907 40 24 20 17 「切断」 板状

908 51 31 19 37 「削り」「穿孔」 ⑥6864 2層　上面　板状

遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土区グリッド 備考

909 （72） （49） 25 168 「削り」 ⑤6660

910 （73） （59） 23 117 「削り」 ⑤6660

911 （74） （34） 21 133 「削り」「こすり」 ⑤6660

912 （148） （45） 鍔含む24 体部22 230 「削り」「打ち欠き」 ⑤6660

913 （90） （56） 鍔含む34 体部18 256 「削り」「打ち欠き」 ④6858

914 （123） （90） 72 643 「切断」「折り取り」「削り」 煤痕

915 （98） （77） 18 220 「切断」　 ⑥6662 煤痕

916 （207） （64） 鍔含む52 体部28 618 「刻み」「溝」 打撃痕

917 （147） （11.9） 61 900 「打ち欠き」

918 （120） （45） （19） 127 「打ち欠き」

919 （60） （40） 16 72 「敲打」「刻み」 ⑥6862

920 （63） （63） 14 78.8 「打ち欠き」 ④6858

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

930 石鍋 口縁部 － （3.8） － － － 灰白 灰白 被熱痕

931 縦耳付石鍋 体部 － （8.4） － － 粗い削り 灰褐 灰褐 ④6656 未製品か

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

出土区グリッド 備考

遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土区グリッド 備考

921 （77） （63） 38 249 「切断」 ⑤6662 融解物付着

遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

925 笠塔婆の塔身 279 233 208 2280 褐灰 ⑤6660 上質な滑石使用3291・3227と同一か

926 笠塔婆の笠 （317） （289） 148 1420 灰黄褐 ⑤6860 上質な滑石使用3227と一対か

927 笠塔婆の笠 207 203 159 9040 褐灰 ⑤6660 上質な滑石使用　一辺の長さ260㎜程度

928 笠塔婆の塔身 （672） （160） 153 2280 灰白 ⑤6660 上質な滑石使用3227と同一か

遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

900 温石 67 63 19 97 褐灰 石鍋底部を利用、削りによる面取り

901 温石 114 27 10 49 褐灰

⑤6662

902 フイゴの
羽口

209 101 88 2315 灰白 ⑤6660
下面に調整痕、上面に融解物が付着。

折れた面に対して敲打痕が全周している
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0 2cm（S=1/1）0 10cm（S=1/3）

940939

938

943

942

941

（7）包含層（Ⅱ層）出土遺物

①TAK201501調査区包含層出土遺物（第255図、図版208、第164〜166表）

938は豊前型の土師器である。径が小さい底部から大きく外反しながら体部は立ち上がり、中位で

内湾し口縁部に至る。体部外面には回転ナデによる強い凹凸が見られる。胎土は精製されており緻密

である。摩滅が激しいが切り離しにできた段から回転糸切りと思われる。939は白磁椀Ⅶ‐b類である。

体部は小さなふくらみを持つが直線状に底部から伸び、輪花を持つ口縁部は外反する。見込みには沈

線状の段が一条巡り、その上位である体部内面には櫛や箆による草花文が施される。12世紀中頃～

後半のものである。940は同安窯系青磁椀Ⅰ‐1b類である。高台内は兜巾状を呈している。体部外面

には縦の櫛目文が、体部内面は櫛状工具による花文と櫛による点猫文が施される。釉薬が溶け切れて

いないため白濁している。941は滑石製の補修具である。挿入部と器壁部上面は「こすり」により平滑

である。器壁部下面には「削り」の痕が見られ煤が付着する。底部の破損に対する外側からの挿入と思

われる。942は滑石製品である。補修具の未製品に形は似るが違いも見られる。通常の補修具は、器

壁部は端部に向かい薄くなり刃部状を呈するのに対し、厚いままで「削り」による面取りが行われてい

る。また、補修具の場合挿入部の軸は長短いずれかの軸と同じ方向を向くが、45°程度のずれがある。

補修具の未製品の可能性があるにとどめたい。943はガラス玉である。濃い水色を呈する。

第255図　TAK201501調査区 Ⅱ層 出土遺物 (S=1/3・943は S=1/1)
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②TAK201506調査区包含層出土遺物（第256図、図版209、第167・168表）

944はカムィヤキ壺の肩部片である。内面は並行沈線状の当て具痕の上からナデが行われる。外面

はナデによる凹凸が見られる。青灰色の表裏面に挟まれた小豆色の胎土には微細な白色粒子を全体に

含む。945は高麗無釉陶器壺の体部片である。やや潰れた断面三角形の小さな突帯が一条巡る。内外

面ともに回転ナデ痕が残る。946は下面と右側面に ｢削り ｣と「こすり」による面取りが残るものであ

第164表　TAK201501調査区Ⅱ層出土 土器・磁器観察表

第165表　TAK201501調査区Ⅱ層出土 滑石製石鍋補修具観察表

第166表　TAK201501調査区Ⅱ層出土 ガラス製品観察表

図版208　TAK201501調査区 Ⅱ層 出土遺物

遺物番号 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 色調 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

943 ガラス ― 7.69 4.19 濃い水色 0.34 ④6658 弥生～古墳

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

938 豊前型土師器　皿底部～口縁部 13.8 5.8 3.4
回転ナデ

強い凸凹
－ 灰白 にぶい黄橙 良好

石英　褐色粒子

角閃石　緻密
④6856

磨滅激しい

回転糸切り

939 白磁 椀 Ⅶ-b類 底部～口縁部 (18.4) 6.5 6 － － 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 長石　黒色粒子 ⑤6862
口縁部に輪花

体部に草花文

940
同安窯系青磁

椀Ⅰ-1b
底部～体部 － (4.3) 4.6 － － 灰オリーブ 灰オリーブ 不良 長石　黒色粒子 ⑥6662

外面に縦の櫛目文

内面花文と点描文

焼成 胎土 出土区グリッド 備考遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

最大長 最大幅 最大厚 最大長 最大幅 最大厚(高)

941 24 41 8 17 23 9 11.1 ④6656 器壁部下面に煤付着

942 85 58 20 25 28 14 132 ④6656 未製品と断定出来ない

遺物番号
器壁部(㎜) 挿入部(㎜)

重量(ｇ） 出土区グリッド 備考
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0 10cm（S=1/3）

944 945

946

0 5cm（S=1/3）

947

｢削り」

｢溝」

スス付着

る。また、断面には溝が見られるが、溝の断面形が半円を呈することから破損前の｢穿孔 ｣の痕と思

われる。

（8）包含層（Ⅲ層）出土遺物

①TAK201501調査区包含層出土遺物（第257図、図版210、第169表）

947は縦耳の石鍋を利用した加工素材である。体部外面には、複数の横位の浅い溝状の「削り」がお

こなわれ、断面が「V字」状を呈する直線的な「溝」が刻まれる。

第256図　TAK201506調査区 Ⅱ層 出土遺物 (S=1/3)

第257図　TAK201501調査区 Ⅲ層 出土遺物 (S=1/3)

第167表　TAK201506調査区Ⅱ層出土 陶器観察表

第168表　TAK201506調査区Ⅱ層出土 石鍋加工素材観察表

図版209　TAK201506調査区 Ⅱ層 出土遺物

図版210　TAK201501調査区 Ⅲ層 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

944 カムィヤキ壺 肩部 ― (2.4) ―
ナデによる

凸凹
当て具痕 青灰 青灰 良好 微細な白色粒子 ①6060 小豆色の胎土

945 高麗無釉陶器 壺 体部 ― (2.8) ― 回転ナデ痕 回転ナデ痕 黄灰 黄灰 良好 長石 ②6058 断面三角形の　小さな突帯が一条巡る

胎土 備考
出土区

グリッド
遺物番号 器種 部位

法量(㎝) 調整 色調
焼成

遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土区グリッド 備考

946 (61.5) (29.5) (15) 35「削り」「こすり」「穿孔」③5856
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（9）包含層（その他の層）出土遺物

TAK201502調査区・TAK201604調査区は土石流の影響により北部共通土層のⅡ層とⅢ層は存在しな

い。そのため、掲載遺物の出土層位は調査時に記録した層位をそのまま記載した。

①TAK201502調査区出土遺物（第258図、図版211、第170〜176表）

948は黒色土器A類椀底部である。断面三角形の低い高台から、体部はわずかに内湾しながら大き

く外方に開く。底部には焼成後に開けられた直系3mmの孔がある。11世紀後半の所産と思われる。13

層出土。949は古瀬戸の壺体部片である。ざっくりとした灰白色の胎土に緑がかった灰釉が掛かる。

内面は露胎である。外面には箆彫りで草文が描かれる。4b層出土。950は唐津の小皿である。内面

には灰釉が掛かり砂目が残る。体部外面下半は露胎である。高台畳付には糸切り痕が残る。2層出土。

951は白磁皿Ⅱ類である。口縁部は断面三角形の玉縁状をなすが作りはシャープである。13層出土。

952は白磁皿Ⅲ-１類である。見込みの釉を輪状に掻き取る。12世紀中頃～後半のものである。2層出

土。953は白磁椀Ⅴ-4b類である。内面に櫛目による花文が描かれる。12世紀中頃～後半のものであ

る。6層出土。954は同安窯系青磁皿Ⅰ-2b類である。見込みに箆と櫛による文様が描かれる。13層出

土。955は染付椀B群である。口縁部は端反りで、外面には草花文が、内面口縁部には四方襷文が描

かれる。15世紀末～16世紀中頃の所産である。3a層出土。956は陶器水注の把手部分である。外面に

は深い2本の沈線が刻まれる。胎土は精良で、光沢の無い濃いオリーブ色の釉が掛かる。13層出土で

ある。957は緑釉陶器の壺と思われる底部片である。底部は平底の露胎で、体部は垂直に伸びた後に

外反しながら伸びる。体部外面には斜位の並行沈線が描かれ、光沢のある緑と艶消しの緑の2色の釉

薬が掛かる。内面は光沢の無い白渇の釉がかかる。胎土は微細な砂粒を含み、灰白色を呈する。華南

三彩と思われる。3層出土。958は高麗無釉陶器壺の口縁部である。二重口縁で外面屈曲部には断面

三角形の凸帯が巡る。焼成は硬質で作りはシャープである。13層出土。959は高麗無釉陶器の底部で

ある。内面には回転によらないナデ痕が見られる。小豆色の胎土はマーブル状を呈し、硬質の焼成で

ある。13層出土。960は陶器蓋である。内面に返しが付く。褐白色の胎土は精良で軟質である。光沢

のある褐灰色の釉が掛かる。産地及び時期は不明である。13層出土。961は断面形が台形の紡錘車で

ある。結晶片岩に近い硬質の滑石を利用している。層位不明。962は舌状を呈し上位に穿孔がある滑

石片である。側面がわずかに湾曲をしていることから石鍋体部を利用したものと思われる。全面に「こ

すり」が行われている。錘であろうか。13層出土。963は石鍋の体部を利用したもので、両側面に「刻

み」が入ることから錘と思われる。摩滅が激しい。13層出土。964は平面形が円形で中心に方形の「穿

孔」がある滑石加工製品である。用途は不明である。13層出土。965は縦断面が「L字」を呈する。平ら

な部分と突起部から成る形は補修具の破損品にも似るが、器壁部にあたる部分の両側面に「刻み」が

入れられ、挿入部にあたる部分は2段となり｢× ｣や ｢□ ｣に似た線刻が施されることから、別の用途

に使われたものと考える。13層出土。966はミニチュアの鍔付石鍋である。摩滅が激しい。13層出土。

第169表　TAK201501調査区Ⅲ層出土 石鍋加工素材観察表
遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土区グリッド 備考

947 (104) (68) 49 222 「削り」「溝」 ⑤6860 「溝」の断面は「V」字
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967はミニチュアの石鍋もしくは小型容器である。外面の調整痕は摩滅している。13層出土。968は

全面を「削り」によって面取りが行われる方柱状の滑石未製品である。13層出土。969は石鍋口縁部で

ある。体部は斜め方向に直線的に開き、わずかに張り出した断面三角形の鍔部を経て口縁部に至る。

口縁端部は水平となる。鍔部の上下には沈線が巡り鍔部を強調している。外面全面に煤が付着する。

4a層出土。970は筒状の銅製品である。断面形が楕円形の棒状のものを包んでいたと思われる。3層

出土。971は滑石製の石塔である。残存長27cm、高さ8.6cmで中央に開けられた方形の孔は1辺が5.6cm

を測る。上面と下面は平であるが下面と思われる面は粗いケズリ痕が残る。褐白色のやや硬質の滑石

でまばらに針状の鉱物を含む。五輪塔の地輪もしくは宝塔の基礎で平安時代末～鎌倉時代初頭のもの

と思われる。地輪の場合は中央の方形の孔が大きいことから遺骨等の納入孔の可能性も考えられる（註

1）。13層出土。

第170表　TAK201502調査区包含層出土 土器・陶磁器観察表

第171表　TAK201501調査区 NR1(Ⅱ a製品 )出土 滑石製品観察表

第172表　TAK201501調査区包含層出土 滑石製品観察表

第173表　TAK201502調査区包含層出土 滑石製ミニチュア石鍋観察表

第174表　TAK201502調査区包含層出土 滑石製石鍋観察表

第175表　TAK201502調査区包含層出土 金属製品観察表

第176表　TAK201502調査区包含層 石塔観察表

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

970 筒状容器 銅 40.5 12 14 3.2 Ⓐ5858 3層

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

948 黒色土器A類 椀 底部~体部 ― (2.4) (7.6) ― ― 橙 黒 良好 雲母　角閃石 Ⓓ5654
13層 底部に直径3

ｍｍの穿孔

949 古瀬戸　壺 体部 ― (3.2) ― ― ― 灰白 灰黄 良好 精良　長石 Ⓓ5652
4b層 外面に箆彫り

で草文

950 唐津　小皿 底部 ― (1.7) (4.9) ― ― 灰オリーブ にぶい褐 良好
精良　長石

黒色粒子
Ⓐ5856

2層　内面に砂目が残る

高台畳付に糸切り痕

951 白磁　皿　Ⅱ類 口縁部 ― (2.2) (10) ― ― 灰 灰 良好 黒色粒子 Ⓓ5654
13層　シャープな作

りの玉縁

952 白磁 皿 Ⅲ-1類 口縁部 (12.8) 2.3 ― ― ― 灰白 灰白 良好 黒色粒子 Ⓑ5658 2層

953 白磁 椀Ⅴ-4ｂ類 底部～体部 ― (3.4) 6.2 ― ― 灰白 灰白 良好 精良 黒色粒子 Ⓑ
6層　内面に櫛目に

よる花文

954
同安窯系青磁

皿　Ⅰ－２b類
口縁部～底部 (10.8) 1.95 (5.2) ― ― 明緑灰 明緑灰 良好 長石 黒色粒子 Ⓐ5856

13層　見込みに箆と

櫛による文様

955 染付　椀　B群 口縁部 (9.8) (3) ― ― ― 灰白 灰白 良好 精良 Ⓐ5858
3a層　外面に草花文

内面口縁部に四方襷文

956 水注 把手部 （3.1） 2 0.8 ― ― オリーブ黒 オリーブ黒 良好 精良 Ⓐ5858 13層

957 緑釉陶器　壺 底部 ― (4.1) (12.8) ― ― ― 淡黄 良好 微細な砂粒 Ⓓ5654 3層　華南三彩

958 ― (2.3) ― ― ― 黒 黒 硬質 精良 Ⓐ5858

13層　二重口縁で

外面屈曲部に 断面

三角形の凸帯が巡る

959 高麗無釉陶器 壺 底部 － (1.6) (19) ―
回転ではない

ナデ痕
灰 灰 硬質 マーブル状 Ⓐ5858 13層

960 陶器　蓋 口縁部 (10.6) (1) ― ― ― 浅黄 浅黄 軟質 精良 Ⓓ5654 13層

胎土 出土区グリッド 備考遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成

口縁部高麗無釉陶器 壺

遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

961 紡錘車 38 35 16 33 灰 Ⓐ区 層位不明　結晶片岩に近い硬質の滑石を利用

962 石錘か 49 25 14 18 にぶい黄橙 Ⓐ区　 13層　石鍋体部を利用、穿孔有 全面に「こすり」

963 石錘と思われる 57 34 16 32 にぶい黄橙 Ⓐ区　5858　 １３層　石鍋体部を利用、両側面に「刻み」 摩滅が激しい

964 不明 63 63 17 98 灰 Ⓓ区 13層　平面形が円形、中心に方形の穿孔有

965 不明 49 21 35 23 灰黄 Ⓓ区　5652
１３層　縦断面が「L字」だが器壁部に「刻み」 挿入部

に「×」「□」の線刻がある

遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土区グリッド 備考

968 58 52 45 218 「削り」 Ⓐ5856 13層 方柱状の未製品

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

966 鍔付石鍋 口縁部～体部 ― (1.9) ― 6 ― ― 灰黄 灰黄 Ⓐ区5860 13層 摩滅 激しい

967 石鍋もしくは容器 底部 (4.8) 1.9 (4) 22 摩滅している ― 灰 灰 Ⓓ区5652 13層 

遺物番号 器種 部位
法量(㎝)

重量(ｇ）
調整 色調

出土区グリッド 備考

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

969 鍔付石鍋 口縁部 ― (5) ― ― ― 赤黒 赤灰 Ⓓ区5652 外面全体に煤付着

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

出土区グリッド 備考

遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

971 石塔 274 179 86 4580 灰白 Ⓓ区5654
中央に１辺5.6cmの方形の孔が有る。

遺骨等の納入孔の可能性も考えられる。
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第258図　TAK201502調査区 包含層 出土遺物 (S=1/3・971は S=1/4)

0 10cm（S=1/3）

0 20cm（S=1/4） 970

969

968

966

965

964

963962

961
960

959

958

957
956

955

954

953

952

951

950

949948

967

971
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図版211　TAK201502調査区 包含層 出土遺物
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0 10cm（S=1/3）

 973

 974｢折り取り」
｢切断」

｢削り」

スス付着

②TAK201604調査区出土遺物（第259図、図版212、第177表）

972は断面形が台形の紡錘車である。深い緑色の硬質の滑石を使用している。6層出土。

【註】

註 1　大石一久氏の教示による

（10）層位不明出土遺物（第260図、図版213、第178表）

973は補修具を利用した加工素材である。左側面と下面に「切断」と「折り取り」がみられる。

TAK201502調査区出土。974は鍔付石鍋の鍔部を利用した加工素材である。口縁部、鍔部の一部に「削

り」が行われる。TAK201506調査区出土。

第259図　TAK201604調査区 包含層 出土遺物 (S=1/3)

第260図　TAK201502・TAK201506調 査 区 
層位不明 出土遺物 (S=1/3)

第177表　TAK201604調査区包含層 出土 滑石製品観察表

第178表　層位不明出土 石鍋加工素材観察表

図版212　TAK201604調査区 包含層 出土遺物

図版213　層位不明出土遺物

0 5cm（S=1/3）

972

遺物番号 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ）　 加工名 出土調査区 備考

973 27 36 20 12
「切断」

「折り取り」
TAK201502 補修具を利用

974 44 57 24 62 「削り」 TAK201506 鍔付石鍋の鍔部

遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

972 紡錘車 34 37 17 33.1 深い緑 6054 ６層　断面台形　硬質の滑石
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0 5cm（S=1/3）

975

976

（11）過年度の未報告資料について

過年度の未報告遺物について報告をする。

①遺構出土遺物（第261図、図版214、第179・180表）

TAK201405調査区③区SD6　出土遺物

975は白磁椀Ⅴ-4a類である。体部内面の釉が縮れて露胎となる部分がある。高台内に花押と思わ

れる墨書が残る。既報の大規模な「中層区画溝」の下層出土（遺構や遺物の報告は『竹松遺跡Ⅳ』下巻　

長崎県教委編2019年　150頁で行った）。

TAK201405調査区①区SB3－ SP4　出土遺物

976は鉄製の鎌先端部と思われる（遺構は『竹松遺跡Ⅳ』下巻　長崎県教委編2019年121頁に掲載）。

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

975 白磁 椀 Ⅴ4a類 底部～口縁部 (17.6) 6.6 6 － 　－ 灰黄 灰黄 良好 黒色粒子 ③ 高台内に花押と思われる墨書

備考
出土区

グリッド
遺物番号 器種 部位

法量(㎝) 調整 色調
焼成 胎土

②包含層出土遺物（Ⅱ層）

TAK201202調査区包含層（Ⅱ層）出土遺物（第262図、図版215、第181・182表）（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教

委編2017年245頁参照）

977は白磁瓶の頸部である。頸部は直立し直角に外反する口縁部に至る。頸部には3条の沈線が巡り、

耳が付く。口縁部には瓔珞が1対付けられていたと思われる。口縁部上面は露胎で釉薬が頸部から口

縁部に向かって垂れていることから、焼成は上下逆さまの状態で行われている。978は棒状の鉄製品

である。断面は径4～5mmの楕円形で残存長は4.1cmである。

第261図　遺構出土遺物 (S=1/3)

第179表　TAK201405調査区 SD6下層出土 磁器観察表

第180表　TAK201405調査区 SB3-SP4出土 金属製品観察表

第181表　TAK201202調査区Ⅱ層出土 磁器観察表

図版214　遺構出土遺物

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

976 鎌 鉄 (45.5) 17 5 7.53 ① 先端部

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

977 白磁　瓶 頸部 ― (5.2) ― ― ― 灰オリーブ 灰オリーブ 良好 精良 黒色粒子 ⑥8468 口縁部上面は露胎

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

焼成 胎土
出土区

グリッド
備考
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0 5cm（S=1/3）977

978

0 5cm（S=1/3）

979

TAK201208調査区包含層（Ⅱ層）出土遺物（第263図、図版216、第183表）（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県県教委

編2018年478頁参照）

979は石鍋の口縁部である。鍔は消滅

し、口縁部を斜めに削り出し稜を持つ

わずかな高まりとして痕跡を残す。木

戸氏によるⅣ類に属する（木戸1995）。

外面は全面に煤が付着する。

TAK201302調査区包含層（Ⅱ層）出土遺物（第264・265図、図版217・218、第184・185表）（『竹松遺跡Ⅲ』

長崎県教委編2018年478頁参照）

980は滑石製の浅い小容器である。わずかに凸状を呈する底部から、体部は丸みを持って立ち上が

り直立する。削り調整の単位は小さい。内面には粗い削り痕が残り器壁の厚さは均一でなく稚拙な作

りである。底部には煤が付着し大きな単位の削り痕が見られることから石鍋底部の加工製品と思われ

る。981は緑色片岩製の五輪塔の空・風輪である。横断面は楕円形を呈し歪である。空輪と風輪の境

には断面三角形の凸帯が巡り、風輪には線刻の二重蓮弁が描かれる。ホゾの断面は四角形である。15

世紀末～16世紀初頭のものである（註1）。982は安山岩製の五輪塔笠部である。空隙が目立つ粗い石

質である。16世紀前半のものと思われる(註2)。

第262図　TAK201202調査区 Ⅱ層 出土遺物 (S=1/3)

第263図　TAK201208調査区 Ⅱ層 
出土遺物 (S=1/3)

第182表　TAK201202調査区Ⅱ層出土 金属製品観察表

第183表　TAK201208調査区Ⅱ層出土 滑石製石鍋観察表

第184表　TAK201302調査区Ⅱ層出土 ミニチュア滑石製品観察表

第185表　TAK201302調査区Ⅱ層出土 石塔観察表

図版215　TAK201202調査区 Ⅱ層 出土遺物

図 版216　TAK201208調 査 区 
Ⅱ層 出土遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

979 鍔付石鍋 Ⅳ類 口縁部 　― (3.7) ― ― ― 黒 黄灰 ① 鍔は消滅している　外面に煤付着　

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

出土区グリッド 備考

口径 器高 底径

980 容器 (7) 2 ー(64) 25 ③8666　 稚拙な作り

法量(㎜)
重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考器種遺物番号

遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 色調 出土区グリッド 備考

981 五輪塔の空・風輪 179 109 97 2765 ⑪1276 緑色片岩製で風輪に線刻の二重蓮弁

982 五輪塔の火輪 274 270 146

ー

ー1140 ⑪ 安山岩製

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

978 不明 鉄 41 5 5 4.94 ②区8658 棒状
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0 10cm（S=1/4）

0 5cm（S=1/3）

980

981

第264図　TAK201302調査区 Ⅱ層 出土遺物 -1(980は S=1/3・981は S=1/4)

図版217　TAK201302調査区 Ⅱ層 出土遺物 -1
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0 5cm（S=1/3）

983 984

TAK201404調査区包含層（Ⅱ層）出土遺物（第266図、図版219、第186表）（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教

委編2019年260頁参照）

983、984は鉛製の鉄砲玉である。わずかな歪みは見られるが、いずれも直径1.2cmの球形である。

984は腐食による空洞がある。

第265図　TAK201302調査区 Ⅱ層 出土遺物 -2(S=1/5)

第266図　TAK201404調査区 Ⅱ層 出土遺物 (S=1/3)

第186表　TAK201404調査区Ⅱ層出土 金属製品観察表 鉄砲玉

図版218　TAK201302調査区 Ⅱ層 出土遺物 -2

図版219　TAK201404調査区 Ⅱ層 出土遺物

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

983 鉄砲玉 鉛 12 12 11.2 8.7 B６西9070

984 鉄砲玉 鉛 12 12 12 5.1 B６西9070 腐食による空洞

0 20cm（S=1/5）

982
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0 5cm（S=1/3）

985

0 5cm（S=1/3）

986

0 5cm（S=1/3） 987

TAK201405調査区包含層（Ⅱ層）出土遺物（第267図、図版220、第187表）（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教

委編2019年261頁参照）

985は半球状銅製品である。直径は23.5mm、高さは10mmを測る。腐食の程度が大きいために装飾の

有無は不明である。

③包含層出土遺物（Ⅲ層）

TAK201202調査区包含層（Ⅲ層）出土遺物（第268図、図版221、第188表）（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編

2017年254頁参照）

986は隅丸方形の筒型と思われる石鍋である。外面の調整は通常の石鍋の削りとは異なり、削り方

向が一定ではなく削り傷が付くなど粗い調整である。外面には全面に薄く煤が付着する。

TAK201208調査区包含層（Ⅲ層）出土遺物（第269図、図版222、第189表）（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編

2017年254頁参照）

987は石鍋の口縁部片である。浅い

線刻で葉状のものが描かれる。縦に

置くと蓮弁のようにも見える。

第267図　TAK201405調査区 Ⅱ層 出土遺物 (S=1/3)

第268図　TAK201202調査区 Ⅲ層 出土遺物 (S=1/3)

第269図　TAK201208調査区 
Ⅲ層 出土遺物 (S=1/3)

第187表　TAK201405調査区Ⅱ層出土 金属製品観察表 銅製品

第188表　TAK201202調査区Ⅲ層出土 滑石製石鍋観察表

図版220　TAK201405調査区 Ⅱ層 出土遺物

図版221　TAK201202調査区 Ⅲ層 出土遺物

図 版222　TAK201208調 査 区 
Ⅲ層 出土遺物

遺物番号 器種 材質 直径(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

985 半球状 銅 23.5 10 2.3 ④8064 脆弱

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

986 石鍋 底部～体部片 － (3.1) －
削り傷等

粗い調整
－ 灰黄褐 にぶい黄橙 ⑤7658 隅丸方形の筒形の石鍋 外面に薄く煤付着 

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

出土区グリッド 備考
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TAK201403調査区包含層（Ⅲ層）出土遺物（第270図、図版223、第190表）（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教

委編2019年278頁参照）

988は刀子である。刀身の下半と茎の一部が残る。峰は区を作らずに茎へ続く。989は断面直径4mm

の鉄線を曲げたものである。左が上にくる。

TAK201404調査区包含層（Ⅲ層）出土遺物（第271図、図版224、第191・192表）（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎

県教委編2019年278頁参照）

990は小型の鎌である。基部を折り返している。991は鎌である。刀部復元長は21.3cm、最大幅は

2.1cmである。口金が残存する。992は大型の刀物の茎部である。993は滑石製石鍋である。器高が

7cm程度の浅い鍋で、およそ1/4残存する。体部はほぼ直立し口縁部に至る。縦耳が1対あったものと

思われる。外面の調整は一般的な石鍋と同じであるが、内面に4～7cmの長さを持つ横位の削痕が全

面に残る点が異なる。

第270図　TAK201403調査区 Ⅲ層 出土遺物 (S=1/3)

第189表　TAK201208調査区Ⅲ層出土 滑石製石鍋観察表

第190表　TAK201403調査区Ⅲ層出土 金属製品観察表 鉄製品

図版223　TAK201403調査区 Ⅲ層 出土遺物

0 5cm（S=1/3）

988

989

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

988 刀子 鉄 (47) 15 3 5.9 0870 刀身の下半と茎の一部

989 不明 鉄 (80) (23.5) (14) 15.2 1274
断面直径４㎜の鉄線を曲げ

た物　左が上にくる

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

987 石鍋 口縁部片 － (3.3) － － － 褐灰 褐灰 ④9876　３層北2 蓮弁線刻か

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

出土区グリッド 備考
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TAK201405調査区包含層（Ⅲ層）出土遺物（第272図、図版225、第193〜195表）（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎

県教委編2019年279頁参照）

994.995は滑石製の錘である。994は平面形が紡錘形で断面は円形を呈する。長軸方向に溝が1条巡

る。下面は瘤状に作り出している。上面の形状は欠損のために不明。995は方柱状で長軸方向に溝が

1条巡る。996は茎がわずかに欠ける刀子である。997は刀身が短い完形の刀子である。998は刀子の

第191表　TAK201404調査区Ⅲ層出土 金属製品観察表

第192表　TAK201405調査区Ⅲ層出土 滑石製石鍋観察表

図版224　TAK201404調査区 Ⅲ層 出土遺物

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

990 鎌 鉄 (76) (17) 3 8.5 B６東9272 小型で基部を折り返している

991 鎌 鉄 （165） 21 10 46.6 B8南 口金が残存

992 刀子 鉄 (73) (22) 4 10.8 B６東9272 大型刀物の茎部

第271図　TAK201404調査区 Ⅲ層 出土遺物 (S=1/3・993は S=1/4)

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

993 石鍋 口縁部～体部 (188) (65) ― ―
全面に4～7ｃｍの

横位の削り痕
灰白 灰白 9274 浅い鍋で、縦耳が一対あったと思われる

色調
出土区グリッド 備考遺物番号 器種 部位

法量(㎝) 調整

0 10cm（S=1/4）

0 10cm（S=1/3）

990

992

991

993
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身と茎の境部分である。999は鎌の先端と思われる。1000は鎌である。基部は折り返しを行っている。

1001は腐食が進んでいない鉄製品である。持つと重量感がある。表面の剥離は激しい。鎬状の高ま

りも見られることから刀の可能性もある。一部繊維が付着している。同一個体を4点掲載した。1002

は鍔付石鍋の体部～口縁部片である。体部から口縁部にかけて斜め方向に直線的に開く。鍔は口縁部

の直下に付き、上面は水平に下面を斜めに削り出しているが突出はわずかで鍔の退化が進んでいる。

第272図　TAK201405調査区 Ⅲ層 出土遺物 (S=1/3・1002は S=1/4)

0 10cm（S=1/4）

0 10cm（S=1/3）

994

995

996

1000

997 998 999

1001

1002
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第193表　TAK201405調査区Ⅲ層出土 滑石製品観察表

第194表　TAK201405調査区Ⅲ層出土 金属製品観察表

図版225　TAK201405調査区 Ⅲ層 出土遺物

遺物番号 器種 材質 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 　重量(ｇ） 出土区グリッド 備考

996 刀子 鉄 (102) 14.5 5.5 11.6 ③8066 茎がわずかにかける

997 刀子 鉄 61.5 9 4.5 3.3 ⑥7264 完形で刀身が短い

998 刀子 鉄 (40) 14 5.5 3.7 ④7862 身と茎の境部分

999 鎌 鉄 (47) 26.2 4 7.1 ②8068 先端部

1000 鎌 鉄 (160) 39 12 120 ②7868 基部折り曲げている

(143) （35.5） （13） ③8066

(221) (36.2) (13.5) ③8066

(165.5) 32 (16) ③8066

(182) 36 (13) ③8066

1001 刀 鉄
腐食は進んでないが 表面

の剥離が激しい

140

240

220

255
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0 5cm（S=1/3）

1003
1004

④表土・出土層位不明遺物（第273図、図版226、第196・197）（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年照）

TAK201407調査区出土遺物

1003は古瀬戸の浅椀もしくは皿である。内湾する体部から口縁部は「く」の字に屈曲し端部を上方

へ摘み上げる。ざっくりとした軟質の胎土で器厚は厚く、釉薬はガラス質で透明がかった緑色を呈す

る。表土出土。

TAK201202調査区出土遺物

1004は結晶片岩の扁平な円礫を利用した分銅型の石錘である。向かい合う円周上に「打ち欠き」に

よってノッチを作り出している。

【註】

註 1.2　大石一久氏の教示による。

【引用・参考文献】

木戸　雅寿　1995｢ 石鍋 ｣『概説　中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編　真陽社

第273図　TAK201202・TAK201407調 査 区 
表土・出土層位不明遺物 (S=1/3)

第195表　TAK201405調査区Ⅲ層出土 滑石製石鍋観察表

第196表　TAK201407調査区表土・出土層位不明 陶器観察表

第197表　TAK201202調査区表土・出土層位不明 石製品観察表

図版226　表土・出土層位不明遺物

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

1002 鍔付石鍋 体部～口縁部 (26) (6.2) － － － 褐灰 褐灰 ③7666 鍔の突出は僅かで退化が進んでいる

遺物番号 器種 部位
法量(㎝) 調整 色調

出土区グリッド 備考

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

1003 古瀬戸 浅椀もしくは皿 口縁部～体部 (12) (2.6) ― ― ― オリーブ黄 オリーブ黄 良好 軟質 7260 １層　

備考
出土区

グリッド
遺物番号 器種 部位

法量(㎝) 調整 色調
焼成 胎土
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Ⅳ　附編

1　竹松遺跡出土の滑石製笠塔婆とその建塔背景

大石一久

（１）はじめに

竹松遺跡のこれまでの発掘調査で出土した滑石製残欠6点（ほぼ完形の宝珠も含む）と剥片の10数点

は、下記するように、本来は2基分の笠塔婆であり、それが何らかの理由でもって破壊を受けたこと

が考えられる。また、この残欠部材は発掘状況から河床跡から出土したことが判明しているが、笠部

分の小型の残欠にやや摩耗痕が認められるものの、ほとんどの残欠部材からは水流による摩耗痕は認

められず、破壊痕を含めた各隅は鋭利な石面を見せたままである。水流が乏しくなった河床へ投棄さ

れたためかどうかその理由は判然としないが、本来の塔形が認めがたいほどに破壊された後に河床に

投棄されたことはほぼ間違いないようである。

不可解なのは3尊の種字（梵字）が陰刻された部材である。この種字陰刻部材は、笠塔婆の中で重要

な情報を持った部分なのだが、３尊種字だけを残してその上下端を乱雑に破壊している。この点から

同じ破壊でもアトランダムな破壊ではなく何らかの意図をもって破壊されたことが推察される。ただ、

それでも遺棄されている。その背景を考えるには、竹松遺跡自体がもつ性格、とくに14世紀半ばころ

に一端消滅するという事実と関連付けて考えることが求められる。つまり、単なる宗教的側面だけで

なく、大村地方で起こったと考えられる14世紀半ばころの政治社会的な変動を含めて考察する必要が

ある。

また竹松遺跡の東方向に位置する龍福寺跡（大村市立福寺町）は、かつての郡七山十坊の古刹跡で天

正2年（1574）のキリシタンによる焼き討ちで消滅した。その境内跡からは中国・福建省寧波産の梅園

石で製作された薩摩塔（塔身残欠）が確認される。この点も、大量の中国産貿易陶磁器が出土した当遺

跡との関連が示唆されており興味深い。

これら幾つかの疑問を含め、以下、笠塔婆と判断した理由とその製作時期、また３尊種子が意味す

る背景などについて、肥前地方の類例を参考に述べてみる。

なお、中世の石塔類は、中央（関西圏）はいうまでもなく同じ九州圏内であっても各々に石造文化圏

があって地域差が激しく、異なる文化圏の遺品を類例とすることは適切でなく要注意が必要である（註

1）。そのため本稿では、ここで問題にする滑石製品が属する石造文化圏、即ち西彼杵半島産の滑石製

塔や緑色片岩製塔に限定して類例を挙げることにし、それ以外の文化圏の類例はあくまでも参考資料

扱いであることを断っておく。

（２）笠塔婆と判断した背景

滑石製品は、3尊種子彫出の部材1点（図版及び図面は本文325、326ｐ）、棒柱部材2点（1個体に接合　

図版及び図面は本文328、329ｐ）、半壊状の笠2点（本文326、327ｐ）、ほぼ完形の宝珠1点（『竹松遺跡

Ⅳ』下巻268頁）、その他剥片10数点である。

3尊種子彫出の部材1点は、4側面が約110mm幅で面取りされており、その3面の左側面に 「ア」（胎
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蔵界大日如来　蓮座は線彫り）、中央に 「キリーク」（阿弥陀如来、蓮座は陰刻の造り出し）、右側

面に 「バン」（金剛界大日如来、蓮座は線彫り）が彫られている（図版1-1,2,3）。

種字の配列と蓮座の造り出しから、中尊は「キリーク」（阿弥陀如来）であり、その両側に控える「ア」

（胎蔵界大日如来）と「バン」（金剛界大日如来）が脇侍的立場となっている。この種字の配列には真言

浄土宗の覚鑁の影響が見て取れるが、この点は「（4）建塔の背景」の項で取り上げる。大きさは、横幅

が208mm、最大の長さが279mmであり、遺跡⑤区6660で出土している。

次に棒柱部材2点は割れ面が一致することから、本来は1個体の棒柱になることは間違いなく、接

合した場合の長さは672mm、最大幅が160mmとなる。この棒柱も4側面が約100mm前後の幅で面取りさ

れているが、この面取りが単なる面取りなのか、それとも六角柱を意識した彫出なのかは判然としな

い（註2）。碑面には何ら意匠も彫られてなく素面であるが、横幅が上記した3尊種子陰刻の部材とは一

致せず、3尊種子彫出の部材と比較してやや小振りである。ただ、当遺跡では滑石製の笠が2点確認さ

れており、ここで問題にしている棒柱部材はもう1基の石塔類に関係した部材の可能性が高い。出土

地は、上記した3尊種子彫出部材と同じ⑤区6660である。

笠2点はともに残欠であるが、まず驚くのはその大きさである。滑石製塔はもちろんであるが、13

世紀半ば以降に登場する緑色片岩製の宝塔笠や五輪塔の火輪を含めても最大級の大きさである。残念

なことに両笠はともに本来の形態をなくした残欠であるのだが、もともとの大きさは軒面の厚さから

ある程度想定される。⑤区6660から出土した残欠笠（図版及び図面は本文326ｐ）は、現状では長さは

200mm強だが、軒面の厚さが中央近くで90mm、軒端で100mmあり、そこから推測するに本来の笠横幅

は450～500mm前後と想定される。また⑤区6860出土の残欠笠（図版及び図面は本文327ｐ）は、現状で

は横幅約320mmだが、軒面の厚さが中央近くで80mm、軒端で90mmあることから本来の笠横幅は450mm

前後と推測される。450mm以上の横幅を持つ滑石製の笠は極めて大型に属するもので、滑石製に次い

で登場する緑色片岩製の大型塔である永仁5年（1297）銘五輪塔（川棚町七浄寺跡出土　火輪横幅400mm、

軒厚最大60mm　図版2）や同じ緑色片岩製の正和5年（1316）銘東光寺跡宝塔（笠は無く、笠に対応する

基礎横幅が450mmを測るので笠横幅は約440～450mmと推定（図版3）と比較して当遺跡出土の滑石製笠

がいかに大型であるか理解されると思う。しかも西彼杵半島における滑石の採石にはその大きさを含

め限度があり、石塔類に利用されるのは14世紀半ばころまでである。当遺跡で出土した大型笠や棒柱

部材などは滑石の採石がまだ豊かな時代の産物であることは間違いなく、そこからも14世紀半ば以前

の製作であろうことが考えられる。

また、⑤区6860出土の残欠笠には底面に大きく枘（ホゾ）が大入れ状に彫り込まれており、3尊種子

陰刻部材や棒柱状部材に施された4側面の面取り部分の幅とほぼ一致する。ただ、⑤区6660出土の笠

には枘的な彫出は確認できない。残欠部分が最大でわずか200ｍｍとはいえ、枘的な大入れ部分の痕

跡が全く認められないことは、もともとから笠の底面はフラットに調整されていた可能性が高い。

最後に宝珠（図版4）であるが、一部に損壊痕が見られるものの当所の全体観がほぼ確認できるほど

残存状況は良好である。枘を含む総高は157mm、宝珠部分の最大横幅は97mmである。宝珠部分の重心

が下部にあって上方に向かって尖ってくる形態は、1200年前後の滑石製宝珠の特徴をそのまま持っ

ている。類例としては、平松神社滑石製宝珠（諫早市本明町古城　図版5）、波佐見町岳辺田の滑石製

宝珠（東前寺左手　図版6）、東彼杵町岡遺跡出土の滑石製宝珠（東彼杵町歴史民俗資料館保管　図版
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蔵界大日如来　蓮座は線彫り）、中央に 「キリーク」（阿弥陀如来、蓮座は陰刻の造り出し）、右側

面に 「バン」（金剛界大日如来、蓮座は線彫り）が彫られている（図版1-1,2,3）。

種字の配列と蓮座の造り出しから、中尊は「キリーク」（阿弥陀如来）であり、その両側に控える「ア」

（胎蔵界大日如来）と「バン」（金剛界大日如来）が脇侍的立場となっている。この種字の配列には真言

浄土宗の覚鑁の影響が見て取れるが、この点は「（4）建塔の背景」の項で取り上げる。大きさは、横幅

が208mm、最大の長さが279mmであり、遺跡⑤区6660で出土している。

次に棒柱部材2点は割れ面が一致することから、本来は1個体の棒柱になることは間違いなく、接

合した場合の長さは672mm、最大幅が160mmとなる。この棒柱も4側面が約100mm前後の幅で面取りさ

れているが、この面取りが単なる面取りなのか、それとも六角柱を意識した彫出なのかは判然としな

い（註2）。碑面には何ら意匠も彫られてなく素面であるが、横幅が上記した3尊種子陰刻の部材とは一

致せず、3尊種子彫出の部材と比較してやや小振りである。ただ、当遺跡では滑石製の笠が2点確認さ

れており、ここで問題にしている棒柱部材はもう1基の石塔類に関係した部材の可能性が高い。出土

地は、上記した3尊種子彫出部材と同じ⑤区6660である。

笠2点はともに残欠であるが、まず驚くのはその大きさである。滑石製塔はもちろんであるが、13

世紀半ば以降に登場する緑色片岩製の宝塔笠や五輪塔の火輪を含めても最大級の大きさである。残念
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じで、九州圏内では大分県内で見られる国東塔（主に溶結凝灰岩〔阿蘇凝灰岩〕製）などが有名である。

また、滑石製宝塔としては承元3年7月（1209）銘の長栄寺大御堂の宝塔（壱岐市　図版9）や平安末に

想定される蓮厳院宝塔（佐賀県鹿島市　図版10）などがある。長栄寺大御堂の宝塔については最近、同

所で同石材の笠を確認したが、蓮厳院宝塔を含め笠上部にのる部材は確認されていない。また、唐津

市の「源久」遥拝宝塔(佐賀県唐津市千々賀　図版11）は鎌倉時代の年代が与えられているが、笠上部

の部材は欠損で不明である。同じく鎌倉時代作と考えられる武雄市の八並角宝塔（安山岩製　図版12）

は、現総高が約３㍍近い巨大塔で基礎・塔身・笠まではほぼ完形、最上部の相輪が擦部下部から欠損

しているが、宝塔と相輪の関係はここでも認められる。

ところで、ここで問題にしている竹松遺跡出土の滑石製部材で、笠底部に塔身と組み合わせるた

めの大入れ的な枘が彫り込まれる形式は、管見の限りでは西彼杵半島産の滑石及び緑色片岩製塔文化

圏では初めての事例である。ただ、鎌倉時代作とされる安山岩製の武雄角宝塔（佐賀県武雄市武雄町　

笠までの総高110mm　図版13）の笠が底部を一段彫りくぼめて塔身に被さる形で組み合うようになっ

ており、同じ形式の造りとなっている。

このように、竹松遺跡から出土した滑石製の宝珠、笠、3尊種子陰刻部材を含む棒柱部材は笠塔婆

を構成する3種目として間違いないものと思われるが、ここではより慎重を期して同じ西彼杵半島産

の滑石を石材にした笠塔婆の類例を示す。そこから当遺跡出土の笠塔婆が稀有な特殊塔ではなく、あ

る一時期に県内各地で造塔された馴染みある石塔であったことを紹介する。

（滑石製笠塔婆の類例）

西彼杵半島産の滑石を用いたと考えられる滑石製笠塔婆が、当遺跡出土の部材を除き、肥前地方で

は塔身が7点、緑色片岩製塔身が1点、また宝珠が5点ほど確認されている。宝珠は、先述したように

諫早市の平松神社滑石製宝珠、 波佐見町岳辺田の滑石製宝珠、東彼杵町岡遺跡出土の滑石製宝珠など

の５点である。

塔身は、現在、7点のうち1点が所在不明となっているので、ここでは残りの6点について概要を述

べる（註3）。なお、種字についての解読は松永修輔氏のご教示を参考にしたが、詳細は別の機会にし

たいと考えている。
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(a)薬師堂笠塔婆塔身　（図版14　川棚町西小串郷）

大村湾の小串浦海岸側の薬師堂内に安置されている。薬師堂が建つ場所は、標高がわずか数㍍しか

ない丘上であり、もとは周囲を海に囲まれた小島だったと思われる（図版15）。発見場所は定かでない

が、現在薬師堂が建っている頂部分ともいわれている。

滑石製塔身は四角柱で、枘を除く全長は340ｍｍ、横幅は一面が下端で95mm、上端で90mm、側面が

下端部で90mm、上端で80mmとなっており、上端に向かってやや細くなっている。その4側面に非常に

拙い種字が3文字ずつ陰刻されている。

第1面（図版16-1）の種字は３文字とも キリーク　阿弥陀如来）、第2面（画像16-2）は （サク　

勢至菩薩）の3文字を意識して陰刻したものか。ただ、アク点（縦に並ぶ2個の点）ではなく、アン点（種

字の上部に付く点）となっており、これをどう解釈するのかは今後の課題である。第3面（図版16-3）

は （サ　観音菩薩）、第4面（図版16-4）は （カ　地蔵菩薩）であろう。各面とも同じ種字を3文字縦

に陰刻していることになるが、このような事例が他にあるのかはわからない。また、種字の字体は縦

長に刷毛書き状に大ぶりに彫られ、しかもその彫り込みは深い。おそらく塔自体を製作した石工（ま

たは仏師）による彫出であろう。

なお、松永氏のご教示では、阿弥陀三尊（阿弥陀・観音・勢至）に付した極楽浄土思考と地蔵菩薩の

よる救いを希求して建塔されたのではないかとされる。

ところで、西彼杵半島産と考えられる壱岐・鉢形嶺経塚出土の延久3年（1071）銘滑石製弥勒如来坐

像（国指定　総高643mm）では、その背面や台座を中心に多くの銘文が刻まれているが種字の陰刻はな

い。ただ、先述した長栄寺大御堂の承元3年（1209）銘滑石製宝塔（壱岐市　図版9）では、その塔身部

分に （ア 胎蔵界大日如来　図版17）が陰刻され、字体は線も細かくやや縦長に陰刻されている。管

見の限りでは、この長栄寺大御堂の滑石製宝塔が、紀年銘を持った種字としては県内では初源である。

つまり、西彼杵半島産の滑石製文化圏では1209年段階で石造物に種字が使用され、しかも鎌倉後期

以降に定型化される以前の字体をもっていることから、当時すでにある程度普及していたことが示唆

されている。この点から考えれば、薬師堂笠塔婆は、その刷毛書き状で縦長に大ぶりに彫られている

字体からみて、承元3年（1209）よりも確実に遡る製作時期が与えられるものと思われる。

また、アン点やアク点の彫出の仕方は、鎌倉末期以降になると基本的に菱形状に刻まれてくるが、

この薬師堂笠塔婆は×状や四角、また拙い菱形など形状は不統一で定型化されてない。この点は、上

記した承元3年（1209）銘の長栄寺大御堂滑石製宝塔や永仁5年（1297）銘五輪塔（図版2）が丸「○」で彫ら

れ、正和5年（1316）銘東光寺跡宝塔（図版３）以降になって正確な菱形状でほぼ定型化される。このア

ン点やアク点の彫出の仕方からも、薬師堂滑石製笠塔婆が1200年以前の製作であることが推察され

る。おそらく1100年代の半ばころから後半ころの製作と考えられる。

(b)東前寺笠塔婆塔身　（波佐見町岳辺田郷）

東前寺の境内では、3本の笠塔婆塔身と笠が確認される。本来の建塔地はわからないが、東前寺左

手側の小高い裾野周辺（現在は民家とその背後に中世石塔が確認される墓地がある）で滑石製宝珠（図

版6）が見つかっていることから、おそらくその付近ではないかと考えられる。現在はその眼下に広大

な田原が広がっているが、かつてはその中央を流れる川棚川を介して大村湾に通じ、内陸の奥座敷的

な性格で遠隔地との活発な交渉が展開されていたのではないかと思われる。
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ア）東前寺笠塔婆1　（図版18） 

笠塔婆1の塔身は、枘を除く全長が380mm、横幅は一面が下端で110mm、上端で100mm、側面が下端

部で95mm、上端で80mmとなっており、薬師堂笠塔婆同様に上端に向かってやや細くなっている。そ

の4側面に非常に拙い種字が３文字ずつ陰刻されている。

第1面（図版19-1）の上は （キリーク　阿弥陀如来）、中段が （カ　地蔵菩薩）、下段が （バン　

金剛界大日如来）と読んだが、おそらく定型化する前の字体と思われるので断定的なことはいえない。

第2面（図版19-2）の上段は （サ　観音菩薩）か、中段が （バン　金剛界大日如来）か、下段もア

ン点が付くが不明。第3面（図版19-3）は上段が （カ　地蔵菩薩）、他の２文字は不明。第４面（図版

19-4）の上段は不明。中段、下段の種字はともにアン点が付いており、中段は （バン　金剛界大日

如来）、下段は不明。

この笠塔婆１は、刻まれた種字が刷毛書き状に縦長に深い彫り込みで陰刻されており、薬師堂笠塔

婆塔身（川棚町西小串郷）に近い内容を持っている。また、完全な四角柱ではなく、上端に向かって細

くなる点も共通していることから、おそらく薬師堂笠塔婆と同年代かそれに次ぐ時代に建塔されたの

ではないかと思われる。

イ）東前寺笠塔婆2　（図版20）

笠塔婆2は、枘を除く全長が445mm、横幅は一面が下端、上端ともに750mm、側面が下端、上端と

もに70mmとなっており、薬師堂笠塔婆や東前寺笠塔婆1とは異なって細身のほぼ四角柱となっている。

種字は各4側面に3文字ずつ彫られているが、全体に摩耗が激しい。

第1面（図版21-1）は、上段は （キリーク　阿弥陀如来）に見えるが、松永氏ご指摘の通り不完全

な字体（半角のラなし）となっている。中段は （バン　金剛界大日如来）、下段は摩耗が激しく不明。

各字体はやや縦長に彫られているが定型に近い字体であり、彫り込みは上記笠塔婆１と比較して浅く

なっている。また、上段と中段の間に区画線が引かれるなど、薬師堂笠塔婆や東前寺笠塔婆1には見

られない特徴が認められ、より洗練されたものになってきている。おそらく、それだけ製作時期はや

や後代にずれるものと考えられる。ただ、アン点やアク点は菱形状というよりも単なる窪みを彫って

表現しており、定型化される前の状態を示している。

第2面（図版21-2）は、上段と下段は摩耗が激しく不明。中段のみが判読でき、おそらく （バン　

金剛界大日如来）だと思われる。アン点は菱形というよりも単なる窪みで表現しているが、中段と下

段の間に区画線痕が認められる。

第3面（図版21-3）は、上段は摩耗で不明、中段は （バン　金剛界大日如来）、下段は （サ　観音

菩薩）に見えるが不明。この塔身面で注目すべきは、アン点がこの部分だけほぼ正確に菱形状に陰刻

されている点である。この彫出の仕方は鎌倉末期以降のアン点やアク点の彫りに酷似しており、第1

面や第2面の彫出とは異なっている。また、区画線が上段、中段、下段の各段の間、さらに下段下に

は二条線が引かれていることが認められる。

第4面（図版21-4）は、全体に摩耗がはげしく種子の解読はできない。ただ、下段下に一本の区画線

がかすかに認められる。

この東前寺笠塔婆2は、ほぼ四角柱の塔身となっており、種子の字体も承元3年（1209）銘長栄寺大

御堂宝塔（壱岐市）の塔身に刻まれている種字とほぼ同様に定型化されたものに近づいている。また、
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第3面で見られるアン点もほぼ正確に菱形状に刻むなど、薬師堂笠塔婆や東前寺笠塔婆1よりもやや洗

練された側面が認められる。製作時期は、薬師堂笠塔婆塔身（川棚町西小串郷）や同所の笠塔婆１より

もやや後代（1100年代の後半）に建塔されたと思われる。

ウ）東前寺笠塔婆3　（図版22）

この塔身は、今から述べる種子と形状から、明らかに五輪塔を意識した笠塔婆というべき遺品であ

る。大きさは、全長が370mm（枘なし）、横幅は四面とも100mmの四角柱である。また、県内で確認さ

れている笠塔婆7点のうち6点が滑石製であるのに対し、この塔身のみが緑色片岩製である。

種子は各面に2文字彫られており、結論的にいえば五輪塔四方種子の水輪部と地輪部に充てられる

四転種子である。第1面（図版23-1）には上段に （バ）、下段に （ア）、第２面（図版23-2）の上段に　

（バー）、下段に （アー）、第3面（図版23-3）は上段に （バン）、下段は損壊で不明だが、種字の

配列から （アン）が刻まれていたことは間違いない。第4面（図版23-4）の上段は （バク）、下段も

損壊しているがアク点が残っており （アク）として良い。種字の字体は定型に近くなっており、ア

ン点やアク点も菱形状になっている。

ところで、この塔身は、五輪塔四方種字の配列から五輪塔の水輪と地輪を意識していることは間違

いなく、水輪部にあたる部分の下端四隅がわずかに削られていることは水輪の球形を表現しようとし

た痕跡と思われる。ただ、上端は四角柱のままであり、主に16世紀後半から近世にかけて関西などで

多く建塔されてくる小型の一石五輪塔と同じ範疇で捉えることはできない。

そもそも肥前地方では一石五輪塔を建立する石造文化は基本的に発展しない。ただ、仁田尾石塔群

（長崎市虹ヶ丘町）に3基の一石五輪塔（緑色片岩製）が確認され、長足の地輪、球形の水輪、火輪、風

空輪がきちっと彫成されており、製作時期は15世紀前半ごろではないかと思われる。また永徳寺石

塔群（小佐々町）にも1基、一石五輪塔が確認されるが、この四転種字は縦長の刷毛書き状で陰刻され、

アク点なども単なる窪み状に彫られており、製作時期は仁田尾石塔群の一石五輪塔よりも古く、おそ

らく14世紀前半から半ばころと考えられる（註4）。その他、対馬などでは数点一石五輪塔が確認され

るが、これらは島外（主に関西方面）から搬入されたものであり、製作時期は16世紀後半ころと思われ

る（註5）。

ところで、東前寺で確認される五輪塔を意識した塔身は、ここで問題にしている滑石製笠塔婆の延

長線上で捉えるべきで、いわゆる一石五輪塔の形態とはまず異なっている。水輪下端四方をわずかに

削って球形を表現しようとしているが、上端部は全くの四角柱であり、むしろ肥前地方における五輪

塔の初源的造塔の可能性がある。緑色片岩製で最古の紀年銘五輪塔は、先述した永仁5年（1297）銘の

五輪塔（川棚町）である。おそらく滑石から緑色片岩に素材が移行する前後の過程で出てきたのが、こ

の東禅寺笠塔婆3だと思われる。つまり笠塔婆から五輪塔への移行期に現れた塔と考えられるが、今

後の調査でより詳細な結論を出したいと思う。製作時期は、種字の字体やアン点などの形状から1200

年代前半から半ばころではないかと思われる。

(c)諫早・笠塔婆  （図版24　諫早市本明町）

この塔身は、同じ滑石製宝珠（図版5）が確認される平松神社付近（諫早市本明町古城）で出土したも

のといわれている。枘を除く全長は290mm、横幅は広い面で100mm、側面で55mmとなっており、板状

に近い形状をなしている。正面幅に対する横幅の狭さは、滑石製塔身としては珍しい。
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るが、これらは島外（主に関西方面）から搬入されたものであり、製作時期は16世紀後半ころと思われ

る（註5）。

ところで、東前寺で確認される五輪塔を意識した塔身は、ここで問題にしている滑石製笠塔婆の延

長線上で捉えるべきで、いわゆる一石五輪塔の形態とはまず異なっている。水輪下端四方をわずかに

削って球形を表現しようとしているが、上端部は全くの四角柱であり、むしろ肥前地方における五輪

塔の初源的造塔の可能性がある。緑色片岩製で最古の紀年銘五輪塔は、先述した永仁5年（1297）銘の

五輪塔（川棚町）である。おそらく滑石から緑色片岩に素材が移行する前後の過程で出てきたのが、こ

の東禅寺笠塔婆3だと思われる。つまり笠塔婆から五輪塔への移行期に現れた塔と考えられるが、今

後の調査でより詳細な結論を出したいと思う。製作時期は、種字の字体やアン点などの形状から1200

年代前半から半ばころではないかと思われる。

(c)諫早・笠塔婆  （図版24　諫早市本明町）

この塔身は、同じ滑石製宝珠（図版5）が確認される平松神社付近（諫早市本明町古城）で出土したも

のといわれている。枘を除く全長は290mm、横幅は広い面で100mm、側面で55mmとなっており、板状

に近い形状をなしている。正面幅に対する横幅の狭さは、滑石製塔身としては珍しい。

種子は、各面に1文字ずつ大振りの薬研彫りに近い字体で彫出されており、各文字の上端に一条の

区画線、下端に二条の区画線が引かれている。とくに第1面と第2面の種字の下方が二条線をはみ出し

て刻まれているので、最初に区画線が引かれ、その後に種字を刻んだものと推測される。

第1面（図版25-1）は （カ　地蔵菩薩）で、下方が二条の区画線をはみ出して縦長に刻まれている。

第2面（図版25-2）は （バ）となっているが、松永氏によれば （バン　金剛界大日如来）ではないか

とする。種字は、第1面と同じく二条の区画線をはみ出して縦長に刻まれている。第3面（図版25-3）

は （マン　文殊菩薩）か。第4面（図版25-4）は （バン　金剛界大日如来）と読める。

第1面と第2面の種字は広い碑面に下方の二条区画線をはみ出して縦長に大きく描かれているが、塔

身全体の種字は、まとまりをもった定型化された字体に近づき、またアン点は正確な菱形が刻まれる

など、鎌倉末期以降の種字の起点となるような彫出となっている。種字の字体や彫出の仕方、塔身の

形状などから考えると、緑色片岩製塔が登場する前の1200年代前半ころの製作ではないかと思われる。

(d)称念寺笠塔婆 （諫早市小長井町　図版26-1）

称念寺は竹崎街道を長里川沿いに上った川内集落に建ち、笠塔婆は当寺周辺の田原から出土したと

いう。推定出土地は現在は海岸からやや離れた田原となっているが、かつては有明海に面した湾また

は干潟が広がっていたものと思われ、本来は海岸近くの低地に建塔されていたと考えられる。

笠・宝珠はなく塔身のみの残欠であるが、一部の損壊痕を除き、塔身としてはほぼ完存。その出来

栄えは見事であり、塔身本体はもちろんのこと枘までも研ぎ出しを入れて、西彼杵半島産滑石による

笠塔婆の完成形を彷彿とさせる好塔である。背高は枘を含めて460mmである（図版26-2　図面参照）。

石材は良質の滑石で、下端、上端ともに横幅80mmの完全なる四角柱である。各面には月輪内に3文

字の種字を装飾的に籠字状に彫り、また各種字の上下には二条の区画線と最下端には一条の区画線を

入れている。最下端の一条の区画線は本体を土中にそのまま埋め込む生け込み式のための可能性も否

定できないが、塔身底面が丁寧な彫成でフラットに整形されていることを考えれば、生け込み式では

なく、最下端の一条の区画線までを納める枘孔を造り出した基礎があったのかもしれない（註6）。

第1面（図版27-1）の上段は （アン　胎蔵界四方仏の阿弥陀如来）か。中段は （ア　胎蔵界大日

如来）、下段は （アク　四方仏の不空成就如来か胎蔵界の天鼓雷音如来）。第2面（図版27-2）は、上

段が （ア　胎蔵界大日如来）、中段も か、下段は （カ　地蔵菩薩）。第3面（図版27-3）の上段は   

（ア　胎蔵界大日如来）、中段は （カ　地蔵菩薩）、下段は （アン　胎蔵界四方仏の阿弥陀如来）。

第4面（図版27-4）は、上段が （キリーク　阿弥陀如来）、中段が （ア　胎蔵界大日如来）、下段が　

（キャ　十一面観音菩薩）と思われる。

ところで、称念寺の笠塔婆は、上記した5点のうち薬師堂笠塔婆塔身（川棚町）や東前寺笠塔婆1（波

佐見町）の塔身と比較して細身で各面、枘までも研ぎ出しを入れ、各4面には二条の区画線を入れた上

で月輪内に籠字状の種子を一字一字丁寧に陰刻している。アン点やアク点も特徴ある四角形をなした

特異な彫り方となっており、全てにおいて洗練されたものとなっている。

以上の各点から考えれば、この称念寺笠塔婆は西彼杵半島産の滑石を素材にした笠塔婆の完成形に

位置づけられ、その洗練された彫成は見事である。 製作時期は、多分に1100年代後半から1200年代

初期ころと思われる。            
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（滑石製笠塔婆6点の制作時期）

これまで、西彼杵半島産の滑石製笠塔婆の塔身6点について事例ごとに形状、陰刻種字とその特徴

などを述べてきた。そこで、上記内容を整理して大まかな製作時期を示すと次のようになる。

薬師堂笠塔婆塔身（川棚町）と東前寺笠塔婆１（波佐見町）が1100年代の半ばころから後半、次いで

東前寺笠塔婆2（波佐見町）が前記２点よりもやや後代の1100年代の後半ころ。これらの完成形と考え

られる称念寺笠塔婆（諫早市小長井町）が1100年代後半から1200年代初期ころと想定され、諫早・笠

塔婆（諫早市本明町）が1200年代前半ころ、最後に東前寺笠塔婆3（波佐見町）が1200年代前半から半ば

ころではないかと考えられる。この編年については、今後さらに事例が増えればより詳細な製作時期

が想定されると思われるが、現段階での事例からは、全体に平安末から鎌倉前期の範疇に入れて許さ

れるものと考える。　

また、これら笠塔婆の建塔は、基本的に末法思想にともなう埋経思想に関係する遺品ではないかと

考えている。現段階では両者を積極的に結びつける根拠はないが、ともに海際または川などを通じて

海に関わる低地で見つかっている点に注目したい。とくに肥前地方における滑石製経筒は、次の項で

述べるが、高所の山頂などではなく小島や海際で確認されており、滑石製笠塔婆の発見地とほぼ同様

の場所である。造立時期も平安末から鎌倉前期の範疇に入り、また笠塔婆の大きさが小型で埋経の地

上標識に適した大きさである。もしかしたら航行の安全などを願う海上祈願のための造塔だったのか

もしれないが、ここでは埋経思想に関係する遺品としての性格を指摘しておきたい。今後は、笠塔婆

に刻まれた種字の配列に何らかの意味があるのか、それとも阿弥陀如来や大日如来、地蔵菩薩など単

独の種字に意味を持たせた造塔なのかなど、種字の側面からもその建塔の性格を明らかにしていきた

いと思う。

以上、主に滑石製笠塔婆の塔身について西彼杵半島産の滑石及び緑色片岩製文化圏の枠内で検討

し、また参考資料として他の石造文化圏内の事例も挙げて考察してきた。とくに滑石製文化圏にあっ

ては、1200年前後ころに笠塔婆の石造文化が川棚、波佐見、諫早、小長井など各地で展開され、そ

の構造・形式は塔身、笠、宝珠の3種目で構成されていたことがわかってきた。また、当地の石造文

化圏ならではの種字の字体や彫出の仕方、大きさなども大凡わかってきた。つまり、西彼杵半島産の

滑石を素材とする笠塔婆は、平安末から鎌倉前期の一時期に広く県内各地で造塔された馴染みある石

塔だったのである。

これらの事例を前提に考えれば、竹松遺跡から出土した滑石製の宝珠、笠、3尊種子陰刻部材を含

む棒柱部材の3種目は笠塔婆を構成する部材として間違いないものと考えられる。

以下、竹松遺跡出土の滑石製部材（以下笠塔婆と記述）に絞って、製作時期、建塔と破壊に至る時代

的背景について述べる。

（３）製作時期 ― 主に素材からの編年         

西彼杵半島産の滑石を石材とした石造物（石仏や石塔類など）は、1200年代半ばから後半ころを境

にして、同じ岩層の緑色片岩製に移行する。

西彼杵半島産の滑石や緑色片岩を素材とした遺品のなかで仏教文化の伝播にともなって製作され

てくる石造物は、今のところ滑石製経筒がその初源である。ただ、経筒製作の前提をなすものとして
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（滑石製笠塔婆6点の制作時期）
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塔だったのである。

これらの事例を前提に考えれば、竹松遺跡から出土した滑石製の宝珠、笠、3尊種子陰刻部材を含

む棒柱部材の3種目は笠塔婆を構成する部材として間違いないものと考えられる。

以下、竹松遺跡出土の滑石製部材（以下笠塔婆と記述）に絞って、製作時期、建塔と破壊に至る時代

的背景について述べる。

（３）製作時期 ― 主に素材からの編年         

西彼杵半島産の滑石を石材とした石造物（石仏や石塔類など）は、1200年代半ばから後半ころを境

にして、同じ岩層の緑色片岩製に移行する。

西彼杵半島産の滑石や緑色片岩を素材とした遺品のなかで仏教文化の伝播にともなって製作され
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のみ

面痕（図版1-3参照）が残るが、その幅もほぼ一

致する。

滑石製経筒の中で紀年銘をもった遺品といえば、文治元年(1185)墨書銘の箕島経筒（大村市　現・

長崎空港）と文治5年 (1189)銘明星ガ鼻経筒（佐世保市針尾中町・祇園寺保管　図版28）である。とく

に伊ノ浦瀬戸（針尾瀬戸）の大村湾側に突き出た明星ガ鼻で発見された明星ガ鼻経筒には、紀年銘と同

時に「大勧進［僧］永金 」と陰刻されている。この「永金」なる人物については資料的に全く不明である

が、この経筒が埋納された１２世紀は九州一円に熊野修験の活動が活発化した時代といわれている（註

７）。また実際に大村・郡川周辺にあっても熊野修験の痕跡が認められることを考慮すると、この文

治５年銘明星ノ鼻経筒に関する埋経行為も熊野修験関係者（大勧進［僧］永金）による可能性が高いよう

に思われる（註8）。

ところで、壱岐島の鉢形山より出土した滑石製の延久3年（1071）銘石造弥勒如来坐像は、西肥前

の埋経行為を考える上で重要な示唆を与える特異な遺品である。経塚からの出土は延宝5年（1681）で、

延宝９年には再度埋め直したことが「石製彌勒如来埋納碑」に銘文として残る。現在は奈良国立博物館

に収蔵されているが、ほぼ完形で像高は54,3cmを計る。

この経筒の特異性はその形状にある。経筒といえば筒状の形態が一般的だが、この経筒は丸彫り

の如来形坐像で、像の底部を長方形状に穿って像自体を経筒としている。他に類例のない特異な石仏

経筒で、像様は通肩に衣をまとって法界定印の手印を結び、別石の同じ滑石製蓮台上に結跏趺坐する。

滑石は西彼杵半島産と考えられ、採石の制約上、膝などの張り出しが短く不安定な造作となっている。

銘文は右肩から胴背面にかけて願文が毛彫りされているが、その願文によれば、延久3年に壱岐国

の国司佐伯良孝の治下、若江糸用が天台僧教因を願主として、肥後の仏師慶因に造らせ、書写した法

華経を像内に納め埋経したことが記されている。蓮台上面には弥陀の九品往生印が刻まれ、九輪中に

は上品上生から下品下生までの各印と願主・結縁者名が陰刻されている。ただ、先述したように、こ

の時期にはまだ種子は刻まれていない。

この石造弥勒如来坐像経筒は、「日本國壹岐嶋」という願文からも、埋経地・壱岐島がもつ日本国

の最前線という領土意識が読み取れ、とくに1019年、対馬、壱岐さらに北九州を襲った「刀伊の入寇」

という侵犯事件が「日本國壹岐嶋」の表現に繋がったものと解釈される（註9）。この危機意識は、13世

紀後半の元寇時における異国降伏意識と同じように、おそらく当時の西肥前全体に共通した意識で

あったものと思われ、先述した滑石製笠塔婆の造塔にも深い関係があるものと想定される。

また1200年代前後に位置付けられる滑石製品といえば単体仏（図版29）が挙げられる。平安後期に

比定される滑石製の単体仏は、背高23～28㎝、最大横幅11～15㎝、厚さ5～6㎝の半肉彫り坐像の小
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石仏である。この単体仏は、長崎県内では大村市内の郡川周辺で８体ほど確認され、西海市西彼町の

妙経寺でも1体確認されるが、その分布は極めて偏在している。とくに単体仏が数体確認される石堂

屋敷（大村市弥勒寺町）では、文治5年 (1189)銘の明星ガ鼻経筒とほぼ同じ大きさで同形態の経筒（内

筒？）が確認されており、埋経思想との関係が示唆されている（註10）。

この滑石製の単体仏は佐賀県側でも数体確認されるが、その中でも代表的な石仏といえば鹿島市の

興法寺滑石製石仏２体（図版30）である（註11）。精巧な丸彫りの単体仏で、納衣がお椀状に伏せた形

で両手を被うという形態をなし、郡川周辺に散在する如来形線刻石仏14体（図版31）と同様の姿をし

ている。

これら滑石製の経筒や単体仏に続いて登場するのは、同じ西彼杵半島産の滑石を素材とした長栄寺

大御堂の承元3年（1209）銘宝塔（壱岐市　図版9）である。この宝塔塔身には、先述したように種字も

刻まれており、現段階では種字を陰刻した県内最古の紀年銘石造物である。

最後に滑石製の石造物で最末期に想定される遺品を挙げる。その一つが、現在、西海市大瀬戸町歴

史民俗資料館に保管・展示されている五輪塔の地輪、水輪それに風空輪である（図版32）。水輪（図版

左上）は側面に種字が刻まれているが、その彫出は薬研彫りに近い彫りというべきでまだ完成の域に

は達していない。また、風空輪の（図版右上）のうち風輪は半月状に彫成はされているが、その上部の

空輪は風輪横幅とほぼ同じ幅で大きく造られており、その製作時期が1200年代半ばころであること

を示唆している。

また、大村市皆同町の白水寺跡周辺からも滑石製の五輪塔地輪（図版33）が確認されたが、その形

状は上面、下面ともにほぼフラットに整形されている。上面には枘孔を意識した未完成の方形状彫

り込みが残され、下面には幅63mm、深さ35mmの孔（枘孔か）が造り出されている。全体に背高が低く、

横幅260mmに対し背高は110mmとなっている。また、4側面にほぼ真四角に近い字体で種字 （ア）の

みが月輪内に彫られ、その大きさも月輪径が63mmと小さい。とくに4側面の種字がアの四転ではなく、

アのみで表現されている点は留意したい。そもそも密教における五輪塔は、塔自体が胎蔵界大日如来

（ア）の三昧耶形とされ、それを象徴する石塔であることからして、もしかしたらその理念を意識し

た五輪塔として製作されたのかもしれない。ただ、その全体の彫出は洗練され、種字の字体も浅い彫

り込みで定型化された種字に近い内容を持っている。これらの特徴から考えれば、その建塔時期は

1200年代初期から半ばころの範疇に入ると思われる。なお、4側面の種字はすべて月輪内に彫られて

いるが、その月輪は、先述した称念寺笠塔婆 （諫早市小長井町　図版26-1）の延長上に位置付けるべ

きと考える。

ところで、滑石製の石塔類は、一部の例外を除き、この1200年代半ばころを境に姿を消し、緑色

片岩に素材を変えて造塔されてくる（註12）。その代表的な遺品が、先述した永仁5年（1297）銘の緑色

片岩製五輪塔（川棚町七浄寺跡出土　図版2）や正和２年（1313）銘阿弥陀寺跡五輪塔地輪（佐世保市城

間町　図版34）、正和5年銘の東光寺跡宝塔（大村市松原　図版3）などである。佐賀県側の代表的な事

例としては、同じ西彼杵半島産の緑色片岩で造られた弘安９年(1286)銘の湯野田太子堂類型板碑（図

版35）などが挙げられる（註13）。つまり、仏教文化に関係する滑石を素材にした石造物は、基本的に

11世紀後半から13世紀半ばころまでに製作されており、ここで問題にしている竹松遺跡出土の笠塔

婆も、その範疇に入ることはほぼ間違いないものと思われる。
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町）と東前寺笠塔婆1（波佐見町）に始まる西彼杵半島産の滑石製笠塔婆の中にあって、その終末期に現

れたのがこの竹松遺跡出土の大型笠塔婆であったように思われる。

（４）笠塔婆に見る覚鑁思想の影響

覚鑁は、肥前国藤津荘（現・鹿島市）出身で、嘉保2年（1095）に伊佐平次兼元の３男として生まれて

いる。この覚鑁は、石造学的には五輪塔の理論的組織者として著名な高僧である。とくに彼が永治元

年（1141）に著した「五輪九字明秘密釈一巻」は、真言念仏の標識として認識されていた五輪図形を論

じ、五輪塔に宗教的根拠を明示した書として有名である。ただ、「醍醐寺新要録」や「義演准后日記」に

見られる応徳2年（1085）の「醍醐寺円光寺跡御骨石櫃内銅製五輪塔」や「東寺新造仏具　注進状」（教王

護国寺文書30）に見られる康和5年（1103）の「仏舎利安置五輪塔　其内中石輪、水精五輪塔、金□塔各

一基」（石造五輪塔最古の文献資料）など、覚鑁が生まれる前後にはすでに五輪塔が製作されていたこ

とが知られている。そのことから、覚鑁の「五輪九字明秘密釈一巻」は、彼の誕生前後から国内の一部

で製作されていた五輪塔を彼の代に仏教的に理論化したものと位置づけられる。この「五輪九字明秘

密釈一巻」がその後の中世日本の石塔に与えた影響は大きく、彼の説く真言浄土教の教線拡大にとも

なって全国各地で建塔され、五輪塔が宝篋印塔とともに日本の二大石塔の一つとなった最大の根拠と

なっている。

次ぎに覚鑁は、仁和寺で秘密灌頂（仏の位にのぼるための密教の儀式）を受けた人物でありながら浄

土思想を同時に受け入れ、「大日如来と阿弥陀如来は同体」「極楽浄土は密教浄土の別名」と説き、今

ではあまり聞き慣れない「真言浄土宗」を主張した点も重要である。いわば密教化した阿弥陀信仰で、

平安時代に盛んだった天台念仏とライバル関係にあったといわれている（註14）。

実は、ここで問題にしている竹松遺跡出土の笠塔婆は、その種字の内容から考えて、覚鑁の説く真

言念仏の影響を強く受けて建塔されたのではないかと思われる。そこで最初に、覚鑁の影響が考えら

れるその他の事例から先に述べる。

川棚の永仁5年（1297）銘緑色片岩製五輪塔(図版2）は、先述したように長崎県最古の紀年銘をもっ

た五輪塔として有名である。この五輪塔は、その地輪4側面の銘文から、鎌倉時代後期の永仁5年に、

源長盛の後家尼・比丘尼法阿が逆修のため生前中に造立した五輪塔であったことがわかるが、この

塔の重要性はその銘文の内容にある。銘文は、一石の二段造り地輪の上段4面に104文字が陰刻され

ており、〔東面〕に「奉造立／塔婆一基／源長盛後家／尼為逆修立之／右志趣者為／比丘尼法阿／滅罪
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生前往／生極楽證大／菩提乃至法／界造立如件」、〔南面〕に「諸行無常／是生滅法／生滅々巳／寂滅為

楽」、〔西面〕に「本地法身／法界塔婆／大日如来／三摩耶形」、〔北面〕に「永仁五年丁酉／十一月三日比

丘尼法阿／敬白／南無阿弥陀仏」となっている（註15）。

この銘文には、「博多日記」や「東福寺文書」以前の川棚町関係者として「源長盛」なる人物が刻まれて

いるなど地方史研究上貴重な資料を提供しているが、とくに宗教史及び塔の性格を知る上で「大日如

来／三摩耶形」「比丘尼法阿／敬白／南無阿弥陀仏」の銘文は重要である。つまり、この五輪塔自体を

大日如来の三摩耶形としながらも、末尾に「南無阿弥陀仏」と「法阿」（阿弥陀仏号を略した阿号）を併

記しており、覚鑁の説く「大日如来と阿弥陀如来は同体」「極楽浄土は密教浄土の別名」の思想に通じ

る内容となっている。

また、東彼杵町岡遺跡出土の名号札（図版36）も貴重である（註16）。この名号札は、長さ25,4cm、

幅4,5cm、厚さ0,6cmの板札で、頭頂部を圭頭形（山形）にして両側に二段の切り込みを入れている。

さらにその下を縦長の身部として種字「ア」（胎蔵界大日如来）と「南無阿弥陀仏」、裏面に「為祖父往生

極楽也」と墨書している。時期は平安末から鎌倉初期ころと思われるが、明らかに密教と浄土思想の

融合が見られ、川棚・永仁5年塔と同系の宗教思想が読み取れる。また、その名号札の趣旨は「為祖父

往生極楽也」の墨書から死後の往生を願う祈願札となっており、当時、真言念仏がいかように受容さ

れたか、その性格が読み取れる貴重な資料となっている。この点は、生前中に個人（源長盛後家尼）の

死後の安寧を願うために逆修塔として建立された永仁5年銘五輪塔の性格に通じるものである。

覚鑁の生誕地である佐賀県鹿島市にあっては、1200年代半ばころに比定される安山岩製の筒口宝

塔（蓮厳院　図版37）と1300年代初期ころと考えられる普明寺宝塔が、ともにその塔身胴面に「阿弥陀

三尊」と「釈迦如来」の種字を示している（註17）。石塔類ではこの種字の配列は珍しく、長崎県内では

時津町萬行寺の五輪塔水輪のみ1点が確認されるが、管見の限りでは九州圏内にあっても国分宝塔（鹿

児島県。鎌倉時代）などでわずかに散見されるだけである。理念的には宝塔や五輪塔はそれ自体が大

日如来の三昧耶形と解釈されるから、筒口宝塔や普明寺宝塔なども、川棚の永仁五輪塔と同じ宗教環

境の中にあったものと位置づけられる。

ところで、竹松遺跡出土の滑石製笠塔婆の塔身にあたる部材には、先述したように種字 （キリー

ク　阿弥陀如来）を中心にして、その右側面に （バン　金剛界大日如来）、左側面に （ア　胎蔵界

大日如来）が刻まれ、中尊が阿弥陀如来であることを示している。まさに覚鑁の説く「大日如来と阿弥

陀如来は同体」「極楽浄土は密教浄土の別名」の思想を種字で具現化したもので、覚鑁の思想のもとに

造立された貴重な遺品と考えられる。またその性格は、上述した名号札や永仁５年銘五輪塔の趣旨か

ら考えれば祈願的な要素が濃いもので、塔身自体に何ら人物名を刻んでいないことを考慮して、特定

の個人のためではなく不特定多数の人々のために生前の安寧や死後の往生を願って建塔されたのでは

ないかと思われる。この点は、薬師堂笠塔婆（川棚町）や東前寺笠塔婆1、2（波佐見町）など小型の笠塔

婆の造塔趣旨とはやや異なるように思われる。

（５）笠塔婆の破壊とその背景

発掘された笠塔婆の各部材は、明らかに意識的な破壊行為を受けている。とくに３尊種子彫出の部

材は、種子を残した上下端が激しく破壊をうけ、その鑿面跡が鮮明に浮き出ている。この破壊は何故
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発掘された笠塔婆の各部材は、明らかに意識的な破壊行為を受けている。とくに３尊種子彫出の部

材は、種子を残した上下端が激しく破壊をうけ、その鑿面跡が鮮明に浮き出ている。この破壊は何故

いつ頃起こったのか、その問題を解くカギは、発掘成果から得られた遺跡自体の変遷と深く関係して

いると考える。当遺跡は縄文期からの複合遺跡で、14世紀半ばころに一端消滅し、その後約2世紀半

の空白期間を経て16世紀末から近世にかけて再び遺構・遺物が出土するという。そこで注目したいの

が、中世までの遺構が消滅する14世紀半ばころという時代である。実はこの14世紀半ばころは、大

村地方全域を巻き込んだ大きな政治社会上の変動が起こった時期なのである。

ところで、郡川周辺には、弥勒寺町、立福寺町など、地名としてその名を今に伝える中世の寺院群

があった。主に鎌倉時代から室町時代にかけての、いわゆる「郡七山十坊」と総称される寺院群である。

これらの寺院群は、天正2年（1574）のキリシタンによる寺社破壊によって破却されてしまい、その全

貌は今なお明らかでない。

さて、これら郡川周辺の中世・諸寺院の宗旨について、これまでは「郷村記」など主に江戸期編纂の

書をベースに考えられてきた。本来、中世寺院にあっては一つの宗旨に縛られない複層的な宗教環境

にあったことはいうまでもないことだが、「郷村記」などに従えば、例えば郡川周辺の寺院群の中でも

とくに代表的な寺院として登場する延命寺・弥勒寺・東光寺・龍福寺などは禅宗、また極楽寺・冷泉

寺などは真言宗とされてきた。

ところが、寺跡に残る中世石塔類を調査していくと、14世紀半ばから後半ころに大きな政治社会

上の変動が起こり、それを境に寺院群の宗教環境に変化が起こったことがわかってきた。つまり、14

世紀半ばから後半を境にして、それ以前とその後の宗教環境が異なり、その変化後の宗旨を伝えるの

が「郷村記」ではないかということである（註18）。

郡七山十坊の一つ東光寺も、天正２年のキリシタン蜂起により破却され、その破壊行為は宗教施設

はもちろんのこと墓石や供養塔までも及んだ。この破壊を裏付けるかのように、建塔当時の姿を今に

伝える完全なものはほとんど確認されないが、東光寺跡には幸いにも約20基分の石塔残欠が残ってい

る。

この寺跡に正和5年（1316）銘の宝塔（緑色片岩製　図版3）がある。笠以上を欠落しているが、複弁

十六葉の反花をもった基礎と上方に納入孔を穿った塔身からなる見事なもので、現総高は約６６cmで

ある。その塔身には、次のような銘文が刻まれている。

奉為東光院阿闍梨性元也正和五年十二月八日造立之前十一月初四日丑尅逝去在世七六年而巳

この銘文中にある「東光院」が東光寺に比定されるところから、鎌倉時代、この寺院は、これだけの

大型宝塔を建塔できる高僧をかかえていた有力寺院の一つであったろうことが想定される。また、そ

の銘文中に「阿闍梨」という僧位（職位の称号）が刻まれている。この職位名称は真言・天台の僧位であ

るため両派のどちらかの系統に深く関わっていたことが想定され、熊野修験当山派（真言宗）の「阿闍

梨」に関係する可能性もある（註19）。

ところで、この宝塔の塔身は内部が深く抉
えぐ

られ、いわゆる納入孔が彫出されている。おそらくこれ

は山岳修験による納経の習慣が影響し、宝塔の納入孔彫出に繋がったものと考えられる。この東光寺

跡宝塔と同じように基礎上端に反花を造り出し塔身部分に納入孔が穿たれているものに、脊振山霊仙

寺跡宝塔（註20）や熊本県山鹿市の弘安6年（1283）銘藤井八幡宮宝塔、同県鹿本郡の元亨2年（1322）銘
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真堂浦宝塔があり、製作年代は3基とも鎌倉時代となっている。とくに熊本県の2基はともに「如法経

塔」と刻まれ、如法経つまり書写された経文とくに法華経が納入されていたと考えられる。

如法経写経は修験の重要な修行法であることは五来重氏や中野幡能氏らが指摘（註21）しているが、

西肥前山岳修験の拠点の一つである多良・経ケ岳から出土した経筒にも「今如法経者永仁二年卯月上

旬」と書かれていたという（註22）。

以上の各点から、納入孔彫出宝塔は、山岳修験関係者による埋経思想の影響が考えられる。とくに

東光寺跡宝塔は、銘文から墓塔と考えられるため納入孔には遺骨・遺髪等の納入も考えられるが、被

葬者である「阿闍梨性元」なる人物は山岳修験に関係深い人物であったように思われる。

また、当地に伝わる「紫雲山延命寺縁起」（以下、「縁起」と略す）という江戸期に書写された文書に

よると「延命寺元来行基尊開基而法相宗也従何時以真言之法味備薬師如来耶」とあり、郡七山十坊の一

カ寺・延命寺が真言系の寺院であったことが述べられている。また、この「縁起」では久寿2年 (1155)

に天台の教義に傾倒した唐泉寺住持春輝と旧来の教義（真言）にある延命寺など近隣13寺の住持を集

めての宗論が行われたとなっている。この13寺の中に東光寺があることから、当時の東光寺は延命寺

同様に真言系に深く関わっていたことが理解される。ただ、この文書は江戸期に書写されているため

資料としては弱いが、先述した正和5年（1316）銘宝塔の銘文でほぼ裏付けられるため、当時の東光寺

の主体をなす宗教は真言系それも多良山を背景にした山岳仏教との関係が深い寺院であったことが想

定される。　　　

ところで、この縁起序文に、至徳2（1385）年乙丑3月、延命寺僧月海により書かれた次のような文

章がある。

貞治五年歳在丙午春三月係栢梁之災傷哉齊齊摩尼寶殿方丈僧坊殫委煨燼唯今但有等身之像耳乃大

檀那藤原純弘公 然而慷慨時経営乎丱堂奉安置於金容復十二之僧房稍建立其三所衆徒河畔散干他郷

（略）　至徳二季乙丑三月　日

これによれば、貞治5年（1366）に栢梁之災傷に係り、摩尼寶殿、方丈、僧坊がことごとく煨燼と化し、

等身之像のみが残った。その無残な光景を見た藤原純弘公は 然慷慨し復興に乗り出し十二之僧房を

復したとなっている。この序文中、とくに「大檀那藤原純弘公」と書かれている部分などはどこまで信

頼できるか疑問であるが、南北朝時代の貞治５年に寺院群が火災にあい灰燼に帰したという件は注目

すべきである。

先ほど寺院群の一つ東光寺跡に正和5年（1316）銘の宝塔があり真言系を主体とする寺院の可能性が

高いと記したが、同じ東光寺跡に「寶徳四年／當庵開基天拘易公禅」と記した五輪塔の地輪があり、寶

徳4年（1452）に亡くなったと考えられる「天拘易公禅」が當庵（東光寺）の開基となっている。しかも密

教ではなく禅宗を想定させる銘（公禅）があることから、縁起文書に記されている貞治５年の寺院群火

災は、その年号の正確さは別にしても、南北朝の争乱期に実際におこったことではないかと考えられ

る。しかも、その後の復興を経た時には、その宗旨は禅宗に変化していた可能性が高い。このことは、

江戸期編纂の「郷村記」に記載されている室町時代までの東光寺などの宗派が禅宗となっていることと

一致するし、しかも東光寺跡や延命寺跡などで確認される室町時代以降の石塔の銘が、それまでの銘
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教ではなく禅宗を想定させる銘（公禅）があることから、縁起文書に記されている貞治５年の寺院群火

災は、その年号の正確さは別にしても、南北朝の争乱期に実際におこったことではないかと考えられ

る。しかも、その後の復興を経た時には、その宗旨は禅宗に変化していた可能性が高い。このことは、

江戸期編纂の「郷村記」に記載されている室町時代までの東光寺などの宗派が禅宗となっていることと

一致するし、しかも東光寺跡や延命寺跡などで確認される室町時代以降の石塔の銘が、それまでの銘

文とは異なってすべて禅宗関係の銘に変化していることからも理解される（註23）。

以上のことから、東光寺をはじめとする郡川周辺の中世寺院群は、南北朝時代に何らかの政治的社

会的変動に見舞われて寺院群は破却され、その混乱期をへて宗旨変化がおこり、真言系から「郷村記」

記載の禅宗系などに変化したのではないかと考えられる。実際、「開基」や「中興」などが表れた時代は、

常に何らかの変革期にあたっているのである。

また、郡川周辺における貞治５年の寺院群火災とほぼ時を同じくする正平19年（1364）年から6年間

にわたって、郡川周辺同様に寺院群が密集した大上戸河畔でも大般若経600巻の写経という大事業が

行われている（註24）。この正平19年から始まる写経という大事業からも、当大村地方で南北朝の争

乱期に大きな変動があったことが窺われ、縁起内容や石塔銘文の性格の変化（真言系から禅宗系への

変化）を補強している。

これらの各点から判断するに、「縁起」に記載された栢梁之災傷という14世紀代の出来事は実際に

起こった大事件であり、大村地方全域を巻き込んだ未曾有の大変動であったと考えられる。おそらく、

その過程で竹松遺跡を含め、その周囲に建塔されていた石塔類も破壊されたのではないかと思われる。

つまり、当大村地方における大規模な石塔破壊は２度遭遇したと考えられる。最初がこの14世紀代の

栢梁之災傷であり、2度目が16世紀後半のキリシタンによる破壊である。竹松遺跡出土の滑石製笠塔

婆も、正和5年（1316）銘の東光寺跡宝塔と同じく、おそらくこの14世代の栢梁之災傷で破壊された可

能性が高いと思われる。

なお、「縁起」記載の栢梁之災傷とは、嫡系大村氏が本貫地である鹿島から大村地方へ移った際の出

来事と捉えられ、その延長線上に大永3年（1523）銘の大村家16代大村純伊五輪塔地輪や天文銘の大村

家17代大村純前逆修碑がこの大村地方に建塔されているものと考えられる。

（６）おわりに

これまで、竹松遺跡出土の滑石製部材について、塔名、建塔時期とその建塔背景、破壊の背景など

について、主に同じ西彼杵半島産の滑石製塔を類例資料として述べてきた。以下、その要点を箇条書

きにまとめてみる。

①笠塔婆と判断した背景

出土した滑石製部材6点は、3尊種子彫出部材と棒柱部材2点、笠2点、宝珠1点、その他剥片が10数

点である。その宝珠、笠、3尊種子陰刻部材を含む棒柱部材の3種目から考えて、薬師堂笠塔婆塔身（川

棚町）や東前寺笠塔婆（波佐見町）、称念寺笠塔婆（小長井町）などの類例を参考に、本来は2基の笠塔婆

として建塔されていたと思われる。

②製作時期 

西彼杵半島産の滑石が石塔類の素材として使用されるのは、承元3年（1209）銘宝塔（壱岐市）などの

事例から、基本的に11世紀後半から13世紀半ばころまでの範疇であり、それ以降は緑色片岩製塔に

変化していく。この製作状況から竹松遺跡出土の滑石製笠塔婆は下限を13世紀半ばに設定することが

できるのだが、種字の字体や彫出の仕方、軒厚の笠などの特徴から、その製作時期を13世紀前半から

半ばころとする。
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③笠塔婆に見る覚鑁思想の影響

当遺跡出土の滑石製笠塔婆の塔身にあたる部材には、阿弥陀如来種字（キリーク）を中心にして、右

側面に金剛界大日如来（バン）、左側面に胎蔵界大日如来（ア）が刻まれ、中尊が阿弥陀如来であること

を示している。ここに覚鑁が説く「大日如来と阿弥陀如来は同体」「極楽浄土は密教浄土の別名」の具

現化した理念が読み取れ、岡遺跡出土の名号札（東彼杵町）や永仁5年銘五輪塔（川棚町）などと同じよ

うに覚鑁の思想のもとに造立された可能性が高い。

また、建塔の趣旨は、他の笠塔婆とやや異質で、ある特定の個人のためではなく不特定多数の人々

のために生前の安寧と死後の往生を願って建塔されたのではないかと思われる。

④笠塔婆の破壊とその背景

当地に伝わる「紫雲山延命寺縁起」や東光寺跡の中世石塔の銘文のあり方などから、「縁起」に記載さ

れた栢梁之災傷という14世紀代半ばから後半ころの大変動は、大村地方全体を巻き込んで実際に起

こった出来事であったと考えられ、その過程で竹松遺跡を含め、その周囲に建塔されていた笠塔婆な

どの石塔類も破壊されたのではないかと思われる。当遺跡が14世紀半ばころに一端消滅し、その後約

２世紀半の空白期間を経てやっと遺構・遺物が出土するという実体は、まさにその間の事情をよく示

していると思われる。

以上、竹松遺跡出土の滑石製笠塔婆について述べてきたが、それ以外にも龍福寺跡に残る中国・福

建省寧波産の梅園石で製作された薩摩塔と当遺跡から発掘された貿易陶磁器との関係も重要なテーマ

と思われるが、これについては別の機会に譲りたいと思う。

なお最後に、肥前における笠塔婆は平安末から鎌倉前期までの一時期に滑石を素材に登場した石塔

類であり、その後は江戸期になって大型の笠塔婆形式墓塔が出現するまで建塔された形跡がないこと

を付記しておく。 （文責：大石一久）

〔補註〕

註1　大石一久  「中世石塔類における長崎県の主な特徴について」（1992　『大村史談』第42号）、「中世・石造物にみられる石造文化圏の問題につ

いて」（1999　『松浦党研究』第22号）、「石造物からみた中世・大村の様相と仏教文化」（平成26年　『新編大村市史』第2巻中世編）など参照 

註2　仮に棒柱部材の面取りを六角柱を意識した彫成とすれば石幢の可能性も否定できないが、ここでは他に類例が見出せる笠塔婆とする。類例は

あくまでも参考資料であり、類例がないから何々ではないとする判断は危険であるし、やるべきでない。モノ自体が持つ情報から判断するこ

とが肝要だが、出土した棒柱部材の面取りと推測される部分には種字などの陰刻はなく、正面、両側面に3個の種字が刻まれていることから、

ここでは笠塔婆の塔身とする。

註3  所在不明の滑石製笠塔婆塔身は、佐世保市広田町の中世石塔群の中にあった。ただ、その後、石塔群はすべて地下に埋められたという。その

ため現在は実見することができないが、幸いにも拓本は採っている。ただ、現物がない以上、ここでの紹介は割愛する。

註4　仁田尾石塔群や永徳寺石塔群中の一石五輪塔については、大石一久「矢上城跡周辺の中世・石造美術」（平成11年　『矢上城跡発掘調査報告書』

長崎市埋蔵文化財調査協議会）参照

註5　大石一久「対馬の中世・石造美術（その1、その2）」（1989、1990『対馬の自然と文化』対馬の自然と文化を守る会）参照

註6　大石一久「小長井町の中世・石造物－主に石塔類から見た中世の小長井町」（平成17年　『新小長井町郷土誌』）参照。なお、『郷土誌』では当笠

塔婆は生け込み式としたが、その後の調査で基礎を持っていた可能性がでてきたため、本文ではあえて断定を避けている。

註7　中野幡能「英彦山と九州の修験道」、波佐場義隆「背振山修験の歴史と宗教活動」（1982　山岳宗教史研究叢書13　『英彦山と九州の修験道』　名
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のために生前の安寧と死後の往生を願って建塔されたのではないかと思われる。

④笠塔婆の破壊とその背景

当地に伝わる「紫雲山延命寺縁起」や東光寺跡の中世石塔の銘文のあり方などから、「縁起」に記載さ

れた栢梁之災傷という14世紀代半ばから後半ころの大変動は、大村地方全体を巻き込んで実際に起

こった出来事であったと考えられ、その過程で竹松遺跡を含め、その周囲に建塔されていた笠塔婆な

どの石塔類も破壊されたのではないかと思われる。当遺跡が14世紀半ばころに一端消滅し、その後約

２世紀半の空白期間を経てやっと遺構・遺物が出土するという実体は、まさにその間の事情をよく示

していると思われる。

以上、竹松遺跡出土の滑石製笠塔婆について述べてきたが、それ以外にも龍福寺跡に残る中国・福

建省寧波産の梅園石で製作された薩摩塔と当遺跡から発掘された貿易陶磁器との関係も重要なテーマ

と思われるが、これについては別の機会に譲りたいと思う。

なお最後に、肥前における笠塔婆は平安末から鎌倉前期までの一時期に滑石を素材に登場した石塔

類であり、その後は江戸期になって大型の笠塔婆形式墓塔が出現するまで建塔された形跡がないこと

を付記しておく。 （文責：大石一久）

〔補註〕

註1　大石一久  「中世石塔類における長崎県の主な特徴について」（1992　『大村史談』第42号）、「中世・石造物にみられる石造文化圏の問題につ

いて」（1999　『松浦党研究』第22号）、「石造物からみた中世・大村の様相と仏教文化」（平成26年　『新編大村市史』第2巻中世編）など参照 

註2　仮に棒柱部材の面取りを六角柱を意識した彫成とすれば石幢の可能性も否定できないが、ここでは他に類例が見出せる笠塔婆とする。類例は

あくまでも参考資料であり、類例がないから何々ではないとする判断は危険であるし、やるべきでない。モノ自体が持つ情報から判断するこ

とが肝要だが、出土した棒柱部材の面取りと推測される部分には種字などの陰刻はなく、正面、両側面に3個の種字が刻まれていることから、

ここでは笠塔婆の塔身とする。

註3  所在不明の滑石製笠塔婆塔身は、佐世保市広田町の中世石塔群の中にあった。ただ、その後、石塔群はすべて地下に埋められたという。その

ため現在は実見することができないが、幸いにも拓本は採っている。ただ、現物がない以上、ここでの紹介は割愛する。

註4　仁田尾石塔群や永徳寺石塔群中の一石五輪塔については、大石一久「矢上城跡周辺の中世・石造美術」（平成11年　『矢上城跡発掘調査報告書』

長崎市埋蔵文化財調査協議会）参照

註5　大石一久「対馬の中世・石造美術（その1、その2）」（1989、1990『対馬の自然と文化』対馬の自然と文化を守る会）参照

註6　大石一久「小長井町の中世・石造物－主に石塔類から見た中世の小長井町」（平成17年　『新小長井町郷土誌』）参照。なお、『郷土誌』では当笠

塔婆は生け込み式としたが、その後の調査で基礎を持っていた可能性がでてきたため、本文ではあえて断定を避けている。

註7　中野幡能「英彦山と九州の修験道」、波佐場義隆「背振山修験の歴史と宗教活動」（1982　山岳宗教史研究叢書13　『英彦山と九州の修験道』　名

著出版）参照

註8　大村・郡川周辺における熊野修験の影響については、大石一久「郡川周辺における中世寺院の性格について ― とくに石造美術から見た天台

密教系山岳仏教（修験）の影響について」（1988　弥勒寺地区農業構造改善事業にかかる遺跡の発掘調査報告書『稗田遺跡』、1989 『大村史談』第

34号）参照

註9　2010　三輪嘉六「里帰りした壱岐の至宝～石造弥勒如来坐像について～」（壱岐国博物館特別講座資料、山口麻太郎　1982『壹岐國史』、安藤

孝一 1977「壱岐出土石造弥勒如来坐像」（『考古学ジャーナル』135号）など参照

註10　前掲書「石造物からみた中世・大村の様相と仏教文化」参照

註11　佐賀県側の滑石製単体仏については、竹下正博「大村の仏像」（平成26年　『新編大村市史』第2巻中世編） 参照

註12　1200年代半ばころにおける西彼杵半島での滑石採石は、石鍋の素材として盛んに稼働していたものと思われるが、それが何故に石塔の素材は

滑石から緑色片岩に変化したのか問題である。その理由としては幾つか考えられる。その一つが、当地が生んだ中世のブランド商品として全

国に販路をもっていた石鍋の石材を、石塔など他の部材の素材として使用されることに抵抗があったのかもしれない。または、滑石以上に大

型の採石が可能な緑色片岩が、1200年代半ば以降大型化する石塔製作の要請に応えられた可能性もある。なお、弘安9年(1286)銘の湯野田太

子堂類型板碑（嬉野市）が緑色片岩を素材にしているのは、類型板碑建碑に関わる「比丘尼浄妙」らはおそらく関東文化圏から入ってきた人物（元

寇に関わる西遷御家人）だったと考えられることから、関東型板碑の石材である秩父石（緑色片岩）と同系の緑色片岩にこだわった結果だった

と思われる。

註13　大石一久『（嬉野町文化財調査報告書第11集）嬉野町石塔調査報告―佐賀県嬉野町に所在する中世主要石塔の調査』（2005年　嬉野町教育委員会）

など参照

註14　五輪九字明秘密釈〔一巻〕（『大正新脩大蔵経』）、『根来寺史（史料編1・2）』（昭和62年新義真言宗総本山根来寺発行）、根来寺文化研究所編『根来寺』

（1990年）、ヘンドリック・ファン・デル フェーレ著（白石凌海翻訳)『五輪九字明秘密釈の研究』（2003年　ノンブル社）など参照

註15　大石一久「永仁五年銘川棚・緑泥五輪塔について」（平成5年　『大村史談』第44号）参照

註16 　『東彼杵町誌 水と緑と道（上巻）』（東彼杵町　平成十一年）、安楽勉編『岡遺跡』（東彼杵町　昭和63年）など参照　

註17　大石一久『鹿島市文化財調査報告書第19集 ― 筒口山下の中世石塔群』（平成24年　佐賀県鹿島市教育委員会）参照

註18　郡川周辺の中世・諸寺院の宗旨変化については前掲書「郡川周辺における中世寺院の性格について ― とくに石造美術から見た天台密教系山

岳仏教（修験）の影響について」、前掲書「石造物からみた中世・大村の様相と仏教文化」（『新編大村市史』第2巻中世編）参照

註19　牛窪弘善『修験道綱要』（昭和55年　名著出版）282頁に当山派（真言宗）の階級として「権律師」、また「阿闍梨」がある。

註20　東脊振村文化財調査報告書第4集『霊仙寺跡』（佐賀県東脊振村文化財研究会）参照。      

註21　五来重「修験道史研究と修験道資料」（1975『木葉衣・踏雲録事他』）、前掲書中野幡能『英彦山と九州の修験道』参照

註22　藤野保編『大村郷村記』（国書刊行会）巻2参照

註23　東光寺跡で確認される文明10十年（1478）銘の宝篋印塔基礎に「為物故道善霊禅門」、天文10年（1541）銘の五輪塔地輪に「良秀禅定門」とある。ま

た、現在の妙宣寺墓地内には「前住當庵／南廷薫禅師／荘厳報地者也／應永十三丙戌二月八日／弟子等敬白」と陰刻された宝篋印塔の基礎があ

る。その他の石塔銘文については拙著「大村地方における中世期石造美術について（その一）」（『大村史談』第27号　昭和59年）参照

註24　久田松和則「築城以前の三城周辺」（『大村史談』第21号）、「大村氏の出自」（『新編大村市史』第2巻中世編）など参照
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図版1-1 竹松遺跡出土滑石製
笠塔婆塔身左側面
（ア）拓本

図版2  永仁5年銘五輪塔
（川棚町）

図版5　平松神社滑石製宝珠
（諫早市本明町古城）

図版８　正和５年銘宝塔の相輪と
考えられる残部（大村市）

図版1-2  竹松遺跡出土滑石製
笠塔婆塔身正面（キ
リーク）拓本

図版3  正和5年銘東光寺跡
宝塔（大村市）

図版6　波佐見町岳辺田の
滑石製宝珠

図版９ 承元３年銘長栄寺大御
堂の宝塔（壱岐市 )

図版1-3  竹松遺跡出土滑石製
笠塔婆塔身右側面
（バン）拓本

図版4　竹松遺跡出土宝珠

図版７　岡遺跡出土滑石製宝珠
（東彼杵歴史民俗資料館）

図版10 蓮厳院宝塔
（佐賀県鹿島市 )
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図版1-1 竹松遺跡出土滑石製
笠塔婆塔身左側面
（ア）拓本

図版2  永仁5年銘五輪塔
（川棚町）

図版5　平松神社滑石製宝珠
（諫早市本明町古城）

図版８　正和５年銘宝塔の相輪と
考えられる残部（大村市）

図版1-2  竹松遺跡出土滑石製
笠塔婆塔身正面（キ
リーク）拓本

図版3  正和5年銘東光寺跡
宝塔（大村市）

図版6　波佐見町岳辺田の
滑石製宝珠

図版９ 承元３年銘長栄寺大御
堂の宝塔（壱岐市 )

図版1-3  竹松遺跡出土滑石製
笠塔婆塔身右側面
（バン）拓本

図版4　竹松遺跡出土宝珠

図版７　岡遺跡出土滑石製宝珠
（東彼杵歴史民俗資料館）

図版10 蓮厳院宝塔
（佐賀県鹿島市 )

図版11　「源久」遥拝宝塔
(佐賀県唐津市千々賀）

図版14　薬師堂笠塔婆塔
（川棚町西小串郷）

図版16-2　薬師堂笠塔婆
塔身拓本②

図版17　承元３年銘長栄寺
大御堂宝塔種字図面
（壱岐市）

図版12　八並角宝塔
（佐賀県武雄市）

図版15　薬師堂笠塔婆がある小山

図版16-3　薬師堂笠塔婆
塔身拓本③

図版18　東前寺笠塔婆塔身１

図版13　武雄角宝塔（笠上部に
のる水輪・火輪・風
空輪は別　武雄市）

図版16-1　薬師堂笠塔婆塔
身拓本①

図版16-4　薬師堂笠塔婆
塔身拓本④

図版19-1　東前寺笠塔婆１
拓本
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図版19-2　東前寺
笠塔婆１拓本

図版21-2　東前寺
笠塔婆２拓本

図版23-2　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-2　諫早・
笠塔婆塔身

拓本

図版19-3　東前寺
笠塔婆１拓本

図版21-3　東前寺
笠塔婆２拓本

図版23-3　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-3　諫早・
笠塔婆塔身

拓本

図版19-4　東前寺
笠塔婆１拓本

図版21-4　東前寺
笠塔２拓本

図版23-4　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-4　諫早・
笠塔婆塔身

拓本

図版20　東前寺
笠塔婆２

図版22　東前寺
笠塔婆3

図版24　諫早・
笠塔婆塔身
（諫早市）

図版26-1　称念寺
笠塔婆塔身

（諫早市小長井町）

図版21-1　東前寺
笠塔婆２拓本

図版23-1　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-1　諫早・笠塔
　　　　  婆塔身拓本

図版26-2　称念寺
笠塔婆図面
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図版19-2　東前寺
笠塔婆１拓本

図版21-2　東前寺
笠塔婆２拓本

図版23-2　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-2　諫早・
笠塔婆塔身

拓本

図版19-3　東前寺
笠塔婆１拓本

図版21-3　東前寺
笠塔婆２拓本

図版23-3　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-3　諫早・
笠塔婆塔身

拓本

図版19-4　東前寺
笠塔婆１拓本

図版21-4　東前寺
笠塔２拓本

図版23-4　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-4　諫早・
笠塔婆塔身

拓本

図版20　東前寺
笠塔婆２

図版22　東前寺
笠塔婆3

図版24　諫早・
笠塔婆塔身
（諫早市）

図版26-1　称念寺
笠塔婆塔身

（諫早市小長井町）

図版21-1　東前寺
笠塔婆２拓本

図版23-1　東前寺
笠塔婆3拓本

図版25-1　諫早・笠塔
　　　　  婆塔身拓本

図版26-2　称念寺
笠塔婆図面

図版27-1　称念寺
笠塔婆拓本

図版29　滑石製単体仏
（大村市松原）

図版30　興法寺滑石製単体仏
（佐賀県鹿島市）

図版31　線刻仏を代表する上八
竜如来系線刻石仏拓本（大村市）

図版32　滑石製の五輪塔部材
（西海市大瀬戸町歴史民俗資料館）

図版35　弘安９年銘の湯野田類
型板碑（嬉野市）

図版36　岡遺跡出土の名号札図面
（東彼杵町　報告書『岡遺跡』）

図版37　筒口宝塔塔身（鹿島市）

図版33　白水寺跡周辺出土滑石製
五輪塔地輪（大村市皆同町）

図版34　阿弥陀寺跡五輪塔地輪
（佐世保市城間町）

図版27-2　称念寺
笠塔婆拓本

図版27-3　称念寺
笠塔婆拓本

図版27-4　称念寺
笠塔婆拓本

図版28　明星ガ鼻
経筒（祇園寺蔵）
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２　竹松遺跡における科学分析
はじめに

本報告書で報告する自然科学分析は（1）放射性炭素年代測定、（2）植物珪酸体分析、（3）リン・カル

シュウム分析、（4）動物遺体同定である。以下採取地点等について説明を行う。なお、放射性炭素年

代測定のNo.4、No.5の試料と植物珪酸体分析の「SX02-1〜5」の試料、リンカルシウム分析のNo.1の

試料採集場所は図１、図２は示していない。記載した本編の頁で確認願いたい。

（１）放射性炭素年代測定

【試料No1】TAK201502調査区 X-3（図1）

【試料No2】TAK201502調査区 SX01（図1）

【試料No3】TAK201506調査区6060グリッド3層（図2）

【試料No4】TAK201506調査区 SC06-C01,竪穴住居内の炉跡（本書173頁、第132図）本書ではSC6内の

SL1としている。

【試料 No5】TAK201506調査区 SL02-C01,焼土（本書109頁、第66図）本書では SC15内の SL02として

いる。

0 20m（S=1/1000）

珪酸体分析試料Ｄ区
8〜9採取
珪酸体分析試料Ｄ区
8〜9採取

放射性炭素年代測定
試料No.2採取
放射性炭素年代測定
試料No.2採取

放射性炭素年代測定
試料No.1採取（X-3）
放射性炭素年代測定
試料No.1採取（X-3）植物珪酸体分析

試料Ａ区-1〜7採取
植物珪酸体分析
試料Ａ区-1〜7採取

Ａ区Ａ区

動物遺体同定1〜5
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２　竹松遺跡における科学分析
はじめに

本報告書で報告する自然科学分析は（1）放射性炭素年代測定、（2）植物珪酸体分析、（3）リン・カル

シュウム分析、（4）動物遺体同定である。以下採取地点等について説明を行う。なお、放射性炭素年

代測定のNo.4、No.5の試料と植物珪酸体分析の「SX02-1〜5」の試料、リンカルシウム分析のNo.1の

試料採集場所は図１、図２は示していない。記載した本編の頁で確認願いたい。

（１）放射性炭素年代測定

【試料No1】TAK201502調査区 X-3（図1）

【試料No2】TAK201502調査区 SX01（図1）

【試料No3】TAK201506調査区6060グリッド3層（図2）

【試料No4】TAK201506調査区 SC06-C01,竪穴住居内の炉跡（本書173頁、第132図）本書ではSC6内の

SL1としている。

【試料 No5】TAK201506調査区 SL02-C01,焼土（本書109頁、第66図）本書では SC15内の SL02として

いる。

0 20m（S=1/1000）
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動物遺体同定1〜5
試料採取
動物遺体同定1〜5
試料採取

Ｄ区

図1　TAK201502調査区科学分析試料採取地点

（２）植物珪酸体分析

【試料A区 -1～7】 TAK201502調査区 A区南壁（図1）

【試料D区 -8～10】TAK201502調査区 D区セクションベルト（図1）

【試料SX02-1～5】TAK201501調査区 SX02土器内埋土（本書201頁、第166図）本書ではSX2としている。

（３）リン・カルシュウム分析

【試料No1】TAK201506調査区 SK04と比較試料（本書196頁、第156図）本書ではSK4として

　　　　　いる。

（４）動物遺体同定

【試料1～5】TAK201502調査区 D-1区（図１）

（S=1/800）0 20m

放射性炭素年代

測定試料No.3採取地点

図2　TAK201506調査区放射性炭素年代測定試料採取地点
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３　放射性炭素年代測定
株式会社　古環境研究所

（１）はじめに

放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素（14Ｃ）

の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や種実な

どの植物遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約５万年前までの年代測定

が可能である（中村,2003）。

（２）試料と方法

  表１に、測定試料の詳細と前処理・調整法および測定法を示す。

表１　測定試料詳細と前処理・調整法および測定法

試料№ 試料の詳細 種類  前処理・調整法 測定法

№１ X-3 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№２ SX01，２層 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№３ 6060グリッド，３層包含層 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№４ SC06-C01，竪穴住居内の炉跡 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№５ SL02-C01，焼土 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

（３）測定結果

加速器質量分析法（AMS：Accelerator Mass Spectrometry）によって得られた14Ｃ濃度について同

位体分別効果の補正を行い、放射性炭素（14Ｃ）年代および暦年代（較正年代）を算出した。表2にこれ

らの結果を示し、図３に暦年較正結果（較正曲線）を示す。

①δ
デルタ

13Ｃ測定値

試料の測定14Ｃ /12Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（13Ｃ /12Ｃ）。この値は標準物質（PDB）の

同位体比からの千分偏差（‰）で表す。試料のδ13Ｃ値を -25(‰ )に標準化することで同位体分別効果

を補正している。

②放射性炭素（14Ｃ）年代測定値

試料の14Ｃ /12Ｃ比から、現在（AD1950年基点）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は5730年で

あるが、国際的慣例により Libbyの5568年を用いている。統計誤差（±）は１σ
シグマ

（68.2％確率）である。

14Ｃ年代値は下１桁を丸めて表記するのが慣例であるが、暦年較正曲線が更新された場合のために下

１桁を丸めない暦年較正用年代値も併記した。

③暦年代（Calendar Years）
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３　放射性炭素年代測定
株式会社　古環境研究所
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の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や種実な

どの植物遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約５万年前までの年代測定

が可能である（中村,2003）。

（２）試料と方法

  表１に、測定試料の詳細と前処理・調整法および測定法を示す。

表１　測定試料詳細と前処理・調整法および測定法

試料№ 試料の詳細 種類  前処理・調整法 測定法

№１ X-3 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№２ SX01，２層 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№３ 6060グリッド，３層包含層 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№４ SC06-C01，竪穴住居内の炉跡 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

№５ SL02-C01，焼土 炭化材 超音波洗浄，酸 -アルカリ -酸処理 AMS

（３）測定結果

加速器質量分析法（AMS：Accelerator Mass Spectrometry）によって得られた14Ｃ濃度について同

位体分別効果の補正を行い、放射性炭素（14Ｃ）年代および暦年代（較正年代）を算出した。表2にこれ

らの結果を示し、図３に暦年較正結果（較正曲線）を示す。

①δ
デルタ

13Ｃ測定値

試料の測定14Ｃ /12Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（13Ｃ /12Ｃ）。この値は標準物質（PDB）の

同位体比からの千分偏差（‰）で表す。試料のδ13Ｃ値を -25(‰ )に標準化することで同位体分別効果

を補正している。

②放射性炭素（14Ｃ）年代測定値

試料の14Ｃ /12Ｃ比から、現在（AD1950年基点）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は5730年で

あるが、国際的慣例により Libbyの5568年を用いている。統計誤差（±）は１σ
シグマ

（68.2％確率）である。

14Ｃ年代値は下１桁を丸めて表記するのが慣例であるが、暦年較正曲線が更新された場合のために下

１桁を丸めない暦年較正用年代値も併記した。

③暦年代（Calendar Years）

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中14Ｃ濃度の変動および14Ｃの半減期の違いを較正

することで、放射性炭素（14Ｃ）年代をより実際の年代値に近づけることができる。暦年代較正には、

年代既知の樹木年輪の詳細な14Ｃ測定値およびサンゴのU/Th（ウラン /トリウム）年代と14Ｃ年代の比

較により作成された較正曲線を使用した。較正曲線のデータはIntCal 13、較正プログラムはOxCal 

4.2である。

暦年代（較正年代）は、14Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅で表し、OxCalの確

率法により１σ
シグマ

（68.2％確率）と２σ（95.4％確率）で示した。較正曲線が不安定な年代では、複数の1

σ・２σ値が表記される場合もある。（）内の％表示は、その範囲内に暦年代が入る確率を示す。グラ

フ中の縦軸上の曲線は14Ｃ年代の確率分布、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

表２　放射性炭素年代測定結果

試料№
測定№

(PED-)

δ13C

 （‰）

14C年代：年 BP

（暦年較正用）

暦年代（較正年代）：cal-  

１σ（68.2％確率） ２σ（95.4％確率）

№１ 30604 -25.18±0.16
600±15

(598±17)

AD1312-1331(26.4%) AD1303-1366(74.0%)

AD1338-1358(28.8%) AD1383-1405(21.4%)

AD1388-1397(13.0%)

№２ 30605 -25.73±0.22
585±20

(586±18)

AD1320-1351(53.5%) AD1306-1364(68.7%)

AD1392-1401(14.7%) AD1385-1410(26.7%)

№３ 30606 -26.41±0.26
1495±20

(1493±20)

AD557-599(68.2%) AD540-620(95.4%)

№４ 30607 -26.53±0.18
1505±20

(1504±18)

AD547-587(68.2%) AD536-611(95.4%)

№５ 30608 -27.27±0.17
1955±20

(1956±19)

AD25-69(68.2%) BC19-14(0.7%)

AD1-85(94.2%)

AD110-115(0.6%)

BP：BeforePhysics（Present），cal：calibrated，BC：紀元前，AD：西暦

（４）所見

加速器質量分析法（AMS）による放射性炭素年代測定の結果、№１の炭化材では600±15年 BP（２σ

の暦年代でAD 1303～1366, 1383～1405年）、№２の炭化材では585±20年 BP（AD 1306～1364, 1385

～1410年）、№３の炭化材では1495±20年 BP（AD 540～620年）、№４の炭化材では1505±20年 BP（AD 

536～611年）、№５の炭化材では1955±20年 BP（BC 19～14, AD 1～85, 110～115年）の年代値が得ら

れた。　

なお、樹木（炭化材）による年代測定結果は、樹木の伐採年もしくはそれより以前の年代を示してお

り、樹木の心材に近い部分や転用材が利用されていた場合は、遺構の年代よりも古い年代値となるこ

とがある。
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４　植物珪酸体分析

株式会社 古環境研究所

（１）はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO２）が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微

化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石

を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定

および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，2000，2009）。また、イネの消長を検討す

ることで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山，1984）。

（２）試料

分析試料は、Ａ区のⅢ層～Ⅷ層から採取された７点、Ｄ区のⅣ層～Ⅶ層から採取された３点、およ

びSX02の土器内埋土から採取された５点の計15点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

（３）分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。

１）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

２）試料約１gに対し直径約40μ mのガラスビーズを約0.02g添加（0.1mgの精度で秤量）

３）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理

４）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）による分散

５）沈底法による20μ m以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

７）検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分

の精査に相当する。試料１gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料１g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪

酸体１個あたりの植物体乾重）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。こ

れにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる（杉山，2000）。

タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

（４）分析結果

①分類群

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その

結果を表3および図4～図6に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。
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〔イネ科〕

イネ、ムギ類（穎の表皮細胞）、ヨシ属、シバ属型、キビ族型、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシ

クサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネ

ザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコ

ザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、未分類等

〔樹木〕

ブナ科（シイ属）、クスノキ科、マンサク科（イスノキ属）、その他

（５）考察

①稲作跡の検討

稲作跡（水田跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試料１

gあたり5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判

断している（杉山，2000）。なお、密度が3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、

ここでは判断の基準を3,000個 /gとして検討を行った。

１）Ａ区（図4）

Ⅲ層（試料７）からⅧ層（試料１）までの層準について分析を行った。その結果、すべての試料からイ

ネが検出された。このうち、Ⅵ層（試料３）を除く各層では密度が11,500～15,000個 /gとかなり高い

値であり、Ⅵ層（試料３）でも8,400個 /gと高い値である。したがって、これらの層では稲作が行われ

ていた可能性が高いと考えられる。

２）Ｄ区（図5）

Ⅳ層（試料10）からⅦ層（試料８）までの層準について分析を行った。その結果、すべての試料から

イネが検出された。このうち、Ⅳ層（試料10）では密度が11,700個 /gとかなり高い値であり、その他

の各層でも9,100～9,700個 /gと高い値である。したがって、これらの層では稲作が行われていた可

能性が高いと考えられる。

３）SX02（図6）

土器内埋土（試料１～試料５）について分析を行った。その結果、すべての試料からイネが検出され

た。このうち、試料３と試料５では密度が4,400個 /gおよび3,600個 /gと比較的高い値であり、その

他の試料では1,400～2,100個 /gと比較的低い値である。このことから、当時は遺構周辺で稲作が行

われていたと考えられ、そこから何らかの形でイネの植物珪酸体が土器内に混入したと推定される。
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〔イネ科〕

イネ、ムギ類（穎の表皮細胞）、ヨシ属、シバ属型、キビ族型、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシ

クサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネ

ザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコ

ザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、未分類等

〔樹木〕

ブナ科（シイ属）、クスノキ科、マンサク科（イスノキ属）、その他

（５）考察

①稲作跡の検討

稲作跡（水田跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試料１

gあたり5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判

断している（杉山，2000）。なお、密度が3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、

ここでは判断の基準を3,000個 /gとして検討を行った。

１）Ａ区（図4）

Ⅲ層（試料７）からⅧ層（試料１）までの層準について分析を行った。その結果、すべての試料からイ

ネが検出された。このうち、Ⅵ層（試料３）を除く各層では密度が11,500～15,000個 /gとかなり高い

値であり、Ⅵ層（試料３）でも8,400個 /gと高い値である。したがって、これらの層では稲作が行われ

ていた可能性が高いと考えられる。

２）Ｄ区（図5）

Ⅳ層（試料10）からⅦ層（試料８）までの層準について分析を行った。その結果、すべての試料から

イネが検出された。このうち、Ⅳ層（試料10）では密度が11,700個 /gとかなり高い値であり、その他

の各層でも9,100～9,700個 /gと高い値である。したがって、これらの層では稲作が行われていた可

能性が高いと考えられる。

３）SX02（図6）

土器内埋土（試料１～試料５）について分析を行った。その結果、すべての試料からイネが検出され

た。このうち、試料３と試料５では密度が4,400個 /gおよび3,600個 /gと比較的高い値であり、その

他の試料では1,400～2,100個 /gと比較的低い値である。このことから、当時は遺構周辺で稲作が行

われていたと考えられ、そこから何らかの形でイネの植物珪酸体が土器内に混入したと推定される。

②イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型（ヒエが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュズ

ダマ属型（ハトムギが含まれる）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロコシ属型、トウモロコシ

属型などがある。このうち、本遺跡の試料からはムギ類が検出された。

ムギ類（穎の表皮細胞）は、Ａ区のⅢ層（試料７）とⅣ層（試料６）、およびＤ区のⅣ層（試料10）から

検出された。密度はいずれも700個 /gと低い値であるが、穎（籾殻）が栽培地に残される確率は低いこ

とから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。したがって、各層準の時期に

調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽培されていた可能性が考えられる。

イネ科栽培植物の中には検討が不十分なものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来す

るものが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題

としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類な

どの畑作物は分析の対象外となっている。

③植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群の検出状況と、そこから推定される植生・環境について検討を行った。

１）Ａ区（図4）

下位のⅧ層からⅦ層にかけては、イネ科ではヨシ属、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、メ

ダケ節型、ネザサ節型、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。

樹木ではマンサク科（イスノキ属）が比較的多く検出され、ブナ科（シイ属）、クスノキ科なども認めら

れた。Ⅵ層からⅢ層にかけても、おおむね同様の結果であるが、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型は

ほとんど見られなくなっている。おもな分類群の推定生産量によると、各試料ともイネが優勢であり、

ヨシ属も部分的に比較的多くなっている。

２）Ｄ区（図5）

Ⅶ層からⅣ層にかけては、Ａ区の同一層準とおおむね同様の結果である。おもな分類群の推定生産

量によると、各試料ともイネが優勢であり、ヨシ属も部分的に比較的多くなっている。

３）SX02（図6）

土器内埋土では、イネ科ではヨシ属が比較的多く検出され、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、メダケ節

型、ネザサ節型なども認められた。樹木ではマンサク科（イスノキ属）が多く検出され、ブナ科（シイ

属）、クスノキ科なども認められた。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねヨシ属が優勢で

あり、イネも比較的多くなっている。

以上の結果から、Ａ区のⅧ層～Ⅶ層およびＤ区のⅦ層～Ⅳ層の堆積当時は、ヨシ属が生育するよう

な湿潤な環境であったと考えられ、そこを利用して水田稲作が行われていたと推定される。また、周
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辺の比較的乾燥したところにはススキ属やチガヤ属、メダケ属（おもにネザサ節）などが生育していた

と考えられ、遺跡周辺にはイスノキ属をはじめシイ属、クスノキ科などの照葉樹林が分布していたと

推定される。SX02の土器内埋土については、当時の周辺の土壌が混入したと考えられる。

（６）まとめ

植物珪酸体分析の結果、Ａ区のⅢ層～Ⅷ層およびＤ区のⅣ層～Ⅶ層ではイネが多量に検出され、そ

れぞれ稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、Ａ区のⅢ層とⅣ層およびＤ区のⅣ層で

は、ムギ類が栽培されていた可能性も認められた。

各層準の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、そこを利用して

水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥したところにはススキ属やチガヤ属、

メダケ属（おもにネザサ節）などが生育していたと考えられ、遺跡周辺にはイスノキ属をはじめシイ属、

クスノキ科などの照葉樹林が分布していたと推定される。

SX02の土器内埋土については、何らかの形で利用された植物の検出が期待されたが、これを示唆

するような結果は得られなかった。

【文献】

杉山真二・藤原宏志（1986）機動細胞珪酸体の形態によるタケ亜科植物の同定－古環境推定の基礎資料として－．考古学と自然科学，19，p.69-84．

杉山真二（1999）植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史．第四紀研究，38(2)，p.109-123．

杉山真二（2000）植物珪酸体（プラント・オパール）．考古学と植物学．同成社，p.189-213．

杉山真二（2009）植物珪酸体と古生態．人と植物の関わりあい④．大地と森の中で－縄文時代の古生態系－．縄文の考古学Ⅲ．小杉康ほか編．同成社，

p.105-114.

藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)－数種イネ科植物の珪酸体標本と定量分析法－．考古学と自然科学，9，p.15-29．

藤原宏志・杉山真二（1984）プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)－プラント・オパール分析による水田址の探査－．考古学と自然科学，17，

p.73-85．
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辺の比較的乾燥したところにはススキ属やチガヤ属、メダケ属（おもにネザサ節）などが生育していた

と考えられ、遺跡周辺にはイスノキ属をはじめシイ属、クスノキ科などの照葉樹林が分布していたと

推定される。SX02の土器内埋土については、当時の周辺の土壌が混入したと考えられる。

（６）まとめ

植物珪酸体分析の結果、Ａ区のⅢ層～Ⅷ層およびＤ区のⅣ層～Ⅶ層ではイネが多量に検出され、そ

れぞれ稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、Ａ区のⅢ層とⅣ層およびＤ区のⅣ層で

は、ムギ類が栽培されていた可能性も認められた。

各層準の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、そこを利用して

水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥したところにはススキ属やチガヤ属、

メダケ属（おもにネザサ節）などが生育していたと考えられ、遺跡周辺にはイスノキ属をはじめシイ属、

クスノキ科などの照葉樹林が分布していたと推定される。

SX02の土器内埋土については、何らかの形で利用された植物の検出が期待されたが、これを示唆

するような結果は得られなかった。

【文献】
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 表３　竹松遺跡における植物珪酸体分析結果
 検出密度（単位：×100個/g）

地点・試料

   分類群 　学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5

 イネ科 Gramineae

　 イネ   Oryza  sativa 119 150 84 141 117 115 126 97 91 117 36 20 44 14 21

　 ムギ類(穎の表皮細胞)   Hordeum-Triticum  (husk Phytolith) 7 7 7

　 ヨシ属   Phragmites 20 7 14 7 7 20 7 7 7 15 22 33 59 34 35

　 シバ属型   Zoysia type 7 7 7

　 キビ族型   Paniceae type 14 7 7 7

　 ススキ属型   Miscanthus  type 7 29 21 13 14 20 35 7 7 15 7 7 7

　 ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 20 29 35 40 21 54 28 7 26 15 7 27 7 7 7

 タケ亜科 Bambusoideae

　 メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 20 7 13 14 7 7 7 7 7 14

　 ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 40 43 21 20 21 20 28 21 13 22 15 7 7 20 7

　 チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 13 7 7 7 7 7 7

　 ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 7 7 7 13 7 7 7

　 未分類等   Others 26 64 28 20 21 47 21 14 26 15 29 13 7 34 7

 その他のイネ科 Others

   表皮毛起源   Husk hair origin 13 21 49 40 7 13 28 34 20 37 22 7 7 7

   棒状珪酸体   Rodshaped 73 129 98 141 96 67 105 90 20 146 36 13 51 41 21

   未分類等   Others 59 86 77 135 103 155 84 55 59 51 44 100 37 27 28

 樹木起源 Arboreal

   ブナ科(シイ属)   Castanopsis 7 7 7 13 7 7 7 14 7 15 15 7 7 21

   クスノキ科   Lauraceae 7 21 21 20 28 20 28 7 7 29 22 7 22 14 7

   マンサク科(イスノキ属)   Distylium 112 186 141 162 193 81 105 131 157 124 196 127 242 156 203

   その他   Others 20 43 42 54 90 61 35 14 20 22 58 47 51 27 63

 植物珪酸体総数　 Total 562 850 640 828 737 701 655 503 490 651 523 429 564 386 441

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏/㎡･㎝）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出

 　イネ   Oryza  sativa 3.50 4.41 2.48 4.16 3.44 3.37 3.69 2.84 2.69 3.44 1.07 0.59 1.29 0.40 0.62

   ヨシ属   Phragmites 1.25 0.45 0.89 0.42 0.43 1.28 0.44 0.44 0.41 0.92 1.38 2.11 3.70 2.14 2.21

   ススキ属型   Miscanthus  type 0.08 0.35 0.26 0.17 0.17 0.25 0.43 0.09 0.08 0.18 0.08 0.09 0.08

   メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 0.23 0.08 0.16 0.16 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.16

   ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 0.19 0.21 0.10 0.10 0.10 0.10 0.13 0.10 0.06 0.11 0.07 0.03 0.04 0.10 0.03

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.10 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05

   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 0.02 0.02 0.02 0.04 0.02 0.02 0.02

 タケ亜科の比率（％）

   メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 43 23 62 62 45 34 33 37 45 83

   ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 35 57 100 38 38 55 57 100 28 66 30 31 31 55 17

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 18 15 22 34 24 49 49

   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 4 6 9 17 9 20 20

　 メダケ率 　Medake ratio 78 79 100 100 100 100 91 100 61 66 67 31 31 100 100

Ａ区 Ｄ区 SX02

表３　竹松遺跡における植物珪酸体分析結果
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図4　竹松遺跡：A区における植物珪酸体分析結果

図5　竹松遺跡：D区における植物珪酸体分析結果
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図4　竹松遺跡：A区における植物珪酸体分析結果

図5　竹松遺跡：D区における植物珪酸体分析結果

図6　竹松遺跡：SX02における植物珪酸体分析結果
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図版38 竹松遺跡の植物珪酸体（プラントオパール）
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図版38 竹松遺跡の植物珪酸体（プラントオパール）

５　リン・カルシウム分析

株式会社 古環境研究所

（１）はじめに

土壌中に含まれるリンやカルシウムの起源としては、土壌の母材、動物遺体、植物遺体などがあり、

遺跡の生活面や遺構内には遺体、排泄物、代謝物、食物残渣、燃料灰などに由来するリンやカルシウ

ムが蓄積している。人骨など動物の骨はリン酸カルシウムが主成分であるが、貝殻や石灰石は炭酸カ

ルシウムが主成分であり、リンはほとんど含まれていない。カルシウムは一般に水に溶解しやすいが、

リンは土壌中の鉄やアルミニウムと強く結合して難溶性の化合物となるため、土壌中における保存性

が高い（竹追、1993）。このようなリンやカルシウムの性質を利用して、墓状遺構などにおける生物

遺体（人骨など）の確認および生活面や遺構面の確認などが試みられている。

（２）試料

分析試料は、墓の可能性が指摘されているSK04の埋土底部から採取された№１、および比較試料

として遺構外から採取された№２の計２点である。

（３）分析方法

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（XGT-5000TypeⅡ）を用いて、元素の同定およびファンダメン

タルパラメータ法（FP法）による定量分析を行った。試料の処理法は次のとおりである。

１）試料を絶乾（105℃・24時間）

２）試料を粉砕して塩化ビニール製リング枠に入れ、圧力20t/cm2でプレスして錠剤試料を作成

３）測定時間500秒、照射径100μ m、電圧50kV、試料室内真空の条件で測定

　今回の分析では、まず元素マッピング分析による元素の分布図からリン（P）の輝度の高い箇所を

選び、各試料ごとに５ポイント（a～ e）についてポイント分析を行った。

（４）分析結果

表4に蛍光Ｘ線分析結果、図版39に元素マッピング図とポイント分析の箇所、図7にリン（P２O５）と

カルシウム（CaO）の含量を示す。定量分析結果は、慣例により代表的な酸化物名で表記した。

（５）考察

一般に、未耕作地の土壌中におけるリン酸含量は0.5％以下であり、耕作地では1.0％程度である。

農耕地では施肥による影響が大きく、目的とする試料の分析結果のみから遺構・遺物内における生物

遺体の存在を確認するのは困難である。このため、比較試料（遺物・遺構外の試料）との対比を行う必

要がある。

分析の結果、№１（SK04の埋土底部）ではリン（P２O５）の含量が1.0％を超えるポイントが複数認めら

れた。このうち、ポイントaではリンの含量が15.0％、カルシウム（CaO）が16.1％とかなり高い値で

あり、ポイントｃとポイントｅでもリンの含量が5.8％と3.6％、カルシウムが3.7％と5.0％と高い
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値である。なお、№２（遺構外の比較試料）では、リンの含量が0.3～0.6％、カルシウムが1.0～2.5％

といずれも低い値である。

人骨などの動物の骨は、主成分がリン酸カルシウムであり、リンに対するカルシウムの割合は約2.0

であるが、№１のポイントaではこの値が約1.1、ポイントｃでは0.6、ポイントｅでは1.4と比較的

低くなっている。カルシウムは一般に溶解性が大きいことから（竹追、1993）、土壌中で拡散・移動

した可能性も考えられる。

以上の結果から、№１（SK04の埋土底部）については、リンやカルシウムを多く含む人骨などの生

物遺体が存在していた可能性が高いと考えられる。墓遺構や貯蔵穴の分析では、リンやカルシウムの

分布が平面的および層位的に大きく偏る傾向があることから、生物遺体等が存在したと思われる部分

を中心に、より多くの試料について検討を行うことが望まれる。
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表４　竹松遺跡における蛍光Ｘ線分析結果
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単位：wt％

試料№ ﾎﾟｲﾝﾄ MgO Al2O3 SiO2 P2O5 SO3 K2O CaO TiO2 MnO2 Fe2O3 Rb2O SrO Y2O3 ZrO2

a 1.56 14.82 42.31 14.96 0.14 0.51 16.06 0.78 0.33 8.44 0.00 0.04 0.01 0.03

b 0.03 22.74 63.12 0.44 0.20 1.32 1.05 0.89 1.22 8.93 0.01 0.03 0.01 0.03

c 0.00 18.56 62.63 5.82 0.08 1.20 3.72 0.99 0.16 6.77 0.01 0.02 0.01 0.03

d 0.01 22.29 63.61 0.41 0.23 1.38 1.33 1.21 0.26 9.21 0.01 0.02 0.01 0.04

e 1.06 19.56 58.69 3.60 0.15 1.00 5.02 1.10 0.19 9.58 0.01 0.02 0.01 0.03

a 0.08 21.52 68.46 0.26 0.24 1.23 2.52 0.85 0.08 4.68 0.00 0.04 0.00 0.02

b 0.00 23.42 61.96 0.58 0.21 1.42 0.96 0.89 0.14 10.37 0.01 0.02 0.00 0.02

c 0.00 22.43 62.62 0.41 0.17 1.13 1.10 1.02 3.75 7.31 0.01 0.02 0.00 0.02

d 0.61 22.82 58.68 0.53 0.20 1.12 1.17 0.84 0.10 13.90 0.00 0.01 0.00 0.02

e 0.00 23.96 57.00 0.58 0.27 1.17 1.30 1.11 3.13 11.44 0.00 0.02 0.00 0.03

1

2
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図版39 プレス試料と元素マッピング図およびポイント分析箇所

図7　竹松遺跡におけるリン・カルシウム含量
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６　動物遺体

株式会社　パレオ・ラボ

（１）はじめに

長崎県大村市竹松町に所在する竹松遺跡（TAK201502）から出土した動物遺体について、同定結果を

報告する。

（２）試料と方法

試料は、骨片5点である。試料番号1～5として発掘調査現場で取り上げられていた。試料の時期は

中世と考えられている。

まず、試料に付着した土を除いた。ただし試料1については、土塊ごと取り上げられており、土を

除くと形状を保てないと判断されたため、土の除去を行わなかった。

観察は肉眼で行い、現生標本との比較により同定した。

（３）結果と考察

5点ともウシ（Bos taurus）の歯であった。表1に結果一覧を示す。

試料1は、左右の上顎第1後臼歯と第2後臼歯が並んで出土しており、元は頭蓋骨があって、歯のみ

が残ったと考えられる。試料2～5は、歯1点ずつに由来すると考えられる破片であった。

表５　同定結果一覧

試料 出土地点 取り上げNo. 層位・遺構 分類群 部位

左上顎第1後臼歯（M1）

左上顎第2後臼歯（M2）

右上顎第1後臼歯（M1）

右上顎第2後臼歯（M2）

2 D-1　SS06礫除去中 SS06 ウシ 上下左右不明後臼歯

3 D-1　4B層 ウシ 上下左右不明後臼歯

4 D-1　北トレンチ 10層 ウシ 上下左右不明後臼歯

5 D-1　トレンチ3 12層 ウシ 臼歯破片

1 D-1　北トレンチ X4 10層 ウシ

図版40 竹松遺跡から出土したウシ臼歯

390



６　動物遺体

株式会社　パレオ・ラボ

（１）はじめに

長崎県大村市竹松町に所在する竹松遺跡（TAK201502）から出土した動物遺体について、同定結果を

報告する。

（２）試料と方法

試料は、骨片5点である。試料番号1～5として発掘調査現場で取り上げられていた。試料の時期は
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除くと形状を保てないと判断されたため、土の除去を行わなかった。

観察は肉眼で行い、現生標本との比較により同定した。

（３）結果と考察

5点ともウシ（Bos taurus）の歯であった。表1に結果一覧を示す。

試料1は、左右の上顎第1後臼歯と第2後臼歯が並んで出土しており、元は頭蓋骨があって、歯のみ

が残ったと考えられる。試料2～5は、歯1点ずつに由来すると考えられる破片であった。

表５　同定結果一覧

試料 出土地点 取り上げNo. 層位・遺構 分類群 部位

左上顎第1後臼歯（M1）

左上顎第2後臼歯（M2）

右上顎第1後臼歯（M1）

右上顎第2後臼歯（M2）

2 D-1　SS06礫除去中 SS06 ウシ 上下左右不明後臼歯

3 D-1　4B層 ウシ 上下左右不明後臼歯

4 D-1　北トレンチ 10層 ウシ 上下左右不明後臼歯

5 D-1　トレンチ3 12層 ウシ 臼歯破片

1 D-1　北トレンチ X4 10層 ウシ

図版40 竹松遺跡から出土したウシ臼歯

７　竹松遺跡出土「権」の成分分析

　　長崎県埋蔵文化財センター 片多雅樹

長崎県大村市に所在する竹松遺跡の発掘調査で出土した「権」（遺物番号：201506-7004【本書279頁

第216図 -771】）について、長崎県埋蔵文化財センターに設置している、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分

析装置を用いて、成分分析を実施した。資料は発掘後、そのままの状態でセンターに搬入されたため、

表面に生成していた錆や付着していた砂粒等を、顕微鏡下でメスを用いて取り除いた。クリーニング

後で重さは140.26gであった。

分析はエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（SIIナノテクノロジー社製：SEA1200VX）で行った。装

置の仕様及び分析条件は以下のとおり。下面照射式で照射径は8mmΦ。Rh（ロジウム）管球。SDD検出

器で液体窒素を要しない。分析条件は管電圧40kVで管電流は抵抗値によって自動設定とした。大気

雰囲気で、測定時間100秒（デッドタイムを除く）で分析を行った。

分析結果（分析スペクトル）を図10に示す。この分析スペクトルは、横軸は検出された蛍光Ｘ線の

エネルギー値（keV）を表し各元素で固有の値を示すため（例えば銅のKα線は8.048keV）、横軸のどの

エネルギー値にピーク（グラフの山）が現れるかで、どのような元素が含まれるかがわかる。また縦軸

は検出された蛍光Ｘ線の強度（CPS=Count Per Second：1秒間に検出した蛍光Ｘ線の数）を表す。分析

の結果、鉄（Fe）、銅（Cu）、鉛（Pb）、ヒ素（As）、錫（Sn）を検出した。鉄はクリーニングでは取り除け

なかった土壌の成分と考えられる。錫は微量ではあるがピークを確認できる。また、ヒ素Ｋα線と鉛

のＬα線はほぼ同じエネルギー値（横軸：keV）にピークが重なっているが、それぞれのβ線を見るこ

とで、鉛のLβ線は明確に検出され、またヒ素のKβ線も小さいながら確認できるため微量ながら含

まれていることがわかった。以上のことから、本資料は銅・錫・鉛の青銅製といえる。

図8　権の分析結果（分析スペクトル）　赤○は分析部分
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Ⅴ　総括

弥生時代中期の土器

はじめに

竹松遺跡で出土する弥生中期の土器は、須玖式土器と黒髪式系土器である。ここでは「黒髪式系土

器」という用語を、「熊本県を中心に分布する黒髪式土器の影響を受けた本県本土部の在地土器」とい

う意味で用いる。

両者が県央（大村湾沿岸）から県南（島原半島）にかけて共伴することは、1980（昭和55）年以降の大

村市富の原遺跡の調査を契機に注目されるようになった。その後、県央・県南では、黒髪式土器が、

中期後半以降に甕形土器の主体を占める脚台付甕形土器（以下、「台付甕」と称する）の祖形となったと

も認識されている（宮﨑2019）。さらに、後期には北部九州系の平底の甕形土器と黒髪式土器の系譜

を引く台付甕が共存することが分かっており、このことへの関心も高い。近年、長崎県考古学会が中

心となって、九州考古学会や肥後考古学会と合同学会を開催し、台付甕の検討を行ってきた。しかし、

黒髪式土器の実態が分かりにくいこともあり、現状では、各学会において、研究者が問題点を共有し

あった段階と言えよう。

１．須玖式土器と黒髪式土器

言うまでもなく、須玖式土器は優美な外観ともあいまって、北部九州の弥生中期を代表する土器様

式として認識されている。一方の黒髪式土器は、熊本県を中心に、福岡県南部、鹿児島県、そして本

県と広く分布する土器様式である。

しかし、両者の関係や併行関係を論じた研究は少なく、筆者が知る限り、武末純一（武末1982）と

中園聡の研究（中園1996,2004）さらには田崎博之の研究（田崎1998）が代表的なものではないかと思わ

れる。

２．黒髪式土器の研究史

黒髪式土器が編年的に位置づけられたのは、1969年に雄山閣から刊行された『新版考古学講座』4巻

原始文化（上）においてである。黒髪Ⅰ式土器（弥生時代中期）、黒髪Ⅱ式土器（弥生時代後期前半）とさ

れた（鏡山・乙益1969）。その後、西健一郎は黒髪式土器を中期に位置づけ、黒髪一式、二式、三式、

四式に分けた。形式的にも、甕形土器だけではなく、壺形土器、高坏形土器を加えた型式分類を行い、「型

式」として位置づけた（西1983）。さらに中園は黒髪式土器を「様式」として再設定し、黒髪Ⅰ式、黒髪

Ⅱａ式、黒髪Ⅱｂ式に細分し、時期は西と同じく中期と位置づけた（中園1996,2004）。

続いて、田崎は黒髪式土器の甕形土器の検討から黒髪式古段階、同中段階、同新段階に細分し、そ

れぞれを西の黒髪一式、黒髪二式、黒髪三・四式にほぼ対比できるとした（田崎1998）。

また、須玖式土器との併行関係について、中園は黒髪Ⅰ式が須玖Ⅰ式と、黒髪Ⅱａ式は中園が言う

須玖Ⅱａ式と、黒髪Ⅱｂ式は同じく須玖Ⅱｂ式と、それぞれ併行するとした（中園1996,2004）。

一方、田崎は黒髪式古段階と須玖Ⅰ式新段階、黒髪式中段階と須玖Ⅱ式古段階、黒髪式新段階と須

玖Ⅱ式新段階の土器がそれぞれ併行すると主張した（田崎1998）

３．本県本土部の弥生中期土器の編年研究史

　本県本土部の弥生中期土器編年の研究は、1983（昭和58）年の諫早市西ノ角（にしのすみ）遺跡や、
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1986（昭和61）年の南島原市今福（いまふく）遺跡で宮﨑貴夫が行って以降、久しく行なわれなかった

と言ってよい（長崎県教委編1985、同1986）。破片資料がほとんどで、完形ないしそれに近い資料に

恵まれなかったことが背景にある。

近年、この時期の良好な資料が雲仙市十園遺跡の竪穴建物跡で発掘され（国見町教委2005）、さら

に竹松遺跡に隣接する大村市富の原遺跡の環濠内からも環濠を埋める前に一括廃棄された土器群が発

見されている（大村市教委編2005）。

４．本県本土部の弥生中期土器

（１）検討対象とする遺跡と遺構

①十園（じゅうぞの）遺跡（国見町教委編2005）

雲仙市国見町に所在する弥生中期、後期、古代にまたがる複合遺跡である。2000（平成12）年か

ら2004（平成16）年にかけて発掘調査が行なわれた。３棟の竪穴建物跡（32区 SB01、4区 SB01、4区

SB02）および溝（23・24区 SD01）から弥生中期の土器が出土している。

②富の原遺跡（大村市教委編2005）

大村市富の原に所在する弥生中期、後期初頭の環濠集落である。2002（平成14）年の調査で、環濠

内から土器の集積が発掘された。土器の集積は環濠底から50㎝上で発見された。

そのほか、1995年（平成7）、2004年（平成16）、2008（平成20）の小規模な調査でも環濠とおぼしき遺

構が調査されている。

③立小路（たてしょうじ）遺跡（長崎県教委編2018）

大村市立小路にある縄文晩期から弥生時代の遺跡である。都市計画道路建設に先立って2016（平成

28）年に発掘調査が行われ、当該期の竪穴建物跡などが発見されている。

（２）形式分類（第１図）

上記の検討対象遺跡の遺構より出土した土器を形式別に整理する。

①甕形土器（第１図1～4）

（ア）甕形土器A（1）

鋤先形口縁を有し、底部は平底をなす北部九州系の甕形土器である。

（イ）甕形土器B（2）

口縁部がいわゆる「しゃくれあがった」形状をなし、脚台状の底部を有する黒髪式土器に似た

甕形土器である（註１）。

（ウ）甕形土器C（3）

全形がわかる資料に恵まれないが、口縁断面が厚く、口縁部内面は窪むものの、甕形土器B

ほどしゃくれない。中九州系の甕形土器である（註２）。

（エ）甕形土器D（4）

脚台をもつ甕形土器であるが、口縁部は屈折口縁で、甕形土器Bのようにしゃくりあがらず、

短く直に伸びて外傾する。在地の土器と思われる（註３）。

②壺形土器（第１図5,6）

　（ア）壺形土器A（5）

Ⅴ　総括

弥生時代中期の土器

はじめに

竹松遺跡で出土する弥生中期の土器は、須玖式土器と黒髪式系土器である。ここでは「黒髪式系土

器」という用語を、「熊本県を中心に分布する黒髪式土器の影響を受けた本県本土部の在地土器」とい

う意味で用いる。

両者が県央（大村湾沿岸）から県南（島原半島）にかけて共伴することは、1980（昭和55）年以降の大

村市富の原遺跡の調査を契機に注目されるようになった。その後、県央・県南では、黒髪式土器が、

中期後半以降に甕形土器の主体を占める脚台付甕形土器（以下、「台付甕」と称する）の祖形となったと

も認識されている（宮﨑2019）。さらに、後期には北部九州系の平底の甕形土器と黒髪式土器の系譜

を引く台付甕が共存することが分かっており、このことへの関心も高い。近年、長崎県考古学会が中

心となって、九州考古学会や肥後考古学会と合同学会を開催し、台付甕の検討を行ってきた。しかし、

黒髪式土器の実態が分かりにくいこともあり、現状では、各学会において、研究者が問題点を共有し

あった段階と言えよう。

１．須玖式土器と黒髪式土器

言うまでもなく、須玖式土器は優美な外観ともあいまって、北部九州の弥生中期を代表する土器様

式として認識されている。一方の黒髪式土器は、熊本県を中心に、福岡県南部、鹿児島県、そして本

県と広く分布する土器様式である。

しかし、両者の関係や併行関係を論じた研究は少なく、筆者が知る限り、武末純一（武末1982）と

中園聡の研究（中園1996,2004）さらには田崎博之の研究（田崎1998）が代表的なものではないかと思わ

れる。

２．黒髪式土器の研究史

黒髪式土器が編年的に位置づけられたのは、1969年に雄山閣から刊行された『新版考古学講座』4巻

原始文化（上）においてである。黒髪Ⅰ式土器（弥生時代中期）、黒髪Ⅱ式土器（弥生時代後期前半）とさ

れた（鏡山・乙益1969）。その後、西健一郎は黒髪式土器を中期に位置づけ、黒髪一式、二式、三式、

四式に分けた。形式的にも、甕形土器だけではなく、壺形土器、高坏形土器を加えた型式分類を行い、「型

式」として位置づけた（西1983）。さらに中園は黒髪式土器を「様式」として再設定し、黒髪Ⅰ式、黒髪

Ⅱａ式、黒髪Ⅱｂ式に細分し、時期は西と同じく中期と位置づけた（中園1996,2004）。

続いて、田崎は黒髪式土器の甕形土器の検討から黒髪式古段階、同中段階、同新段階に細分し、そ

れぞれを西の黒髪一式、黒髪二式、黒髪三・四式にほぼ対比できるとした（田崎1998）。

また、須玖式土器との併行関係について、中園は黒髪Ⅰ式が須玖Ⅰ式と、黒髪Ⅱａ式は中園が言う

須玖Ⅱａ式と、黒髪Ⅱｂ式は同じく須玖Ⅱｂ式と、それぞれ併行するとした（中園1996,2004）。

一方、田崎は黒髪式古段階と須玖Ⅰ式新段階、黒髪式中段階と須玖Ⅱ式古段階、黒髪式新段階と須

玖Ⅱ式新段階の土器がそれぞれ併行すると主張した（田崎1998）

３．本県本土部の弥生中期土器の編年研究史

　本県本土部の弥生中期土器編年の研究は、1983（昭和58）年の諫早市西ノ角（にしのすみ）遺跡や、
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いわゆる朝顔形に外反する口縁部をもち、胴部に突帯を有する。中九州系の壺形土器である。

（イ）壺形土器B（6）

口縁部は短く外反し、頸部から胴部への移行が緩やかで、頸部から胴部の境も不明瞭である。

胴部に突帯を持つ。竹松遺跡TAK201405②③区 ST1（『竹松遺跡Ⅳ』中巻104頁）など類似した資料

からみて、底部は平底である。

③広口壺形土器（第１図7～9）

（ア）広口壺形土器A（7）

胴部から直立気味に立ち上がり、外方に開く。頸部には縦に暗文、胴部は磨かれ、全体に丹

を施す。北部九州系の土器である。

甕 A

甕 B

甕 C

高坏

甕 D

広口壺 C

樽形甕

丹塗甕

鉢

甕 B

1

2

4

3

6

15

9

8

5 7

10

11

12

13

14

壺 A 広口壺 A

広口壺 B

無頸壺 A

無頸壺 B

 1,2,8,13　十薗遺跡 4区 SB02

14　 十薗遺跡 32 区 SB01

3 　 立小路遺跡 SC02

4 ～ 7,9,11,12　富の原遺跡環濠土器溜り

10　富の原遺跡環濠（1995 年）

第１図　弥生中期土器の形式（S=1/9）
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いわゆる朝顔形に外反する口縁部をもち、胴部に突帯を有する。中九州系の壺形土器である。

（イ）壺形土器B（6）

口縁部は短く外反し、頸部から胴部への移行が緩やかで、頸部から胴部の境も不明瞭である。

胴部に突帯を持つ。竹松遺跡TAK201405②③区 ST1（『竹松遺跡Ⅳ』中巻104頁）など類似した資料

からみて、底部は平底である。

③広口壺形土器（第１図7～9）

（ア）広口壺形土器A（7）

胴部から直立気味に立ち上がり、外方に開く。頸部には縦に暗文、胴部は磨かれ、全体に丹

を施す。北部九州系の土器である。
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 1,2,8,13　十薗遺跡 4区 SB02

14　 十薗遺跡 32 区 SB01

3 　 立小路遺跡 SC02

4 ～ 7,9,11,12　富の原遺跡環濠土器溜り

10　富の原遺跡環濠（1995 年）

第１図　弥生中期土器の形式（S=1/9）

（イ）広口壺形土器B（8）

口縁部の開きが広口壺Aより大きく、胴部から底部へ急激にすぼまる。頸部には縦に暗文、

胴部は磨かれ、全体に丹を施す。北部九州系の土器である。

（ウ）広口壺形土器C（9）

鋤先形の口縁部を持ち、頸部から胴部、さらに底部への移行はなだらかである。頸部には縦

に暗文、胴部は磨かれ、全体に丹を施す。北部九州系の土器である。

④無頸壺形土器（第１図10,11）

（ア）無頸壺形土器A（10）

鋤先形の口縁部は平坦で水平に伸びる。胴部最大径は中位にある。

第２図　黒髪式土器の編年図（西 1983）
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（イ）無頸壺形土器B（11）

口縁部は屈曲し、やや上方に開く。口縁部内面の屈曲部には突出がある。胴は球形で、口縁

部には紐通しの穴がある。　

⑤鉢形土器（第11図12）

口縁部は短い「く」字状をなす。口縁部内面の屈曲部には明瞭な稜がある。胴部は張らずに底部にい

たる。

⑥樽形甕土器（第１図13）

口縁部はやや垂下する。胴部最大径が下位にある。

⑦丹塗甕（第１図14）

鋤先形の口縁部をもつ丹塗甕で、北部九州系の土器である。

⑧高坏形土器（第１図15）

第３図　須玖式土器、黒髪式土器の甕形土器の口縁部の形状変化（中園 2004）

第４図　黒髪式土器の甕形土器の型式組列（田崎 1998）
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（イ）無頸壺形土器B（11）

口縁部は屈曲し、やや上方に開く。口縁部内面の屈曲部には突出がある。胴は球形で、口縁

部には紐通しの穴がある。　

⑤鉢形土器（第11図12）

口縁部は短い「く」字状をなす。口縁部内面の屈曲部には明瞭な稜がある。胴部は張らずに底部にい

たる。

⑥樽形甕土器（第１図13）

口縁部はやや垂下する。胴部最大径が下位にある。

⑦丹塗甕（第１図14）

鋤先形の口縁部をもつ丹塗甕で、北部九州系の土器である。

⑧高坏形土器（第１図15）

第３図　須玖式土器、黒髪式土器の甕形土器の口縁部の形状変化（中園 2004）

第４図　黒髪式土器の甕形土器の型式組列（田崎 1998）

鋤先形の口縁部を有する。脚は欠損しているので不明である。内外面は丹塗りされている。北部九

州系の高坏形土器である。　　　　

（３）各形式の型式組列

本県本土部では、全体の器形が分かる資料の出土が極めて少ないため、上記各形式の型式組列を提

示するのは困難である。以下に他県の類似型式から推し量り、各形式の型式組列の概略を記す。

①甕形土器

（ア）甕形土器A（第1図1）

須玖Ⅱ式土器古段階の甕形土器である。型式組列は、武末や田崎のいわゆる「遠賀川以西

第５図　中園聡が分析に用いた器種（中園 2004）
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の須玖式土器」の変遷に准じると考える（武末1997、田崎1985）。

（イ）甕形土器B（第1図2）

黒髪式系の甕形土器である。黒髪式土器は「口縁部の断面が厚いものが古く、薄くしゃくれ

あがったものが新しい」とされる（佐藤1996）。口縁部の形状は西の黒髪三式・四式（第２図）、

中園の甕C6（黒髪Ⅱ a式、Ⅱｂ式継続型式）（第３図のⅩⅦ）、田崎のK5（黒髪式中段階）（第４

図の16～19）に類似する。

第６図　須玖Ⅰ式土器（39 ～ 64）、須玖Ⅱ式土器（93 ～ 128）（武末 1997）
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の須玖式土器」の変遷に准じると考える（武末1997、田崎1985）。

（イ）甕形土器B（第1図2）

黒髪式系の甕形土器である。黒髪式土器は「口縁部の断面が厚いものが古く、薄くしゃくれ

あがったものが新しい」とされる（佐藤1996）。口縁部の形状は西の黒髪三式・四式（第２図）、

中園の甕C6（黒髪Ⅱ a式、Ⅱｂ式継続型式）（第３図のⅩⅦ）、田崎のK5（黒髪式中段階）（第４

図の16～19）に類似する。

第６図　須玖Ⅰ式土器（39 ～ 64）、須玖Ⅱ式土器（93 ～ 128）（武末 1997）

なお、本県の黒髪式系甕形土器の口縁部の変化は西、中園、田崎が提示した中九州のそれに准じる

と考える。　　　

（ウ）甕形土器C（第1図3）

　中園による甕C5（第３図のⅩⅥ）で、前述した（イ）甕形土器Bの先行型式である。

（エ）甕形土器D（第1図4）

黒髪式系の甕形土器に特徴的な口縁部の「しゃくれあげ」がない型式である。ここでは在地の

甕形土器とする。型式組列は不明である。　　　

②壺形土器

（ア）壺形土器A（第1図5）

　　　黒髪式系の壺形土器で、中園の壺Iに相当する（第５図）。西の黒髪二式・三式、中園の黒髪

Ⅱ式に該当しよう。型式組列は西、中園のそれに准じるが、中園は図示していない。

（イ）壺形土器B（第1図6）

　　　在地の壺形土器で、宮﨑貴夫は「富の原型」の壺形土器とした。型式組列は不明である。

③広口壺形土器

（ア）広口壺形土器A（第1図7）

第７図　広口壺形土器の型式組列（田崎 1985）

第８図　須玖式土器の甕形土器の型式組列（田崎 1985）
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須玖Ⅱ式土器古段階の型式である。武末の広口壺Ⅰ類（第６図の93,94,104）、中園の壺A（第５図）

に相当する。型式組列は、北部九州の須玖式土器の変化に准じると考える。

（イ）広口壺形土器B（第1図8）

広口壺形土器Aよりも口縁部の開きが大きく、口径が胴部最大径を凌駕する。田崎の広口壺形土器

Ⅴ（第７図11～13）、中園の壺B（第５図）に相当する。型式組列は、北部九州の須玖式土器の変化に准

じると考える。　　　

（ウ）広口壺形土器C（第1図9）

武末の広口壺Ⅱ類に相当する（第６図の95,102,103）。

④無頸壺形土器

（ア）無頸壺形土器A（第1図10）

武末の無頸壺Ⅰ類（第６図の47）、中園の無頸壺Ａ（第５図）に相当する。型式組列は中園のも

のを参考にする。後述する無頸壺形土器Bの先行型式である。　

（イ）無頸壺形土器B（第1図11）

武末の無頸壺Ⅰ類（第６図101）、中園の無頸壺Ａ（第５図）に相当する。型式組列は中園のも

のを参考にする。前述した（ア）無頸壺形土器Aの後続型式である。　

⑤鉢形土器（第1図12）

　在地の土器と推定する。型式組列は不明である。

⑥樽形甕土器（第1図13）

　型式組列は中園のものを参考とする。

⑦丹塗甕（第1図14）

中園の分類を用いるが、武末の甕Ⅰ3類でもある（第６図の113）。武末・中園ともに須玖Ⅱ式土器

に編年する。型式組列は中園のものに准じる。

⑧高坏形土器（第1図15）

武末の高坏ⅠA2類（第６図の119）、中園の高坏A（第５図）に相当する。型式組列は中園のものを参

考にする。　　　　　　　　

（４）各型式の共伴関係

ここでは、遺構ごとに前述の各型式の土器の共伴関係を見ていく。竪穴建物跡などから出土した資

料は、同時期で、一括性があり、共時性が高い資料とし、溝などから出土した土器は、共時性・一括

性が低い資料とした。　

①共時性が高い資料での共伴関係

 

CBABABADCBA
32区SB01 ○ ○ ○

○○○○○○10BS区4
4区SB02 ○ ○ ○○
１号住居 ○ ○ ○
２号住居 ○ ○

環濠一括廃棄土器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
立小路遺跡 SC02 ○ ○ ○

高坏
遺跡名 遺構

樽形甕

器土塗丹器土用日

甕塗丹坏高鉢

十園遺跡

富の原遺跡

壺口広甕 壺 無頸壺
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（イ）広口壺形土器B（第1図8）
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じると考える。　　　

（ウ）広口壺形土器C（第1図9）

武末の広口壺Ⅱ類に相当する（第６図の95,102,103）。

④無頸壺形土器

（ア）無頸壺形土器A（第1図10）

武末の無頸壺Ⅰ類（第６図の47）、中園の無頸壺Ａ（第５図）に相当する。型式組列は中園のも

のを参考にする。後述する無頸壺形土器Bの先行型式である。　

（イ）無頸壺形土器B（第1図11）

武末の無頸壺Ⅰ類（第６図101）、中園の無頸壺Ａ（第５図）に相当する。型式組列は中園のも

のを参考にする。前述した（ア）無頸壺形土器Aの後続型式である。　

⑤鉢形土器（第1図12）

　在地の土器と推定する。型式組列は不明である。

⑥樽形甕土器（第1図13）

　型式組列は中園のものを参考とする。

⑦丹塗甕（第1図14）

中園の分類を用いるが、武末の甕Ⅰ3類でもある（第６図の113）。武末・中園ともに須玖Ⅱ式土器

に編年する。型式組列は中園のものに准じる。

⑧高坏形土器（第1図15）

武末の高坏ⅠA2類（第６図の119）、中園の高坏A（第５図）に相当する。型式組列は中園のものを参

考にする。　　　　　　　　

（４）各型式の共伴関係

ここでは、遺構ごとに前述の各型式の土器の共伴関係を見ていく。竪穴建物跡などから出土した資

料は、同時期で、一括性があり、共時性が高い資料とし、溝などから出土した土器は、共時性・一括

性が低い資料とした。　

①共時性が高い資料での共伴関係

 

CBABABADCBA
32区SB01 ○ ○ ○

○○○○○○10BS区4
4区SB02 ○ ○ ○○
１号住居 ○ ○ ○
２号住居 ○ ○

環濠一括廃棄土器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
立小路遺跡 SC02 ○ ○ ○

高坏
遺跡名 遺構

樽形甕

器土塗丹器土用日

甕塗丹坏高鉢

十園遺跡

富の原遺跡

壺口広甕 壺 無頸壺

②共時性が低い資料での共伴関係

 

CBABABADCBA
○○○○○10DS区42・32跡遺園十

○○5991濠環
環濠2004溝底 ○ ○ ○
環濠2008 ○
201407②SK30 ○ ○
201407②SK32 ○

富の原遺跡

竹松遺跡

甕 広口壺壺 無頸壺
高坏

器土塗丹器土用日
遺跡名 遺構

甕塗丹甕形樽鉢 高坏

各遺構での共伴関係を見る限り、一次資料、二次資料ともに、先の形式分類ならびに型式組列で示

した各型式の土器が共伴している。

特に甕形土器Aと Bは共伴することが極めて多く、その他、甕形土器C、壺形土器A、広口壺A、同

B、高坏もセット関係にあると見られる。よってこれらの土器群は一時期を画す土器様式と考えられる。

その他の型式の土器は共伴事例が少ないため同一様式に含まれるかの判断は保留したい。

（５）土器群の時期

次にこれらの土器群の時期を甕形土器で考える。

甕形土器 Aは武末の甕Ⅰ2類（第６図の115）、田崎の甕 B6（第８図の32～34）、中園の甕 A5（第３図

のⅥ、Ⅶ）で、いずれも須玖Ⅱ式土器古段階に相当する甕形土器である。一方、甕形土器Bは中園の

甕 C6（第３図のⅩⅦ）、田崎の甕K5（第４図16～19）に相当し、中園の編年によると黒髪Ⅱa式、Ⅱｂ

式にまたがる継続型式である。田崎の編年では黒髪式中段階に相当する。

甕形土器Cは中園の甕C5（第３図のⅩⅥ）で中園が黒髪Ⅱa式に編年する型式である。

中園が黒髪Ⅱa式土器と須玖Ⅱ式土器古段階の土器が併行すると指摘していること、さらに田崎が

黒髪式中段階の土器を須玖Ⅱ式土器古段階の土器と併行すると指摘していることは、研究史で触れた

とおりである。さらに中園の甕C6、田崎の甕K5に後続する型式の甕形土器で、口縁先端がやや膨ら

む甕形土器（中園の甕C7（第３図のⅩⅧ）、田崎の甕K6（第８図20～25））が、これらの土器と共伴して

いないことも、この甕形土器群が中園の黒髪Ⅱa式、田崎の黒髪式中段階（いずれも須玖Ⅱ式土器古

段階併行）に相当することを支持すると考える。

よって、上記遺構から出土した土器群は、須玖Ⅱ式土器古段階併行に位置づけられよう。

５．須玖Ⅱ式土器新段階に併行する土器

上記のように、富の原遺跡のこれまでの調査では、環濠や竪穴建物跡から須玖Ⅱ式土器古段階の土

器は出土しているものの、須玖Ⅱ式土器新段階の土器の出土が少ない。竹松遺跡でも、須玖Ⅱ式土器

新段階の遺構は極めて少ない。

富の原遺跡のこれまでの調査報告の中で、須玖Ⅱ式土器新段階の土器と目されるのは、A地点の墓

地及び祭祀遺構周辺から出土した土器群である（大村市教委編1987）。これらの土器群の一部は、か

つて石橋新次により提唱された「糸島型祭祀用土器」を含む（石橋1992）。

　以下で検討していく。

（１）形式分類（第９図、第10図）

①甕形土器（第９図1～12）

（ア）甕形土器A（1～4）

鋤先形の口縁で、頸部に突帯をもつ。北部九州系の甕形土器である。口縁の平坦部に暗文を
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施す。外面と口縁内面は丹塗りである。

（イ）甕形土器B（5）

しゃくれあがった口縁部をもつ黒髪式系の甕形土器である。

（エ）甕形土器C（6～9）

口縁部が短く外反し、直に伸びる甕形土器である。胴部最大径が口径より大きい器形であろう。

（オ）甕形土器D（10～12）

　屈折口縁の甕形土器である。口縁断面が直角三角形を呈する。　

②大甕（第９図13～22）

（ア）大甕A（13～19）

頸部がすぼまり、短い口縁部が強く外反しながら「C」字状に屈曲する。頸部に、三角形の突

帯を持つものがある。貯蔵用の土器で、埋葬用として土器棺に転用される場合もある。

（イ）大甕B（20～22）
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施す。外面と口縁内面は丹塗りである。

（イ）甕形土器B（5）

しゃくれあがった口縁部をもつ黒髪式系の甕形土器である。

（エ）甕形土器C（6～9）

口縁部が短く外反し、直に伸びる甕形土器である。胴部最大径が口径より大きい器形であろう。

（オ）甕形土器D（10～12）

　屈折口縁の甕形土器である。口縁断面が直角三角形を呈する。　

②大甕（第９図13～22）

（ア）大甕A（13～19）

頸部がすぼまり、短い口縁部が強く外反しながら「C」字状に屈曲する。頸部に、三角形の突

帯を持つものがある。貯蔵用の土器で、埋葬用として土器棺に転用される場合もある。

（イ）大甕B（20～22）
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第９図　富の原遺跡のＡ地点墓地及び祭祀遺構周辺出土土器①（S=1/9）（●は丹塗）
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長頸壺 無頸壺

台付無頸壺 A
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鉢
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 第 10 図　富の原遺跡のＡ地点墓地及び祭祀遺構周辺出土土器②（S=1/9）（●は丹塗）
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 第 10 図　富の原遺跡のＡ地点墓地及び祭祀遺構周辺出土土器②（S=1/9）（●は丹塗）

③壺形土器（第９図22～29）

（ア）壺形土器A（23）

口縁部が朝顔形に開く壺形土器である。

（イ）壺形土器B（24～27）

頸部から口縁部にかけて緩やかに開く。頸部に突帯をもつ。

（ウ）壺形土器C（28,29）

頸部が胴部から直立気味に立ち上がる。頸部に突帯をもつ。

（エ）壺形土器D（30）

小型の壺で、「く」字状の口縁部を持ち、頸部と胴部に突帯をもつ。

④広口壺形土器（第９図32～37）

（ア）広口壺形土器A（32）

胴部から直立気味に立ち上がり、外方に開く。頸部には縦に暗文と丹を施す。内外面は丹塗

りである。北部九州系の土器である。

（イ）広口壺形土器B（33）

口縁部の開きが広口壺Aより大きく、胴部から底部へ急激にすぼまる。頸部には縦に暗文、

外面と口頸内面に丹を施す。北部九州系の土器である。

（ウ）広口壺形土器C（34～37）

鋤先形の口縁部を持ち、頸部には縦に暗文が入るものある。外面と口縁部内面に丹を施す。

北部九州系の土器である。

⑤袋状口縁壺形土器（第９図31）

袋状の口縁部をもつ。全形は不明である。

⑥長頸壺形土器（第10図38～46）

袋状の口縁部をもつ長頸の壺形土器である。頸部および胴部に突帯をもち、頸部・肩部には縦に暗

文を施す。外面全体および内面の一部は丹塗りである。北部九州系の土器である。

⑦無頸壺形土器（第10図47,48）

垂下した口縁部と、倒卵形の胴部をもつ。外面丹塗りである。

⑧台付無頸壺形土器（第10図49）

外面全体および口頸部内面に丹を施す。

⑨鉢形土器（第10図50,51）

50,51は内外面丹塗りである。口縁部が屈曲するもの（50）と、しないもの（51）がある。

⑩高坏形土器（第10図52～62）

鋤先形の口縁部をもつ高坏形土器で、口縁部が水平に伸びるもの、垂下するもの、さらにやや上方

へ開く型式がある。口縁の平坦部に暗文を施すものと施さないもの、丹塗りのものとそうでないもの

がある。

（２）型式組列と編年

全体の器形が分かる資料の出土が極めて少ないため、上記各形式の型式組列を提示したり、遺構ご

との共伴関係を論じることは困難である。したがって以下は、他県の類似型式から推し量り、想定さ
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れる各形式の型式組列、ならびに編年的位置の概略を記すことにする。

①甕形土器（第９図1～12）

（ア）甕形土器A（1～4）

鋤先形の口縁部が薄く水平に延びる型式と、やや上方に立ち上がる屈折口縁の型式がある。

後者は須玖Ⅱ式土器新段階の範疇に入る甕形土器であると思われる。

（イ）甕形土器B（5）

口縁部がしゃくれあがる黒髪式系の甕形土器である。口縁端がやや膨らんでおり、西や中園、

田崎によれば黒髪式系甕形土器の最終型式の土器のひとつである。

（ウ）甕形土器C（6～9）

類例を寡聞にして知らない。在地の土器と思われるが、型式組列は不明である。

（エ）甕形土器D（10～12）

屈折口縁の台付甕で、黒髪式系土器の甕形土器の口縁と後期の「く」字状口縁の中間的な形状

を呈する。竹松遺跡ではTAK201406調査区３小区SC12の竪穴建物跡から出土している（『竹松遺

跡Ⅳ』中巻35頁第34図 No.33,34））。在地の土器と思われる。

②大甕（第９図13～22）

（ア）大甕A（13～19）

型式組列は不明である。

（イ）大甕B（20～22）

型式組列は不明である。　　　　　

③壺形土器（第９図23～30）

（ア）壺形土器A（23）

黒髪式土器の系譜を引く壺形土器であろう。

（イ）壺形土器B（24～27）

型式組列は不明である。

（ウ）壺形土器C（28,29）

型式組列は不明である。

（エ）壺形土器D（30）

型式組列は不明である。

④広口壺形土器（第９図32～37）

（ア）広口壺形土器A（32）

須玖Ⅱ式土器である。武末の広口壺Ⅰ類（第６図の93,94,104）、中園の壺 A（第５図）に相当

する。型式組列は、北部九州の須玖式土器の変遷に准じると考える。

（イ）広口壺形土器B（33）

広口壺形土器Aよりも口縁部の開きが大きく、口径が胴部最大径を凌駕する。田崎の広口壺

形土器Ⅴ（第７図の11～13）、中園の壺B（第５図）に相当する。型式組列は、北部九州の須玖式

土器の変遷に准じると考える。　　　
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（イ）大甕B（20～22）
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③壺形土器（第９図23～30）

（ア）壺形土器A（23）

黒髪式土器の系譜を引く壺形土器であろう。

（イ）壺形土器B（24～27）

型式組列は不明である。
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型式組列は不明である。

（エ）壺形土器D（30）

型式組列は不明である。

④広口壺形土器（第９図32～37）

（ア）広口壺形土器A（32）

須玖Ⅱ式土器である。武末の広口壺Ⅰ類（第６図の93,94,104）、中園の壺 A（第５図）に相当

する。型式組列は、北部九州の須玖式土器の変遷に准じると考える。

（イ）広口壺形土器B（33）

広口壺形土器Aよりも口縁部の開きが大きく、口径が胴部最大径を凌駕する。田崎の広口壺

形土器Ⅴ（第７図の11～13）、中園の壺B（第５図）に相当する。型式組列は、北部九州の須玖式

土器の変遷に准じると考える。　　　

（ウ）広口壺形土器C（34～37）

武末の広口壺Ⅱ類に相当する（第６図95,102,103）。第９図34は石橋新次により糸島型祭祀用

土器とされた（石橋1992）。

⑤袋状口縁壺形土器（第9図31）

型式組列は不明である。

⑥長頸壺形土器（第10図38～46）

型式組列は中園のそれに准じる。須玖Ⅱ式土器新段階のものと考える。第10図38～40は石橋新次

により糸島型祭祀用土器とされた（石橋1992）。

⑦無頸壺形土器（第10図47,48）

型式組列は不明である。

⑧台付無頸壺形土器（第10図49）

型式組列は不明である。

⑨鉢形土器（第10図50,51）

型式組列は不明である。

⑩高坏形土器（第10図52～62）

武末の高坏ⅠA2類（第６図119）、中園の高坏A（第５図）に相当する。型式組列は、口縁部が水平に

伸びるものから垂下するものへ、さらにやや上方へ開くものへと変化するものと思われる。

（３）土器の機能別の検討

本来であれば、ここから各型式の土器の出土状況を他遺跡の遺構別に検討し、共伴関係を明らかに

していくところであるが、良好な遺構がない現状では、残念ながら検討もここまでである。

そこで、ここでは検討の視点を変え、土器の「機能」という点から検討していく。出土した場所が、

墓地および祭祀遺構周辺であることから、これらの土器群は「祭祀用」「本来貯蔵用、転じて埋葬用」「日

常用」という３つの「機能」を分かちあう土器の集合体ではないかと仮定し、これら土器群の構成など

から、時期や特徴を検討していく。

①祭祀用土器

丹塗りや暗文を施す土器群である。甕形土器 A、広口壺形土器 A、同 B、同 C、高坏形土器の一部、

無頸壺形土器、台付無頸壺形土器、長頸壺形土器がある。

一部に須玖Ⅱ式土器古段階の型式を含むものの、甕形土器・高坏形土器の型式からみて、また長頸

壺の存在などから総じて須玖Ⅱ式土器新段階の土器群と考える。

②本来貯蔵用、転じて埋葬用土器

大甕と称される貯蔵用土器で、土器棺などの埋葬用に転用されることもある土器である。大甕A、

同 Bがある。

③日常用土器

甕形土器B、同 C、同 D、壺形土器 A、同 B、同 C、同 D、複合口縁壺がある。注目すべきは、祭祀

用土器に見られる須玖式の甕形土器が日常用土器には、見られない点である。富の原遺跡では、前代

の須玖Ⅱ式土器古段階にあっては、須玖式の甕形土器が日常用土器として用いられていたが、ここで

は、祭祀用土器に特化している状況を窺うことができる。もとより、日常用土器としての須玖式の甕
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形土器が、この土器群にたまたま入っていなかったということは大いに考えられよう。

      

第11図　竹松遺跡TAk201406③ SC12出土土器（S=1/9）　   第 12図　開遺跡SH1出土土器（S＝ 1/9）

第 11図　竹松遺跡TAk201406③ SC12出土土器（S=1/9）　
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第 11図　竹松遺跡TAk201406③ SC12出土土器（S=1/9）　

 日常用土器としての甕形土器では、在地の土器とした甕Dが注目されるだろう。前述のように、

黒髪式系土器と後期の「く」字状口縁の中間型式、漸移型式のような口縁部形状が見られる。

同時期の資料としては、諫早市開（ひらき）遺跡の竪穴建物跡（SH1）から出土した土器群が

ある（第12図）。広口壺形土器Aを伴い、高坏形土器も富の原遺跡のA地点の墓地及び祭祀遺

構周辺のものと同型式である。さらに、諫早市西ノ角（にしのすみ）遺跡土坑内出土資料があ

る（長崎県教委編1985）（第 13図）。広口壺形土器A、甕 D、屈折口縁の台付甕を伴い、台付甕

の口縁部の屈曲も強い。

開遺跡、西ノ角遺跡の土器も須玖式の丹塗の精製土器を伴っており、弥生中期の所産と考える。

富の原遺跡A地点の墓地及び祭祀遺構周辺の土器群は、墓地や祭祀の場からの出土資料であるため、

一定期間の継続使用が想定され、ひとつの様式を示す良好な資料とは言いがたい。しかしながら、当

該期の事例のひとつとして下記のように整理する。

①富の原遺跡A地点の墓地及び祭祀遺構周辺から出土した土器群の時期は祭祀用の土器からみて、

須玖Ⅱ式新段階併行のものであること。②須玖式Ⅱ式土器新段階でありながら、日常用土器には須玖

式の甕形土器を欠き、主体は在地の屈折口縁を持つ甕形土器であること。③この在地の甕形土器の口

縁部は黒髪式系土器のそれや、後期の甕形土器のそれとも異なっており、両者の中間、ないし漸移と

もいうべき形状であること。

以上、ひとつの遺構のみから多くは語れないが、これらの土器群が大村湾周辺の須玖Ⅱ式土器新段

階の土器の一端を示す資料であろうことに変わりはない。今後、さらに検討して行きたい（註４）。　

【註】

【註１】　宮﨑貴夫は在地の土器と考えている。

【註２】　宮﨑貴夫は中期前葉から中葉頃の黒髪式土器の搬入品とする。

【註３】　宮﨑貴夫も在地の土器とみている。

【註４】　本稿を執筆するにあたって、宮﨑貴夫から様々な批評や教示を得た。記して感謝する。
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弥生時代後期の土器

はじめに

竹松遺跡から出土した弥生時代後期の土器を整理するために、出土した土器を形式ごとに分類し、

さらにその型式組列を検討するが、全形がわかる資料に乏しいため、型式組列が不明なものも多い。

ここでは形式分類と併せて、県内外の資料を参考にしながら、可能な範囲で、それぞれの形式の型

式組列を記載する。

１　竹松遺跡から出土した弥生後期土器の形式分類と型式組列（註１）

（１）甕形土器（第1図1）

 「く」字状口縁で平底の甕形土器である。日常用の土器ながら土器棺（カメ棺）に用いられている。

北部九州系の土器で、型式組列もそれに准じる。

型式組列および編年は常松幹雄（第2図）と柳田康雄（第3図）の論攷を参考とする（常松1991、柳田

2002）。

（２）台付甕形土器（第1図2～5）

脚台付きの甕形土器（以下、台付甕）である。胴部最大径が口径と同じか、上回るものを甕A類。胴

部最大径が口径より小さいものを甕B類とする。

また、口縁部の形状から、「く」字状の口縁部が真っすぐ外に開くものをⅠ類（第1図2）、外反する

ものをⅡ類（第1図3）、内湾するものをⅢ類（第1図4）とする。さらに、屈折口縁で、中期の黒髪式系

甕形土器の口縁と「く」字状口縁の漸移的な形状をなすものをⅣ類（第1図5）とする。

さらに口縁部の傾きが30度以下のものを「１」、31度～44度のものを「２」、45度～52度のものを

「３」、53度～59度を「４」、60度以上を「５」とする。台付甕は口縁部の傾きが大きいものから小さい

ものへと変化していくので、１→２→３→４→５が台付甕の型式組列となる。

台坏甕の脚台もⅠ群からⅡ群へ変化するが（長崎県教委編2018）、竹松遺跡ではほとんどがⅠ群で

あるため、属性に含めていない。

（３）壺形土器（第1図6～13）

①壺Ⅰ類（第1図6）　

口縁が緩やかに外反する壺形土器である。

②壺Ⅱ類（第１図7）

複合口縁の壺形土器である。頸部が締まっているものを壺Ⅱa類、頸部が締まらないものを壺Ⅱｂ

類とした。

③壺Ⅲ類（第1図8）

口縁部はやや傾斜して上方に開く。素口縁の壺形土器である。

④壺Ⅳ類（第1図9）

口縁部は緩やかに外反する。壺Ⅰ類に比べて頸部が短い。

⑤壺Ⅴ（第1図10）

「く」字状の口縁部をもつ。
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第１図　竹松遺跡出土の弥生後期土器の形式分類（S=1/6）
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第１図　竹松遺跡出土の弥生後期土器の形式分類（S=1/6）

⑥壺Ⅵ類（第1図11）

大型の壺形土器である。素口縁で、緩やかに外反する。頸部に突帯をもつ。

⑦壺Ⅶ類（第1図12）

複合口縁の大型の壺形土器である。口縁先端部が直立する。

⑧壺Ⅷ類（第1図13）

複合口縁の大型の壺形土器で、口縁部が強く屈曲する。

なお、これら①から⑧の壺形土器の型式組列は不明である。

（４）長頸壺形土器（第1図14）

素口縁の長頸壺である。型式組列は不明である。

（５）無頸壺形土器（第1図15）

体部から外反気味に直立する口縁部にいたる。型式組列は不明である。

（６）小型丸底壺形土器（第1図23）

丸底をもつ胴部が器高の４分の１ほどから外反しながら立ち上がる器形で、丸底である。型式組列

は不明である。

（７）鉢形土器（第1図16,17）

①鉢Ⅰ類（第1図16）

体部が内湾するものである。

②鉢Ⅱ類（第1図17）

内湾する体部が外反気味に直立する。

なお、これら①②の鉢形土器の型式組列は不明である。

（８）高坏形土器（第1図18～22）

型式組列および編年は常松幹雄（第2図）と柳田康雄（第3図）の論攷を参考とする（常松1991、柳田

2002）。

①高坏Ⅰ類（第1図18）

口縁部が水平にのびる。須玖式土器の高坏の系譜を引く高坏形土器である。常松の高坏A類、柳田

の高坏A類である。

①高坏Ⅱ類（第1図19）

鋤先形の口縁部をもつ。坏部内面が突出し、坏部が伸びる。常松の高坏A類、柳田の高坏A類である。

③高坏Ⅲ類（第1図20）

緩やかに内湾する坏部に小さく外反する口縁部が付く。常松の高坏C類、柳田の高坏Dｄ類である。

④高坏Ⅳ類（第1図21）

内湾気味の坏部に外反する口縁部が付く。口縁部先端は平坦面をもつ。常松の高坏C類、柳田の高

坏De類である。

⑤高坏Ⅴ類（第1図22）

高坏Ⅳ類の口縁部より外反が強い口縁部が付く。坏の外反部分の長さは、坏の内湾部分より短く、

1/3ほどである。常松の高坏D類、柳田の高坏Dｆ、Dｇ類である。
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なお、高坏形土器の型式組列はⅠ類・Ⅱ類→Ⅲ類・Ⅳ類→Ⅴ類と変化するものと考える。

２　弥生時代後期の「く」字状口縁を持つ土器と台付甕

弥生時代中期に須玖式土器と黒髪式系土器が共存していた本県本土部では、弥生時代後期になる

と、「く」字状口縁の甕形土器の出現とともに、平底の甕形土器と台付甕が共存する状況に変化してい

く。しかし、在地の後期土器編年が整備されていないため、時間軸の設定が困難である。

今回、調査した竹松遺跡の調査成果を加えても資料不足の感は否めないが、前述した各型式の土器

の遺構ごとの共伴関係を検討して、将来の編年整備の一助としたい。　

３　竪穴建物跡での共伴関係

共時性の高い資料として、竪穴建物跡から出土した土器を検討する（第１表）。

竹松遺跡の竪穴建物跡から出土した台付甕のほとんどはBⅡ１類とBⅡ２類で、胴部最大径より口

径が大きく、外反口縁で、口縁部の傾斜が強い型式である。BⅠ類、BⅢ類、BⅣ類も口縁部の傾きが

強い型式的に古いものである。時期決定に有効な北部九州系の甕形土器や高坏形土器との共伴がな

かったことが惜しまれる。

４　日常用土器を転用させた土器棺（甕形土器転用土器棺）の出土状況

竹松遺跡の土器棺（カメ棺）に、北部九州系の「く」字状口縁に平底の底部をもつ日常用の甕形土器を

転用させたものがある。TAk201403③区 ST3、TAK201405③区 ST7、TAK201405⑤区 ST8、TAK201406

②区 ST1である。この北部九州系の日常用甕形土器の転用土器棺（カメ棺）は、遺構の時期を推し量る

場合の鍵となり得る。北部九州の甕形土器の型式変化は、調整技法の他に、底部の形状、底部付近の

立ち上がりの形状、口縁部の形状から判断される。底部の形状は、常松によると平底から凸レンズ底

そして丸底へ変化するという（第２図）（常松1991）。一方、柳田は「平底→凸レンズ状平底→尖り気

味丸底→丸底」という変化をするとした（第３図）（柳田2002）。

底部付近の立ち上がりは、常松、柳田ともに内湾気味から直線的そして外湾気味へという変化を認

める。

さらに口縁部の形状は、常松が、平坦であった口縁部が内傾したものから、「く」字状口縁の反転部

が外傾するとし、さらには、直立に近い立ち上がりをするものへ変化すると整理している。

柳田も、口縁部が鋭く「く字状」に屈曲するものから、立ち上がるものへ変化するとしている。

常松・柳田ともに、甕形土器の型式変化の大きな指標は一致しているといえよう。

竹松遺跡から出土した北部九州系の日常用甕形土器の転用土器棺（カメ棺）をみると、型式的に古い

ものはTAK201405③調査区の ST3（『竹松遺跡Ⅳ』中巻106頁）で、底部は平底で、底部からの立ち上が

りは内湾している。一方、最も新しい土器棺はTAK201406②調査区のST1（『竹松遺跡Ⅳ』中巻120頁）で、

凸レンズ状の平底をもち、底部の立ち上がりが外湾している。その他の土器棺（カメ棺）は底部が平底

で、底部の立ち上がりは直線的である。

以上のことから、これらの甕形土器は、総じて、常松編年のⅡ・Ⅲ、柳田編年の２・３に相当する

と判断した。相対年代は弥生後期前半から中頃となる。土器様式では高瀦式土器併行から下大隈式土

器の古相併行となろう。
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なお、高坏形土器の型式組列はⅠ類・Ⅱ類→Ⅲ類・Ⅳ類→Ⅴ類と変化するものと考える。
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今回、調査した竹松遺跡の調査成果を加えても資料不足の感は否めないが、前述した各型式の土器

の遺構ごとの共伴関係を検討して、将来の編年整備の一助としたい。　

３　竪穴建物跡での共伴関係

共時性の高い資料として、竪穴建物跡から出土した土器を検討する（第１表）。

竹松遺跡の竪穴建物跡から出土した台付甕のほとんどはBⅡ１類とBⅡ２類で、胴部最大径より口

径が大きく、外反口縁で、口縁部の傾斜が強い型式である。BⅠ類、BⅢ類、BⅣ類も口縁部の傾きが

強い型式的に古いものである。時期決定に有効な北部九州系の甕形土器や高坏形土器との共伴がな

かったことが惜しまれる。

４　日常用土器を転用させた土器棺（甕形土器転用土器棺）の出土状況

竹松遺跡の土器棺（カメ棺）に、北部九州系の「く」字状口縁に平底の底部をもつ日常用の甕形土器を

転用させたものがある。TAk201403③区 ST3、TAK201405③区 ST7、TAK201405⑤区 ST8、TAK201406

②区 ST1である。この北部九州系の日常用甕形土器の転用土器棺（カメ棺）は、遺構の時期を推し量る

場合の鍵となり得る。北部九州の甕形土器の型式変化は、調整技法の他に、底部の形状、底部付近の

立ち上がりの形状、口縁部の形状から判断される。底部の形状は、常松によると平底から凸レンズ底

そして丸底へ変化するという（第２図）（常松1991）。一方、柳田は「平底→凸レンズ状平底→尖り気

味丸底→丸底」という変化をするとした（第３図）（柳田2002）。

底部付近の立ち上がりは、常松、柳田ともに内湾気味から直線的そして外湾気味へという変化を認

める。

さらに口縁部の形状は、常松が、平坦であった口縁部が内傾したものから、「く」字状口縁の反転部

が外傾するとし、さらには、直立に近い立ち上がりをするものへ変化すると整理している。

柳田も、口縁部が鋭く「く字状」に屈曲するものから、立ち上がるものへ変化するとしている。

常松・柳田ともに、甕形土器の型式変化の大きな指標は一致しているといえよう。

竹松遺跡から出土した北部九州系の日常用甕形土器の転用土器棺（カメ棺）をみると、型式的に古い

ものはTAK201405③調査区の ST3（『竹松遺跡Ⅳ』中巻106頁）で、底部は平底で、底部からの立ち上が

りは内湾している。一方、最も新しい土器棺はTAK201406②調査区のST1（『竹松遺跡Ⅳ』中巻120頁）で、

凸レンズ状の平底をもち、底部の立ち上がりが外湾している。その他の土器棺（カメ棺）は底部が平底

で、底部の立ち上がりは直線的である。

以上のことから、これらの甕形土器は、総じて、常松編年のⅡ・Ⅲ、柳田編年の２・３に相当する

と判断した。相対年代は弥生後期前半から中頃となる。土器様式では高瀦式土器併行から下大隈式土

器の古相併行となろう。

第１表　竹松遺跡竪穴建物跡出土土器一覧

甕形土器の底部の変化

第２図　甕形土器、高坏形土器の変化（常松 1991 一部改変）

甕形土器の口縁部の変化 高坏形土器の変化
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第３図　弥生後期土器編年（柳田 2002）
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第３図　弥生後期土器編年（柳田 2002）

第２表　竹松遺跡の竪穴建物跡以外の遺構ごとの共伴関係

（２）竪穴建物跡以外の遺構での共伴関係

①土坑、溝出土土器（第２表）

土坑や溝から出土した台付甕には、第２表に見るように、若干型式的に新しいものを含むものの、

総じて、竪穴建物跡から出土した台付甕と同様にBⅡ１類とBⅡ２類が多い。

②祭祀土坑から出土した土器

かつて武末純一は「墳墓祭祀土坑から出土する土器は完形品が多いため、編年用の良好な一括資料

とされやすいが、（中略）長期にわたる使用が確認された」として、祭祀土坑出土土器の資料批判の必

要性を説いた（武末1997）。

事実、竹松遺跡の祭祀土坑、とくに第２土坑では高坏形土器Ⅰ類からⅤ類まですべての型式が出土

しており、この祭祀土坑が一定期間使用されたことが窺えるので、資料としての取り扱いに注意を要

する。

５　中九州、南九州の弥生時代後期土器の様相

竹松遺跡出土の弥生後期土器の検討を行う前に、北部九州の弥生後期土器から目を転じ、肥後を中

心とした中九州と薩摩半島を中心とした南九州の研究状況を概観しておく。

肥後では、近年、木崎康弘が当該期の土器を整理している（熊本県教委1996）。以下、木崎の論攷

を基に整理する。

肥後は、熊本県北部を流れる菊池川流域、県央部を流れる白川流域・緑川流域、県南部を流れる球

磨川流域それぞれに土器様式が異なる。菊池川下流には玉名市、白川・緑川下流には熊本市および宇

土市、球磨川下流には八代市があり、有明海を介して本県島原半島とは指呼の間である。

肥後における弥生後期の土器といえば、免田（めんだ）式土器と野辺田（のべた）式土器が有名であ

る。免田式土器は後期前半、野辺田式土器は後期後半とされ、前者は高三瀦式土器に、後者は下大隈

式土器に併行するとされている。しかし、木崎は高木正文が提唱する「免田式土器」には重弧文が施さ

れた壺形土器が加わっており、県南部の球磨川流域に分布する土器にはふさわしい土器様式名である

が、県北部の菊池川流域の当該期の土器様式名には不適当として、あらたに「西久保式土器」を充てた。

　以下、筆者が木崎の提起する土器編年を下の表に整理した。
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北部九州 高木1979 中村1982 西住1992 木崎1996

高三瀦式 津袋Ⅰ期 方保田東原Ⅱ－ a期 うてな A期 西久保式土器

下大隈式 津袋Ⅱ期 方保田東原Ⅱ－ｂ期 うてな B期 野辺田Ⅰ式

野辺田Ⅱ式

一方、薩摩でも、地域によって弥生中期から後期にかけての土器の様相が異なることが明らかに

なってきている。

鹿児島県では中期後半には薩摩半島西部に黒髪式土器が分布する一方、薩摩半島東部、および大隅

半島では山ノ口式土器が分布する。後期になると、薩摩半島西部には松木園（まつきぞの）式土器が分

布し、薩摩半島東部、および大隅半島では高付（たかつき）式土器が分布するようになる（中村2015）。

長崎県本土部と距離的に近く、土器の様相が似た状況を示すのは薩摩半島西部を中心とした地域であ

る（註２）。

ここでは、薩摩半島西部の中期後半から後期の土器編年を以下のように整理する。

北部九州 本田1984 中園2004

須玖Ⅱ式 松木薗０式 黒髪Ⅱ式

高三瀦式 松木薗Ⅰ式

下大隈式 松木薗Ⅱ式

西新式 中津野式（註３）

以上のように、肥後、薩摩の弥生後期土器編年では、北部九州の「高三瀦式」「下大隈式」の土器様

式との併行関係が意識されている。

したがって、本稿でも九州で広く周知されている「高三瀦式」「下大隈式」の土器様式名を使用し、

それらとの併行関係を意識しながら、高三瀦式土器併行期（後期前半）、下大隈式土器併行期（後期後半）

として整理していくことにする。

６　竹松遺跡出土の弥生後期土器の時期

筆者は『竹松遺跡Ⅲ』の報告書の中で、県内本土部の弥生後期の土器の様相を第Ⅱ相から第Ⅳ相に整

理した（第３表）（長崎県教委2018）。前稿では土器様式との関係を検討していなかったので、ここで

改めて整理すると、第３表で後期中頃とした第Ⅲ相のうち、雲仙市佃遺跡87区 SB1出土資料を第Ⅱ相

に含めて高三瀦式土器併行とし、同じく第Ⅲ相とした諫早市西ノ角遺跡住居跡出土資料を第Ⅳ相に含

めて下大隈式土器併行とすることが適当ではないかと考えた。その根拠は、西ノ角遺跡住居跡出土資

料には本稿の高坏Ⅴ類（『竹松遺跡Ⅲ』の報告書では高坏E類）が共伴しているからである。この高坏形

土器は下大隈式土器様式の高坏形土器と判断した。

以上の時期区分をもとに、竹松遺跡の主な遺構の時期を想定すると、竪穴建物跡は、出土した台付

甕がBⅠ2類、BⅡ2類を主体とするところから、第Ⅱ相から第Ⅲ相前半、土器様式では高三瀦式土器

併行と考える。

また、日常の甕形土器を転用した土器棺は、前述したように高三瀦式土器併行のものが主体で、下

限は下大隈式土器古相併行と考える。
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以上のように、肥後、薩摩の弥生後期土器編年では、北部九州の「高三瀦式」「下大隈式」の土器様

式との併行関係が意識されている。

したがって、本稿でも九州で広く周知されている「高三瀦式」「下大隈式」の土器様式名を使用し、

それらとの併行関係を意識しながら、高三瀦式土器併行期（後期前半）、下大隈式土器併行期（後期後半）

として整理していくことにする。

６　竹松遺跡出土の弥生後期土器の時期

筆者は『竹松遺跡Ⅲ』の報告書の中で、県内本土部の弥生後期の土器の様相を第Ⅱ相から第Ⅳ相に整

理した（第３表）（長崎県教委2018）。前稿では土器様式との関係を検討していなかったので、ここで

改めて整理すると、第３表で後期中頃とした第Ⅲ相のうち、雲仙市佃遺跡87区 SB1出土資料を第Ⅱ相

に含めて高三瀦式土器併行とし、同じく第Ⅲ相とした諫早市西ノ角遺跡住居跡出土資料を第Ⅳ相に含

めて下大隈式土器併行とすることが適当ではないかと考えた。その根拠は、西ノ角遺跡住居跡出土資

料には本稿の高坏Ⅴ類（『竹松遺跡Ⅲ』の報告書では高坏E類）が共伴しているからである。この高坏形

土器は下大隈式土器様式の高坏形土器と判断した。

以上の時期区分をもとに、竹松遺跡の主な遺構の時期を想定すると、竪穴建物跡は、出土した台付

甕がBⅠ2類、BⅡ2類を主体とするところから、第Ⅱ相から第Ⅲ相前半、土器様式では高三瀦式土器

併行と考える。

また、日常の甕形土器を転用した土器棺は、前述したように高三瀦式土器併行のものが主体で、下

限は下大隈式土器古相併行と考える。

第３表　長崎県本土部の弥生後期土器の様相

一方、祭祀土坑は、第１祭祀土坑で決め手となる土器がないため、根拠が弱いが、壺形土器（第１

図10）の口縁部の傾斜が強いことから、高三瀦式土器併行としておく。

第２祭祀土坑は、台坏甕などに古い型式を含みつつ、高坏Ⅴ類や肥前型器台を伴うことから、高三

瀦式土器併行から下大隈式土器古相併行まで継続して使用されたと理解しておく。

【註】

註１　宮﨑貴夫より、第1図1,6は北部九州系の搬入品、14は肥後系の搬入品か在地製作品かの検討が必要との指摘を受けた。また、宮﨑によると

第1図20,21,22は北部九州搬入品で、23も北部九州系の搬入土器の可能性があるという。

註２　薩摩半島西部における黒髪式土器の出現は、この時期にピークを迎えた九州西部をルートとする「南海産貝交易」に薩摩半島西部の人々が関

わっていたからではないかと推定されている（中村2015）

註３　最近、中津野式土器の時期は「布留０式」から「布留１式初頭」（久住編年ⅡA、ⅡB期）に併行するという見解が出されている（久住2015）。
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竹松遺跡の時期区分

１．旧石器時代の時期区分

竹松遺跡がある大村市の旧石器時代の時期区分を本書の16頁に川道寛が提示しているので再掲す

る。

旧石器時代の編年は、Ⅰ期～Ⅲ期に区分される。Ⅰ期はナイフ形石器以前、Ⅱ期がナイフ形石器を

主体とする時期、Ⅲ期は細石刃石器群の３時期である。さらにⅡ期を４期、Ⅲ期を２期に細分する。

　Ⅱa期：AT（姶良丹沢火山灰）降灰以前

　Ⅱｂ期：ナイフ形石器に剥片尖頭器が伴う時期

　Ⅱｃ期：ナイフ形石器に原の辻型・枝去木型台形石器が伴う時期

　Ⅱｄ期：ナイフ形石器に百花台型台形石器が伴う時期

　Ⅲa期：野岳型・位牌塔型・茶園型細石刃核をもつ時期

　Ⅲｂ期：福井４層タイプ（市ノ久保型）細石刃核をもつ時期

２．縄文時代晩期土器の編年と竹松遺跡の時期区分

（１）縄文時代晩期の土器編年と竹松遺跡の時期区分

最近の本県における縄文晩期土器編年の研究を概観すると、中尾篤志が島原市肥賀太郎遺跡の発掘

調査報告書の中で、島原半島北東部の縄文時代晩期土器を検討し、１期から３期に分けている（中尾

2006）。中尾による肥賀太郎遺跡の時期区分と各氏の土器編年との併行関係は下記のとおりである。

中尾2006 肥後（清田1998） 西北九州（水ノ江1997） 黒丸遺跡（大野2001）（本県大村市）

１期 古閑Ⅱ式 百花台段階 －

２期 無刻目突帯文１期 宮ノ本段階 KOB7段階

３期 無刻目突帯文２期 黒丸段階 KOB2下層段階～ KOB650-1段階の一部

さらに中尾は『新編大村市史』第１巻自然・原始・古代編の中で、晩期をⅠ期（晩期前半）＝古閑式併

行、Ⅱ期（晩期後半）＝黒川式併行とし、それぞれをａ、ｂの小期に分けた（第１図）（中尾2013）。

これらの小期について、中尾は特に説明していないが、筆者の方で清田純一の論攷を参考に、下記

のように整理した。

中尾2013 肥後（清田1998） 西九州（水ノ江1997） 南九州（清田1998） 黒丸遺跡（大野2001）

Ⅰａ期 古閑Ⅱ式 百花台段階 上加世田Ⅳ期 KOC26段階

Ⅰｂ期 古閑Ⅲ式 ＋ 黒川式古段階 　　＋

Ⅱａ期 無刻目突帯文１期 宮ノ本段階 黒川式中段階 KOB7段階

Ⅱｂ期 無刻目突帯文２期 黒丸段階 黒川式新段階
KOB2下段階～ KOB650-1

段階の一部

竹松遺跡の縄文時代晩期の主要遺構、主要遺物を総括するにあたり、先に述べた竹松遺跡が所在す

る大村市の市史で用いられた時期区分を用いることが有意義であると判断し、中尾の時期区分を下記

のように整理し、以下、それを基に記述していく。
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竹松遺跡の時期区分

１．旧石器時代の時期区分

竹松遺跡がある大村市の旧石器時代の時期区分を本書の16頁に川道寛が提示しているので再掲す

る。

旧石器時代の編年は、Ⅰ期～Ⅲ期に区分される。Ⅰ期はナイフ形石器以前、Ⅱ期がナイフ形石器を

主体とする時期、Ⅲ期は細石刃石器群の３時期である。さらにⅡ期を４期、Ⅲ期を２期に細分する。

　Ⅱa期：AT（姶良丹沢火山灰）降灰以前

　Ⅱｂ期：ナイフ形石器に剥片尖頭器が伴う時期

　Ⅱｃ期：ナイフ形石器に原の辻型・枝去木型台形石器が伴う時期

　Ⅱｄ期：ナイフ形石器に百花台型台形石器が伴う時期

　Ⅲa期：野岳型・位牌塔型・茶園型細石刃核をもつ時期

　Ⅲｂ期：福井４層タイプ（市ノ久保型）細石刃核をもつ時期

２．縄文時代晩期土器の編年と竹松遺跡の時期区分

（１）縄文時代晩期の土器編年と竹松遺跡の時期区分

最近の本県における縄文晩期土器編年の研究を概観すると、中尾篤志が島原市肥賀太郎遺跡の発掘

調査報告書の中で、島原半島北東部の縄文時代晩期土器を検討し、１期から３期に分けている（中尾

2006）。中尾による肥賀太郎遺跡の時期区分と各氏の土器編年との併行関係は下記のとおりである。

中尾2006 肥後（清田1998） 西北九州（水ノ江1997） 黒丸遺跡（大野2001）（本県大村市）

１期 古閑Ⅱ式 百花台段階 －

２期 無刻目突帯文１期 宮ノ本段階 KOB7段階

３期 無刻目突帯文２期 黒丸段階 KOB2下層段階～ KOB650-1段階の一部

さらに中尾は『新編大村市史』第１巻自然・原始・古代編の中で、晩期をⅠ期（晩期前半）＝古閑式併

行、Ⅱ期（晩期後半）＝黒川式併行とし、それぞれをａ、ｂの小期に分けた（第１図）（中尾2013）。

これらの小期について、中尾は特に説明していないが、筆者の方で清田純一の論攷を参考に、下記

のように整理した。

中尾2013 肥後（清田1998） 西九州（水ノ江1997） 南九州（清田1998） 黒丸遺跡（大野2001）

Ⅰａ期 古閑Ⅱ式 百花台段階 上加世田Ⅳ期 KOC26段階

Ⅰｂ期 古閑Ⅲ式 ＋ 黒川式古段階 　　＋

Ⅱａ期 無刻目突帯文１期 宮ノ本段階 黒川式中段階 KOB7段階

Ⅱｂ期 無刻目突帯文２期 黒丸段階 黒川式新段階
KOB2下段階～ KOB650-1

段階の一部

竹松遺跡の縄文時代晩期の主要遺構、主要遺物を総括するにあたり、先に述べた竹松遺跡が所在す

る大村市の市史で用いられた時期区分を用いることが有意義であると判断し、中尾の時期区分を下記

のように整理し、以下、それを基に記述していく。

竹松遺跡 中尾2013

Ⅰ a期 Ⅰ a期

Ⅰｂ期 Ⅰｂ期

Ⅱ a期 Ⅱ a期

Ⅱｂ期 Ⅱｂ期

第１図　大村湾周辺の縄文晩期土器編年（中尾 2013）
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【引用・参考文献】

大野安生2001「黒丸遺跡沖田地区出土土器の検討」『西海考古』第4号　西海考古同人会

清田純一1998「縄文後・晩期土器考」『肥後考古』11　肥後考古学会

島津義昭・山崎純男1981「九州の土器」『縄文文化の研究』4　雄山閣

中尾篤志2006「第Ⅴ章　まとめ」『肥賀太郎遺跡』長崎県文化財調査報告書第189集　長崎県教育委員会

中尾篤志2013「土器編年と地域間関係」『新編大村市史』第１巻　自然・原始・古代編

水ノ江和同1997「北部九州の縄文後・晩期土器」『縄文時代』8　縄文時代文化研究会

水ノ江和同2012『九州縄文文化の研究－九州からみた縄文文化の枠組み－』雄山閣

３．弥生土器の編年と竹松遺跡の時期区分

（１）弥生時代早期・前期の土器編年と竹松遺跡の時期区分

縄文時代の総括でも触れたが、中尾篤志は『新編大村市史』の中で、縄文時代晩期とともに大村湾周

辺の弥生早期・前期の土器編年を提示している。長い引用になるが、該当部分を再掲する。

「続くⅢ期は突帯文土器群であるが、縄文時代晩期末～弥生時代移行期の土器群であり、この細分

と板付式系土器群との共伴関係が、それぞれの地域における弥生時代への移行状況を物語る要素とし

て、各地で議論が続けられている。大村湾周辺の突帯文土器は、比較的出土事例が豊富な島原半島の

事例等も参照すると、更なる細分の可能性を残しつつも、現時点ではおおよそ二時期に分けることが

できる。前半（Ⅲａ期）は、屈曲二条突帯深鉢、「く」の字口縁浅鉢、方形波状口縁浅鉢、壺などで構成

され、突帯の刻みは指や棒状工具が主体となる土器群である。後半（Ⅲｂ期）は方形波状口縁浅鉢が消

滅し、屈曲して突帯を貼り付ける鉢形土器が加わる。屈曲二条突帯の口縁部突帯は口唇部に接するも

のが多くなり、刻みは棒状工具やヘラによる施文が主体で、屈曲部がゆるやかになる。

また、壺の口縁部は外反するもの、端部を肥厚するもの、外反して沈線を引くものなどがある。Ⅳ

期は板付式系土器群が組成に加わる時期で、板付式系土器と突帯文式系土器が共伴する前半（Ⅳａ期）

と、板付式系土器が主体で弥生化した亀の甲タイプの突帯文系土器が加わる後半（Ⅳｂ期）に細分され

る。Ⅳａ期は逆くの字口縁浅鉢がほぼ消滅し、板付甕が組成に加わるとともに、板付甕の影響を受け

て口縁端部が外反した屈曲二条突帯甕など、両者の折衷土器を認めることができる。壺は夜臼式系の

ものに加えて、胴部と頸部の境が明瞭で沈線等で区画し、口縁部が肥厚する板付式系の壺も加わる。

Ⅳｂ期は、屈曲二条突帯文系の深鉢は屈曲部がなくなり、口縁部突帯は端部に接して平坦面を形成し、

刻みはへらで浅く粗に施文するようになり、このほか板付式系の甕や壺、高坏で構成される。」（中尾

2013）

竹松遺跡では弥生時代早期、前期の遺構は発見されなかったが、出土遺物に若干、この時期のもの

が見られる。本稿でとりあげる際には中尾の編年を用いる（第２図）。中尾のⅢ期は従来の時期区分で

は弥生時代早期で、Ⅲa期は早期前半、Ⅲｂ期は早期後半である。また、中尾のⅣ期は弥生時代前期で、

Ⅳaは前期前半、Ⅳｂは前期後半である。
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【引用・参考文献】

大野安生2001「黒丸遺跡沖田地区出土土器の検討」『西海考古』第4号　西海考古同人会

清田純一1998「縄文後・晩期土器考」『肥後考古』11　肥後考古学会

島津義昭・山崎純男1981「九州の土器」『縄文文化の研究』4　雄山閣

中尾篤志2006「第Ⅴ章　まとめ」『肥賀太郎遺跡』長崎県文化財調査報告書第189集　長崎県教育委員会

中尾篤志2013「土器編年と地域間関係」『新編大村市史』第１巻　自然・原始・古代編

水ノ江和同1997「北部九州の縄文後・晩期土器」『縄文時代』8　縄文時代文化研究会

水ノ江和同2012『九州縄文文化の研究－九州からみた縄文文化の枠組み－』雄山閣

３．弥生土器の編年と竹松遺跡の時期区分

（１）弥生時代早期・前期の土器編年と竹松遺跡の時期区分

縄文時代の総括でも触れたが、中尾篤志は『新編大村市史』の中で、縄文時代晩期とともに大村湾周

辺の弥生早期・前期の土器編年を提示している。長い引用になるが、該当部分を再掲する。

「続くⅢ期は突帯文土器群であるが、縄文時代晩期末～弥生時代移行期の土器群であり、この細分

と板付式系土器群との共伴関係が、それぞれの地域における弥生時代への移行状況を物語る要素とし

て、各地で議論が続けられている。大村湾周辺の突帯文土器は、比較的出土事例が豊富な島原半島の

事例等も参照すると、更なる細分の可能性を残しつつも、現時点ではおおよそ二時期に分けることが

できる。前半（Ⅲａ期）は、屈曲二条突帯深鉢、「く」の字口縁浅鉢、方形波状口縁浅鉢、壺などで構成

され、突帯の刻みは指や棒状工具が主体となる土器群である。後半（Ⅲｂ期）は方形波状口縁浅鉢が消

滅し、屈曲して突帯を貼り付ける鉢形土器が加わる。屈曲二条突帯の口縁部突帯は口唇部に接するも

のが多くなり、刻みは棒状工具やヘラによる施文が主体で、屈曲部がゆるやかになる。

また、壺の口縁部は外反するもの、端部を肥厚するもの、外反して沈線を引くものなどがある。Ⅳ

期は板付式系土器群が組成に加わる時期で、板付式系土器と突帯文式系土器が共伴する前半（Ⅳａ期）

と、板付式系土器が主体で弥生化した亀の甲タイプの突帯文系土器が加わる後半（Ⅳｂ期）に細分され

る。Ⅳａ期は逆くの字口縁浅鉢がほぼ消滅し、板付甕が組成に加わるとともに、板付甕の影響を受け

て口縁端部が外反した屈曲二条突帯甕など、両者の折衷土器を認めることができる。壺は夜臼式系の

ものに加えて、胴部と頸部の境が明瞭で沈線等で区画し、口縁部が肥厚する板付式系の壺も加わる。

Ⅳｂ期は、屈曲二条突帯文系の深鉢は屈曲部がなくなり、口縁部突帯は端部に接して平坦面を形成し、

刻みはへらで浅く粗に施文するようになり、このほか板付式系の甕や壺、高坏で構成される。」（中尾

2013）

竹松遺跡では弥生時代早期、前期の遺構は発見されなかったが、出土遺物に若干、この時期のもの

が見られる。本稿でとりあげる際には中尾の編年を用いる（第２図）。中尾のⅢ期は従来の時期区分で

は弥生時代早期で、Ⅲa期は早期前半、Ⅲｂ期は早期後半である。また、中尾のⅣ期は弥生時代前期で、

Ⅳaは前期前半、Ⅳｂは前期後半である。

第２図　大村湾周辺の弥生早期・前期の土器編年（中尾 2013）
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（２）弥生時代中期の土器

本報告書392頁～410頁参照

（３）弥生時代後期の土器

本報告書411頁～419頁参照

（４）土器を基にした竹松遺跡の弥生時代の時期区分

竹松遺跡の弥生時代の時期区分は『新編大村市史』第1巻自然・原始・古代編で中尾篤志が設定した

縄文晩期から弥生前期までの時期区分の番号を引き継ぎ、以下のように設定する（中尾2013）。

　

竹松遺跡 大村湾周辺 北部九州

早期（Ⅲ期）
前半 (Ⅲａ期 )

突帯文土器群

山ノ寺式

夜臼Ⅰ式

夜臼Ⅱａ式

後半（Ⅲｂ期） 夜臼Ⅱｂ式・板付Ⅰ式

前期（Ⅳ期）

前半（Ⅳａ期） 板付式系土器、突帯文土器共伴
板付Ⅱａ式

板付Ⅱｂ式

後半（Ⅳｂ期）
板付式系土器主体、亀ノ甲タイ
プの突帯文土器共伴 板付Ⅱｃ式

前期末～中期初頭 Ⅴ期 城ノ越式 城ノ越式

中期前半（Ⅵ期）
Ⅵａ期

（－）

須玖Ⅰ式古段階

Ⅵｂ期 須玖Ⅰ式新段階

中期後半（Ⅶ期）
Ⅶａ期 須玖Ⅱ式古段階

Ⅶｂ期 須玖Ⅱ式新段階

後期前半 Ⅷａ期

（－）

高三瀦式

後期中頃～後半 Ⅷｂ期 下大隈式

後期終末 Ⅷｃ期 西新古相

※（－）の記号は、「該当する土器は存在するが、実態がよくわからない」という意味で用いる。

【引用・参考文献】

中尾篤志2013「土器編年と地域間関係」『新編大村市史』自然・原始・古代編
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（２）弥生時代中期の土器

本報告書392頁～410頁参照

（３）弥生時代後期の土器

本報告書411頁～419頁参照

（４）土器を基にした竹松遺跡の弥生時代の時期区分

竹松遺跡の弥生時代の時期区分は『新編大村市史』第1巻自然・原始・古代編で中尾篤志が設定した

縄文晩期から弥生前期までの時期区分の番号を引き継ぎ、以下のように設定する（中尾2013）。

　

竹松遺跡 大村湾周辺 北部九州

早期（Ⅲ期）
前半 (Ⅲａ期 )

突帯文土器群

山ノ寺式

夜臼Ⅰ式

夜臼Ⅱａ式

後半（Ⅲｂ期） 夜臼Ⅱｂ式・板付Ⅰ式

前期（Ⅳ期）

前半（Ⅳａ期） 板付式系土器、突帯文土器共伴
板付Ⅱａ式

板付Ⅱｂ式

後半（Ⅳｂ期）
板付式系土器主体、亀ノ甲タイ
プの突帯文土器共伴 板付Ⅱｃ式

前期末～中期初頭 Ⅴ期 城ノ越式 城ノ越式

中期前半（Ⅵ期）
Ⅵａ期

（－）

須玖Ⅰ式古段階

Ⅵｂ期 須玖Ⅰ式新段階

中期後半（Ⅶ期）
Ⅶａ期 須玖Ⅱ式古段階

Ⅶｂ期 須玖Ⅱ式新段階

後期前半 Ⅷａ期

（－）

高三瀦式

後期中頃～後半 Ⅷｂ期 下大隈式

後期終末 Ⅷｃ期 西新古相

※（－）の記号は、「該当する土器は存在するが、実態がよくわからない」という意味で用いる。

【引用・参考文献】

中尾篤志2013「土器編年と地域間関係」『新編大村市史』自然・原始・古代編

４．古墳時代の土器編年と竹松遺跡の時期区分

（１）古式土師器の編年

北部九州における古墳時代初頭の古式土師器の研究は、1990年代後半に柳田康雄氏の編年研究が

公になり、広く普及したと言える（柳田1998）。それに先立ち蒲原宏行氏が佐賀平野の資料を駆使し

た編年を発表し、九州各地の古式土師器編年研究の嚆矢となった（蒲原1991）。

2000年代に入ると、久住猛雄氏が牽引役となり、古墳初頭の古式土師器研究がより深化するとと

もに広域化し、近年では、九州各地の併行関係も盛んに検討されている。

本県では2017年（平成29）に九州前方後円墳研究会が開催され、原の辻遺跡を中心とした壱岐島の

古式土師器の編年案（宮木・松元2018）と、本土部の古式土師器の編年案（馬場2018）が提起された。

竹松遺跡の古墳時代前期の報告にあたっては、馬場昌平の古式土師器編年を使用する。したがって、

長い引用になるが再掲する。

【０期】

　遺跡：冷泉遺跡６号住居、龍王遺跡13区・14区 SB-6、14区 SB-1

　特徴：弥生終末の要素と古墳初頭の要素が混在。在地系土器群の中に外来的要素を受け入れる過渡期。

　在地的要素：台付甕、方形透かしの在地系器台、高坏は在地系の鋤先状口縁系高坏

　外来的要素：畿内伝統的Ⅴ様式系変容土器群の影響を受け、在地で製作。器形は外来系土器群の模

倣であるが、調整方法は在来の刷毛目調整。

【Ⅰ期】

遺跡：龍王遺跡22区 SB5、14区 SB2、方形環濠Ⅰ期、伊古遺跡Q区 SD1

特徴：在地的要素：方形透かしの在地器台、台付甕が若干残る。

外来的要素：搬入は畿内系二重口縁壺、模倣品は、近江系小型二重口縁壺、山陰系の長頸壺いず

れも龍王遺跡で出土

【Ⅱ期】

遺跡：龍王遺跡12区 SB1、5区 SB1、方形環濠Ⅱ期、稗田遺跡3-4号住居、平山遺跡B地点、小野曽屋

遺跡Ⅳ層、佃遺跡84区 SK1

特徴：布留式系土器の影響が窺える。布留系古段階が出土する。

在地的要素：台付甕、方形の透かしのある器台の残存

外来的要素：山陰系二重口縁壺、布留式系の模倣

【Ⅲ期】

遺跡：佃遺跡86区（2）SB1、龍王遺跡31区住居

特徴：布留式系甕の新段階の土器が主体を占める。

在地的要素：31区住居で台付甕の脚部片出土。

【Ⅳ期】

遺跡：稗田原遺跡住居

特徴：布留式系甕の新段階の減少、布留式直後型が主体、内面ヘラケズリの定着。

在地的要素：台付甕の消滅
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【Ⅴ期】

遺跡：黒丸遺跡、上篠原遺跡住居跡、岩名遺跡住居跡

特徴：布留式系甕の消滅、布留式系甕直後型式の甕が主体。上篠原遺跡では陶質土器が伴う。

②馬場編年と各地域の土器編年との関係　

馬場編年と各地域の土器編年との関係を以下のとおりに整理した。

なお、馬場編年の０期は上記の再掲文にもあるように「古墳初頭の要素」を本人自ら認めており、古

墳時代とした。

馬場2018 久住1999 蒲原2017 柳田1991 寺澤1986

西新町式
（古相）

ⅠＡ期 惣座１式 Ⅰａ式 庄内１式

ⅠＢ期 惣座２式 Ⅰｂ式 庄内2、庄内3式

西新町式
（新相）
古墳初頭

０期、Ⅰ期 ⅡＡ期 夕ヶ里式古相 Ⅱａ式 布留０式

Ⅱ期 ⅡＢ期 夕ヶ里式新相 Ⅱｂ式

ⅡＣ期 土師本村１式 布留１式

古墳前期
Ⅲ期 ⅢＡ期古相 土師本村２式 Ⅱｃ式 布留２式

ⅢＡ期新相 土師本村３式古相

Ⅳ期 土師本村３式新相 Ⅲ a式 布留３式

Ⅲｂ式 布留４式

古墳中期 Ⅴ期

（２）陶質土器出現期の土師器編年

本県の陶質土器出現期から定型化した須恵器の出現までの土師器編年研究は大変少ない。上記の馬

場編年と、竹中（野澤）哲朗の編年があるのみである（竹中2001）。陶質土器の出現期は馬場編年では

Ⅴ期、竹中編年ではⅣ期となる。　　　　

（３）須恵器の編年

本県での須恵器の編年研究は、須恵器の窯跡が発見されていないことや、本土部では古墳が少ない

こともあって、古墳出土資料を用いてわずかに行われている程度である。したがって、竹松遺跡の報

告にあたっては、小田富士雄氏の研究を基礎とする九州編年を用い（舟山1998）、Ⅲ期以降の小期を

用いる場合は牛頸編年を用いる（大野城市教委編2008）。

（４）古墳時代の竹松遺跡の時期区分

竹松遺跡の古墳時代の時期区分を土師器編年と須恵器編年を基に下記のように設定した。
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②馬場編年と各地域の土器編年との関係　

馬場編年と各地域の土器編年との関係を以下のとおりに整理した。
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ⅡＣ期 土師本村１式 布留１式
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Ⅲ期 ⅢＡ期古相 土師本村２式 Ⅱｃ式 布留２式

ⅢＡ期新相 土師本村３式古相

Ⅳ期 土師本村３式新相 Ⅲ a式 布留３式

Ⅲｂ式 布留４式

古墳中期 Ⅴ期

（２）陶質土器出現期の土師器編年

本県の陶質土器出現期から定型化した須恵器の出現までの土師器編年研究は大変少ない。上記の馬

場編年と、竹中（野澤）哲朗の編年があるのみである（竹中2001）。陶質土器の出現期は馬場編年では

Ⅴ期、竹中編年ではⅣ期となる。　　　　

（３）須恵器の編年

本県での須恵器の編年研究は、須恵器の窯跡が発見されていないことや、本土部では古墳が少ない

こともあって、古墳出土資料を用いてわずかに行われている程度である。したがって、竹松遺跡の報

告にあたっては、小田富士雄氏の研究を基礎とする九州編年を用い（舟山1998）、Ⅲ期以降の小期を

用いる場合は牛頸編年を用いる（大野城市教委編2008）。

（４）古墳時代の竹松遺跡の時期区分

竹松遺跡の古墳時代の時期区分を土師器編年と須恵器編年を基に下記のように設定した。

①古式土師器編年を基準とした古墳時代の竹松遺跡の時期区分

竹松遺跡 馬場編年

Ⅰ期 ０期、Ⅰ期

Ⅱ期 Ⅱ期

Ⅲ期 Ⅲ期

Ⅳ期 Ⅳ期

Ⅴ期 Ⅴ期 陶質土器の出現

②須恵器編年を基準とした古墳時代の竹松遺跡の時期区分

竹松遺跡 九州編年 牛頸編年

Ⅰ期 Ⅰ期

Ⅱ期 Ⅱ期

Ⅲ A期 Ⅲ期 Ⅲ A期

Ⅲ B期 Ⅲ B期

Ⅳ A期 Ⅳ期 Ⅳ A期

Ⅳ B期 Ⅳ B期

Ⅴ期 Ⅴ期 Ⅴ期

Ⅵ期 Ⅵ期 Ⅵ期
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第３図　須恵器の九州編年（舟山 1998）

第４図　牛頸編年①（大野城市教委編 2008）
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第３図　須恵器の九州編年（舟山 1998）

第４図　牛頸編年①（大野城市教委編 2008）

第５図　牛頸編年②（大野城市教委編 2008）

【引用・参考文献】

大野城市教育委員会編2008『牛頸窯跡群－総括報告書Ⅰ－』大野城市文化財調査報告書　第77集

蒲原宏行1991「古墳時代初頭前後の土器編年－佐賀平野の場合－」『佐賀県立博物館・美術館調査研究書』第16集

竹中哲朗2001「一野古墳群出土土器の編年」『西海考古』第4号　西海考古同人会

馬場昌平2017「九州島内における古式土師器－肥前西部」『九州島における古式土師器』九州前方後円墳研究会長崎大会発表要旨集・基本資料集　九州

前方後円墳研究会のちに『西海考古』第10号に再録（2018年）

舟山良一1998「九州」『古墳時代の研究』6土師器と須恵器　雄山閣

宮木貴史・松元一浩2017「壱岐島の古式土師器」『九州島における古式土師器』九州前方後円墳研究会長崎大会発表要旨集・基本資料集　九州前方後円

墳研究会のちに『西海考古』第10号に再録（2018年）

柳田康雄1998「九州」『古墳時代の研究』6土師器と須恵器　雄山閣
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５．古代・中世の土器編年と竹松遺跡の時期区分

竹松遺跡の古代の総括を行うにあたり、時間軸の設定にあたっては、本県では大宰府の土器型式お

よび貿易陶磁編年が適応できるため、これを用いる（表１、２）（出合・降矢2003）。

【引用・参考文献】

出合宏光・降矢哲男2003「九州」『中世土器研究の今日的課題－土器編年と中世史研究－』日本中世土器研究会
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５．古代・中世の土器編年と竹松遺跡の時期区分

竹松遺跡の古代の総括を行うにあたり、時間軸の設定にあたっては、本県では大宰府の土器型式お

よび貿易陶磁編年が適応できるため、これを用いる（表１、２）（出合・降矢2003）。

【引用・参考文献】

出合宏光・降矢哲男2003「九州」『中世土器研究の今日的課題－土器編年と中世史研究－』日本中世土器研究会

Ⅰ各時代の竹松遺跡の総括

１　旧石器時代の竹松遺跡

九州新幹線西九州ルートの大村車両基地建設に伴う竹松遺跡の緊急発掘調査における旧石器時代

の総括は本報告書16〜19頁にて、川道 寛が行っている。

Ⅱ　縄文時代の竹松遺跡の総括

１．縄文時代の主要遺構

（１）竪穴建物跡（ＳＣ）

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
竪穴建物 TAK201404 A6東 SC2 　Ⅳ　上巻 29 ― Ⅱa
竪穴建物 TAK201404 A6東 SC3 Ⅳ 上巻 38 ― Ⅱa

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

竪穴建物跡SC2と SC3を検出した。時期は竹松遺跡の縄文・弥生の時期区分ではⅡｂ期である。

SC1（『竹松遺跡Ⅳ』上巻26頁）も報告されているが、竪穴建物跡とは確定できない。

（２）墳墓（ＳＴ）

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
埋甕 TAK201302 ④ SU01 Ⅲ 46 ― ―
埋甕 TAK201302 ⑤ SU03 Ⅲ 46 後期末～晩期 ―
埋甕 TAK201302 ⑤ SU04 Ⅲ 46 後期末 Ⅶ群（御領式）
埋甕 TAK201302 ⑨ SU05 Ⅲ 48 古閑式 Ⅰｂ期
埋甕 TAK201404 A6東 SK9� Ⅳ下巻 40 晩期 ―
埋甕 TAK201404 A6東 SX2� Ⅳ下巻 41 晩期 ―

備考遺構名
調査区

遺構番号掲載報告書 掲載頁
時期

上記の一覧表にあるような、埋甕を検出した。　

（３）落とし穴（ＳＫ）

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
落とし穴 TAK201301 E SK44 Ⅲ 29 早期 ―
落とし穴 TAK201301 E SK45 Ⅲ 29 早期後葉 ―
落とし穴 TAK201304 3 SK06 Ⅲ 29 ― ―
落とし穴 TAK201304 3 SK07 Ⅲ 29 ― ―

時期
備考遺構名

調査区
遺構番号掲載報告書 掲載頁

　土坑底に穿たれた小穴に礫を充填するタイプの落とし穴は、調査担当の浦田和彦（現 長崎県立大村

高等学校）が本県の出土例を集成し、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の39頁で詳述している。本

県では４遺跡で発見されており、浦田による考察は同書39頁に掲載した。

（４）集石（ＳＳ）

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
集石 TAK201304 3区 SS01 Ⅲ 41 早期後半 ―
集石 TAK201304 3区 SS04 Ⅲ 41 早期後半 ―
集石 TAK201304 3区 SS05 Ⅲ 42 早期後半 ―

備考遺構名
調査区

遺構番号掲載報告書 掲載頁
時期

上記一覧表のごとく集石を検出した。いずれも掘り込みがない集石遺構である。このような掘り込

みがない集石遺構の集成を浦田和彦が行い、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の45頁に掲載した。

同遺構の浦田の考察は、同書の42～46頁にわたって掲載した。浦田は竹松遺跡の集石遺構は動物

の解体等の作業場と推定している。　　　　
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２．縄文時代の主要遺物

（１）縄文土器

　竹松遺跡から出土した縄文土器は、中尾篤志（現 長崎県教育庁学芸文化課）によって以下の第Ⅰ群

からⅪ群に整理されている（『竹松遺跡Ⅲ』55頁）。

・第Ⅰ群土器：押型文土器

・第Ⅱ群土器：塞ノ神式土器

・第Ⅲ群土器：轟B 式土器

・第Ⅳ群土器：曽畑式土器

・第Ⅴ群土器：船元式系土器

・第Ⅵ群土器：坂の下式系土器

・第Ⅶ群土器：御領式土器及び後期末土器群

・第Ⅷ群土器：古閑式系土器

・第Ⅸ群土器：黒川式系土器

・第Ⅹ群土器：刻目突帯文系土器

・第Ⅺ群土器：板付式系土器

（２）外来系土器

①橿原（かしはら）式紋様をもつ土器

　TAK201303調査区の包含層から橿原式紋様を付した土器が出土している（『竹松遺跡Ⅲ』

 長崎県教委編2018の104頁 No368）。橿原式紋様は縄文後期末から縄文晩期初頭にかけて、近畿地方

を中心とする西日本一帯に盛行した紋様である。木の葉が並んだような七宝文風の意匠をもつ。本県

では初めての発見であった。

　ちなみに、竹松遺跡と隣接する黒丸遺跡からは、複数の弧線文が特徴的な滋賀里系紋様を付した石

棒が発見されている（長崎県教委編2009、川道・古澤2012）。ちなみにこの石製品は、中尾篤志が新

編大村市史の中で、「橿原型石剣に類似する」と指摘している（中尾2013）。　　　　

（３）石器

①黒曜石の産地同定

　近年、長崎大学の隅田祥光氏、および川道 寛（長崎県教委）・片多雅樹（同）らによって、本県から

出土する黒曜石の原産地推定の研究が精力的に行われている。竹松遺跡出土の黒曜石の産地同定は『竹

松遺跡Ⅳ』上巻166～172頁および本書の82〜89頁で、いずれも川道が行っている。

②被熱痕跡を持つ黒曜石

　竹松遺跡から出土する被熱痕跡をもつ黒曜石に、川道 寛が着目し、『竹松遺跡Ⅳ』上巻「小結」177

～180頁において考察に及んでいる。

③縄文晩期の石器製作技法

　竹松遺跡から出土した縄文晩期の石器をもとに、川道 寛が本県の縄文時代晩期の剥片剥離技　　

術を検討している。『竹松遺跡Ⅳ』上巻「小結」175～177頁に掲載した。

④扁平打製石斧

 TAK201407調査区の第４層最下層、具体的には礫層（共通土層第５層　扇状地礫層）直上で40本も
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では初めての発見であった。

　ちなみに、竹松遺跡と隣接する黒丸遺跡からは、複数の弧線文が特徴的な滋賀里系紋様を付した石

棒が発見されている（長崎県教委編2009、川道・古澤2012）。ちなみにこの石製品は、中尾篤志が新

編大村市史の中で、「橿原型石剣に類似する」と指摘している（中尾2013）。　　　　

（３）石器

①黒曜石の産地同定

　近年、長崎大学の隅田祥光氏、および川道 寛（長崎県教委）・片多雅樹（同）らによって、本県から

出土する黒曜石の原産地推定の研究が精力的に行われている。竹松遺跡出土の黒曜石の産地同定は『竹

松遺跡Ⅳ』上巻166～172頁および本書の82〜89頁で、いずれも川道が行っている。

②被熱痕跡を持つ黒曜石

　竹松遺跡から出土する被熱痕跡をもつ黒曜石に、川道 寛が着目し、『竹松遺跡Ⅳ』上巻「小結」177

～180頁において考察に及んでいる。

③縄文晩期の石器製作技法

　竹松遺跡から出土した縄文晩期の石器をもとに、川道 寛が本県の縄文時代晩期の剥片剥離技　　

術を検討している。『竹松遺跡Ⅳ』上巻「小結」175～177頁に掲載した。

④扁平打製石斧

 TAK201407調査区の第４層最下層、具体的には礫層（共通土層第５層　扇状地礫層）直上で40本も

の打製石斧が集中的に出土した。東西60ｍ、南北40ｍの範囲である。調査を担当した浦田和彦は「こ

の地域で何らかの食物採集や耕作が行われていた」と推定した。

報告者の川道 寛も『竹松遺跡Ⅳ』上巻（長崎県教委編2019）の174頁で、旧地形を考慮しながら、そ

れを追認している。

⑤石鏃

竹松遺跡から出土した石鏃について、浦田和彦が『竹松遺跡Ⅲ』「小結」136頁で若干の整理を行っ

ている。

（４）装身具

①装飾品

（ア）浦田和彦がTAK201304②区4284グリッドの包含層から出土した装身具を「ハチノコ形装身具」

と名付けた。『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の縄文時代「小結」137頁に詳述している。九州での

出土は、本県２例と宮崎県１例である（同書138頁）。

（イ）TAK201506③区出土の装身具も稀少である。詳細は本報告書77頁で、川道 寛が報告している。　

３．場の機能

（１）生産の場

①落とし穴を用いた狩場

竹松遺跡の落とし穴については上記「１．縄文時代の主要遺構」「（３）落とし穴」で触れた。調査者

の浦田和彦は、これらの落とし穴が旧河川沿いに造られていること、周辺に遺る0.5ｍ以上の深さを

持つピット（柱穴）が落とし穴と旧河川の間に分布することから、動物を落とし穴に誘導するための柵

が設けられていた可能性を指摘した（『竹松遺跡Ⅲ』39頁）

②狩猟・栽培

竹松遺跡の縄文晩期の生業システムとして、川道 寛は竹松遺跡TAK2014調査区内の各調査区の石

器群の様相から推測して、「狩猟・栽培」のシステムを想定し、TAK201404調査区で発見された竪穴建

物に住んだⅡa期の人々は、このシステムのもとに定住生活を送っていたと推定した（『竹松遺跡Ⅳ』

上巻「小結」173頁）。

③石器製作の場

TAK201304調査区のNR（旧河川）より黒曜石の剥片、チップが密集して出土した。時期は縄文早期と

みられる。調査を担当した浦田和彦が『竹松遺跡Ⅲ』51～55頁で詳報している。浦田は「付近で当時石

器製作が行われたことを示す」と指摘している。
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（２）竪穴建物と埋甕

下図は竹松遺跡の縄文・弥生の時期区分におけるⅡa期の住居と埋甕（縄文後晩期）の遺構配置図で

ある。住居と近接するものと、やや離れたところに埋設するものがあることが分かる。

【引用・参考文献】

川道 寛　古澤義久2012「長崎県における縄文時代精神文化遺物の様相」『長崎県埋蔵文化財センター研究紀要』

第2号　長崎県埋蔵文化財センター

中尾篤志2013「４　周辺地域からの影響」『新編大村市史』第１巻自然・原始・古代編　大村市史編さん委員会

長崎県教委編2009『黒丸遺跡』長崎県文化財調査報告書第201集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2018『竹松遺跡Ⅲ』新幹線文化財調査事務所調査報告書第6集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2019『竹松遺跡Ⅳ』上巻　新幹線文化財調査事務所調査報告書第11集　長崎県教育委員会

第１図　竹松遺跡　縄文時代住居址・埋甕の配置図 (S=1 ／ 6000)
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Ⅲ　弥生時代の竹松遺跡の総括

1．弥生時代の主要遺構
（１）竪穴建物跡（ＳＣ）

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

竪穴建物 TAK201303 A5 SC1 Ⅲ 147 後期前半 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201303 B1 Ⅲ 153 後期前半 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201303 B1 SC124 Ⅲ 160 後期前半 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201303 A5 SC125 Ⅲ 165 ― ―

竪穴建物 TAK201302 ④ SX5 Ⅲ 190 ― Ⅷ a

竪穴建物 TAK201403 3 区 SC1 Ⅳ中巻 13 終末から古墳初頭 ―

竪穴建物 TAK201403 3 区 SC2 Ⅳ中巻 18 弥生時代 ―

竪穴建物 TAK201403 3 区 SC3 Ⅳ中巻 19 惣座 2式から夕ヶ里式古相 Ⅰ

竪穴建物 TAK201403 3 区 SC5 Ⅳ中巻 22 ― ―

竪穴建物 TAK201403 3 区 SC7 Ⅳ中巻 22 ― ―

竪穴建物 TAK201403 3 区 SC8 Ⅳ中巻 23 後期から終末 ―

竪穴建物 TAK201404 B6 東 SC4 Ⅳ中巻 24 後期前半 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201404 B7 東 SC5 Ⅳ中巻 26 ― ―

竪穴建物 TAK201405 6 区 SC7 Ⅳ中巻 27 中期末 Ⅶｂ

竪穴建物 TAK201405 6 区 SC8 Ⅳ中巻 30 中期末 Ⅶｂ

竪穴建物 TAK201406 3 区 SC11 Ⅳ中巻 31 後期前半 Ⅷa

竪穴建物 TAK201406 3 区 SC12 Ⅳ中巻 34 中期末から後期初頭 Ⅶｂ

竪穴建物 TAK201406 4 区 SC16 Ⅳ中巻 36 ― ―

竪穴建物 TAK201407 1 区 SC6 Ⅳ中巻 37 中期末から後期初頭 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201407 1 区 SC7 Ⅳ中巻 41 後期前半 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201407 1 区 SC8 Ⅳ中巻 43 ― Ⅷ a

竪穴建物 TAK201407 4 区 SC9 Ⅳ中巻 46 ― Ⅶ a

竪穴建物 TAK201407 4 区 SC12 Ⅳ中巻 47 ― ―

竪穴建物 TAK201407 4 区 SC13 Ⅳ中巻 49 ― Ⅷ a

竪穴建物 TAK201407 2 区 SC19 Ⅳ中巻 53 ― Ⅷ a

竪穴建物 TAK201407 2 区 SC20 Ⅳ中巻 55 ― ―

竪穴建物 TAK201506 ① SC10 Ⅴ 104 後期前半 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201506 ①② SC11 Ⅴ 105 後期前半 Ⅷ a

竪穴建物 TAK201506 ①② SC12 Ⅴ 107 ― ―

竪穴建物 TAK201506 ② SC15 Ⅴ 108 後期後半～終末 Ⅷｂ

①平面プランの変遷

長崎県内の弥生時代の竪穴住居の平面プランの変遷は、中川潤次が『竹松遺跡Ⅳ』中巻の312頁「弥

生時代の竪穴建物の平面形態の変遷について」で整理している。これまで指摘されてきたことだが、

本県では弥生時代終末まで円形プランの竪穴住居が残ることが確実となった。

②張り出しを持つ竪穴建物跡

張り出し住居については、中川潤次が都市計画道路池田沖田線街路改築工事に伴う竹松遺跡の発掘

調査報告書（長崎県教委編2017）の127頁～136頁で考察している。本県では、佃遺跡（雲仙市）、高原（た

こら）遺跡（南島原市）、そして竹松遺跡（大村市）で確認されている。いずれも弥生時代後期の住居址

である。これまでの研究で張り出し住居は、初現は九州であるものの、弥生時代中期後半にまず、東

瀬戸内地域に出現し、中期末に九州に波及するとされている（山本2001）。

竹松遺跡での発見により、本県においての張り出し住居の波及が確実となった。
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③大量のガラス小玉を出土した竪穴建物跡

都市計画道路池田沖田線建設に伴う竹松遺跡の調査では、TAK201408調査区の竪穴建物跡（SC1）か

ら大量のガラス小玉が出土した（長崎県教委編2017）。事実報告は発掘調査報告書で行い、若干の考

察を『西海考古』第10号に掲載した（山梨・中川・古門2018）。竪穴建物跡の貼床の下からも出土した

ことから、建設時に地鎮的祭祀が行われ、廃絶時には物送り的な祭祀が行われ、その都度、ガラス小

玉を連結した紐を切り、ガラス小玉をばらまいたと推定した。

この竪穴建物跡が先に記した張り出し住居であることも興味深い。

④中央土坑を持ち、２本主柱を持つ竪穴建物跡

調査担当の浦田和彦が中央土坑を持ち、２本主柱を持つ竪穴建物跡の存在を指摘している。

具体的には上記一覧表で示したTAK201407調査区の SC06と TAK201407調査区の SC19である。一見、

弥生前期の松菊里型の住居址に似ているが、竹松遺跡の住居跡は後期前半であり、浦田は調査後の所

見の中で「時期が異なるため、筑後地域に展開する竪穴建物跡の中央に地床炉、２本主柱を持つタイ

プの影響か」と指摘している。

さらに、浦田は本県の類例として、佐世保市門前遺跡SH2、大村市冷泉遺跡第Ⅱ地点の竪穴建物跡

をあげている。いずれも竹松遺跡のものと同じく弥生後期の方形プランの竪穴建物跡である。

これらの県内の竪穴建物跡が筑後地方の影響か否かは、今後の研究課題である。

（２）掘立柱建物跡（ＳＢ）

①富の原遺跡の掘立柱建物跡との比較　　

竹松遺跡にほど近い富の原遺跡では、平成26年（2014）、民間の開発事業に伴ない大村市教委が発

掘調査を行い、弥生時代の32棟もの掘立柱建物跡を確認した。時期は須玖式土器古段階で、高三瀦式

土器併行の竹松遺跡とは時間差がある。富の原遺跡では、それまで竪穴住居４棟が発見されたのみで

あったため、注目された遺構であった。富の原遺跡の弥生時代の掘立柱建物跡には、竹松遺跡で発見

された弥生時代の掘立柱建物跡とプランが類似した遺構がある。特に32棟のうち11棟を数える１間

×１間のプランをもつ掘立柱建物跡は、竹松遺跡でもTAK2014調査区の SB3、SB4、SB6などが該当し

ている。両遺跡の掘立柱建物跡の比較は今後の課題である。

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

掘立柱建物 TAK201303 B3 SB1 Ⅲ 146 ― ―

掘立柱建物 TAK201404 B6西 SB3 Ⅳ中巻 8 ― ―

掘立柱建物 TAK201404 B6西 SB4 Ⅳ中巻 9 ― ―

掘立柱建物 TAK201404 B1 SB5 Ⅳ中巻 10 ― ― 階段あり

掘立柱建物 TAK201404 B6東 SB6 Ⅳ中巻 11 ― ―

掘立柱建物 TAK201406 2区 SB1 Ⅳ中巻 12 ― ―

Ⅶb

Ⅷa  Ⅷb

掘立柱建物 TAK201501 ①② SB1 Ⅴ 98 中期後半

掘立柱建物 TAK201501 ② SB3 Ⅴ 100 後期前葉～中頃

掘立柱建物 TAk201506 ④ SB7 Ⅴ 101 ― ―

掘立柱建物 TAk201506 ④ SB8 Ⅴ 102 ― ―

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期
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備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

（３）墳墓（ＳＴ）

①集団墓

竹松遺跡で発見された集団墓は中川潤次が『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の「小結」321頁～323

頁で考察しているほか、『竹松遺跡Ⅳ』中巻（長崎県教委編2019）の「小結」307頁でも触れている。

なお、本県で、集落と墓域が同時に確認された遺跡は、原の辻遺跡（壱岐市）、長畑馬場遺跡（佐世

保市）など、ごくわずかであり、そういう意味でも竹松遺跡の調査成果は貴重なものと言える。

②標石（立石を含む）を持つ墳墓

標石（立石を含む）をもつ墳墓は県内でも発掘例がある。『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の327

頁において中川潤次が整理している。九州で立石をもつ墳墓としては、鹿児島県の薩摩半島南端に分

布する立石土坑墓が著名である。成川遺跡（指宿市）、南摺ヶ浜（みなみすりがはま）遺跡（指宿市）、松

之尾遺跡（枕崎市）で確認されている。南摺ヶ浜遺跡では土器棺墓（カメ棺）に立石が用いられており、

立石を用いる埋葬習俗は薩摩半島南端の地域的埋葬習俗と理解されている。

竹松遺跡の立石を用いる墓制と、この薩摩半島南端の立石を用いる墓制との関係は不明であるが、

本県では、佐世保市の宮の本遺跡や五島列島の浜郷遺跡で板石積石棺墓が確認され、南九州との関係

が窺われることもあり、南九州の墓制との比較検討は、本県の重要な検討課題である。

また、熊本県の新南部（しんなべ）遺跡でも墓標を持つ甕棺墓が発見されている（熊本県教委編

2016）。新南部遺跡第11次調査でのS104,203の甕棺２基である。立石ではなく、人頭大の石を用いて

いるところから、竹松遺跡の石棺墓とは異なる。しかし、中川の集成にあるように本県では里田原遺

跡で甕棺墓に礫を用いた標石が伴っており、特殊な弥生時代の墓制ではないようである。

ただ、標石として立石を用いる習俗は中川の集成にある本県壱岐市原の辻遺跡の事例からして、壱

岐―大村―薩摩半島という九州西海岸に見られる弥生の埋葬習俗である可能性もあり、ここで指摘し

ておきたい。

また、2014（平成26）年11月末に開催された九州考古学会において、隣接する富の原遺跡で大量の

礫が用いられていた事例から、礫を用いて標識とする習俗がなかったかという御指摘をいただいた。

この点について、調査者の田島陽子（現 大村市教育委員会）は、人為的に礫を用いた可能性はあるが、

富の原遺跡、竹松遺跡以外の大村市内から発掘された石棺墓には見られない習俗であると指摘してお

り、先の里田原遺跡での礫の標石とともに、今後の課題である。
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③甕棺墓と土器棺墓（カメ棺）

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

甕棺墓 TAK201202 ① ST35 Ⅲ 247 後期後半 Ⅷｂ

甕棺墓 TAK201302 ① ST36 Ⅲ 250 後期後半 Ⅷｂ

甕棺墓 TAK201302 ① ST37 Ⅲ 252 後期後半 Ⅷｂ

甕棺墓 TAK201302 ① ST38 Ⅲ 254 後期後半 ―

甕棺墓 TAK201303 B1 ST1 Ⅲ 281 後期後半 ―

甕棺墓 TAK201405 5 区 ST1 Ⅳ中巻 104 後期前半 ―

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST3 Ⅳ中巻 106 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST6 Ⅳ中巻 110 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST7 Ⅳ中巻 112 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 5 区 ST8 Ⅳ中巻 114 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST9 Ⅳ中巻 115 後期前半 ―

甕棺墓 TAK201406 2 区 ST11 Ⅳ中巻 119 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201406 2 区 ST12 Ⅳ中巻 122 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201406 3 区 ST3 Ⅳ中巻 125 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201406 3 区 ST4 Ⅳ中巻 127 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201407 2 区 ST1 Ⅳ中巻 128 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201407 2 区 ST2 Ⅳ中巻 130 後期初頭 Ⅶｂ

甕棺墓 TAK201501 ④ ST1 Ⅴ 117 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201506 ② ST1 Ⅴ 120 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201506 ③ ST2 Ⅴ 122 ― Ⅷ a

甕棺墓 TAK201506 ③ ST3 Ⅴ 125 後期前半 ―

甕棺墓 TAK201506 ④ ST4 Ⅴ 128 中期後半 Ⅶｂ

本県の弥生時代の甕棺、土器棺（カメ棺）の集成を、本報告書の236〜248頁で、中川潤次が行っている。

ここでは、本県の大型成人用甕棺について若干の整理をする。第２図は本県で出土した大型成人用

甕棺を橋口編年に基づき、地域ごとに配置したものである。地域区分は律令時代の郡の領域を想定し、

名称はカタカナ表記とした。なお、五島列島は、律令時代の値嘉島（ちかのしま）（876年）にちなみ「チ

カ」とした。

なお、大型成人用甕棺の大きさは、速水信也氏の分類に従い、大形甕棺（器高78㎝以上）と中形甕

棺（器高62㎝以上）のものを掲載した（速水1985）。土器棺（カメ棺）、壺棺、転用棺は除外した。

この図を見ると、本県の大形成人用甕棺墓は弥生時代前期にはチカ（五島）に集中することが分か

る。本土部では、タカキの景華園遺跡で、KⅠｂが出現するのみである。

中期になると、イキ、マツラが加わるが、それもKⅡｂまでで、その後は絶える。KⅡｃ以降はタ

カキが独占するが、それもKⅢｃまでで、KⅢｃからはソノキに出現する。

このように本県の大形成人用甕棺は地域的、時間的変遷を遂げながら、あたかも交替するように展

開することが分かる。大きくはチカ（弥生前期）→タカキ（弥生中期前半）→ソノキ（弥生中期後半）と変

遷・展開すると言えよう。このような変遷の原因も今後の検討課題である。
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③甕棺墓と土器棺墓（カメ棺）

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

甕棺墓 TAK201202 ① ST35 Ⅲ 247 後期後半 Ⅷｂ

甕棺墓 TAK201302 ① ST36 Ⅲ 250 後期後半 Ⅷｂ

甕棺墓 TAK201302 ① ST37 Ⅲ 252 後期後半 Ⅷｂ

甕棺墓 TAK201302 ① ST38 Ⅲ 254 後期後半 ―

甕棺墓 TAK201303 B1 ST1 Ⅲ 281 後期後半 ―

甕棺墓 TAK201405 5 区 ST1 Ⅳ中巻 104 後期前半 ―

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST3 Ⅳ中巻 106 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST6 Ⅳ中巻 110 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST7 Ⅳ中巻 112 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 5 区 ST8 Ⅳ中巻 114 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201405 3 区 ST9 Ⅳ中巻 115 後期前半 ―

甕棺墓 TAK201406 2 区 ST11 Ⅳ中巻 119 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201406 2 区 ST12 Ⅳ中巻 122 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201406 3 区 ST3 Ⅳ中巻 125 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201406 3 区 ST4 Ⅳ中巻 127 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201407 2 区 ST1 Ⅳ中巻 128 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201407 2 区 ST2 Ⅳ中巻 130 後期初頭 Ⅶｂ

甕棺墓 TAK201501 ④ ST1 Ⅴ 117 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201506 ② ST1 Ⅴ 120 後期前半 Ⅷ a

甕棺墓 TAK201506 ③ ST2 Ⅴ 122 ― Ⅷ a

甕棺墓 TAK201506 ③ ST3 Ⅴ 125 後期前半 ―

甕棺墓 TAK201506 ④ ST4 Ⅴ 128 中期後半 Ⅶｂ

本県の弥生時代の甕棺、土器棺（カメ棺）の集成を、本報告書の236〜248頁で、中川潤次が行っている。

ここでは、本県の大型成人用甕棺について若干の整理をする。第２図は本県で出土した大型成人用

甕棺を橋口編年に基づき、地域ごとに配置したものである。地域区分は律令時代の郡の領域を想定し、

名称はカタカナ表記とした。なお、五島列島は、律令時代の値嘉島（ちかのしま）（876年）にちなみ「チ

カ」とした。

なお、大型成人用甕棺の大きさは、速水信也氏の分類に従い、大形甕棺（器高78㎝以上）と中形甕

棺（器高62㎝以上）のものを掲載した（速水1985）。土器棺（カメ棺）、壺棺、転用棺は除外した。

この図を見ると、本県の大形成人用甕棺墓は弥生時代前期にはチカ（五島）に集中することが分か

る。本土部では、タカキの景華園遺跡で、KⅠｂが出現するのみである。

中期になると、イキ、マツラが加わるが、それもKⅡｂまでで、その後は絶える。KⅡｃ以降はタ

カキが独占するが、それもKⅢｃまでで、KⅢｃからはソノキに出現する。

このように本県の大形成人用甕棺は地域的、時間的変遷を遂げながら、あたかも交替するように展

開することが分かる。大きくはチカ（弥生前期）→タカキ（弥生中期前半）→ソノキ（弥生中期後半）と変

遷・展開すると言えよう。このような変遷の原因も今後の検討課題である。

県
北

(
マ
ツ
ラ

)
県
央

(
ソ
ノ
キ

)
県
南

(
タ
カ
キ

)
壱
岐

(
イ
キ

)
五
島

(
チ
カ

)
平
戸

宇
久

(
)
マ
ツ
ラ

(
)

前 期 中 期 前 半

第
２
図
　
中
形
甕
棺

(
6
2
c
m
以
上

)
の
変
遷
　
そ
の

1
(
S
=
1
/
5
0
)

KⅠ
a

K Ⅰ
b

KⅠ
c

KⅡ
a

K Ⅱ
b

K Ⅱ
c

殿
寺
遺
跡

4
号
甕
棺

原
の
辻
遺
跡

石
田
大
原
墓
域

K
4
1

殿
寺
遺
跡

2
号
甕
棺

原
の
辻
遺
跡

石
田
大
原
墓
域
 
K
4
7

宇
久
松
原
遺
跡

4
号
甕
棺

宇
久
松
原
遺
跡

6
号
甕
棺

宇
久
松
原
遺
跡

5
号
甕
棺

439



平
戸

宇
久

(
)
マ

ツ
ラ

(
)

中 期 後 半 後 期 後 半後 期 前 半

県
北

(
マ

ツ
ラ

)
県

央
(
ソ

ノ
キ

)
県

南
(
タ

カ
キ

)
壱

岐
(
イ

キ
)

五
島

(
チ

カ
)

中 期 末 ～ 後 期 初 頭

第
３
図
　
中
形
甕
棺

(
6
2
c
m
以
上

)
の
変
遷
　
そ
の

2
(
S
=
1
/
5
0
)

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

2
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

8
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

9
号
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

KⅢ
a

KV
b

KV
c

KV
a

KⅣ
c

KⅣ
b

KⅣ
a

KⅢ
b

K Ⅲ
c

白
井
川
遺
跡
　
第

2
2
号
甕
棺

竹
松
遺
跡
　
甕
棺

T
A
K
2
0
1
4
0
5
 
S
T
6

今
福
遺
跡
　
甕
棺

陣
ノ
内
遺
跡
　
甕
棺

一
本
木
遺
跡
　
1
号
甕
棺

440



平
戸

宇
久

(
)
マ

ツ
ラ

(
)

中 期 後 半 後 期 後 半後 期 前 半

県
北

(
マ

ツ
ラ

)
県

央
(
ソ

ノ
キ

)
県

南
(
タ

カ
キ

)
壱

岐
(
イ

キ
)

五
島

(
チ

カ
)

中 期 末 ～ 後 期 初 頭

第
３
図
　
中
形
甕
棺

(
6
2
c
m
以
上

)
の
変
遷
　
そ
の

2
(
S
=
1
/
5
0
)

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

2
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

8
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

9
号
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

KⅢ
a

KV
b

KV
c

KV
a

KⅣ
c

KⅣ
b

KⅣ
a

KⅢ
b

K Ⅲ
c

白
井
川
遺
跡
　
第

2
2
号
甕
棺

竹
松
遺
跡
　
甕
棺

T
A
K
2
0
1
4
0
5
 
S
T
6

今
福
遺
跡
　
甕
棺

陣
ノ
内
遺
跡
　
甕
棺

一
本
木
遺
跡
　
1
号
甕
棺

県
北

(
マ

ツ
ラ

)
県

央
(
ソ

ノ
キ

)
県

南
(
タ

カ
キ

)
壱

岐
(
イ

キ
)

五
島

(
チ

カ
)

平
戸

宇
久

(
)
マ

ツ
ラ

(
)

前 期 中 期 前 半

第
４
図
　
大
形
甕
棺

(
7
8
c
m
以
上

)
の
変
遷
　
そ
の

1
(
S
=
1
/
5
0
)

浜
郷
遺
跡
　
2
次

7
号
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

原
の
辻
遺
跡

石
田
大
原
墓
域
 
K
1
4

北
岡
金
毘
羅
祀
　
合
口
甕
棺

大
野
原
遺
跡

2
号
甕
棺

原
の
辻
遺
跡

石
田
大
原
墓
域
 
K
5
0

浜
郷
遺
跡
　
2
次

7
号
甕
棺

大
野
原
遺
跡

3
号
甕
棺

大
野
原
遺
跡

4
号
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

佃
遺
跡

5
4
区
出
土
甕
棺

佃
遺
跡

5
4
区
出
土
甕
棺

里
田
原
　
4
4
C
地
点

3
号
甕
棺

KⅠ
b

KⅠ
c

K Ⅱ
a

K Ⅱ
b

KⅡ
c

441



平
戸

宇
久

(
)
マ

ツ
ラ

(
)

中 期 後 半 後 期 前 半 後 期 後 半

県
北

(
マ

ツ
ラ

)
県

央
(
ソ

ノ
キ

)
県

南
(
タ

カ
キ

)
壱

岐
(
イ

キ
)

五
島

(
チ

カ
)

中 期 末 ～ 後 期 初 頭

第
５
図
　
大
形
甕
棺

(
7
8
c
m
以
上

)
の
変
遷
　
そ
の

2
(
S
=
1
/
5
0
)

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

富
の
原
遺
跡

A
地
点
墓
地

2
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡
　

A
地
点
墓
地

4
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

2
0
号
甕
棺

岩
名
遺
跡
　
甕
棺
 
6
6
-
2

竹
松
遺
跡
　
甕
棺

T
A
K
2
0
1
2
0
2
 
S
T
3
6

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

帆
崎
遺
跡
　
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

1
6
号
甕
棺

KⅢ
a

KV
b

KV
a

KⅣ
c

KⅣ
b

KⅣ
a

KⅢ
b

KⅢ
c

～

442



平
戸

宇
久

(
)
マ

ツ
ラ

(
)

中 期 後 半 後 期 前 半 後 期 後 半

県
北

(
マ

ツ
ラ

)
県

央
(
ソ

ノ
キ

)
県

南
(
タ

カ
キ

)
壱

岐
(
イ

キ
)

五
島

(
チ

カ
)

中 期 末 ～ 後 期 初 頭

第
５
図
　
大
形
甕
棺

(
7
8
c
m
以
上

)
の
変
遷
　
そ
の

2
(
S
=
1
/
5
0
)

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

富
の
原
遺
跡

A
地
点
墓
地

2
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡
　

A
地
点
墓
地

4
号
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

2
0
号
甕
棺

岩
名
遺
跡
　
甕
棺
 
6
6
-
2

竹
松
遺
跡
　
甕
棺

T
A
K
2
0
1
2
0
2
 
S
T
3
6

景
華
園
遺
跡
　
甕
棺

帆
崎
遺
跡
　
甕
棺

富
の
原
遺
跡

B
地
点
墓
地

1
6
号
甕
棺

KⅢ
a

KV
b

KV
a

KⅣ
c

KⅣ
b

KⅣ
a

KⅢ
b

KⅢ
c

～

④土坑墓

竹松遺跡で発見された土坑墓は以下のとおりである。

⑤石棺墓

中川潤次が旧彼杵郡内の箱式石棺墓の集成を『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の337頁～345頁で

行っているほか、石棺墓の石組み構造に関して『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）「小結」323～326

頁で検討を加えている。

⑥木棺墓

竹松遺跡で発見された木棺墓は以下のとおりである。

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
土坑墓 TAK201302 ① ST30 Ⅲ 245 ― ―
土坑墓 TAK201302 ① ST31 Ⅲ 245 ― ―
土坑墓 TAK201302 ① ST32 Ⅲ 246 ― ―
土坑墓 TAK201403 3区 ST1 Ⅳ中巻 95 終末 ―
土坑墓 TAK201403 3区 ST2 Ⅳ中巻 95 ― ―
土坑墓 TAK201403 3区 ST3 Ⅳ中巻 96 ― ―
土坑墓 TAK201403 3区 ST4 Ⅳ中巻 97 ― ―
土坑墓 TAK201403 3区 ST6 Ⅳ中巻 97 ― ―
土坑墓 TAK201403 3区 ST7 Ⅳ中巻 98 ― ―
木棺墓 TAK201405 3区 SK16 Ⅳ中巻 71 中期末
土坑墓 TAK201404 B8南 ST2 Ⅳ中巻
土坑墓 TAK201403 3区 SX9 Ⅳ中巻 134 後期後半 Ⅷb

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
箱式石棺墓 TAK201208 ４区南 ST01 Ⅱ 62 － － －
箱式石棺墓 TAK201208 ４区北 ST02 Ⅱ 63 － － －
箱式石棺墓 TAK201208 ４区南 ST03 Ⅱ 63 － － －
箱式石棺墓 TAK201208 ４区南 ST04 Ⅱ 63 － － －
箱式石棺墓 TAK201208 ４区南 ST05 Ⅱ 67 － － －
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST1 Ⅲ 192 後期後半 － 祭祀土坑2接合
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST3 Ⅲ 195 後期後半 － 祭祀土坑2接合
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST5 Ⅲ 197 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST6 Ⅲ 199 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST7 Ⅲ 202 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST8 Ⅲ 204 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST9 Ⅲ 207 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST10 Ⅲ 209 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST11 Ⅲ 211 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST12 Ⅲ 212 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST13 Ⅲ 214 後期前半 ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST15 Ⅲ 218 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST16 Ⅲ 219 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST17 Ⅲ 222 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST18 Ⅲ 224 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST19 Ⅲ 226 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST20 Ⅲ 228 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST22 Ⅲ 230 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST23 Ⅲ 232 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST24 Ⅲ 234 ― ―
箱式石棺墓 TAK201302 ① ST25 Ⅲ 236 ― ―
箱式石棺墓 TAK201403 3区 ST8 Ⅳ中巻 98 後期前半 ―
箱式石棺墓 TAK201404 B6西 ST1 Ⅳ中巻 99 ― ―
箱式石棺墓 TAK201404 B8南 ST3 Ⅳ中巻 102 ― 管玉は後期―
箱式石棺墓 TAK201405 2区、3区 ST2 Ⅳ中巻 105 ― ―
箱式石棺墓 TAK201405 5区 ST4 Ⅳ中巻 108 後期前半 ―
箱式石棺墓 TAK201407 2区 ST3 Ⅳ中巻 132 後期前半 ―

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
木棺墓 TAK201302 ① ST28 Ⅲ 242 ― ―
木棺墓 TAK201302 ① ST34 Ⅲ 247 ― ―
石蓋木棺墓 TAK201302 ① ST26 Ⅲ 238 ― ―
石蓋木棺墓 TAK201302 ① ST27 Ⅲ 240 ― ―

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期
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（４）祭祀土坑（SK）

祭祀土坑の出土状況は『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の261頁から271頁に報告した。中川潤次

が若干の考察を第２祭祀土坑と併せ、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の328頁で行っている。

（５）水田および畦畔

　

長崎県の水田遺構については、中川潤次が『竹松遺跡』（長崎県教委編2017）140～146頁で整理して

いる。中川によると、本県で確認されている水田遺構は、四反田遺跡（佐世保市）、原の辻遺跡（壱岐市）、

石走遺跡（大村市）、里田原遺跡（平戸市）、そして竹松遺跡の５遺跡である。そのうち最古と思われる

のが里田原遺跡のもので、板付Ⅰ式土器併行の土器を伴う。

２．弥生時代の主要遺物

（１）運ばれた土器

竹松遺跡では、多くの搬入（外来）土器が発見された。以下、一覧表で整理する。

なお、解説や土器の所属時期は、九州考古学会ならびに九州前方円墳研究会における研究者の指摘

であるが、当然のことながら、文責は長崎県教育委員会にある。

また、編集の都合上、古墳時代の土器も一括掲載した。

遺物 ID 写真 出土地点 コメント 時期

TAK14-05-094
①8270
No.28

讃岐系大型壷、 博多50次（SX945)で
出土例あり。

TAK14-05-121
②8468
No.49

豊前 ・ 豊後系（宇佐周辺）大型壷の可
能性大
安国寺系ではない
212・390と同一個体、 389と接合可

TAK14-05-160
①8070
2層

高坏脚部（穿孔あり）
中部瀬戸内周辺か？
吉備？畿内系器台という意見も。

庄内（古）併行段階

TAK14-05-198
②8068
2層

加飾壺
菊池市に類例か。

久住氏のⅡ B ・ Ⅱ C期
以降

TAK14-05-211
②8268
2層

周防 ・防長系

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
祭祀土坑 TAK201302 ① ― Ⅲ 256 後期前半 Ⅷa
祭祀土坑 TAK201202 ② ― Ⅲ 261 後期後半 Ⅷa　 b

〜

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
畦畔 TAK201406 2区 畦畔2 Ⅳ中巻 144 後期前半 ―

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期
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（４）祭祀土坑（SK）

祭祀土坑の出土状況は『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の261頁から271頁に報告した。中川潤次

が若干の考察を第２祭祀土坑と併せ、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の328頁で行っている。

（５）水田および畦畔

　

長崎県の水田遺構については、中川潤次が『竹松遺跡』（長崎県教委編2017）140～146頁で整理して

いる。中川によると、本県で確認されている水田遺構は、四反田遺跡（佐世保市）、原の辻遺跡（壱岐市）、

石走遺跡（大村市）、里田原遺跡（平戸市）、そして竹松遺跡の５遺跡である。そのうち最古と思われる

のが里田原遺跡のもので、板付Ⅰ式土器併行の土器を伴う。

２．弥生時代の主要遺物

（１）運ばれた土器

竹松遺跡では、多くの搬入（外来）土器が発見された。以下、一覧表で整理する。

なお、解説や土器の所属時期は、九州考古学会ならびに九州前方円墳研究会における研究者の指摘

であるが、当然のことながら、文責は長崎県教育委員会にある。

また、編集の都合上、古墳時代の土器も一括掲載した。

遺物 ID 写真 出土地点 コメント 時期

TAK14-05-094
①8270
No.28

讃岐系大型壷、 博多50次（SX945)で
出土例あり。

TAK14-05-121
②8468
No.49

豊前 ・ 豊後系（宇佐周辺）大型壷の可
能性大
安国寺系ではない
212・390と同一個体、 389と接合可

TAK14-05-160
①8070
2層

高坏脚部（穿孔あり）
中部瀬戸内周辺か？
吉備？畿内系器台という意見も。

庄内（古）併行段階

TAK14-05-198
②8068
2層

加飾壺
菊池市に類例か。

久住氏のⅡ B ・ Ⅱ C期
以降

TAK14-05-211
②8268
2層

周防 ・防長系

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
祭祀土坑 TAK201302 ① ― Ⅲ 256 後期前半 Ⅷa
祭祀土坑 TAK201202 ② ― Ⅲ 261 後期後半 Ⅷa　 b

〜

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
畦畔 TAK201406 2区 畦畔2 Ⅳ中巻 144 後期前半 ―

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

遺物 ID 写真 出土地点 コメント 時期

TAK14-05-212
②8468
2層

豊前 ・ 豊後系（宇佐周辺）大型壷の可
能性大
安国寺系ではない
121・389・390と同一個体

TAK14-05-220
②7868
2層

中期後半

TAK14-05-221
②7868
3層

TAK14-05-249
②7868
4a層

TAK14-05-267
②8068
4a層

外来系。 菊池市に類例か。
やや稚拙な施文。

TAK14-05-268
②8068
4a層

二重口縁壷、 佐賀周辺か？

TAK14-05-306
②8068
4b層

TAK14-05-331
①8070
2層

No.51

丹塗り、 内部はヘラ削り
南九州系の土器

古墳前期でも新しい段
階

TAK14-05-333 ③7866
（畿内系？）有段高坏、 精製器種 B群
庄内系

TAK14-05-334
③7866
4層

産地不明
（器台）

TAK14-05-335
③7866
4層

手焙り土器、 長崎県では初例
山陽か。

TAK14-05-336
③7666
4層

産地不明
注口土器。 免田式か？Ⅴ様式。

TAK14-05-337
③8066
2層

伝統的Ⅴ様式の鉢（または甕）
※変容品

久住氏のⅡ A期以降

445



遺物 ID 写真 出土地点 コメント 時期

TAK14-05-338
③8066
3層

松木薗式（鹿児島県） 弥生終末期併行

TAK14-05-339
⑤7664
2層

古式須恵器の模倣高坏か？

TAK14-05-341
②8068

SX02南東
トレンチ

中期後半

TAK14-05-353
①8270
3層流路

高坏（豊後 ・肥後）

TAK14-05-360
①8270
3層流路

南九州系
広義の庄内式
Ⅴ様式

TAK14-05-362
①8270
3層流路

TAK14-05-368
③7666
4a層

Ⅴ様式 庄内併行期

TAK14-05-373
③7666
4c層

鳥形の土器
Ⅴ様式

TAK14-05-389
②8468

SS01直下
No.62

豊前 ・ 豊後系（宇佐周辺）大型壷の可
能性大
安国寺系ではない
121と同一個体（接合可）

TAK14-05-390
②8468

SS01掘方

豊前 ・ 豊後系（宇佐周辺）大型壷の可
能性大
安国寺系ではない
212と同一個体

TAK14-05-393
③8066
3層

TAK14-05-397
③8066
3層

貝などを押し当てて描いた線刻あり。

TAK14-05-402
③8066
4a層

446



遺物 ID 写真 出土地点 コメント 時期

TAK14-05-338
③8066
3層

松木薗式（鹿児島県） 弥生終末期併行

TAK14-05-339
⑤7664
2層

古式須恵器の模倣高坏か？

TAK14-05-341
②8068

SX02南東
トレンチ

中期後半

TAK14-05-353
①8270
3層流路

高坏（豊後 ・肥後）

TAK14-05-360
①8270
3層流路

南九州系
広義の庄内式
Ⅴ様式

TAK14-05-362
①8270
3層流路

TAK14-05-368
③7666
4a層

Ⅴ様式 庄内併行期

TAK14-05-373
③7666
4c層

鳥形の土器
Ⅴ様式

TAK14-05-389
②8468

SS01直下
No.62

豊前 ・ 豊後系（宇佐周辺）大型壷の可
能性大
安国寺系ではない
121と同一個体（接合可）

TAK14-05-390
②8468

SS01掘方

豊前 ・ 豊後系（宇佐周辺）大型壷の可
能性大
安国寺系ではない
212と同一個体

TAK14-05-393
③8066
3層

TAK14-05-397
③8066
3層

貝などを押し当てて描いた線刻あり。

TAK14-05-402
③8066
4a層

遺物 ID 写真 出土地点 コメント 時期

TAK14-05-403
③8066
4a層

TAK14-05-410
③8066
4b層

TAK14-05-411
③8066
4b層

伝統的Ⅴ様式
島原に多いタタキ。

TAK14-05-429 ④8062 生焼けの須恵器？

TAK14-05-619
②8468
2層

Ⅴ様式か？

TAK14-05-630
②8468
4a層

伝統的Ⅴ様式の変形。

TAK14-05-654
①8070
2層

器台の脚部か？

TAK1303-087
A1区8072
SD11
4層

免田式の重弧文
熊本から南。

（２）装身具

①鏡

長崎県出土の鏡について、最近では、半田章が長崎県本土部から出土した弥生時代から古墳時代前

期の鏡の集成を行っている（長崎県教委編2010）。

竹松遺跡では、半田の集成を受けて、中川潤次が壱岐、対馬など島嶼部を含めた県内での鏡・鏡片・

破鏡の集成を行っている（『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の334頁、335頁）。

その際に、佐世保市武辺城跡の造成土から出土した方格規矩鏡が集成表から落ちていたので、ここ

で追加する。　　　　　　

（ア） 舶載鏡

ａ．細線式獣滞鏡（後漢鏡）

　TAK201303B1調査区 SC123（竪穴建物跡）の床面から20㎝上の覆土から出土した。『竹松遺跡Ⅲ』

（長崎県教委編2018）の331頁で、中川潤次が詳報している　
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ｂ．破鏡

　都市計画道路池田沖田線に伴う発掘調査で破鏡が出土している。立小路遺跡4区3層包含層から

の出土である。『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の332頁で、中川潤次が報告している。　　　　

（イ） 小形仿製鏡

　TAK201302①調査区北側の旧河川から出土している。『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の331

頁で、中川潤次が詳報している。

　あらためて、同鏡の写真を実大で再掲する。
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ｂ．破鏡

　都市計画道路池田沖田線に伴う発掘調査で破鏡が出土している。立小路遺跡4区3層包含層から

の出土である。『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の332頁で、中川潤次が報告している。　　　　

（イ） 小形仿製鏡

　TAK201302①調査区北側の旧河川から出土している。『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の331

頁で、中川潤次が詳報している。

　あらためて、同鏡の写真を実大で再掲する。

③装飾品

（ア）ガラス小玉

竹松遺跡から出土したガラス小玉は大村車両基地および都市計画道路池田沖田線の調査分も

併せて、2015年（平成27年）2月13日に当時、九州大学附属図書館付設教材開発センターの学術

研究員であった谷澤亜里氏に実見していただいた。その結果、すべて引き伸ばし技法であるこ

とが判明した。

そのうちTAK201302調査区のST08（石棺墓）から出土したガラス小玉５点（淡青色）は両端面を

研磨していることから、弥生終末頃の所産ということであった（長崎県教委編2018『竹松遺跡Ⅲ』

206頁）。　

なお都市計画道路池田沖田線に伴う発掘調査で竪穴建物跡（TAK201408調査区 SC1）から181個

のガラス小玉が出土した。これらのガラス小玉は本県の埋蔵文化財センターで分析し、すでに

報告している（長崎県教委編2017『竹松遺跡』99～101頁）。

また、西九州道路建設に伴う門前遺跡の発掘調査で出土したガラス小玉の分析も同センター

で行っている。その正式な結果報告は現在未公表で、公表を待つしかないが、竹松遺跡出土ガ

ラス小玉との比較の意味で、概要報告として下記しておく。

本県埋蔵文化財センターの片多雅樹によると「門前遺跡（長崎県教委編2006）からは、100点を

超えるガラス小玉が出土しており、センターでは未報告資料を含めて131点を分析している。8

割ほどはソーダ石灰ガラスで、残りの2割ほどがカリガラスである。」とのことであった。

門前遺跡では、第７号箱式石棺墓、第２号土坑墓の副葬品としてガラス小玉が出土している。

報告書では弥生時代後期から古墳時代初頭の墳墓として報告されているが、ソーダ石灰ガラス

は弥生後期中葉に出現し、古墳時代になって、カリガラスを凌駕して出土することから、上記

２基の墳墓は弥生時代終末から古墳時代前期に属する可能性が高い。

（イ）勾玉

先述した西九州自動車道建設に伴う門前遺跡第６号石棺墓より蛇紋岩製の勾玉が１点出土し

ている（長崎県教委編2006　74頁）。中川潤次によると、阿波産の蛇紋岩製勾玉の可能性がある

という。これを受けて竹松遺跡でも出土しないか注意していたが、結局出土することはなかった。

阿波産蛇紋岩製勾玉とは、菅原康夫氏によると弥生時代後期前半に斉一性の強い蛇紋岩製の

小型勾玉の一群が、阿波地域に出現し、その後、拡散していくという（菅原2015）。本県では今

のところ門前遺跡で出土例があるのみである。

（３）焼人骨

竹松遺跡の第１祭祀土坑より焼人骨が出土している。焼人骨は『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編

2018）の517～529頁に NPO法人・人類学研究機構の松下孝幸、松下真実両氏に分析していただいた。

筆者が知る限り、九州の弥生時代ないし弥生時代相当期の焼人骨の出土例は福岡県志免町の松ヶ

上（まつがうえ）遺跡の９号甕棺墓（志免町教委編1996）と沖縄県具志川グスク崖下地区の２例のみ

である（土肥・琉球大2008）。
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この焼人骨については引き続き検討する予定である。

（４）石棺材

竹松遺跡の石棺墓に用いられた石材については、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の328頁に中

川潤次が考察を行っている。

（５）弥生後期土器

県内本土部の弥生後期土器は、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の347頁において、筆者が行っ

た。竹松遺跡の弥生後期土器についても、本報告書411〜419頁において、筆者が行った。

３．場の機能

（１）集落の変遷

①竪穴建物跡と掘立柱建物跡の分布図

竹松遺跡の弥生時代の竪穴建物跡や掘立柱建物跡の時期は、本書の縄文・弥生の時期区分ではⅦ

ｂからⅧc期であるが、その大半はⅧa期（弥生時代後期前半）で、その前後の時期の遺構に乏しいため、

ここでは、大体の傾向を把握すべく、便宜上一括して処理した。

その結果は、本報告書の252頁に中川潤次が述べているように、４グループに分かれることが窺えた。

（２）墓域の変遷

②墳墓の分布図

竹松遺跡の弥生時代の墳墓の時期は、上記の住居と同様、本書の縄文・弥生の時期区分ではⅦｂか

らⅧc期であるが、その大半はⅧa期（弥生時代後期前半＝高三瀦式土器併行）で、その前後の時期の

遺構に乏しいため、ここでは、大体の傾向を把握すべく、便宜上一括して処理した。

第６図　竹松遺跡　弥生時代堅穴建物跡・掘立柱建物跡の配置図（S=1/6,000）
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この焼人骨については引き続き検討する予定である。

（４）石棺材

竹松遺跡の石棺墓に用いられた石材については、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の328頁に中

川潤次が考察を行っている。

（５）弥生後期土器

県内本土部の弥生後期土器は、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の347頁において、筆者が行っ

た。竹松遺跡の弥生後期土器についても、本報告書411〜419頁において、筆者が行った。

３．場の機能

（１）集落の変遷

①竪穴建物跡と掘立柱建物跡の分布図

竹松遺跡の弥生時代の竪穴建物跡や掘立柱建物跡の時期は、本書の縄文・弥生の時期区分ではⅦ

ｂからⅧc期であるが、その大半はⅧa期（弥生時代後期前半）で、その前後の時期の遺構に乏しいため、

ここでは、大体の傾向を把握すべく、便宜上一括して処理した。

その結果は、本報告書の252頁に中川潤次が述べているように、４グループに分かれることが窺えた。

（２）墓域の変遷

②墳墓の分布図

竹松遺跡の弥生時代の墳墓の時期は、上記の住居と同様、本書の縄文・弥生の時期区分ではⅦｂか

らⅧc期であるが、その大半はⅧa期（弥生時代後期前半＝高三瀦式土器併行）で、その前後の時期の

遺構に乏しいため、ここでは、大体の傾向を把握すべく、便宜上一括して処理した。

第６図　竹松遺跡　弥生時代堅穴建物跡・掘立柱建物跡の配置図（S=1/6,000）

　　

　

上記の図より、本書の253頁に中川潤次が指摘しているように、竪穴建物跡や掘立柱建物跡の４つ

の集中地域に墳墓が作られる一方で、集落とは離れた場所に集団墓が営まれたことが分かる。
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Ⅳ　古墳時代の竹松遺跡の総括

１　古墳時代の主要遺構
（１）竪穴建物跡（ＳＣ）

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

竪穴建物 TAK201302 ⑩ SC1 Ⅲ 298 ４世紀中頃～後半 Ⅳ 地床炉

竪穴建物 TAK201303 A1 SC114 Ⅲ 299 ４世紀代 Ⅳ

竪穴建物跡 TAK201403 3 区 SC6 Ⅳ中巻 173 古墳時代 ―

竪穴建物跡 TAK201403 3 区 SC9 Ⅳ中巻 174 5 世紀中頃 ―

竪穴建物跡 TAK201405 2 区 SC1 Ⅳ中巻 175 5 世紀後半 Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201405 6 区 SC5 Ⅳ中巻 176 5 世紀後半 Ⅴ 地床炉

竪穴建物跡 TAK201405 4 区 SC6 Ⅳ中巻 179 ― ― 地床炉

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC1 Ⅳ中巻 180 6 世紀第３四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC2 Ⅳ中巻 184 6 世紀第 2・3四半期 ⅢＡ ,ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC3 Ⅳ中巻 188 古墳時代 ―

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC4 Ⅳ中巻 189 6 世紀第３四半期 ―

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC5 Ⅳ中巻 191 6 世紀第 3・4四半期 ― 地床炉

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC6 Ⅳ中巻 193 6 世紀第 2, 第 3 四半期 ⅢＡ ,ⅢＢ カマド痕跡？

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC7 Ⅳ中巻 195 6 世紀第 3四半期 Ⅱ

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC8 Ⅳ中巻 198 6 世紀第 2四半期 ⅢＡ ,ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC9 Ⅳ中巻 203 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201406 4 区 SC13 Ⅳ中巻 204 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 4 区 SC14 Ⅳ中巻 206 6 世紀第 3四半期 ― カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 4 区 SC15 Ⅳ中巻 208 6 世紀第 3四半期 ⅢＡ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC1 Ⅳ中巻 212 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC3 Ⅳ中巻 214 6 世紀中頃～後半 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC4 Ⅳ中巻 217 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC5 Ⅳ中巻 221 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 4 区 SC10 Ⅳ中巻 223 6 世紀第 4四半期～ 7世紀第 1四半期頃 ―

竪穴建物跡 TAK201407 4 区 SC11 Ⅳ中巻 226 古墳時代 ― カマド痕跡？

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC14 Ⅳ中巻 227 6 世紀第 4四半期～ 7世紀第 1四半期 ⅣＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC15 Ⅳ中巻 231 4 世紀後半～ 5世紀前半 Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC16 Ⅳ中巻 236 4 世紀後半～ 5世紀初め Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC17 Ⅳ中巻 239 ― Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC18 Ⅳ中巻 241 ― Ⅴ 地床炉

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC1 Ⅴ 166 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC2 Ⅴ 167 ― ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC3 Ⅴ 169 6 世紀第 4四半期 ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC4 Ⅴ 171 ― ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC5 Ⅴ 172 ― ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC6 Ⅴ 173 ― ― 地床炉

竪穴建物跡 TAK201506 ② SC7 Ⅴ 174 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ カマド痕跡？

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC9 Ⅴ 175 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC13 Ⅴ 179 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201506 4 区 SC14 Ⅴ 180 ― ⅢＢ 地床炉

（２）掘立柱建物跡（ＳＢ）

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

掘立柱建物跡 TAK201406 4 区 SB3 Ⅳ中巻 167 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ

掘立柱建物跡 TAK201406 4 区 SB4 Ⅳ中巻 168 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201406 2 区 SB5 Ⅳ中巻 169 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 1 区 SB3 Ⅳ中巻 169 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 2 区 SB ７ Ⅳ中巻 170 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 2 区 SB8 Ⅳ中巻 171 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 2 区 SB9 Ⅳ中巻 172 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201501 ② SB4 Ⅴ 161 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ①② SB1 Ⅴ 162 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ① SB2 Ⅴ 164 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ② SB4 Ⅴ 164 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ③ SB5 Ⅴ 165 初頭 ―
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Ⅳ　古墳時代の竹松遺跡の総括

１　古墳時代の主要遺構
（１）竪穴建物跡（ＳＣ）

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

竪穴建物 TAK201302 ⑩ SC1 Ⅲ 298 ４世紀中頃～後半 Ⅳ 地床炉

竪穴建物 TAK201303 A1 SC114 Ⅲ 299 ４世紀代 Ⅳ

竪穴建物跡 TAK201403 3 区 SC6 Ⅳ中巻 173 古墳時代 ―

竪穴建物跡 TAK201403 3 区 SC9 Ⅳ中巻 174 5 世紀中頃 ―

竪穴建物跡 TAK201405 2 区 SC1 Ⅳ中巻 175 5 世紀後半 Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201405 6 区 SC5 Ⅳ中巻 176 5 世紀後半 Ⅴ 地床炉

竪穴建物跡 TAK201405 4 区 SC6 Ⅳ中巻 179 ― ― 地床炉

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC1 Ⅳ中巻 180 6 世紀第３四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC2 Ⅳ中巻 184 6 世紀第 2・3四半期 ⅢＡ ,ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC3 Ⅳ中巻 188 古墳時代 ―

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC4 Ⅳ中巻 189 6 世紀第３四半期 ―

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC5 Ⅳ中巻 191 6 世紀第 3・4四半期 ― 地床炉

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC6 Ⅳ中巻 193 6 世紀第 2, 第 3 四半期 ⅢＡ ,ⅢＢ カマド痕跡？

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC7 Ⅳ中巻 195 6 世紀第 3四半期 Ⅱ

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC8 Ⅳ中巻 198 6 世紀第 2四半期 ⅢＡ ,ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 2 区 SC9 Ⅳ中巻 203 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201406 4 区 SC13 Ⅳ中巻 204 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 4 区 SC14 Ⅳ中巻 206 6 世紀第 3四半期 ― カマド付設

竪穴建物跡 TAK201406 4 区 SC15 Ⅳ中巻 208 6 世紀第 3四半期 ⅢＡ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC1 Ⅳ中巻 212 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC3 Ⅳ中巻 214 6 世紀中頃～後半 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC4 Ⅳ中巻 217 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 1 区 SC5 Ⅳ中巻 221 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 4 区 SC10 Ⅳ中巻 223 6 世紀第 4四半期～ 7世紀第 1四半期頃 ―

竪穴建物跡 TAK201407 4 区 SC11 Ⅳ中巻 226 古墳時代 ― カマド痕跡？

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC14 Ⅳ中巻 227 6 世紀第 4四半期～ 7世紀第 1四半期 ⅣＢ カマド付設

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC15 Ⅳ中巻 231 4 世紀後半～ 5世紀前半 Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC16 Ⅳ中巻 236 4 世紀後半～ 5世紀初め Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC17 Ⅳ中巻 239 ― Ⅴ

竪穴建物跡 TAK201407 2 区 SC18 Ⅳ中巻 241 ― Ⅴ 地床炉

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC1 Ⅴ 166 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC2 Ⅴ 167 ― ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC3 Ⅴ 169 6 世紀第 4四半期 ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC4 Ⅴ 171 ― ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC5 Ⅴ 172 ― ―

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC6 Ⅴ 173 ― ― 地床炉

竪穴建物跡 TAK201506 ② SC7 Ⅴ 174 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ カマド痕跡？

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC9 Ⅴ 175 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201506 ① SC13 Ⅴ 179 6 世紀第 4四半期 ⅢＢ

竪穴建物跡 TAK201506 4 区 SC14 Ⅴ 180 ― ⅢＢ 地床炉

（２）掘立柱建物跡（ＳＢ）

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

掘立柱建物跡 TAK201406 4 区 SB3 Ⅳ中巻 167 6 世紀第 3四半期 ⅢＢ

掘立柱建物跡 TAK201406 4 区 SB4 Ⅳ中巻 168 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201406 2 区 SB5 Ⅳ中巻 169 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 1 区 SB3 Ⅳ中巻 169 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 2 区 SB ７ Ⅳ中巻 170 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 2 区 SB8 Ⅳ中巻 171 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201407 2 区 SB9 Ⅳ中巻 172 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201501 ② SB4 Ⅴ 161 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ①② SB1 Ⅴ 162 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ① SB2 Ⅴ 164 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ② SB4 Ⅴ 164 ― ―

掘立柱建物跡 TAK201506 ③ SB5 Ⅴ 165 初頭 ―

（３）墳墓（ＳＴ）

①円墳

　TAK201403調査区の3区で発見されたSZ1は、円墳の周溝で『竹松遺跡Ⅳ』中巻282頁で報告している

（長崎県教委編2019）。周溝発見時、現場では円形周溝墓と認識していた。主体部は周溝内外から発

見された土坑墓を想定していた。しかし、その後の検討で、主体部と想定していた土坑墓は円形周溝

の中心より離れていること、墓坑の大きさも他地域の円形周溝墓主体部に比べると寸法が小さく、不

整形であること、周溝内から出土した土器が古墳時代初頭のものであること、円形周溝墓の周溝は多

少いびつな形のものが多いが、正円形であること、確認されている周溝が１基で、周囲に類似した遺

構がないことなどから、弥生時代後期の土坑墓群の上に円墳が築かれ、のちに墳丘が削平されたと解

釈した（註1）。

　したがって本円墳は佐賀平野の夕ヶ里式土器に併行する時期の古式土師器が出土していることから、

現状では本県最古の古墳という位置づけとなる。「竹松古墳」と呼ぶことにする。

　また、本県において、前代の墓域に新たに墳墓が築かれたのは、雲仙市の倉地川古墳で前代の方形

周溝墓の上に前方後円墳が築かれるという事例があり（雲仙市教委編2006）、本県では２例目である。 

 （４）カマド（ＳＬ）

カマドを付設した竪穴建物跡を長崎県内では初めて確認した。

　これまで、本県ではカマドを付設した竪穴建物跡の発掘例がなく、カマドの普及が見られなかった

のは移動式のカマドが普及していたからではないかとの認識であった。

　今回の竹松遺跡の事例から、この地域に、６世紀前半に、固定したカマドを取り入れた、あるいは

固定のカマドを用いる人々が定住したことが分かる。

　再び竹松遺跡でカマドを付設する竪穴建物が出現するのは９世紀後半であり、その間の経緯につい

ては、今後の研究課題である。

（５）遺物集積（ＳＵ）

　布留式土器の時代に多くみられる特徴がある。今後の検討課題である。

（６）水田および畦畔

２．古墳時代の主要遺物

（１）古式土師器

① TAK201403 3区の円墳周溝（SZ1）出土土器について

 TAK201403 3区 SZ1出土土器を平成２９年１０月７日（土）に九州前方後円墳研究会古式土師器県

学会の折に披歴した。

その時の主な議論の要点を本県の参加者が記録しているので、参考までに掲載する。文責は当然長

備考

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
古墳周溝 TAK201403 3区 SZ1（SD3周溝） Ⅳ中巻 282 3世紀中頃から後半 Ⅱ

時期
遺構名

調査区
遺構番号 掲載報告書 掲載頁

備考

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書
畦畔 TAK201406 4区 畦畔４ Ⅳ中巻 285 6世紀第4四半期 ⅣA

時期
遺構名

調査区
遺構番号 掲載報告書 掲載頁
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崎県教委にある。

　・確実な布留式土器が出土していない。

　・B系統（近畿第Ⅴ様式系土器群）が一定量出土している（註２）。

　・円墳周溝に切られる竪穴建物跡（SC3）は、出土土器からみるとSZ1とそれほど時期差はないよ

うに見える。夕ヶ里式の中での新古の差ではないか。

以上が上記見学会の議論の要点である。当初、SZ1から出土した口縁部の一部を欠くものの（註３）、

ほぼ完形の甕形土器は「布留式土器」と見ていたが、整理の過程で、内面のヘラ削りが底部付近しか施

されていないことなどから、宮﨑貴夫が言う「模倣甕」の範疇に入る土器と認識を改めた。

（２）外来の土器

　 編集の都合上、弥生時代の項に含めた（444〜447頁の一覧表参照）。

（３）装身具

①鏡

（1） 舶載鏡

　大村車両基地建設に伴う竹松遺跡の発掘調査で、古墳時代の舶載鏡は出土していない。

　（イ）倭製鏡

　ａ．破鏡

TAK201302⑦調査区包含層より鈕片が出土した。中川潤次が『竹松遺跡Ⅲ』331頁に詳報している。

報告書と重複するが、九州大学の辻田淳一郎氏、さきたま史跡博物館の中井歩氏により、古墳時代初

期の鈕区片の破鏡とのご教示をいただいた。

３．場の機能

（１）集落

古墳時代の竪穴建物跡および掘立柱建物跡の遺構配置図を掲載する。竪穴建物跡は４世紀、５世紀、

６世紀と時期不明の３期に分けて提示した。堀立柱建物跡は一括した。また、竹松古墳の位置も挿入

した。

本書の252〜253頁で中川潤次が述べているように、６世紀には調査区の北側に集中することが分

かる。
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崎県教委にある。

　・確実な布留式土器が出土していない。

　・B系統（近畿第Ⅴ様式系土器群）が一定量出土している（註２）。

　・円墳周溝に切られる竪穴建物跡（SC3）は、出土土器からみるとSZ1とそれほど時期差はないよ

うに見える。夕ヶ里式の中での新古の差ではないか。

以上が上記見学会の議論の要点である。当初、SZ1から出土した口縁部の一部を欠くものの（註３）、

ほぼ完形の甕形土器は「布留式土器」と見ていたが、整理の過程で、内面のヘラ削りが底部付近しか施

されていないことなどから、宮﨑貴夫が言う「模倣甕」の範疇に入る土器と認識を改めた。

（２）外来の土器

　 編集の都合上、弥生時代の項に含めた（444〜447頁の一覧表参照）。

（３）装身具

①鏡

（1） 舶載鏡

　大村車両基地建設に伴う竹松遺跡の発掘調査で、古墳時代の舶載鏡は出土していない。

　（イ）倭製鏡

　ａ．破鏡

TAK201302⑦調査区包含層より鈕片が出土した。中川潤次が『竹松遺跡Ⅲ』331頁に詳報している。

報告書と重複するが、九州大学の辻田淳一郎氏、さきたま史跡博物館の中井歩氏により、古墳時代初

期の鈕区片の破鏡とのご教示をいただいた。

３．場の機能

（１）集落

古墳時代の竪穴建物跡および掘立柱建物跡の遺構配置図を掲載する。竪穴建物跡は４世紀、５世紀、

６世紀と時期不明の３期に分けて提示した。堀立柱建物跡は一括した。また、竹松古墳の位置も挿入

した。

本書の252〜253頁で中川潤次が述べているように、６世紀には調査区の北側に集中することが分

かる。

【註】

註1　大阪大学の福永信哉先生よりご教示を得た。

註2　B系統（近畿第Ⅴ様式系土器群）とは、近畿地方の第Ⅴ様式土器からの系譜を引く土器群で、九州では各地で独自の変化をする（壇2017）。

註3 「口縁部の一部を欠損するが」と記述しながら（『竹松遺跡Ⅳ』下巻282頁）、土器観察一覧表では「口縁部端部を少し上げる」（同書285頁）

との「備考」欄の記述がある。一見、矛盾しているようだが、実際は口縁先端部を欠損しているものの、口縁端部を少し上げるための

屈曲部が残存しているため、上記の「備考」の表現となったものである。

【引用・参考文献】

雲仙市教委編2006『龍王遺跡（倉地川古墳）』雲仙市文化財調査報告書（概報）第1集　雲仙市教育委員会

壇佳克2017「古式土師器の系統分類」『九州島における古式土師器』 第19回九州前方後円墳研究会長崎大会資料

第８図　竹松遺跡　古墳時代堅穴建物跡・掘立柱建物跡・円墳の配置図（S=1/6,000）

455



Ⅴ　古代の竹松遺跡の総括

　　　－８世紀から10世紀を中心に－

はじめに

　竹松遺跡の古代の総括にあたり、ここでは８世紀から10世紀にあたる調査成果をとりあげた。

古代の竹松遺跡の遺構や遺物は大きくは、８世紀から10世紀の時期と11世紀から12世紀前半の二

時期に分けられる。後者の時期の調査成果は中世と併せ、本報告書466頁以降に掲載した。

　政治・経済体制の面から見ると、前者は律令国家体制期から王朝国家体制前半に該当し、後者

は王朝国家体制後半期から平氏政権期さらには鎌倉前期に該当する。

１．古代の主要遺構
（１）竪穴建物跡（ＳＣ）

No 遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

1 竪穴建物跡 TAK201202 ② SC1 Ⅱ 143 古代 － － － －

2 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC3 Ⅱ 143 9 世紀後半 － Ⅶ － －

3 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC4 Ⅱ 148 9 世紀後半 － Ⅶ － カマド付設

4 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC5 Ⅱ 151 9 世紀代 － Ⅵ・Ⅶ － カマド付設

5 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC ６ Ⅱ 155 8 世紀末～ 9世紀初頭 － Ⅴ － －

6 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC ７ Ⅱ 156 9 世紀後半 － － － －

7 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC ８ Ⅱ 157 8 世紀後半～ 9世紀前半 － Ⅶ － －

8 竪穴建物跡 TAK201405 ⑤ SC2 Ⅳ下巻 13 － － － － カマド付設

9 竪穴建物跡 TAK201405 ⑤ SC3 Ⅳ下巻 15 9 世紀後半 － － － カマド付設

10 竪穴建物跡 TAK201405 ⑤ SC4 Ⅳ下巻 17 － － － カマド付設

（２）掘立柱建物跡（ＳＢ）※四面廂建物を除く

（３）井戸

古代の井戸が本県で初めて発見された。

（４）条里

竹松遺跡周辺に展開していた沖田黒丸条里については、堀内和宏が『条里制・古代都市研究』第

33号で論じている（堀内2018）。ここでは関係部分を引用・掲載する。この論攷で提示された条里

プランは、かつて日野尚志が提唱した沖田黒丸条里プラン（日野1975）と比較した場合、東西線が、

実際は北へ20ｍほど動くというものである。この新たな条里プランの提案は堀内が論攷の註にも

述べているとおり、調査時に新幹線文化財調査事務所に在籍していた本田秀樹（現 長崎県立明誠

高等学校）の考察によるものである。以下に該当部分を引用する。

「国道34号線および JR大村線の東側の竹松遺跡内では、沖田黒丸条里の復元案（日野1972）と方位

は一致するものの、20ｍほど北へずれる形で、条里の痕跡がいくつか見える（第1図）。復元の指標と

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

1 掘立柱建物 TAK201302 ④ SB01 Ⅲ 364 ― ― ― ―

2 掘立柱建物 TAK201302 ⑤ SB02 Ⅲ 366 8世紀後半から9世紀前半 ― ― ―

3 掘立柱建物 TAK201302 ⑤ SB03 Ⅲ 367 ― ― ― ―

4 掘立柱建物 TAK201302 ⑤ SB04 Ⅲ 368 8世紀後半から9世紀前半 ― ― ―

5 掘立柱建物 TAK201302 ⑨ SB06 Ⅲ 371 ― ― ― ―

6 掘立柱建物 TAK201302 ⑩ SB07 Ⅲ 372 古代 ― ― ―

7 掘立柱建物 TAK201405 ④ SB6 Ⅳ下巻 8 古代 ― ― ―

8 掘立柱建物 TAK201407 ④ SB4 Ⅳ下巻 8 ― ― ― ―

9 掘立柱建物 TAK201407 ④ SB6 Ⅳ下巻 12 ― ― ― ―

10 掘立柱建物 TAK201506 ③ SB3 Ⅴ 275 古代 ― ― ―

No 備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

井戸 TAK201108 Ｄ－１ SE01 Ⅰ 15 ８世紀末から９世紀 Ⅷ期 － －

備考
時期

遺構番号 掲載報告書遺構名
調査区

掲載頁
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Ⅴ　古代の竹松遺跡の総括

　　　－８世紀から10世紀を中心に－

はじめに

　竹松遺跡の古代の総括にあたり、ここでは８世紀から10世紀にあたる調査成果をとりあげた。

古代の竹松遺跡の遺構や遺物は大きくは、８世紀から10世紀の時期と11世紀から12世紀前半の二

時期に分けられる。後者の時期の調査成果は中世と併せ、本報告書466頁以降に掲載した。

　政治・経済体制の面から見ると、前者は律令国家体制期から王朝国家体制前半に該当し、後者

は王朝国家体制後半期から平氏政権期さらには鎌倉前期に該当する。

１．古代の主要遺構
（１）竪穴建物跡（ＳＣ）

No 遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

1 竪穴建物跡 TAK201202 ② SC1 Ⅱ 143 古代 － － － －

2 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC3 Ⅱ 143 9 世紀後半 － Ⅶ － －

3 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC4 Ⅱ 148 9 世紀後半 － Ⅶ － カマド付設

4 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC5 Ⅱ 151 9 世紀代 － Ⅵ・Ⅶ － カマド付設

5 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC ６ Ⅱ 155 8 世紀末～ 9世紀初頭 － Ⅴ － －

6 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC ７ Ⅱ 156 9 世紀後半 － － － －

7 竪穴建物跡 TAK201202 ⑤ SC ８ Ⅱ 157 8 世紀後半～ 9世紀前半 － Ⅶ － －

8 竪穴建物跡 TAK201405 ⑤ SC2 Ⅳ下巻 13 － － － － カマド付設

9 竪穴建物跡 TAK201405 ⑤ SC3 Ⅳ下巻 15 9 世紀後半 － － － カマド付設

10 竪穴建物跡 TAK201405 ⑤ SC4 Ⅳ下巻 17 － － － カマド付設

（２）掘立柱建物跡（ＳＢ）※四面廂建物を除く

（３）井戸

古代の井戸が本県で初めて発見された。

（４）条里

竹松遺跡周辺に展開していた沖田黒丸条里については、堀内和宏が『条里制・古代都市研究』第

33号で論じている（堀内2018）。ここでは関係部分を引用・掲載する。この論攷で提示された条里

プランは、かつて日野尚志が提唱した沖田黒丸条里プラン（日野1975）と比較した場合、東西線が、

実際は北へ20ｍほど動くというものである。この新たな条里プランの提案は堀内が論攷の註にも

述べているとおり、調査時に新幹線文化財調査事務所に在籍していた本田秀樹（現 長崎県立明誠

高等学校）の考察によるものである。以下に該当部分を引用する。

「国道34号線および JR大村線の東側の竹松遺跡内では、沖田黒丸条里の復元案（日野1972）と方位

は一致するものの、20ｍほど北へずれる形で、条里の痕跡がいくつか見える（第1図）。復元の指標と

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

1 掘立柱建物 TAK201302 ④ SB01 Ⅲ 364 ― ― ― ―

2 掘立柱建物 TAK201302 ⑤ SB02 Ⅲ 366 8世紀後半から9世紀前半 ― ― ―

3 掘立柱建物 TAK201302 ⑤ SB03 Ⅲ 367 ― ― ― ―

4 掘立柱建物 TAK201302 ⑤ SB04 Ⅲ 368 8世紀後半から9世紀前半 ― ― ―

5 掘立柱建物 TAK201302 ⑨ SB06 Ⅲ 371 ― ― ― ―

6 掘立柱建物 TAK201302 ⑩ SB07 Ⅲ 372 古代 ― ― ―

7 掘立柱建物 TAK201405 ④ SB6 Ⅳ下巻 8 古代 ― ― ―

8 掘立柱建物 TAK201407 ④ SB4 Ⅳ下巻 8 ― ― ― ―

9 掘立柱建物 TAK201407 ④ SB6 Ⅳ下巻 12 ― ― ― ―

10 掘立柱建物 TAK201506 ③ SB3 Ⅴ 275 古代 ― ― ―

No 備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

井戸 TAK201108 Ｄ－１ SE01 Ⅰ 15 ８世紀末から９世紀 Ⅷ期 － －

備考
時期

遺構番号 掲載報告書遺構名
調査区

掲載頁

なるのは、JR大村線を横断する水路の間隔が１町＝108ｍ間となる点である（①）これを基準として、

日野の復元案と平行に東西ラインを引き、南北は復元案を延長すると、TAK201405内の土層断面で確

認した大規模畦畔と重なる（②）。南北方向の農道も条里に復元線の復元線に一致し、このほかにも

復元線に重なる道路や水路の痕跡が、付近に複数認められる。」（堀内2018　112頁）。また、この論

攷は平成29年（2017）3月に独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所で開催された条里制・古代

都市研究会総会で堀内が報告した内容が基になっているが、堀内によると沖田黒丸条里の新たな条里

プラン部分を披歴した際の反応は、歴史地理の専門家も含めて「妥当な推定ではないか」というもので

あったという。

第９図　沖田黒丸条里の新たなプラン案（堀内2018）
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なお、参考までに本田と堀内が新たな条里プランの根拠のひとつとした畦畔の断面をとらえたと思

われる調査区断面図を掲載する。

（５）特異な形状の土坑（SK）

堀内和宏が『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）427頁で、蟻の巣状や溝状を呈する特異な形状の土

坑を整理し、「必要に応じて断続的にほとんど時間差を置かずに掘削された土取り穴や廃棄土坑と考

えられる。」とした。これらの土坑については、堀内が小田和利氏（九州歴史資料館）より教示を受けた。

２．古代の主要遺物

（１）国産の土器

①緑釉陶器

　（ア）緑釉陶器が出土した県内の遺跡

長崎県で緑釉陶器が出土した遺跡は、五島市の大宝遺跡、大浜遺跡、壱岐市の原の辻遺跡、松浦市

の今福遺跡、平戸市の里田原遺跡、佐世保市の門前遺跡、諫早市の小野堀口遺跡、対馬市の馬乗石遺

跡であり、竹松遺跡で９遺跡目となった。

県内での緑釉陶器の研究は、現在のところ、河合恭典（かわい きょうすけ）の仕事が唯一と思われ

る（河合2012）。河合の論攷は、壱岐島から出土した古代国産施釉陶器の集成、再整理および分析が

中心であるが、太宰府および周辺地域との比較や、壱岐島の古代有力者との関係の考察にまで及ぶ労

作と言える。ここでは冒頭の研究史のみ引用する。

「現状では、長崎県下において古代施釉陶器の報告例は非常に少ないといえる。佐世保市の北部に

位置する縄文時代早期から近世までの複合遺跡である門前遺跡から近江系と京都系とみられる緑釉陶

器２３点、東海系灰釉陶器が１点出土しているが、それ以外のまとまった出土例は壱岐島のみで、そ

のほかは五島市の大浜遺跡、対馬市の馬乗石遺跡、諫早市の小野堀口遺跡などからわずかに数点出土

しているだけである。」（河合2012 141頁）

なお、北部九州から出土した緑釉陶器の集成を堀内和宏が『竹松遺跡１』の25～28頁で行い、若干

の考察も加えている。
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　（イ）東濃系緑釉陶器

竹松遺跡のTAK201302調査区の包含層より東濃系緑釉陶器が１点出土している（『竹松遺跡Ⅲ』（長

崎県教委編2018の410頁 No980）。東濃系緑釉陶器は９世紀後半から生産されたと言われており、竹松

遺跡のものは、これまで長崎県で確認できた唯一の東濃系緑釉陶器である（註１）。

（２）墨書土器、刻書土器

竹松遺跡から出土した墨書土器、刻書土器は堀内和宏が『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017の265頁で

集成し、同266頁で考察を加えている。

　①竹松遺跡出土の文字資料の集成【時期】

ここでは堀内の集成を含めて、判読できた資料に時期を付し、あらためて整理する。

（ア）「有家」『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）266頁 No751　TAK201208調査区包含層【Ⅵ、Ⅶ】

（イ）「□見」同上266頁 No752 TAK201202調査区包含層【不明】

（ウ）「天」または「王」同上266頁 No753　TAK201202調査区包含層【不明】

（エ）「中」『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）425頁【不明】

（オ）「占」同上425頁　No.1082【牛頸編年ⅦB】

（カ）「町□」同上425頁　No.1083【牛頸年ⅦA】

（キ）「牛」本報告書290頁【牛頸編年Ⅷ】

（ク）「東」『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2019）40頁【牛頸編年Ⅷ】

（ケ）「土」本報告書287頁【牛頸編年Ⅷ】

（コ）「大」『竹松遺跡』（長崎県教委編2019）TAK201504調査区 B区 SC2（竪穴建物跡）61頁 No5【不明】

（サ）「鹿」もしくは「慶」『竹松遺跡』（長崎県教委編2019）TAK201504調査区 B区包含層　80頁 No6【Ⅳ】

（シ）「包」本報告書289頁【不明】

（ス）「貴□」『竹松遺跡Ⅳ』下巻71頁　No.173【牛頸編年Ⅷ】

（５）特殊遺物

「特殊遺物」という用語は、堀内和宏が『全国遺跡報告総覧』を検索し、各地の発掘調査報告書での

使用例を検討した結果、縄文・弥生時代などの祭祀遺物、古墳時代の鏡に限らず、古代の硯、緑釉陶

器、石帯など官衙から出土するする遺物にも使用されており、とりわけ、山梨県・群馬県・長野県あ

たりの発掘調査報告書で多く使われ、近畿・九州でも使われているという。

ここでは官衙で多く出土する遺物ということで、「特殊遺物」という用語を用いるが、当然ながら、

「特殊遺物」の出土が必ずしも「官衙」であることを証明するものではない。

①石帯

石帯の出土は本県では、雲仙市の十園遺跡、長崎市の桜町遺跡、対馬市の水崎・仮宿遺跡、壱岐市

の椿遺跡に次いで５遺跡目の出土である。九州内の石帯集成を堀内和宏が『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委

編2017）の271～276頁に掲載している。さらに堀内による考察を同報告書267～270頁に掲載している。

②金属製権

金属製権が本県で初めて出土した（本報告書279頁）。小川慶明（現 長崎県南島原市教育委員会）の

集成によると金属製権の出土は全国で26遺跡であるという。金属性権の検討は今回、充分できなかっ

た。今後の課題である。
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③土馬

土馬が本県では初めて出土した。堀内和宏が『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の377、378頁で報

告している。ここでは堀内が作成した平成29年（2017）5月時点の集成を掲載する。土馬の年代観につ

いて堀内は、上記報告書の中で、「土馬の小笠原分類によれば、目、口や埴輪のような馬具の貼り付

け装飾を残した飾り馬であるB型式に属し、畿内での出土は藤原京（694年～710年 :筆者註）を下限と

するとされる。」としながらも、「当地では９世紀前半まで下る余地を残す。」と記している。当該土馬

については、研究者間でも意見が分かれており、平成29年（2017）３月４日から５日に独立行政法人

国立文化財機構奈良文化財研究所で開催された「条里制・古代都市研究会」で堀内が発表した際には、

「あのように写実的な形態のものは畿内なら７世紀後半か８世紀初頭となる。」と指摘されている。一

方、 「９世紀と考えた方が妥当ではないか」とする研究者も存在する。
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九州および山口県内における古代の土馬の出土状況 

（堀内作成）

遺跡名 所在地 所見 調査主体 調査次数 報告書名 シリーズ名 巻数 発行年 調査年次 備考・典拠など

大宰府史跡
福岡県太宰

府市

福岡県教育委

員会
第187次

九州歴史資料館報2002年

度
2003

出土土馬を九州歴史資

料館で新年展示。

雨窪遺跡群
福岡県京都

郡苅田町

福岡県教育委

員会

福岡県京都郡苅田町雨窪

遺跡群の調査

東九州道関係埋蔵文

化財調査報告書
第１集 2004

苅田北九州インター建

設に伴う調査

堀の口遺跡
福岡県京都

郡苅田町

奈良文化財研究所遺跡

ＤＢに「福岡県遺跡地

図1976」とあるも典拠

不明。表面採集か。所

蔵元など不明。

夫婦石遺跡
福岡県飯塚

市

弥生時代の土坑などが発見。時代不明

遺物として報告

飯塚市教育委

員会
夫婦石遺跡

飯塚市文化財調査報

告書
第20集 1995

奈文研遺跡データベー

スから

井手ヶ浦窯跡
福岡県飯塚

市

福岡県内の他の土馬出土例との比較考

察あり。

福岡県教育委

員会
井手ヶ浦窯跡

福岡県文化財調査報

告書
第230集 2011

ＰＤＦをプリントアウト

済み。出土土馬を九州

歴史資料館で新年展

示。

稲元日焼原遺

跡

福岡県宗像

市

井手ヶ浦窯跡の出土例と趣や製作法が

類似（福岡県2011）

宗像市教育委

員会

宗像窯跡群稲元日焼原遺

跡

宗像市文化財調査報

告書
第22集 1989

周囲の古墳に混じっ

て、窯跡が四か所。

稲元久保遺跡
福岡県宗像

市

Ⅲ９号横穴墓道から出土。6世紀後半か

ら７世紀の横穴墓

宗像市教育委

員会

奈良文化財研究所遺跡

ＤＢから。『宗像市史

通史編　第１巻』1997

に調査結果を掲載。

天観寺山窯跡

群

北九州市小

倉南区

北九州埋蔵文

化財調査会
天観寺山窯跡群 1977

牛頸窯跡
福岡県大野

城市
どの窯跡から出土か不明

大野城市教育

委員会
不明

牛頸窯跡群　総括報告書

１

大野城市文化財調査

報告書
第77集 2008

向谷南・日ノ浦

遺跡

福岡県春日

市・大野城

市

旧地名・地形が住宅開発で変容。概ね水

城の南西に位置

大野城市教育

委員会
牛頸・日ノ浦遺跡群

大野城市文化財調査

報告書
第42集 1994

向谷南遺跡は九歴・九

博の展示解説・パネル

にしかない遺跡呼称。

宮原遺跡
福岡県朝倉

市

古代集落遺跡。古代は上座郡。筑後から

豊後に抜ける官道沿い。

福岡県教育委

員会

九州横断自動車道関

係埋蔵文化財調査報

告

吉武遺跡群 福岡市西区
古墳時代（７世紀を含むか？）の掘立建

物から出土

福岡市教育委

員会
第14次

吉武遺跡群21　金武圃場

整備事業に伴う吉武遺跡

群第14次調査、大北遺跡第

１次調査報告

福岡市埋蔵文化財調

査報告書

第1017

集
2008

上岩田遺跡
福岡県小郡

市

奈良時代の官衙、寺院の基壇礎石建物

および集落の遺構から出土。交通の要

衝に地方官衙と寺院が並ぶ様相はぎる

県関市の弥勒寺・弥勒寺東遺跡と類似

小郡市教育委

員会

小郡市文化財調査報

告書

第200集

以下４冊
2,005

集落遺跡、七世紀の評

衙（郡衙前身）の中心

施設が所在か。遺構全

体略図を添付

上殿遺跡
大分県豊後

高田市

Ａ地区から出土。古代の掘立建物と土

坑、溝が検出されているが、出土地点は

不明

豊後高田市教

育委員会

佐野地区遺跡発掘報告書 

カワラガマ遺跡 上殿遺跡

A・B地区 高山田遺跡 西田

古墳 西村遺跡A・B地区

豊後高田市文化財調

査報告書
第10集 2002

黒髪町遺跡

9407地点

熊本市中央

区

古代西海道が通過。北から熊本平野に入

る際の境界的集落。飽田郡家所在説が

有力。奈良から平安期の竪穴住居９軒、

掘立２軒。

熊本大学埋蔵

文化財調査室

熊本大学構内遺跡発

掘調査報告

熊本大学黒髪キャンパ

ス内。熊本大学60年史

にも土馬出土を紹介。

二本木遺跡 熊本市西区

南北方向の西海道と交わる東西の阿蘇

大路が熊本市街地西方の丘陵部をかす

めて有明湾に出る経路上に立地。二回

移転した肥後国府の平安期の所在地と

推定。官衙的建築が林立。あるいは飽田

郡家も立地か

熊本市教育委

員会

熊本市第

12次

奈文研官衙ＤＢから。

該当の正報告ないし概

報が不明

岩原の土馬出

土地

熊本県山鹿

市鹿央町岩

原塚原

奈文研官衙ＤＢから。

該当の正報告ないし概

報が不明

寺崎遺跡 

（日向国府

跡）

須恵質で胴部は中空。国府正庁から北

東方向の掘立建物99002（五間×二間に

北庇）の南側の溝99004から出土

宮崎県教育委

員会

第８次調

査

国衙跡保存整備基礎調査

概要報告Ⅳ 

寺崎遺跡第８次調査

2000

報告書を添付。2001年

に総括報告書が発行さ

れるが、土馬などの遺

物には詳しく触れず。

宮田ヶ岡瓦窯

跡

鹿児島県姶

良市（旧姶

良町）

奈良から平安の窯跡
姶良町教育委

員会
宮田ヶ岡瓦窯跡

姶良町埋蔵文化財調

査報告書
7 1999

植畠遺跡
山口県美祢

市美東町
遺構は中世か。

山口県埋蔵文

化財センター
植畠遺跡

山口県埋蔵文化財調

査報告
第183集 1997

古代に操業し、多数の

木簡が出土した長登銅

山から北に２ｋｍの地

点

下岡田遺跡

山口県下関

市大字室

津（旧豊浦

町）

集落または官衙。日本海に近く、沖田川

の小沖積台地。

山口県埋蔵文

化財センター
下岡田遺跡

山口県埋蔵文化財調

査報告
第122集 1989 奈文研官衙ＤＢから。

〔参考文献〕 

小笠原好彦「土馬考」（『物質文化』25・1975） 

小田富士雄「古代祭祀における形代馬」（『九州考古学研究　古墳時代篇』学生社・1979） 

笹生衛『日本古代の祭祀考古学』吉川弘文館・2012 
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加藤夏姫「土馬を中心とした古代祭祀の多様性の研究－静岡県を中心として－」（『國學院大學考古資料館紀要』25・2009） 

柳沢和明「国府多賀城の祭祀」（『東北歴史博物館研究紀要』12・2011） 

鬼塚久美子「古代の宮都・国府における祭祀の場―境界性との関連について―」（『人文地理』47-1・1995）　
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④円面硯

大村車両基地建設に伴う竹松遺跡の調査区ではないが、都市計画道路池田沖田線改良工事に伴う竹

松遺跡の包含層から円面硯が出土し（長崎県教委編2019 35頁第23図 No4）、「圏足円面硯」と報告され

ている。長崎県から出土した円面硯は、壱岐市の原の辻遺跡、諫早市の小野堀口遺跡、雲仙市の専正

寺遺跡、島原市の大野原七反畑遺跡で、竹松遺跡は６遺跡目である。

⑤転用硯

竹松遺跡では、３点の転用硯を確認した。TAK201202調査区包含層（『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教

委編2017）262頁 No742、TAK1303B1調査区包含層（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018）423頁 No1079、

TAK201406調査区包含層（『竹松遺跡Ⅳ』下巻　長崎県教委編2019）62頁 No134の３点である。いずれも

包含層出土の資料であるため、詳細な時期は不明である。長崎県では壱岐市の原の辻遺跡に次いで、

２遺跡目の出土であった。

（６）鉄鉢形土器

鉄鉢形土器は、川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻 古代・中世編（長崎県教委編2019）88頁で整理している。

（７）錫杖

竹松遺跡で出土した錫杖は、本県では大村市の野田A遺跡に次いで、２遺跡目であった。事実報告

は『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）423頁で行っている。報告は「TAK201302の⑨区0068グリッドの

礫直上の第４図に示す地点から取り上げた。」としているが、第４図は報告書中に掲載していない。こ

れは校正のミスであった。出土地点は上記報告のとおりで、出土状況も遺構に伴うものではなく、包

含層からの出土である。

（８）香炉蓋のつまみ

TAK201302③調査区の自然流路から香炉の蓋のつまみが出土している。長崎県では、初めて出土し

た。『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の423頁で、堀内和宏と川畑敏則が報告している。加えて、『竹

松遺跡Ⅳ』（長崎県教委編2019）下巻90頁でも川畑敏則が補足的に触れている。

なお、この遺物は当初、仏塔と認識していたが、香炉蓋のつまみと改めた。この間の経緯について

は『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の423頁の註２で報告している。　　

（９）古代の燈火具

TAK201405調査区の包含層から古代の灯火具が出土した。長崎県では初めての出土である。川畑敏

則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2019）の89、90頁で詳報している。当資料は小田和利氏（九州歴

史資料館）に実見していただき、様々、ご教示を得た。

（10）皿状の坏部をもつ須恵器の高坏

TAK201302⑤調査区 SX07より皿状の坏部をもつ須恵器の高坏が出土した（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委

編403頁 No968）。長崎県では初めて出土した。この遺物については、堀内和宏が『竹松遺跡Ⅲ』（長崎

県教委編2018）429～430頁にて考察を行っている。当資料および関係資料については、小田和利氏（九

州歴史資料館）より様々ご教示を得た。

（11）刻書紡錘車

刻書紡錘車は本県初の出土で、九州では佐賀県小城市丁永（ちょうなが）遺跡出土の丁亥年銘（てい

がいねんめい）刻書紡錘車に続き、２例目である。堀内和宏が『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）264
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則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2019）の89、90頁で詳報している。当資料は小田和利氏（九州歴

史資料館）に実見していただき、様々、ご教示を得た。

（10）皿状の坏部をもつ須恵器の高坏

TAK201302⑤調査区 SX07より皿状の坏部をもつ須恵器の高坏が出土した（『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委

編403頁 No968）。長崎県では初めて出土した。この遺物については、堀内和宏が『竹松遺跡Ⅲ』（長崎

県教委編2018）429～430頁にて考察を行っている。当資料および関係資料については、小田和利氏（九

州歴史資料館）より様々ご教示を得た。

（11）刻書紡錘車

刻書紡錘車は本県初の出土で、九州では佐賀県小城市丁永（ちょうなが）遺跡出土の丁亥年銘（てい

がいねんめい）刻書紡錘車に続き、２例目である。堀内和宏が『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）264

頁～266頁において考察を加えている（註２）。

（12）移動式カマド

竹松遺跡から出土した移動式カマドについては堀内和宏が、『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）の

428頁で若干の考察を加えている。

（13）製塩土器

製塩土器が出土している。『竹松遺跡Ⅳ』下巻38頁75および73頁176〜180が該当する。いずれも玄

界灘式製塩土器である。

（14）権状石製品

①竹松遺跡出土の権状石製品

権状石製品は、TAK201202調査区包含層より１点（『竹松遺跡Ⅱ』259頁 No718）、TAK201303A区包含

層より１点（『竹松遺跡Ⅲ』424頁 No1077）、TAK201303A5区 SD01（溝）覆土中より１点（『竹松遺跡Ⅲ』424

頁 No1078）出土した。いずれも滑石製である。

当初、TTAK201303調査区から出土した2点の滑石製権状石製品を古代の遺物と認識し、特にNo1078

は、「弥生後期前半の竪穴建物跡 SC01を切る中世溝 SD01から出土した。」と報告書に記し、付記した

註には「それぞれ弥生時代、中世の遺構として別項で報告。」と記載した。しかし、弥生時代のSC01は

確かに弥生時代の項で報告されているが（『竹松遺跡Ⅳ』下巻147頁）、中世溝 SD01は中世の項には掲

載・報告されていない。このことは事務所内の情報共有ができていなかったため生じたミスであると

同時に、校正の過程で、見逃した総括者の責任である。

整理の結果、SD01は近世以降の遺物も出土しており、中世の溝と決定するに至らなかった。結論

としては、No1078を含めた３点の滑石製権状石製品は出土状況から古代の遺物と断定できる根拠に

乏しいと言わざるを得ない。

②長崎県内の権状製品

県内の権状製品を中尾篤志が平成29（2017）年2月時点で集成しているので掲載する
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長崎県内権出土状況 H29.2.24 時点

番号 遺跡名 所在地 素材 出土遺構 時期

1 原の辻遺跡 壱岐市芦辺町 青銅 包含層 弥生後期

2 直谷城跡 佐世保市吉井町 青銅？ 記載なし 16 ～ 17 世紀？

3 寿古遺跡 大村市 滑石 3号排・４T 11 世紀後半～ 12 世紀前半主体

4 岩名遺跡 大村市 滑石 記載なし 12 ～ 16 世紀

5 三城城下跡 大村市 滑石 土坑 不詳

6
興善町遺跡 

（小倉藩蔵屋敷跡）
長崎市 滑石 SK75 17 世紀前半

7
興善町遺跡 

（新町乙名八尾家宅跡）
長崎市 青銅 記載なし 1682 年以前

8
万才町遺跡 

（山本家・町年寄高島家宅跡）
長崎市 青銅 記載なし 1682 年以前

9 伊古遺跡 雲仙市 滑石 河川堆積層 12 ～ 13 世紀頃

10 越地遺跡 長崎市 滑石 採集資料 不詳

【文献】

1 芦辺町 2002『特別史跡　原の辻遺跡』芦辺町文化財調査報告書第１４集

2 吉井町 1991『直谷城跡』吉井町文化財調査報告書第 1集

3 大村市文化財保護協会 1992『寿古遺跡』

4 大村市 2000『黒丸遺跡ほか発掘調査概報 Vol.2』大村市文化財調査報告書第 24 集

5 未報告（大村市教育委員会、安楽哲史氏ご教示）

6～ 8佐々田学 2002「近世長崎出土権衡資料の基礎的考察」『西海考古』第 8号　西海考古同人会

9 未報告（雲仙市教育委員会、辻田直人氏ご教示）

10 下川達彌 1983「長崎半島の先史遺跡」『長崎県三川内、久賀島、野母崎の文化―特定地域の基礎文化調査報告書Ⅲ―」

長崎県立美術博物館

竹松遺跡出土の権状石製品については、『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2018）の423頁において古

代の特殊遺物として既に報告している。しかし、前述したように改めて、出土状況を精査すると「古代」

の遺物と断定する根拠に欠けると言わざるを得ない。中尾の集成に見るように、長崎県内の滑石製権

は古代末から近世初頭（11世紀後半～17世紀前半）と時期に幅があるので、現状では、古代の遺物で

ある可能性も残しながら、出土状況からして、古代末から近世初頭と時間幅を持たせておく。
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３．場の機能
（１）集落の変遷

　古代の竪穴建物跡と掘立柱建物跡の遺構配置図を下に掲載した。

掘立柱建物跡は竪穴建物跡の分布地域からやや離れた場所に建てられていることが分かる。

【註】

註１　河合は論攷の中で、東農系緑釉陶器を東海系緑釉陶器に含めて整理しており、東濃系緑釉陶器の抽出までには至っていない。

註２　堀内の考察については（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の高島英之氏が批評している（高島2019）

【引用・参考文献】

河合恭典2012「壱岐島出土の古代国産施彩釉陶器」『古代壱岐島の世界』高志書院

高島英之2019「東北及び九州出土古代刻書紡輪の歴史的意義について」『研究紀要』37

長崎県教委編2006『門前遺跡』長崎県文化財調査報告書第190集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2018『竹松遺跡Ⅱ』新幹線文化財調査事務所調査報告書第5集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2018『竹松遺跡Ⅲ』新幹線文化財調査事務所調査報告書第6集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2019『竹松遺跡』長崎県文化財調査報告書第217集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2019『竹松遺跡Ⅳ』下巻　新幹線文化財調査事務所調査報告書第11集　長崎県教育委員会

日野尚志1973「筑後国上妻郡家について」『史学研究』第117号　広島史学研究会

堀内和宏2018「竹松遺跡の調査と周辺条里」『条里制・古代都市研究』第33号　条里制・古代都市研究会

第11図　古代　竪穴建物・掘立柱建物の配置図 (S=1／6000)
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Ⅵ　古代から中世の竹松遺跡の総括

　　－11世紀から13世紀を中心にー

はじめに

　本報告書456頁に記載したように、古代の竹松遺跡の遺構や遺物は大きくは、８世紀から10世紀の

時期と11世紀から12世紀前半の二時期に分けられる。ここでは、後者の時期の調査成果に12世紀後

半から13世紀前半の中世の調査成果を併せ、総括し、掲載した。

　政治・経済体制の面から見ると、王朝国家体制後半期から平氏政権期さらに鎌倉幕府前半期に該当

する。

１．古代から中世の主要遺構
（１）掘立柱建物跡（ＳＢ）

①掘立柱建物跡

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

掘立柱建物 TAK201202 ① SB01 Ⅱ 130 12 世紀後半 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ① SB02 Ⅱ 131 12 世紀後半 ― C・D

掘立柱建物 TAK201202 ① SB03 Ⅱ 133 12 世紀後半 ⅩⅢ ―

掘立柱建物 TAK201202 ① SB04 Ⅱ 134 12 世紀代 ― C

掘立柱建物 TAK201202 ① SB05 Ⅱ 136 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ④ SB06 Ⅱ 137 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑤ SB07 Ⅱ 138 9 世紀後半？ ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB10 Ⅱ 139 11 世紀後半～ 12 世紀前半 ⅩⅡ・ⅩⅢ ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB11 Ⅱ 140 不明 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB12 Ⅱ 141 13 世紀代 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB13 Ⅱ 141 13 世紀代 ― ―

掘立柱建物 TAK201303 C SB2 Ⅲ 447 ― ― ― 近世以降の可能性も

掘立柱建物 TAK201403 ① SB1 Ⅳ下巻 103 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201403 ③ SB2 Ⅳ下巻 105 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201403 ① SB3 Ⅳ下巻 106 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑥ SB8 Ⅳ下巻 108 13 世紀初頭 ⅩⅥ C

掘立柱建物 TAK201202 ⑥ SB9 Ⅳ下巻 111 12 世紀後半 ⅩⅣ ―

掘立柱建物 TAK201405 ② SB1 Ⅳ下巻 113 12 世紀半頃 ― C

掘立柱建物 TAK201405 ① SB2 Ⅳ下巻 116 12 世紀中頃 ― C・D

掘立柱建物 TAK201405 ① SB3 Ⅳ下巻 121 12 世紀代 ― A

掘立柱建物 TAK201405 ② SB4 Ⅳ下巻 123 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201405 ② SB5 Ⅳ下巻 125 12 世紀後半 ⅩⅤ C

掘立柱建物 TAK201406 ③ SB2 Ⅳ下巻 128 14 世紀 ― ―

掘立柱建物 TAK201406 ② SB6 Ⅳ下巻 130 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201407 ① SB1 Ⅳ下巻 131 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201407 ① SB2 Ⅳ下巻 132 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201407 ④ SB5 Ⅳ下巻 133 12 世紀後半 ⅩⅣ ―

掘立柱建物 TAK201501 ⑤ SB2 Ⅴ 293 12 世紀代 ― ―

掘立柱建物 TAK201501 ④ SB5 Ⅴ 294 12 世紀代 ― ―

②四面廂建物跡

竹松遺跡では２棟の四面廂建物跡を検出した。四面廂建物跡の発見は本県では、初めてであった。

『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018の369頁～371頁にかけて報告を行ったTAK201302調査区⑨小区の

１棟（SB06）。『竹松遺跡Ⅳ』下巻の128、129頁に掲載したTAK201406調査区③区の１棟（SB2）である。

両者ともに周囲に区画溝などはない。

ここでは、第15回古代官衙・集落研究会報告書『四面廂建物を考える』（奈良文化財研究所編2012）

の集成表に則り、両者を比較する。
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Ⅵ　古代から中世の竹松遺跡の総括

　　－11世紀から13世紀を中心にー

はじめに

　本報告書456頁に記載したように、古代の竹松遺跡の遺構や遺物は大きくは、８世紀から10世紀の

時期と11世紀から12世紀前半の二時期に分けられる。ここでは、後者の時期の調査成果に12世紀後

半から13世紀前半の中世の調査成果を併せ、総括し、掲載した。

　政治・経済体制の面から見ると、王朝国家体制後半期から平氏政権期さらに鎌倉幕府前半期に該当

する。

１．古代から中世の主要遺構
（１）掘立柱建物跡（ＳＢ）

①掘立柱建物跡

遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

備考
大調査区 小調査区 既報告書 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

掘立柱建物 TAK201202 ① SB01 Ⅱ 130 12 世紀後半 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ① SB02 Ⅱ 131 12 世紀後半 ― C・D

掘立柱建物 TAK201202 ① SB03 Ⅱ 133 12 世紀後半 ⅩⅢ ―

掘立柱建物 TAK201202 ① SB04 Ⅱ 134 12 世紀代 ― C

掘立柱建物 TAK201202 ① SB05 Ⅱ 136 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ④ SB06 Ⅱ 137 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑤ SB07 Ⅱ 138 9 世紀後半？ ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB10 Ⅱ 139 11 世紀後半～ 12 世紀前半 ⅩⅡ・ⅩⅢ ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB11 Ⅱ 140 不明 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB12 Ⅱ 141 13 世紀代 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑦ SB13 Ⅱ 141 13 世紀代 ― ―

掘立柱建物 TAK201303 C SB2 Ⅲ 447 ― ― ― 近世以降の可能性も

掘立柱建物 TAK201403 ① SB1 Ⅳ下巻 103 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201403 ③ SB2 Ⅳ下巻 105 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201403 ① SB3 Ⅳ下巻 106 12 世紀後半～ 13 世紀前半 ― ―

掘立柱建物 TAK201202 ⑥ SB8 Ⅳ下巻 108 13 世紀初頭 ⅩⅥ C

掘立柱建物 TAK201202 ⑥ SB9 Ⅳ下巻 111 12 世紀後半 ⅩⅣ ―

掘立柱建物 TAK201405 ② SB1 Ⅳ下巻 113 12 世紀半頃 ― C

掘立柱建物 TAK201405 ① SB2 Ⅳ下巻 116 12 世紀中頃 ― C・D

掘立柱建物 TAK201405 ① SB3 Ⅳ下巻 121 12 世紀代 ― A

掘立柱建物 TAK201405 ② SB4 Ⅳ下巻 123 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201405 ② SB5 Ⅳ下巻 125 12 世紀後半 ⅩⅤ C

掘立柱建物 TAK201406 ③ SB2 Ⅳ下巻 128 14 世紀 ― ―

掘立柱建物 TAK201406 ② SB6 Ⅳ下巻 130 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201407 ① SB1 Ⅳ下巻 131 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201407 ① SB2 Ⅳ下巻 132 ― ― ―

掘立柱建物 TAK201407 ④ SB5 Ⅳ下巻 133 12 世紀後半 ⅩⅣ ―

掘立柱建物 TAK201501 ⑤ SB2 Ⅴ 293 12 世紀代 ― ―

掘立柱建物 TAK201501 ④ SB5 Ⅴ 294 12 世紀代 ― ―

②四面廂建物跡

竹松遺跡では２棟の四面廂建物跡を検出した。四面廂建物跡の発見は本県では、初めてであった。

『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018の369頁～371頁にかけて報告を行ったTAK201302調査区⑨小区の

１棟（SB06）。『竹松遺跡Ⅳ』下巻の128、129頁に掲載したTAK201406調査区③区の１棟（SB2）である。

両者ともに周囲に区画溝などはない。

ここでは、第15回古代官衙・集落研究会報告書『四面廂建物を考える』（奈良文化財研究所編2012）

の集成表に則り、両者を比較する。

両者を比較すると、規模がよく似ていることが分かる。報告書ではSB06を８世紀後半、SB2を14世

紀と推定している。その根拠は、前者は、柱穴から出土した手持ちへら削りの坏片の出土を根拠とし

ている。坏そのものの年代観は妥当であるが、報文中にもあるように「掘り方か柱跡いずれかの出土

か明らかでない」状況なので、８世紀後半をさかのぼらないとは言えるものの、SB06の時期を示す根

拠としては弱いと言わざるを得ない。

後者は遺物の出土はなく、「南東50ｍには堀を持つ14世紀の宗教施設と思われる建物SX１があり、

この四面廂建物との関係が考えられる。」という状況下での判断である。

こうして整理していくと、両者ともに年代を決める根拠に乏しいことが分かる。

実は、両者が調査された後の平成30年（2018）年12月に、九州新幹線西九州ルートの新駅建設に伴

うロータリーの整備に係る大村市教委による竹松遺跡の発掘調査で、建て替えを伴った３棟の廂付き

の大型掘立柱建物跡が発見されている。そのうちの２棟が四面廂建物であった。発掘調査報告書の刊

行は令和３年（2022）とのことであるので、平成31年１月19日に行われた現地説明会資料より、簡潔

に紹介しておく。

大型掘立柱建物跡は同じ場所で２度にわたり建て替えられている。

①二面廂建物（最初に建てられた建物）

　　長軸11.4ｍ、短軸7.3ｍ、床面積83.22㎡

②四面廂建物（１回目の建て替え）

　　長軸15ｍ、短軸8ｍ、床面積120㎡

③四面廂建物（２回目の建て替え）

　　長軸14.3ｍ、短軸８ｍ、床面積120ｍ

現場では11世紀後半から13世紀までの中国産陶磁器が出土しており、特に上記②の建物は12

世紀中ごろから後半に存在していた可能性が高いという。

以上のように、大村市教委が調査した四面廂建物跡は上記SB06、SB2と比較すると桁行総長が

２倍で、柱穴も大きく、建物の規模が大きい。しかし時期としては、大村車両基地調査で発見さ

れた中世居館（『竹松遺跡Ⅳ』下巻150頁に事実報告、300頁～306頁に考察を掲載）と同じ頃のもの

である。したがってSB06、SB2もこの時期に属する可能性を排除できない。

基部構造 建物形式

遺構番号 桁行間数 桁行総長 妻側廂の出１ 妻側廂の出２

建物・建物群の性格 梁行間数 梁行総長 平側廂の出１ 平側廂の出２

掘立 総柱

TAK201203⑨SB6 5 8.54 1.26 1.22

4 6.54 1.23 1.14

掘立 総柱

TAK201406③SB2 5 8.4 1.04 1

4 6.01 1.03 1.17

Ⅳ

128頁

図125

竹松遺跡
ー

ー 四面（全面）

西1.9+2+2.5

北1.94+1.9

主軸N83°E

柱筋型

身舎と同規模かやや小規模

Ⅲ

370頁

図261

竹松遺跡
ー

ー 四面（全面）

2ｍ等間隔

北1.94+2.04

主軸N75°E

柱筋型

身舎と同規模かやや小規模

遺跡名
頁・図

廂形式年代

遺構期

備考

身舎梁行柱間寸法

身舎桁行柱間寸法

廂柱配置

廂柱穴規模
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③囲繞住居跡

TAK201406③調査区で囲繞住居が発見され、SX1として報告した。事実報告は『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長

崎県教委編2019）の253頁で行い、川畑敏則が同報告書305,306頁で考察を行っている。川畑によると

この遺構の時期は14世紀、建物の機能は他地域の類似遺構から、宗教施設としている。なお、建物跡

の外側を巡る溝に架かる橋の存在も指摘している。

（３）墳墓（ＳＴ）

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

墳墓 TAK201202 ① ST1 Ⅱ 209 － － － C

墳墓 TAK201202 ⑤ ST2 Ⅱ 210 － － Ⅻ －

墳墓 TAK201202 ⑧ ST4 Ⅱ 212 － － － D・E

墳墓 TAK201301 D ST1 Ⅲ 473 － － －

Ⅶ

E・F

E墳墓 TAK201202 ⑥ ST3 Ⅳ下巻 251 13世紀前半 ■

掲載頁
時期

備考掲載報告書遺構名
調査区

遺構番号

TAK201202調査区 ST3は区画溝で画された範囲からの出土ではあるが、所属時期が区画溝の埋没時

期と重なるため、中世居館との関係は不確定である。

（４）溝（ＳＤ）

① 中世の区画溝

TAK201405調査区より１辺１町（約108ｍ）という大規模な区画溝（SD6）が発見された。この区画溝に

ついては川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻150～199頁で事実報告を行い、同報告書300～303頁の「小結」

において長崎県内で区画溝を検出した遺跡も集成しつつ、考察を行っている。埋没時期は13世紀前半

と考えている。

なお、区画の北東側は大村車両基地建設に伴う調査範囲からはずれており、未調査である。

また、南東側は自然流路に繋がっていた。

（５）居館

区画溝内の遺構の変遷については、同じく『竹松遺跡Ⅳ』下巻303,304頁で川畑が詳述している。同

報告書では「居館」という用語は用いていないが、区画溝の規模から考えて、中世の「居館」と整理して

よいと考える。

（６）畦畔

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

畦畔 TAK201406 ② 畦畔1 Ⅳ下巻 225 12世紀中頃～12世紀後半 ― 不明 D

畦畔 TAK201406 ② 畦畔3 Ⅳ下巻 227 12世紀中頃～12世紀後半 ― ― ―

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

（７）道路状遺構（ＳＦ）

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

道路 TAK201202 ⑥ SF1 Ⅳ下巻 211 12世紀後半 ― ■ ■

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

（８）鍛冶遺構

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

鍛冶遺構 TAK201202 ② SI1 Ⅱ 184 － － － －

－

－

鍛冶遺構 TAK201202 ⑧ SI2 Ⅱ 186 － － － －

備考掲載頁
時期

掲載報告書遺構名
調査区

遺構番号
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③囲繞住居跡

TAK201406③調査区で囲繞住居が発見され、SX1として報告した。事実報告は『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長

崎県教委編2019）の253頁で行い、川畑敏則が同報告書305,306頁で考察を行っている。川畑によると

この遺構の時期は14世紀、建物の機能は他地域の類似遺構から、宗教施設としている。なお、建物跡

の外側を巡る溝に架かる橋の存在も指摘している。

（３）墳墓（ＳＴ）

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

墳墓 TAK201202 ① ST1 Ⅱ 209 － － － C

墳墓 TAK201202 ⑤ ST2 Ⅱ 210 － － Ⅻ －

墳墓 TAK201202 ⑧ ST4 Ⅱ 212 － － － D・E

墳墓 TAK201301 D ST1 Ⅲ 473 － － －

Ⅶ

E・F

E墳墓 TAK201202 ⑥ ST3 Ⅳ下巻 251 13世紀前半 ■

掲載頁
時期

備考掲載報告書遺構名
調査区

遺構番号

TAK201202調査区 ST3は区画溝で画された範囲からの出土ではあるが、所属時期が区画溝の埋没時

期と重なるため、中世居館との関係は不確定である。

（４）溝（ＳＤ）

① 中世の区画溝

TAK201405調査区より１辺１町（約108ｍ）という大規模な区画溝（SD6）が発見された。この区画溝に

ついては川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻150～199頁で事実報告を行い、同報告書300～303頁の「小結」

において長崎県内で区画溝を検出した遺跡も集成しつつ、考察を行っている。埋没時期は13世紀前半

と考えている。

なお、区画の北東側は大村車両基地建設に伴う調査範囲からはずれており、未調査である。

また、南東側は自然流路に繋がっていた。

（５）居館

区画溝内の遺構の変遷については、同じく『竹松遺跡Ⅳ』下巻303,304頁で川畑が詳述している。同

報告書では「居館」という用語は用いていないが、区画溝の規模から考えて、中世の「居館」と整理して

よいと考える。

（６）畦畔

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

畦畔 TAK201406 ② 畦畔1 Ⅳ下巻 225 12世紀中頃～12世紀後半 ― 不明 D

畦畔 TAK201406 ② 畦畔3 Ⅳ下巻 227 12世紀中頃～12世紀後半 ― ― ―

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

（７）道路状遺構（ＳＦ）

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

道路 TAK201202 ⑥ SF1 Ⅳ下巻 211 12世紀後半 ― ■ ■

備考遺構名
調査区

遺構番号 掲載報告書 掲載頁
時期

（８）鍛冶遺構

大調査区 小調査区 既報告書 牛頸編年 大宰府土器型式 大宰府磁器区分

鍛冶遺構 TAK201202 ② SI1 Ⅱ 184 － － － －

－

－

鍛冶遺構 TAK201202 ⑧ SI2 Ⅱ 186 － － － －

備考掲載頁
時期

掲載報告書遺構名
調査区

遺構番号

２．古代から中世の主要遺物

（１）貿易陶磁

①越州窯系青磁Ⅲ類

TAK201405調査区で越州窯の特別な優品である越州窯系青磁Ⅲ類が出土している（『竹松遺跡Ⅳ』下

巻22頁 No43、62頁 No127、79頁 No221、137頁 No274）。

本県では初めての出土である。これまで出土した遺跡は博多や鴻臚館などに限られており、実見し

た研究者は一様に驚きを示した。

大村市教委の柴田亮氏は竹松遺跡では越州窯系青磁の中で、水差しが多いのも注目に値すると指摘

している。

②初期龍泉窯、同安窯系青磁

いわゆる「龍泉・同安窯系０類」と呼称される貿易陶磁で、長崎県では小値賀町の前方湾海底遺跡（田

中2009）に次いで２遺跡目の出土である（『竹松遺跡Ⅱ』229頁 No593）。

『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）の229頁 No593、『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2019）の272

頁 No774、同書279頁 No914～916の５点の他、未報告のものが２点ある。

③初期高麗青磁

竹松遺跡から出土した初期高麗青磁は川畑敏則が本報告書532頁で整理している。総点数で45点を

数える。ここでは初期高麗青磁のうち、稀少な資料を再掲する。

（ア）初期高麗青磁壺

TAK201202①調査区SP1338より出土した。『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）232頁 No598として報

告したが、「詳細不明」としていた遺物であった。後に早稲田大学の山本信夫氏より、「11世紀後半か

ら12世紀前半の高麗産施釉陶器もしくは初期高麗青磁の可能性がある。」との指摘をいただいた。その

後、山本氏に実見していただき、初期高麗青磁との所見を得た。詳細は『竹松遺跡Ⅳ』下巻313、314

頁に記載した。

（イ）鉄絵青磁蓋

TAK201405調査区包含層から鉄絵青磁蓋が出土しており、川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教

委編2019）272頁で No788として報告している。本県では初めての出土である。

同報告書の「小結」において、山本氏に実見していただいて判明した経緯なども詳述している。

④高麗無釉陶器

竹松遺跡から出土した高麗無釉陶器については『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2019）の「小結」307

頁に川畑敏則が整理している。長崎県の集成は以前、江上正高が行っており（江上2010）、それに新

たな資料を追加して川畑が集成している。

⑤イスラム陶器

TAK201202調査区のSD６の上層から１点、同下層から２点のイスラム陶器が、併せて３点出土して

いる。事実報告は『竹松遺跡Ⅳ』（長崎県教委編2019）下巻の153頁および173頁で行っている。本県では、

壱岐市の原の辻遺跡で出土しており、２例目である。なお、時期は不明である。
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（２）国産土器

①カムィヤキ

竹松遺跡では、長崎県で初めてカムィヤキの出土を確認した。川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻の「小

結」308,309頁で整理している。また、本報告書532頁でも考察している。

なお、鹿児島県伊仙町教育委員会の新里亮人氏には、遺物を実見していただき、様々なご教示や

援助をいただいた。氏によると、本土部の出土は有明海沿岸で、鹿児島県の薩摩半島では出土するが、

大隅半島では見られないという。これまで、竹松遺跡の報告にあたり、弥生時代、古墳時代、古代を

通じて、薩摩半島との関係を窺わせる遺構や遺物が多々あることを指摘してきたが、中世でも同様で

あることをここでも指摘しておきたい。

②豊前型土師器

豊前型土師器については、川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻 古代・中世編307頁で整理しており、本

報告書529頁でも整理している。川畑も述べている通り、佐世保市門前遺跡に次いで、長崎県で２遺

跡目の出土であった。

北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財室の佐藤浩司氏によると、「豊前」と名がついているが、古代

の行政の中心である豊前国府（行橋市）あたりから出土する土器には、太宰府の影響が強く、したがっ

て「豊前型」というよりは、現在は北九州市の行政範囲に大半が含まれる（一部は行橋市域）企救郡（き

くぐん）のタイプであるという。豊前北部に限って集中的に分布し、さらに関門海峡を挟んで長門・

周防など対岸地域に分布するという。

本県での豊前型土師器の出土の歴史的背景の解明は、今後の研究課題である。

③畿内産瓦器椀

（ア）和泉型瓦器椀

TAK201501調査区のNR（自然流路）1から和泉型瓦器椀が出土している（本報告書305頁 No.821）。

和泉型瓦器椀は12世紀後半から13世紀前半にかけて畿内で生産された瓦器椀である。長崎県内で

畿内産瓦器椀が出土した遺跡は、門前遺跡（佐世保市）、白井川遺跡（東彼杵町）、大石原遺跡（対馬市）

である（註1）。

門前遺跡では467点の瓦器が出土している。そのうちの７割が在地産、３割が畿内産だという。畿

内産瓦器椀は楠葉型瓦器椀と和泉型瓦器椀が出土している（長崎県教委編2006）。

白井川遺跡からは楠葉型瓦器椀が出土し、大石原遺跡では和泉型Ⅲ類が出土している（註2）。

④京都系土師器

竹松遺跡では、京都系土師器は確認できなかった。

⑤耳皿

耳皿の出土は『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017の144頁で No353として報告した。日野江城跡（南島

原市）に次いで、２遺跡目の出土であった（北有馬町教委編1998）。

（３）装身具

①鏡

（ア）湖州六花鏡
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（２）国産土器

①カムィヤキ

竹松遺跡では、長崎県で初めてカムィヤキの出土を確認した。川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻の「小

結」308,309頁で整理している。また、本報告書532頁でも考察している。

なお、鹿児島県伊仙町教育委員会の新里亮人氏には、遺物を実見していただき、様々なご教示や

援助をいただいた。氏によると、本土部の出土は有明海沿岸で、鹿児島県の薩摩半島では出土するが、

大隅半島では見られないという。これまで、竹松遺跡の報告にあたり、弥生時代、古墳時代、古代を

通じて、薩摩半島との関係を窺わせる遺構や遺物が多々あることを指摘してきたが、中世でも同様で

あることをここでも指摘しておきたい。

②豊前型土師器

豊前型土師器については、川畑敏則が『竹松遺跡Ⅳ』下巻 古代・中世編307頁で整理しており、本

報告書529頁でも整理している。川畑も述べている通り、佐世保市門前遺跡に次いで、長崎県で２遺

跡目の出土であった。

北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財室の佐藤浩司氏によると、「豊前」と名がついているが、古代

の行政の中心である豊前国府（行橋市）あたりから出土する土器には、太宰府の影響が強く、したがっ

て「豊前型」というよりは、現在は北九州市の行政範囲に大半が含まれる（一部は行橋市域）企救郡（き

くぐん）のタイプであるという。豊前北部に限って集中的に分布し、さらに関門海峡を挟んで長門・

周防など対岸地域に分布するという。

本県での豊前型土師器の出土の歴史的背景の解明は、今後の研究課題である。

③畿内産瓦器椀

（ア）和泉型瓦器椀

TAK201501調査区のNR（自然流路）1から和泉型瓦器椀が出土している（本報告書305頁 No.821）。

和泉型瓦器椀は12世紀後半から13世紀前半にかけて畿内で生産された瓦器椀である。長崎県内で

畿内産瓦器椀が出土した遺跡は、門前遺跡（佐世保市）、白井川遺跡（東彼杵町）、大石原遺跡（対馬市）

である（註1）。

門前遺跡では467点の瓦器が出土している。そのうちの７割が在地産、３割が畿内産だという。畿

内産瓦器椀は楠葉型瓦器椀と和泉型瓦器椀が出土している（長崎県教委編2006）。

白井川遺跡からは楠葉型瓦器椀が出土し、大石原遺跡では和泉型Ⅲ類が出土している（註2）。

④京都系土師器

竹松遺跡では、京都系土師器は確認できなかった。

⑤耳皿

耳皿の出土は『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017の144頁で No353として報告した。日野江城跡（南島

原市）に次いで、２遺跡目の出土であった（北有馬町教委編1998）。

（３）装身具

①鏡

（ア）湖州六花鏡

TAK2012⑧調査区の ST4（墳墓）から湖州六花鏡が出土している（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017の

213頁 No550）。同報告書では湖州六花鏡の鉛同位体比分析を国立歴史民俗博物館の齋藤努教授に依頼

し、その結果を掲載した。また、鏡面の分析を長崎県埋蔵文化財センターに依頼し、結果を同報告書

に掲載した。

長崎県における湖州六花鏡の集成は下記の一覧表に示した。

湖州六花鏡（中国浙江省湖州で造られた宋鏡）一覧

番号 遺跡名 出土地区 調査区 鏡式 銘文 文献

1 竹松遺跡 湖州六花鏡 「湖州真石家念二叔照子」

2 三島山経塚 長崎県佐世保市 円形素文 4

3 鷹島海底遺跡 長崎県松浦市 湖州六花鏡 湖州真石家念二叔照子 1

4 木坂海神神社弥勒堂跡 対馬市（峰町） 素紋六花鏡 2

5 曲古墓群 新上五島町 山王山二宮岩穴 八稜湖州鏡 3

6 南島原市（北有馬） 湖州鏡

7 住吉神社 壱岐市 湖州鏡 5

【文献】

1 2011　「松浦市鷹島海底遺跡 総集編」　松浦市文化財調査報告書第4集　pp.9    

2 1993　「木坂海神神社弥勒堂跡－発掘調査報告－」　長崎県峰町教育委員会　峰町文化財報告書第1集　p56    

3 1996　「曲古墓群－五島列島若松町日島所在の中世墓群－」長崎県若松町教育委員会　若松町文化財調査報告書第1集　p69

4 1971　『三島山経塚報告』　佐世保市文化科学館　佐世保市文化科学館文化財報告１    

5 「故事来歴－芦辺町の文化財－」　芦辺町教育委員会　p23

（４）石鍋の再加工技術

竹松遺跡では大量の石鍋片が出土しているが、中には破片を再加工しようとした状況を示す出土品

も多い。この加工技術について川畑敏則が雲仙市伊古遺跡の石鍋片に残された加工技術と比較しなが

ら、『竹松遺跡Ⅳ』309頁～311頁で考察し、加えて、本報告書502頁においても詳述している。

（５）渡来銭

本県における渡来銭の集成は宮﨑貴夫が平成12年（2000）に行って以降（宮﨑2000）、取り組まれて

いない。今回、竹松遺跡から出土した渡来銭一覧と宮﨑の集成以降、出土した県内の渡来銭の集成表

を掲載する。
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No 遺跡名 所在地 銭貨名 備考

1 竹松遺跡 大村市 至道元寶 北宋銭

2 竹松遺跡 大村市 天聖元寶 北宋銭

3 竹松遺跡 大村市 景徳元寶 北宋銭

4 竹松遺跡 大村市 聖宋元寶 北宋銭

5 横島和蘭商館付属施設跡 平戸市 順治通寶 清銭

6 中の御館跡 平戸市 嵩寧重寶 北宋銭

7a 針尾城跡 佐世保市 開元通寶 唐銭

7b 中ノ瀬遺跡 佐世保市 開元通寶 唐銭

７ｃ 中ノ瀬遺跡 佐世保市 咸平元寶 北宋銭

7d 中ノ瀬遺跡 佐世保市 景徳元寶 北宋銭

7e 今福遺跡 佐世保市 皇宋通寶 北宋銭

7f 今福遺跡 佐世保市 元祐通寶 北宋銭

8 鷹島海底遺跡 松浦市 福禄壽昌 厭勝銭

9 鷹島海底遺跡 松浦市 元豊通寶 北宋銭

10 鷹島海底遺跡 松浦市 開元通寶 唐銭

11 鷹島海底遺跡 松浦市 福禄壽昌 厭勝銭

12 鷹島海底遺跡 松浦市 咸平元寶 北宋銭

13 鷹島海底遺跡 松浦市 嵩寧重寶 北宋銭

14 鷹島海底遺跡 松浦市 嵩寧重寶 北宋銭

15 鷹島海底遺跡 松浦市 太平通寶 北宋銭

16 三城城跡 大村市 洪武通寶 明銭

17 三城城跡 大村市 元祐通寶 北宋銭

18 田井原条里遺跡 諫早市 開元通寶 唐銭

19 出島和蘭商館跡 長崎市 嘉慶通寶 清銭

20 出島和蘭商館跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

21 出島和蘭商館跡 長崎市 康熙通寶 清銭

22 出島和蘭商館跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

23 出島和蘭商館跡 長崎市 洪武通寶 明銭

24 出島和蘭商館跡 長崎市 紹聖元寶 北宋銭

25 出島和蘭商館跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

26 深堀遺跡 長崎市 景祐元寶 北宋銭

27 深堀遺跡 長崎市 咸淳元寶 南宋銭

28 興善町遺跡 長崎市 熙寧元寶 北宋銭

29 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

30 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

31 興善町遺跡 長崎市 天禧通寶 北宋銭

32 興善町遺跡 長崎市 治平元寶 北宋銭

33 興善町遺跡 長崎市 開元通寶 唐銭

34 興善町遺跡 長崎市 政和通寶 北宋銭

35 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

36 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

37 万才町遺跡 長崎市 永楽通寶 明銭

38 万才町遺跡 長崎市 景徳元寶 北宋銭

39 桜町遺跡 長崎市 紹聖元寶 北宋銭

40 桜町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

41 桜町遺跡 長崎市 聖宋元寶 北宋銭

42 桜町遺跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

43 桜町遺跡 長崎市 皇宋通寶 北宋銭

44 桜町遺跡 長崎市 元豊通寶 北宋銭

45 深堀遺跡 長崎市 崇寧重寶 北宋銭

46 唐人屋敷跡 長崎市 威豊通寶 清銭

47 唐人屋敷跡 長崎市 永楽通寶 明銭

48 唐人屋敷跡 長崎市 康熙通寶 清銭

49 唐人屋敷跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

50 金屋町遺跡 長崎市 威平元寶 北宋銭

51 金屋町遺跡 長崎市 永楽通寶 明銭

52 金屋町遺跡 長崎市 萬暦通寶 明銭

53 金屋町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

54 金屋町遺跡 長崎市 大中通寶 明銭

55 金屋町遺跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

56 金屋町遺跡 長崎市 治平元寶 北宋銭

57 金屋町遺跡 長崎市 皇宋通寶 北宋銭

58 金屋町遺跡 長崎市 景徳元寶 北宋銭

59 金屋町遺跡 長崎市 熙寧元寶 北宋銭

60 金屋町遺跡 長崎市 元豊通寶 北宋銭

61 金屋町遺跡 長崎市 天聖元寶 北宋銭

62 金屋町遺跡 長崎市 元通通寶 鐚銭

63 金屋町遺跡 長崎市 紹聖元寶 北宋銭

64 金屋町遺跡 長崎市 淳熙元寶 南宋銭

65 勝山町遺跡 長崎市 景徳元寶 北宋銭

66 勝山町遺跡 長崎市 祥符通寶 北宋銭

67 勝山町遺跡 長崎市 天禧通寶 北宋銭

68 勝山町遺跡 長崎市 皇宋通寶 北宋銭

69 勝山町遺跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

70 勝山町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

71 勝山町遺跡 長崎市 永楽通寶 明銭

72 勝山町遺跡 長崎市 崇禎通寶 明銭

73 勝山町遺跡 長崎市 康熙通寶 清銭

74 勝山町遺跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

75 勝山町遺跡 長崎市 熙寧元寶 北宋銭
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No 遺跡名 所在地 銭貨名 備考

1 竹松遺跡 大村市 至道元寶 北宋銭

2 竹松遺跡 大村市 天聖元寶 北宋銭

3 竹松遺跡 大村市 景徳元寶 北宋銭

4 竹松遺跡 大村市 聖宋元寶 北宋銭

5 横島和蘭商館付属施設跡 平戸市 順治通寶 清銭

6 中の御館跡 平戸市 嵩寧重寶 北宋銭

7a 針尾城跡 佐世保市 開元通寶 唐銭

7b 中ノ瀬遺跡 佐世保市 開元通寶 唐銭

７ｃ 中ノ瀬遺跡 佐世保市 咸平元寶 北宋銭

7d 中ノ瀬遺跡 佐世保市 景徳元寶 北宋銭

7e 今福遺跡 佐世保市 皇宋通寶 北宋銭

7f 今福遺跡 佐世保市 元祐通寶 北宋銭

8 鷹島海底遺跡 松浦市 福禄壽昌 厭勝銭

9 鷹島海底遺跡 松浦市 元豊通寶 北宋銭

10 鷹島海底遺跡 松浦市 開元通寶 唐銭

11 鷹島海底遺跡 松浦市 福禄壽昌 厭勝銭

12 鷹島海底遺跡 松浦市 咸平元寶 北宋銭

13 鷹島海底遺跡 松浦市 嵩寧重寶 北宋銭

14 鷹島海底遺跡 松浦市 嵩寧重寶 北宋銭

15 鷹島海底遺跡 松浦市 太平通寶 北宋銭

16 三城城跡 大村市 洪武通寶 明銭

17 三城城跡 大村市 元祐通寶 北宋銭

18 田井原条里遺跡 諫早市 開元通寶 唐銭

19 出島和蘭商館跡 長崎市 嘉慶通寶 清銭

20 出島和蘭商館跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

21 出島和蘭商館跡 長崎市 康熙通寶 清銭

22 出島和蘭商館跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

23 出島和蘭商館跡 長崎市 洪武通寶 明銭

24 出島和蘭商館跡 長崎市 紹聖元寶 北宋銭

25 出島和蘭商館跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

26 深堀遺跡 長崎市 景祐元寶 北宋銭

27 深堀遺跡 長崎市 咸淳元寶 南宋銭

28 興善町遺跡 長崎市 熙寧元寶 北宋銭

29 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

30 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

31 興善町遺跡 長崎市 天禧通寶 北宋銭

32 興善町遺跡 長崎市 治平元寶 北宋銭

33 興善町遺跡 長崎市 開元通寶 唐銭

34 興善町遺跡 長崎市 政和通寶 北宋銭

35 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

36 興善町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

37 万才町遺跡 長崎市 永楽通寶 明銭

38 万才町遺跡 長崎市 景徳元寶 北宋銭

39 桜町遺跡 長崎市 紹聖元寶 北宋銭

40 桜町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

41 桜町遺跡 長崎市 聖宋元寶 北宋銭

42 桜町遺跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

43 桜町遺跡 長崎市 皇宋通寶 北宋銭

44 桜町遺跡 長崎市 元豊通寶 北宋銭

45 深堀遺跡 長崎市 崇寧重寶 北宋銭

46 唐人屋敷跡 長崎市 威豊通寶 清銭

47 唐人屋敷跡 長崎市 永楽通寶 明銭

48 唐人屋敷跡 長崎市 康熙通寶 清銭

49 唐人屋敷跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

50 金屋町遺跡 長崎市 威平元寶 北宋銭

51 金屋町遺跡 長崎市 永楽通寶 明銭

52 金屋町遺跡 長崎市 萬暦通寶 明銭

53 金屋町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

54 金屋町遺跡 長崎市 大中通寶 明銭

55 金屋町遺跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

56 金屋町遺跡 長崎市 治平元寶 北宋銭

57 金屋町遺跡 長崎市 皇宋通寶 北宋銭

58 金屋町遺跡 長崎市 景徳元寶 北宋銭

59 金屋町遺跡 長崎市 熙寧元寶 北宋銭

60 金屋町遺跡 長崎市 元豊通寶 北宋銭

61 金屋町遺跡 長崎市 天聖元寶 北宋銭

62 金屋町遺跡 長崎市 元通通寶 鐚銭

63 金屋町遺跡 長崎市 紹聖元寶 北宋銭

64 金屋町遺跡 長崎市 淳熙元寶 南宋銭

65 勝山町遺跡 長崎市 景徳元寶 北宋銭

66 勝山町遺跡 長崎市 祥符通寶 北宋銭

67 勝山町遺跡 長崎市 天禧通寶 北宋銭

68 勝山町遺跡 長崎市 皇宋通寶 北宋銭

69 勝山町遺跡 長崎市 元祐通寶 北宋銭

70 勝山町遺跡 長崎市 洪武通寶 明銭

71 勝山町遺跡 長崎市 永楽通寶 明銭

72 勝山町遺跡 長崎市 崇禎通寶 明銭

73 勝山町遺跡 長崎市 康熙通寶 清銭

74 勝山町遺跡 長崎市 乾隆通寶 清銭

75 勝山町遺跡 長崎市 熙寧元寶 北宋銭
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（６）石製羽口

竹松遺跡のTAK201501調査区の自然流路（NR1）から滑石製羽口が出土している。川畑敏測が本報告書

の314頁（No.902）で事実報告を行っている。ここでは滑石製羽口を含めた長崎県内の石製羽口の集成

を行う。なお、この集成は国際文化財(株 )の土岐耕司氏より提供を受け、筆者が一部改変・追記し

て掲載した。

土岐氏によると石製羽口の出土は地域的に限られているとのことで、今後の研究課題である。

石製羽口集成表（2019年（令和元）５月２０日現在）
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県 所在地 遺跡名 石材 備考 タイプ 時代

滑石 J76・Ⅰg層、長型 長 12～13c

結晶片岩 イーA・3a層、長型 長 不明

砂岩
鍛冶町、短型、
この他結晶片岩製短型もあった？

短 近世

長崎市 万才町遺跡 砂岩 F4区・SX11 短 近世初頭

砂岩 21区１号製鉄炉 中世

砂岩 21区P－16 中世

砂岩 鉄滓堆積層 17世紀後半～18世紀

砂岩 鉄滓堆積層 17世紀後半～18世紀

砂岩 鉄滓堆積層 17世紀後半～18世紀

砂岩 表採 17世紀後半～18世紀

木場製鉄遺跡

長崎

長崎市 深堀遺跡

雲仙市 十園遺跡

南島原市

【石製羽口掲載文献】

長崎市深堀遺跡：長崎市教委編2004『深堀遺跡』長崎市深堀5丁目地内下水道管敷設事業並びに深堀第一排水区画水梁敷設工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書

同市万才町遺跡：長崎県教委2007『万才町遺跡Ⅱ』県庁新別館増築工事に係る埋蔵文化財調査報告書　長崎県文化財調査報告書第192集

雲仙市十園遺跡：国見町教委編2004『十園遺跡』国見町文化財調査報告書（概報）第4集　国見町文化財調査報告書第4集

南島原市木場製鉄遺跡：南島原市教委編2010「三本松遺跡 木場製鉄遺跡」南島原市文化財調査報告書第２集

（７）漁具

TAK201202調査区の小穴（ピット）から鰹節状の滑石製の石製品が３点出土している（『竹松遺跡Ⅱ』

の219頁 No569、同書224頁 No582、同書226頁 No588である。古代末から中世の時期とみられるが、

類例に乏しい。

島根県教育委員会の内田律雄氏に写真をお送りして見ていただいたところ、実見していないので不

確定という条件付きながら「一本釣りの錘」の可能性を指摘していただいた。近現代にも類似した鉛製

の漁具があるということで、重量は以下の通りである。28.26g、30g、40ｇ。

（８）石造物

TAK201501調査区 NR1より、滑石製の石造物が出土している。本報告書353頁に大石一久氏より玉

稿を賜った。

３．貿易陶磁の数量分析

川畑敏則が中世区画溝から出土した貿易陶磁の数量分析を本報告書526頁から528頁で行っている。

４．滑石製石鍋片の数量分析

竹松遺跡から出土した滑石製石鍋片の数量分析を川畑敏則が本報告書の516頁から519頁で行って

いる。
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５．場の機能

（１）集落

古代末から中世の掘立柱建物跡の大半は12世紀後半から13世紀前半の時期のものである。本来は

もう少し細分して提示すべきであろうが、今回は一括して遺構配置図を作成した。

６．自然科学分析

（１）イスラム陶器

竹松遺跡から出土したイスラム陶器と原の辻遺跡出土のイスラム陶器との比較を行うべく、長崎県

埋蔵文化財センターでそれぞれの釉薬と胎土の分析を行った。その結果、両遺跡から出土したイスラ

ム陶器に共通点は見いだせなかった。自然科学分析の詳細は『竹松遺跡Ⅳ』（長崎県教委編2019）下巻

の331頁～334頁において長崎県埋蔵文化財センターの片多雅樹が報告している。

【註】

註1　大村市教育委員会柴田 亮氏より教示を受けた。

註2　大村市教育委員会柴田 亮氏より教示を受けた。

【引用・参考文献】

江上正高2010「門前遺跡未報告資料について」『門前遺跡Ⅲ　武辺城跡Ⅱ』長崎県佐世保文化財調査事務所調査報告書第5集

北有馬町教委編1998『日野江城跡』北有馬町文化財調査報告書第2集　北有馬町教育委員会

田中克子2009「３．中国陶磁器」『小値賀島前方湾海底遺跡調査報告書Ⅱ』小値賀町文化財調査報告書第21集

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所編2012『四面廂建物を考える』第15回古代官衙・集落研究会報告書

長崎県教委編2006『門前遺跡』長崎県文化財調査報告書第190集　長崎県教育委員会

第12図　竹松遺跡　中世　掘立柱建物跡・区画溝の配置図 (S=1／6000)
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第12図　竹松遺跡　中世　掘立柱建物跡・区画溝の配置図 (S=1／6000)

長崎県教委編2018『竹松遺跡Ⅱ』新幹線文化財調査事務所調査報告書第5集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2017『竹松遺跡Ⅲ』新幹線文化財調査事務所調査報告書第6集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2019『竹松遺跡』長崎県文化財調査報告書第217集　長崎県教育委員会

長崎県教委編2019『竹松遺跡Ⅳ』下巻　新幹線文化財調査事務所調査報告書第11集　長崎県教育委員会

宮﨑貴夫2000「長崎県出土の渡来銭・模鋳銭について」『西海考古』第2号　西海考古同人会
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Ⅶ　近世の竹松遺跡の総括
１．近世の主要遺構
（１）墳墓（ＳＴ）
TAK201302調査区⑪区で４基の近世墓を確認した。17世紀前半の時期の墳墓である。そのうち２基

から鉄釘が出土しているので、木棺による埋葬と考えられる。事実報告は『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委

編2018）の504頁～508頁に掲載した。川畑敏則が同報告書514頁の「小結」で整理している。

２．近世の主要遺物
（１）石製キセル

本県各地で出土していた滑石製の不明遺物が、煙管の火皿であることを浦田和彦（現 長崎県立大

村高校）が気付き、『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017）の227頁で集成と考察を行っている。

同書では川畑敏則も「まとめ」の中で触れている（同書288頁）

３．竹松遺跡の近世

竹松遺跡の近世については、TAK201502調査区の結果報告（事業報告）の中で、本田秀樹が整理して

いるので、以下、再掲する。

「では，土石流堆積で一時的に荒地(湿地 )になった後，いつ頃から再開発が行われるようになっ

たのか。14世紀の鎌倉時代末期，竹松遺跡周辺には彼杵荘とよばれる京都・東福寺の荘園があった。

その関係文書によると，近隣に居住していた在地土豪に，大村氏，今富氏，武松氏，田崎氏などの名

がみえる。南北朝期になると，彼杵郡の小地頭が一揆を結び，地域的結束を固めた連判状の署名に大

村氏のほか，今富氏の名がある。しかしながら，争乱期において本格的に領地開発に乗り出す余裕は

まだ彼等にはなかったのではないか。

郡川周辺に好武城(15代 ･大村純治)，今富城(16代 ･大村純伊)が築かれるのは，早くとも15世紀

後半 (応仁・文明期 )以降と考えられ，竹松村黒丸に伝わる黒丸踊りは，永正4(1507)年の16代・大

村純伊の本領回復祝いを機に始まったとの伝承がある。また，17代 ･大村純前の墓所は今富城の麓・

白水寺にあったと伝え，天文19(1550)年の18代 ･大村純忠の家督相続時には，直轄地は大村・郡村周

辺(池田・福重)と西彼杵半島の一部に限定されていたというから，大村氏が竹松一円の領域支配を

確実にしたのは15世紀後半～16世紀前半といえよう。よって，TAK201502調査区周辺の再整備は，こ

の頃に大村氏によって始められたと考えられないだろうか。 

その後，大村氏の所領は，慶長4(1599)年の第1回総検地では総髙21,427石に拡大。慶長12(1607)

年に20代・大村純頼が所謂「御一門払い」を行って藩主権力を確立した後，慶長17(1612)年の第2回検

地では27,900余石に増やした。

寛永8(1631)年の第3回検地では総髙42,730石となり，知行地は2倍以上増加。寛永19(1642)年に大

飢饉，明暦3(1657)年に郡村で多数のキリシタン信徒が発覚した (郡崩れ )後は，大村藩が農民統制

を強め，元禄8(1695)年には総髙50,038石に達した。

「御一門払い」で一族一門から没収した知行地の開発に在地給人 (武士 )を起用し，寛永期以降は

竹松・福重で新田開発が盛んに行われたことから，TAK201502調査区における水田整備の契機をこの
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の頃に大村氏によって始められたと考えられないだろうか。 

その後，大村氏の所領は，慶長4(1599)年の第1回総検地では総髙21,427石に拡大。慶長12(1607)

年に20代・大村純頼が所謂「御一門払い」を行って藩主権力を確立した後，慶長17(1612)年の第2回検

地では27,900余石に増やした。

寛永8(1631)年の第3回検地では総髙42,730石となり，知行地は2倍以上増加。寛永19(1642)年に大

飢饉，明暦3(1657)年に郡村で多数のキリシタン信徒が発覚した (郡崩れ )後は，大村藩が農民統制

を強め，元禄8(1695)年には総髙50,038石に達した。

「御一門払い」で一族一門から没収した知行地の開発に在地給人 (武士 )を起用し，寛永期以降は

竹松・福重で新田開発が盛んに行われたことから，TAK201502調査区における水田整備の契機をこの

頃に求めることもできよう。A区・B区の表土下，2～3層には溝縁皿や銅緑釉の碗，墨弾き技法のある

皿など，当該期の近世陶磁が出土することもそのことを裏付ける証左かもしれない。

ただ，どこまで新田開発が及んでいたのかは不明である。大村領内の諸産物で，竹松・福重の売

出物のなかに「七嶋畳」という湿地に群生する藺(河口の汽水域で生育し，ヨシとともに泥地に大きな

群落を作るいぐさ科の多年生植物)の名がある。D区周辺は今でも水はけが良いとはいえない土地で，

全てを新田開発とみるのは慎重に判断した方がよかろう。
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Ⅷ　竹松遺跡の全時代の総括
１　自然流路（旧河川）

平成23（2011）年度から始まった竹松遺跡の調査では、大小の自然流路（旧河川）を確認した。その

中から、各調査区にまたがって確認された自然流路（旧河川）を掲載する。

調査区
番号 掲載報告書 掲載頁

時期
備考

大調査区 小調査区 既報告書 本報告書

旧河川・自然流路 TAK201202 ③⑧ SD10 Ⅱ 166 古代 中世末に埋没 3号流路

旧河川・自然流路 TAK201202 ③⑧ SD11 Ⅱ 169 古代 中世末に埋没 3号流路

旧河川・自然流路 TAK201202 ③⑧ SD12 Ⅱ 170 古代 中世末に埋没 3号流路

旧河川・自然流路 TAK201202 ③⑧ SD13 Ⅱ 176 古代 中世末に埋没 3号流路

旧河川・自然流路 TAk201304 ③⑧ NR Ⅲ 51 縄文早期 中世末に埋没 4号流路

旧河川・自然流路 TAK201404 A6 区南 NR1 Ⅳ中巻 149 弥生後期 中世末に埋没 3号流路

旧河川・自然流路 TAK201406 ③④ SD2 Ⅳ中巻 245 ６世紀後半 中世に埋没 2号流路

旧河川・自然流路 TAk201407 ④ NR1 Ⅳ下巻 56 11 世紀初め埋没 ― ―

旧河川・自然流路 TAK201501 NR1 Ⅴ 303 古代末～中世前期 中世に埋没 2号流路

旧河川・自然流路 TAK201501 ①② SD6 Ⅴ 113,114 弥生 古代に埋没 １号流路

旧河川・自然流路 TAK201501 ② SD2 Ⅴ 185～187 古墳 古代に埋没 １号流路

旧河川・自然流路 TAK201604 - NR2,4,6,7 Ⅴ 132～135 弥生 古代に埋没 １号流路

旧河川・自然流路 TAK201604 - NR1,3,4 Ⅴ 204～208 古墳 古代に埋没 １号流路
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この図を見ると、大きくは４つの自然流路（旧河川）が確認できる。北から、第１号流路、第２号流路、

第３号流路、第４号流路とする。

　第１号流路と第２号流路は出土遺物の中に縄文土器が見られないことから、出現は弥生時代、埋

没時期は出土遺物から、第１号流路が古代、第２号流路は中世と考えられる。一方第３流路も出現は

弥生時代で、中世に水路としての活用が図られたものの、14世紀中ごろまでには埋没したと見られ

る。しかし、その一部は、現在も水路として機能している。第４号流路は縄文早期には存在し、中世

末には埋没しながらも、一部は現在も水路として活用されている。

２　何例目の遺構・遺物か

竹松遺跡では多くの「長崎県内初」の遺構や遺物が出土した。以下、一覧表で整理した。

（１）遺構 

【竹松遺跡等出土遺構】

遺構名 県内初出 県内２例目 県内３例目 県内４例目 県内５例目 県内６例目

棟持柱建物跡 竹松遺跡

四面廂建物跡 竹松遺跡

囲繞住居跡 竹松遺跡

カマド付竪穴建物跡 竹松遺跡

大量のガラス小玉を出土
した竪穴建物跡

竹松遺跡

古代の井戸 竹松遺跡

張り出し住居 佃遺跡（雲仙市）
高原（たこら）遺跡

（南島原市）
竹松遺跡

中世の区画溝 筏遺跡（雲仙市）
富の原遺跡
（大村市）

畑中遺跡（島原市） 竹松遺跡

落とし穴（底の中央に礫を
詰めたピットを有する）

牛込 A・B遺跡

（諫早市）
鷹野遺跡（諫早市） 龍王遺跡（雲仙市） 竹松遺跡 下油堀遺跡（島原市）

標石墓 原の辻遺跡（壱岐市）
上ガヤノキ遺跡
（対馬市）

経隈遺跡（対馬市）里田原遺跡（平戸市）
北岡金比羅祀遺跡
（南島原市）

竹松遺跡

※県内４例目以降の順位は出土順ではありません。
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（２）遺物

【竹松遺跡等発見遺物】

番号 遺構名 県内初出 県内２例目 県内３例目 県内４例目 県内５例目 県内６例目 県内７例目 県内８例目 県内９例目 県内１０例目

1 ハチノコ形垂飾品 竹松遺跡

2 越州窯系青磁Ⅲ類 竹松遺跡

3 古代の香炉蓋つまみ 竹松遺跡

4 土馬 竹松遺跡

5 カムイ焼 竹松遺跡

6 刻書紡錘車 竹松遺跡

7 古代の金属製権衡 竹松遺跡

8 古代の燈火具 竹松遺跡

9 手焙り形土器 竹松遺跡

10 南九州系土器 原の辻遺跡 竹松遺跡

11 龍泉・同安窯０類 前方湾海底遺跡
（小値賀町） 竹松遺跡

12 耳皿 日野江城跡
（南島原市） 竹松遺跡

13 豊前系土師器 門前遺跡（佐世保市） 竹松遺跡

14 イスラム陶器 原の辻遺跡（壱岐市） 竹松遺跡

15 湖州六花鏡※ 鷹島海底遺跡
（松浦市） 竹松遺跡

16 錫杖 野田Ａ遺跡（大村市） 竹松遺跡

17 転用硯 原の辻遺跡（壱岐市） 竹松遺跡

18 滑石製羽口 深堀遺跡（長崎市） 竹松遺跡

19 コンタツ 原城跡（南島原市） 興善町遺跡
（長崎市） 竹松遺跡

20 鉄鉢形須恵器 串島遺跡（西海市） 大野原七反畑遺跡
（島原市）

石原遺跡
（雲仙市） 竹松遺跡

21 石帯 十園遺跡（雲仙市） 桜町遺跡
（長崎市）

水崎・仮宿遺跡
（対馬市）

椿遺跡
（壱岐市） 竹松遺跡

22 円面硯 原の辻遺跡（壱岐市） 大浜遺跡
（五島市）

小野堀口遺跡
（諫早市）

専正寺遺跡
（雲仙市）

大野原七反畑遺跡
（島原市） 竹松遺跡

23 緑釉陶器 大宝遺跡（壱岐市） 原の辻遺跡
（壱岐市）

今福遺跡
（松浦市）

里田原遺跡
（平戸市）

門前遺跡
（佐世保市）

大浜遺跡
（五島市）

小野堀口遺跡
（諫早市）

馬乗石遺跡
（対馬市） 竹松遺跡

24 石製権衡 原の辻遺跡（壱岐市） 直谷城跡
（佐世保市）

寿古遺跡
（大村市）

岩名遺跡
（大村市）

三城城下跡
（大村市）

興善町遺跡
（長崎市）

万才町遺跡
（長崎市）

伊古遺跡
（雲仙市）

越地遺跡
（長崎市） 竹松遺跡

※　 出土品として２例目　他に県内で 5例の伝世品あり。
※※県内３例目以降の出土遺跡は出土順ではありません。

　
３　竹松遺跡の歴史的評価

（１）旧石器時代の竹松遺跡では残念ながら、原位置を保った遺構や遺物の発見には至らなかった。

（２）縄文時代の竹松遺跡は、早期では、落とし穴状遺構の立地状況から、当時の狩猟形態が垣間見

える遺跡と評価できる。

また、晩期においては、集落と墓域、生業の場がセットで発見され、「狩猟・栽培」の生業形態

が窺える遺跡として評価できる。

（３）弥生時代の竹松遺跡は、隣接する富の原遺跡に次ぐ時期の弥生後期前半を中心とする集落跡と

して位置づけられる。集落と墓域がセットで確認されており、そういう意味では、本県では稀

少な遺跡と言える。そこでは、特定の集団による集団墓が、集落から離れた場所に形成され、

居住地付近に埋葬される人々との差別化がみられる。　　　　　　

（４）古墳時代の竹松遺跡は、本県で最も古い古墳の築造に見られるように、古墳時代初頭でもこの

地が、特別な場所であったことが分かる。しかし、古墳築造の背景については、今後の課題で

ある。

古墳時代後期の６世紀になると、５世紀までは散村的であった集落が、調査地の北側に集中す

るようになる。この理由も今後の検討課題である。

（５） 古代の竹松遺跡、特に８、９、10世紀の竹松遺跡は郡家に付属する、あるいは関連する集落
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として位置づけられる。また、刻書紡錘車の出土から見て、坂東からの影響を受けた人間ある

いは彼の地からの移住者が滞在、ないし居住していたことは確実である。

さらに、官衙から出土するような特殊遺物の存在からみて、今回の調査地付近に彼杵郡家があっ

た可能性が高い。

（６）古代末から中世の11、12世紀は中世居館の出現に見られるように、在地領主の存在が際立って

いる。想像を絶する富と権力を握っていたことが窺える。

しかし、在地領主と彼杵荘との関係、石鍋流通や住蕃貿易との関わり、TAK201504調査区の11

世紀後半から12世紀前半の倉庫群との関係は今後の課題である。

（７）中世の竹松遺跡で、確実に14世紀に属する遺構は、TAK201406③調査区の囲繞住居（SX１）のみ

である。したがって、14世紀の竹松遺跡には11世紀後半から13世紀頃の最盛期の面影はないと

言える。14世紀の竹松遺跡は本書353頁～373頁の大石一久氏の論文に詳しい。

Ⅸ　既刊の発掘調査報告書の訂正
１．共通土層

『竹松遺跡Ⅲ』（長崎県教委編2018）、『竹松遺跡Ⅳ』（長崎県教委編2019）の北部共通土層の記述

に誤りがあった。該当頁は『竹松遺跡Ⅲ』では5頁、『竹松遺跡Ⅳ』では上巻の5頁である。

【誤】北部共通土層第Ⅲ層　　砂質土。弥生時代の包含層。

同第Ⅳ層　　　　　　　古土層

同第Ⅴ層　　　　　　　記述なし。

同第Ⅵ層　　　　　　　旧河川起源の礫層

【正】北部共通土層第Ⅲ層　　粘質土。古墳・古代の包含層。

同第Ⅳ層　　　　　　　砂質土。弥生の包含層

同第Ⅴ層　　　　　　　古土層

同第Ⅵ層　　　　　　　旧河川起源の礫層

あらためて、共通土層を再掲する。なお、各調査区の土層に訂正はない。

①北部共通土層

【第Ⅰ層】表土（耕作土）、

【第Ⅱａ層】鉄、マンガン集積層。明黄橙色を呈する。床土、客土。

【第Ⅱｂ層】中世の包含層。鉄、マンガンの集積により、明黄橙色を呈する。色調から床土、客土

と判断し、当初は遺物包含層とは認めない調査員もいたが、現場での検討の結果、中

世の包含層と判断した。

【第Ⅲ層】粘質土。古墳・古代の包含層。

【第Ⅳ層】砂質土。弥生の包含層

【第Ⅴ層】古土層（西側には存在しない）「古土層」は通称。強く硬く締まる黄褐色の砂質土である。

２万年前から３万年前に形成された土層との見解もある。

【第Ⅵ層】旧河川起源の礫層　　　　
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【第Ⅵ層】旧河川起源の礫層　　　　

②南部共通土層

【第Ⅰ層】表土（耕作土）

【第Ⅱ層】鉄、マンガンの集積層。明黄橙色。床土、客土。

【第Ⅲ層】黒ボク土の腐植が多い部分。火山性の黒ボク土で、黒色または黒褐色を呈す。

【第Ⅳ層】いわゆる黒ボク土の下層部分である。褐色を呈する。「黄（きな）ボク」と俗称。

【第Ⅴ層】「古土層」

【第Ⅵ層】扇状地礫層。大村扇状地の基盤となる砂礫層である。

２．『竹松遺跡Ⅳ』下巻 旧石器時代・縄文時代編

　166頁10行目

　【誤】06調査区では、A群・B群の２群に、07調査区は、A群～ D群の４群にプロットされた。

　【正】06調査区では、ア群・イ群の２群に、07調査区は、ア群～オ群の４群にプロットされた。

３．『竹松遺跡Ⅳ』中巻 弥生時代・古墳時代編

頁・行・図・図版 誤→正

198 頁 図版 189 右の写真 遺物出土状況 (南から )→カマド内遺物出土状況 (南から )

221 頁 第 228 図 炉跡→カマド

222 頁 図版 206 下段左の写真
炉検出状況 (東から )→カマド検出状況 (東から )

炉完掘状況 (東から )→カマド完掘状況 (東から )
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過年度の滑石製品と滑石未製品について

はじめに

これまで未報告の滑石製品と滑石未製品について掲載をした。なお、本書で使用する滑石片の名称

については495頁で説明を行っている。

（1）滑石製品

滑石製品の中で最も数が多いのは石鍋であるが、石鍋については数多く掲載を行っているのでここ

では割愛をした。

①補修具（第１図、図版１、第１表）

いずれも包含層からの出土である。1005は、石鍋の底部～体部への立ち上がり部分を利用した「石

鍋加工製品」である。挿入部が器壁部に対して斜めに作られており、利用した素材の形に制約を受け

ている。器壁部の上面が直線状に削られているが、長軸に対して平面形が対象になるのが通常の形で

あることから、上面の削りは補修具として使用後廃棄された後行われたことも考えられる。1006は、

挿入部と器壁部の境に削り痕が集中することから、この部分に微調整が必要であったと思われる。ま

た、挿入部上位に煤が付着することから、石鍋の内側から挿入され、挿入部上位は炎に当たったこと

が窺える。1007は大型品である。およそ1/3が残る。器壁部の正面に厚く焦げが付着し端部に煤付物

の境目があることと、器壁部正面がほぼ平坦であることから、外側から底部へ挿入されたものと思わ

れる。1008は2/3が欠損している。挿入部には長軸、短軸方向それぞれに穿孔が見られる。器壁部の

上面が凸部を作っていることから、石鍋体部に内側から挿入されたものと思われる。1009は小型品

である。緑がかった硬質の滑石を使用しており、挿入部の穿孔部分で欠けている。1010は挿入部が

器壁部に対して小さく、端部に寄った位置にある。器壁部正面がわずかに凸状を呈し、挿入部のみ

に煤の付着が見られることから、この補修具は内側から挿入されたものと思われる。1011は、およ

そ1/2が残る。礎器壁部正面～挿入部に煤の付着が見られることと、器壁部正面が平坦であることか

ら、底部内面からの挿入が行われたと思われる。1012は平面形が円形に近い隅丸方形である。方形

の挿入部は器壁部の中心よりわずかに左へ寄り上部を欠損する。挿入部には縦に穿孔が入れられてい

るが横方向にも左右から穿孔を試みた痕が見られる。器壁部正面が凸状を呈することから体部内面か

らの挿入であったと思われる。煤の付着は見られない。1013は挿入部上位が欠損している。平面形

は隅丸の方形で中位に縦軸と同じ長さで挿入部が付く。器壁部正面は大きく凸状を呈していることか

ら、内側から器壁部への挿入であったと思われる。1014は、およそ1/2が残ると思われるが器壁部の

破損箇所が多く平面形状は不明である。ボタン状の挿入部が器壁部の中位に作り出されている。穿孔

は下面に入れられた2孔が途中でつながり上面では1孔となる。器壁部正面がほぼ水平であることから

底部に挿入された物と思われる。煤の付着はない。1015は1/3が残る。挿入部には錆が残る。1016は

1/2が残る。本来の平面形は隅丸の方形を呈していたと思われる。挿入部の長軸方向に穿孔が行われ

る。器壁部上面はほぼ水平で挿入部に煤の付着が見られることから、底部へ内側からの挿入であった

と思われる。1017は、平面形が紡錘形でほぼ完形である。器壁部は挿入部よりわずかに張り出すだ
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第１図　補修具

けで一般的な補修具と異なる印象を受ける。器壁部裏面が湾曲をしていることから石鍋体部片が素材

である「石鍋加工製品」である。挿入部の上面に見られる煤痕は石鍋として使用時の煤痕である。器壁

部裏面の湾曲から、内側からの挿入であったと思われる。1018は1/3が残る。挿入部には鉄線が残る。

1019は平面形が隅丸の長方形であったと思われ、およそ1/4が残る。挿入部は長軸方向の中位に削り

出され、穿孔は短軸方向に行われ孔には鉄錆が残る。器壁部正面が凸状を呈し煤が付着することから

体部内面からの挿入と思われる。
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第１図　補修具

けで一般的な補修具と異なる印象を受ける。器壁部裏面が湾曲をしていることから石鍋体部片が素材

である「石鍋加工製品」である。挿入部の上面に見られる煤痕は石鍋として使用時の煤痕である。器壁

部裏面の湾曲から、内側からの挿入であったと思われる。1018は1/3が残る。挿入部には鉄線が残る。

1019は平面形が隅丸の長方形であったと思われ、およそ1/4が残る。挿入部は長軸方向の中位に削り

出され、穿孔は短軸方向に行われ孔には鉄錆が残る。器壁部正面が凸状を呈し煤が付着することから

体部内面からの挿入と思われる。

図版１　補修具
第１表　　補修具観察表

遺物番号
器壁部(㎜) 挿入部(㎜)

重量(ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考
最大長 最大幅 最大厚 最大長 最大幅 最大厚(高)

1005 83.5 25 14 39 23 17 58 TAK201202 ③ 8858 ３層
石鍋の底部～体部を利用　上面の削り

は、補修具として使用後に施されたか

1006 48 34 10 46 23 25 100 TAK201202 ⑧ 8462 ２層 挿入部上部に煤付着　

1007 90 45 13 35 30 10 145 TAK201405 ① 8270 ３層

1008 89 （27） 11 24 （17） 14 36 TAK201202 ③ 8860 SD11
3/2 が欠損挿入部の長軸 ・短軸それぞれ

に穿孔

1009 40 27 9 19 9 （4） 14.6 TAK201302 ⑫ 8260 ２層 緑がかった硬質の滑石　　　　　　　　　　　　

1010 63 60 8 42 15 11 45 TAK201405 ② 7668 4a 層 挿入部のみに煤付着

1011 （61） 34 8 （28） 15 10 32.18 TAK201405 ③ 7864 4a 層 挿入部に煤付着

1012 47 45 8 14 12 （4） 30 TAK201405 ① 8072 ２ ・３層上面 挿入部に縦の他横にも孔を開けようとした痕

1013 43 40 11 34 8 （8） 33.36 TAK201405 ③ 7866 ２層 挿入部上位が欠損

1014 42 31 8 16 13 10 15 TAK201405 ② 7868 ２層
穿孔は下面の２孔が途中で繋がり１つに
なる器壁面の欠損多い

1015 （29） 24 6 19 （13） 11 12.6 TAK201405 ④ 8062 ３層 挿入部に錆が残る

1016 （47） （30） 10 25 （20） 14 34 TAK201202 ⑧ 8460 ２層 挿入部の長軸方向に穿孔

1017 82 42 7 73 35 12 70 TAK201405 ③ 7666 ２層 紡錘形でほぼ完形　

1018 30 （19） 7 （21） （8） 9 8.35 TAK201405 ④ 8062 ３層 挿入部に鉄線が残る

1019 （41） （20） 11 （31） （10） 11 20 TAK201405 ① 8272 ２層 穿孔は端軸方向、孔に鉄錆が残る
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②錘（第２図、図版２、第２表）

いずれも包含層からの出土である。1020は平面形が紡錘形で断面は四角形である。4面はほぼ同

じ広さで長軸方向に溝が全周する。1021は、平面形は紡錘形を呈し、断面は方形である。長軸方向

に1条の溝が巡る。1022は紡錘形を呈する。長軸方向に幅が狭いながら鋭く刻まれた溝が全周する。

1023は分銅型である。上部は欠損しているが穿孔が見られる。権の可能性もある。1024は下半が欠

損している。細身の紡錘形で端部には「刻み」により結束のための瘤を作り出す。外面には「削り」痕が

残る。1025は分銅型の小型品である。長軸方向に溝が全周する。重量が5ｇと非常に軽い。1026は円

柱状を呈する。短軸方向中央に浅い溝が一周する。両端は小さな面取りが全周する。1027は扁平な

円柱状を呈する。上面と下面に溝が刻まれており、全周をしていたと思われる。1028は隅丸の直方

体を呈する。上面・下面・裏面のほとんどを欠損しており中位部分が残ったものと思われる。短軸方

向に溝が1条刻まれることから錘と想定した。溝は途中切れている箇所もある。

0 10cm（S=1/3）

1020

1021
1022

1023

1025

1024

1026 1027
1028

第２図　錘

図版２　錘
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②錘（第２図、図版２、第２表）

いずれも包含層からの出土である。1020は平面形が紡錘形で断面は四角形である。4面はほぼ同

じ広さで長軸方向に溝が全周する。1021は、平面形は紡錘形を呈し、断面は方形である。長軸方向

に1条の溝が巡る。1022は紡錘形を呈する。長軸方向に幅が狭いながら鋭く刻まれた溝が全周する。

1023は分銅型である。上部は欠損しているが穿孔が見られる。権の可能性もある。1024は下半が欠

損している。細身の紡錘形で端部には「刻み」により結束のための瘤を作り出す。外面には「削り」痕が

残る。1025は分銅型の小型品である。長軸方向に溝が全周する。重量が5ｇと非常に軽い。1026は円

柱状を呈する。短軸方向中央に浅い溝が一周する。両端は小さな面取りが全周する。1027は扁平な

円柱状を呈する。上面と下面に溝が刻まれており、全周をしていたと思われる。1028は隅丸の直方

体を呈する。上面・下面・裏面のほとんどを欠損しており中位部分が残ったものと思われる。短軸方

向に溝が1条刻まれることから錘と想定した。溝は途中切れている箇所もある。

0 10cm（S=1/3）

1020

1021
1022

1023

1025

1024

1026 1027
1028

第２図　錘

図版２　錘

第２表　　錨観察表
遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1020 石錘 68 21 19 45 TAK201405 ② 8468 ２層 紡錘形で長軸方向に溝が全周する

1021 石錘 （51） 20 15 23.44 TAK201302 ② 8664 ２層 紡錘形で長軸方向に１条の溝が巡る

1022 石錘 （57） 17.5 18 25 TAK201405 ① 8272 ２層 紡錘形で長軸方向に幅が狭く鋭い溝が全周する

1023 石錘 （49.5） 39.5 33 105.02 TAK201405 ③ 8066 ２層 分銅形で欠損してるが穿孔有権状の可能性有

1024 石錘 （27） 11 10 4 TAK201404A6 西 8668 ２層
紡錘形で端部に「刻み」チモト状

の瘤　外面に「削り」

1025 石錘 （22） 12 12 5 TAK201202 ⑥ 8466 ２層 小型の分銅型 長軸方向に溝が全周する

1026 石錘 38 13 12 54.55 TAK201405 ② 7868 ３層 円柱状で短軸方向中央に浅い溝が一周する

1027 石錘 （35） 12 15.5 10 TAK201405 ③ 8066 ２・３層
扁平な円柱形　狭い面に溝が全周す
ると思われる

1028 石錘 （44） 37 18 186.5 TAK201405 ① 8470 ３層
隅丸の直方体 上・下・裏面ほぼ欠損　

短軸方向に溝が１条刻まれる

③容器（第３図、図版３、第３・４表）

1030以外は包含層からの出土である。1029は体部が直線的に外方へ開き、内外面は平滑に仕上がる。

1030の平面形は円形で深さは1.5cm程度である。工具痕がわずかに残る程度に内外面ともに平滑に仕

上がる。TAK201202調査区⑥8468グリッド SS1出土（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年207頁）。1031

は口径2.1cmの円柱状で、器高は1.7cmである。底部～口縁部までおよそ1/4が残存する。内外面と

もに平滑に仕上がる。1032は針状の鉱物が入る硬質の滑石製である。方柱状に面取りされた後、中

を粗く刳り貫く。外面には「削り」痕が残る。1033は全面を「こすり」で平滑にした後、凹部を作り出

している。凹部の外には一条の溝が巡る。1034は小型品でおよそ1/2が残ると思われる。欠損面が多

いが本来は上部が広くなる四角柱で中央に逆円錐形の孔が開けられていたと思われる。1035はミニ

チュア柄付き容器の柄の部分である。4面の面取りが行われている。1036はミニチュア柄付き容器の

柄の部分である。9面の面取りが行われ、中心には穿孔が行われているが貫通はしていない。

0 10cm（S=1/3）

1029

1030

1031

1032

1033

1034

1036

1035

第３図　容器
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図版３　容器

第３表　　容器観察表−1

遺物番号 器種
法量 (㎜ )

重量(ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考
口径 器高 底径

1029 容器状 （80） 17 （60） 11 TAK201202 ① 8054 ２層 内外面ともに平滑

1031 容器状 （21） 17.5 （23） 3.65 TAK201202 ⑤ 8060 ２層 内外面ともに平滑

第４表　　容器観察表−2
遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1030 小型容器状 66 19 7 22 TAK201202 ⑥ 8468 SS1 内外面ともに平滑

1032 容器状 50 38 37 67 TAK201404A6 東 8672 ２層
針状の鉱物入りの硬質な滑石で

方柱状に面取りの後 中を粗く刳り貫く　

1033 容器状 64 21 23 53 TAK201202 ① 8056 ２層
全面「こすり」の後　凹部を作る

凹部外面に一条の溝が巡る

1036
ミニチュア　　　　　

柄付き容器の柄
35 12 13 8.13 TAK201405 ③ 7866 ４ｂ層

９面の面取り

中心に穿孔あるが貫通してない

1034
四角柱 　　　　　　  

小型容器状
31.5 23 12 15 TAK201405 ② 8268 ２層 欠損面が多い　中央に逆円錐形の孔

1035
ミニチュア　　　　　

柄付き容器の柄
4 14 10 7.67 TAK201405 ⑤ 7260 ３層 ４面の面取り

④ミニチュア石鍋（第４図、図版４、第５表）

1037以外は包含層から

の出土である。1037は小

型の鍔付石鍋である。調整

痕は普通サイズの石鍋と同

じで外面には規則正しいノ

ミ痕が付く。体部は薄くて

いねいな作りである。鍔部

下面に煤が付着している。

TAK201302調査区⑫区8462グ

リッド SD15出土（『竹松遺跡

Ⅲ』長崎県教委編2018年　447頁）。1038は縦耳付きの石鍋と思われるミニチュア製品である。外面に

は削り痕が残る。1039は小型石鍋底部である。灰白色の良質な滑石を使用しており、削りもていね

いである。復元底径は8.4cmである。煤の付着は見られない。

図版４　ミニチュア石鍋

第４図　ミニチュア石鍋

0 10cm（S=1/3）
1037

1038 1039

スス
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図版３　容器

第３表　　容器観察表−1

遺物番号 器種
法量 (㎜ )

重量(ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考
口径 器高 底径

1029 容器状 （80） 17 （60） 11 TAK201202 ① 8054 ２層 内外面ともに平滑

1031 容器状 （21） 17.5 （23） 3.65 TAK201202 ⑤ 8060 ２層 内外面ともに平滑

第４表　　容器観察表−2
遺物番号 器種 最大長(㎜) 最大幅(㎜) 最大厚(㎜) 重量(ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1030 小型容器状 66 19 7 22 TAK201202 ⑥ 8468 SS1 内外面ともに平滑

1032 容器状 50 38 37 67 TAK201404A6 東 8672 ２層
針状の鉱物入りの硬質な滑石で

方柱状に面取りの後 中を粗く刳り貫く　

1033 容器状 64 21 23 53 TAK201202 ① 8056 ２層
全面「こすり」の後　凹部を作る

凹部外面に一条の溝が巡る

1036
ミニチュア　　　　　

柄付き容器の柄
35 12 13 8.13 TAK201405 ③ 7866 ４ｂ層

９面の面取り

中心に穿孔あるが貫通してない

1034
四角柱 　　　　　　  

小型容器状
31.5 23 12 15 TAK201405 ② 8268 ２層 欠損面が多い　中央に逆円錐形の孔

1035
ミニチュア　　　　　

柄付き容器の柄
4 14 10 7.67 TAK201405 ⑤ 7260 ３層 ４面の面取り

④ミニチュア石鍋（第４図、図版４、第５表）

1037以外は包含層から

の出土である。1037は小

型の鍔付石鍋である。調整

痕は普通サイズの石鍋と同

じで外面には規則正しいノ

ミ痕が付く。体部は薄くて

いねいな作りである。鍔部

下面に煤が付着している。

TAK201302調査区⑫区8462グ

リッド SD15出土（『竹松遺跡

Ⅲ』長崎県教委編2018年　447頁）。1038は縦耳付きの石鍋と思われるミニチュア製品である。外面に

は削り痕が残る。1039は小型石鍋底部である。灰白色の良質な滑石を使用しており、削りもていね

いである。復元底径は8.4cmである。煤の付着は見られない。

図版４　ミニチュア石鍋

第４図　ミニチュア石鍋

0 10cm（S=1/3）
1037

1038 1039

スス

第５表　　ミニチュア石鍋観察表

遺物番号 器種 部位
法量 (㎝ )

重量 (ｇ）
調整 色調

出土区グリッド
出土層位　　　　

（遺構）
備考

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

1037 鍔付石鍋 口縁部～体部 7.7 （3.3） － 80 ノミ痕 － 暗灰 灰 TAK201302⑫ 8462 SD15 体部は薄く丁寧な作り

1038 縦耳付石鍋 口縁部～底部 （7.1） 1.9 （6.2） 5.67 削り － 灰白 黄灰 TAK201202⑥ 8266 ３層

1039 石鍋 底部 　－ （1.1） （8.4） 32.68 － － 灰白 灰白 TAK201405② 8066 ３層 良質な滑石を使用

⑤そのほか（第５図、図版５、第６表）

いずれも包含層からの出土である。1040は温石である。厚さは1.8cmで均一である。表面には削り

痕や切断痕等は残らず平滑である。上位に穿孔が行われる。1041は煙管の火皿である。結晶片岩に

近い緑色片岩を素材としている。上面から直に開けられた孔は下がりながら前面に抜ける。孔の前面

部分には孔に差し込まれた管(羅宇 )による摺り痕で光沢を持つ。竹松遺跡からはこの遺物を含め全

部で4点の石製火皿が出土した（註１）。

0 10cm（S=1/3）

1040 1041 使用痕

　　　　　　　　第５図　そのほか　　　　　　　　　　　　　　　　図版５　そのほか品

第６表　　そのほか観察表
遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1040 温石 79 66 18 177 TAK201405 ② 8068 ２層 表面は平滑　上位に穿孔

1041 煙管（緑色片岩） 35 29.5 27.5 33.13 TAK201404A6 東 8672 １層 二方向から穿孔

⑥用途不明（第６図、図版６、第７表）

いずれも包含層からの出土である。1042は石鍋の体部を利用した棒状の｢石鍋加工製品｣である。

断面は円形で上下両端は丸くなっている。中位には削り痕が残るが端部に向かうにつれて明瞭でなく

なる。形態はすりこぎのようで、握ると手にしっくりとくるが用途は不明である。1043は板状に加

工した上面に「Ｖ字」状の溝を複数刻む。溝は、刃部を面に対して直角に当て刻みを入れた後、刃部を

斜めに当てて削り出している。1044は筒状の製品でおよそ1/2が残る。側面には削り痕が残るが、上

面・下面は「こすり」により削り痕は残らない。厚さが不均一で稚拙な作りである。1045は方柱状の

もので中位に径2mmの穿孔が行われる。穿孔部分には糸擦れは見られない。
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0 10cm（S=1/3）

1042

1043

1044 1045

第６図　用途不明

図版６　　用途不明

第７表　　用途不明観察表
遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1042 棒状 125 37 24 190 TAK201405 ⑤ 7462 ２層 ・３層
石鍋の体部を利用
すりこぎのようで握ると手に馴染む

1043 板状 53 45 13 23.39 TAK201202 ① 8054 ２層
上面に「V字」の溝が複数入る　
溝は刃で削り出している

1044 筒状 30 14 19 15 TAK201405 ① 8272 ２層
上面・下面は「こすり」　
厚さが不均一で稚拙な作り

1045 方柱状 33 14 12.5 9.15 TAK201405 ① 8272 ２層
中位に穿孔
穿孔部分に糸擦れなし

【註】

註1　過年度出土の煙管については以下に掲載をしている。『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年278頁、『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年258頁、

『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年275頁。

（2）滑石未製品

①補修具（第７図、図版７、第８表）

1046、1047以外は包含層出土である。1046は縦耳付石鍋の口縁部を利用している「石鍋加工未製

品」である。右側面には口縁部の面が残る。上面と下面は「削り」が行われ、左側面は「こすり」で破断

面を平滑に整えている。挿入部の穿孔は煤が入り込んでいないことから、補修具として加工された際

に穿たれたものと思われる。TAK201202調査区③区8858グリッド SD12出土（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委

492



0 10cm（S=1/3）

1042

1043

1044 1045

第６図　用途不明

図版６　　用途不明

第７表　　用途不明観察表
遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1042 棒状 125 37 24 190 TAK201405 ⑤ 7462 ２層 ・３層
石鍋の体部を利用
すりこぎのようで握ると手に馴染む

1043 板状 53 45 13 23.39 TAK201202 ① 8054 ２層
上面に「V字」の溝が複数入る　
溝は刃で削り出している

1044 筒状 30 14 19 15 TAK201405 ① 8272 ２層
上面・下面は「こすり」　
厚さが不均一で稚拙な作り

1045 方柱状 33 14 12.5 9.15 TAK201405 ① 8272 ２層
中位に穿孔
穿孔部分に糸擦れなし

【註】

註1　過年度出土の煙管については以下に掲載をしている。『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年278頁、『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年258頁、

『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年275頁。

（2）滑石未製品

①補修具（第７図、図版７、第８表）

1046、1047以外は包含層出土である。1046は縦耳付石鍋の口縁部を利用している「石鍋加工未製

品」である。右側面には口縁部の面が残る。上面と下面は「削り」が行われ、左側面は「こすり」で破断

面を平滑に整えている。挿入部の穿孔は煤が入り込んでいないことから、補修具として加工された際

に穿たれたものと思われる。TAK201202調査区③区8858グリッド SD12出土（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委

編2017年170頁）。1047は耳付石鍋の耳部を利用した「石鍋加工未製品」である。上面には石鍋時の口

縁部がそのまま残るが、口縁端部から張り出していた耳部の上端部には｢削り ｣が行われ口縁部から

0 10cm（S=1/3）

1046

1049

6163

1047

1051

1048

1052

スス

第７図　補修具未製品

わずかに下がった位置に耳部端部を作り出している。両側面にも「削り」が行われる。1046と同じ

く SD12出土。1048は「石鍋加工未製品」である。緩やかに湾曲をする器壁部裏面に調整痕が残ってい

るが、これは石鍋体部時のものと思われる。平面形は下辺よりも上辺が長い不整形と思われ、その中

位に扁平な円形に近い方形の挿入部が付く。器壁部裏面の上辺は面取りが行われ薄く仕上がる箇所が

あるが、下辺は調整が十分ではなく厚いままである。器壁部左半分の欠損により穿孔の前に廃棄され

たものと思われる。1049は縦耳付きの石鍋の耳部周辺を素材とした「石鍋加工未製品」である。縦耳

の口縁部際を削り取り耳部の長さを短くした後、耳部を中心に方形に挿入部を削り出している。器

壁部に当たる左下面の欠損により廃棄したものと思われる。1050は瘤状の縦耳部分を素材としてい

る「石鍋加工未製品」である。器壁部は楕円形に作られる。粗い削り痕がそのまま残り薄く削りだす

調整も行われていないことから、器壁部左上面の欠損により早い段階で廃棄されたものと思われる。

1051は石鍋体部片を利用した「石鍋加工未製品」である。石鍋片を「切断」と｢削り ｣により長方形に整
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えた後、体部外面から｢切断 ｣と「削り」により挿入部を作り出している。そのために、器壁部下面に

は石鍋時の内面が、挿入部上面には石鍋時の外面が残る。1052は、器壁部にあたる部分が緩やかに

弧を描くことから石鍋の体部を利用した「石鍋加工未製品」であろう。挿入部にあたる部分は削り出し

により粗い楕円形に作っている。器壁部は周囲を削りで整え、器壁部裏面外周全面を外に向かってけ

ずりを行うことで端部を薄くしようとしている。器壁部左上面の欠損により廃棄したものと思われる

が、欠損部分にも削り痕がわずかに見られることから、欠損後も利用を試みたことが窺える。

図版７　　補修具未製品

第８表　　補修具未製品観察表

遺物番号
器壁部 (㎜ ) 挿入部 (㎜ )

重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考
最大長 最大幅 最大厚 最大長 最大幅 最大厚(高)

1046 54 37 22 30 23 25 103.12 TAK201202 ③ 8858 SD12
縦耳付石鍋　口縁部を利用　加工は「削り」
と「こすり」　挿入部の加工時に穿孔を施す

1047 81 79 26 62 37 31 333 TAK201202 ③ 8858 SD12 耳付石鍋の耳部を利用　加工は「削り」

1048 90 （59） 14 42 （35） 6.5 140 TAK201405 ② 8068 ２ ・３層
石鍋の体部を利用　器壁部の欠損の為　
穿孔の前に廃棄されたか

1049 （73） 56 21 37 23 15 135 TAK201405 ③ 7866 ４a 層
縦耳付石鍋の耳部周辺を利用　器壁部

の欠損により廃棄したか

1050 （67） 60 16 30 29 38 113.26 TAK201405 ③ 7866 4 層
瘤状の縦耳部分を使用　器壁部の欠損
により廃棄したか

1051 105 84 26 72 63 13 415 TAK201405 ⑥ 7062 ４層 石鍋の体部片を利用　加工は「切断」と「削り」

1052 （63） 62 23 36 27 8 118.59 TAK201405 ③ 7866 東トレンチ
石鍋の体部を利用　器壁部の欠損の後
も利用しようとしたが廃棄したか
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えた後、体部外面から｢切断 ｣と「削り」により挿入部を作り出している。そのために、器壁部下面に

は石鍋時の内面が、挿入部上面には石鍋時の外面が残る。1052は、器壁部にあたる部分が緩やかに

弧を描くことから石鍋の体部を利用した「石鍋加工未製品」であろう。挿入部にあたる部分は削り出し

により粗い楕円形に作っている。器壁部は周囲を削りで整え、器壁部裏面外周全面を外に向かってけ

ずりを行うことで端部を薄くしようとしている。器壁部左上面の欠損により廃棄したものと思われる

が、欠損部分にも削り痕がわずかに見られることから、欠損後も利用を試みたことが窺える。

図版７　　補修具未製品

第８表　　補修具未製品観察表

遺物番号
器壁部 (㎜ ) 挿入部 (㎜ )

重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考
最大長 最大幅 最大厚 最大長 最大幅 最大厚(高)

1046 54 37 22 30 23 25 103.12 TAK201202 ③ 8858 SD12
縦耳付石鍋　口縁部を利用　加工は「削り」
と「こすり」　挿入部の加工時に穿孔を施す

1047 81 79 26 62 37 31 333 TAK201202 ③ 8858 SD12 耳付石鍋の耳部を利用　加工は「削り」

1048 90 （59） 14 42 （35） 6.5 140 TAK201405 ② 8068 ２ ・３層
石鍋の体部を利用　器壁部の欠損の為　
穿孔の前に廃棄されたか

1049 （73） 56 21 37 23 15 135 TAK201405 ③ 7866 ４a 層
縦耳付石鍋の耳部周辺を利用　器壁部

の欠損により廃棄したか

1050 （67） 60 16 30 29 38 113.26 TAK201405 ③ 7866 4 層
瘤状の縦耳部分を使用　器壁部の欠損
により廃棄したか

1051 105 84 26 72 63 13 415 TAK201405 ⑥ 7062 ４層 石鍋の体部片を利用　加工は「切断」と「削り」

1052 （63） 62 23 36 27 8 118.59 TAK201405 ③ 7866 東トレンチ
石鍋の体部を利用　器壁部の欠損の後
も利用しようとしたが廃棄したか

②錘（第８図、図版８、第９表）

1053、1054以外は包含層からの出土である。1053は節理に沿って割れたと思われる石鍋体部片

に加工を加えた「石鍋加工未製品」である。正面である aには石鍋成型時の削り痕が2段残り、削り

により下半の角の面取りが行われている。両側面である節理による破断面の b、cには、削りによ

る面の調整が行われる。中位の幅が最も厚く残されていることから紡錘型の錘の素材と思われる。

TAK201405調査区③区7464グリッド SD6最下層出土(『竹松遺跡Ⅳ』下　長崎県教委編2019年150頁 )。
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灰色を呈し硬質である。溝や穿孔等の結束のための加工がなされていないことから未製品と思われる。

1057は石鍋口縁部片を利用した「石鍋加工未製品」である。右側面には一部削りが行われ、正面と上

面には断面がV字の溝を入れる。また、正面には溝の右に直径1mm深さ1mmの浅い孔が見られる。1058

は分銅形の錘の未製品と思われる。全体を粗く削り出し、下部に小さな穿孔を行った後放棄している。

この後は、小さな削り出しを全面に行い表面を平滑にする工程が残っている。

図版８　錘未製品　

第９表　　錨未製品観察表
遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考
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1054 石錘 64 25 25 60 TAK201202 ⑦ 8264 SD6 硬質　石鍋体部を利用　全面に粗い削り

1055 石錘 50 49 24 107.82 TAK201405 グリッド不明 不明 石鍋体部片を利用 両側面に抉り

1056 石錘 62 30 26 55.78 TAK201403 ③ 1270 ２層 硬質

1057 石錘 61 15 13 21.63 TAK201405 ① 8470 ２層 石鍋口縁部を利用　溝と浅い穿孔

1058 石錘 77 33 27 79 TAK201202 ⑥ 8466 ３層 全体を粗く削り出したままで放棄している
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③権状（第９図、図版９、第10表）

1059は権状の未製品である。全面に｢削り ｣を行った後、ていねいな「こすり」を行う。包含層から

の出土である

　

　　　　　第９図　権状未製品　　　　　　　　　　　　　　図版９　権状未製品

第10表　　権状未製品観察表
遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1059 権状 62.5 36 29 121 TAK201404A ⑥東 8670 ２層 全面に「削り」後丁寧な「こすり」

④方柱状（第10図、図版10、第11表）

いずれも包含層からの出土である。1060は立方体に加工された未製品である。全面に「こすり」が

行われた柱状の滑石に四方から「刻み」を入れた後「折り取り」を行ったものである。｢折り取り ｣の面

にはその後の調整はなく「折り取り」のままである。1061は溝がある方柱状の未製品である。外面は

「こすり」により平滑である。正面中心の長軸方向へ幅2.5mm、深さ2mmの「溝」が刻まれる。裏面には

煤が付着することから石鍋を利用した「石鍋加工未製品」と思われる。1062は全面に「こすり」が行わ

れるが、上面には「けずり」痕が残る。下半を欠損している。1063は全面が「こすり」により平滑である。

1064は、正面、右側面と下面は、加工痕が残るが平滑に仕上がる。それに対して、裏面は鑿による粗

い「削り」痕がそのまま残る。1065は「切断」により角柱の形を作り出した後、「溝」を切った未製品で

ある。上方にある溝は４面すべてに入れられているが、全周はしていない。下方の溝は正面のみに見

られる。1066は、正面上位には上面に抜ける孔が、正面中央には粗く削られた凹面が、裏面上位に

は小さな穴が開けられる。また、上面には横位の「溝」が刻まれる。前面に加工痕が残るが「削り」「切断」

「折り取り」「こすり」「穿孔」と多くの技法が見られる。1067は上面に突起が付く。正面と裏面がわ

ずかに湾曲することから石鍋体部を利用した「石鍋加工未製品」と思われる。裏面の「削り」痕は幅広で

摩滅も大きいことから、この面は石鍋の内面をそのまま利用していると考えられる。1068は、底面

に対して上面が狭く上へ向かってわずかにすぼまる形である。全面に「削り」痕が残る。両側面がわず

かに湾曲していることから石鍋体部を利用した「石鍋加工未製品」と思われる。1069は緑色片岩製の

未製品と思われる部分である。正面と左側面が直角に交わることから角柱状を呈していたと思われる。

正面は幅広の「削り」で平滑に仕上がるが、左側面の｢削り ｣は単位が小さく粗い。正面と左側面には
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直線の割り付け線が入れられる。1070は穿孔がある未製品である。外面は「こすり」により平滑であ

る。穿孔は上面の径が7mm、で裏面に向かって先細りであるが、裏面の穿孔部分が欠損をしているた

めに裏面まで貫通をしていたか不明である。

第10図　方柱状未製品
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る。穿孔は上面の径が7mm、で裏面に向かって先細りであるが、裏面の穿孔部分が欠損をしているた

めに裏面まで貫通をしていたか不明である。
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図版10　方柱状未製品
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第11表　　方柱状未製品観察表
遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1060 立方体の方柱状 16 12 11.5 4.77 TAK201404B ７西 9672 ２層
全面に「こすり」　 四方に「刻み」の
後　「折り取り」

1061 溝のある方柱状 19 13.5 11.5 4.92 TAK201202 ⑥ 8466 ２層
外面は「こすり」　正面中心に「溝」　
裏面に煤付着

1062 方柱状 23 13 7.5 4.56 TAK201202 ⑧ 8660 ３層
上面に「削り」痕、全面が「こすり」

下半を欠損している

1063 方柱状 26 19 16.5 17.73 TAK201202 ⑧ 8662 ２層
全面が「こすり」裏面の穿孔部分は欠

損している

1064 方柱状 85 47 30 169 TAK201202 ⑤ 7658 ３層
裏面に鑿による粗い「削り」痕

正面、右側面、下面は平滑

1065 溝のある方柱状 69 58 28 210 TAK201202 ③ 8860 ３層
「切断」の後「溝」を切る　溝は全周し

てない

1066 穿孔がある方柱状 41 32 29 70 TAK201404A6 東 8670 ２層
貫通した孔と凹部の他に多くの技法が

見られる

1067 方柱状 124 55 29 319 TAK201202 ⑤ 8058 ２層
上面に突起が付く　裏面に「削り」痕

石鍋体部を利用

1068 方柱状 53 30 30 56.88 TAK201202 ⑤ 8060 ３層 全面に「削り」痕　石鍋体部を利用

1069 方柱状（緑色片岩） 78 23 22 39 TAK201202 ① 8058 ２層 正面と左側面に直線の割り付け線

1070 穿孔がある方柱状 41.5 14 14 17.54 TAK201202 ⑧ 8662 ２層 外面は「こすり」

⑤そのほかの形（第11図、図版11、第12表）

いずれも包含層からの出土である。1071は鉤状の未製品である。全面に「こすり」がみられる。

1072は鉤状の未製品である。正面以外は「こすり」が行われ平滑になる。正面には煤が付着し鉤部と

の境が緩やかな曲線を描くことから、石鍋底部を利用した「石鍋加工未製品」と思われる。1073は直

径がおよそ12cm程度の円盤状未製品である。厚さは1.2cmで均一である。外縁に小さな刻み痕が見ら

れるが、上面・下面ともに平滑である。1074は板状の「石鍋加工未製品」である。正面は粗い削りで

内面を外縁部より一段低く作り出している。正面外縁部及び右側面と裏面は煤痕が残るが非常に平滑

であり、石鍋としての使用時の面を残していると考える。1075は板状で、石鍋の体部片を利用した「石

鍋加工未製品」である。正面と裏面にはそれぞれ石鍋時の外面と内面の加工痕が残る。加工は側縁全

周と裏面下半の角に「削り」を行っている。正面左上部には突起状の面を残している。

0 10cm（S=1/3）

1071 1072
1073

1074

1075

スス

第11図　そのほか未製品
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遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1060 立方体の方柱状 16 12 11.5 4.77 TAK201404B ７西 9672 ２層
全面に「こすり」　 四方に「刻み」の
後　「折り取り」

1061 溝のある方柱状 19 13.5 11.5 4.92 TAK201202 ⑥ 8466 ２層
外面は「こすり」　正面中心に「溝」　
裏面に煤付着

1062 方柱状 23 13 7.5 4.56 TAK201202 ⑧ 8660 ３層
上面に「削り」痕、全面が「こすり」

下半を欠損している

1063 方柱状 26 19 16.5 17.73 TAK201202 ⑧ 8662 ２層
全面が「こすり」裏面の穿孔部分は欠

損している

1064 方柱状 85 47 30 169 TAK201202 ⑤ 7658 ３層
裏面に鑿による粗い「削り」痕

正面、右側面、下面は平滑

1065 溝のある方柱状 69 58 28 210 TAK201202 ③ 8860 ３層
「切断」の後「溝」を切る　溝は全周し

てない

1066 穿孔がある方柱状 41 32 29 70 TAK201404A6 東 8670 ２層
貫通した孔と凹部の他に多くの技法が

見られる

1067 方柱状 124 55 29 319 TAK201202 ⑤ 8058 ２層
上面に突起が付く　裏面に「削り」痕

石鍋体部を利用

1068 方柱状 53 30 30 56.88 TAK201202 ⑤ 8060 ３層 全面に「削り」痕　石鍋体部を利用

1069 方柱状（緑色片岩） 78 23 22 39 TAK201202 ① 8058 ２層 正面と左側面に直線の割り付け線

1070 穿孔がある方柱状 41.5 14 14 17.54 TAK201202 ⑧ 8662 ２層 外面は「こすり」

⑤そのほかの形（第11図、図版11、第12表）

いずれも包含層からの出土である。1071は鉤状の未製品である。全面に「こすり」がみられる。

1072は鉤状の未製品である。正面以外は「こすり」が行われ平滑になる。正面には煤が付着し鉤部と

の境が緩やかな曲線を描くことから、石鍋底部を利用した「石鍋加工未製品」と思われる。1073は直

径がおよそ12cm程度の円盤状未製品である。厚さは1.2cmで均一である。外縁に小さな刻み痕が見ら

れるが、上面・下面ともに平滑である。1074は板状の「石鍋加工未製品」である。正面は粗い削りで

内面を外縁部より一段低く作り出している。正面外縁部及び右側面と裏面は煤痕が残るが非常に平滑

であり、石鍋としての使用時の面を残していると考える。1075は板状で、石鍋の体部片を利用した「石

鍋加工未製品」である。正面と裏面にはそれぞれ石鍋時の外面と内面の加工痕が残る。加工は側縁全

周と裏面下半の角に「削り」を行っている。正面左上部には突起状の面を残している。

0 10cm（S=1/3）

1071 1072
1073

1074

1075

スス

第11図　そのほか未製品

図版11　そのほか未製品

第12表　　そのほか未製品観察表
遺物番号 器種 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ） 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1071 鉤状 31.5 26.5 6 10.95 TAK201202 ⑤ 8060 ２層 全面に「こすり」

1072 鉤状 41.5 25 17 18.47 TAK201202 ① 8056 ２層
正面以外は「こすり」　正面に煤付着　
鍋底部を利用

1073 円盤状 48 46 12 30 TAK201405 ① 8470 ４層 上面・下面ともに平滑

1074 板状 49 41 18 29.93 TAK201202 ① 8054 ２層 正面に粗い削り  煤痕 非常に平滑

1075 板状 85 63 27 195 TAK201405 ⑤ 7262 ３層
石鍋の体部片を利用
側縁全周と裏面下半の角に「削り」
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石鍋加工素材について

『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2019年309頁）では滑石製石鍋片に残る廃棄後の加工痕について

分類と説明を行い、加工の技術として「切断」、「折り取り」、｢削り ｣、｢刻み ｣、「溝」、「穿孔」、「こすり」

と7種類の技法を確認し紹介した。今回の『竹松遺跡Ⅴ』では、加工痕について資料の見直し等作業を

進めていく中で、新たな技法である「打ち欠き」と「敲打」を確認することができたことから（註1）、前

回紹介した技法に加えて紹介したい。

加工の種類

「穿孔」（図版12）（挿図での色■赤）

　穴を開けること。石鍋として使用していた際の穿孔との違いは、穿孔面の色調が馴染んでいた場

合は石鍋使用時の穿孔と考え、新鮮な場合は加工時のものと考える。

「溝」（図版13）（挿図での色■桃）

　鋭利な工具で線状の傷をつけること。浅い例から深い例まである。定規等を使わない粗い線が多

いが、中には定規を使用したと思われる直線的な溝もある。

「刻み」（図版14）（挿図での色■茶）

　鑿状の工具で鋭利な凹凸をつけること。小さな単位で連続して行われることが多い。

「切断」（図版15）（挿図での色■緑）

金属製の工具（鋸と思われる）で挽き切ること。最後まで切断せずに、残りの厚さが薄くなった段階

で「折り取り」により断つ例が多い。

「折り取り」（図版16）（挿図での色■紫）

石鍋片を折って断つこと。石鍋片は器厚があるために「切断」との組み合わせで使われる。

「削り」（図版17）（挿図での色■黄）

鑿により断面を整えたり、面取りを行うこと。また、耳や鍔など突起物を除去する際にも行われる。

小さな単位で連続して行われることが多い。

「敲打」（図版18）（挿図での色■群青）

連続してたたくこと。「打ち欠き」と比べるとたたく力が弱いために対象物の変形は少ない。たたか

れた箇所は白い点となって残る。

「打ち欠き」（図版19）（挿図での色■橙）

たたいて欠き取ること。横に連続して行われることがある。打点や剥離の方向などがわかりにくい

ことがある。
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石鍋加工素材について

『竹松遺跡Ⅳ』下巻（長崎県教委編2019年309頁）では滑石製石鍋片に残る廃棄後の加工痕について

分類と説明を行い、加工の技術として「切断」、「折り取り」、｢削り ｣、｢刻み ｣、「溝」、「穿孔」、「こすり」

と7種類の技法を確認し紹介した。今回の『竹松遺跡Ⅴ』では、加工痕について資料の見直し等作業を

進めていく中で、新たな技法である「打ち欠き」と「敲打」を確認することができたことから（註1）、前

回紹介した技法に加えて紹介したい。

加工の種類

「穿孔」（図版12）（挿図での色■赤）

　穴を開けること。石鍋として使用していた際の穿孔との違いは、穿孔面の色調が馴染んでいた場

合は石鍋使用時の穿孔と考え、新鮮な場合は加工時のものと考える。

「溝」（図版13）（挿図での色■桃）

　鋭利な工具で線状の傷をつけること。浅い例から深い例まである。定規等を使わない粗い線が多

いが、中には定規を使用したと思われる直線的な溝もある。

「刻み」（図版14）（挿図での色■茶）

　鑿状の工具で鋭利な凹凸をつけること。小さな単位で連続して行われることが多い。

「切断」（図版15）（挿図での色■緑）

金属製の工具（鋸と思われる）で挽き切ること。最後まで切断せずに、残りの厚さが薄くなった段階

で「折り取り」により断つ例が多い。

「折り取り」（図版16）（挿図での色■紫）

石鍋片を折って断つこと。石鍋片は器厚があるために「切断」との組み合わせで使われる。

「削り」（図版17）（挿図での色■黄）

鑿により断面を整えたり、面取りを行うこと。また、耳や鍔など突起物を除去する際にも行われる。

小さな単位で連続して行われることが多い。

「敲打」（図版18）（挿図での色■群青）

連続してたたくこと。「打ち欠き」と比べるとたたく力が弱いために対象物の変形は少ない。たたか

れた箇所は白い点となって残る。

「打ち欠き」（図版19）（挿図での色■橙）

たたいて欠き取ること。横に連続して行われることがある。打点や剥離の方向などがわかりにくい

ことがある。

「こすり」（図版20）（挿図での色■灰）

面をこすり平滑にすること。削りと違い複数の平坦面が見られない。

図版 12　「穿孔」

図版 15　「切断」

図版 18　「敲叩」

図版 13　「溝」

図版 16　折り取り

図版 19　「打ち欠き」

図版 14　「刻み」

図版 17　「削り」

図版 20　「こすり」

【註】

註1　渡邊康行氏より廃棄された石鍋片に「打ち欠き」が行われていることの教示を得た。また、廃棄後の石鍋の加工については、雲仙市「伊古遺

跡」の資料を基に雲仙市教委の辻田直人氏が検討を行われたことがあるとのことで、後日、辻田直人氏から「打ち欠き」についての教示を得た。

なお、「伊古遺跡」から出土した石鍋加工素材を含む滑石製品は未発表資料である。
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②加工の例

「穿孔」（第12図、図版21、第13表）

いずれも包含層からの出土である。1076の「穿孔」は3箇所、口縁部から下方へ向けて金属工具で行

われている。1077は、大きさを打ち欠きにより調整したと思われる。穿孔は中央に直径2cm、深さ1.2cm

で貫通はしていない。孔の内面には工具の回転痕が残る。

「穿孔」

「打ち欠き」

0 10cm（S=1/3）

1076
1077

スス

第12図　「穿孔」のある加工素材

図版21　「穿孔」のある加工素材

第13表　　「穿孔」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位(遺構) 備考

1076 (70) (32) 22 58 穿孔 TAK201404B6 東 9474 ２層 ３箇所　金属工具で加工

1077 (70) (65) 19 125 穿孔 TAK201405 ① 8470 ４層 孔に工具の回転痕

「溝」（第13図、図版22、第14表）

いずれも包含層からの出土である。1078は底部を利用している。表面には直交する「溝」を2本刻み、

角には一部に「削り」が見られる。裏面の窪みは剥落によるものである。1079は石鍋の底部～体部を

利用している。正面の中位には横方向に「溝」が刻まれる。この溝は上下斜め方向からの削りによって

作られている。また、左側面には部分的に「削り」が見られる。1080は石鍋の口縁部を利用している。

口縁部にあたる上面には一条の「溝」が入る。この溝は金属の刃部を当て、刃部背面を叩くことによっ

て作った溝と思われる。また、上面には｢刻み ｣によるほぼ等間隔の斜位の線がみられる。左側面に

は「切断」が行われている。
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②加工の例

「穿孔」（第12図、図版21、第13表）

いずれも包含層からの出土である。1076の「穿孔」は3箇所、口縁部から下方へ向けて金属工具で行

われている。1077は、大きさを打ち欠きにより調整したと思われる。穿孔は中央に直径2cm、深さ1.2cm

で貫通はしていない。孔の内面には工具の回転痕が残る。

「穿孔」

「打ち欠き」

0 10cm（S=1/3）
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第12図　「穿孔」のある加工素材

図版21　「穿孔」のある加工素材

第13表　　「穿孔」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位(遺構) 備考

1076 (70) (32) 22 58 穿孔 TAK201404B6 東 9474 ２層 ３箇所　金属工具で加工

1077 (70) (65) 19 125 穿孔 TAK201405 ① 8470 ４層 孔に工具の回転痕

「溝」（第13図、図版22、第14表）

いずれも包含層からの出土である。1078は底部を利用している。表面には直交する「溝」を2本刻み、

角には一部に「削り」が見られる。裏面の窪みは剥落によるものである。1079は石鍋の底部～体部を

利用している。正面の中位には横方向に「溝」が刻まれる。この溝は上下斜め方向からの削りによって

作られている。また、左側面には部分的に「削り」が見られる。1080は石鍋の口縁部を利用している。

口縁部にあたる上面には一条の「溝」が入る。この溝は金属の刃部を当て、刃部背面を叩くことによっ

て作った溝と思われる。また、上面には｢刻み ｣によるほぼ等間隔の斜位の線がみられる。左側面に

は「切断」が行われている。

■「溝」

■「切断」

■「削り」

■スス 0 10cm（S=1/3）

1078

1080

1079

第13図　｢溝 ｣のある加工素材

図版22　｢溝 ｣のある加工素材

第14表　　「溝」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1078 (78) (62) 16 103 「溝」「削り」 TAK201208D3284 ３層 内面に剥落による窪み

1019 (133) (120) 35 688 「溝」「削り」 TAK201202 ⑧ 8662 ３層

960 (76) (52) 27 104 「溝」「刻み」「切断」 TAK201202 ⑤ 8058 ３層 金属工具による溝
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「刻み」（第14図、図版23、第15表）

1081は石鍋体部を利用している。表面には斜位の線刻が複数入る。線刻が直線であることから、

金属の刃部を当て、刃部背面を叩くことによってできた傷と思われる。包含層出土である。

■ 「刻み」

0 5cm（S=1/3）

1081

　

　　　第14図　｢刻み ｣のある加工素材　　　　　　図版23　｢刻み ｣のある加工素材

第15表　　「刻み」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1081 （85） （52.5） 18 121 「刻み」 TAK201202 ⑥ 8466 ２層 金属の刃部を使用した傷

「切断」、「折り取り」（第15図、図版24、第16表）

いずれも包含層からの出土である。1082は体部を利用している。体部外面から浅い「切断」の後「折

り取り」により左側面を作る。裏面には横位の浅い線刻が施され、右端～上端に「削り」が行われる。

1083は縦耳付石鍋の耳部を利用している。耳部は「削り」により長さが短くなり、両脇に「切断」が行

れることで幅も減じている。1084は体部片を利用し、上面と右側面に｢切断｣が行われる。右側面の「切

断」は上下から行われ中位は「折り取り」による切り離しを行う。上面には「削り」も行われる。左の短

部には石鍋使用時の穿孔が残る。1085は石鍋体部片を利用したものである。正面と右側面には「切断」

痕が、左側面には刃部が狭い工具による「削り」痕が、裏面には「こすり」痕が見られる。錘の素材には

適当な大きさである。なお、左側面に見られる削り痕は幅が1mm前後と極めて細く、今回初めて確認

をした削り痕である。

■ 「切断」

■ 「切り取り」

■ 「削り」

■ 「溝」

0 10cm（S=1/3）

1082

1083

1084

1085

第15図　｢切断 ｣・「折り取り」のある加工素材
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「刻み」（第14図、図版23、第15表）

1081は石鍋体部を利用している。表面には斜位の線刻が複数入る。線刻が直線であることから、

金属の刃部を当て、刃部背面を叩くことによってできた傷と思われる。包含層出土である。

■ 「刻み」

0 5cm（S=1/3）

1081

　

　　　第14図　｢刻み ｣のある加工素材　　　　　　図版23　｢刻み ｣のある加工素材

第15表　　「刻み」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1081 （85） （52.5） 18 121 「刻み」 TAK201202 ⑥ 8466 ２層 金属の刃部を使用した傷

「切断」、「折り取り」（第15図、図版24、第16表）

いずれも包含層からの出土である。1082は体部を利用している。体部外面から浅い「切断」の後「折

り取り」により左側面を作る。裏面には横位の浅い線刻が施され、右端～上端に「削り」が行われる。

1083は縦耳付石鍋の耳部を利用している。耳部は「削り」により長さが短くなり、両脇に「切断」が行

れることで幅も減じている。1084は体部片を利用し、上面と右側面に｢切断｣が行われる。右側面の「切

断」は上下から行われ中位は「折り取り」による切り離しを行う。上面には「削り」も行われる。左の短

部には石鍋使用時の穿孔が残る。1085は石鍋体部片を利用したものである。正面と右側面には「切断」

痕が、左側面には刃部が狭い工具による「削り」痕が、裏面には「こすり」痕が見られる。錘の素材には

適当な大きさである。なお、左側面に見られる削り痕は幅が1mm前後と極めて細く、今回初めて確認

をした削り痕である。

■ 「切断」

■ 「切り取り」

■ 「削り」

■ 「溝」

0 10cm（S=1/3）

1082

1083

1084

1085

第15図　｢切断 ｣・「折り取り」のある加工素材

図版24　｢切断 ｣・「折り取り」のある加工素材

第16表　　「切断」・「切り取り」のある加工素材観察表

遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1082 （141） （82） 18 550
「切断」「折り取り」　　　　　　　
「削り」「刻み」

TAK201405 ② 8068 ２層 裏面に浅い線刻

1083 （43.5） 20.5 33 37.36 「切断」「削り」 TAK201302 ② 8664 ２層

1084 （81） （55.5） （27） 170
「切断」「折り取り」　　　　　

「削り」
TAK201405 ③ 7866 ３層

石鍋使用時の穿孔が
残る

1085 74 30 22 76.8 「切断」「削り」「こすり」TAK201405 ① 8470 ２層

｢削り ｣（第16図、図版25、第17表）

1086以外は包含層からの出土である。1086は緑色片岩を利用した加工素材である。上面と下面に

「削り」による加工痕が残る。体部片の利用と思われる。TAK201202調査区⑧区8462グリッド SD10出

土（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年166頁）。1087は鍔が退化していく段階の石鍋の体部上位を利用

している。正面の鍔が一部削り取られ、裏面の中央には周囲から削りを入れることで凹を作ってい

る。内面には梯子状の線刻画が見られるが、石鍋時のものか廃棄後のものかは不明である。1088は

石鍋底部～体部の屈曲部を利用している。破断面である下面の左に「削り」が見られる。石鍋時の外面

である裏面には煤が付着しているが、石鍋時の内面である正面には石鍋製作時の粗い削り痕が全面に

残る。使用した石鍋でこれほどの粗い削り痕が残る例は少ない。1089は体部を利用している。平面

形は長方形を呈し、上面と下面の破断面に｢削り ｣を行う。また、下面には1箇所「刻み」が入れられる。

1090は鍔付石鍋の鍔部を利用している。鍔部を含め前面に「削り」が行われる。石鍋使用時の面が残

る鍔部には煤が付着している。1091は鍔付の石鍋を利用している。鍔部と上面・下面・右側面に「削り」

を行い鍔と体部境には「穿孔」を行っている。
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第16図　｢削り」のある加工素材

508



■「削り」

■「穿孔」

■「溝」

■「刻み」

■スス

0 10cm（S=1/3）
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第16図　｢削り」のある加工素材

図版25　｢削り」のある加工素材

　周囲の「削り」は「こすり」により平滑になっている。また、裏面には「穿孔」部分に重なる「溝」が刻ま

れる。1092は鍔部、上面、下面を「削り」で整えている。大きさと形状から石錘の素材になることも

考えられる。1093は石鍋体部片を利用したものである。上面と下面に「削り」が行われるが部分的で

ある。錘の素材には適当な大きさである。1094は石鍋底部片を利用したものである。分厚い底部の

端部に「削り」を行い、段をつけている。この段が全周していたかどうかは不明である。1095は鍔付

石鍋を利用した加工素材である。鍔部と上面には「削り」が行われ、右側面の断面部分には浅い直線状

の「刻み」が入れられる。
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第17表　　「削り」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1086 (116) (68) 33 413 「削り」 TAK201202 ⑧ 8462 SD10 緑色片岩

1087 (77) (6) (17) 160 「削り」 TAK201202 ① 7856 ２層 ー

1088 (137) (45) 17 183 「削り」 TAK201202 ① 8058 ２層 粗い削り痕のまま使用

1089 (73) (35) 18 77.2 「削り」「刻み」 TAK201202 ⑥ 8466 ２層 ー

1090 (84) (33) (42) 123 「削り」 TAK201302 ② 8664 ２層 ー

1091 (60) (49) 23 96 [ 削り」「こすり」「穿孔」「溝」 TAK201404A6 南 8870 ２層 ー

1092 (104) (93) 24 260 「削り」 TAK201202 ⑦ 8464 ２層 ー

1093 (81) (25) 20 66 「削り」 TAK201405 ① 8470 ３層 ー

1094 (75) (26) 17 55 「削り」 TAK201405 ⑤ 7462 ３層 ー

1095 (56) (42) 27 55 「削り」「刻み」 TAK201302 ⑨ 0074 ３層 ー

「敲打」（第17図、図版26、第18表）

1097以外は包含層からの出土である。1096は縦耳付石鍋の体部を利用している。内面の下位に

「敲打」が集中して行われた痕が残る。裏面には耳が瘤状にあることから座りが悪く、「敲打」の際は

固定をして行ったものと思われる。1097は底部を利用している。外面に集中した「敲打」痕が残り凹

を作り出す。TAK201202調査区⑧区8662グリッド SD13出土（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年176頁）。

1098は縦耳付石鍋の体部を利用したものである。石鍋時の外面である正面の縦4cm、横1.5cmの範囲

に彫刻刀状の幅の狭い金属で「敲打」もしくは｢削り ｣を行い（図面では「敲打」の表現を行っている）深

さ1.5cmの凹部を作り出している。この凹部を境に左右に割れているが、これは調査時の破損と思わ

れる。

■「敲打」0 10cm（S=1/3）

1096

1098
1097

第17図　｢敲打」のある加工素材
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第17表　　「削り」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考
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1095 (56) (42) 27 55 「削り」「刻み」 TAK201302 ⑨ 0074 ３層 ー

「敲打」（第17図、図版26、第18表）

1097以外は包含層からの出土である。1096は縦耳付石鍋の体部を利用している。内面の下位に

「敲打」が集中して行われた痕が残る。裏面には耳が瘤状にあることから座りが悪く、「敲打」の際は

固定をして行ったものと思われる。1097は底部を利用している。外面に集中した「敲打」痕が残り凹

を作り出す。TAK201202調査区⑧区8662グリッド SD13出土（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年176頁）。

1098は縦耳付石鍋の体部を利用したものである。石鍋時の外面である正面の縦4cm、横1.5cmの範囲

に彫刻刀状の幅の狭い金属で「敲打」もしくは｢削り ｣を行い（図面では「敲打」の表現を行っている）深

さ1.5cmの凹部を作り出している。この凹部を境に左右に割れているが、これは調査時の破損と思わ

れる。

■「敲打」0 10cm（S=1/3）

1096

1098
1097

第17図　｢敲打」のある加工素材

図版26　｢敲打」のある加工素材

第18表　　「敲打」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1096 （134） （60） 50 326 「敲打」 TAK201405 ② 7868 ３層 裏面に瘤状の耳が残る

1097 （118） （76） 19 272 「敲打」 TAK201202 ⑧ 8662 SD13 外面に集中

1098 （136） （77） 20 302 「敲打」 「削り」 TAK201405 ③ 7866 ４b 層 彫刻刀状の金属を使用

「打ち欠き」（第18図、図版27、第19表）

1099は鍔部を利用している。素材となった鍔付石鍋は角のある鍔が大きく張り出す。加工は体部

外面から「切断」「折り取り」を行い、「打ち欠き」により鍔部の一部を除去する。当遺物はすでに報告

を行っている（『竹松遺跡Ⅳ』下巻196頁、掲載番号576）が、「打ち欠き」の技法を確認したために再掲

載をした。TAK201405調査区 SD6出土。1100は底部片を利用したものである。底部内面に棒状工具を

当てた上から打撃を行いノッチ状の「打ち欠き」を行っている。体部内面には浅い線状の沈線が横位に

入る。1101は縦耳付の石鍋耳部を利用している。節理に沿って均一の厚さに剥げた耳部を含む体部

片に｢打ち欠き｣を3箇所行っている。「打ち欠き」の2箇所は耳部に行われるが、耳部すべての剥ぎ取

りはできずに一部が残る。TAK201202調査区⑥区9266グリッド SB9-SP17出土（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎

県教委編2019年111頁）。1102は鍔付き石鍋を利用している。右側面には「切断」「折り取り」の後に｢

削り ｣と ｢溝 ｣の加工が行われる。鍔部分は上下からの「打ち欠き」が数多く行われる。右側面の加工

後の面に煤の付着が見られることから、加工後に火を受けていると思われ、内面の口縁部側に見られ

る煤痕と合わせて特異な使用が考えられる。当遺物についてはすでに報告済みであるが（『竹松遺跡Ⅳ』

下巻168頁、掲載番号434）、今回加工の手法に｢打ち欠き｣を加えたために再掲載とした。TAK201202

調査区⑦区8464グリッドSD6下層出土。1103は石鍋底部を利用したと思われる。厚さは20mmと全体が

ほぼ同じであるが、わずかに凹状に湾曲をしている。両側縁に「打ち欠き」が、下面には「削り」が行わ

れる。裏面の幅広の削り痕から石鍋底部と判断した。同じくSD6出土。1104は鍔付き石鍋を利用した

ものである。大きく張り出した鍔の上下から「打ち欠き」を行っている。同じくSD6最下層出土。1105

は縦耳付石鍋の体部を利用している。石鍋時の外面である正面からの「打ち欠き」が口縁部を除き行

われる。包含層出土。1106は鍔付き石鍋を利用している。口縁部は体部よりも肥厚し大きく内湾し、

鍔の張り出しは強くはないがシャープな作りである。木戸氏によるⅢ-a類である（木戸1995）。口縁

部と体部に補修用と思われる穿孔がある。加工痕であるが、下面の右半分には「削り」を行いその後「こ
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すり」により平滑にしている。また、鍔部には底部方向からの「打ち欠き」が行われるが、粗い作業で

先端部が残る箇所もある。TAK201404調査区 A6東区8672グリッド SD2出土（『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県

教委編2019年136頁）。

■「打ち欠き」

■「溝」

■「切断」

■「切り取り」

■「削り」

■スス

0 10cm（S=1/3）
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1105

1106

第18図　｢打ち欠き」のある加工素材
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教委編2019年136頁）。
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第18図　｢打ち欠き」のある加工素材

図版27　｢打ち欠き」のある加工素材
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第19表　　「打ち欠き」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1099 （213） （84） （33） 885
「打ち欠き」「切断」　　　　　　

「折り取り」
TAK201405 ③ SD6 ー

1100 （87） （71） 13 105 「打ち欠き」 TAK201405 ② 8468 ２層
ノッチ状で体部内面
に浅い線状の沈線

1101 （127） （45） 23.5 155 「打ち欠き」 TAK201202 ⑥ 9266 SB9-SP17 ー

1102 (142) （78） 45 680
「打ち欠き」「切断」　　　　　　

「折り取り」「削り」「溝」
TAK201202 ⑦ 8464 SD6 下層 ー

1103 (133) (90) 20 330 「打ち欠き」「削り」TAK201202 ⑦ 8264 SD26 ー

1104 (148) (45) 43 355 「打ち欠き」 TAK201405 ⑥ 7464 SD6 最下層 ー

1105 (83) (76) 13 115 「打ち欠き」 TAK201202 ⑤ 8060 ３層 ー

1106 (138) (62) (30) 348 「打ち欠き」「削り」「こすり」TAK201404A6 東 8672 SD26 作業が粗い

「こすり」（第19図、図版28、第20表）

1107は石鍋の体部を利用した加工素材である。右側面に「こすり」が見られる。正面中央上位に見

られる穿孔は孔面の色調がくすんでいることから、石鍋使用中に開けられた孔と思われる。包含層か

らの出土である。 

■ 「こすり」

0 5cm（S=1/3）

 1107
　

　　　　　　　第19図　｢こすり」のある加工素材　　　　図版28　｢こすり」のある加工素材

第20表　　「こすり」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1107 （76） （37） 19 86 「こすり」 TAK201202 ⑤ 7658 ２層 石鍋使用中に施された穿孔

【参考文献】

木戸雅寿　1995「石鍋」『概説　中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編　真陽社
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らの出土である。 
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第20表　　「こすり」のある加工素材観察表
遺物番号 最大長 (㎜ ) 最大幅 (㎜ ) 最大厚 (㎜ ) 重量 (ｇ）　 加工名 出土区グリッド 出土層位（遺構） 備考

1107 （76） （37） 19 86 「こすり」 TAK201202 ⑤ 7658 ２層 石鍋使用中に施された穿孔

【参考文献】

木戸雅寿　1995「石鍋」『概説　中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編　真陽社

滑石片の集計

第１表と第２表は出土した石塔を除く「滑石製品」の調査区別の数と量である。この数値を使い詳し

く見ていきたい。

第1表　出土した滑石片の調査区ごとの点数

調査区 調査面積（㎡）
出土した滑石片の点数

石鍋 石鍋を除く製品 未製品 石鍋加工素材 不明 合計

TAK201108 1,500 22 4 3 9 1 39

TAK201202 10,000 713 80 24 327 424 1,568

TAK201208 6,300 210 15 13 92 172 502

TAK201301 11,500 76 12 4 12 81 185

TAK201302 13,557 272 21 13 91 72 469

TAK201303 5,340 344 15 5 129 20 513

TAK201304 9,900 23 3 4 9 9 48

TAK201403 6,320 31 5 1 14 26 77

TAK201404 7,720 76 8 2 25 10 121

TAK201405 9,487 1,298 91 85 764 514 2,752

TAK201406 4,920 16 6 0 2 3 27

TAK201407 6,876 16 2 0 7 0 25

TAK201501 4,400 870 29 25 342 430 1,696

TAK201502 2,800 61 7 1 17 65 151

TAK201506 2,180 0 1 1 1 0 3

TAK201604 2,300 0 3 0 0 0 3

合計 105,100 4,028 302 181 1,841 1,827 8,179

第2表　出土した滑石片の調査区ごとの重量（石塔の重さは含まない）

調査区 調査面積（㎡）
出土した滑石片の重量

石鍋 （g） 石鍋を除く製品（g） 未製品 （g） 石鍋加工素材（g） 不明（g） 合計（g）

TAK201108 1,500 1,612 139 3 2,029 18 3,801 

TAK201202 10,000 41,040 3,713 1,495 60,069 2,862 109,179 

TAK201208 6,300 9,958 360 379 8,347 1,362 20,406 

TAK201301 11,500 3,906 160 135 1,727 627 6,555 

TAK201302 13,557 22,659 865 809 24,813 680 49,826 

TAK201303 5,340 31,754 1,841 366 22,809 496 57,266 

TAK201304 9,900 1,293 74 34 519 13 1,933 

TAK201403 6,320 2,238 249 173 3,675 187 6,522 

TAK201404 7,720 9,216 1,225 369 3,974 803 15,587 

TAK201405 9,487 70,021 3,917 5,177 104,565 5,106 188,786 

TAK201406 4,920 2,358 98 0 357 253 3,066 

TAK201407 6,876 784 48 0 1,705 0 2,537 

TAK201501 4,400 86,997 1,315 1,364 73,978 9,624 173,278 

TAK201502 2,800 6,371 0 0 2,106 864 9,341 

TAK201506 2,180 0 60 35 62 0 157 

TAK201604 2,300 0 205 0 0 0 205 

合計 105,100 290,207 14,269 10,339 310,735 22,895 648,445 
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TAK201202 10,000 1,568 6
TAK201303 5,340 513 10
TAK201405 9,487 2,752 3
TAK201501 4,400 1,696 3
合計 29,227 6,529 4

第１図　調査区ごとの滑石片の出土点数

第２図　調査区ごとの滑石片の重量（g）

新幹線西九州ルート（長崎

ルート）建設にかかわる発掘調

査において出土した滑石片は、

石塔を除き総数およそ8000点、

重さおよそ650kgであった。1

点あたりの面積は13㎡である。

しかし、出土した調査区別の数や量を見ると、調査区によって大きな偏りが見られる。6年に及ぶ調

査では竹松遺跡の北端から南端まで調査を行ったが、中央部分に出土が集中し南北に向かうほど出

第３表　中央部分部分からの滑石片の出土点数

調査区 調査面積 (㎡） 出土点数 1点あたりの面積 (㎡）

TAK201202 10,000 1,568 6 

TAK201303 5,340 513 10 

TAK201405 9,487 2,752 3 

TAK201501 4,400 1,696 3 

合計 29,227 6,529 4 
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査において出土した滑石片は、

石塔を除き総数およそ8000点、

重さおよそ650kgであった。1

点あたりの面積は13㎡である。

しかし、出土した調査区別の数や量を見ると、調査区によって大きな偏りが見られる。6年に及ぶ調

査では竹松遺跡の北端から南端まで調査を行ったが、中央部分に出土が集中し南北に向かうほど出

第３表　中央部分部分からの滑石片の出土点数

調査区 調査面積 (㎡） 出土点数 1点あたりの面積 (㎡）

TAK201202 10,000 1,568 6 

TAK201303 5,340 513 10 

TAK201405 9,487 2,752 3 

TAK201501 4,400 1,696 3 

合計 29,227 6,529 4 

土が希薄になる（第３図）。このことは、滑石片だ

けではなく他の古代～中世の遺物についてもいえ

ることである。その理由として、北側は削平が激

しく行われており遺構や包含層が消滅したためと

思われる。南側については、包含層は残っている

が遺構数が少ないことから、古代後半～中世にか

けての活動の中心から離れていたためと思われる。

全体の調査面積はおよそ10万㎡であるが、古代後

半から中世にかけての遺物は中央部分に集中して

いる。出土が集中する調査区（TAK201202調査区、

TAK201303調査区、TAK201405調査区、TAK201501

調査区）は全体の28%の面積であるが、出土した滑

石片は全体の80%である。そして、この地区の1点

あたりの面積は4㎡である（第３表）。

TAK201405調査区より北側の調査区の中で

TAK201501調査区が突出しているのは、調査区内

を東から西に流れる自然流路（NR1）の埋土に多量

の滑石片が含まれていたためである。埋土中の滑

石片のほとんどは摩滅をしており、自然流路の上

流に古代後半～中世にかけての滑石を含む中世遺

物を消費した場所の存在が考えられる。

TAK201502調査区

TAK201506NR1調査区

TAK201405調査区

TAK201303調査区（北）

TAK201302調査区（北）

TAK201108調査区

TAK201302調査区（南）

TAK201403調査区

TAK201301調査区

TAK201103調査区

TAK201208調査区

TAK201208調査区

TAK201303調査区（南）

（S=1/1,200）

TAK201404調査区

10点以下
11点〜100点
101点〜400点
401点〜1000点
1001点以上

TAK201406調査区

TAK201407調査区

TAK201202調査区

TAK201501調査区

TAK201303調査区は南
北に調査区が離れてい
るため、TAK201302調査
区は南北に調査区が長
いためにそれぞれ南と
北の調査区に分け点数
を数えた

第　図調査区ごとの滑石片の出土数
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②滑石片の種類と数
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第４図　滑石片の種類と数

滑石片を種類ごとに分けると、最も数が多いのは再加工が行われていない石鍋片である。およそ

4000個を数えた。出土した滑石片のおよそ半分である。次に多いのは、石鍋片の一部に加工を行った

石鍋加工素材である。石鍋加工素材については後で詳しく述べる。3番目は不明の滑石片である。こ

れには摩滅をしたものや小片で石鍋時の面を残さないものが該当する。これらと比べるとかなり少な

い数となるが、製品は302点、未製品は181点である。これらの製品や未製品には、石鍋製作時の加

工痕や石鍋使用時の煤痕が残ることがあり石鍋片の再利用品（石鍋加工製品・石鍋加工未製品）と判断

できるものが一定量存在するが、石鍋の痕跡がまったく残らないものもある。しかしその量は少なく、

出土した製品や未製品の多くは石鍋を加工したものと考える。

③石鍋を除く滑石製品と未製品の種類と数

石鍋を除く滑石製品を見ると錘と補修具の数が抜きん出ている。このことは、同時代の他遺跡も

同じ傾向にあると思われる。容器とミニチュア石鍋はほぼ同じ数が出土している。ミニチュア石鍋

は、他遺跡からの出土は少ないことから、当遺跡は特異な例と思われる。容器は894のような精緻に

作られたものと895のような稚拙な作りのものに分けることができる。当遺跡出土のものは稚拙なも

のが多い。滑石製の羽口については遺物の説明で述べたが、県内での出土例は極めて少なく深堀遺跡

に続く2例目である。未製品では、製品と同じく錘や補修具が多い。板状や柱状等定形化されたものは、

さらに加工が行われ製品となっていく前段階のものと想定している。
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④部位ごとの加工
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 加工の種類については前述した通りであるが、石鍋片を別の製品にするまでには、複数の加工

が加えられていると思われる。破損した石鍋片から最初に行う第1工程は、必要な大きさを取り

出すことであろう。そのために行われる加工は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」である。ここ

で、必要な大きさが取れなかった場合は破棄されたと考える。第2工程は、目的の製品のおおよ

その形を作ることである。そのために行われる工程は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」、「削り」、

「敲打」「こすり」である。ここでも、希望する形にならなかった場合は廃棄されたと考える。最

後の仕上げの段階が第 3 工程である。ここでは製品の形にあわせて「削り」、「刻み」、「穿孔」、

「溝」、「こすり」が行われる。この工程が完了後、製品として使用することができる。これらの

加工技術は工程によって使い分けられていたと考える。 

 第●表と第●図は、石鍋加工素材に残る加工痕の種類別の数である。最も多い加工は「打ち

欠き」で「削り」がこれに続く。第 1 工程の「打ち欠き」で廃棄された滑石片が多かったこと

を物語っている。「切断」・「折り取り」が少ないのは、失敗が少ないため廃棄されにくかったと

考えれば当然のことであろう。しかし、硬度 1 の滑石を鋸で「切断」することは容易なことで

あるにもかかわらず｢切断｣痕を残す石鍋加工素材がひどく少ないように感じる。 

第●図は部位ごとの加工数をグラフにしたものである。これによると、体部の加工が他の部位

の 2 倍以上となり、他はほぼ同じ数となっている。体部が多用されているのは、他の部位より

も占める割合が大きいのが最も大きな理由であろうが、湾曲しているにも関わらず同じ厚さで

あることが好まれたためと思われる。底部も同じ厚さであるが利用は少ない。これは、体部と

比べて厚いものが多く加工が行いにくいこと、被熱のために体部よりも脆くなっていることな

どが理由として考えられる。 

第●図～第●図は部位ごとの加工痕の種類別数である。底部と体部～底部は「打ち欠き」が「削

り」のおよそ 3 倍であるが、耳部と体部では「削り」が「打ち欠き」を超えている。このこと

は、底部および体部～底部の分厚い素材に対しては第 1 工程の「打ち欠き」の失敗が多く、耳
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第７図　石鍋加工製品の製作工程

加工の種類については前述した通りであるが、石鍋片を別の製品にするまでには、複数の加工が加

えられていると思われる。破損した石鍋片から最初に行う第1工程は、必要な大きさを取り出すこと

であろう。そのために行われる加工は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」である。ここで、必要な大き

さが取れなかった場合は破棄されたと考える。第2工程は、目的の製品のおおよその形を作ることで

ある。そのために行われる工程は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」、「削り」、「敲打」「こすり」である。

ここでも、希望する形にならなかった場合は廃棄されたと考える。最後の仕上げの段階が第3工程で

ある。ここでは製品の形にあわせて「削り」、「刻み」、「穿孔」、「溝」、「こすり」が行われる。この工程

が完了後、製品として使用することができる。これらの加工技術は工程によって使い分けられていた

と考える。

第４表と第８図は、石鍋加工素材に残る加工痕の種類別の数である。最も多い加工は「打ち欠き」で

「削り」がこれに続く。第1工程の「打ち欠き」で廃棄された滑石片が多かったことを物語っている。「切

断」・「折り取り」が少ないのは、失敗が少ないため廃棄されにくかったと考えれば当然のことであろう。

しかし、硬度1の滑石を鋸で「切断」することは容易なことであるにもかかわらず ｢切断 ｣痕を残す石

鍋加工素材がひどく少ないように感じる。

第９図は部位ごとの加工数をグラフにしたものである。これによると、体部の加工が他の部位の2

倍以上となり、他はほぼ同じ数となっている。体部が多用されているのは、他の部位よりも占める割

合が大きいのが最も大きな理由であろうが、湾曲しているにも関わらず同じ厚さであることが好まれ

たためと思われる。底部も同じ厚さであるが利用は少ない。これは、体部と比べて厚いものが多く加

工が行いにくいこと、被熱のために体部よりも脆くなっていることなどが理由として考えられる。

第10図～第15図は部位ごとの加工痕の種類別数である。底部と体部～底部は「打ち欠き」が「削り」

のおよそ3倍であるが、耳部と体部では「削り」が「打ち欠き」を超えている。このことは、底部および

体部～底部の分厚い素材に対しては第1工程の「打ち欠き」の失敗が多く、耳部と体部では第2工程まで

520



④部位ごとの加工

36 
 

部位ごとの加工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加工の種類については前述した通りであるが、石鍋片を別の製品にするまでには、複数の加工

が加えられていると思われる。破損した石鍋片から最初に行う第1工程は、必要な大きさを取り

出すことであろう。そのために行われる加工は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」である。ここ

で、必要な大きさが取れなかった場合は破棄されたと考える。第2工程は、目的の製品のおおよ

その形を作ることである。そのために行われる工程は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」、「削り」、

「敲打」「こすり」である。ここでも、希望する形にならなかった場合は廃棄されたと考える。最
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「溝」、「こすり」が行われる。この工程が完了後、製品として使用することができる。これらの
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 第●表と第●図は、石鍋加工素材に残る加工痕の種類別の数である。最も多い加工は「打ち

欠き」で「削り」がこれに続く。第 1 工程の「打ち欠き」で廃棄された滑石片が多かったこと

を物語っている。「切断」・「折り取り」が少ないのは、失敗が少ないため廃棄されにくかったと

考えれば当然のことであろう。しかし、硬度 1 の滑石を鋸で「切断」することは容易なことで

あるにもかかわらず｢切断｣痕を残す石鍋加工素材がひどく少ないように感じる。 

第●図は部位ごとの加工数をグラフにしたものである。これによると、体部の加工が他の部位

の 2 倍以上となり、他はほぼ同じ数となっている。体部が多用されているのは、他の部位より

も占める割合が大きいのが最も大きな理由であろうが、湾曲しているにも関わらず同じ厚さで

あることが好まれたためと思われる。底部も同じ厚さであるが利用は少ない。これは、体部と

比べて厚いものが多く加工が行いにくいこと、被熱のために体部よりも脆くなっていることな

どが理由として考えられる。 

第●図～第●図は部位ごとの加工痕の種類別数である。底部と体部～底部は「打ち欠き」が「削

り」のおよそ 3 倍であるが、耳部と体部では「削り」が「打ち欠き」を超えている。このこと

は、底部および体部～底部の分厚い素材に対しては第 1 工程の「打ち欠き」の失敗が多く、耳

破
損
し
た
石
鍋
片 

必
要
な
大
き
さ
に
加
工 

粗
い
形
作
り 

仕
上
げ
調
整 

製
品
と
し
て
完
成 

廃 棄（未製品） 

第1工程 第2工程 第3工程 

第７図　石鍋加工製品の製作工程

加工の種類については前述した通りであるが、石鍋片を別の製品にするまでには、複数の加工が加

えられていると思われる。破損した石鍋片から最初に行う第1工程は、必要な大きさを取り出すこと

であろう。そのために行われる加工は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」である。ここで、必要な大き

さが取れなかった場合は破棄されたと考える。第2工程は、目的の製品のおおよその形を作ることで

ある。そのために行われる工程は「打ち欠き」、「切断」・「折り取り」、「削り」、「敲打」「こすり」である。

ここでも、希望する形にならなかった場合は廃棄されたと考える。最後の仕上げの段階が第3工程で

ある。ここでは製品の形にあわせて「削り」、「刻み」、「穿孔」、「溝」、「こすり」が行われる。この工程

が完了後、製品として使用することができる。これらの加工技術は工程によって使い分けられていた

と考える。

第４表と第８図は、石鍋加工素材に残る加工痕の種類別の数である。最も多い加工は「打ち欠き」で

「削り」がこれに続く。第1工程の「打ち欠き」で廃棄された滑石片が多かったことを物語っている。「切

断」・「折り取り」が少ないのは、失敗が少ないため廃棄されにくかったと考えれば当然のことであろう。

しかし、硬度1の滑石を鋸で「切断」することは容易なことであるにもかかわらず ｢切断 ｣痕を残す石

鍋加工素材がひどく少ないように感じる。

第９図は部位ごとの加工数をグラフにしたものである。これによると、体部の加工が他の部位の2

倍以上となり、他はほぼ同じ数となっている。体部が多用されているのは、他の部位よりも占める割

合が大きいのが最も大きな理由であろうが、湾曲しているにも関わらず同じ厚さであることが好まれ

たためと思われる。底部も同じ厚さであるが利用は少ない。これは、体部と比べて厚いものが多く加

工が行いにくいこと、被熱のために体部よりも脆くなっていることなどが理由として考えられる。

第10図～第15図は部位ごとの加工痕の種類別数である。底部と体部～底部は「打ち欠き」が「削り」

のおよそ3倍であるが、耳部と体部では「削り」が「打ち欠き」を超えている。このことは、底部および

体部～底部の分厚い素材に対しては第1工程の「打ち欠き」の失敗が多く、耳部と体部では第2工程まで

進む素材が多かったためと思われる。ここでは「耳部」としているが、耳だけのものは少なくそのほと

んどは周りに体部片を残すものであり、耳が付いた体部片でもある。鍔部の加工にも「打ち欠き」が多

いが、これは鍔を取り去る場合に「打ち欠き」を多用しているためである。

第4表　石鍋加工素材に残る加工の種類と数
打ち欠き 削り こすり 刻み 切断 折り取り 溝 敲打 穿孔 合計

910 685 277 233 83 53 53 36 25 2355
38.6% 29.1% 11.8% 9.9% 3.5% 2.3% 2.3% 1.5% 1.1% 100.0%
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第 10 図　体部加工の種類別数

第 12 図　底部加工の種類別数

第 14 図　耳部加工の種類別数

第 11 図　鍔部加工の種類と数

第 13 図　体部〜底部加工の種類別数

第 15 図　部位不明加工の種類別数
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第 10 図　体部加工の種類別数

第 12 図　底部加工の種類別数

第 14 図　耳部加工の種類別数

第 11 図　鍔部加工の種類と数

第 13 図　体部〜底部加工の種類別数

第 15 図　部位不明加工の種類別数

⑤まとめ

出土した滑石以外の製品について

竹松遺跡の調査では前述したように、およそ8000点、650kgの滑石片が出土した。そのほとんどが

石鍋片もしくは石鍋片に加工を加えたものであった。これらのことから、加工された製品や未製品の

素材は石鍋の破損品で、滑石の原石が持ち込まれ製品が作られることは常態化していなかったと思わ

れる（註1）。製品を見ると補修具と錘の数が他の製品と比べて多い。錘は滑石の持つ重さと加工の容

易さから最適で、多く作られたものと思われる。石鍋加工素材の中には錘の原料として適当な大きさ

のものがあり、製作工程の復元も可能ではないかと思われる。今後の課題である。

次に、補修具であるが、補修具は石鍋が一定量出土する遺跡から出土が見られる。補修具は、石

鍋の欠損部分に蓋をして再利用するためのもので、石鍋に装着された状態で出土した例もあるが（註

2）、単体で出土する例がほとんどである。装着は石鍋の内と外と両方から行われたと考えられている

（松尾2007）。また、欠損の状況は個々の石鍋によって異なるために、大きさや形状等それぞれの欠

損状況に合わせた補修具が作られ装着されたと思われる。竹松遺跡から出土した補修具は、補修具と

して使用された際の煤痕や焦げ痕が付着する例が多く（掲載番号1006、1007、1008等）ここで使用さ

れたものであることを裏付けている。このことはまた、石鍋が破損しやすい器で、補修をしてでも使

う価値があったことを物語っていると思われる。

加工の種類について

石鍋加工素材の加工を見ると「打ち欠き」が最も多用されていること。底部および体部～底部に「打

ち欠き」が多く残り、これは第1工程での失敗が多かったことを述べた。不定形の石鍋の破片から作

りたい物の大きさを取り出すときに、最も正確で確実に取り出す方法は「切断」もしくは近い大きさに

割れている破片に「削り」を加えより理想的な大きさにする事であろう。少なくとも、力の加減や当た

り具合で割れ方が変わってくる｢打ち欠き｣は適した方法とは思えない。しかし、残された破片には

「打ち欠き」が最も多く残っているのである。製品として大量に作るためには「切断」により規格化し

量産する方法が最も効率がよいことから考えると、竹松遺跡で作られた滑石加工製品は、専門的には

作っておらず、目に付いた破片から適当に「打ち欠き」を行い、自分の好みの大きさに取れたものだけ

を利用した。つまり、日常の生活の中で必要な物を作るという、今で言えば日曜大工のようなもので

あったと思われる。このことは滑石片の出土状況からもいえる。出土した滑石片は遺構内からの出土

もあるがそれらは単発で数がまとまっておらず、そのほとんどが包含層から散らばった状態での出土

であった。竹松遺跡からは、滑石片を加工するための集積の痕跡は認められなかった。

大量の石鍋片について

新幹線関連の竹松遺跡の調査面積は、およそ10万㎡と広大ではあるが、滑石片が集中して出土

しているのは遺跡の中央部から北にかけての地区である。前述したように、出土が集中する調査区

（TAK201202調査区、TAK201303調査区、TAK201405調査区、TAK201501調査区）は全体の28%の面積で

およそ3万㎡であるが、出土した滑石片は全体の80%でおよそ6500点である。そして、この地区の1点

あたりの面積は4㎡である。TAK201202調査区の北側は削平が大きく、TAK201501調査区の NR1の覆土
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から出土した滑石片の供給源はさらに東側を

想定しており、古代末～中世の竹松遺跡にお

いて石鍋を使用した場所は3万㎡よりもさら

に広がると思われるが、出土した数は県内の

消費地では最大と思われる。

竹松遺跡と海を隔てて10kmで石鍋の生産

地が点在する西彼杵半島である。西彼杵半島

は海からすぐに丘陵となり、大きな河川や平

野はまったく発達していない。石鍋の工房は

西彼杵半島の山中にあり人々の移動や石鍋の

運搬は沢を伝い行われていたと考えられてい

る。そして、大村湾は閉鎖性の強い内海で時

化る日は少ない。竹松遺跡は、西彼杵半島の

東側に位置する生産地からの集積地であると

考えられている（杉原2016）が、石鍋の集積

地に加え西彼杵半島に点在する石鍋工房（生

産地）で働く職人たちへの、主に食料を備蓄

し配送をする基地の一つであったと考える。県内で最大の平野を持ち古代には郡衙があったと想定さ

れることから、食料が集中する条件は十分備えていたと思われる。竹松遺跡の近くにある港から食料

を積んだ船が西彼杵半島へ向けて出航し、積荷を下ろした後は製品となった石鍋を積み込み港へ帰っ

てきていた、そのような風景があったと思われる。また、竹松遺跡の北に位置する彼杵川の河口には

白井川遺跡があり、貿易陶磁や楠葉型瓦器椀とともに石鍋が50点ほど出土しているが、石鍋は鍔付き

石鍋がほとんどである。出土遺物が竹松遺跡出土遺物より新しいことから、白井側遺跡は竹松遺跡よ

りも後発の石鍋や食料の集積地であったと思われる。さらに北には川棚川が位置する。ここにも集積

地があったと思われるが、該当する遺跡は未発見である。

石鍋生産地の調査から、生産地では粗く形を作るところまでの工程を行い、仕上げの作業は別の場

所で行われたことが分かっている。その加工をした場所については、石鍋を沢筋に下ろした河口周辺

であろうと想定されているが、これまでのところ遺構は見つかっていない（註3）。竹松遺跡では石鍋

の削り屑と思われる細片の集積は見られず、未製品の破損品と思われるものも出土しなかった。この

ことから、仕上げの工程は西彼杵半島の生産地の下流にある海岸近くで行われていたというこれまで

の考えが補強されたと思う。

門前遺跡門前遺跡

第 16 図　石鍋製作所跡遺跡と石鍋集積想定地
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から出土した滑石片の供給源はさらに東側を

想定しており、古代末～中世の竹松遺跡にお

いて石鍋を使用した場所は3万㎡よりもさら
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消費地では最大と思われる。
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考えられている（杉原2016）が、石鍋の集積
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杉原　敦史2016「滑石製石鍋の流通について」『長崎県埋蔵文化財センター研究起用第6号』長崎県埋蔵文化財センター

　　　　　杉原は西彼杵半島の西側からの集積地は佐世保市の門前遺跡周辺と考えている

【註】

註1　　加工痕を残すもので素材が石鍋でない可能性のあるものについては『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年268頁、掲載番号839がある。

註2　　宮崎市高岡町八児遺跡から11世紀後半から12世紀前半の土坑墓から出土している。

　　　　宮崎県教育委員会編1995「八児遺跡」『学頭遺跡・八児遺跡』

註3　　開発が少ないことと、西彼杵半島の河川が作る平地は狭く現在の居住区域と遺跡が重なっていることが調査の少ない大きな理由である。
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区画溝出土の陶磁器について
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第　図　区画溝出土貿易陶磁（S=1 ／ 3）第 1図　区画溝出土の主な遺物
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第　図　区画溝出土貿易陶磁（S=1 ／ 3）第 1図　区画溝出土の主な遺物

区画溝からは総数1544点の貿易陶磁が出土した。第１図は出土した主な遺物である。1は白磁椀Ⅳ

-1b類で C期に属する。2は白磁椀Ⅴ-2a類で D期に属する。3は白磁皿Ⅲ-1類で D期に属する。4は越

州窯系青磁椀Ⅰ-1a類で A期に属する。5は龍泉窯系青磁椀Ⅰ-3類で D期に属する。6は龍泉窯系青磁

椀Ⅰ-6aで D期に属する。7は龍泉窯系青磁皿Ⅰ-1c類で D期に属する。8は同安窯系青磁椀Ⅰ-1c類で

D期に属する。9は初期高麗青磁椀Ⅳ類である。C期に属するが初期高麗青磁椀の中では後出する。10

は白磁四耳壺Ⅲ-1類で C～ D期に属する。11～13は青白磁である。11は水注で、球形の体部には粟粒

文が施されている。C～ D期に属すると思われる。12は合子の蓋である。型押しで精緻な花弁文・花

文が施される。発色もよい。C～ D期に属すると思われる。13は合子の身である。胎土は粗く釉薬の

発色は鈍い。E期のものと思われる。12はイスラム陶器である。大型の容器の体部片と思われ、灰白

色の胎土は精良で軟質である。外面には光沢のある明るい灰緑色の釉が、内面には光沢のある灰色

がかった緑色の釉がかかる。同一固体と思われる破片が他に2点出土している。15～19は陶器である。

15は壺の頸部～口縁部である。D～ E期に属する。16は四耳壺である。D～ E期に属する。17は鉢Ⅰ類

である。D～ F期に属する。18は小鉢Ⅵ類である。D期に属する。19は鉢Ⅲ類でD～ F期に属する。20

は高麗無釉陶器の大型壺・甕である。C～ D期に属すると思われる。
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第●図は分類ができた陶磁器編の時期ごとの点数である。A 期の 4 点は越州窯系青磁椀片で

ある。周辺からも多く出土していることから（●ページ第●図）、これらの越州窯系青磁椀と出

自を同じくするものと思われる。B期の遺物はなく C期になると出土数が増大する。D期はさら

に増え、E期になると激減する。このことと遺物の出土状況（註 1）から、区画溝は C期に埋没

が始まり（註 2）、D期で埋没が進み、E期に埋没したと思われる。少ない数ではあるが、F期に

属する遺物が含まれるのは、区画溝埋没後掘削された SD8、SD26に伴うものと思われる。 
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第２図は分類ができた陶磁器編の時期ごとの点数である。A期の4点は越州窯系青磁椀片である。周

辺からも多く出土していることから（531ページ第１図）、これらの越州窯系青磁椀と出自を同じくす

るものと思われる。B期の遺物はなくC期になると出土数が増大する。D期はさらに増え、E期になる

と激減する。このことと遺物の出土状況（註1）から、区画溝はC期に埋没が始まり（註2）、D期で埋没

が進み、E期に埋没したと思われる。少ない数ではあるが、F期に属する遺物が含まれるのは、区画溝

埋没後掘削されたSD8、SD26に伴うものと思われる。
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区画溝のグリッド別の貿易陶磁

出土数を表したものが図３・４で

ある。遺物の出土は南西コーナー

に近い8464グリッドが最も多く

北へ行くほど出土量は減っている。

また、8464グリッドに接し南西

コーナーがある8664グリッドも出

土数が少ない。区画溝の8464グリッ

ド部分は、東の区画内に掘立柱建

物跡が3棟あり、柱穴も集中してい

ることから、この周辺で使われた

陶磁器が廃棄される場所となったも

のと思われる。

【註】

註1　『竹松遺跡Ⅳ』下巻①SD6（区画溝）について303頁で「豊前型土師器を中心とした大量の土師器の出土状況を見ると、多くが破損せずに堆積し

た後に土圧によって潰れた状態であった。このことから、土師器が廃棄された際には溝の中には水が溜まり底には汚泥の堆積が進んでおり、

廃棄された土師器は汚泥がクッションとなり破損せずにパックされたと思われる。」と記している。なお、ここでは区画溝の埋没を13世紀初

頭としていたが、13世紀前半と若干の幅を持たせたい。

註2　出土した豊前型土師器は一括して廃棄された状況を示していることから、区画内での活動が盛んであった時期に、すでに埋没が始まっていた

と思われる。
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区画内遺構配置図（S=1／1200）第４図　区画溝内出土貿易陶磁のグリッド別出土点数色分けと区画内遺構配置図（S=1/1,200）
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豊前型土師杯について

竹松遺跡からは、『竹松遺跡Ⅳ』下巻で紹介したように、SD6(区画溝 )から豊前型の土師器が集中

して出土している。県内からの豊前型土師器の出土は佐世保市門前遺跡に次いで2例目であり(註1)、

区画溝以外からの出土もあることから今回整理を行った。

なお、これまでこれらの土師器を「豊前系土師器」の名称で報告を行ってきたが学史上「豊前型土師

器」の名称が適当であることから、今回は「豊前型土師器」で報告を行った。

(S=1/3）

1 2 3

4

①区画構内出土
②TAK201303 調査区　SD11 出土
③TAK201202 調査区　①SK16 出土
④TAK201504 調査区　B区 SB 出土

第　図　竹松遺跡の遺構から出土した豊前系土師器の例（S=1/3）第１図　竹松遺跡から出土した豊前型土師器の例

掲載遺物の報告書名と掲載番号

1　長崎県教育委員会編2019『竹松遺跡Ⅳ』　下巻　古代中世編』新幹線文化財調査事務所調査報告書　第11集　長崎県教育委員会編　掲載番号353

2　長崎県教育委員会編2018『竹松遺跡Ⅲ』新幹線文化財調査事務所調査報告書　第6集　長崎県教育委員会編　掲載番号1130

3　長崎県教育委員会編2018『竹松遺跡Ⅲ』新幹線文化財調査事務所調査報告書　第6集　長崎県教育委員会編　掲載番号1130

4　長崎県教育委員会編2017『竹松遺跡Ⅱ』新幹線文化財調査事務所調査報告書　第5集　長崎県教育委員会編　掲載番号492

5　長崎県教育委員会編2019『竹松遺跡』長崎県文化財調査報告書　第217集　長崎県教育委員会編　掲載番号B区SB1-9

①豊前型土師器の出土点数

これまで出土した豊前型土師器杯のうち底部が1/2以上残っているものが41点あった。そこで底径

の平均値を出してみると7.0cmであった。底径が7.0cmの底部円周は21.98cmとなりおよそ22cmである。

そこで、豊前型土師器杯と思われる底部片の円周の合計を平均円周22cmで割り個体数を割り出して

みた。その結果が第１・２表である。区画内からは105点（うち、区画溝内からは90点）が出土している。

また、豊前型土師器杯は区画外の遺構からも４点出土している。遺物の精査を行えば、この数はさら

に増えると思われる。竹松遺跡からは豊前型の土師器杯が集中して出土し、豊前地方との強いかかわ

りを窺うことができたが、その理由まではたどり着くことができなった。北九州市の佐藤浩司氏には

豊前型土師器について多くのご教示をいただいた。
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第１表　筑前型土師器の区画内からの出土点数（遺構は『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年に掲載）
遺構名 調査年度 底部片数 底部周計 cm 個体数（底部周計÷ 22） 個体数（1未満は切り上げ。他は切り捨て）

ＳＤ 26 201202 3 24 1.1 1

ＳＦ 1 201202 8 142 6.5 6

ＳＫ 106 201202 2 34 1.5 1

ＳＫ 107 201202 1 22 1.0 1

ＳＢ 5 201405 1 22 1.0 1

ＳＤ 9 201405 15 84 3.8 3

ＳＰ 303 201405 1 11 0.5 1

ＳＳ 1 201405 2 20 0.9 1

ＳＤ 6

201405 26 201 9.1 9

201202 149 1337 60.8 60

201302 65 481 21.9 21

合計 105

第２表　豊前型土師器の区画外からの出土点数

遺構名 調査年度 底部片数 底部周計 cm
個体数

（底部周計÷ 22）

個体数
（1未満は切り上げ。

他は切り捨て）
報告書名

ＳＤ 11 201303 1 22 1.0 1『竹松遺跡Ⅲ』長崎県教委編2018年

①ＳＫ 16 201202 1 22 1.0 1『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年

Ｂ区ＳＢ 1 201504 1 22 1.0 1『竹松遺跡』長崎県教委編2019年長崎県文化財調査報告書　第217集

NR1 201501 1 12 0.5 1『竹松遺跡Ⅴ』長崎県教委編2020年

合計 4

SB5

SP303

SD26

SF1SF1

SD6SD6

SD11SD11

B区SB1B区SB1

①SK16①SK16

SK106SK106

SD9SD9

SS1SS1

SK107SK107

豊前系土師器が出土した遺構

0 100m（S=1/3,000）

第２図　豊前型土師器が出土した遺構

 【註】

註1　　　門前遺跡出土の遺物については『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年307頁に記している。
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 【註】

註1　　　門前遺跡出土の遺物については『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委編2019年307頁に記している。

越州窯系青磁について

竹松遺跡の調査では138点の越州窯系青磁片が出土した。第

１図は出土した点数をグリッドごとに色分けしたものである。

中央から北よりに分布している様子が分かる。県内の遺跡では

越州窯系青磁は佐世保市の門前遺跡から160点が出土している。

それに次ぐ出土数である。また、越州窯系青磁の中でも、Ⅲ類

や椀以外の出土が見られたことも特徴的である。第２図には越

州窯系青磁Ⅲ類や、椀以外のものを集めた。1は椀Ⅰ類で外面

を箆押圧縦線で区画した後、区画内に細線の蓮弁を描く。2は

外面に3重の蓮弁文が浮き彫りで施されるⅢ類椀である。3～6

は内面に毛彫りが施される椀Ⅲ類である。7・8は内面に毛彫り

が施される浅形椀Ⅲ類である。9は水注Ⅰ類である。10は水注

Ⅲ類である。瓜割形の球胴で沈線による文様が描かれる。

1

2

4
5

6 7 8

3 9

10

第２図　出土した越州窯系青磁Ⅲ類や椀以外の例　

1点
2点〜5点
6点〜10点
11点以上

第　図　越州窯系青磁出土グリッド

（S=1/1,200）

区画溝

第１図　越州窯系青磁出土グリッド　
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【出典】

1:『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委2017掲載番号702　2:『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委2019掲載番

号221　3:『竹松遺跡Ⅴ』長崎県教委2020掲載番号1274　4:『竹松遺跡Ⅴ』長崎県教委2020掲

載番号1275　5:『竹松遺跡Ⅴ』長崎県教委2020掲載番号423　6：『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教

委2019掲載番号274　7:『竹松遺跡Ⅳ』下巻長崎県教委2019掲載番号43　8:『竹松遺跡Ⅳ』下

巻長崎県教委2019掲載番号127　9:『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委2017掲載番号639　10:『竹松

遺跡』長崎県文化財調査報告書代217集長崎県教2019掲載番号B区SC1出土遺物19

カムィヤキについて
カムィヤキは総数24点が出土した。TAK201405調査区の北

側に位置する⑤区・⑥区の小調査区とその北側に位置する

TAK 201406調査区、TAK201501調査区から出土した。なかでも、

TAK201405調査区からは集中した出土が見られた。TAK201501

調査区から出土した3点はすべて自然流路 NR1からの出土であ

る。しかし、出土したカムィヤキは摩滅が少ない。NR1は東か

ら西へ流れており、カムィヤキは出土した地点より遠くない東

側の調査区外の場所で廃棄されたものと考える。

初期高麗青磁について

初期高麗青磁はTAK201405調査区を中心に45点が出土した。

器種別内訳は、椀31点、皿9点、壺1点、合子蓋1点、不明3点で

ある。出土地点を見ると、区画溝の周辺とTAK201501調査区の

NR1である。TAK201405調査区を見ると、建物が多く建つ区画

の南側からの出土もあるが、遺構が少ない区画の北側や区画の

外からの出土も見られる。TAK201501調査区の NR1からの出土

は、カムィヤキの箇所でも述べたようにNR1の上流に当たる東

側の未調査区で廃棄されたと思われる。

なお、『竹松遺跡Ⅱ』（長崎県教委編2017年170頁 SD12出土遺

物）の中で掲載番号466の初期高麗青磁椀を10世紀代に埋没した

SD12に伴う遺物として報告したが、SD12の覆土から取り上げた

遺物を精査した結果、報告番号444の土師器皿も含め12世紀代

と思われる小皿片などが含まれることがわかったために、466

の高麗青磁椀も12世紀の遺物で、上層の遺物が混入したものと

訂正する。

１点１点

出土点数出土点数

２〜５点２〜５点

区画溝区画溝

１点１点

出土点数出土点数

２〜５点２〜５点

６〜９点６〜９点

区画溝区画溝

第１図　カムィヤキ出土グリッド

第１図　初期高麗青磁出土グリッド
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第１図　カムィヤキ出土グリッド

第１図　初期高麗青磁出土グリッド

第２図　今回、時代を修正する遺物（『竹松遺跡Ⅱ』長崎県教委編2017年　171、172頁）

高麗無釉陶器について

高麗無釉陶器は総数327点が出土した（註1）。この点数は、報

告されている点数では対馬を含めても県内最多である。竹松遺

跡と同時代の遺跡は県内にも複数あるが、本土部の遺跡に限れ

ば最も多く出土した遺跡は佐世保市の門前遺跡で18点であるこ

とから（註2）、竹松遺跡からの出土が集中していることが分か

る。また、高麗無釉陶器がもたらされた時代であるが、頸部の

文様や形態から主税氏の編年によるⅢ期に属し（主税2016）12

世紀代と思われる。高麗無釉陶器のグリッドごとの出土状況を

見ると、区画溝をはさんで集中が見られる。この遺物が集中す

るグリッドの区画外部分からは当該期の遺構は検出されていな

い。区画内に目を向けると、12世紀後半から区画溝は埋没を始

めるが区画内での活動は盛んであったことを想定している。ま

た、区画内の遺構の分布を見ると建物や柱穴は南側に集中して

いることから、高麗無釉陶器が出土した場所は遺構から離れた

場所であるともいえる。明確な遺構に伴わない遺物の大量の出

土について、高麗無釉陶器の大量の出土が、高麗人を伴うもの

と考えた場合、あえて遺構のない場所を選び、短期の滞在が行

われたことも考えられる。

カムィヤキ、初期高麗青磁、高麗無釉陶器の出土状況を比べ

てみれば、出土する地点がほぼ重なっている。このことは、竹松遺跡に持ち込まれたこれらの遺物が

同じように扱われたことの反映と思われる。朝鮮半島で生産された高麗無釉陶器と初期高麗青磁が奄

美大島のカムィヤキと強いつながりを持っていることがこのことからも言えるのではなかろうか。

１点

２〜５点

６〜９点

10〜19点

20点以上

１点

２〜５点

６〜９点

10〜19点

20点以上

出土点数出土点数

区画溝区画溝

第１図　高麗無釉陶出土グリッド
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【参考文献】

主税　英徳　　2016「九州出土の高麗陶器」『考古学は科学か　下』田中良之先生追悼論文集田中良之先生追悼論文集編集委員会

【註】

註1　『竹松遺跡Ⅳ』下巻では、竹松遺跡から出土した高麗無釉陶器の総点数を253点としていたが本報告のための整理を進めたところ確認できた数

が増えた。

註2　県内出土の高麗無釉陶器については『竹松遺跡Ⅳ』下巻　長崎県教委編2019年307頁で集成を行っている。
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古代の竹松遺跡周辺の地理的・歴史的考察

村川　逸朗

 １．「木都」刻書紡錘車

平成23年から28年度の計6年間にわたる九州新幹線大村車両基地

調査での出土遺物で、この『木都』と刻まれた紡錘車は、重要遺物で

あるということに異論はないと思われるが、いまひとつその評価が

定まっていないのは何故だろうか。それはひとつには、この『木都』

と刻まれた紡錘車が遺構に伴うものではなく、また、時期を確定す

るような共伴する遺物もなかったことが主因であろう。

刻書紡錘車の歴史的意義について、高島英之氏は、祭祀等にあたっ

て紡輪（紡錘車）に文字を記す風習を持った坂東在住（上野国南西部

から武蔵国北西中部）の民からの直接・間接の影響によってそれら

の地に存在するものと考えることが出来るとされている（高島2018）。この『木都』紡錘車の意義につ

いては、鎮兵や防人と関係するものとの論究があるものの、考古学的な検討はここまでであるので竹

松遺跡出土の『木都』刻書紡錘車の謎を紐解く有力な手掛かりとなるものは『木都』と刻まれた文字によ

るしかないということになる。平成24年にこの資料を佐倉の国立民俗歴史博物館の平川南氏に見てい

ただい時に、「木」は「き」と発音し「城」の文字をあてることもあるし、「都」は「つ」と発音し、おそらく

「津」の文字を充てて、「そのきのつ」という可能性もあるとのことであった。

本稿では『木都』の意味・由来を考えてみることが主な目的である。

２．「津」について

広大な竹松遺跡の東から北側には、大村湾に注いでいる一級

河川である郡川が流れている。明治期に描かれた古絵図（第１図）

をみると、竹松遺跡の北東部に明らかに人工的な突堤と入江状

のものがある。実際に現

地で確認してみると、流

れを制御する意味がある

のではないかと考えられ

る石列で補強していると

ころもあった。（絵図に描

かれた場所で確認）。当初

はここが津に相当するの

ではないかと考えていた。

ところが、郡川の対岸福重の地元の人の話を聞くと、そうではなくて、今富城跡の東から北方向に広

がる低平な水田の場所が昔の港の跡であり（第2図№17）、その周りには船を繋いでいた『船つなぎ石』

も残っているとのことだった。この周辺には古墳が複数所在したり、古墳時代の後の平安時代以降に

図版１　『木都』刻書紡錘車

第１図　明治時代の古絵図（公図）

左図の黄色○の現地写真

（注意してみると石列を確認できる）
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『長崎県遺跡地図平成 6年度版』より『武留路山』を基に作成

第 2図　竹松遺跡と『木都』刻書紡錘車に関係する周辺の遺跡

1.石走遺跡

2. 石走古墳群 2号墳

3. 山の上石棺

4. 大堂遺跡

5. 八竜古墳

6. 皆同郷古城石棺

7. 強力遺跡

8. 稗田遺跡

9. 冷泉遺跡

10. 武留路山城跡石積

11. 今富城跡

12. 好武城跡　郡衙推定地 A

13. 郡衙推定地 B

14. 船つなぎ石 1

15. 船つなぎ石 2

16. 道祖神

17. 潟津
18. 竹松遺跡

19. 明治時代の古絵図 (公図 )

遺跡

古墳及び墓域

古墳時代の生活址

郡衙、山城など (推定地含む )

凡例

0 1km（S=1/25,000）

14　船つなぎ石 1 15　船つなぎ石 2

西海道駅路傍の「立石」

10　立目積みと布積み

10 楕円形の石積み
　　(南上方から）

10　立目積みと布積み

10　石積み幅は１m
　　　グリ石は巌選
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ついても『七山十坊』等と呼ばれ複数の寺院があったと言われる所で、その当時は栄えていたのだろう

と偲ばれる場所であった。

森浩一氏によれば、日本海側には『潟
せき

港
こう

』と呼ばれる古墳に囲まれ、港として栄え、古墳の後は古代

寺院が建立されるという、拠点的で宗教的な性格を帯びる都市的な性格ももつとのことである（森浩

一編1983森浩一1994）。これは海水と淡水が混じる汽水の港のことであるが、細い水路で海と繋がっ

ている所でもある。ここ（第2図№17）の場合は「よし川」で大村湾と繋がっている。『潟
せき

港
こう

』は比重の関

係で上層は淡水、中層から下は海水なので、船虫による食害がないので天然の良港として繁栄したの

だという。

次に『潟
せき

港
こう

』の存在を地質学的に考察してみる。

第４図　大仁田活動セグメント（活断層状況）
（鉄道・運輸機構2010）より引用

第４図　大仁田活動セグメント（活断層状況）
（鉄道・運輸機構2010）より引用

第３図　大村市周辺の地質図
（鉄道・運輸機構2010）より引用

ボーリング実施個所 ボーリング実施個所

         

釜
の
内

№2113-12
№2113-13

第 5 図　ボーリング実施個所

    　

第5図は鉄道・運輸整備機構によるボーリング調査地である。（鉄道・運輸整備機構2010）第3図の

大村市周辺の地質図をみると、当該のボーリング実施個所が多良岳新規玄武岩類の末端部上で実施さ

れたことがわかる。また、第4図にみるように活断層が走るところでもあるので、それによって玄武

岩に亀裂が生じ、旧河道の流路でもあった（田中1977）ことから浸食作用によって開析され“釜”状の

地形が形成されたことが考えられる。字名として“釜の内”という地名が残存している（増元2003）。
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ボーリング結果

１.沖積層　(粘性土 )(Ac1)　GL 0.00 ～ 1.85m
表層 0.4m まで農耕土である。厚さ 1.45m で分布し、色調は茶褐色を呈する。

粘土を主体とし、砂を混じる。比較的均質である。含水量はやや多く、手で

たやすくこねることができる。植物根を混入する。

Ｎ値は３を示し、柔らかい地盤である。

位置：28k120.0m CL

標高：H=2.75m　掘進長：L=28.0m

柱状図 コア写真

２.沖積層　(砂礫 )(Ac1)　GL -1.85 ～ -4.05m
厚さ 2.2m で分布し、色調は暗青色を呈する。

径 10 ～ 50 ㎜の亜角礫を主体とする。礫が 6割、砂が 4割で構成される。

含水量はやや多い。

Ｎ値は 17 ～ 24 を示し、中位の締まりである。

２.沖積層　(砂質土 )(As1)　GL -4.05 ～ -5.80m
厚さ 1.75m で分布し、色調は暗灰色を呈する。

細砂あるいは粗砂からなる。細砂の所では粒径均一であるが、粗砂の所では、

粒径不均一である。全体に含水量は多い。下部では貝殻片を混じる。

Ｎ値は 2～ 5を示し、非常に緩い～緩い締まりである。

３.沖積層　(粘性土 )(Ac2)　GL -5.80 ～ -8.45m
厚さ 2.65m で分布し、色調は暗灰色を呈する。

シルトを主体とし、砂を混じる。中部～下部では径 5～ 20 ㎜の亜角礫～角礫

を混入する。含水量は多い。貝殻片を混じる。

Ｎ値は 3～ 4を示し、軟らかい地盤である。

４.沖積層　(砂礫 )(Ag2)　GL -8.45 ～ -9.30m
厚さ 0.85m と薄く分布し、暗青灰色を呈する。

径 5～ 40 ㎜の亜角礫～角礫を主体とする。礫が 6～７割、砂が 3～ 4割で

構成される。含水量は多い。

Ｎ値は 5を示し、緩い締まりである。

５.沖積層　(粘性土 )(Ac3)　GL -9.30 ～ -10.80m
厚さ 1.6m で分布し、色調は暗褐色を呈する。

シルトを主体とし、径 5～ 20 ㎜の亜角礫～角礫を点在する。不均質である。

含水量は多い。有機物を混じる。

Ｎ値は 2を示し、非常に軟らかい地盤である。

５.沖積層　(砂礫 )(Ac3)　GL -10.90 ～ -14.60m
厚さ 3.7m で分布し、色調は暗茶褐色を呈する。

径 5～ 20 ㎜の亜円礫～角礫を主体とする。礫が 5～ 6割、砂が 3～ 4割、細粒分

(シルト分＋粘土分 )が 1割で構成される。含水量は多い。孔壁が崩壊する。

GL-12m 付近では粘土を多く混じる。最大径は 70 ㎜程度である、

Ｎ値は 22 ～ 50 以上を示し、中位～きわめて密な締まりである。

“釜”状に岩石層が浸食され、そこに堆積した沖積層

塩水性堆積層（砂質・粘質）

扇状地堆積物

28.00 ㎞ 29.00 ㎞

第６図　ボーリング資料と地質断面図

このボーリング結果からわかることは、塩水性湿地腐食層の存在が確認されたので、海水の流入が

あった可能性があることと、それが残存していること、多量の湧水が考えられるのは、“釜状”の地

形のなかに湧水が閉じ込められていることを表しているのであろう。大村湾でボーリング調査を行い、

旧石器時代から現在に至る大村湾の海水面変動に詳しい長崎大学水産学部名誉教授である松岡数充氏

から，ボーリング番号 No2113-12の -3.65～ -5.70mに、また No2113-13の -2.51～ -4.31mに貝殻破

片を含む地層が記載されていて、前者の標高が+2.35m、後者の標高が+2.09mなので，現在の海水面

より僅かに低い位置に海の影響があると思われる堆積物があり、もしこれが海成層ならば、伊木力遺

跡（現在の陸地の下に縄文時代前期の丸木舟や、同期から晩期の土器や石器が出土；筆者註）と同じよ

うな状況（現状の水田の下に遺跡が包蔵されている可能性；筆者注）が推察出来る。とのコメントをい

ただくことができた。

“潟津”であった可能性について、地質的な事例により解明のための一歩を踏み出すことができた

といえないだろうか。
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このボーリング結果からわかることは、塩水性湿地腐食層の存在が確認されたので、海水の流入が

あった可能性があることと、それが残存していること、多量の湧水が考えられるのは、“釜状”の地

形のなかに湧水が閉じ込められていることを表しているのであろう。大村湾でボーリング調査を行い、

旧石器時代から現在に至る大村湾の海水面変動に詳しい長崎大学水産学部名誉教授である松岡数充氏

から，ボーリング番号 No2113-12の -3.65～ -5.70mに、また No2113-13の -2.51～ -4.31mに貝殻破

片を含む地層が記載されていて、前者の標高が+2.35m、後者の標高が+2.09mなので，現在の海水面

より僅かに低い位置に海の影響があると思われる堆積物があり、もしこれが海成層ならば、伊木力遺

跡（現在の陸地の下に縄文時代前期の丸木舟や、同期から晩期の土器や石器が出土；筆者註）と同じよ

うな状況（現状の水田の下に遺跡が包蔵されている可能性；筆者注）が推察出来る。とのコメントをい

ただくことができた。

“潟津”であった可能性について、地質的な事例により解明のための一歩を踏み出すことができた

といえないだろうか。

３.「木」について

（１）「木」と「城」

国学院大学の故木下良氏により西海道駅路として考えられているのが、第2図の a、ｂ、ｃ、ｄのルー

トである。その根拠としてはｃの場所の字名が「馬込」ということで「新分駅」が所在したと推察されて

いることと、このルートの傍に道標となる「立石」が存在していることなどによる。なお、赤い波線で

示した№16の道祖神を起点ｈとして、西海道駅路と交差するｃ、そしてｊへと道をたどると№10の

武留路山城へと続いている。この武留路山の山頂（標高341ｍ）には縦が93m、横が63mの楕円形の石積

みが残存している。長崎外国語大学の故木本雅康氏によりこの武留路山を烽火の場所として考えられ

ていたことがある。第8図には烽火のネットワークの推定図（村川2011）を掲載している。

（２）「木」と材木

前章まで、「木都」のうち都→津は “潟津”の存在を考察してみた。それでは「木」は「き」と発音し「城」

の文字をあてることもあるというのは冒頭で述べたことであるが、そもそもなぜ「木」の字を当てたか、

次に「木」の意味について考えてみた。

平成29年2月宮崎産業経営大学の柴田博子・明治大学の石黒ひさ子両氏による竹松遺跡出土資料見

学時に石黒氏により、特に貴重品である越州窯系青磁Ⅰ類について、それの対価品となると、その当

時の中国の人が欲しがったのは「硫黄と木材」の二つであり、大村湾は、貯木場にいいということと、

周りに山がたくさんあり、切って川に流したのを回収したらいいではないかということで、「木材」が

それに見合うものではなかっただろうかという指摘があった。

国際日本文化センターの榎本渉氏は、このことについて触れ、 木材は平安末期から鎌倉時代の日本

の主要輸出品だと述べている（榎本2008p54-55）。榎本氏によると、1258年に南宋水軍を統括する沿

海制置司の地位にあった呉潜（ごせん）は、皇帝理宗（りそう）に、「倭商は毎年大規模な貿易を行いま

すが、すこぶる国計の助となるのは倭板・硫黄（いおう）のみです」と奏上しており、南宋の文人陸游

が子孫に厚葬を禁じ、和船が慶元・臨安に来れば良質の柩を三十貫で購入することができると言った

ことなどから、日本産木材は宋産よりもコストパフォーマンスにすぐれていたらしい（榎本2008p54-

55）。

４.まとめ

ここまで竹松遺跡出土の『木都』紡錘車と、竹松遺跡周辺の地理的・歴史的環境についてみてきた。

この刻書された紡錘車は東国防人との関係が強いことは高島氏の研究により、ほぼ確定的といえると

ころまできているのではないだろうか。

防人は、663年の白村江の戦いの敗戦により、唐と新羅の連合軍による日本への進攻への危機感か

ら日本の防衛のために設けられたものである。最初の、中国の唐と朝鮮半島の新羅二国を相手とする

戦いを予測するという緊張感に包まれたものになったであったであろう。この緊張状態の時に築かれ

たのが、大宰府の北側を防御する古代山城である大野城や、対馬に築かれた金田城などである。これ

と同じ築き方である立目積みや布積みという古代山城と同じ石積みの方法をとるのが武留路山城跡で

ある。

『木都』という「木」は「き」と発音し「城」の文字をあてることもあるということで、武留路山城をその  
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第８図古代官道と肥前国西部の烽火ネットワーク想定図

堀内和宏作成第333図九州内官衙遺跡・駅路配置図（竹松遺跡Ⅲ所収）を改変加筆
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第８図古代官道と肥前国西部の烽火ネットワーク想定図

堀内和宏作成第333図九州内官衙遺跡・駅路配置図（竹松遺跡Ⅲ所収）を改変加筆

歴史的な背景ではないかと考察してみた。もちろん素直に「木」と理解し、当時日本から中国へ輸出さ

れる木材とも考えた。

次に「都」は「つ」と発音し、おそらく「津」の文字を充てて、「そのきのつ」という意味ではないかとい

うことで、第2図でみた潟津をその可能性があるのではないかと考察してみたところである。これら

の武留路山城跡や、潟津の可能性があるところは、これまで全く考古学等による調査の対象地にはなっ

ていなかった。もちろん“七山十坊”について、古代まで遡る可能性があることは言及されながらも、

その実態については不明としか言いようがなかった。そのような状況のなかでの、日本海における潟

津の存在について森浩一氏の「『潟港』と呼ばれるところは、古墳に囲まれ港として栄え、古墳の後は

古代寺院が建立されるという、拠点的な宗教的な性格を帯びる都市的なものになる」との論及を知る

ところとなった。それ以前は、どうしてそこに古墳や古墳時代の住居跡の遺跡があるのかということ

や、“七山十坊”とは何だろうかと断片的に考えるしかなかった。ジグソーパズルの残りのワンピース

として、潟津の存在を考えてみることによって、周りの古墳や“七山十坊”等が、そして、西海道駅路

や武留路山城跡を含めて、一連の歴史的な流れとして有機的に機能する可能性に気付くことができた。

当然のこととして、これはまだ仮定の域をでるものではない。これからの検証をまって成否をみるし

かないのはいうまでもない。
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レプリカ法による竹松遺跡出土土器圧痕の種実類の同定

１．対象資料

本稿で対象となる資料は、2013年度調査のうち、TAK201303調査区の縄文晩期土器（黒川式新段階）、

2014年度調査のうち、TAK201406調査区の古墳時代後期（6世紀後半）を中心とした土器群である。こ

れらの調査成果については、それぞれ『竹松遺跡Ⅲ』、『竹松遺跡Ⅳ』としてすでに刊行されている（長

崎県教委編2018、長崎県教委編2019）。TAK201303調査区は、縄文土器のうち、報告書掲載の対象となっ

た145点について、肉眼やルーペによって得られた3点を対象とする。TAK201406調査区は、6世紀後

半の竪穴住居跡群を中心とした遺構出土土器を対象に、肉眼やルーペによる観察で得られた23点を対

象とした。

２．レプリカ法の手順

　レプリカ法の手順は以下の通りである。

①肉眼・ルーペにより土器を観察し、植物圧痕と思われるものを抽出。

②圧痕内の洗浄後、土器全体写真、圧痕部の拡大写真撮影。

③離型材（アクリル樹脂パラロイドB72の10〜20％のアセトン溶液）を圧痕部に塗布後、シリコーン樹

脂（信越シリコーン（主剤：KE-12+硬化剤：CAT-RM）又はブルーミックス）を圧痕部に注射器シリン

ダーを用いて充填。

④③のシリコーン樹脂に増粘剤を混ぜたものを走査電子顕微鏡のマウントに塗り、圧痕部のシリコー

ンに接合後、乾燥。

⑤固まった後、取り外してアセトンで圧痕部の離型材を洗浄。

⑥走査電子顕微鏡によるレプリカの観察・写真撮影・同定。

今回は、レプリカを作成した26点のうち、植物種子の可能性のあるものは8点、同定可能なものは

4点であった。種名が不明なものや、植物種子以外のものでも、レプリカを作成したものについては

全て提示した。

３．確認された植物種子　　

植物種子の同定結果は第１表のとおりである。同定された種実は全てイネであり、いずれも

TAK201406調査区の6世紀後半と考えられる土器片からの検出である。TAK201303調査区の縄文晩期土

器（黒川式新段階）からも種実が検出されたが、同定不明であった。レプリカの同定を依頼した小畑弘

己氏（熊本大学教授）によれば、同定したレプリカがイネに偏った要因として、①木片など種実以外の

圧痕が含まれていた、②離型材が厚いためか、表面がつるつるしたものが多く、組織がよく見えない、

③SEMの2次元画像では立体感がイメージできない、といった点が指摘されている。

４．まとめ

今回の調査では、縄文晩期黒川式の土器圧痕から不明種実1点、6世紀後半の甕からイネ4点、イネ

科不明種子1点、不明種子1点を検出した。縄文時代晩期黒川式新段階の土器からイネが検出されな
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【TAK201303-271】

実測図及び写真（S=1/4) 土器圧痕部拡大写真 レプリカ SEM写真

実測図及び写真（S=1/4) 土器圧痕部拡大写真 レプリカ SEM写真

↑

【TAK201303-299】

【TAK201303-2116】

実測図及び写真（S=1/4)

土器圧痕部拡大写真

レプリカ SEM写真

第１図　TAK201303 出土土器圧痕
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【TAK201406-1622】

実測図及び写真（S=1/3)

土器圧痕部拡大写真

レプリカ SEM写真

0 10cm（S=1/3）

レプリカ SEM写真土器圧痕部拡大写真

実測図及び写真（S=1/3)

【TAK201406-1623】

0 10cm（S=1/3）

レプリカ SEM写真土器圧痕部拡大写真

【TAK201406-1625】

実測図及び写真（S=1/3)

0 10cm（S=1/3）

第２図　TAK201406 出土土器圧痕①
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【TAK201406-1622】

実測図及び写真（S=1/3)

土器圧痕部拡大写真

レプリカ SEM写真

0 10cm（S=1/3）

レプリカ SEM写真土器圧痕部拡大写真
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レプリカ SEM写真土器圧痕部拡大写真
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0 10cm（S=1/3）

第２図　TAK201406 出土土器圧痕①

【TAK201406-1638】
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土器圧痕部拡大写真 レプリカ SEM写真
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【TAK201406-1640】
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実測図及び写真（S=1/3)

土器圧痕部拡大写真

レプリカ SEM写真

第３図　TAK201406 出土土器圧痕②
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土器圧痕部拡大写真
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2
土器圧痕部拡大写真ポイント 1 ポイント 2

ポイント 1 ポイント 2
レプリカ SEM写真

第４図　TAK201406 出土土器圧痕③
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第４図　TAK201406 出土土器圧痕③
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第５図　TAK201406 出土土器圧痕④
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第６図　TAK201406 出土土器圧痕⑤
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第６図　TAK201406 出土土器圧痕⑤
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第７図　TAK201406 出土土器圧痕⑥
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第８図　TAK201406 出土土器圧痕⑦
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第８図　TAK201406 出土土器圧痕⑦
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第９図　TAK201406 出土土器圧痕⑧
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【TAK201406-1740】

実測図及び写真（S=1/3)

0 10cm（S=1/3）

レプリカ SEM写真土器圧痕部拡大写真

【TAK201406-1741】

0 10cm（S=1/3）

実測図及び写真（S=1/3)

レプリカ SEM写真

土器圧痕部拡大写真

【TAK201406-1752】

0 10cm（S=1/3）

実測図及び写真（S=1/3)

土器圧痕部拡大写真 レプリカ SEM写真
第 10 図　TAK201406 出土土器圧痕⑨
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【TAK201406-1740】

実測図及び写真（S=1/3)

0 10cm（S=1/3）

レプリカ SEM写真土器圧痕部拡大写真

【TAK201406-1741】

0 10cm（S=1/3）

実測図及び写真（S=1/3)

レプリカ SEM写真

土器圧痕部拡大写真

【TAK201406-1752】

0 10cm（S=1/3）

実測図及び写真（S=1/3)

土器圧痕部拡大写真 レプリカ SEM写真
第 10 図　TAK201406 出土土器圧痕⑨

第１表　竹松遺跡出土土器圧痕一覧

TAK201303 出土土器圧痕

TAK201406 出土土器圧痕

かった点は、北部九州でのイネの出現が刻目突帯文土器出現期を遡らないとする近年の研究と調和的

である（中沢2014、小畑2015）。一方、この時期普遍的にみられるダイズ・アズキといった栽培植物

は見つかっておらず、今後に課題を残した。また、6世紀後半のイネを検出したが、この時期の種実

の検出は本県では初めての事例であり、生産基盤の一端を明らかにすることができた。

今回の調査は、圧痕調査を TAK201303は中尾篤志が、TAK201406は田島陽子が行った。また、圧痕の写真撮影およびレプリカ作成は中尾・

新久保恒和が行い、電子顕微鏡での SEM画像の撮影は片多雅樹・岩佐朋樹が行った。レプリカの同定は小畑弘己が行い、執筆は中尾が行った。

【参考文献】

小畑弘己2015「植物考古学から見た九州晩期農耕論の課題」『九州縄文晩期の農耕問題を考える』第25回九州縄文研究会福岡大会発表要旨・

資料集　九州縄文研究会

長崎県教委編2019『竹松遺跡Ⅳ中巻弥生・古墳編　九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）建設工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』新幹

線文化財調査事務所調査報告書第11集　長崎県教育庁新幹線文化財調査事務所

中沢道彦2014『先史時代の初期農耕を考える－レプリカ法の実践から－』日本海学研究叢書

長崎県教委編2018『竹松遺跡Ⅲ　九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）建設工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』新幹線文化財調査事務

所調査報告書第6集　長崎県教育庁新幹線文化財調査事務所

553



トレンチ掘削風景

遺構検出風景

遺構掘削風景

掘削風景

トレンチ清掃風景

遺構検出風景

遺構掘削風景

掘削風景

遺構検出風景

遺構掘削風景

掘削風景

空撮風景

TAK201501調査区　作業風景

554



トレンチ掘削風景

遺構検出風景

遺構掘削風景

掘削風景

トレンチ清掃風景

遺構検出風景

遺構掘削風景

掘削風景

遺構検出風景

遺構掘削風景

掘削風景

空撮風景

TAK201501調査区　作業風景

表土掘削風景

遺構検出風景

トレンチ掘削風景

遺構清掃風景

除草作業風景

遺構検出風景

掘削風景

計測作業風景

除草作業風景

遺構検出風景

掘削風景

計測作業風景

TAK201502調査区　作業風景

555



 

 

 

 

 

 

 

表土掘削風景         除草作業風景          掘削風景 

 

 

 

 

 

 

 

     掘削風景            掘削風景              掘削風景  

 

 

 

 

 

 

 

 

   遺構検出風景           清掃風景           清掃風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

     空撮風景          遺物戦場風景         出土遺物見学風景 

 

 

TAK201506 調査区 作業風景 

表土掘削風景

掘削風景

遺構検出風景

空撮風景

除草作業風景

掘削風景

清掃風景

遺物洗浄風景

掘削風景

掘削風景

清掃風景

出土遺物見学風景

TAK201506調査区　作業風景

556



 

 

 

 

 

 

 

表土掘削風景         除草作業風景          掘削風景 

 

 

 

 

 

 

 

     掘削風景            掘削風景              掘削風景  

 

 

 

 

 

 

 

 

   遺構検出風景           清掃風景           清掃風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

     空撮風景          遺物戦場風景         出土遺物見学風景 

 

 

TAK201506 調査区 作業風景 

表土掘削風景

掘削風景

遺構検出風景

空撮風景

除草作業風景

掘削風景

清掃風景

遺物洗浄風景

掘削風景

掘削風景

清掃風景

出土遺物見学風景

TAK201506調査区　作業風景

表土掘削風景

ベルコン設置風景

掘削風景

遺構検出風景

表土掘削風景

トレンチ掘削風景

掘削風景

掘削前の水かけ風景

鉄板設置風景

トレンチ掘削風景

掘削風景

空撮風景

TAK201604調査区　作業風景

557



0 100m（S=1/6,000）

Ｎ

TAK201108

TAK201202

TAK201208

TAK201301

TAK201302

TAK201303

TAK201304

TAK201403

TAK201404

TAK201405

TAK201406

TAK201407

TAK201501

TAK201502

TAK201506

TAK201604

TAK201408

TAK201504

TAK201419

新幹線

都市計画道路

市道拡幅

2年間で調査した区
(TAK201202、TAK201302)

2年間で調査した区
(TAK201202、TAK201302)

凡例
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